
１．（基幹事業）数量計算書



（全体）数量総括表



(1/2)
基幹事業　開削総括

工種 種別 細別 1工区 2工区 合計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 設計数量 設計数量 設計数量 数量

管きょ工(φ150㎜) 区間延長 m 110.0 211.3 321.3 321.3

管路土工

管路掘削 機械施工0.28m3 m3 150.1 324.5 474.6 470

管路埋戻 機械施工0.28m3 m3 135.8 297.8 433.6 430
現場～仮置き場

発生土運搬 m3 150.1 324.5 474.6 470
現場～仮置き場

埋戻土運搬 積込（ルーズ） m3 142.9 313.5 456.4 460
下水道センター

発生土処理 運搬距離7.1km m3 4.8 7.2 12.0 10

管路掘削 人力施工 m3

管路埋戻 人力施工 m3
下水道センター

発生土処理 運搬距離　　　km m3

管布設工

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管 φ150㎜ m 105.3 205.0 310.3 310

可とう継手 φ150㎜ 箇所 5 7 12 12

曲管 φ150㎜ 個

鏡切り φ150㎜ 箇所 0.8m/箇所

管基礎工

砂基礎 幅600㎜ m 46.3 46.3 46 素掘 0.4 m3

幅900㎜ m 105.3 158.7 264.0 264 土留 5.4 m3

幅550㎜ m

数量総括表

規　　格 単位 摘　　要



(2/2)
基幹事業　開削総括

工種 種別 細別 1工区 2工区 合計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 設計数量 設計数量 設計数量 数量

管路土留工

建込み簡易土留 掘削深　2.0m以下 m 110.0 163.3 273.3 273

建込み簡易土留賃料 2.0型 日 15 26 41 41 整備費別途

地下水低下工

ウェルポイント 間隔4.0m　打ち込み深さ2.6m m 110.0 211.3 321.3 321

ウェルポイント設置・撤去 本 27 53 80 80

ポンプ据付・撤去 箇所 2 4 6 6

ウェルポイント運転 日 11 23 34 34

ウェルポイント損料 日 17 35 52 52

数量総括表

規　　格 単位 摘　　要



(1/2)
基幹事業　開削総括

工種 種別 細別 1工区 2工区 合計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 設計数量 設計数量 設計数量 数量

管きょ工(φ200㎜) 区間延長 m 39.1 39.1 39.1

管路土工

管路掘削 機械施工0.28m3 m3 49.9 49.9 50

機械施工0.45m3 m3

管路埋戻 機械施工0.28m3 m3 43.9 43.9 40

機械施工0.45m3 m3
現場～仮置き場

発生土運搬 m3 49.9 49.9 50
現場～仮置き場

埋戻土運搬 積込（ルーズ） m3 46.2 46.2 50
下水道センター

発生土処理 運搬距離7.1km m3 2.6 2.6 3

管路掘削 人力施工 m3

管路埋戻 人力施工 m3
下水道センター

発生土処理 運搬距離　　　km m3

管布設工

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管 φ200㎜ m 36.3 36.3 36

可とう継手 φ200㎜ 箇所 5 5 5

曲管 φ200㎜ 個

鏡切り φ200㎜ 箇所 0.9m/箇所

管基礎工

砂基礎 幅600㎜ m 16.7 16.7 17 素掘 0.4 m3

幅950㎜ m 19.6 19.6 20 土留 0.6 m3

数量総括表

規　　格 単位 摘　　要



(2/2)
基幹事業　開削総括

工種 種別 細別 1工区 2工区 合計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 設計数量 設計数量 設計数量 数量

管路土留工

建込み簡易土留 掘削深　2.0m以下 m 20.8 20.8 21

建込み簡易土留賃料 2.0型 日 4 4 4 整備費含む

地下水低下工

ウェルポイント 間隔4.0m　打ち込み深さ2.6m m 39.1 39.1 39

ウェルポイント設置・撤去 本 10 10 10

ポンプ据付・撤去 箇所 1 1 1

ウェルポイント運転 日 5 5 5

ウェルポイント損料 日 10 10 10

規　　格 単位 摘　　要

数量総括表



基幹事業　推進総括
工種 種別 細別 設計 積算

レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量

菅きょ工(小口径推進) 区間延長 ｍ 605.40 605.4

管体延長 ｍ 592.35 592.4

推進延長 ｍ 581.55 581.6

低耐荷力管推進工(泥水)

推進用硬質塩化ビニル管 φ200㎜　1.0m管　砂質土(1＜N≦30) ｍ 581.6 582 スパン：13

(推進用硬質塩化ビニル管) SUSカラー付直管・先頭管　φ200㎜　L=1.0m 本 12 12

(推進用硬質塩化ビニル管) SUSカラー付直管・標準管　φ200㎜　L=1.0m 本 573 573

(推進用硬質塩化ビニル管) SUSカラー付直管・ 終管　φ200㎜　L=1.0m 本 12 12
平均推進延長  45m

(推進工) 車上式 ｍ 581.6 582 日進量　8.2m/日

(ﾋﾞｯﾄ損耗費) ｍ 581.6 582

(ｹｰｼﾝｸﾞ類撤去) ｍ 585.2 585 標準撤去量　30ｍ/日

発生土処理 ダンプトラック2ｔ車　運搬距離7.1km m3 29.5 30 一次分離量を計上

立坑内管布設工

硬質塩化ビニル管 φ200㎜ m 10.8 11 推進工に含める

(硬質塩化ビニル管布設工) φ200㎜ ｍ 10.8 11

(可とう継手) φ200㎜　推進管用(組立人孔) 個 26 26

砂基礎 φ200㎜ m3

仮設備工(小口径)

坑口 φ200㎜ 箇所 25 25

既設マンホール坑口 φ200㎜ 箇所 1 1

鏡切り φ200㎜ 箇所 26 26 推進管＋開削管

鏡切り φ150㎜ 箇所 14 14 開削管

鏡切り φ100㎜ 箇所 1 1 開削管

(鏡切り工) 小型立坑(鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ) ｍ 46.0 46.0 31.2 + 14.0 + 0.8

摘　　要単位規　　格

数量総括表



基幹事業　推進総括
工種 種別 細別 設計 積算

レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量
摘　　要単位規　　格

数量総括表

推進設備等設置撤去 式 1 1

(推進設備工) 箇所 6 6

(推進設備据換工) 箇所 6 6

(掘進機据付工) 箇所 12 12

(掘進機撤去工) 分割回収 箇所 11 11

(通過立坑工) 箇所 1 1

送排泥設備工

送排泥設備 式 1 1

(配管材設置撤去工) m 171.2 171

(送泥ポンプ据付撤去工) ポンプ型式口径50㎜ 台 2 2

(排泥ポンプ据付撤去工) ポンプ型式口径50㎜ 台 12 12

泥水処理設備工

泥水処理設備 式 1 1
設備容量0.5m3/min

(泥水処理装置据付撤去工) 車上式　 基 2 2

(作泥材) 粘土 t 1.0 1

ベントナイト kg 171.8 171.8

CMC kg 15.2 15.2

水 t 13.7 13.7

(泥水処理運搬) 運搬距離12.6km m3 15.2 15 比重1.15

補助地盤改良工
平均削孔長5.285m　(平均土被り長2.485m) 平均削孔時間(T2)26.4分

薬液注入(注入量毎) 二重管ストレーナ(複相式)　注入長2.8m 本 154 154 注入量1.078kl/本

注入設備据付・解体 車上 現場 1 1 トラック損料　実日数23



(1/2)
基幹事業　開削総括

工種 種別 細別 1工区 2工区 合計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 設計数量 設計数量 設計数量 数量

マンホール工

組立マンホール工(１号)

組立１号マンホール 平均マンホール深　1.5　m 箇所 2 2 2

鉄蓋(受枠込) φ600㎜　車道用(T-14) 組

φ600㎜　車道用(T-14　除雪対応) 組 2 2 2

φ600㎜　車道用(T-25　除雪対応) 組

調整金具 25㎜ 組

45㎜ 組 2 2 2

調整リング H=5㎝ 個 1 1 1

H=10㎝ 個

H=15㎝ 個 1 1 1

斜壁ブロック H=30㎝ 個 1 1 1

H=45㎝ 個 1 1 1

H=60㎝ 個

直壁ブロック H=60㎝ 個

H=90㎝ 個

H=120㎝ 個

H=150㎝ 個

H=180㎝ 個

数量総括表

規　　格 単位 摘　　要



(2/2)
基幹事業　開削総括

工種 種別 細別 1工区 2工区 合計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 設計数量 設計数量 設計数量 数量

躯体ブロック H=60㎝ 個

H=90㎝ 個 1 1 1

H=120㎝ 個 1 1 1

H=150㎝ 個

H=180㎝ 個

底版ブロック H=13㎝ 個 2 2 2

組立マンホール工(据付) マンホール深　3.0m以下 箇所 2 2 2

マンホール深　3.0mを超え4.0m以下 箇所

マンホール深　4.0mを超え5.0m以下 箇所

底部工 インバート及び基礎砕石 箇所 2 2 2

基礎砕石のみ 箇所

インバートのみ 箇所

削孔 φ100㎜ 箇所 2 2 2

φ150㎜ 箇所 1 1 1

φ200㎜ 箇所 2 2 2

規　　格 単位 摘　　要

数量総括表



基幹事業　推進総括
工種 種別 細別 設計 積算

レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量
摘　　要単位規　　格

数量総括表

マンホール工

組立マンホール工(1号)

組立1号マンホール 平均マンホール深4.013m 箇所 4 4

(鉄蓋(受枠込)) φ600㎜　車道用(T-14 除雪対応) 組 4 4

(調整金具) 25㎜ 組 2 2

45㎜ 組 2 2

(調整リング) H=5㎝ 個 2 2

H=15㎝ 個 2 2

(斜壁ブロック) H=30㎝ 個 2 2

H=45㎝ 個 1 1

H=60㎝ 個 1 1

(直壁ブロック) H=30㎝ 個 1 1

H=150㎝ 個 2 2

H=180㎝ 個 2 2

(躯体ブロック) H=180㎝ 個 4 4

(底版ブロック) H=13㎝ 個 4 4

(底部工) インバート工のみ 箇所 5 5

(組立マンホール工(据付)) マンホール深　4.0m以下 箇所 2 2

マンホール深　5.0m以下 箇所 2 2

(コンクリート) 18-8-40　無筋構造物　打設地上高さ2m以下 m3 1.4 1.4 調整コンクリート

(削孔) φ200㎜ 箇所 5 5

φ150㎜ 箇所 3 3

マンホール工

組立マンホール工(2号)

組立2号マンホール 平均マンホール深4.301m 箇所 9 9

(鉄蓋(受枠込)) φ600㎜　車道用(T-14 除雪対応) 組 9 9

(調整金具) 25㎜ 組 1 1

45㎜ 組 8 8



基幹事業　推進総括
工種 種別 細別 設計 積算

レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量
摘　　要単位規　　格

数量総括表

(調整リング) H=5㎝ 個 1 1

H=10㎝ 個 6 6

H=15㎝ 個 2 2

(斜壁ブロック) H=30㎝ 個 8 8

H=45㎝ 個 1 1

(FRP中間スラブ) 後付用タイプ 個 1 1

(直壁ブロック) H=120㎝ 個 2 2

H=150㎝ 個 3 3

H=180㎝ 個 3 3

H=210㎝ 個 1 1

(躯体ブロック) H=90㎝（深型） 個 3 3

H=150㎝ 個 2 2

H=180㎝ 個 2 2

H=210㎝ 個 1 1

H=240㎝ 個 4 4

(底版ブロック) H=15㎝ 個 6 6

深型 個 3 3

(組立マンホール工(据付)) マンホール深　4.0m以下 箇所 3 3

マンホール深　5.0m以下 箇所 5 5

マンホール深　6.0m以下 箇所 1 1

(底部工) インバートのみ 箇所 8 8

インバートなし 箇所 1 (1)

(コンクリート) 18-8-40　無筋構造物　打設地上高さ2m以下 m3 0.8 0.8 調整コンクリート

(削孔) φ200㎜ 箇所 11 11

φ150㎜ 箇所 11 11

φ100㎜ 箇所 1 1



基幹事業　推進総括
工種 種別 細別 設計 積算

レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量
摘　　要単位規　　格

数量総括表

マンホール工

組立マンホール工(内副管)

副管(φ100㎜) φ100mm　平均落差　2.546　m 箇所 14 14

内副管継手 φ150㎜×φ100㎜ 個 12 12 2号マンホール用

φ150㎜×φ100㎜ 個 1 1 1号マンホール用

硬質塩ビ管(プレーンエンド) φ100㎜　L=4m 本 7.3 7.3

90°曲管 φ100㎜ 個 5 5

固定金具 φ100㎜ 個 28 28

内副管取付工 1.5m以上2.0m未満 箇所 1 1

2.0m以上2.5m未満 箇所 6 6

2.5m以上3.0m未満 箇所 6 6

3.0m以上3.5m未満 箇所 1 1

副管(φ150㎜) φ150mm　平均落差　2.127　m 箇所 2 2

内副管継手 φ200㎜×φ150㎜ 個 2 2 2号マンホール用

硬質塩ビ管(プレーンエンド) φ150㎜　L=4m 本 0.8 0.8

90°曲管 φ150㎜ 個 1 1

固定金具 φ150㎜ 個 4 4

内副管取付工 1.5m以上2.0m未満 箇所 1 1

2.0m以上2.5m未満 箇所 1 1



(1/1)
基幹事業　開削総括

工種 種別 細別 1工区 2工区 合計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 設計数量 設計数量 設計数量 数量

マンホール工
(1.530×4+1.843×6)/10

小型マンホール工

小型マンホール(塩ビ製) 平均マンホール深　1.7　m 箇所 4 6 10 10

防護蓋(台座込) φ300㎜　車道用(T-8) 組

φ300㎜　車道用(T-14) 組

φ300㎜　車道用(T-14 除雪対応) 組 4 6 10 10

φ300㎜　車道用(T-25 除雪対応) 組

防護蓋基礎 RCC-40　t=20㎝ 箇所 4 6 10 10 砕石0.4m2/箇所
深さ2m以下

小型マンホール設置 起点及び中間形式　本管φ150㎜～φ200㎜ 箇所 4 6 10 10
深さ2m超え3.0m以下
起点及び中間形式　本管φ150㎜～φ200㎜ 箇所
深さ2m以下
底部会合形式　本管φ150㎜～φ200㎜ 箇所
深さ2m超え3.0m以下
底部会合形式　本管φ150㎜～φ200㎜ 箇所

数量総括表

規　　格 単位 摘　　要



(1/2)
基幹事業　開削総括

工種 種別 細別 1工区 2工区 合計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 設計数量 設計数量 設計数量 数量

取付管及びます工

管路土工

管路掘削 機械施工0.13m3 m3 31.9 74.7 106.6 110

管路埋戻 機械施工0.13m3 m3 27.4 66.6 94.0 90
現場～仮置き場

発生土運搬 m3 31.9 74.7 106.6 110
仮置き場～現場

埋戻土運搬 積込（ルーズ） m3 28.8 70.1 98.9 100
下水道センター

発生土処理 運搬距離7.1km m3 3.1 4.6 7.7 8

管路掘削 人力施工 m3

管路埋戻 人力施工 m3
下水道センター

発生土処理 運搬距離　　km m3

ます設置工

ます φ200㎜　塩ビ製蓋 箇所 6 12 18 18 深さ1.5m以下

φ200㎜　鋳鉄製蓋 箇所 9 11 20 20 深さ1.5m以下
砕石0.3m2/箇所

φ200㎜　防護蓋(簡易型T-8) 箇所 深さ1.5m以下

φ300㎜　塩ビ製蓋 箇所 深さ2.0m以下
砕石0.4m2/箇所

φ300㎜　防護蓋(簡易型T-8) 箇所 深さ2.0m以下

取付管布設工
3m未満 平均

取付管 硬質塩化ビニル管　　φ100㎜ 箇所 L=　　m
3mを超え5m未満 （平均L=2.89） （平均L=3.43） 平均
硬質塩化ビニル管　　φ100㎜ 箇所 15 23 38 38 L=3.22m
5mを超え12m未満 平均
硬質塩化ビニル管　　φ100㎜ 箇所 L=　　m
3mを超え5m未満 平均
硬質塩化ビニル管　　φ150㎜ 箇所 L=　　m

数量総括表

規　　格 単位 摘　　要



(2/2)
基幹事業　開削総括

工種 種別 細別 1工区 2工区 合計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 設計数量 設計数量 設計数量 数量

管路土留工

軽量鋼矢板建込土留 L=2.0m m 16.6 16.6 17

軽量鋼矢板建込土留賃料 L=2.0m 日 4 4 4 整備費含む

軽量土留支保工設置撤去 1段　ねじ式パイプサポート m 16.6 16.6 17
低保証期間30日

軽量土留支保工賃料 1段　ねじ式パイプサポート 日 4 4 4 基本料含む

規　　格 単位 摘　　要

数量総括表



基幹事業　推進総括
工種 種別 細別 設計 積算

レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量
摘　　要単位規　　格

数量総括表

立坑工

管路土工

発生土運搬 クラムシェル　距離0.5km以下 m3 206 210
変化率0.95

埋戻土運搬 積込(ルーズ)　ダンプトラック10t　距離0.3km以下 m3 41.5 40 39.4/0.95

管路埋戻 発生土 m3 39.4 40
無筋構造物(打設量10m3/日未満かつ2m以下)

管路埋戻 コンクリート　18-8-40　 m3 43.6 44

発生土処理 運搬距離7.1ｋｍ　ダンプトラック10ｔ m3 164.6 160 変化率0.95

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式土留工及び土工(φ2000㎜)

鋼製ケーシング圧入掘削 φ2000㎜ ｍ 34.1 34 34.1＋0.0
6.5h/日　7.4L/h

(圧入掘削積込工) φ2000㎜　砂質土(N≦30) 油圧テレスコピック0.40m3 ｍ 34.1 34
6.5h/日　7.4L/h

(圧入掘削積込工) φ2000㎜　砂質土(30＜N≦50) 油圧テレスコピック0.40m3 ｍ 0.0 0

(ケーシング溶接工) φ2000㎜ 箇所 10 10

(ケーシング引上げ工) φ2000㎜ ｍ 5.4 5.4 6箇所

底盤コンクリート 高炉セメントＢ種　30-18-20 ｍ3 18.6 19 3.1m3/箇所

圧入掘削設備 φ2000㎜ 式 1 1

(機械設置撤去工) φ2000㎜ 回 6 6

(機械退避・再設置工) φ2000㎜ 回 6 6

鋼製ケーシング存置 φ2000㎜ ｍ 29.7 29.7 残置　24.1m

(刃先) φ2000㎜ 箇所 6 6

(鋼製ケーシング) φ2000㎜　t=12㎜ ｍ 29.7 29.7

(ケーシング撤去工) φ2000㎜　 箇所 6 6 平均撤去長　H=0.93m

(スクラップ) t 3.6 3.6

仮設ケーシンング損料等 φ2000㎜ 式 1 1

(仮設ケーシング損料) φ2000㎜　L=2.0m 回 6 6

立坑排水(うわ水排水) φ2000㎜ 箇所 6 6

泥水運搬処理 運搬距離12.6km　φ2000㎜ 箇所 6 6

(スライム処理工) (立坑深7.0m以内)汚泥吸排車 箇所 6 6



基幹事業　推進総括
工種 種別 細別 設計 積算

レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量
摘　　要単位規　　格

数量総括表

(スライム処分工) (立坑深7.0m以内)汚泥吸排車 m3 7.2 7.2 比重1.2

(スライム処理工) (立坑深7.0m超え)強力吸引車 箇所

(スライム処分工) (立坑深7.0m超え)強力吸引車 m3 比重1.2

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式土留工及び土工(φ1800㎜)

鋼製ケーシング圧入掘削 φ1800㎜ ｍ 33.4 33 33.4＋0.0
6.5h/日　7.4L/h

(圧入掘削積込工) φ1800㎜　砂質土(N≦30) 油圧テレスコピック0.30m3 ｍ 33.4 33
6.5h/日　7.4L/h

(圧入掘削積込工) φ1800㎜　砂質土(30＜N≦50) 油圧テレスコピック0.30m3 ｍ 0.0 0

(ケーシング溶接工) φ1800㎜ 箇所 10 10

(ケーシング引上げ工) φ1800㎜ ｍ 5.4 5.4 6箇所

底盤コンクリート 高炉セメントＢ種　30-18-20 ｍ3 15.0 15 2.5m3/箇所

圧入掘削設備 φ1800㎜ 式 1 1

(機械設置撤去工) φ1800㎜ 回 6 6

(機械退避・再設置工) φ1800㎜ 回 4 4

鋼製ケーシング存置 φ1800㎜ ｍ 29.0 29 残置　23.4m

(刃先) φ1800㎜ 箇所 6 6

(鋼製ケーシング) φ1800㎜　t=12㎜ ｍ 29.0 29

(ケーシング撤去工) φ1800㎜ 箇所 6 6 平均撤去長　H=0.93m

(スクラップ) t 3.2 3.2

仮設ケーシンング損料等 φ1800㎜ 式 1 1

(仮設ケーシング損料) φ1800㎜　L=2.0m 回 6 6

立坑排水(うわ水排水) φ1800㎜ 箇所 6 6

泥水運搬処理 運搬距離12.6km　φ1800㎜ 箇所 6 6

(スライム処理工) (立坑深7.0m以内)汚泥吸排車 箇所 6 6

(スライム処分工) (立坑深7.0m以内)汚泥吸排車 m3 6.0 6 比重1.2

(スライム処理工) (立坑深7.0m超え)強力吸引車 箇所

(スライム処分工) (立坑深7.0m超え)強力吸引車 m3 比重1.2



基幹事業　推進総括
工種 種別 細別 設計 積算

レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量
摘　　要単位規　　格

数量総括表

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式土留工及び土工(φ1500㎜)

鋼製ケーシング圧入掘削 φ1500㎜ ｍ 5.0 5 5.0＋0.0
6.5h/日　7.4L/h

(圧入掘削積込工) φ1500㎜　砂質土(N≦30) 油圧テレスコピック0.20m3 ｍ 5.0 5
6.5h/日　7.4L/h

(圧入掘削積込工) φ1500㎜　砂質土(30＜N≦50) 油圧テレスコピック0.20m3 ｍ 0

(ケーシング溶接工) φ1500㎜ 箇所 1 1

(ケーシング引上げ工) φ1500㎜ ｍ 0.9 0.9

底盤コンクリート 高炉セメントＢ種　30-18-20 ｍ3 1.8 2 1.8m3/箇所

圧入掘削設備 φ1500㎜ 式 1 1

(機械設置撤去工) φ1500㎜ 回 1 1

(機械退避・再設置工) φ1500㎜ 回 0 0

鋼製ケーシング存置 φ1500㎜ ｍ 4.3 4.3 残置　3.3m

(刃先) φ1500㎜ 箇所 1 1

(鋼製ケーシング) φ1500㎜　t=12㎜ ｍ 4.3 4.3

(ケーシング撤去工) φ1500㎜ 箇所 1 1 平均撤去長　H=0.97m

(スクラップ) t 0.5 0.5

仮設ケーシンング損料等 φ1500㎜ 式 1 1

(仮設ケーシング損料) φ1500㎜　L=2.0m 回 1 1

立坑排水(うわ水排水) φ1500㎜ 箇所 1 1

泥水運搬処理 運搬距離12.6km　φ1500㎜ 箇所 1 1

(スライム処理工) (立坑深7.0m以内)汚泥吸排車 箇所 1 1

(スライム処分工) (立坑深7.0m以内)汚泥吸排車 m3 0.7 0.7 比重1.2

(スライム処理工) (立坑深7.0m超え)強力吸引車 箇所

(スライム処分工) (立坑深7.0m超え)強力吸引車 m3 比重1.2



基幹事業　推進総括
工種 種別 細別 設計 積算

レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量
摘　　要単位規　　格

数量総括表

路面覆工 円型覆工板 φ2000㎜　鋼製・すべり止め加工付き 式 1 1

(円型覆工板設置工) φ2000㎜ 箇所 6 6

(円型覆工板撤去工) φ2000㎜ 箇所 6 6

(円型覆工開閉工) φ2000㎜ 回 6 6

(円型覆工板賃料) φ2000㎜　T-25　賃料・整備費 式 1 1
賃料日数169日

((円型覆工板賃料)) φ2000㎜ 式 1 1 賃料日数167日

((整備費)) φ2000㎜ 枚 2 2 全6箇所

(路面すりつけ) 再生粗粒度アスコン　t=3㎝ 箇所 6 6 2.1m2/箇所

円型覆工板 φ1800㎜　鋼製・すべり止め加工付き 式 1 1

(円型覆工板設置工) φ1800㎜ 箇所 6 6

(円型覆工板撤去工) φ1800㎜ 箇所 6 6

(円型覆工開閉工) φ1800㎜ 回 4 4

(円型覆工板賃料) φ1800㎜　T-25　賃料・整備費 式 1 1
賃料日数43日
賃料日数50日

((円型覆工板賃料)) φ1800㎜ 式 1 1 賃料日数74日

((整備費)) φ1800㎜ 枚 3 3 全6箇所

(路面すりつけ) 再生粗粒度アスコン　t=3㎝ 箇所 6 6 1.8m2/箇所

円型覆工板 φ1500㎜　鋼製・すべり止め加工付き 式 1 1

(円型覆工板設置工) φ1500㎜ 箇所 1 1

(円型覆工板撤去工) φ1500㎜ 箇所 1 1

(円型覆工開閉工) φ1500㎜ 回 0 0

(円型覆工板賃料) φ1500㎜　T-25　賃料・整備費 式 1 1

((円型覆工板賃料)) φ1500㎜ 式 1 1 賃料日数25日

((整備費)) φ1500㎜ 枚 1 1 全1箇所

(路面すりつけ) 再生粗粒度アスコン　t=3㎝ 箇所 1 1 1.5m2/箇所



(1/1)
基幹事業　開削総括

工種 種別 細別 1工区 2工区 合計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 設計数量 設計数量 設計数量 数量

付帯工

舗装撤去工

舗装版切断 厚さ15㎝以下 m 353.2 522.6 875.7 880

舗装版破砕 厚さ15㎝以下 m2 421.9 802.5 1224.4 1220

殻運搬処分 As殻　運搬距離　8.9km m3 15.4 29.9 45.3 45 106.5 t

舗装版破砕(小規模) 厚さ5㎝以下 m2 147.0 218.5 365.5 370

殻運搬処分(小規模) As殻　運搬距離　8.9km m3 6.0 8.8 14.8 15 34.8 t

殻運搬処分(路面切削) As殻　運搬距離　　　km m3 　　t

舗装復旧工(車道4-10)

不陸整正 粒度調整砕石M-30　補足材3㎝ m2 421.9 802.5 1224.4 1220

表層 再生密粒度アスコン　t=4㎝　1.4m以上 m2 421.9 802.5 1224.4 1220

舗装仮復旧工(車道4-10)

路盤 粒度調整砕石M-30　t=11(10)㎝ m2 147.0 218.5 365.5 366

表層 再生粗粒度アスコン　t=3㎝　1.4m未満 m2 147.0 218.5 365.5 366

区画線工

溶融式区画線 中央線・路側線　白色　実線　幅15㎝ m 206.8 206.8 210

カラー塗装工 加熱式　緑色　歩行者帯W=30cm m2 62.0 62.0 62

数量総括表

規　　格 単位 摘　　要



基幹事業　推進総括
工種 種別 細別 設計 積算

レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量
摘　　要単位規　　格

数量総括表

付帯工（2）

舗装撤去工

舗装版切断 アスファルト舗装　厚さ15㎝以下 ｍ 122.8 123

舗装版破砕(小規模土工) アスファルト舗装　厚さ10㎝以下 m2 96.1 96 82.5+13.6

殻運搬(小規模土工) 運搬距離8.9km　BH山積0.13m3 m3 3 3 7.3t

舗装仮復旧工(市道4-10) 上層路盤 粒度調整砕石M-30　t=11(10)㎝ m2 57 57

表層 再生粗粒度アスコン　t=3㎝ m2 57 57

舗装復旧工(市道4-10) 不陸整正 粒度調整砕石M-30　補足材なし m2 13 13



(1/1)
基幹事業　開削総括

工種 種別 細別 1工区 2工区 合計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 設計数量 設計数量 設計数量 数量

仮設工

安全費

交通誘導警備員Ａ 交代要員あり 人 　　名配置
(32+48日)×2名配置

交通誘導警備員Ｂ 交代要員あり 人 96 144 240 240 +交代要員

間接工事費

運搬費

仮設材運搬(搬入・搬出) 建込み簡易土留　1.5型　運搬距離20km以内 t

仮設材運搬(搬入・搬出) 建込み簡易土留　2.0型　運搬距離20km以内 t 12.0 12.0 12.0

仮設材運搬(搬入・搬出) 軽量鋼矢板Ⅱ型　運搬距離20km以内 t 0.8 0.8 0.8

路面切削機の貨物運搬 片道運搬距離　　km　往復運搬 回

数量総括表

規　　格 単位 摘　　要



基幹事業　推進総括
工種 種別 細別 設計 積算

レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量
摘　　要単位規　　格

数量総括表

仮設工

安全費

交通誘導警備員Ｂ 交代要員あり 人 688 688

間接工事費

運搬費
製品長12m以内

仮設材運搬(搬入・搬出) 仮設ケーシングφ2000㎜　運搬距離20km以内 t 2.100 2.10
製品長12m以内

仮設材運搬(搬入・搬出) 円型覆工板　φ2000㎜　運搬距離20km以内 t 2.320 2.32 2枚
製品長12m以内

仮設材運搬(搬入・搬出) 仮設ケーシングφ1800㎜　運搬距離20km以内 t 1.600 1.60
製品長12m以内

仮設材運搬(搬入・搬出) 円型覆工板　φ1800㎜　運搬距離20km以内 t 3.180 3.18 3枚
製品長12m以内

仮設材運搬(搬入・搬出) 仮設ケーシングφ1500㎜　運搬距離20km以内 t 1.350 1.35
製品長12m以内

仮設材運搬(搬入・搬出) 円型覆工板　φ1500㎜　運搬距離20km以内 t 0.730 0.73 1枚

重建設機械分解組立輸送 ﾊﾞｯｸﾎｳ系　山積0.1m3以上1.4m3以下 回 1 1



【 開 削 数 量 】



（ 1 工 区 ）



開削（1工区）

(1/2)
基幹事業

工種 種別 細別 設計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量

管きょ工(φ150㎜) 区間延長 m 110.0 110.0

管路土工

管路掘削 機械施工0.28m3 m3 150.1 150 150.1+0

管路埋戻 機械施工0.28m3 m3 135.8 140 135.8+0
現場～仮置き場

発生土運搬 m3 150.1 150
現場～仮置き場

埋戻土運搬 積込（ルーズ） m3 142.9 140 135.8/0.95
下水道センター 150.1-(135.8+

発生土処理 運搬距離7.1km m3 4.8 5 0+2.2)/0.95

管路掘削 人力施工 m3

管路埋戻 人力施工 m3
下水道センター

発生土処理 運搬距離　　　km m3

管布設工

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管 φ150㎜ m 105.3 105

可とう継手 φ150㎜ 箇所 5 5

曲管 φ150㎜ 個

鏡切り φ150㎜ 箇所 0.8m/箇所

管基礎工

砂基礎 幅600㎜ m

幅900㎜ m 105.3 105 土留 2.2 m3

幅550㎜ m

数量総括表

規　　格 単位 摘　　要



開削（1工区）

(2/2)
基幹事業

工種 種別 細別 設計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量

管路土留工

建込み簡易土留 掘削深　2.0m以下 m 110.0 110

建込み簡易土留賃料 2.0型 日 15 15 整備費別途

地下水低下工

ウェルポイント 間隔4.0m　打ち込み深さ2.6m m 110.0 110

ウェルポイント設置・撤去 本 27 27

ポンプ据付・撤去 箇所 2 2

ウェルポイント運転 日 11 11

ウェルポイント損料 日 17 17

数量総括表

規　　格 単位 摘　　要



開削（1工区）

(1/2)
基幹事業

工種 種別 細別 設計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量

管きょ工(φ200㎜) 区間延長 m 39.1 39.1

管路土工

管路掘削 機械施工0.28m3 m3 49.9 50 32.8+17.1

機械施工0.45m3 m3

管路埋戻 機械施工0.28m3 m3 43.9 40 29.4+14.5

機械施工0.45m3 m3
現場～仮置き場

発生土運搬 m3 49.9 50
現場～仮置き場

埋戻土運搬 積込（ルーズ） m3 46.2 50 43.9/0.95
下水道センター 49.9+0-(43.9+

発生土処理 運搬距離7.1km m3 2.6 3 0+0.4+0.6)/0.95

管路掘削 人力施工 m3

管路埋戻 人力施工 m3
下水道センター

発生土処理 運搬距離　　　km m3

管布設工

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管 φ200㎜ m 36.3 36

可とう継手 φ200㎜ 箇所 5 5

曲管 φ200㎜ 個

鏡切り φ200㎜ 箇所 0.9m/箇所

管基礎工

砂基礎 幅600㎜ m 16.7 17 素掘 0.4 m3

幅950㎜ m 19.6 20 土留 0.6 m3

数量総括表

規　　格 単位 摘　　要



開削（1工区）

(2/2)
基幹事業

工種 種別 細別 設計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量

管路土留工

建込み簡易土留 掘削深　2.0m以下 m 20.8 21

建込み簡易土留賃料 2.0型 日 4 4 整備費含む

地下水低下工

ウェルポイント 間隔4.0m　打ち込み深さ2.6m m 39.1 39

ウェルポイント設置・撤去 本 10 10

ポンプ据付・撤去 箇所 1 1

ウェルポイント運転 日 5 5

ウェルポイント損料 日 10 10

規　　格 単位 摘　　要

数量総括表



開削（1工区）

(1/2)
基幹事業

工種 種別 細別 設計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量

マンホール工

組立マンホール工(１号)

組立１号マンホール 平均マンホール深　1.5　m 箇所 2 2

鉄蓋(受枠込) φ600㎜　車道用(T-14) 組

φ600㎜　車道用(T-14　除雪対応) 組 2 2

φ600㎜　車道用(T-25　除雪対応) 組

調整金具 25㎜ 組

45㎜ 組 2 2

調整リング H=5㎝ 個 1 1

H=10㎝ 個

H=15㎝ 個 1 1

斜壁ブロック H=30㎝ 個 1 1

H=45㎝ 個 1 1

H=60㎝ 個

直壁ブロック H=60㎝ 個

H=90㎝ 個

H=120㎝ 個

H=150㎝ 個

H=180㎝ 個

摘　　要

数量総括表

規　　格 単位



開削（1工区）

(2/2)
基幹事業

工種 種別 細別 設計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量

躯体ブロック H=60㎝ 個

H=90㎝ 個 1 1

H=120㎝ 個 1 1

H=150㎝ 個

H=180㎝ 個

底版ブロック H=13㎝ 個 2 2

組立マンホール工(据付) マンホール深　3.0m以下 箇所 2 2

マンホール深　3.0mを超え4.0m以下 箇所

マンホール深　4.0mを超え5.0m以下 箇所

底部工 インバート及び基礎砕石 箇所 2 2

基礎砕石のみ 箇所

インバートのみ 箇所

削孔 φ100㎜ 箇所 2 2

φ150㎜ 箇所 1 1

φ200㎜ 箇所 2 2

規　　格 単位 摘　　要

数量総括表



開削（1工区）

(1/1)
基幹事業

工種 種別 細別 設計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量

マンホール工

小型マンホール工

小型マンホール(塩ビ製) 平均マンホール深　1.530　m 箇所 4 4

防護蓋(台座込) φ300㎜　車道用(T-8) 組

φ300㎜　車道用(T-14) 組

φ300㎜　車道用(T-14 除雪対応) 組 4 4

φ300㎜　車道用(T-25 除雪対応) 組

防護蓋基礎 RCC-40　t=20㎝ 箇所 4 4 砕石0.4m2/箇所
深さ2m以下

小型マンホール設置 起点及び中間形式　本管φ150㎜～φ200㎜ 箇所 4 4
深さ2m超え3.0m以下
起点及び中間形式　本管φ150㎜～φ200㎜ 箇所
深さ2m以下
底部会合形式　本管φ150㎜～φ200㎜ 箇所
深さ2m超え3.0m以下
底部会合形式　本管φ150㎜～φ200㎜ 箇所

数量総括表

規　　格 単位 摘　　要



開削（1工区）

(1/1)
基幹事業

工種 種別 細別 設計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量

取付管及びます工

管路土工

管路掘削 機械施工0.13m3 m3 31.9 30 31.9+0

管路埋戻 機械施工0.13m3 m3 27.4 30 27.4+0
現場～仮置き場

発生土運搬 m3 31.9 30
仮置き場～現場

埋戻土運搬 積込（ルーズ） m3 28.8 30 27.4/0.95
下水道センター

発生土処理 運搬距離7.1km m3 3.1 3 31.9-27.4/0.95

管路掘削 人力施工 m3

管路埋戻 人力施工 m3
下水道センター

発生土処理 運搬距離　　km m3

ます設置工

ます φ200㎜　塩ビ製蓋 箇所 6 6 深さ1.5m以下

φ200㎜　鋳鉄製蓋 箇所 9 9 深さ1.5m以下
砕石0.3m2/箇所

φ200㎜　防護蓋(簡易型T-8) 箇所 深さ1.5m以下

φ300㎜　塩ビ製蓋 箇所 深さ2.0m以下
砕石0.4m2/箇所

φ300㎜　防護蓋(簡易型T-8) 箇所 深さ2.0m以下

取付管布設工
3m未満 平均

取付管 硬質塩化ビニル管　　φ100㎜ 箇所 L=　　m
3mを超え5m未満 平均
硬質塩化ビニル管　　φ100㎜ 箇所 15 15 L=　2.89　m
5mを超え12m未満 平均
硬質塩化ビニル管　　φ100㎜ 箇所 L=　　m
3mを超え5m未満 平均
硬質塩化ビニル管　　φ150㎜ 箇所 L=　　m

規　　格 単位 摘　　要

数量総括表



開削（1工区）

(2/2)
基幹事業

工種 種別 細別 設計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量

管路土留工

軽量鋼矢板建込土留 L=2.0m m

軽量鋼矢板建込土留賃料 L=2.0m 日 整備費含む

軽量土留支保工設置撤去 1段　ねじ式パイプサポート m

軽量土留支保工賃料 1段　ねじ式パイプサポート 日 基本料含む

数量総括表

規　　格 単位 摘　　要



開削（1工区）

(1/1)
基幹事業

工種 種別 細別 設計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量

付帯工

舗装撤去工

舗装版切断 厚さ15㎝以下 m 353.2 350

舗装版破砕 厚さ15㎝以下 m2 421.9 420

殻運搬処分 As殻　運搬距離　8.9km m3 15.4 15 36.2 t

舗装版破砕(小規模) 厚さ5㎝以下 m2 147.0 150

殻運搬処分(小規模) As殻　運搬距離　　　km m3 6.0 6 　　t

殻運搬処分(路面切削) As殻　運搬距離　　　km m3 　　t

舗装復旧工(車道4-10)

不陸整正 粒度調整砕石M-30　補足材3㎝ m2 421.9 422

表層 再生密粒度アスコン　t=4㎝　1.4m以上 m2 421.9 422

舗装仮復旧工(車道4-10)

路盤 粒度調整砕石M-30　t=11(10)㎝ m2 147.0 147

表層 再生粗粒度アスコン　t=3㎝　1.4m未満 m2 147.0 147

数量総括表

規　　格 単位 摘　　要



開削（1工区）

(1/1)
基幹事業

工種 種別 細別 設計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量

仮設工

安全費

交通誘導警備員Ａ 交代要員あり 人 　　名配置
32日×2名配置

交通誘導警備員Ｂ 交代要員あり 人 96 96 +交代要員

間接工事費

運搬費

仮設材運搬(搬入・搬出) 建込み簡易土留　1.5型　運搬距離20km以内 t

仮設材運搬(搬入・搬出) 建込み簡易土留　2.0型　運搬距離20km以内 t 12.0 12.0

仮設材運搬(搬入・搬出) 軽量鋼矢板Ⅱ型　運搬距離20km以内 t

路面切削機の貨物運搬 片道運搬距離　　km　往復運搬 回

数量総括表

規　　格 単位 摘　　要



数量計算書

　本管材料(φ150mm) 基幹事業

区間距離 人孔番号 人孔種別 管布設延長 曲管 可とう継手 鏡切り
① 上流 上流 ②内径 ③壁厚 ④=①-②-③ ⑤ ⑥ ⑦
ｍ 下流 下流 ｍ ｍ ｍ 個 個 箇所

種別 名　称 内径/2 壁厚

61ghq No.43 3 0.290 0.000 0 0号人孔 0.375 0.075

s1 土留め 22.50 No.28 2 0.600 0.100 21.510 1 1 １号人孔 0.450 0.075

61ghr No.44 3 0.290 0.000 2 ２号人孔 0.600 0.100

s1 土留め 31.00 No.28 2 0.600 0.100 30.010 1 3 塩ビ人孔(起点) 0.290
4 塩ビ人孔(上流) 0.190
5 塩ビ人孔(下流) 0.290
6 ﾚｼﾞﾝ人孔(上流) 0.245
7 ﾚｼﾞﾝ人孔(下流) 0.225
8 自在曲管 0.000

61ghs No.46 3 0.290 0.000 ha当り時間 大汚水量(原単位)

s2 土留め 9.00 No.35 2 0.600 0.100 8.010 1 0.000162 m3/秒・ha

61ght No.47 3 0.290 0.000 交付金対象となる下水排除量(日 大)

s1 土留め 43.50 No.35 2 0.600 0.100 42.510 1 3 m3/日

61 8 0.000 0.000 交付金対象となる上流側面積

ghta 土留め 4.00 No.35 2 0.600 0.100 3.300 1 0.22 ha

合計 110.00 105.340 0 5

人孔控除
路線
番号

摘　要
作業
種別



数量計算書

　本管土工(φ150mm) 土留施工 基幹事業
(単位:m)

ﾏﾝﾎｰﾙ番号 本管土被り 掘削延長 土工幅 掘削深 埋戻深 掘削土量 埋戻土量 管布設延長 砂基礎
路線名 区間延長 上流 上流 平均土被り 管径 平均深さ 掘削時① 埋戻時② (Ｃ-①) (Ｃ-②) (W×H×L) (W×H´-0.04)×L (0.02×Ｌ´)

下流 下流 Ａ Ｂ Ｃ=Ａ+Ｂ Ｌ Ｗ (As) (As+路盤) Ｈ Ｈ´ Ｄ Ｅ Ｌ´ Ｆ

61ghq No.43 1.38
s1 22.50 No.28 1.40 1.390 0.165 1.555 22.50 0.90 0.04 0.14 1.515 1.415 30.7 27.8 21.510 0.4

61ghr No.44 1.39
s1 31.00 No.28 1.52 1.455 0.165 1.620 31.00 0.90 0.04 0.14 1.580 1.480 44.1 40.1 30.010 0.6

61ghs No.46 1.36
s2 9.00 No.35 1.44 1.400 0.165 1.565 9.00 0.90 0.04 0.14 1.525 1.425 12.4 11.2 8.010 0.2

61ght No.47 1.35
s1 43.50 No.35 1.34 1.345 0.165 1.510 43.50 0.90 0.04 0.14 1.470 1.370 57.6 51.9 42.510 0.9
61 1.27

ghta 4.00 No.35 1.42 1.345 0.165 1.510 4.00 0.90 0.04 0.14 1.470 1.370 5.3 4.8 3.300 0.1

合計 110.00 110.00 150.1 135.8 105.34 2.2

　　管控除体積 π/4×0.1652＝　　0.02m3/ｍ

　　砂基礎体積 0.90×0.024-(π/4×0.1652/4-0.083×0.083×1/2)＝　　0.020ｍ3/ｍ

平均掘削深 舗装厚



数量計算書

　土留工(φ150mm) 基幹事業

路線 平均掘削深 区間延長 数量
番号 Ｈ Ｌ Ｈ×Ｌ

～
61ghq 路線平均掘削深 H= 171.03 ÷ 110.00 ≒ 1.55 m

s1 No.43 ～ No.28 1.555 22.50 34.99
61ghr

s1 No.44 ～ No.28 1.620 31.00 50.22
建込簡易土留延長 L= 110.00 m

～

～
建込簡易土留規格 2.0 型

～
61ghs

s2 No.46 ～ No.35 1.565 9.00 14.09
61ght

s1 No.47 ～ No.35 1.510 43.50 65.69
61

ghta ～ No.35 1.510 4.00 6.04

～

～

～

～

合計 110.00 171.03

マンホール番号 適　　用



数量計算書

　本管材料(φ200mm) 基幹事業

区間距離 人孔番号 人孔種別 管布設延長 曲管 可とう継手 鏡切り
① 上流 上流 ②内径 ③壁厚 ④=①-②-③ ⑤ ⑥ ⑦
ｍ 下流 下流 ｍ ｍ ｍ 個 個 箇所

種別 名　称 内径/2 壁厚

61 No.23 1 0.450 0.075 1 0 0号人孔 0.375 0.075

gho 素掘り 14.30 No.25 1 0.450 0.075 13.250 1 1 １号人孔 0.450 0.075

61 No.25 1 0.450 0.075 1 2 ２号人孔 0.600 0.100

ghp 土留め 20.80 No.27 2 0.600 0.100 19.575 1 3 塩ビ人孔(起点) 0.290

61 8 0.000 0.000 4 塩ビ人孔(上流) 0.190

ghoh 素掘り 4.00 No.23 1 0.450 0.075 3.475 1 5 塩ビ人孔(下流) 0.290
6 ﾚｼﾞﾝ人孔(上流) 0.245
7 ﾚｼﾞﾝ人孔(下流) 0.225
8 自在曲管 0.000

ha当り時間 大汚水量(原単位)
0.000162 m3/秒・ha

交付金対象となる下水排除量(日 大)
3 m3/日

交付金対象となる上流側面積
0.22 ha

合計 39.10 36.300 0 5

路線
番号

人孔控除
摘　要

作業
種別



数量計算書

　本管土工(φ200mm) 素堀施工 基幹事業
(単位:m)

ﾏﾝﾎｰﾙ番号 本管土被り 掘削延長 掘削深 埋戻深 掘削土量 埋戻土量 管布設延長 砂基礎

路線名 上流 上流 平均土被り 管径 平均深さ 掘削時① 埋戻時② (上幅) 平均幅 (上幅) 平均幅 (Ｃ-①) (Ｃ-②) (W1×H×L) (W2×H´-0.06)×L (0.02×Ｌ´)
下流 下流 Ａ Ｂ Ｃ=Ａ+Ｂ Ｌ (As) (As+路盤) (下幅) Ｗ1 (下幅) Ｗ2 Ｈ Ｈ´ Ｄ Ｅ Ｌ´ Ｆ

61 No.23 1.13 0.86 0.84
gho 14.30 No.25 1.14 1.135 0.216 1.351 14.30 0.04 0.14 0.60 0.73 0.60 0.72 1.311 1.211 13.7 11.6 13.250 0.3
61 No.25 1.48
ghp 20.80 No.27 1.49 1.485 0.216 1.701
61 1.02 0.84 0.82

ghoh 4.00 No.23 1.02 1.020 0.216 1.236 4.00 0.04 0.14 0.60 0.72 0.60 0.71 1.196 1.096 3.4 2.9 3.475 0.1

合計 39.10 18.30 17.1 14.5 16.73 0.4

　　管控除体積 π/4×0.2162＝ 0.04m3/ｍ

　　砂基礎体積 0.60×0.032-(π/4×0.2162/4-0.108×0.108×1/2)＝ 0.016ｍ3/ｍ

区間
延長

平均掘削深 掘削幅 埋戻幅舗装厚



数量計算書

　本管土工(φ200mm) 土留施工 基幹事業
(単位:m)

ﾏﾝﾎｰﾙ番号 本管土被り 掘削延長 土工幅 掘削深 埋戻深 掘削土量 埋戻土量 管布設延長 砂基礎
路線名 区間延長 上流 上流 平均土被り 管径 平均深さ 掘削時① 埋戻時② (Ｃ-①) (Ｃ-②) (W×H×L) (W×H´-0.07)×L (0.03×Ｌ´)

下流 下流 Ａ Ｂ Ｃ=Ａ+Ｂ Ｌ Ｗ (As) (As+路盤) Ｈ Ｈ´ Ｄ Ｅ Ｌ´ Ｆ

61 No.23 1.13
gho 14.30 No.25 1.14 1.135 0.216 1.351
61 No.25 1.48
ghp 20.80 No.27 1.49 1.485 0.216 1.701 20.80 0.95 0.04 0.14 1.661 1.561 32.8 29.4 19.575 0.6
61

ghoh 4.00 No.23

合計 39.10 20.80 32.8 29.4 19.58 0.6

　　管控除体積 π/4×0.2162＝　　0.04m3/ｍ

　　砂基礎体積 0.95×0.032-(π/4×0.2162/4-0.108×0.108×1/2)＝　　0.027ｍ3/ｍ

1.00×0.032-(π/4×0.2162/4-0.108×0.108×1/2)＝　　0.029ｍ3/ｍ

平均掘削深 舗装厚



数量計算書

　土留工(φ200mm) 基幹事業

路線 平均掘削深 区間延長 数量
番号 Ｈ Ｌ Ｈ×Ｌ

～
61 路線平均掘削深 H= 35.38 ÷ 20.80 ≒ 1.70 m
gho No.23 ～ No.25 1.351
61
ghp No.25 ～ No.27 1.701 20.80 35.38
61 建込簡易土留延長 L= 20.80 m

ghoh ～ No.23

～
建込簡易土留規格 2.0 型

～

～

～

～

～

～

～

～

合計 20.80 35.38

マンホール番号 適　　用



数量計算書

　組立１号マンホール 基幹事業

流入管 副管

60 90 120 150 180 60 90 120 150 180 30 45 60 5 10 15 25 45

m m ㎜ m ㎜ ㎜ 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 ㎜ 個 個 枚 枚 枚 枚

200 1 ←
61 No.23 2.76 1.340 200 1.420 100 1 → ◎ ←
gho 100 1 ↓ 1 1 1 1 40 1 1 1

150 1 ↓
61 No.25 2.74 1.692 200 1.048 200 1 ◎ ←
ghp ↓ 1 1 1 1 42 1 1 1

箇所 平均深
合計

2 1.516 2 1 2 2 1 1 1 1 1 1 2 2 2

基
礎
砕
石

標
準

T
2
5

(

除
雪

)

路
線
番
号

マ
ン
ホ
ー
ル
番
号

地
盤
高

マ
ン
ホ
ー
ル
深

流出管

管
径

管
底
高

管
径

管
径

1
0
0

1
5
0

2
0
0

箇所

角
度
の
概
略

底
版

ブロック

中
間
ス
ラ
ブ

削孔 蓋及び受枠

調整リング 調
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高

調整
金具
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T
1
4

(

除
雪

)
底部工

躯体ブロック 直　壁 斜壁

イ
ン
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ト



数量計算書

　小型塩ビ製マンホール(φ300㎜) 基幹事業

流入管

管径 管底高 管径

T-14 T-14 T-25

m m ㎜ m ㎜ 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 組 組 組

61ghq

s1 No.43 2.66 1.542 150 1.118 100 1 1

61ghr

s1 No.44 2.57 1.545 150 1.025 100 1 1

61ghs

s2 No.46 2.77 1.520 150 1.250 100 1 1

61ght

s1 No.47 3.01 1.514 150 1.496 100 1 1

(起・中) 平均深

小計 1.530 1 3 4

(合流) 平均深

小計

平均深

1.530 1 3 4

防護鉄蓋
(除雪)

合計

マ
ン
ホ
ー
ル
深

地
盤
高

流出管

路
線
番
号

マ
ン
ホ
ー
ル
番
号

中間点

　45° 　90°

インバート桝(ゴム輪受口)

起点

15°ST
合流 合流

75°60°45°30° 90°
摘　要

防護鉄蓋
(除雪)

蓋設置工

防護鉄蓋

　90°
90°

合流



数量計算書

　汚水桝(φ200㎜)　取付管(φ100㎜) 基幹事業

平均掘削深

桝 本管※1 本管※2

① ② ② (①+②)/2
m 個 個 m m m m m 個 個 個

80
板垣康司 0.80 1 3.10 1.20 1.23 1.22 素掘 1

平均 平均
小　計 1 3.10 1.20 1.22 1

平均 平均
小　計

1 3.10 1
※1　本管位置で取付管の立ち上げあり(取付管勾配が一定である場合)　→　本管位置の掘削深は、｢桝掘削深+取付管延長×1%｣で算出する。
※2　本管位置で取付管の立ち上げあり(取付管勾配が一定でない場合)　→　本管位置の掘削深は、｢横断図からプロットした深さ｣とする。
※3  道路内の取付管深さが素掘りでよいにもかかわらず、宅地の地盤高が高いために、宅地側の桝掘削深さと本管側の掘削深を平均すると、土留め施工になってしまう場合がある。
　　　宅地側の地盤高が高く、土留めになってしまう場合、桝掘削深さ①の値は、宅地側から算出した桝掘削深さから地盤の高低差を差し引いた値とする。
　　　ただし、地盤の高低差がある場合でも、取付管の作業区分が変わらなければ、高低差を考慮する必要はないものとする。

蓋形状

摘　要塩ビ 鋳鉄 防護
路線
番号

位置 名　前
桝深

ｲﾝﾊﾞｰﾄ形状

横型 縦型

合　計

取付管
延　長

作業区分
※3

61
gho

左

右

掘削深



数量計算書

　汚水桝(φ200㎜)　取付管(φ100㎜) 基幹事業

平均掘削深

桝 本管※1 本管※2

① ② ② (①+②)/2
m 個 個 m m m m m 個 個 個

平均 平均
小　計
100

西森一昌 0.80 1 2.55 0.80 0.83 0.82 素掘 1
101

門山多津子 0.80 1 2.55 0.80 0.83 0.82 素掘 1

平均 平均
小　計 2 5.10 0.80 0.82 1 1

2 5.10 1 1
※1　本管位置で取付管の立ち上げあり(取付管勾配が一定である場合)　→　本管位置の掘削深は、｢桝掘削深+取付管延長×1%｣で算出する。
※2　本管位置で取付管の立ち上げあり(取付管勾配が一定でない場合)　→　本管位置の掘削深は、｢横断図からプロットした深さ｣とする。
※3  道路内の取付管深さが素掘りでよいにもかかわらず、宅地の地盤高が高いために、宅地側の桝掘削深さと本管側の掘削深を平均すると、土留め施工になってしまう場合がある。
　　　宅地側の地盤高が高く、土留めになってしまう場合、桝掘削深さ①の値は、宅地側から算出した桝掘削深さから地盤の高低差を差し引いた値とする。
　　　ただし、地盤の高低差がある場合でも、取付管の作業区分が変わらなければ、高低差を考慮する必要はないものとする。

蓋形状

摘　要塩ビ 鋳鉄 防護
路線
番号

位置 名　前
桝深

ｲﾝﾊﾞｰﾄ形状
取付管
延　長

掘削深

作業区分
※3横型 縦型

61
ghp

左

右

合　計



数量計算書

　汚水桝(φ200㎜)　取付管(φ100㎜) 基幹事業

平均掘削深

桝 本管※1 本管※2

① ② ② (①+②)/2
m 個 個 m m m m m 個 個 個

88
今石睦夫 1.30 1 2.95 1.30 1.33 1.32 素掘 1

平均 平均
小　計 1 2.95 1.30 1.32 1

平均 平均
小　計

1 2.95 1
※1　本管位置で取付管の立ち上げあり(取付管勾配が一定である場合)　→　本管位置の掘削深は、｢桝掘削深+取付管延長×1%｣で算出する。
※2　本管位置で取付管の立ち上げあり(取付管勾配が一定でない場合)　→　本管位置の掘削深は、｢横断図からプロットした深さ｣とする。
※3  道路内の取付管深さが素掘りでよいにもかかわらず、宅地の地盤高が高いために、宅地側の桝掘削深さと本管側の掘削深を平均すると、土留め施工になってしまう場合がある。
　　　宅地側の地盤高が高く、土留めになってしまう場合、桝掘削深さ①の値は、宅地側から算出した桝掘削深さから地盤の高低差を差し引いた値とする。
　　　ただし、地盤の高低差がある場合でも、取付管の作業区分が変わらなければ、高低差を考慮する必要はないものとする。

作業区分
※3

蓋形状

摘　要横型 縦型 塩ビ 鋳鉄 防護

ｲﾝﾊﾞｰﾄ形状
取付管
延　長

掘削深

桝深

合　計

路線
番号

位置 名　前

61
ghr

左

右



数量計算書

　汚水桝(φ200㎜)　取付管(φ100㎜) 基幹事業

平均掘削深

桝 本管※1 本管※2

① ② ② (①+②)/2
m 個 個 m m m m m 個 個 個

88
今石睦夫 0.90 1 3.10 1.30 1.33 1.32 素掘 1

平均 平均
小　計 1 3.10 1.30 1.32 1
102

福島強美 0.80 1 2.10 0.80 0.82 0.81 素掘 1

103
山本英輔 0.80 1 2.10 0.80 0.82 0.81 素掘 1

104
古徳洋子 1.00 1 2.10 1.00 1.02 1.01 素掘 1

平均 平均
小　計 3 6.30 0.87 0.88 1 2

3 1 9.40 2 2
※1　本管位置で取付管の立ち上げあり(取付管勾配が一定である場合)　→　本管位置の掘削深は、｢桝掘削深+取付管延長×1%｣で算出する。
※2　本管位置で取付管の立ち上げあり(取付管勾配が一定でない場合)　→　本管位置の掘削深は、｢横断図からプロットした深さ｣とする。
※3  道路内の取付管深さが素掘りでよいにもかかわらず、宅地の地盤高が高いために、宅地側の桝掘削深さと本管側の掘削深を平均すると、土留め施工になってしまう場合がある。
　　　宅地側の地盤高が高く、土留めになってしまう場合、桝掘削深さ①の値は、宅地側から算出した桝掘削深さから地盤の高低差を差し引いた値とする。
　　　ただし、地盤の高低差がある場合でも、取付管の作業区分が変わらなければ、高低差を考慮する必要はないものとする。

作業区分
※3

蓋形状

61ghq
s1

左

右

合　計

摘　要塩ビ 鋳鉄 防護
路線
番号

位置 名　前
桝深

ｲﾝﾊﾞｰﾄ形状

横型 縦型

取付管
延　長

掘削深



数量計算書

　汚水桝(φ200㎜)　取付管(φ100㎜) 基幹事業

平均掘削深

桝 本管※1 本管※2

① ② ② (①+②)/2
m 個 個 m m m m m 個 個 個

平均 平均
小　計

93

福間俊子 0.80 1 2.95 1.30 1.33 1.32 素掘 1

平均 平均
小　計 1 2.95 1.30 1.32 1

1 2.95 1
※1　本管位置で取付管の立ち上げあり(取付管勾配が一定である場合)　→　本管位置の掘削深は、｢桝掘削深+取付管延長×1%｣で算出する。
※2　本管位置で取付管の立ち上げあり(取付管勾配が一定でない場合)　→　本管位置の掘削深は、｢横断図からプロットした深さ｣とする。
※3  道路内の取付管深さが素掘りでよいにもかかわらず、宅地の地盤高が高いために、宅地側の桝掘削深さと本管側の掘削深を平均すると、土留め施工になってしまう場合がある。
　　　宅地側の地盤高が高く、土留めになってしまう場合、桝掘削深さ①の値は、宅地側から算出した桝掘削深さから地盤の高低差を差し引いた値とする。
　　　ただし、地盤の高低差がある場合でも、取付管の作業区分が変わらなければ、高低差を考慮する必要はないものとする。

路線
番号

位置 名　前

61ghr
s1

左

右

合　計

蓋形状

摘　要横型 縦型 塩ビ 鋳鉄 防護
桝深

ｲﾝﾊﾞｰﾄ形状
取付管
延　長

掘削深

作業区分
※3



数量計算書

　汚水桝(φ200㎜)　取付管(φ100㎜) 基幹事業

平均掘削深

桝 本管※1 本管※2

① ② ② (①+②)/2
m 個 個 m m m m m 個 個 個

135
大道進一 0.80 1 3.50 1.30 1.34 1.32 素掘 1

136
下浦律子 0.80 1 3.50 1.20 1.24 1.22 素掘 1

平均 平均
小　計 2 7.00 1.25 1.27 2

平均 平均
小　計

2 7.00 2
※1　本管位置で取付管の立ち上げあり(取付管勾配が一定である場合)　→　本管位置の掘削深は、｢桝掘削深+取付管延長×1%｣で算出する。
※2　本管位置で取付管の立ち上げあり(取付管勾配が一定でない場合)　→　本管位置の掘削深は、｢横断図からプロットした深さ｣とする。
※3  道路内の取付管深さが素掘りでよいにもかかわらず、宅地の地盤高が高いために、宅地側の桝掘削深さと本管側の掘削深を平均すると、土留め施工になってしまう場合がある。
　　　宅地側の地盤高が高く、土留めになってしまう場合、桝掘削深さ①の値は、宅地側から算出した桝掘削深さから地盤の高低差を差し引いた値とする。
　　　ただし、地盤の高低差がある場合でも、取付管の作業区分が変わらなければ、高低差を考慮する必要はないものとする。

摘　要横型 縦型 塩ビ 鋳鉄 防護

61ghs
s2

左

右

路線
番号

位置 名　前
桝深

ｲﾝﾊﾞｰﾄ形状
取付管
延　長

掘削深

作業区分
※3

蓋形状

合　計



数量計算書

　汚水桝(φ200㎜)　取付管(φ100㎜) 基幹事業

平均掘削深

桝 本管※1 本管※2

① ② ② (①+②)/2
m 個 個 m m m m m 個 個 個

130
石川寛大 0.80 1 3.00 1.30 1.33 1.32 素掘 1

129
米満弘美 1.00 1 3.00 1.00 1.03 1.02 素掘 1

128
笹木慎也 0.80 1 3.00 1.10 1.13 1.12 素掘 1

平均 平均
小　計 1 2 9.00 1.13 1.15 2 1
138

元岡英子 0.80 1 3.90 1.20 1.24 1.22 素掘 1

平均 平均
小　計 1 3.90 1.20 1.22 1

1 3 12.90 2 2

取付平均

7 8 43.40 2.89 6 9

※1　本管位置で取付管の立ち上げあり(取付管勾配が一定である場合)　→　本管位置の掘削深は、｢桝掘削深+取付管延長×1%｣で算出する。

※2　本管位置で取付管の立ち上げあり(取付管勾配が一定でない場合)　→　本管位置の掘削深は、｢横断図からプロットした深さ｣とする。
※3  道路内の取付管深さが素掘りでよいにもかかわらず、宅地の地盤高が高いために、宅地側の桝掘削深さと本管側の掘削深を平均すると、土留め施工になってしまう場合がある。
　　　宅地側の地盤高が高く、土留めになってしまう場合、桝掘削深さ①の値は、宅地側から算出した桝掘削深さから地盤の高低差を差し引いた値とする。
　　　ただし、地盤の高低差がある場合でも、取付管の作業区分が変わらなければ、高低差を考慮する必要はないものとする。

61ght
s1

左

右

合　計

蓋形状

桝深
位置 名　前

路線
番号

摘　要横型 縦型 塩ビ 鋳鉄 防護

ｲﾝﾊﾞｰﾄ形状
取付管
延　長

掘削深

作業区分
※3

総　　　合　　　計



数量計算書

取付管土工(φ100㎜) 基幹事業

素堀
桝径

(単位：m)
※ ※ ※

取付管 取 付 管 平　均 ①As計 ③舗装計 掘削深 埋戻深 上面幅 上面幅 掘削 埋戻 ※ 桝控除 摘要
総延長 平均延長 掘削深 t1 t2 H1 H2 W1 平均幅 W4 平均幅 V1 V2 平均 V3

②路盤計 下面幅 W3 下面幅 W6 桝深
N L H ①+② H-t1 H-t2 W2 W5 H1*W3*L*N ((H2*W6-0.01)*L*N)-V3 H3 0.04*H3*N

0.04 0.79 0.77
左 3.10 1 3.10 1.22 0.10 0.14 1.18 1.08 0.55 0.67 0.55 0.66 2.5 2.1 1.20 0.05

右

左
0.04 0.71 0.69

右 5.10 2 2.55 0.82 0.10 0.14 0.78 0.68 0.55 0.63 0.55 0.62 2.5 2.0 0.80 0.06
0.04 0.81 0.79

左 2.95 1 2.95 1.32 0.10 0.14 1.28 1.18 0.55 0.68 0.55 0.67 2.6 2.3 1.30 0.05

右
0.04 0.81 0.79

左 3.10 1 3.10 1.32 0.10 0.14 1.28 1.18 0.55 0.68 0.55 0.67 2.7 2.4 1.30 0.05
0.04 0.72 0.70

右 6.30 3 2.10 0.88 0.10 0.14 0.84 0.74 0.55 0.64 0.55 0.63 3.4 2.8 0.87 0.10

左
0.04 0.81 0.79

右 2.95 1 2.95 1.32 0.10 0.14 1.28 1.18 0.55 0.68 0.55 0.67 2.6 2.3 1.30 0.05

23.50 9 16.3 13.9

管控除 (m2/m) 桝控除 (m3/m)
管径 管外径 控除面積 管径
100 0.114 0.010 200
150 0.165 0.021 300
200 0.216 0.037

 61ghp

 61ghrs1

0.04
0.08

控除面積

 61gho

 61ghqs1

 61ghr

小計

埋戻幅

勾配　1：0.1
φ200㎜

土　工掘削幅舗装構成 土工深

箇所数
路線
番号

位置



数量計算書

取付管土工(φ100㎜) 基幹事業

素堀
桝径

(単位：m)
※ ※ ※

取付管 取 付 管 平　均 ①As計 ③舗装計 掘削深 埋戻深 上面幅 上面幅 掘削 埋戻 ※ 桝控除 摘要
総延長 平均延長 掘削深 t1 t2 H1 H2 W1 平均幅 W4 平均幅 V1 V2 平均 V3

②路盤計 下面幅 W3 下面幅 W6 桝深
N L H ①+② H-t1 H-t2 W2 W5 H1*W3*L*N ((H2*W6-0.01)*L*N)-V3 H3 0.04*H3*N

0.04 0.80 0.78
左 7.00 2 3.50 1.27 0.10 0.14 1.23 1.13 0.55 0.68 0.55 0.67 5.9 5.1 1.25 0.10

右
0.04 0.77 0.75

左 9.00 3 3.00 1.15 0.10 0.14 1.11 1.01 0.55 0.66 0.55 0.65 6.6 5.7 1.13 0.14
0.04 0.79 0.77

右 3.90 1 3.90 1.22 0.10 0.14 1.18 1.08 0.55 0.67 0.55 0.66 3.1 2.7 1.20 0.05

左

右

左

右

左

右

19.90 6 15.6 13.5
平均延長

43.40 15 2.90 31.9 27.4

管控除 (m2/m) 桝控除 (m3/m)
管径 管外径 控除面積 管径
100 0.114 0.010 200
150 0.165 0.021 300
200 0.216 0.037

 61ghts1

 61ghss2

控除面積
0.04
0.08

小計

合計

掘削幅 埋戻幅 土　工
路線

位置 箇所数
番号

勾配　1：0.1
φ200㎜

舗装構成 土工深



数量集計表

　舗装撤去工 直接掘削 基幹事業

区間
3cm 4cm 5cm 10cm 3㎝

舗装構成 路線番号 歩道 車道 車道 車道 交差点 歩道 交差点 車道 交差点 車道 交差点 車道 交差点 仮舗装 車道 交差点 As As 摘　要

m3 m3

No.23
61gho No.25 32.46 25.9 13.9 13.9 1.5 0.6

No.25
61ghp No.27 47.28 33.2 20.9 20.9 2.0 0.8

No.43
61ghq-s1 No.28 54.77 32.0 23.2 23.2 2.0 0.9

No.44
61ghr-s1 No.28 67.97 49.0 29.4 29.4 2.8 1.2

61ghoh No.23 8.00 1.6 1.6 0.1 差し菅

No.46
61ghs-s2 No.35 29.42 23.2 11.4 11.4 1.3 0.5

No.47
61ght-s1 No.35 105.28 111.6 45.0 45.0 5.8 1.8

61ghoh No.35 8.00 1.6 1.6 0.1 差し菅

小　計 353.18 274.9 147.0 147.0

合　計 15.4 6.0
※　舗装剥ぎとりの交差点部は、別紙図面を参照すること。

舗装版破砕（小規模）

4cm

5cm以下
ｍ２

3cm 4cm 5cm 10cm

4-10

147.0

殻処分
(小規模)

上流

下流

t≦15㎝
353.2

t≦10㎝
421.9

殻処分
舗装版破砕

10cm以下
m2

舗装切断

15cm以下
m



数量集計表

　舗装復旧工 4-10 舗装打ち換え 基幹事業
(単位：m2)

区間
上層路盤 表層 路盤鋤取り

路線番号 車道 交差点 1.4m以上 交差点 1.4m未満 交差点 摘　　要
11cm 3cm
M-30 再生粗粒度 m3

No.23
61gho No.25 13.90 13.90 39.80 39.80 0.1

No.25
61ghp No.27 20.90 20.90 54.10 54.10 0.2

No.43
61ghq-s1 No.28 23.20 23.20 55.20 55.20 0.2

No.44
61ghr-s1 No.28 29.40 29.40 78.40 78.40 0.3

61gho No.23 1.60 1.60 1.60 1.60 差し菅

No.46
61ghs-s2 No.35 11.40 11.40 34.60 34.60 0.1

No.47
61ght-s1 No.35 45.00 45.00 156.60 156.60 0.5

61ghta No.35 1.60 1.60 1.60 1.60 差し菅

小　計 421.90 421.90

合　計 147.00 147.00 1.4 補足材厚さ(整数止め四捨五入)=3㎝(標準)-(路盤鋤取り土量)/(舗装本復旧面積-路盤仮復旧面積)

※　本復旧の交差点部は、別紙図面を参照すること。

※　本復旧施工幅は、車道幅員を原則として考えるが、施工幅員が1.4m以上でも、施工範囲が点在し小規模であれば、現場状況を考慮して1.4m未満として計上すること。

上流
不陸整正 表層 表層

再生密粒度
下流

補足材3cm 4cm 4cm
M-30 再生密粒度

421.90 421.90

仮復旧 本復旧



数量計算書

　舗装撤去復旧工 4 - 10 基幹事業

61gho
No. 23 ～ No. 25 ｍ 1 カッター切断

No. 23 ～ No. 25 ｍ L= × 2 ＋ ＝ m
左 L= × 2 × 1 ヵ所 ＝ m

箇所 箇所 右 L= × 2 × 0 ヵ所 ＝ m
ｍ ｍ 計 ＝ m
ｍ ｍ 2 舗装取壊し

① 仮復旧
箇所 箇所

ｍ ｍ ×
ｍ ｍ 左 ＋ × × 1 ヵ所

右 ＋ × × 0 ヵ所 ＝ m2

② 現況舗装

×
左 ＋ × × ヵ所
右 ＋ × × ヵ所 ＝ m2

3 Ａｓ殻処分
V= × ＋ × ＝ m3

1 仮舗装

×
左 ＋ × × 1 ヵ所
右 ＋ × × 0 ヵ所 ＝ m2

2 上層路盤 仮舗装面積と同じ ＝ m2

1 本舗装

×
左 ＋ × × 1 ヵ所
右 ＋ × × 0 ヵ所 ＝ m2

2 不陸整正 本舗装面積と同じ ＝ m2

3 路盤鋤取り × 補足材へ流用 ＝ m3

(起点+1.0m)

復旧区間 復旧延長 15.30 本　管 15.30

市道

舗装撤去工
路線区間 路線延長 14.30 4cm

復旧幅
仮舗装 0.79

復旧幅
仮舗装 32.46

本舗装 本舗装

30.60
左側取付管　(素堀) 右側取付管　(素堀) 取付管 0.93 1.86

設 　置 　数 1 設 　置 　数 0.81 0.00

0.86
本舗装 本舗装 取付管 0.93 0.79 (素掘・土留)

左側取付管　(土留) 右側取付管　(土留) 3ｃｍ
設 　置 　数 設 　置 　数

復旧幅
仮舗装

復旧幅
仮舗装 本　管 15.30

1.36 1.24
本　管 15.30 2.60

0.830 0.100 0.860 0.100 0.710 取付管 (素掘・土留)

撤去工 0.81 0.00 (素掘・土留) 13.9
2.60 全面打換え

4cm

舗装仮復旧
掘削部 3cm (再生粗粒度As)

現況
4㎝ 本　管 15.30 0.86

(素掘・土留) 39.8

13.9 0.03 39.8 0.04 2.0

0.100 0.710

13.9
2.60 全面打換え

11cm (M-30) 13.9
1.36 1.24

舗装本復旧
0.93 0.860 0.81 4cm

10㎝ 取付管 0.93 0.79 (素掘・土留)
復旧工 0.81 0.00 (素掘・土留)

39.8

3cm (M-30) 39.8
掘削部

本復旧 仮復旧 13.9 0.01 0.1

本　管 15.30 2.60
取付管 0.00 0.79 (素掘・土留)

0.00 0.00 (素掘・土留)

(表層：再生密粒度As)
0.830 0.100

4㎝ 3㎝
10㎝ 11㎝



数量計算書

　舗装撤去復旧工 4 - 10 基幹事業

61ghp
No. 25 ～ No. 27 ｍ 1 カッター切断

No. 25 ～ No. 27 ｍ L= × 2 ＋ ＝ m
左 L= × 2 × 0 ヵ所 ＝ m

箇所 箇所 右 L= × 2 × 2 ヵ所 ＝ m
ｍ ｍ 計 ＝ m
ｍ ｍ 2 舗装取壊し

① 仮復旧
箇所 箇所

ｍ ｍ ×
ｍ ｍ 左 ＋ × × 0 ヵ所

右 ＋ × × 2 ヵ所 ＝ m2

② 現況舗装

×
左 ＋ × × ヵ所
右 ＋ × × ヵ所 ＝ m2

3 Ａｓ殻処分
V= × ＋ × ＝ m3

1 仮舗装

×
左 ＋ × × 0 ヵ所
右 ＋ × × 2 ヵ所 ＝ m2

2 上層路盤 仮舗装面積と同じ ＝ m2

1 本舗装

×
左 ＋ × × 0 ヵ所
右 ＋ × × 2 ヵ所 ＝ m2

2 不陸整正 本舗装面積と同じ ＝ m2

3 路盤鋤取り × 補足材へ流用 ＝ m3

47.28
本舗装 本舗装

2.60 44.20
左側取付管　(素堀) 右側取付管　(素堀) 取付管 0.89 0.00

設 　置 　数 設 　置 　数 2 0.77 3.08

復旧幅
仮舗装

復旧幅
仮舗装 0.71

復旧区間 復旧延長

左側取付管　(土留) 右側取付管　(土留) 3ｃｍ
設 　置 　数 設 　置 　数

復旧幅
仮舗装

復旧幅
仮舗装 本　管 20.80

4cm
(起点+1.0m)

20.80 本　管 20.80

市道

舗装撤去工
路線区間 路線延長 20.80

2.60 全面打換え
4cm

0.95
本舗装 本舗装 取付管 0.89 0.00 (素掘・土留)

(素掘・土留) 54.1

撤去工 0.77 0.71 (素掘・土留) 20.9

20.9 0.03 54.1 0.04 2.8

1.36 1.24
本　管 20.80 2.60

0.785 0.100 0.950 0.100 0.665 取付管 (素掘・土留)

10㎝ 取付管 0.89 0.00 (素掘・土留)
復旧工 0.77 0.71 (素掘・土留)

舗装仮復旧
掘削部 3cm (再生粗粒度As)

現況
4㎝ 本　管 20.80 0.95

1.36 1.24
舗装本復旧

0.89 0.950 0.77 4cm (表層：再生密粒度As)
0.785 0.100 0.100 0.665

20.9
2.60 全面打換え

11cm (M-30) 20.9

4㎝ 3㎝
10㎝ 11㎝

54.1

3cm (M-30) 54.1
掘削部

本復旧 仮復旧 20.9 0.01 0.2

本　管 20.80 2.60
取付管 0.00 0.00 (素掘・土留)

0.00 0.71 (素掘・土留)



数量計算書

　舗装撤去復旧工 4 - 10 基幹事業

61ghq-s1
No. 43 ～ No. 28 ｍ 1 カッター切断

No. 43 ～ No. 28 ｍ L= × 2 ＋ ＝ m
左 L= × 2 × 1 ヵ所 ＝ m

箇所 箇所 右 L= × 2 × 3 ヵ所 ＝ m
ｍ ｍ 計 ＝ m
ｍ ｍ 2 舗装取壊し

① 仮復旧
箇所 箇所

ｍ ｍ ×
ｍ ｍ 左 ＋ × × 1 ヵ所

右 ＋ × × 3 ヵ所 ＝ m2

② 現況舗装

×
左 ＋ × × ヵ所
右 ＋ × × ヵ所 ＝ m2

3 Ａｓ殻処分
V= × ＋ × ＝ m3

1 仮舗装

×
左 ＋ × × 1 ヵ所
右 ＋ × × 3 ヵ所 ＝ m2

2 上層路盤 仮舗装面積と同じ ＝ m2

1 本舗装

×
左 ＋ × × 1 ヵ所
右 ＋ × × 3 ヵ所 ＝ m2

2 不陸整正 本舗装面積と同じ ＝ m2

3 路盤鋤取り × 補足材へ流用 ＝ m3

市道

舗装撤去工
路線区間 路線延長 22.50 4cm

(起点+1.0m)

復旧区間 復旧延長 23.50 本　管 23.50 2.35 49.35
左側取付管　(素堀) 右側取付管　(素堀) 取付管 0.82 1.64

設 　置 　数 1 設 　置 　数 3 0.63 3.78

復旧幅
仮舗装 0.81

復旧幅
仮舗装 0.72 54.77

本舗装 本舗装
左側取付管　(土留) 右側取付管　(土留) 3ｃｍ

設 　置 　数 設 　置 　数

復旧幅
仮舗装

復旧幅
仮舗装 本　管 23.50 0.90

本舗装 本舗装 取付管 0.82 0.81 (素掘・土留)
撤去工 0.63 0.72 (素掘・土留) 23.2

2.35 全面打換え
4cm

1.27 1.08
本　管 23.50 2.35

23.2
2.35 全面打換え

23.2
1.27 1.08

舗装本復旧
0.82 0.900 0.63 4cm (表層：再生密粒度As)

0.720 0.100 0.900 0.100 0.530 取付管 (素掘・土留)
(素掘・土留) 55.2

23.2 0.03 55.2 0.04 2.9

0.720

舗装仮復旧
掘削部 3cm (再生粗粒度As)

現況
4㎝ 本　管 23.50 0.90
10㎝ 取付管 0.82 0.81 (素掘・土留)

復旧工 0.63 0.72 (素掘・土留)

4㎝ 3㎝
10㎝ 11㎝

11cm (M-30)

本復旧 仮復旧 23.2 0.01

0.100 0.100 0.530

55.2

3cm (M-30) 55.2
掘削部

本　管 23.50 2.35
取付管 0.00 0.81 (素掘・土留)

0.00 0.72 (素掘・土留)

0.2



数量計算書

　舗装撤去復旧工 4 - 10 基幹事業

61ghr-s1
No. 44 ～ No. 28 ｍ 1 カッター切断

No. 44 ～ No. 28 ｍ L= × 2 ＋ ＝ m
左 L= × 2 × 0 ヵ所 ＝ m

箇所 箇所 右 L= × 2 × 1 ヵ所 ＝ m
ｍ ｍ 計 ＝ m
ｍ ｍ 2 舗装取壊し

① 仮復旧
箇所 箇所

ｍ ｍ ×
ｍ ｍ 左 ＋ × × 0 ヵ所

右 ＋ × × 1 ヵ所 ＝ m2

② 現況舗装

×
左 ＋ × × ヵ所
右 ＋ × × ヵ所 ＝ m2

3 Ａｓ殻処分
V= × ＋ × ＝ m3

1 仮舗装

×
左 ＋ × × 0 ヵ所
右 ＋ × × 1 ヵ所 ＝ m2

2 上層路盤 仮舗装面積と同じ ＝ m2

1 本舗装

×
左 ＋ × × 0 ヵ所
右 ＋ × × 1 ヵ所 ＝ m2

2 不陸整正 本舗装面積と同じ ＝ m2

3 路盤鋤取り × 補足材へ流用 ＝ m3
4㎝ 3㎝
10㎝ 11㎝

78.4

3cm (M-30) 78.4
掘削部

本復旧 仮復旧 29.4 0.01 0.3

本　管 32.00 2.45
取付管 0.00 0.00 (素掘・土留)

0.00 0.81 (素掘・土留)

1.24 1.21
舗装本復旧

0.79 0.900 0.76 4cm (表層：再生密粒度As)
0.690 0.100 0.100 0.660

29.4
2.45 全面打換え

11cm (M-30) 29.4

10㎝ 取付管 0.79 0.00 (素掘・土留)
復旧工 0.76 0.81 (素掘・土留)

舗装仮復旧
掘削部 3cm (再生粗粒度As)

現況
4㎝ 本　管 32.00 0.90

(素掘・土留) 78.4

29.4 0.03 78.4 0.04 4.0

1.24 1.21
本　管 32.00 2.45

0.690 0.100 0.900 0.100 0.660 取付管 (素掘・土留)

撤去工 0.76 0.81 (素掘・土留) 29.4
2.45 全面打換え

4cm

0.90
本舗装 本舗装 取付管 0.79 0.00 (素掘・土留)

左側取付管　(土留) 右側取付管　(土留) 3ｃｍ
設 　置 　数 設 　置 　数

復旧幅
仮舗装

復旧幅
仮舗装 本　管 32.00

復旧幅
仮舗装

復旧幅
仮舗装 0.81 67.97

本舗装 本舗装

66.45
左側取付管　(素堀) 右側取付管　(素堀) 取付管 0.79 0.00

設 　置 　数 設 　置 　数 1 0.76 1.52

(起点+1.0m)

復旧区間 復旧延長 32.00 本　管 32.00 2.45

市道

舗装撤去工
路線区間 路線延長 31.00 4cm



数量計算書

　舗装撤去復旧工 4 - 10 基幹事業

61ghs-s2
No. 46 ～ No. 35 ｍ 1 カッター切断

No. 46 ～ No. 35 ｍ L= × 2 ＋ ＝ m
左 L= × 2 × 2 ヵ所 ＝ m

箇所 箇所 右 L= × 2 × 0 ヵ所 ＝ m
ｍ ｍ 計 ＝ m
ｍ ｍ 2 舗装取壊し

① 仮復旧
箇所 箇所

ｍ ｍ ×
ｍ ｍ 左 ＋ × × 2 ヵ所

右 ＋ × × 0 ヵ所 ＝ m2

② 現況舗装

×
左 ＋ × × ヵ所
右 ＋ × × ヵ所 ＝ m2

3 Ａｓ殻処分
V= × ＋ × ＝ m3

1 仮舗装

×
左 ＋ × × 2 ヵ所
右 ＋ × × 0 ヵ所 ＝ m2

2 上層路盤 仮舗装面積と同じ ＝ m2

1 本舗装

×
左 ＋ × × 2 ヵ所
右 ＋ × × 0 ヵ所 ＝ m2

2 不陸整正 本舗装面積と同じ ＝ m2

3 路盤鋤取り × 補足材へ流用 ＝ m3

掘削部

本復旧 仮復旧 11.4 0.01 0.1
4㎝ 3㎝
10㎝ 11㎝

1.390 0.100 0.100 0.970
本　管 10.00 3.46
取付管 0.00 0.80 (素掘・土留)

0.00 0.00 (素掘・土留) 34.6

3cm (M-30) 34.6

11.4
3.46 全面打換え

11cm (M-30) 11.4
1.94 1.52

舗装本復旧
1.49 0.900 1.07 4cm (表層：再生密粒度As)

舗装仮復旧
掘削部 3cm (再生粗粒度As)

現況
4㎝ 本　管 10.00 0.90
10㎝ 取付管 1.49 0.80 (素掘・土留)

復旧工 1.07 0.00 (素掘・土留)

1.390 0.100 0.900 0.100 0.970 取付管 (素掘・土留)
(素掘・土留) 34.6

11.4 0.03 34.6 0.04 1.7

撤去工 1.07 0.00 (素掘・土留) 11.4
3.46 全面打換え

4cm
1.94 1.52

本　管 10.00 3.46

復旧幅
仮舗装

復旧幅
仮舗装 本　管 10.00 0.90

本舗装 本舗装 取付管 1.49 0.80 (素掘・土留)

復旧幅
仮舗装 0.80

復旧幅
仮舗装 29.42

本舗装 本舗装
左側取付管　(土留) 右側取付管　(土留) 3ｃｍ

設 　置 　数 設 　置 　数

(起点+1.0m)

復旧区間 復旧延長 10.00 本　管 10.00 3.46 23.46
左側取付管　(素堀) 右側取付管　(素堀) 取付管 1.49 5.96

設 　置 　数 2 設 　置 　数 1.07 0.00

市道

舗装撤去工
路線区間 路線延長 9.00 4cm



数量計算書

　舗装撤去復旧工 4 - 10 基幹事業

61ght-s1
No. 47 ～ No. 35 ｍ 1 カッター切断

No. 47 ～ No. 35 ｍ L= × 2 ＋ ＝ m
左 L= × 2 × 3 ヵ所 ＝ m

箇所 箇所 右 L= × 2 × 1 ヵ所 ＝ m
ｍ ｍ 計 ＝ m
ｍ ｍ 2 舗装取壊し

① 仮復旧
箇所 箇所

ｍ ｍ ×
ｍ ｍ 左 ＋ × × 3 ヵ所

右 ＋ × × 1 ヵ所 ＝ m2

② 現況舗装

×
左 ＋ × × ヵ所
右 ＋ × × ヵ所 ＝ m2

3 Ａｓ殻処分
V= × ＋ × ＝ m3

1 仮舗装

×
左 ＋ × × 3 ヵ所
右 ＋ × × 1 ヵ所 ＝ m2

2 上層路盤 仮舗装面積と同じ ＝ m2

1 本舗装

×
左 ＋ × × 3 ヵ所
右 ＋ × × 1 ヵ所 ＝ m2

2 不陸整正 本舗装面積と同じ ＝ m2

3 路盤鋤取り × 補足材へ流用 ＝ m3

掘削部

本復旧 仮復旧 45.0 0.01 0.5
4㎝ 3㎝
10㎝ 11㎝

1.780 0.100 0.100 0.640
本　管 44.50 3.52
取付管 0.00 0.77 (素掘・土留)

0.00 0.79 (素掘・土留) 156.6

3cm (M-30) 156.6

45.0
3.52 全面打換え

11cm (M-30) 45.0
2.33 1.19

舗装本復旧
1.88 0.900 0.74 4cm (表層：再生密粒度As)

舗装仮復旧
掘削部 3cm (再生粗粒度As)

現況
4㎝ 本　管 44.50 0.90
10㎝ 取付管 1.88 0.77 (素掘・土留)

復旧工 0.74 0.79 (素掘・土留)

1.780 0.100 0.900 0.100 0.640 取付管 (素掘・土留)
(素掘・土留) 156.6

45.0 0.03 156.6 0.04 7.6

撤去工 0.74 0.79 (素掘・土留) 45.0
3.52 全面打換え

4cm
2.33 1.19

本　管 44.50 3.52

復旧幅
仮舗装

復旧幅
仮舗装 本　管 44.50 0.90

本舗装 本舗装 取付管 1.88 0.77 (素掘・土留)

復旧幅
仮舗装 0.77

復旧幅
仮舗装 0.79 105.28

本舗装 本舗装
左側取付管　(土留) 右側取付管　(土留) 3ｃｍ

設 　置 　数 設 　置 　数

(起点+1.0m)

復旧区間 復旧延長 44.50 本　管 44.50 3.52 92.52
左側取付管　(素堀) 右側取付管　(素堀) 取付管 1.88 11.28

設 　置 　数 3 設 　置 　数 1 0.74 1.48

市道

舗装撤去工
路線区間 路線延長 43.50 4cm



（ 2 工 区 ）



開削（2工区）

(1/2)
基幹事業

工種 種別 細別 設計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量

管きょ工(φ150㎜) 区間延長 m 211.3 211.3

管路土工

管路掘削 機械施工0.28m3 m3 324.5 320 275.2+49.3

管路埋戻 機械施工0.28m3 m3 297.8 300 254.1+43.7
現場～仮置き場

発生土運搬 m3 324.5 320
現場～仮置き場

埋戻土運搬 積込（ルーズ） m3 313.5 310 297.8/0.95
下水道センター 324.5-(297.8+

発生土処理 運搬距離7.1km m3 7.2 7 0.4+3.2)/0.95

管路掘削 人力施工 m3

管路埋戻 人力施工 m3
下水道センター

発生土処理 運搬距離　　　km m3

管布設工

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管 φ150㎜ m 205.0 205

可とう継手 φ150㎜ 箇所 7 7

曲管 φ150㎜ 個

鏡切り φ150㎜ 箇所 0.8m/箇所

管基礎工

砂基礎 幅600㎜ m 46.3 46 素掘 0.4 m3

幅900㎜ m 158.7 159 土留 3.2 m3

幅550㎜ m

数量総括表

規　　格 単位 摘　　要



開削（2工区）

(2/2)
基幹事業

工種 種別 細別 設計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量

管路土留工

建込み簡易土留 掘削深　2.0m以下 m 163.3 163

建込み簡易土留賃料 2.0型 日 26 26 整備費別途

地下水低下工

ウェルポイント 間隔4.0m　打ち込み深さ2.6m m 211.3 211

ウェルポイント設置・撤去 本 53 53

ポンプ据付・撤去 箇所 4 4

ウェルポイント運転 日 23 23

ウェルポイント損料 日 35 35

規　　格 単位 摘　　要

数量総括表



開削（2工区）

(1/1)
基幹事業

工種 種別 細別 設計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量

マンホール工

小型マンホール工

小型マンホール(塩ビ製) 平均マンホール深　1.843　m 箇所 6 6

防護蓋(台座込) φ300㎜　車道用(T-8) 組

φ300㎜　車道用(T-14) 組

φ300㎜　車道用(T-14 除雪対応) 組 6 6

φ300㎜　車道用(T-25 除雪対応) 組

防護蓋基礎 RCC-40　t=20㎝ 箇所 6 6 砕石0.4m2/箇所
深さ2m以下

小型マンホール設置 起点及び中間形式　本管φ150㎜～φ200㎜ 箇所 6 6
深さ2m超え3.0m以下
起点及び中間形式　本管φ150㎜～φ200㎜ 箇所
深さ2m以下
底部会合形式　本管φ150㎜～φ200㎜ 箇所
深さ2m超え3.0m以下
底部会合形式　本管φ150㎜～φ200㎜ 箇所

規　　格 単位 摘　　要

数量総括表



開削（2工区）

(1/2)
基幹事業

工種 種別 細別 設計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量

取付管及びます工

管路土工

管路掘削 機械施工0.13m3 m3 74.7 70 49.6+25.1

管路埋戻 機械施工0.13m3 m3 66.6 70 43.3+23.3
現場～仮置き場

発生土運搬 m3 74.7 70
仮置き場～現場

埋戻土運搬 積込（ルーズ） m3 70.1 70 66.6/0.95
下水道センター

発生土処理 運搬距離7.1km m3 4.6 5 74.7-66.6/0.95

管路掘削 人力施工 m3

管路埋戻 人力施工 m3
下水道センター

発生土処理 運搬距離　　km m3

ます設置工

ます φ200㎜　塩ビ製蓋 箇所 12 12 深さ1.5m以下

φ200㎜　鋳鉄製蓋 箇所 11 11 深さ1.5m以下
砕石0.3m2/箇所

φ200㎜　防護蓋(簡易型T-8) 箇所 深さ1.5m以下

φ300㎜　塩ビ製蓋 箇所 深さ2.0m以下
砕石0.4m2/箇所

φ300㎜　防護蓋(簡易型T-8) 箇所 深さ2.0m以下

取付管布設工
3m未満 平均

取付管 硬質塩化ビニル管　　φ100㎜ 箇所 L=　　m
3mを超え5m未満 平均
硬質塩化ビニル管　　φ100㎜ 箇所 23 23 L=　3.43　m
5mを超え12m未満 平均
硬質塩化ビニル管　　φ100㎜ 箇所 L=　　m
3mを超え5m未満 平均
硬質塩化ビニル管　　φ150㎜ 箇所 L=　　m

規　　格 単位 摘　　要

数量総括表



開削（2工区）

(2/2)
基幹事業

工種 種別 細別 設計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量

管路土留工

軽量鋼矢板建込土留 L=2.0m m 16.6 17

軽量鋼矢板建込土留賃料 L=2.0m 日 4 4 整備費含む

軽量土留支保工設置撤去 1段　ねじ式パイプサポート m 16.6 17

軽量土留支保工賃料 1段　ねじ式パイプサポート 日 4 4 基本料含む

数量総括表

規　　格 単位 摘　　要



開削（2工区）

(1/1)
基幹事業

工種 種別 細別 設計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量

付帯工

舗装撤去工

舗装版切断 厚さ15㎝以下 m 522.6 520

舗装版破砕 厚さ15㎝以下 m2 802.5 800

殻運搬処分 As殻　運搬距離　8.9km m3 29.9 30 70.3 t

舗装版破砕(小規模) 厚さ5㎝以下 m2 218.5 220

殻運搬処分(小規模) As殻　運搬距離　　　km m3 8.8 9 20.7 t

殻運搬処分(路面切削) As殻　運搬距離　　　km m3 　　t

舗装復旧工(車道4-10)

不陸整正 粒度調整砕石M-30　補足材3㎝ m2 802.5 803

表層 再生密粒度アスコン　t=4㎝　1.4m以上 m2 802.5 803

舗装仮復旧工(車道4-10)

路盤 粒度調整砕石M-30　t=11(10)㎝ m2 218.5 219

表層 再生粗粒度アスコン　t=3㎝　1.4m未満 m2 218.5 219

区画線工

溶融式区画線 中央線・路側線　白色　実線　幅15㎝ m 206.8 207

カラー塗装工 加熱式　緑色　歩行者帯W=30cm m2 62.0 62

数量総括表

規　　格 単位 摘　　要



開削（2工区）

(1/1)
基幹事業

工種 種別 細別 設計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量

仮設工

安全費

交通誘導警備員Ａ 交代要員あり 人 　　名配置
48日×2名配置

交通誘導警備員Ｂ 交代要員あり 人 144 144 +交代要員

間接工事費

運搬費

仮設材運搬(搬入・搬出) 建込み簡易土留　2.0型　運搬距離20km以内 t ( 12.0) ( 12.0) 1工区にて計上

仮設材運搬(搬入・搬出) 軽量鋼矢板Ⅱ型　運搬距離20km以内 t 0.8 0.8

路面切削機の貨物運搬 片道運搬距離　　km　往復運搬 回

数量総括表

規　　格 単位 摘　　要



数量計算書

　本管材料(φ150mm) 基幹事業

区間距離 人孔番号 人孔種別 管布設延長 曲管 可とう継手 鏡切り
① 上流 上流 ②内径 ③壁厚 ④=①-②-③ ⑤ ⑥ ⑦
ｍ 下流 下流 ｍ ｍ ｍ 個 個 箇所

61gha' No.48 3 0.290 0.000
s1 土留め 31.00 No.37 1 0.450 0.075 30.185 1 種別 名　称 内径/2 壁厚

61gha' No.49 3 0.290 0.000 0 0号人孔 0.375 0.075

s2 素掘り 43.50 No.38 2 0.600 0.100 42.510 1 1 １号人孔 0.450 0.075

61jea No.50 3 0.290 0.000 2 ２号人孔 0.600 0.100

s1 土留め 25.00 No.39 2 0.600 0.100 24.010 1 3 塩ビ人孔(起点) 0.290

59ba No.51 3 0.290 0.000 4 塩ビ人孔(上流) 0.190

s1 土留め 48.00 No.40 1 0.450 0.075 47.185 1 5 塩ビ人孔(下流) 0.290

59b No.52 3 0.290 0.000 6 ﾚｼﾞﾝ人孔(上流) 0.245

s1 土留め 28.50 No.41 2 0.600 0.100 27.510 1 7 ﾚｼﾞﾝ人孔(下流) 0.225

59c No.53 3 0.290 0.000 8 自在曲管 0.000

s1 土留め 30.80 No.42 2 0.600 0.100 29.810 1
61 8 0.000 0.000 ha当り時間 大汚水量(原単位)

je 素掘り 4.50 No.38 2 0.600 0.100 3.800 1 0.000162 m3/秒・ha

交付金対象となる下水排除量(日 大)
3 m3/日

交付金対象となる上流側面積
0.22 ha

合計 211.30 205.010 0 7

人孔控除
路線
番号

摘　要
作業
種別



数量計算書

　本管土工(φ150mm) 素堀施工 基幹事業
(単位:m)

ﾏﾝﾎｰﾙ番号 本管土被り 掘削延長 掘削深 埋戻深 掘削土量 埋戻土量 管布設延長 砂基礎

路線名 上流 上流 平均土被り 管径 平均深さ 掘削時① 埋戻時② (上幅) 平均幅 (上幅) 平均幅 (Ｃ-①) (Ｃ-②) (W1×H×L) (W2×H´-0.03)×L (0.01×Ｌ´)
下流 下流 Ａ Ｂ Ｃ=Ａ+Ｂ Ｌ (As) (As+路盤) (下幅) Ｗ1 (下幅) Ｗ2 Ｈ Ｈ´ Ｄ Ｅ Ｌ´ Ｆ

61gha' No.48 1.39
s1 31.00 No.37 1.38 1.385 0.165 1.550

61gha' No.49 1.29 0.88 0.86
s2 43.50 No.38 1.23 1.260 0.165 1.425 43.50 0.04 0.14 0.60 0.74 0.60 0.73 1.385 1.285 44.6 39.5 42.510 0.4

61jea No.50 1.55
s1 25.00 No.39 1.67 1.610 0.165 1.775

59ba No.51 1.97
s1 48.00 No.40 1.78 1.875 0.165 2.040
59b No.52 1.99
s1 28.50 No.41 1.79 1.890 0.165 2.055
59c No.53 1.91
s1 30.80 No.42 1.88 1.895 0.165 2.060
61 1.29 0.88 0.86
je 4.50 No.38 1.29 1.290 0.165 1.455 4.50 0.04 0.14 0.60 0.74 0.60 0.73 1.415 1.315 4.7 4.2 3.800

合計 211.30 48.00 49.3 43.7 46.31 0.4

　　管控除体積 π/4×0.1652＝ 0.02m3/ｍ

　　砂基礎体積 0.60×0.024-(π/4×0.1652/4-0.083×0.083×1/2)＝0.012ｍ3/ｍ

区間
延長

平均掘削深 舗装厚 掘削幅 埋戻幅



数量計算書

　本管土工(φ150mm) 土留施工 基幹事業
(単位:m)

ﾏﾝﾎｰﾙ番号 本管土被り 掘削延長 土工幅 掘削深 埋戻深 掘削土量 埋戻土量 管布設延長 砂基礎
路線名 区間延長 上流 上流 平均土被り 管径 平均深さ 掘削時① 埋戻時② (Ｃ-①) (Ｃ-②) (W×H×L) (W×H´-0.04)×L (0.02×Ｌ´)

下流 下流 Ａ Ｂ Ｃ=Ａ+Ｂ Ｌ Ｗ (As) (As+路盤) Ｈ Ｈ´ Ｄ Ｅ Ｌ´ Ｆ
61gha' No.48 1.39

s1 31.00 No.37 1.38 1.385 0.165 1.550 31.00 0.90 0.04 0.14 1.510 1.410 42.1 38.1 30.185 0.6
61gha' No.49 1.29

s2 43.50 No.38 1.23 1.260 0.165 1.425
61jea No.50 1.55

s1 25.00 No.39 1.67 1.610 0.165 1.775 25.00 0.90 0.04 0.14 1.735 1.635 39.0 35.8 24.010 0.5
59ba No.51 1.97
s1 48.00 No.40 1.78 1.875 0.165 2.040 48.00 0.90 0.04 0.14 2.000 1.900 86.4 80.2 47.185 0.9
59b No.52 1.99
s1 28.50 No.41 1.79 1.890 0.165 2.055 28.50 0.90 0.04 0.14 2.015 1.915 51.7 48.0 27.510 0.6
59c No.53 1.91
s1 30.80 No.42 1.88 1.895 0.165 2.060 30.80 0.90 0.04 0.14 2.020 1.920 56.0 52.0 29.810 0.6
61
je 4.50 No.38

合計 211.30 163.30 275.2 254.1 158.70 3.2

　　管控除体積 π/4×0.1652＝　　0.02m3/ｍ

　　砂基礎体積 0.90×0.024-(π/4×0.1652/4-0.083×0.083×1/2)＝　　0.020ｍ3/ｍ

平均掘削深 舗装厚



数量計算書

　土留工(φ150mm) 基幹事業

路線 平均掘削深 区間延長 数量
番号 Ｈ Ｌ Ｈ×Ｌ

61gha'
s1 No.48 ～ No.37 1.550 31.00 48.05

61gha' 路線平均掘削深 H= 312.37 ÷ 163.30 ≒ 1.91 m
s2 No.49 ～ No.38 1.425

61jea
s1 No.50 ～ No.39 1.775 25.00 44.38

59ba 建込簡易土留延長 L= 163.30 m
s1 No.51 ～ No.40 2.040 48.00 97.92
59b
s1 No.52 ～ No.41 2.055 28.50 58.57
59c 建込簡易土留規格 2.0 型
s1 No.53 ～ No.42 2.060 30.80 63.45
61
je ～ No.38

～

～

～

～

～

～

合計 163.30 312.37

マンホール番号 適　　用



数量計算書

　小型塩ビ製マンホール(φ300㎜) 基幹事業

流入管

管径 管底高 管径

T-14 T-14 T-25

m m ㎜ m ㎜ 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 組 組 組

61gha'

s1 No.48 2.90 1.550 150 1.350 100 1 1

61gha'

s2 No.49 2.54 1.450 150 1.090 100 1 1

61jea

s1 No.50 2.30 1.709 150 0.591 100 1 1

59ba

s1 No.51 2.70 2.126 150 0.574 100 1 1

59b

s1 No.52 3.04 2.153 150 0.887 100 1 1

59c

s1 No.53 3.25 2.069 150 1.181 100 1 1

(起・中) 平均深

小計 1.843 2 4 6

(合流) 平均深

小計

平均深

1.843 2 4 6

合流

摘　要

防護鉄蓋
(除雪)

蓋設置工

防護鉄蓋

　90°
90°

合流

中間点

　45° 　90°

インバート桝(ゴム輪受口)

15°ST
合流 合流

75°60°45°30° 90°

起点

左右

合計

マ
ン
ホ
ー
ル
深

地
盤
高

流出管

路
線
番
号

マ
ン
ホ
ー
ル
番
号

防護鉄蓋
(除雪)



数量計算書

　汚水桝(φ200㎜)　取付管(φ100㎜) 基幹事業

平均掘削深

桝 本管※1 本管※2
① ② ② (①+②)/2

m 個 個 m m m m m 個 個 個
151

武良清 0.90 1 2.75 0.90 0.93 0.91 素掘 1
152

石本岩幸 0.90 1 2.75 0.90 0.93 0.91 素掘 1

平均 平均
小　計 2 5.50 0.90 0.91 2

142

向井義雄 1.40 1 4.00 1.40 1.44 1.42 素掘 1
143

多賀進 1.40 1 4.00 1.40 1.44 1.42 素掘 1

平均 平均
小　計 2 8.00 1.40 1.42 2

4 13.50 2 2
※1　本管位置で取付管の立ち上げあり(取付管勾配が一定である場合)　→　本管位置の掘削深は、｢桝掘削深+取付管延長×1%｣で算出する。
※2　本管位置で取付管の立ち上げあり(取付管勾配が一定でない場合)　→　本管位置の掘削深は、｢横断図からプロットした深さ｣とする。
※3  道路内の取付管深さが素掘りでよいにもかかわらず、宅地の地盤高が高いために、宅地側の桝掘削深さと本管側の掘削深を平均すると、土留め施工になってしまう場合がある。
　　　宅地側の地盤高が高く、土留めになってしまう場合、桝掘削深さ①の値は、宅地側から算出した桝掘削深さから地盤の高低差を差し引いた値とする。
　　　ただし、地盤の高低差がある場合でも、取付管の施工区分が変わらなければ、高低差を考慮する必要はないものとする。

合　計

摘　要横型 縦型 塩ビ 鋳鉄 防護

61gha'
s1

左

右

路線
番号

位置 名　前
桝深

ｲﾝﾊﾞｰﾄ形状
取付管
延　長

掘削深
作業区分

※3

蓋形状

takeshi-hayashibara
テキストボックス

takeshi-hayashibara
テキストボックス

takeshi-hayashibara
テキストボックス

takeshi-hayashibara
テキストボックス



数量計算書

　汚水桝(φ200㎜)　取付管(φ100㎜) 基幹事業

平均掘削深

桝 本管※1 本管※2

① ② ② (①+②)/2
m 個 個 m m m m m 個 個 個

153
濱田伸久 1.00 1 3.00 1.00 1.03 1.02 素掘 1

154
柏木眞喜子 0.90 1 3.00 0.90 0.93 0.92 素掘 1

155
柏木繁雄 0.80 1 3.00 1.10 1.13 1.12 素掘 1

平均 平均
小　計 2 1 9.00 1.00 1.02 1 2
144

永見準 0.80 1 3.95 1.20 1.24 1.22 素掘 1
145

光木昌穂 0.80 1 3.95 1.10 1.14 1.12 素掘 1

平均 平均
小　計 2 7.90 1.15 1.17 2

2 3 16.90 1 4
※1　本管位置で取付管の立ち上げあり(取付管勾配が一定である場合)　→　本管位置の掘削深は、｢桝掘削深+取付管延長×1%｣で算出する。
※2　本管位置で取付管の立ち上げあり(取付管勾配が一定でない場合)　→　本管位置の掘削深は、｢横断図からプロットした深さ｣とする。
※3  道路内の取付管深さが素掘りでよいにもかかわらず、宅地の地盤高が高いために、宅地側の桝掘削深さと本管側の掘削深を平均すると、土留め施工になってしまう場合がある。
　　　宅地側の地盤高が高く、土留めになってしまう場合、桝掘削深さ①の値は、宅地側から算出した桝掘削深さから地盤の高低差を差し引いた値とする。
　　　ただし、地盤の高低差がある場合でも、取付管の作業区分が変わらなければ、高低差を考慮する必要はないものとする。

合　計

蓋形状

摘　要横型 縦型 塩ビ 鋳鉄 防護

61gha'
ｓ2

左

右

路線
番号

位置 名　前
桝深

ｲﾝﾊﾞｰﾄ形状
取付管
延　長

掘削深

作業区分
※3

takeshi-hayashibara
テキストボックス

takeshi-hayashibara
テキストボックス

takeshi-hayashibara
テキストボックス

takeshi-hayashibara
テキストボックス

takeshi-hayashibara
テキストボックス



数量計算書

　汚水桝(φ200㎜)　取付管(φ100㎜) 基幹事業

平均掘削深

桝 本管※1 本管※2

① ② ② (①+②)/2
m 個 個 m m m m m 個 個 個

149
片岡武人 1.40 1 4.50 1.40 1.45 1.42 素掘 1

148
早川広志 1.10 1 4.50 1.40 1.45 1.42 素掘 1

平均 平均
小　計 1 1 9.00 1.40 1.42 2

平均 平均
小　計

1 1 9.00 2
※1　本管位置で取付管の立ち上げあり(取付管勾配が一定である場合)　→　本管位置の掘削深は、｢桝掘削深+取付管延長×1%｣で算出する。
※2　本管位置で取付管の立ち上げあり(取付管勾配が一定でない場合)　→　本管位置の掘削深は、｢横断図からプロットした深さ｣とする。
※3  道路内の取付管深さが素掘りでよいにもかかわらず、宅地の地盤高が高いために、宅地側の桝掘削深さと本管側の掘削深を平均すると、土留め施工になってしまう場合がある。
　　　宅地側の地盤高が高く、土留めになってしまう場合、桝掘削深さ①の値は、宅地側から算出した桝掘削深さから地盤の高低差を差し引いた値とする。
　　　ただし、地盤の高低差がある場合でも、取付管の作業区分が変わらなければ、高低差を考慮する必要はないものとする。

合　計

蓋形状

摘　要横型 縦型 塩ビ 鋳鉄 防護

61jea
ｓ1

左

右

路線
番号

位置 名　前
桝深

ｲﾝﾊﾞｰﾄ形状
取付管
延　長

掘削深

作業区分
※3

takeshi-hayashibara
テキストボックス

takeshi-hayashibara
テキストボックス



数量計算書

　汚水桝(φ200㎜)　取付管(φ100㎜) 基幹事業

平均掘削深

桝 本管※1 本管※2

① ② ② (①+②)/2
m 個 個 m m m m m 個 個 個

159
中尾正法 0.80 1 4.15 1.70 1.74 1.72 山留 1

158
梅木マサコ 1.20 1 4.15 1.60 1.64 1.62 山留 1

平均 平均
小　計 1 1 8.30 1.65 1.67 1 1
168

濵田一哉 1.20 1 2.85 1.20 1.23 1.21 素掘 1
167

有限会社山芳海産 1.30 1 2.85 1.30 1.33 1.31 素掘 1

山田義彦 1.30 1 2.85 1.30 1.33 1.31 素掘 1

平均 平均
小　計 3 8.55 1.27 1.28 1 2

4 1 16.85 2 3
※1　本管位置で取付管の立ち上げあり(取付管勾配が一定である場合)　→　本管位置の掘削深は、｢桝掘削深+取付管延長×1%｣で算出する。
※2　本管位置で取付管の立ち上げあり(取付管勾配が一定でない場合)　→　本管位置の掘削深は、｢横断図からプロットした深さ｣とする。
※3  道路内の取付管深さが素掘りでよいにもかかわらず、宅地の地盤高が高いために、宅地側の桝掘削深さと本管側の掘削深を平均すると、土留め施工になってしまう場合がある。
　　　宅地側の地盤高が高く、土留めになってしまう場合、桝掘削深さ①の値は、宅地側から算出した桝掘削深さから地盤の高低差を差し引いた値とする。
　　　ただし、地盤の高低差がある場合でも、取付管の作業区分が変わらなければ、高低差を考慮する必要はないものとする。

合　計

蓋形状

摘　要横型 縦型 塩ビ 鋳鉄 防護

59ba
ｓ1

左

右

路線
番号

位置 名　前
桝深

ｲﾝﾊﾞｰﾄ形状
取付管
延　長

掘削深

作業区分
※3

takeshi-hayashibara
テキストボックス

takeshi-hayashibara
テキストボックス

takeshi-hayashibara
テキストボックス

takeshi-hayashibara
テキストボックス

takeshi-hayashibara
テキストボックス



数量計算書

　汚水桝(φ200㎜)　取付管(φ100㎜) 基幹事業

平均掘削深

桝 本管※1 本管※2

① ② ② (①+②)/2
m 個 個 m m m m m 個 個 個

平均 平均
小　計

平均 平均
小　計

※1　本管位置で取付管の立ち上げあり(取付管勾配が一定である場合)　→　本管位置の掘削深は、｢桝掘削深+取付管延長×1%｣で算出する。
※2　本管位置で取付管の立ち上げあり(取付管勾配が一定でない場合)　→　本管位置の掘削深は、｢横断図からプロットした深さ｣とする。
※3  道路内の取付管深さが素掘りでよいにもかかわらず、宅地の地盤高が高いために、宅地側の桝掘削深さと本管側の掘削深を平均すると、土留め施工になってしまう場合がある。
　　　宅地側の地盤高が高く、土留めになってしまう場合、桝掘削深さ①の値は、宅地側から算出した桝掘削深さから地盤の高低差を差し引いた値とする。
　　　ただし、地盤の高低差がある場合でも、取付管の作業区分が変わらなければ、高低差を考慮する必要はないものとする。

路線
番号

位置 名　前
桝深

ｲﾝﾊﾞｰﾄ形状
取付管
延　長

掘削深

作業区分
※3

合　計

蓋形状

摘　要横型 縦型 塩ビ 鋳鉄 防護

59ba
ｓ1

左

右



数量計算書

　汚水桝(φ200㎜)　取付管(φ100㎜) 基幹事業

平均掘削深

桝 本管※1 本管※2

① ② ② (①+②)/2
m 個 個 m m m m m 個 個 個

161
綠美子 0.80 1 4.15 2.10 2.14 2.12 山留 1

平均 平均
小　計 1 4.15 2.10 2.12 1
170

中尾智惠子 0.80 1 2.85 1.50 1.53 1.52 素掘 1
169

濱田勢伸 1.30 1 2.85 1.30 1.33 1.32 素掘 1

平均 平均
小　計 1 1 5.70 1.40 1.42 1 1

1 2 9.85 2 1
※1　本管位置で取付管の立ち上げあり(取付管勾配が一定である場合)　→　本管位置の掘削深は、｢桝掘削深+取付管延長×1%｣で算出する。
※2　本管位置で取付管の立ち上げあり(取付管勾配が一定でない場合)　→　本管位置の掘削深は、｢横断図からプロットした深さ｣とする。
※3  道路内の取付管深さが素掘りでよいにもかかわらず、宅地の地盤高が高いために、宅地側の桝掘削深さと本管側の掘削深を平均すると、土留め施工になってしまう場合がある。
　　　宅地側の地盤高が高く、土留めになってしまう場合、桝掘削深さ①の値は、宅地側から算出した桝掘削深さから地盤の高低差を差し引いた値とする。
　　　ただし、地盤の高低差がある場合でも、取付管の作業区分が変わらなければ、高低差を考慮する必要はないものとする。

合　計

蓋形状

摘　要横型 縦型 塩ビ 鋳鉄 防護

59b
ｓ1

左

右

路線
番号

位置 名　前
桝深

ｲﾝﾊﾞｰﾄ形状
取付管
延　長

掘削深

作業区分
※3

takeshi-hayashibara
テキストボックス

takeshi-hayashibara
テキストボックス

takeshi-hayashibara
テキストボックス



数量計算書

　汚水桝(φ200㎜)　取付管(φ100㎜) 基幹事業

平均掘削深

桝 本管※1 本管※2

① ② ② (①+②)/2
m 個 個 m m m m m 個 個 個

165
松本幸子 0.80 1 4.15 1.80 1.84 1.82 山留 1

平均 平均
小　計 1 4.15 1.80 1.82 1
174

曳野敏男 1.00 1 2.90 1.00 1.03 1.02 素掘 1
173

竹内勇介 1.10 1 2.90 1.10 1.13 1.12 素掘 1
172

松本いずみ 0.80 1 2.90 1.10 1.13 1.12 素掘 1

平均 平均
小　計 2 1 8.70 1.07 1.09 2 1

2 2 12.85 3 1

取付平均

14 9 78.95 3.43 12 11

※1　本管位置で取付管の立ち上げあり(取付管勾配が一定である場合)　→　本管位置の掘削深は、｢桝掘削深+取付管延長×1%｣で算出する。

※2　本管位置で取付管の立ち上げあり(取付管勾配が一定でない場合)　→　本管位置の掘削深は、｢横断図からプロットした深さ｣とする。
※3  道路内の取付管深さが素掘りでよいにもかかわらず、宅地の地盤高が高いために、宅地側の桝掘削深さと本管側の掘削深を平均すると、土留め施工になってしまう場合がある。
　　　宅地側の地盤高が高く、土留めになってしまう場合、桝掘削深さ①の値は、宅地側から算出した桝掘削深さから地盤の高低差を差し引いた値とする。
　　　ただし、地盤の高低差がある場合でも、取付管の作業区分が変わらなければ、高低差を考慮する必要はないものとする。

総　　　合　　　計

59c
 ｓ1

左

右

合　計

摘　要横型 縦型 塩ビ 鋳鉄
路線
番号

位置 名　前 防護
桝深

ｲﾝﾊﾞｰﾄ形状
取付管
延　長

掘削深

作業区分
※3

蓋形状

takeshi-hayashibara
テキストボックス

takeshi-hayashibara
テキストボックス

takeshi-hayashibara
テキストボックス

takeshi-hayashibara
テキストボックス



数量計算書

取付管土工(φ100㎜) 基幹事業

素堀
桝径

(単位：m)
※ ※ ※

取付管 取 付 管 平　均 ①As計 ③舗装計 掘削深 埋戻深 上面幅 上面幅 掘削 埋戻 ※ 桝控除 摘要
総延長 平均延長 掘削深 t1 t2 H1 H2 W1 平均幅 W4 平均幅 V1 V2 平均 V3

②路盤計 下面幅 W3 下面幅 W6 桝深
N L H ①+② H-t1 H-t2 W2 W5 H1*W3*L*N ((H2*W6-0.01)*L*N)-V3 H3 0.04*H3*N

0.04 0.72 0.70
左 5.50 2 2.75 0.91 0.10 0.14 0.87 0.77 0.55 0.64 0.55 0.63 3.1 2.5 0.90 0.07

0.04 0.83 0.81
右 8.00 2 4.00 1.42 0.10 0.14 1.38 1.28 0.55 0.69 0.55 0.68 7.6 6.8 1.40 0.11

0.04 0.75 0.73
左 9.00 3 3.00 1.02 0.10 0.14 0.98 0.88 0.55 0.65 0.55 0.64 5.7 4.9 1.00 0.12

0.04 0.78 0.76
右 7.90 2 3.95 1.17 0.10 0.14 1.13 1.03 0.55 0.67 0.55 0.66 6.0 5.2 1.15 0.09

0.04 0.83 0.81
左 9.00 2 4.50 1.42 0.10 0.14 1.38 1.28 0.55 0.69 0.55 0.68 8.6 7.6 1.40 0.11

右

左
0.04 0.80 0.78

右 8.55 3 2.85 1.28 0.10 0.14 1.24 1.14 0.55 0.68 0.55 0.67 7.2 6.3 1.27 0.15

左
0.04 0.83 0.81

右 5.70 2 2.85 1.42 0.10 0.14 1.38 1.28 0.55 0.69 0.55 0.68 5.4 4.8 1.40 0.11

左
0.04 0.76 0.74

右 8.70 3 2.90 1.09 0.10 0.14 1.05 0.95 0.55 0.66 0.55 0.65 6.0 5.2 1.07 0.13
平均延長 平均掘削深

62.35 19 3.30 1.22 49.6 43.3

管控除 (m2/m) 桝控除 (m3/m)
管径 管外径 控除面積 管径
100 0.114 0.010 200
150 0.165 0.021 300
200 0.216 0.037

0.04
0.08

控除面積

59b
ｓ1

59c
 ｓ1

合計

59ba
ｓ1

61gha'
ｓ2

61jea
ｓ1

61gha'
s1

掘削幅 埋戻幅 土　工
路線

位置 箇所数
番号

勾配　1：0.1
φ200㎜

舗装構成 土工深



数量計算書

取付管土工(φ100㎜) 基幹事業

土留
桝径

(単位：m)
※ ※ ※

取付管 取 付 管 平　均 ①As計 ③舗装計 掘削深 埋戻深 上面幅 上面幅 掘削 埋戻 ※ 桝控除 摘要
総延長 平均延長 掘削深 t1 t2 H1 H2 W1 平均幅 W4 平均幅 V1 V2 平均 V3

②路盤計 下面幅 W3 下面幅 W6 桝深
N L H ①+② H-t1 H-t2 W2 W5 H1*W3*L*N ((H2*W6-0.01)*L*N)-V3 H3 0.04*H3*N

左

右

左

右

左

右
0.04 0.85 0.85

左 8.30 2 4.15 1.67 0.10 0.14 1.63 1.53 0.85 0.85 0.85 0.85 11.5 10.6 1.65 0.13

右
0.04 0.85 0.85

左 4.15 1 4.15 2.12 0.10 0.14 2.08 1.98 0.85 0.85 0.85 0.85 7.3 6.9 2.10 0.08

右
0.04 0.85 0.85

左 4.15 1 4.15 1.82 0.10 0.14 1.78 1.68 0.85 0.85 0.85 0.85 6.3 5.8 1.80 0.07

右
平均延長 平均掘削深

16.60 4 4.20 1.82 25.1 23.3

管控除 (m2/m) 桝控除 (m3/m)
管径 管外径 控除面積 管径
100 0.114 0.010 200
150 0.165 0.021 300
200 0.216 0.037

控除面積
0.04
0.08

59b
ｓ1

合計

59c
 ｓ1

59ba
ｓ1

61gha'
ｓ2

61jea
ｓ1

61gha'
s1

土工深 掘削幅 埋戻幅 土　工
路線

位置 箇所数
番号

軽量鋼矢板建込土留 掘削幅　0.85m
φ200㎜

舗装構成



数量計算書

　取付管土留工(φ100mm) 基幹事業

路線 平均掘削深 区間延長 数量
番号 Ｈ Ｌ Ｈ×Ｌ

61gha'
s1 No.48 ～ No.37

61gha' 路線平均掘削深 H= 30.21 ÷ 16.60 ≒ 1.82 m
s2 No.49 ～ No.38

61jea
s1 No.50 ～ No.39

59ba 軽量鋼矢板建込土留延長 L= 16.60 m
s1 No.51 ～ No.40 1.670 8.30 13.86
59b
s1 No.52 ～ No.41 2.120 4.15 8.80
59c 軽量鋼矢板建込土留規格 L= 2.0 m
s1 No.53 ～ No.42 1.820 4.15 7.55

合計 16.60 30.21

適　　用



数量集計表

　舗装撤去工 直接掘削 基幹事業

区間
3cm 4cm 5cm 10cm 3㎝

舗装構成 路線番号 歩道 車道 車道 車道 交差点 歩道 交差点 車道 交差点 車道 交差点 車道 交差点 仮舗装 車道 交差点 As As 摘　要

m3 m3
No.48

61gha'-s1 No.37 78.80 84.6 33.2 33.2 4.4 1.3
No.49

61gha'-s2 No.38 105.01 115.9 43.9 43.9 6.0 1.8
No.50

61jea-s1 No.39 58.38 77.0 24.4 24.4 3.8 1.0
No.51

59ba-s1 No.40 117.91 138.1 50.6 50.6 7.0 2.0
No.52

59b-s1 No.41 72.85 81.7 30.7 30.7 4.2 1.2
No.53

59c-s1 No.42 81.60 86.7 34.1 34.1 4.5 1.4

61ghoh No.38 8.00 1.6 1.6 0.1 差し菅

小　計 522.55 584.0 218.5 218.5

合　計 29.9 8.8
※　舗装剥ぎとりの交差点部は、別紙図面を参照すること。

上流

下流

t≦15㎝
522.6

4-10

舗装切断

15cm以下
m

舗装版破砕（小規模）

4cm

5cm以下
ｍ２

218.5

殻処分
(小規模)

t≦10㎝
802.5

3cm 4cm 5cm 10cm
殻処分

舗装版破砕

10cm以下
m2



数量集計表

　舗装復旧工 4-10 舗装打ち換え 基幹事業
(単位：m2)

区間
上層路盤 表層 路盤鋤取り

路線番号 車道 交差点 1.4m以上 交差点 1.4m未満 交差点 摘　　要
11cm 3cm
M-30 再生粗粒度 m3

No.48
61gha'-s1 No.37 33.20 33.20 117.80 117.80 0.3

No.49
61gha'-s2 No.38 43.90 43.90 159.80 159.80 0.4

No.50
61jea-s1 No.39 24.40 24.40 101.40 101.40 0.2

No.51
59ba-s1 No.40 50.60 50.60 188.70 188.70 0.5

No.52
59b-s1 No.41 30.70 30.70 112.40 112.40 0.3

No.53
59c-s1 No.42 34.10 34.10 120.80 120.80 0.3

61je No.38 1.60 1.60 1.60 1.60 差し菅

小　計 802.50 802.50

合　計 218.50 218.50 2.0 補足材厚さ(整数止め四捨五入)=3㎝(標準)-(路盤鋤取り土量)/(舗装本復旧面積-路盤仮復旧面積)

※　本復旧の交差点部は、別紙図面を参照すること。

※　本復旧施工幅は、車道幅員を原則として考えるが、施工幅員が1.4m以上でも、施工範囲が点在し小規模であれば、現場状況を考慮して1.4m未満として計上すること。

802.50 802.50

仮復旧 本復旧

上流
不陸整正 表層 表層

再生密粒度
下流

補足材3cm 4cm 4cm
M-30 再生密粒度



数量計算書

　舗装撤去復旧工 4 - 10 基幹事業

61gha'-s1
No. 48 ～ No. 37 ｍ 1 カッター切断

No. 48 ～ No. 37 ｍ L= × 2 ＋ ＝ m
左 L= × 2 × 2 ヵ所 ＝ m

箇所 箇所 右 L= × 2 × 2 ヵ所 ＝ m
ｍ ｍ 計 ＝ m
ｍ ｍ 2 舗装取壊し

① 仮復旧
箇所 箇所

ｍ ｍ ×
ｍ ｍ 左 ＋ × × 2 ヵ所

右 ＋ × × 2 ヵ所 ＝ m2

② 現況舗装

×
左 ＋ × × ヵ所
右 ＋ × × ヵ所 ＝ m2

3 Ａｓ殻処分
V= × ＋ × ＝ m3

1 仮舗装

×
左 ＋ × × 2 ヵ所
右 ＋ × × 2 ヵ所 ＝ m2

2 上層路盤 仮舗装面積と同じ ＝ m2

1 本舗装

×
左 ＋ × × 2 ヵ所
右 ＋ × × 2 ヵ所 ＝ m2

2 不陸整正 本舗装面積と同じ ＝ m2

3 路盤鋤取り × 補足材へ流用 ＝ m3

67.68
左側取付管　(素堀) 右側取付管　(素堀) 取付管 0.80 3.20

4cm
(起点+1.0m)

復旧区間 復旧延長 32.00 本　管 32.00

市道

舗装撤去工
路線区間 路線延長 31.00

3.68

本舗装
左側取付管　(土留) 右側取付管　(土留) 3ｃｍ

7.92

復旧幅
仮舗装 0.72

復旧幅
仮舗装 0.83 78.80

本舗装

設 　置 　数 2 設 　置 　数 2 1.98

(素掘・土留)
撤去工 1.98 0.83 (素掘・土留) 33.2

本　管 32.00 0.90
本舗装 本舗装 取付管 0.80 0.72

設 　置 　数 設 　置 　数

復旧幅
仮舗装

復旧幅
仮舗装

舗装仮復旧
掘削部 3cm (再生粗粒度As)

現況

32.00 3.68

3.68 全面打換え
4cm

0.70 0.10 0.90 0.10 1.88 取付管

1.25 2.43
本　管

117.8

33.2 0.03 117.8 0.04 5.7

(素掘・土留)
(素掘・土留)

4㎝ 本　管 32.00 0.90
10㎝ 取付管 0.80 0.72 (素掘・土留)

取付管 0.00 0.00

0.80 0.90 1.98 4cm (表層：再生密粒度As)
0.70 0.10 0.10 1.88

舗装本復旧

33.2
3.68 全面打換え

本　管 32.00 3.68

復旧工 1.98 0.83 (素掘・土留)

11cm (M-30) 33.2
1.25 2.43

33.2 0.01 0.3

(素掘・土留)
0.00 0.00 (素掘・土留) 117.8

3cm (M-30) 117.8
掘削部

本復旧 仮復旧
4㎝ 3㎝
10㎝ 11㎝



数量計算書

　舗装撤去復旧工 4 - 10 基幹事業

61gha'-s2
No. 49 ～ No. 38 ｍ 1 カッター切断

No. 49 ～ No. 38 ｍ L= × 2 ＋ ＝ m
左 L= × 2 × 3 ヵ所 ＝ m

箇所 箇所 右 L= × 2 × 2 ヵ所 ＝ m
ｍ ｍ 計 ＝ m
ｍ ｍ 2 舗装取壊し

① 仮復旧
箇所 箇所

ｍ ｍ ×
ｍ ｍ 左 ＋ × × 3 ヵ所

右 ＋ × × 2 ヵ所 ＝ m2

② 現況舗装

×
左 ＋ × × ヵ所
右 ＋ × × ヵ所 ＝ m2

3 Ａｓ殻処分
V= × ＋ × ＝ m3

1 仮舗装

×
左 ＋ × × 3 ヵ所
右 ＋ × × 2 ヵ所 ＝ m2

2 上層路盤 仮舗装面積と同じ ＝ m2

1 本舗装

×
左 ＋ × × 3 ヵ所
右 ＋ × × 2 ヵ所 ＝ m2

2 不陸整正 本舗装面積と同じ ＝ m2

3 路盤鋤取り × 補足材へ流用 ＝ m3

舗装撤去工
路線区間 路線延長 43.50

市道

7.68

3.59 92.59
左側取付管　(素堀) 右側取付管　(素堀) 取付管 0.79 4.74

設 　置 　数 3 設 　置 　数 2 1.92

4cm
(起点+1.0m)

復旧区間 復旧延長 44.50 本　管 44.50

105.01
本舗装 本舗装

復旧幅
仮舗装 0.75

復旧幅
仮舗装 0.78

3.59 全面打換え
4cm

(素掘・土留)
撤去工 1.92 0.78 (素掘・土留) 43.9

本舗装 本舗装 取付管 0.79 0.75
復旧幅

仮舗装
復旧幅

159.8

43.9 0.03 159.8 0.04 7.7

(素掘・土留)
(素掘・土留)

復旧工 1.92 0.78 (素掘・土留)
10㎝ 取付管 0.79 0.75

舗装仮復旧
掘削部 3cm (再生粗粒度As)

現況
4㎝ 本　管 44.50 0.88

44.50 3.59

43.9
3.59 全面打換え

3.59

0.79 0.88 1.92 4cm (表層：再生密粒度As)
0.69 0.10 0.10 1.82

43.9
1.23 2.36

本　管 44.50

(素掘・土留)

本　管 44.50 0.88

舗装本復旧

仮舗装

左側取付管　(土留) 右側取付管　(土留) 3ｃｍ

0.69 0.10 0.88 0.10 1.82 取付管

1.23 2.36
本　管

設 　置 　数 設 　置 　数

11cm (M-30)

0.4

(素掘・土留)
0.00 0.00 (素掘・土留) 159.8

3cm (M-30) 159.8
掘削部

本復旧 仮復旧 43.9 0.01

取付管 0.00 0.00

4㎝ 3㎝
10㎝ 11㎝



数量計算書

　舗装撤去復旧工 4 - 10 基幹事業

61jea-s1
No. 50 ～ No. 39 ｍ 1 カッター切断

No. 50 ～ No. 39 ｍ L= × 2 ＋ ＝ m
左 L= × 2 × 2 ヵ所 ＝ m

箇所 箇所 右 L= × 2 × 0 ヵ所 ＝ m
ｍ ｍ 計 ＝ m
ｍ ｍ 2 舗装取壊し

① 仮復旧
箇所 箇所

ｍ ｍ ×
ｍ ｍ 左 ＋ × × 2 ヵ所

右 ＋ × × 0 ヵ所 ＝ m2

② 現況舗装

×
左 ＋ × × ヵ所
右 ＋ × × ヵ所 ＝ m2

3 Ａｓ殻処分
V= × ＋ × ＝ m3

1 仮舗装

×
左 ＋ × × 2 ヵ所
右 ＋ × × 0 ヵ所 ＝ m2

2 上層路盤 仮舗装面積と同じ ＝ m2

1 本舗装

×
左 ＋ × × 2 ヵ所
右 ＋ × × 0 ヵ所 ＝ m2

2 不陸整正 本舗装面積と同じ ＝ m2

3 路盤鋤取り × 補足材へ流用 ＝ m3

10㎝ 11㎝

3cm (M-30) 101.4
掘削部

本復旧 仮復旧 24.4 0.01 0.2

0.52 0.10 0.10 2.28

24.4
3.90 全面打換え

4㎝ 3㎝

101.4

本　管 26.00 3.90
取付管 0.00 0.00 (素掘・土留)

0.00 0.00 (素掘・土留)

11cm (M-30) 24.4

舗装本復旧
0.62 0.90 2.38 4cm

(素掘・土留)
復旧工 2.38 0.00 (素掘・土留)

(表層：再生密粒度As)

本　管 26.00 0.90
取付管 0.62 0.83

(素掘・土留) 101.4

24.4 0.03 101.4 0.04 4.8

舗装仮復旧
掘削部 3cm (再生粗粒度As)

2.38

本　管 26.00 3.90
0.52 0.10 0.90 0.10 2.28 取付管 (素掘・土留)

0.00 (素掘・土留) 24.4
3.90 全面打換え

4cm
1.07

3ｃｍ
設 　置 　数 設 　置 　数

復旧幅
仮舗装

復旧幅
仮舗装 本　管 26.00

左側取付管　(土留) 右側取付管　(土留)

0.90
本舗装 本舗装 取付管 0.62 0.83 (素掘・土留)

58.38
本舗装 本舗装

2 設 　置 　数 2.38 0.00

舗装撤去工
路線区間 路線延長 25.00 4cm

55.90
左側取付管　(素堀) 右側取付管　(素堀) 取付管 0.62 2.48

復旧区間 復旧延長 26.00 本　管 26.00 3.90

2.83

撤去工

10㎝

1.07 2.83

(起点+1.0m)

市道

復旧幅
仮舗装 0.83

復旧幅
仮舗装

設 　置 　数

現況
4㎝



数量計算書

　舗装撤去復旧工 4 - 10 基幹事業

59ba-s1
No. 51 ～ No. 40 ｍ 1 カッター切断

No. 51 ～ No. 40 ｍ L= × 2 ＋ ＝ m
左 L= × 2 × 2 ヵ所 ＝ m

箇所 箇所 右 L= × 2 × 3 ヵ所 ＝ m
ｍ ｍ 計 ＝ m
ｍ ｍ 2 舗装取壊し

① 仮復旧
箇所 箇所

ｍ ｍ ×
ｍ ｍ 左 ＋ × × 2 ヵ所 + × ×

右 ＋ × × 3 ヵ所 ＝ m2

② 現況舗装

×
左 ＋ × × ヵ所
右 ＋ × × ヵ所 ＝ m2

3 Ａｓ殻処分
V= × ＋ × ＝ m3

1 仮舗装

×
左 ＋ × × 2 ヵ所
右 ＋ × × 3 ヵ所 ＝ m2

2 上層路盤 仮舗装面積と同じ ＝ m2

1 本舗装

×
左 ＋ × × 2 ヵ所
右 ＋ × × 3 ヵ所 ＝ m2

2 不陸整正 本舗装面積と同じ ＝ m2

3 路盤鋤取り × 補足材へ流用 ＝ m3

188.7

3cm (M-30) 188.7

4㎝ 3㎝
10㎝ 11㎝

掘削部

本復旧 仮復旧 50.6 0.01 0.5

本　管 49.00 3.85
取付管 0.00 0.85 (素掘・土留)

0.00 0.00 (素掘・土留)

1.27 2.58
舗装本復旧

0.82 0.90 2.13 4cm (表層：再生密粒度As)
0.72 0.10 0.10 2.03

50.6
3.85 全面打換え

11cm (M-30) 50.6

10㎝ 取付管 0.82 0.85 (素掘・土留)
復旧工 2.13 0.80 (素掘・土留)

舗装仮復旧
掘削部 3cm (再生粗粒度As)

現況
4㎝ 本　管 49.00 0.90

(素掘・土留)
(素掘・土留) 188.7

50.6 0.03 188.7 0.04 9.1

1.27 2.58
本　管 49.00 3.85

0.72 0.10 0.90 0.10 2.03 取付管

撤去工 2.13 0.80 (素掘・土留) 50.6
3.85 全面打換え

4cm

0.90
本舗装 本舗装 取付管 0.82 0.85

左側取付管　(土留) 右側取付管　(土留) 3ｃｍ
設 　置 　数 2 設 　置 　数

復旧幅
仮舗装 0.85

復旧幅
仮舗装 本　管 49.00

復旧幅
仮舗装

復旧幅
仮舗装 0.80 117.91

本舗装 本舗装

101.85
左側取付管　(素堀) 右側取付管　(素堀) 取付管 0.82 3.28

設 　置 　数 設 　置 　数 3 2.13 12.78

(起点+1.0m)

復旧区間 復旧延長 49.00 本　管 49.00 3.85

市道

舗装撤去工
路線区間 路線延長 48.00 4cm



数量計算書

　舗装撤去復旧工 4 - 10 基幹事業

59b-s1
No. 52 ～ No. 41 ｍ 1 カッター切断

No. 52 ～ No. 41 ｍ L= × 2 ＋ ＝ m
左 L= × 2 × 1 ヵ所 ＝ m

箇所 箇所 右 L= × 2 × 2 ヵ所 ＝ m
ｍ ｍ 計 ＝ m
ｍ ｍ 2 舗装取壊し

① 仮復旧
箇所 箇所

ｍ ｍ ×
ｍ ｍ 左 ＋ × × 1 ヵ所

右 ＋ × × 2 ヵ所 ＝ m2

② 現況舗装

×
左 ＋ × × ヵ所
右 ＋ × × ヵ所 ＝ m2

3 Ａｓ殻処分
V= × ＋ × ＝ m3

1 仮舗装

×
左 ＋ × × 1 ヵ所
右 ＋ × × 2 ヵ所 ＝ m2

2 上層路盤 仮舗装面積と同じ ＝ m2

1 本舗装

×
左 ＋ × × 1 ヵ所
右 ＋ × × 2 ヵ所 ＝ m2

2 不陸整正 本舗装面積と同じ ＝ m2

3 路盤鋤取り × 補足材へ流用 ＝ m3

(素掘・土留)

4㎝ 3㎝
10㎝ 11㎝

30.7

112.4

3cm (M-30) 112.4

30.7

舗装仮復旧

112.4

5.4

(素掘・土留)

3.81 62.81

4cm
(起点+1.0m)

掘削部

本復旧 仮復旧 30.7 0.01 0.3

本　管 29.50 3.81
取付管 0.00 0.85 (素掘・土留)

0.00 0.83 (素掘・土留)

1.25 2.56
舗装本復旧

0.80 0.90 2.11 4cm (表層：再生密粒度As)
0.70 0.10 0.10 2.01

3.81 全面打換え
11cm (M-30) 30.7

10㎝ 取付管 0.80 0.85 (素掘・土留)
復旧工 2.11 0.83 (素掘・土留)

掘削部 3cm (再生粗粒度As)
現況
4㎝ 本　管 29.50 0.90

(素掘・土留)

30.7 0.03 112.4 0.04

(素掘・土留)

1.25 2.56
本　管 29.50 3.81

0.700 0.10 0.90 0.10 2.010 取付管

撤去工 2.11 0.83
3.81 全面打換え

4cm

0.90
本舗装 本舗装 取付管 0.80 0.85

左側取付管　(土留) 右側取付管　(土留) 3ｃｍ
設 　置 　数 1 設 　置 　数

復旧幅
仮舗装 0.85

復旧幅
仮舗装 本　管 29.50

復旧幅
仮舗装

復旧幅
仮舗装 0.83 72.85

本舗装 本舗装

左側取付管　(素堀) 右側取付管　(素堀) 取付管 0.80 1.60
設 　置 　数 設 　置 　数 2 2.11 8.44

復旧区間 復旧延長 29.50 本　管 29.50

市道

舗装撤去工
路線区間 路線延長 28.50



数量計算書

　舗装撤去復旧工 4 - 10 基幹事業

59c-s1
No. 53 ～ No. 42 ｍ 1 カッター切断

No. 53 ～ No. 42 ｍ L= × 2 ＋ ＝ m
左 L= × 2 × 1 ヵ所 ＝ m

箇所 箇所 右 L= × 2 × 3 ヵ所 ＝ m
ｍ ｍ 計 ＝ m
ｍ ｍ 2 舗装取壊し

① 仮復旧
箇所 箇所

ｍ ｍ ×
ｍ ｍ 左 ＋ × × 1 ヵ所

右 ＋ × × 3 ヵ所 ＝ m2

② 現況舗装

×
左 ＋ × × ヵ所
右 ＋ × × ヵ所 ＝ m2

3 Ａｓ殻処分
V= × ＋ × ＝ m3

1 仮舗装

×
左 ＋ × × 1 ヵ所
右 ＋ × × 3 ヵ所 ＝ m2

2 上層路盤 仮舗装面積と同じ ＝ m2

1 本舗装

×
左 ＋ × × 1 ヵ所
右 ＋ × × 3 ヵ所 ＝ m2

2 不陸整正 本舗装面積と同じ ＝ m2

3 路盤鋤取り × 補足材へ流用 ＝ m3

市道

舗装撤去工
路線区間 路線延長 30.80 4cm

(起点+1.0m)

復旧区間 復旧延長 31.80 本　管 31.80 3.80 67.40
左側取付管　(素堀) 右側取付管　(素堀) 取付管 0.80 1.60

設 　置 　数 設 　置 　数 3 2.10 12.60

復旧幅
仮舗装

復旧幅
仮舗装 0.76 81.60

本舗装 本舗装
左側取付管　(土留) 右側取付管　(土留) 3ｃｍ

設 　置 　数 1 設 　置 　数

復旧幅
仮舗装 0.85

復旧幅
仮舗装 本　管 31.80 0.90

本舗装 本舗装 取付管 0.80 0.85 (素掘・土留)
撤去工 2.10 0.76 (素掘・土留) 34.1

3.80 全面打換え
4cm

1.25 2.55
本　管 31.80 3.80

0.700 0.10 0.90 0.10 2.000 取付管 (素掘・土留)
(素掘・土留) 120.8

34.1 0.03 120.8 0.04 5.9

舗装仮復旧
掘削部 3cm (再生粗粒度As)

現況
4㎝ 本　管 31.80 0.90
10㎝ 取付管 0.80 0.85 (素掘・土留)

復旧工 2.10 0.76 (素掘・土留) 34.1
3.80 全面打換え

11cm (M-30) 34.1
1.25 2.55

舗装本復旧
0.80 0.90 2.10 4cm (表層：再生密粒度As)

0.70 0.10 0.10 2.00
本　管 31.80 3.80
取付管 0.00 0.85 (素掘・土留)

0.00 0.76 (素掘・土留)

4㎝ 3㎝
10㎝ 11㎝

120.8

3cm (M-30) 120.8
掘削部

本復旧 仮復旧 34.1 0.01 0.3



数量計算書

　区画線工 基幹事業
(単位：m)

実線　(白) 薄層カラー 実線　(白) 実線　(黄) 破線　(白) 停止線 横断歩道 止まれ ◇ 30 ↑ 大型 実線　(白) 破線　(白)
路線番号 舗装 (黄) (白) (白) 摘　　要

ｍ2 18.57 16.51 19.34 6.25 19.34
幅15㎝ 幅30㎝ 幅20㎝ 幅20㎝ 幅15㎝ 幅30㎝ 幅45㎝ 幅15㎝換算 幅15㎝換算 幅15㎝換算 幅15㎝換算 幅15㎝換算 幅15㎝ 幅15㎝

61gha'
s1 31.00 9.30
61gha'
s2 43.50 13.05
61jea
s1 25.00 7.50
59ba
s1 48.00 14.40
59b
s1 28.50 8.55
59c
s1 30.80 9.24

小　計 206.80 62.04

溶融式 ペイント式
文字・記号



【 推 進 数 量 】



（基幹事業）

低耐荷力管推進工法(泥水式）

数量計算書



小口径推進工

 No.18  No.27  No.28  No.29  No.30  No.35  No.36  No.37  No.38  No.39  No.40  No.41  No.42
～ No.27 ～ No.28 ～ No.29 ～ No.30 ～ No.35 ～ No.36 ～ No.37 ～ No.38 ～ No.39 ～ No.40 ～ No.41 ～ No.42 ～ №11-6

区間延長 φ200 ｍ 55.00 35.10 49.40 7.40 68.00 59.00 57.60 55.00 10.00 53.00 52.00 69.70 34.20 605.40

推　　進　　工 φ200 ｍ 53.10 33.20 47.50 5.65 66.25 57.10 55.70 53.10 8.20 51.10 50.10 67.80 32.75 581.55

推力管撤去工 φ200 ｍ 53.10 34.10 48.40 5.65 66.25 57.10 55.70 54.00 9.10 51.10 50.10 67.80 32.75 585.15

硬質塩化ビニル管
布設工

φ200(立坑内) ｍ 0.70 0.70 0.85 0.85 0.70 0.70 0.85 1.45 1.20 0.85 0.85 0.70 0.40 10.80

SUS-R 先頭管 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12
VPφ200 標準管 52 32 47 5 65 56 55 54 9 50 49 67 32 573
L=1.0m 終管 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12

推進用工法用
組立用 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 25

可とう継手
既設用 1 1

発 生 土 処 理
現場から

処分先への運搬
ｍ3 2.7 1.7 2.4 0.3 3.3 2.9 3.1 3.1 2.5 2.5 3.4 1.6 29.5

1工区 2工区

（低耐荷力方式・泥水方式）

計

個

推進管 本

名　　　　称 単位規　格



仮設備工集計表 (昼間施工)

名　称 規格 単位 №18 №27 №28 №29 №30 №35 №36 №37 №38 №39 №40 №41 №42 №11-6 計

（円形型）
φ200用 箇所

1 1

（円形型）
φ200用

1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 25

（矩形型）
φ200用

箇所
1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 26

1.2m/箇所 1.2m/箇所 1.2m/箇所 1.2m/箇所 1.2m/箇所 1.2m/箇所 1.2m/箇所 1.2m/箇所 1.2m/箇所 1.2m/箇所 1.2m/箇所 1.2m/箇所 1.2m/箇所 1.2m/箇所

1.2 2.4 2.4 2.4 2.4 2.4 2.4 2.4 2.4 2.4 2.4 2.4 2.4 1.2 31.2

箇所
1 1 2 1 3 1 1 1 1 1 1 14

1.0m/箇所 1.0m/箇所 1.0m/箇所 1.0m/箇所 1.0m/箇所 1.0m/箇所 1.0m/箇所 1.0m/箇所 1.0m/箇所 1.0m/箇所 1.0m/箇所 1.0m/箇所 1.0m/箇所 1.0m/箇所

1.0 1.0 2.0 1.0 3.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 14.0

箇所
1 1

0.8m/箇所 0.8m/箇所 0.8m/箇所 0.8m/箇所 0.8m/箇所 0.8m/箇所 0.8m/箇所 0.8m/箇所 0.8m/箇所 0.8m/箇所 0.8m/箇所 0.8m/箇所 0.8m/箇所 0.8m/箇所

0.8 0.8

(日推協 低耐荷力管推進工法編2022)

 推 進 設 備 工 箇所 1 1 1 1 1 1 6

(日推協 低耐荷力管推進工法編2022)

 推進設備据換工 回 1 1 1 1 1 1 6

掘進機据付工 分割 箇所 2 2 2 2 2 2 12

一体回収 箇所

分割回収 箇所 1 2 2 1 2 2 1 11

通過立坑工 箇所 1 1

1工区 2工区

（低耐荷力方式・泥水方式）

掘進機撤去工

 坑　 口　 工
（既設マンホール）

 坑　 口　 工 箇所

φ200

ｍ

φ150

ｍ

φ100

ｍ

鏡 切 り 工
（ケーシング）



送排泥及び泥水処理設備工　数量集計表

細　　　　別 種　　　　目 形状・寸法 №27 №29 №35 №37 №40 №42

昼間施工

2B（φ５０）

地 上 ・ 立 坑 用

1工区 2工区

171.8

合　　計

作　業　区　分

配管材設置撤去工 27.3 27.2 28.4 171.2 ｍ

送泥ポンプ据付撤去工 2B（φ５０） 1

28.7

2 台1

28.7 30.9

2 2 台

泥水処理装置据付撤去工 1 2 基

排泥ポンプ据付撤去工 2B（φ５０） 2 2 2 2

1

12

CMC

15.2 ｍ
3作泥材

1.0 ｔ

13.7 t

kg

15.2 kg

送 排 泥 設 備
及び

泥水処理設備工
（車 上 設 備）

粘土

ベントナイト

15.2 ｍ3泥水運搬処理

水



小口径推進工法　　管推進工　数量計算書

路線 人孔 立抗 管渠 推進 管
地盤高 管底高 管　径 延長 減長 減長 延長 延長 布設工 組立用 既設到達

(ｍ) (ｍ) (mm) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) 標準 先頭 終 (ｍ) (個) (個)

-0.802 SUSR-VP 0.600 0.900 0.30 1
-0.912 φ200 0.600 1.000 52 1 1 0.40 1
-0.932 SUSR-VP 0.600 1.000 0.40 1
-1.002 φ200 0.600 0.900 32 1 1 0.30 1
-1.052 SUSR-VP 0.600 0.900 0.30 1
-1.151 φ200 0.450 1.000 47 1 1 0.55 1
-1.171 SUSR-VP 0.450 1.000 0.55 1
-1.186 φ200 0.450 0.750 5 1 1 0.30 1
-1.236 SUSR-VP 0.450 0.750 0.30 1
-1.372 φ200 0.600 1.000 65 1 1 0.40 1
-1.392 SUSR-VP 0.600 1.000 0.40 1
-1.510 φ200 0.600 0.900 56 1 1 0.30 1
-1.560 SUSR-VP 0.600 0.900 0.30 1
-1.675 φ200 0.450 1.000 55 1 1 0.55 1
-1.695 SUSR-VP 0.450 1.000 0.55 1
-1.805 φ200 0.900 54 1 0.90 1
-1.805 SUSR-VP 0.900 0.90 1
-1.825 φ200 0.600 0.900 9 1 0.30 1
-1.875 SUSR-VP 0.600 0.900 0.30 1
-1.981 φ200 0.450 1.000 50 1 1 0.55 1
-2.001 SUSR-VP 0.450 1.000 0.55 1
-2.105 φ200 0.600 0.900 49 1 1 0.30 1
-2.155 SUSR-VP 0.600 0.900 0.30 1
-2.294 φ200 0.600 1.000 67 1 1 0.40 1
-2.314 SUSR-VP 0.600 1.000 0.40 1
-2.382 φ200 0.450 0.450 32 1 1 1

φ200

55.00 53.80 53.10

管材料　(本)
L=1.00m

推進用可とう継手

605.40

№36

6.50 5.65

35.10 33.90 33.20

581.55

48.35 47.50

7.40

59.00 57.80

№27

№28

№29

両発進

両到達

66.2568.00 66.95
2.49

2.82

25 1573 1213.05 23.85 592.35合　計 12 10.80

51.10
2.37

52.00 50.95 50.10
2.75

69.70

到達

両発進

№30

№35

両到達

両発進

到達

№37 両発進

№38 通過

№39 両到達

№40 両発進

№41 両到達

3.28
57.10

56.55 55.7057.60
2.64

55.00 54.55 53.10
2.35

10.00 9.40 8.20
2.35

53.00 51.95

測　点 区別

管推進工

2.83

2.70

2.61

2.45

№18

49.40

68.50 67.80
№42 両発進 3.13

34.20 33.15 32.75
№11-6 到達 3.30

設計図面参照



小口径推進工法　　仮設備工・送排泥設備工　数量計算書 φ200

送排泥管 送泥ポンプ 排泥ポンプ 泥水処理装置

設置撤去工 据付撤去工 据付撤去工 据付撤去工

推進 地上・立坑用 φ50 φ50
ｹｰｼﾝｸﾞ 矢板 (箇所) (箇所) (箇所) (箇所) (箇所) (箇所) (箇所) (ｍ) (ｍ) (台) (台) (箇所)

1
1 1
1 1 1
1 1
1 1 1 1
1 1 1
1 1
1 1
1 1
1 1 1
1 1 2
1 1 1
1 1
1 1
1 1 1
1 1
1 1 1
1 1
1 1
1 1 1
1 1
1 1 1
1 1
1 1 1
1 1
1 1 1

1 1

26 1 14
φ200 φ100 φ150

2

2

立坑 既設
MH

測　点 区別

仮設備工
鏡切工

矢板
ｹｰｼﾝｸﾞ

開削
(箇所)

№18 到達

№27 両発進

坑口工(箇所)

25 1

№37 両発進

№38 通過

№39 両到達

合　計 12 11 6 6

2 1 1

2

2 1 1

2

№28 両到達

№29 両発進

№30 両到達

№35 両発進

№36 到達 1

121

送排泥設備工(車上式)

1

2

4.225

4.905

4.840

2

1

3.726

4.212

1

1 1

1 4.155

2

28.4

3.632

3.632 27.3

3.662

掘進機
据付工

掘進機
撤去工

推進
設備工

推　進
設　備
据換工

GL-管底
通過

立坑工

3.621 27.2 2

№40 両発進

№41 両到達

№42 両発進

№11-6 到達

2 1 1 4.335 28.7 2

2 1 1 4.371 28.7 2

1

1 5.682

2 1 1 5.444 30.9 1 2

2171.2 2

設計図面参照



推進スパン No.42→No.11-6 No.42→No.41 No.40→No.41 No.40→No.39 No.37→No.39 No.37→No.36 No.35→No.36 No.35→No.30 No.29→No.30 No.29→No.28 No.27→No.28 No.27→No.18

粘    土 1.0 1.0 ｔ

ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ 171.8 171.8 kg

Ｃ Ｍ Ｃ 4.1 1.4 1.0 1.0 1.2 1.2 1.1 1.3 0.1 1.0 0.7 1.1 15.2 kg

水 3.7 1.2 0.9 0.9 1.1 1.1 1.0 1.2 0.1 0.9 0.6 1.0 13.7 ｔ

残土処分工 1.6 3.4 2.5 2.5 3.1 3.1 2.9 3.3 0.3 2.4 1.7 2.7 (29.5) m3

泥水処分工 0.7 1.4 1.0 1.0 1.2 1.2 1.1 1.3 0.1 1.0 0.7 4.5 15.2 m3

ユニット式

泥水処理装置　 → → → → → → → → → → →

日当たり残土処分量 日当たり残土処分量

推進延長　　（ｍ） 32.8 67.8 50.1 50.1 61.3 61.3 57.1 66.3 5.7 47.5 33.2 53.1

日進量（ｍ/日） 8.3 8.3 8.3 8.3 8.3 8.3 8.3 8.3 8.3 8.3 8.3 8.3

残土処分量 　（ｍ3） 1.6 3.4 2.5 2.5 3.1 3.1 2.9 3.3 0.3 2.4 1.7 2.7

ｍ当り残土処分量（ｍ3/ｍ） 0.049 0.050 0.050 0.050 0.051 0.051 0.051 0.050 0.053 0.051 0.051 0.051

当たり残土処分量（ｍ3/日） 0.41 0.42 0.41 0.41 0.42 0.42 0.42 0.41 0.44 0.42 0.42 0.42

計

推進工、残土にて計上

    作  泥  材 集 計 表



No.42→No.11-6

種　別 形状･寸法 数量 単位

粘   土 初 期 泥 水  V0 ＝ 0.229m3/分 × 10分 × 1.5  ＝ 3.435

 3.435m3 × 0.3t/m3     ＝ 1.03 推進開始

補 給 泥 水  0.00t/本 × 32.75／1.00m/本 ―― 
［Wa9］   [Wa9=0.00 ｔ/本] 1.0 ｔ

ベントナイト 初 期 泥 水  3.435m3 × 50kg/m3    ＝ 171.8 kg

Ｃ Ｍ Ｃ 初 期 泥 水  3.435m3 × 1 kg/m3     ＝ 3.44

補 給 泥 水 (0.00＋0.02)m3/本×32.75／1.00m/本×1kg/m3   ＝ 0.66
［V9+V10］   [V9=0.00m3/本、V10=0.02m3/本] 4.1 kg

水 初 期 泥 水  3.435m3 × 0.9ｔ/m3     ＝ 3.09

補 給 泥 水  0.02m3/本×32.75／1.00m/本×0.9ｔ/m3     ＝ 0.59
［V10］   [V10=0.02m3/本] 3.7 ｔ

残土処分工 [V4=0.05m3/本]  0.05m3/本 × 32.75 ／ 1.00m/本   ＝ 1.6 m3
［V4］

泥水処分工 [V11=0.02m3/本]  0.02m3/本 × 32.75 ／ 1.00m/本 ＋　0.000   ＝ 0.7 m3
［V11］

  作  泥  材

計算式 備考



No.42→No.41

種　別 形状･寸法 数量 単位

粘   土 初 期 泥 水  V0 ＝ 0.229m3/分 × 10分 × 1.5  ＝ 3.435

 0.000m3 × 0.3t/m3     ＝ 0.00 推進中間

補 給 泥 水  0.00t/本 × 67.80／1.00m/本 ―― 
［Wa9］   [Wa9=0.00 ｔ/本] 0.0 ｔ

ベントナイト 初 期 泥 水  0.000m3 × 50kg/m3    ＝ 0.0 kg

Ｃ Ｍ Ｃ 初 期 泥 水  0.000m3 × 1 kg/m3     ＝ 0.00

補 給 泥 水 (0.00＋0.02)m3/本×67.80／1.00m/本×1kg/m3   ＝ 1.36
［V9+V10］   [V9=0.00m3/本、V10=0.02m3/本] 1.4 kg

水 初 期 泥 水  0.000m3 × 0.9ｔ/m3     ＝ 0.00

補 給 泥 水  0.02m3/本×67.80／1.00m/本×0.9ｔ/m3     ＝ 1.22
［V10］   [V10=0.02m3/本] 1.2 ｔ

残土処分工 [V4=0.05m3/本]  0.05m3/本 × 67.80 ／ 1.00m/本   ＝ 3.4 m3
［V4］

泥水処分工 [V11=0.02m3/本]  0.02m3/本 × 67.80 ／ 1.00m/本 ＋　0.000   ＝ 1.4 m3
［V11］

  作  泥  材

計算式 備考



No.40→No.41

種　別 形状･寸法 数量 単位

粘   土 初 期 泥 水  V0 ＝ 0.229m3/分 × 10分 × 1.5  ＝ 3.435

 0.000m3 × 0.3t/m3     ＝ 0.00 推進中間

補 給 泥 水  0.00t/本 × 50.10／1.00m/本 ―― 
［Wa9］   [Wa9=0.00 ｔ/本] 0.0 ｔ

ベントナイト 初 期 泥 水  0.000m3 × 50kg/m3    ＝ 0.0 kg

Ｃ Ｍ Ｃ 初 期 泥 水  0.000m3 × 1 kg/m3     ＝ 0.00

補 給 泥 水 (0.00＋0.02)m3/本×50.10／1.00m/本×1kg/m3   ＝ 1.00
［V9+V10］   [V9=0.00m3/本、V10=0.02m3/本] 1.0 kg

水 初 期 泥 水  0.000m3 × 0.9ｔ/m3     ＝ 0.00

補 給 泥 水  0.02m3/本×50.10／1.00m/本×0.9ｔ/m3     ＝ 0.90
［V10］   [V10=0.02m3/本] 0.9 ｔ

残土処分工 [V4=0.05m3/本]  0.05m3/本 × 50.10 ／ 1.00m/本   ＝ 2.5 m3
［V4］

泥水処分工 [V11=0.02m3/本]  0.02m3/本 × 50.10 ／ 1.00m/本 ＋　0.000   ＝ 1.0 m3
［V11］

  作  泥  材

計算式 備考



No.40→No.39

種　別 形状･寸法 数量 単位

粘   土 初 期 泥 水  V0 ＝ 0.229m3/分 × 10分 × 1.5  ＝ 3.435

 0.000m3 × 0.3t/m3     ＝ 0.00 推進中間

補 給 泥 水  0.00t/本 × 50.10／1.00m/本 ―― 
［Wa9］   [Wa9=0.00 ｔ/本] 0.0 ｔ

ベントナイト 初 期 泥 水  0.000m3 × 50kg/m3    ＝ 0.0 kg

Ｃ Ｍ Ｃ 初 期 泥 水  0.000m3 × 1 kg/m3     ＝ 0.00

補 給 泥 水 (0.00＋0.02)m3/本×50.10／1.00m/本×1kg/m3   ＝ 1.00
［V9+V10］   [V9=0.00m3/本、V10=0.02m3/本] 1.0 kg

水 初 期 泥 水  0.000m3 × 0.9ｔ/m3     ＝ 0.00

補 給 泥 水  0.02m3/本×50.10／1.00m/本×0.9ｔ/m3     ＝ 0.90
［V10］   [V10=0.02m3/本] 0.9 ｔ

残土処分工 [V4=0.05m3/本]  0.05m3/本 × 50.10 ／ 1.00m/本   ＝ 2.5 m3
［V4］

泥水処分工 [V11=0.02m3/本]  0.02m3/本 × 50.10 ／ 1.00m/本 ＋　0.000   ＝ 1.0 m3
［V11］

  作  泥  材

計算式 備考



No.37→No.39

種　別 形状･寸法 数量 単位

粘   土 初 期 泥 水  V0 ＝ 0.229m3/分 × 10分 × 1.5  ＝ 3.435

 0.000m3 × 0.3t/m3     ＝ 0.00 推進中間

補 給 泥 水  0.00t/本 × 61.30／1.00m/本 ―― 
［Wa9］   [Wa9=0.00 ｔ/本] 0.0 ｔ

ベントナイト 初 期 泥 水  0.000m3 × 50kg/m3    ＝ 0.0 kg

Ｃ Ｍ Ｃ 初 期 泥 水  0.000m3 × 1 kg/m3     ＝ 0.00

補 給 泥 水 (0.00＋0.02)m3/本×61.30／1.00m/本×1kg/m3   ＝ 1.23
［V9+V10］   [V9=0.00m3/本、V10=0.02m3/本] 1.2 kg

水 初 期 泥 水  0.000m3 × 0.9ｔ/m3     ＝ 0.00

補 給 泥 水  0.02m3/本×61.30／1.00m/本×0.9ｔ/m3     ＝ 1.10
［V10］   [V10=0.02m3/本] 1.1 ｔ

残土処分工 [V4=0.05m3/本]  0.05m3/本 × 61.30 ／ 1.00m/本   ＝ 3.1 m3
［V4］

泥水処分工 [V11=0.02m3/本]  0.02m3/本 × 61.30 ／ 1.00m/本 ＋　0.000   ＝ 1.2 m3
［V11］

  作  泥  材

計算式 備考



No.37→No.36

種　別 形状･寸法 数量 単位

粘   土 初 期 泥 水  V0 ＝ 0.229m3/分 × 10分 × 1.5  ＝ 3.435

 0.000m3 × 0.3t/m3     ＝ 0.00 推進中間

補 給 泥 水  0.00t/本 × 61.30／1.00m/本 ―― 
［Wa9］   [Wa9=0.00 ｔ/本] 0.0 ｔ

ベントナイト 初 期 泥 水  0.000m3 × 50kg/m3    ＝ 0.0 kg

Ｃ Ｍ Ｃ 初 期 泥 水  0.000m3 × 1 kg/m3     ＝ 0.00

補 給 泥 水 (0.00＋0.02)m3/本×61.30／1.00m/本×1kg/m3   ＝ 1.23
［V9+V10］   [V9=0.00m3/本、V10=0.02m3/本] 1.2 kg

水 初 期 泥 水  0.000m3 × 0.9ｔ/m3     ＝ 0.00

補 給 泥 水  0.02m3/本×61.30／1.00m/本×0.9ｔ/m3     ＝ 1.10
［V10］   [V10=0.02m3/本] 1.1 ｔ

残土処分工 [V4=0.05m3/本]  0.05m3/本 × 61.30 ／ 1.00m/本   ＝ 3.1 m3
［V4］

泥水処分工 [V11=0.02m3/本]  0.02m3/本 × 61.30 ／ 1.00m/本 ＋　0.000   ＝ 1.2 m3
［V11］

  作  泥  材

計算式 備考



No.35→No.36

種　別 形状･寸法 数量 単位

粘   土 初 期 泥 水  V0 ＝ 0.229m3/分 × 10分 × 1.5  ＝ 3.435

 0.000m3 × 0.3t/m3     ＝ 0.00 推進中間

補 給 泥 水  0.00t/本 × 57.10／1.00m/本 ―― 
［Wa9］   [Wa9=0.00 ｔ/本] 0.0 ｔ

ベントナイト 初 期 泥 水  0.000m3 × 50kg/m3    ＝ 0.0 kg

Ｃ Ｍ Ｃ 初 期 泥 水  0.000m3 × 1 kg/m3     ＝ 0.00

補 給 泥 水 (0.00＋0.02)m3/本×57.10／1.00m/本×1kg/m3   ＝ 1.14
［V9+V10］   [V9=0.00m3/本、V10=0.02m3/本] 1.1 kg

水 初 期 泥 水  0.000m3 × 0.9ｔ/m3     ＝ 0.00

補 給 泥 水  0.02m3/本×57.10／1.00m/本×0.9ｔ/m3     ＝ 1.03
［V10］   [V10=0.02m3/本] 1.0 ｔ

残土処分工 [V4=0.05m3/本]  0.05m3/本 × 57.10 ／ 1.00m/本   ＝ 2.9 m3
［V4］

泥水処分工 [V11=0.02m3/本]  0.02m3/本 × 57.10 ／ 1.00m/本 ＋　0.000   ＝ 1.1 m3
［V11］

  作  泥  材

計算式 備考



No.35→No.30

種　別 形状･寸法 数量 単位

粘   土 初 期 泥 水  V0 ＝ 0.229m3/分 × 10分 × 1.5  ＝ 3.435

 0.000m3 × 0.3t/m3     ＝ 0.00 推進中間

補 給 泥 水  0.00t/本 × 66.25／1.00m/本 ―― 
［Wa9］   [Wa9=0.00 ｔ/本] 0.0 ｔ

ベントナイト 初 期 泥 水  0.000m3 × 50kg/m3    ＝ 0.0 kg

Ｃ Ｍ Ｃ 初 期 泥 水  0.000m3 × 1 kg/m3     ＝ 0.00

補 給 泥 水 (0.00＋0.02)m3/本×66.25／1.00m/本×1kg/m3   ＝ 1.33
［V9+V10］   [V9=0.00m3/本、V10=0.02m3/本] 1.3 kg

水 初 期 泥 水  0.000m3 × 0.9ｔ/m3     ＝ 0.00

補 給 泥 水  0.02m3/本×66.25／1.00m/本×0.9ｔ/m3     ＝ 1.19
［V10］   [V10=0.02m3/本] 1.2 ｔ

残土処分工 [V4=0.05m3/本]  0.05m3/本 × 66.25 ／ 1.00m/本   ＝ 3.3 m3
［V4］

泥水処分工 [V11=0.02m3/本]  0.02m3/本 × 66.25 ／ 1.00m/本 ＋　0.000   ＝ 1.3 m3
［V11］

  作  泥  材

計算式 備考



No.29→No.30

種　別 形状･寸法 数量 単位

粘   土 初 期 泥 水  V0 ＝ 0.229m3/分 × 10分 × 1.5  ＝ 3.435

 0.000m3 × 0.3t/m3     ＝ 0.00 推進中間

補 給 泥 水  0.00t/本 × 5.65／1.00m/本 ―― 
［Wa9］   [Wa9=0.00 ｔ/本] 0.0 ｔ

ベントナイト 初 期 泥 水  0.000m3 × 50kg/m3    ＝ 0.0 kg

Ｃ Ｍ Ｃ 初 期 泥 水  0.000m3 × 1 kg/m3     ＝ 0.00

補 給 泥 水 (0.00＋0.02)m3/本×5.65／1.00m/本×1kg/m3   ＝ 0.11
［V9+V10］   [V9=0.00m3/本、V10=0.02m3/本] 0.1 kg

水 初 期 泥 水  0.000m3 × 0.9ｔ/m3     ＝ 0.00

補 給 泥 水  0.02m3/本×5.65／1.00m/本×0.9ｔ/m3     ＝ 0.10
［V10］   [V10=0.02m3/本] 0.1 ｔ

残土処分工 [V4=0.05m3/本]  0.05m3/本 × 5.65 ／ 1.00m/本   ＝ 0.3 m3
［V4］

泥水処分工 [V11=0.02m3/本]  0.02m3/本 × 5.65 ／ 1.00m/本 ＋　0.000   ＝ 0.1 m3
［V11］

  作  泥  材

計算式 備考



No.29→No.28

種　別 形状･寸法 数量 単位

粘   土 初 期 泥 水  V0 ＝ 0.229m3/分 × 10分 × 1.5  ＝ 3.435

 0.000m3 × 0.3t/m3     ＝ 0.00 推進中間

補 給 泥 水  0.00t/本 × 47.50／1.00m/本 ―― 
［Wa9］   [Wa9=0.00 ｔ/本] 0.0 ｔ

ベントナイト 初 期 泥 水  0.000m3 × 50kg/m3    ＝ 0.0 kg

Ｃ Ｍ Ｃ 初 期 泥 水  0.000m3 × 1 kg/m3     ＝ 0.00

補 給 泥 水 (0.00＋0.02)m3/本×47.50／1.00m/本×1kg/m3   ＝ 0.95
［V9+V10］   [V9=0.00m3/本、V10=0.02m3/本] 1.0 kg

水 初 期 泥 水  0.000m3 × 0.9ｔ/m3     ＝ 0.00

補 給 泥 水  0.02m3/本×47.50／1.00m/本×0.9ｔ/m3     ＝ 0.86
［V10］   [V10=0.02m3/本] 0.9 ｔ

残土処分工 [V4=0.05m3/本]  0.05m3/本 × 47.50 ／ 1.00m/本   ＝ 2.4 m3
［V4］

泥水処分工 [V11=0.02m3/本]  0.02m3/本 × 47.50 ／ 1.00m/本 ＋　0.000   ＝ 1.0 m3
［V11］

  作  泥  材

計算式 備考



No.27→No.28

種　別 形状･寸法 数量 単位

粘   土 初 期 泥 水  V0 ＝ 0.229m3/分 × 10分 × 1.5  ＝ 3.435

 0.000m3 × 0.3t/m3     ＝ 0.00 推進中間

補 給 泥 水  0.00t/本 × 33.20／1.00m/本 ―― 
［Wa9］   [Wa9=0.00 ｔ/本] 0.0 ｔ

ベントナイト 初 期 泥 水  0.000m3 × 50kg/m3    ＝ 0.0 kg

Ｃ Ｍ Ｃ 初 期 泥 水  0.000m3 × 1 kg/m3     ＝ 0.00

補 給 泥 水 (0.00＋0.02)m3/本×33.20／1.00m/本×1kg/m3   ＝ 0.66
［V9+V10］   [V9=0.00m3/本、V10=0.02m3/本] 0.7 kg

水 初 期 泥 水  0.000m3 × 0.9ｔ/m3     ＝ 0.00

補 給 泥 水  0.02m3/本×33.20／1.00m/本×0.9ｔ/m3     ＝ 0.60
［V10］   [V10=0.02m3/本] 0.6 ｔ

残土処分工 [V4=0.05m3/本]  0.05m3/本 × 33.20 ／ 1.00m/本   ＝ 1.7 m3
［V4］

泥水処分工 [V11=0.02m3/本]  0.02m3/本 × 33.20 ／ 1.00m/本 ＋　0.000   ＝ 0.7 m3
［V11］

  作  泥  材

計算式 備考



No.27→No.18

種　別 形状･寸法 数量 単位

粘   土 初 期 泥 水  V0 ＝ 0.229m3/分 × 10分 × 1.5  ＝ 3.435

 0.000m3 × 0.3t/m3     ＝ 0.00 推進最終

補 給 泥 水  0.00t/本 × 53.10／1.00m/本 ―― 
［Wa9］   [Wa9=0.00 ｔ/本] 0.0 ｔ

ベントナイト 初 期 泥 水  0.000m3 × 50kg/m3    ＝ 0.0 kg

Ｃ Ｍ Ｃ 初 期 泥 水  0.000m3 × 1 kg/m3     ＝ 0.00

補 給 泥 水 (0.00＋0.02)m3/本×53.10／1.00m/本×1kg/m3   ＝ 1.06
［V9+V10］   [V9=0.00m3/本、V10=0.02m3/本] 1.1 kg

水 初 期 泥 水  0.000m3 × 0.9ｔ/m3     ＝ 0.00

補 給 泥 水  0.02m3/本×53.10／1.00m/本×0.9ｔ/m3     ＝ 0.96
［V10］   [V10=0.02m3/本] 1.0 ｔ

残土処分工 [V4=0.05m3/本]  0.05m3/本 × 53.10 ／ 1.00m/本   ＝ 2.7 m3
［V4］

泥水処分工 [V11=0.02m3/本]  0.02m3/本 × 53.10 ／ 1.00m/本 ＋　3.435   ＝ 4.5 m3
［V11］

  作  泥  材

計算式 備考



薬 液 注 入 工



集 　計 　表
土被り １本当り注入量 １本当り施工 施工本数 削孔時間 日当り施工本数 施工日数

材　料 (ｍ) 粘性土 砂質土 レキ質土 合　計 懸濁型 溶液型 Ｑ(KL/本) 時間 Ts (分/本) (本) (分/本) (本/日) (日)
No.18

到達 坑口(下流) 溶液型 1.840 4.640 4.640 5.216 1.043 106.07 5 23.20 7.1 0.7
No.27

発進 坑口(上流) 〃 1.820 4.620 4.620 7.825 1.118 110.62 7 23.10 6.8 1
No.27

発進 坑口(下流) 〃 1.840 4.640 4.640 7.825 1.118 110.76 7 23.20 6.8 1
No.28

到達 坑口(上流) 〃 1.820 4.620 4.620 5.216 1.043 105.93 5 23.10 7.1 0.7
No.28

到達 坑口(下流) 〃 1.870 4.670 4.670 5.216 1.043 106.28 5 23.35 7.1 0.7
No.29

発進 坑口(上流) 〃 1.809 4.609 4.609 7.825 1.118 110.55 7 23.05 6.8 1
No.29

発進 坑口(下流) 〃 1.829 4.629 4.629 7.825 1.118 110.69 7 23.15 6.8 1
No.30

到達 坑口(上流) 〃 1.884 4.684 4.684 5.216 1.043 106.38 5 23.42 7.1 0.7
No.30

到達 坑口(下流) 〃 1.934 4.734 4.734 5.216 1.043 106.73 5 23.67 7.1 0.7
No.35

発進 坑口(上流) 〃 2.400 5.200 5.200 7.825 1.118 114.68 7 26.00 6.6 1.1
No.35

発進 坑口(下流) 〃 2.420 5.220 5.220 7.825 1.118 114.82 7 26.10 6.6 1.1
No.36

到達 坑口(上流) 〃 2.998 5.798 5.798 5.216 1.043 114.18 5 28.99 6.6 0.8
No.36

到達 坑口(下流) 〃 3.048 5.848 5.848 5.216 1.043 114.53 5 29.24 6.6 0.8
No.37

発進 坑口(上流) 〃 2.523 5.323 5.323 7.825 1.118 115.55 7 26.62 6.5 1.1
No.37

発進 坑口(下流) 〃 2.543 5.343 5.343 7.825 1.118 115.69 7 26.72 6.5 1.1
No.38

通過 坑口(上流) 〃 2.363 5.163 5.163 5.216 1.043 109.74 5 25.82 6.9 0.7
No.38

通過 坑口(下流) 〃 2.363 5.163 5.163 5.216 1.043 109.74 5 25.82 6.9 0.7
No.39

発進 坑口(上流) 〃 2.383 5.183 5.183 5.216 1.043 109.88 5 25.92 6.9 0.7
No.39

発進 坑口(下流) 〃 2.433 5.233 5.233 5.216 1.043 110.23 5 26.17 6.9 0.7
No.40

到達 坑口(上流) 〃 2.559 5.359 5.359 7.825 1.118 115.80 7 26.80 6.5 1.1
No.40

到達 坑口(下流) 〃 2.579 5.379 5.379 7.825 1.118 115.94 7 26.90 6.5 1.1
No.41

発進 坑口(上流) 〃 3.063 5.863 5.863 5.216 1.043 114.64 5 29.32 6.6 0.8
No.41

発進 坑口(下流) 〃 3.113 5.913 5.913 5.216 1.043 114.99 5 29.57 6.6 0.8
No.42

到達 坑口(上流) 〃 3.632 6.432 6.432 7.825 1.118 123.30 7 32.16 6.1 1.1
No.42

到達 坑口(下流) 〃 3.652 6.452 6.452 7.825 1.118 123.44 7 32.26 6.1 1.1
No.11-6

発進 坑口(上流) 〃 3.890 6.690 6.690 5.216 1.043 120.42 5 33.45 6.3 0.8

64.608 137.408 166.924 154 23.1

平均 2.485 5.285 5.285 1.078 26.4 6.7

削孔長（ｍ） 注入量一式(KL)
薬液注入工（複相方式）

合　計

名　称



二重管ストレーナ複相式薬液注入工計算書

１．薬液注入量の算出

立坑番号 No.18

注入位置 坑口(下流) 使用する土質データ より

溶 液 型 注 入 幅 注 入 延 長 注 入 面 積 土 質 Ｎ 値 注 入 率 注 入 高 さ 注 入 量

Ｗ Ｌ' Ａ＝Ｗ・Ｌ' ｍ＝ρα（％） 　（ｍ） Ｖ＝Ａ･ｍ･

2.30 2.00 4.600  0～ 4 28.0 0.000 0.000

粘 性 土  4～ 8 24.0 0.000 0.000

 8～15 0.000 0.000

 0～10 40.5 0.000 0.000

砂 質 土 10～30 40.5 2.800 5.216

30以上 31.5 0.000 0.000

10～30 36.0 0.000 0.000

礫 質 土 30～50 36.0 0.000 0.000

50以上 31.5 0.000 0.000

合 計 2.800 5.216

＝

１式当り注入量

１本当りの薬液注入面積 Ａ’　 ＝ 1.000 ｍ
2

打設間隔1.0ｍ（H.27白本）より、注入面積は1.00ｍ×1.00ｍ＝1.000ｍ2とする。

薬液注入本数　　　 (Ｐ) 5 本

１本当り薬液注入量（Ｑs） 1.043 KL/本

１本当り薬液注入量をリットルに換算する。 1,043 

２．１本当り施工時間

１本当り施工時間（Ｔs） Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4＝ 106.07 分

機械準備時間　　（Ｔ1） 14.00 分

削孔時間　　　　（Ｔ2） 23.20 分

土 質 削 孔 長 削孔単位時間 削孔時間

Ｌ γi Ｌ×γi

粘 性 土 0.000 4.0 0.00

砂 質 土 4.640 5.0 23.20

砂 礫 土 0.000 8.0 0.00

合 計 4.640 23.20

注入時間　　　　（Ｔ3） 65.19 分

3.68 分

３．１日当り施工本数 ４．施工日数

Ｎ＝ (60×6.3)÷Ｔｓ×２セット Ｍ＝ 注入本数Ｐ÷日当たり施工本数Ｎ

＝ ×２セット ＝ 5 本 ÷ 7.1

＝ 7.1 本／日 ＝ 0.7 日

(60×6.3)÷106.07

機械移動・機械据付及び注入後の器具洗浄時間（H.30白本）

Σ[(各土質毎の削孔長Ｌ）×各土質毎の削孔の単位時間γi）]（H.30白本）

1.043÷1,000　＝

Ｖ÷Ｐ ＝ 　5.216÷5　　＝

R1-Bor.5

土被り引抜時間　（Ｔ4）　(Ｌ－

土被り長（ｍ）＝削孔長の合計（Ｌ）－注入高さ（ l ）（H.30白本）

間隙率（ρ）×注入充填率（α）による注入率はH.25白本より引用。

Ｑs÷ｑ＝1,043÷16＝

)×2 ＝(4.640－2.800)×2 ＝

（単位時間当り注入量：複相方式 ｑ＝16 l/min）（H.30白本）



二重管ストレーナ単相式薬液注入工計算書

１．薬液注入量の算出

立坑番号 No.27

注入位置 坑口(上流) 使用する土質データ より

溶 液 型 注 入 幅 注 入 延 長 注 入 面 積 土 質 Ｎ 値 注 入 率 注 入 高 さ 注 入 量

Ｗ Ｌ' Ａ＝Ｗ・Ｌ' ｍ＝ρα（％） 　（ｍ） Ｖ＝Ａ･ｍ･

2.30 3.00 6.900  0～ 4 28.0 0.000 0.000

粘 性 土  4～ 8 24.0 0.000 0.000

 8～15 0.000 0.000

 0～10 40.5 0.000 0.000

砂 質 土 10～30 40.5 2.800 7.825

30以上 31.5 0.000 0.000

10～30 36.0 0.000 0.000

礫 質 土 30～50 36.0 0.000 0.000

50以上 31.5 0.000 0.000

合 計 2.800 7.825

＝

１式当り注入量

１本当りの薬液注入面積 Ａ’　 ＝ 1.000 ｍ
2

打設間隔1.0ｍ（H.27白本）より、注入面積は1.00ｍ×1.00ｍ＝1.000ｍ2とする。

薬液注入本数　　　 (Ｐ) 7 本

１本当り薬液注入量（Ｑs） 1.118 KL/本

１本当り薬液注入量をリットルに換算する。 1,118 

２．１本当り施工時間

１本当り施工時間（Ｔs） Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4＝ 110.62 分

機械準備時間　　（Ｔ1） 14.00 分

削孔時間　　　　（Ｔ2） 23.10 分

土 質 削 孔 長 削孔単位時間 削孔時間

Ｌ γi Ｌ×γi

粘 性 土 0.000 4.0 0.00

砂 質 土 4.620 5.0 23.10

砂 礫 土 0.000 8.0 0.00

合 計 4.620 23.10

注入時間　　　　（Ｔ3） 69.88 分

3.64 分

３．１日当り施工本数 ４．施工日数

Ｎ＝ (60×6.3)÷Ｔｓ×２セット Ｍ＝ 注入本数Ｐ÷日当たり施工本数Ｎ

＝ ×２セット ＝ 7 本 ÷ 6.8

＝ 6.8 本／日 ＝ 1 日

R1-Bor.5

(60×6.3)÷110.62

土被り長（ｍ）＝削孔長の合計（Ｌ）－注入高さ（ l ）（H.30白本）

間隙率（ρ）×注入充填率（α）による注入率はH.25白本より引用。

土被り引抜時間　（Ｔ4）　(Ｌ－ )×2 ＝(4.620－2.800)×2 ＝

Ｑs÷ｑ＝1,118÷16＝

機械移動・機械据付及び注入後の器具洗浄時間（H.30白本）

Σ[(各土質毎の削孔長Ｌ）×各土質毎の削孔の単位時間γi）]（H.30白本）

1.118÷1,000　＝

Ｖ÷Ｐ ＝ 　7.825÷7　　＝

（単位時間当り注入量：複相方式 ｑ＝16 l/min）（H.30白本）



二重管ストレーナ単相式薬液注入工計算書

１．薬液注入量の算出

立坑番号 No.27

注入位置 坑口(下流) 使用する土質データ より

溶 液 型 注 入 幅 注 入 延 長 注 入 面 積 土 質 Ｎ 値 注 入 率 注 入 高 さ 注 入 量

Ｗ Ｌ' Ａ＝Ｗ・Ｌ' ｍ＝ρα（％） 　（ｍ） Ｖ＝Ａ･ｍ･

2.30 3.00 6.900  0～ 4 28.0 0.000 0.000

粘 性 土  4～ 8 24.0 0.000 0.000

 8～15 0.000 0.000

 0～10 40.5 0.000 0.000

砂 質 土 10～30 40.5 2.800 7.825

30以上 31.5 0.000 0.000

10～30 36.0 0.000 0.000

礫 質 土 30～50 36.0 0.000 0.000

50以上 31.5 0.000 0.000

合 計 2.800 7.825

＝

１式当り注入量

１本当りの薬液注入面積 Ａ’　 ＝ 1.000 ｍ
2

打設間隔1.0ｍ（H.27白本）より、注入面積は1.00ｍ×1.00ｍ＝1.000ｍ2とする。

薬液注入本数　　　 (Ｐ) 7 本

１本当り薬液注入量（Ｑs） 1.118 KL/本

１本当り薬液注入量をリットルに換算する。 1,118 

２．１本当り施工時間

１本当り施工時間（Ｔs） Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4＝ 110.76 分

機械準備時間　　（Ｔ1） 14.00 分

削孔時間　　　　（Ｔ2） 23.20 分

土 質 削 孔 長 削孔単位時間 削孔時間

Ｌ γi Ｌ×γi

粘 性 土 0.000 4.0 0.00

砂 質 土 4.640 5.0 23.20

砂 礫 土 0.000 8.0 0.00

合 計 4.640 23.20

注入時間　　　　（Ｔ3） 69.88 分

3.68 分

３．１日当り施工本数 ４．施工日数

Ｎ＝ (60×6.3)÷Ｔｓ×２セット Ｍ＝ 注入本数Ｐ÷日当たり施工本数Ｎ

＝ ×２セット ＝ 7 本 ÷ 6.8

＝ 6.8 本／日 ＝ 1 日

土被り長（ｍ）＝削孔長の合計（Ｌ）－注入高さ（ l ）（H.30白本）

(60×6.3)÷110.76

土被り引抜時間　（Ｔ4）　(Ｌ－ )×2 ＝(4.640－2.800)×2 ＝

Ｑs÷ｑ＝1,118÷16＝

Ｖ÷Ｐ ＝ 　7.825÷7　　＝

Σ[(各土質毎の削孔長Ｌ）×各土質毎の削孔の単位時間γi）]（H.30白本）

1.118÷1,000　＝

機械移動・機械据付及び注入後の器具洗浄時間（H.30白本）

（単位時間当り注入量：複相方式 ｑ＝16 l/min）（H.30白本）

間隙率（ρ）×注入充填率（α）による注入率はH.25白本より引用。

R1-Bor.5



二重管ストレーナ単相式薬液注入工計算書

１．薬液注入量の算出

立坑番号 No.28

注入位置 坑口(上流) 使用する土質データ より

溶 液 型 注 入 幅 注 入 延 長 注 入 面 積 土 質 Ｎ 値 注 入 率 注 入 高 さ 注 入 量

Ｗ Ｌ' Ａ＝Ｗ・Ｌ' ｍ＝ρα（％） 　（ｍ） Ｖ＝Ａ･ｍ･

2.30 2.00 4.600  0～ 4 28.0 0.000 0.000

粘 性 土  4～ 8 24.0 0.000 0.000

 8～15 0.000 0.000

 0～10 40.5 0.000 0.000

砂 質 土 10～30 40.5 2.800 5.216

30以上 31.5 0.000 0.000

10～30 36.0 0.000 0.000

礫 質 土 30～50 36.0 0.000 0.000

50以上 31.5 0.000 0.000

合 計 2.800 5.216

＝

１式当り注入量

１本当りの薬液注入面積 Ａ’　 ＝ 1.000 ｍ
2

打設間隔1.0ｍ（H.27白本）より、注入面積は1.00ｍ×1.00ｍ＝1.000ｍ2とする。

薬液注入本数　　　 (Ｐ) 5 本

１本当り薬液注入量（Ｑs） 1.043 KL/本

１本当り薬液注入量をリットルに換算する。 1,043 

２．１本当り施工時間

１本当り施工時間（Ｔs） Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4＝ 105.93 分

機械準備時間　　（Ｔ1） 14.00 分

削孔時間　　　　（Ｔ2） 23.10 分

土 質 削 孔 長 削孔単位時間 削孔時間

Ｌ γi Ｌ×γi

粘 性 土 0.000 4.0 0.00

砂 質 土 4.620 5.0 23.10

砂 礫 土 0.000 8.0 0.00

合 計 4.620 23.10

注入時間　　　　（Ｔ3） 65.19 分

3.64 分

３．１日当り施工本数 ４．施工日数

Ｎ＝ (60×6.3)÷Ｔｓ×２セット Ｍ＝ 注入本数Ｐ÷日当たり施工本数Ｎ

＝ ×２セット ＝ 5 本 ÷ 7.1

＝ 7.1 本／日 ＝ 0.7 日

（単位時間当り注入量：複相方式 ｑ＝16 l/min）（H.30白本）

R1-Bor.5

間隙率（ρ）×注入充填率（α）による注入率はH.25白本より引用。

Ｖ÷Ｐ ＝ 　5.216÷5　　＝

1.043÷1,000　＝

機械移動・機械据付及び注入後の器具洗浄時間（H.30白本）

Σ[(各土質毎の削孔長Ｌ）×各土質毎の削孔の単位時間γi）]（H.30白本）

Ｑs÷ｑ＝1,043÷16＝

土被り引抜時間　（Ｔ4）　(Ｌ－ )×2 ＝(4.620－2.800)×2 ＝

土被り長（ｍ）＝削孔長の合計（Ｌ）－注入高さ（ l ）（H.30白本）

(60×6.3)÷105.93



二重管ストレーナ単相式薬液注入工計算書

１．薬液注入量の算出

立坑番号 No.28

注入位置 坑口(下流) 使用する土質データ より

溶 液 型 注 入 幅 注 入 延 長 注 入 面 積 土 質 Ｎ 値 注 入 率 注 入 高 さ 注 入 量

Ｗ Ｌ' Ａ＝Ｗ・Ｌ' ｍ＝ρα（％） 　（ｍ） Ｖ＝Ａ･ｍ･

2.30 2.00 4.600  0～ 4 28.0 0.000 0.000

粘 性 土  4～ 8 24.0 0.000 0.000

 8～15 0.000 0.000

 0～10 40.5 0.000 0.000

砂 質 土 10～30 40.5 2.800 5.216

30以上 31.5 0.000 0.000

10～30 36.0 0.000 0.000

礫 質 土 30～50 36.0 0.000 0.000

50以上 31.5 0.000 0.000

合 計 2.800 5.216

＝

１式当り注入量

１本当りの薬液注入面積 Ａ’　 ＝ 1.000 ｍ
2

打設間隔1.0ｍ（H.27白本）より、注入面積は1.00ｍ×1.00ｍ＝1.000ｍ2とする。

薬液注入本数　　　 (Ｐ) 5 本

１本当り薬液注入量（Ｑs） 1.043 KL/本

１本当り薬液注入量をリットルに換算する。 1,043 

２．１本当り施工時間

１本当り施工時間（Ｔs） Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4＝ 106.28 分

機械準備時間　　（Ｔ1） 14.00 分

削孔時間　　　　（Ｔ2） 23.35 分

土 質 削 孔 長 削孔単位時間 削孔時間

Ｌ γi Ｌ×γi

粘 性 土 0.000 4.0 0.00

砂 質 土 4.670 5.0 23.35

砂 礫 土 0.000 8.0 0.00

合 計 4.670 23.35

注入時間　　　　（Ｔ3） 65.19 分

3.74 分

３．１日当り施工本数 ４．施工日数

Ｎ＝ (60×6.3)÷Ｔｓ×２セット Ｍ＝ 注入本数Ｐ÷日当たり施工本数Ｎ

＝ ×２セット ＝ 5 本 ÷ 7.1

＝ 7.1 本／日 ＝ 0.7 日

（単位時間当り注入量：複相方式 ｑ＝16 l/min）（H.30白本）

R1-Bor.5

間隙率（ρ）×注入充填率（α）による注入率はH.25白本より引用。

Ｖ÷Ｐ ＝ 　5.216÷5　　＝

1.043÷1,000　＝

機械移動・機械据付及び注入後の器具洗浄時間（H.30白本）

Σ[(各土質毎の削孔長Ｌ）×各土質毎の削孔の単位時間γi）]（H.30白本）

Ｑs÷ｑ＝1,043÷16＝

土被り引抜時間　（Ｔ4）　(Ｌ－ )×2 ＝(4.670－2.800)×2 ＝

土被り長（ｍ）＝削孔長の合計（Ｌ）－注入高さ（ l ）（H.30白本）

(60×6.3)÷106.28



二重管ストレーナ単相式薬液注入工計算書

１．薬液注入量の算出

立坑番号 No.29

注入位置 坑口(上流) 使用する土質データ より

溶 液 型 注 入 幅 注 入 延 長 注 入 面 積 土 質 Ｎ 値 注 入 率 注 入 高 さ 注 入 量

Ｗ Ｌ' Ａ＝Ｗ・Ｌ' ｍ＝ρα（％） 　（ｍ） Ｖ＝Ａ･ｍ･

2.30 3.00 6.900  0～ 4 28.0 0.000 0.000

粘 性 土  4～ 8 24.0 0.000 0.000

 8～15 0.000 0.000

 0～10 40.5 0.000 0.000

砂 質 土 10～30 40.5 2.800 7.825

30以上 31.5 0.000 0.000

10～30 36.0 0.000 0.000

礫 質 土 30～50 36.0 0.000 0.000

50以上 31.5 0.000 0.000

合 計 2.800 7.825

＝

１式当り注入量

１本当りの薬液注入面積 Ａ’　 ＝ 1.000 ｍ
2

打設間隔1.0ｍ（H.27白本）より、注入面積は1.00ｍ×1.00ｍ＝1.000ｍ2とする。

薬液注入本数　　　 (Ｐ) 7 本

１本当り薬液注入量（Ｑs） 1.118 KL/本

１本当り薬液注入量をリットルに換算する。 1,118 

２．１本当り施工時間

１本当り施工時間（Ｔs） Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4＝ 110.55 分

機械準備時間　　（Ｔ1） 14.00 分

削孔時間　　　　（Ｔ2） 23.05 分

土 質 削 孔 長 削孔単位時間 削孔時間

Ｌ γi Ｌ×γi

粘 性 土 0.000 4.0 0.00

砂 質 土 4.609 5.0 23.05

砂 礫 土 0.000 8.0 0.00

合 計 4.609 23.05

注入時間　　　　（Ｔ3） 69.88 分

3.62 分

３．１日当り施工本数 ４．施工日数

Ｎ＝ (60×6.3)÷Ｔｓ×２セット Ｍ＝ 注入本数Ｐ÷日当たり施工本数Ｎ

＝ ×２セット ＝ 7 本 ÷ 6.8

＝ 6.8 本／日 ＝ 1 日

（単位時間当り注入量：複相方式 ｑ＝16 l/min）（H.30白本）

R1-Bor.5

間隙率（ρ）×注入充填率（α）による注入率はH.25白本より引用。

Ｖ÷Ｐ ＝ 　7.825÷7　　＝

1.118÷1,000　＝

機械移動・機械据付及び注入後の器具洗浄時間（H.30白本）

Σ[(各土質毎の削孔長Ｌ）×各土質毎の削孔の単位時間γi）]（H.30白本）

Ｑs÷ｑ＝1,118÷16＝

土被り引抜時間　（Ｔ4）　(Ｌ－ )×2 ＝(4.609－2.800)×2 ＝

土被り長（ｍ）＝削孔長の合計（Ｌ）－注入高さ（ l ）（H.30白本）

(60×6.3)÷110.55



二重管ストレーナ単相式薬液注入工計算書

１．薬液注入量の算出

立坑番号 No.29

注入位置 坑口(下流) 使用する土質データ より

溶 液 型 注 入 幅 注 入 延 長 注 入 面 積 土 質 Ｎ 値 注 入 率 注 入 高 さ 注 入 量

Ｗ Ｌ' Ａ＝Ｗ・Ｌ' ｍ＝ρα（％） 　（ｍ） Ｖ＝Ａ･ｍ･

2.30 3.00 6.900  0～ 4 28.0 0.000 0.000

粘 性 土  4～ 8 24.0 0.000 0.000

 8～15 0.000 0.000

 0～10 40.5 0.000 0.000

砂 質 土 10～30 40.5 2.800 7.825

30以上 31.5 0.000 0.000

10～30 36.0 0.000 0.000

礫 質 土 30～50 36.0 0.000 0.000

50以上 31.5 0.000 0.000

合 計 2.800 7.825

＝

１式当り注入量

１本当りの薬液注入面積 Ａ’　 ＝ 1.000 ｍ
2

打設間隔1.0ｍ（H.27白本）より、注入面積は1.00ｍ×1.00ｍ＝1.000ｍ2とする。

薬液注入本数　　　 (Ｐ) 7 本

１本当り薬液注入量（Ｑs） 1.118 KL/本

１本当り薬液注入量をリットルに換算する。 1,118 

２．１本当り施工時間

１本当り施工時間（Ｔs） Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4＝ 110.69 分

機械準備時間　　（Ｔ1） 14.00 分

削孔時間　　　　（Ｔ2） 23.15 分

土 質 削 孔 長 削孔単位時間 削孔時間

Ｌ γi Ｌ×γi

粘 性 土 0.000 4.0 0.00

砂 質 土 4.629 5.0 23.15

砂 礫 土 0.000 8.0 0.00

合 計 4.629 23.15

注入時間　　　　（Ｔ3） 69.88 分

3.66 分

３．１日当り施工本数 ４．施工日数

Ｎ＝ (60×6.3)÷Ｔｓ×２セット Ｍ＝ 注入本数Ｐ÷日当たり施工本数Ｎ

＝ ×２セット ＝ 7 本 ÷ 6.8

＝ 6.8 本／日 ＝ 1 日

（単位時間当り注入量：複相方式 ｑ＝16 l/min）（H.30白本）

R1-Bor.5

間隙率（ρ）×注入充填率（α）による注入率はH.25白本より引用。

Ｖ÷Ｐ ＝ 　7.825÷7　　＝

1.118÷1,000　＝

機械移動・機械据付及び注入後の器具洗浄時間（H.30白本）

Σ[(各土質毎の削孔長Ｌ）×各土質毎の削孔の単位時間γi）]（H.30白本）

Ｑs÷ｑ＝1,118÷16＝

土被り引抜時間　（Ｔ4）　(Ｌ－ )×2 ＝(4.629－2.800)×2 ＝

土被り長（ｍ）＝削孔長の合計（Ｌ）－注入高さ（ l ）（H.30白本）

(60×6.3)÷110.69



二重管ストレーナ単相式薬液注入工計算書

１．薬液注入量の算出

立坑番号 No.30

注入位置 坑口(上流) 使用する土質データ より

溶 液 型 注 入 幅 注 入 延 長 注 入 面 積 土 質 Ｎ 値 注 入 率 注 入 高 さ 注 入 量

Ｗ Ｌ' Ａ＝Ｗ・Ｌ' ｍ＝ρα（％） 　（ｍ） Ｖ＝Ａ･ｍ･

2.30 2.00 4.600  0～ 4 28.0 0.000 0.000

粘 性 土  4～ 8 24.0 0.000 0.000

 8～15 0.000 0.000

 0～10 40.5 0.000 0.000

砂 質 土 10～30 40.5 2.800 5.216

30以上 31.5 0.000 0.000

10～30 36.0 0.000 0.000

礫 質 土 30～50 36.0 0.000 0.000

50以上 31.5 0.000 0.000

合 計 2.800 5.216

＝

１式当り注入量

１本当りの薬液注入面積 Ａ’　 ＝ 1.000 ｍ
2

打設間隔1.0ｍ（H.27白本）より、注入面積は1.00ｍ×1.00ｍ＝1.000ｍ2とする。

薬液注入本数　　　 (Ｐ) 5 本

１本当り薬液注入量（Ｑs） 1.043 KL/本

１本当り薬液注入量をリットルに換算する。 1,043 

２．１本当り施工時間

１本当り施工時間（Ｔs） Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4＝ 106.38 分

機械準備時間　　（Ｔ1） 14.00 分

削孔時間　　　　（Ｔ2） 23.42 分

土 質 削 孔 長 削孔単位時間 削孔時間

Ｌ γi Ｌ×γi

粘 性 土 0.000 4.0 0.00

砂 質 土 4.684 5.0 23.42

砂 礫 土 0.000 8.0 0.00

合 計 4.684 23.42

注入時間　　　　（Ｔ3） 65.19 分

3.77 分

３．１日当り施工本数 ４．施工日数

Ｎ＝ (60×6.3)÷Ｔｓ×２セット Ｍ＝ 注入本数Ｐ÷日当たり施工本数Ｎ

＝ ×２セット ＝ 5 本 ÷ 7.1

＝ 7.1 本／日 ＝ 0.7 日

R1-Bor.5

(60×6.3)÷106.38

土被り長（ｍ）＝削孔長の合計（Ｌ）－注入高さ（ l ）（H.30白本）

間隙率（ρ）×注入充填率（α）による注入率はH.25白本より引用。

土被り引抜時間　（Ｔ4）　(Ｌ－ )×2 ＝(4.684－2.800)×2 ＝

Ｑs÷ｑ＝1,043÷16＝

機械移動・機械据付及び注入後の器具洗浄時間（H.30白本）

Σ[(各土質毎の削孔長Ｌ）×各土質毎の削孔の単位時間γi）]（H.30白本）

1.043÷1,000　＝

Ｖ÷Ｐ ＝ 　5.216÷5　　＝

（単位時間当り注入量：複相方式 ｑ＝16 l/min）（H.30白本）



二重管ストレーナ単相式薬液注入工計算書

１．薬液注入量の算出

立坑番号 No.30

注入位置 坑口(下流) 使用する土質データ より

溶 液 型 注 入 幅 注 入 延 長 注 入 面 積 土 質 Ｎ 値 注 入 率 注 入 高 さ 注 入 量

Ｗ Ｌ' Ａ＝Ｗ・Ｌ' ｍ＝ρα（％） 　（ｍ） Ｖ＝Ａ･ｍ･

2.30 2.00 4.600  0～ 4 28.0 0.000 0.000

粘 性 土  4～ 8 24.0 0.000 0.000

 8～15 0.000 0.000

 0～10 40.5 0.000 0.000

砂 質 土 10～30 40.5 2.800 5.216

30以上 31.5 0.000 0.000

10～30 36.0 0.000 0.000

礫 質 土 30～50 36.0 0.000 0.000

50以上 31.5 0.000 0.000

合 計 2.800 5.216

＝

１式当り注入量

１本当りの薬液注入面積 Ａ’　 ＝ 1.000 ｍ
2

打設間隔1.0ｍ（H.27白本）より、注入面積は1.00ｍ×1.00ｍ＝1.000ｍ2とする。

薬液注入本数　　　 (Ｐ) 5 本

１本当り薬液注入量（Ｑs） 1.043 KL/本

１本当り薬液注入量をリットルに換算する。 1,043 

２．１本当り施工時間

１本当り施工時間（Ｔs） Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4＝ 106.73 分

機械準備時間　　（Ｔ1） 14.00 分

削孔時間　　　　（Ｔ2） 23.67 分

土 質 削 孔 長 削孔単位時間 削孔時間

Ｌ γi Ｌ×γi

粘 性 土 0.000 4.0 0.00

砂 質 土 4.734 5.0 23.67

砂 礫 土 0.000 8.0 0.00

合 計 4.734 23.67

注入時間　　　　（Ｔ3） 65.19 分

3.87 分

３．１日当り施工本数 ４．施工日数

Ｎ＝ (60×6.3)÷Ｔｓ×２セット Ｍ＝ 注入本数Ｐ÷日当たり施工本数Ｎ

＝ ×２セット ＝ 5 本 ÷ 7.1

＝ 7.1 本／日 ＝ 0.7 日

（単位時間当り注入量：複相方式 ｑ＝16 l/min）（H.30白本）

R1-Bor.5

間隙率（ρ）×注入充填率（α）による注入率はH.25白本より引用。

Ｖ÷Ｐ ＝ 　5.216÷5　　＝

1.043÷1,000　＝

機械移動・機械据付及び注入後の器具洗浄時間（H.30白本）

Σ[(各土質毎の削孔長Ｌ）×各土質毎の削孔の単位時間γi）]（H.30白本）

Ｑs÷ｑ＝1,043÷16＝

土被り引抜時間　（Ｔ4）　(Ｌ－ )×2 ＝(4.734－2.800)×2 ＝

土被り長（ｍ）＝削孔長の合計（Ｌ）－注入高さ（ l ）（H.30白本）

(60×6.3)÷106.73



二重管ストレーナ単相式薬液注入工計算書

１．薬液注入量の算出

立坑番号 No.35

注入位置 坑口(上流) 使用する土質データ より

溶 液 型 注 入 幅 注 入 延 長 注 入 面 積 土 質 Ｎ 値 注 入 率 注 入 高 さ 注 入 量

Ｗ Ｌ' Ａ＝Ｗ・Ｌ' ｍ＝ρα（％） 　（ｍ） Ｖ＝Ａ･ｍ･

2.30 3.00 6.900  0～ 4 28.0 0.000 0.000

粘 性 土  4～ 8 24.0 0.000 0.000

 8～15 0.000 0.000

 0～10 40.5 0.000 0.000

砂 質 土 10～30 40.5 2.800 7.825

30以上 31.5 0.000 0.000

10～30 36.0 0.000 0.000

礫 質 土 30～50 36.0 0.000 0.000

50以上 31.5 0.000 0.000

合 計 2.800 7.825

＝

１式当り注入量

１本当りの薬液注入面積 Ａ’　 ＝ 1.000 ｍ
2

打設間隔1.0ｍ（H.27白本）より、注入面積は1.00ｍ×1.00ｍ＝1.000ｍ2とする。

薬液注入本数　　　 (Ｐ) 7 本

１本当り薬液注入量（Ｑs） 1.118 KL/本

１本当り薬液注入量をリットルに換算する。 1,118 

２．１本当り施工時間

１本当り施工時間（Ｔs） Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4＝ 114.68 分

機械準備時間　　（Ｔ1） 14.00 分

削孔時間　　　　（Ｔ2） 26.00 分

土 質 削 孔 長 削孔単位時間 削孔時間

Ｌ γi Ｌ×γi

粘 性 土 0.000 4.0 0.00

砂 質 土 5.200 5.0 26.00

砂 礫 土 0.000 8.0 0.00

合 計 5.200 26.00

注入時間　　　　（Ｔ3） 69.88 分

4.80 分

３．１日当り施工本数 ４．施工日数

Ｎ＝ (60×6.3)÷Ｔｓ×２セット Ｍ＝ 注入本数Ｐ÷日当たり施工本数Ｎ

＝ ×２セット ＝ 7 本 ÷ 6.6

＝ 6.6 本／日 ＝ 1.1 日

（単位時間当り注入量：複相方式 ｑ＝16 l/min）（H.30白本）

R1-Bor.5

間隙率（ρ）×注入充填率（α）による注入率はH.25白本より引用。

Ｖ÷Ｐ ＝ 　7.825÷7　　＝

1.118÷1,000　＝

機械移動・機械据付及び注入後の器具洗浄時間（H.30白本）

Σ[(各土質毎の削孔長Ｌ）×各土質毎の削孔の単位時間γi）]（H.30白本）

Ｑs÷ｑ＝1,118÷16＝

土被り引抜時間　（Ｔ4）　(Ｌ－ )×2 ＝(5.200－2.800)×2 ＝

土被り長（ｍ）＝削孔長の合計（Ｌ）－注入高さ（ l ）（H.30白本）

(60×6.3)÷114.68



二重管ストレーナ単相式薬液注入工計算書

１．薬液注入量の算出

立坑番号 No.35

注入位置 坑口(下流) 使用する土質データ より

溶 液 型 注 入 幅 注 入 延 長 注 入 面 積 土 質 Ｎ 値 注 入 率 注 入 高 さ 注 入 量

Ｗ Ｌ' Ａ＝Ｗ・Ｌ' ｍ＝ρα（％） 　（ｍ） Ｖ＝Ａ･ｍ･

2.30 3.00 6.900  0～ 4 28.0 0.000 0.000

粘 性 土  4～ 8 24.0 0.000 0.000

 8～15 0.000 0.000

 0～10 40.5 0.000 0.000

砂 質 土 10～30 40.5 2.800 7.825

30以上 31.5 0.000 0.000

10～30 36.0 0.000 0.000

礫 質 土 30～50 36.0 0.000 0.000

50以上 31.5 0.000 0.000

合 計 2.800 7.825

＝

１式当り注入量

１本当りの薬液注入面積 Ａ’　 ＝ 1.000 ｍ
2

打設間隔1.0ｍ（H.27白本）より、注入面積は1.00ｍ×1.00ｍ＝1.000ｍ2とする。

薬液注入本数　　　 (Ｐ) 7 本

１本当り薬液注入量（Ｑs） 1.118 KL/本

１本当り薬液注入量をリットルに換算する。 1,118 

２．１本当り施工時間

１本当り施工時間（Ｔs） Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4＝ 114.82 分

機械準備時間　　（Ｔ1） 14.00 分

削孔時間　　　　（Ｔ2） 26.10 分

土 質 削 孔 長 削孔単位時間 削孔時間

Ｌ γi Ｌ×γi

粘 性 土 0.000 4.0 0.00

砂 質 土 5.220 5.0 26.10

砂 礫 土 0.000 8.0 0.00

合 計 5.220 26.10

注入時間　　　　（Ｔ3） 69.88 分

4.84 分

３．１日当り施工本数 ４．施工日数

Ｎ＝ (60×6.3)÷Ｔｓ×２セット Ｍ＝ 注入本数Ｐ÷日当たり施工本数Ｎ

＝ ×２セット ＝ 7 本 ÷ 6.6

＝ 6.6 本／日 ＝ 1.1 日

（単位時間当り注入量：複相方式 ｑ＝16 l/min）（H.30白本）

R1-Bor.5

間隙率（ρ）×注入充填率（α）による注入率はH.25白本より引用。

Ｖ÷Ｐ ＝ 　7.825÷7　　＝

1.118÷1,000　＝

機械移動・機械据付及び注入後の器具洗浄時間（H.30白本）

Σ[(各土質毎の削孔長Ｌ）×各土質毎の削孔の単位時間γi）]（H.30白本）

Ｑs÷ｑ＝1,118÷16＝

土被り引抜時間　（Ｔ4）　(Ｌ－ )×2 ＝(5.220－2.800)×2 ＝

土被り長（ｍ）＝削孔長の合計（Ｌ）－注入高さ（ l ）（H.30白本）

(60×6.3)÷114.82



二重管ストレーナ単相式薬液注入工計算書

１．薬液注入量の算出

立坑番号 No.36

注入位置 坑口(上流) 使用する土質データ より

溶 液 型 注 入 幅 注 入 延 長 注 入 面 積 土 質 Ｎ 値 注 入 率 注 入 高 さ 注 入 量

Ｗ Ｌ' Ａ＝Ｗ・Ｌ' ｍ＝ρα（％） 　（ｍ） Ｖ＝Ａ･ｍ･

2.30 2.00 4.600  0～ 4 28.0 0.000 0.000

粘 性 土  4～ 8 24.0 0.000 0.000

 8～15 0.000 0.000

 0～10 40.5 0.000 0.000

砂 質 土 10～30 40.5 2.800 5.216

30以上 31.5 0.000 0.000

10～30 36.0 0.000 0.000

礫 質 土 30～50 36.0 0.000 0.000

50以上 31.5 0.000 0.000

合 計 2.800 5.216

＝

１式当り注入量

１本当りの薬液注入面積 Ａ’　 ＝ 1.000 ｍ
2

打設間隔1.0ｍ（H.27白本）より、注入面積は1.00ｍ×1.00ｍ＝1.000ｍ2とする。

薬液注入本数　　　 (Ｐ) 5 本

１本当り薬液注入量（Ｑs） 1.043 KL/本

１本当り薬液注入量をリットルに換算する。 1,043 

２．１本当り施工時間

１本当り施工時間（Ｔs） Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4＝ 114.18 分

機械準備時間　　（Ｔ1） 14.00 分

削孔時間　　　　（Ｔ2） 28.99 分

土 質 削 孔 長 削孔単位時間 削孔時間

Ｌ γi Ｌ×γi

粘 性 土 0.000 4.0 0.00

砂 質 土 5.798 5.0 28.99

砂 礫 土 0.000 8.0 0.00

合 計 5.798 28.99

注入時間　　　　（Ｔ3） 65.19 分

6.00 分

３．１日当り施工本数 ４．施工日数

Ｎ＝ (60×6.3)÷Ｔｓ×２セット Ｍ＝ 注入本数Ｐ÷日当たり施工本数Ｎ

＝ ×２セット ＝ 5 本 ÷ 6.6

＝ 6.6 本／日 ＝ 0.8 日

（単位時間当り注入量：複相方式 ｑ＝16 l/min）（H.30白本）

R1-Bor.5

間隙率（ρ）×注入充填率（α）による注入率はH.25白本より引用。

Ｖ÷Ｐ ＝ 　5.216÷5　　＝

1.043÷1,000　＝

機械移動・機械据付及び注入後の器具洗浄時間（H.30白本）

Σ[(各土質毎の削孔長Ｌ）×各土質毎の削孔の単位時間γi）]（H.30白本）

Ｑs÷ｑ＝1,043÷16＝

土被り引抜時間　（Ｔ4）　(Ｌ－ )×2 ＝(5.798－2.800)×2 ＝

土被り長（ｍ）＝削孔長の合計（Ｌ）－注入高さ（ l ）（H.30白本）

(60×6.3)÷114.18



二重管ストレーナ複相式薬液注入工計算書

１．薬液注入量の算出

立坑番号 No.36

注入位置 坑口(下流) 使用する土質データ より

溶 液 型 注 入 幅 注 入 延 長 注 入 面 積 土 質 Ｎ 値 注 入 率 注 入 高 さ 注 入 量

Ｗ Ｌ' Ａ＝Ｗ・Ｌ' ｍ＝ρα（％） 　（ｍ） Ｖ＝Ａ･ｍ･

2.30 2.00 4.600  0～ 4 28.0 0.000 0.000

粘 性 土  4～ 8 24.0 0.000 0.000

 8～15 0.000 0.000

 0～10 40.5 0.000 0.000

砂 質 土 10～30 40.5 2.800 5.216

30以上 31.5 0.000 0.000

10～30 36.0 0.000 0.000

礫 質 土 30～50 36.0 0.000 0.000

50以上 31.5 0.000 0.000

合 計 2.800 5.216

＝

１式当り注入量

１本当りの薬液注入面積 Ａ’　 ＝ 1.000 ｍ
2

打設間隔1.0ｍ（H.27白本）より、注入面積は1.00ｍ×1.00ｍ＝1.000ｍ2とする。

薬液注入本数　　　 (Ｐ) 5 本

１本当り薬液注入量（Ｑs） 1.043 KL/本

１本当り薬液注入量をリットルに換算する。 1,043 

２．１本当り施工時間

１本当り施工時間（Ｔs） Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4＝ 114.53 分

機械準備時間　　（Ｔ1） 14.00 分

削孔時間　　　　（Ｔ2） 29.24 分

土 質 削 孔 長 削孔単位時間 削孔時間

Ｌ γi Ｌ×γi

粘 性 土 0.000 4.0 0.00

砂 質 土 5.848 5.0 29.24

砂 礫 土 0.000 8.0 0.00

合 計 5.848 29.24

注入時間　　　　（Ｔ3） 65.19 分

6.10 分

３．１日当り施工本数 ４．施工日数

Ｎ＝ (60×6.3)÷Ｔｓ×２セット Ｍ＝ 注入本数Ｐ÷日当たり施工本数Ｎ

＝ ×２セット ＝ 5 本 ÷ 6.6

＝ 6.6 本／日 ＝ 0.8 日

土被り引抜時間　（Ｔ4）　(Ｌ－ )×2 ＝(5.848－2.800)×2 ＝

土被り長（ｍ）＝削孔長の合計（Ｌ）－注入高さ（ l ）（H.30白本）

(60×6.3)÷114.53

（単位時間当り注入量：複相方式 ｑ＝16 l/min）（H.30白本）

R1-Bor.5

間隙率（ρ）×注入充填率（α）による注入率はH.25白本より引用。

Ｖ÷Ｐ ＝ 　5.216÷5　　＝

1.043÷1,000　＝

機械移動・機械据付及び注入後の器具洗浄時間（H.30白本）

Σ[(各土質毎の削孔長Ｌ）×各土質毎の削孔の単位時間γi）]（H.30白本）

Ｑs÷ｑ＝1,043÷16＝



二重管ストレーナ単相式薬液注入工計算書

１．薬液注入量の算出

立坑番号 No.37

注入位置 坑口(上流) 使用する土質データ より

溶 液 型 注 入 幅 注 入 延 長 注 入 面 積 土 質 Ｎ 値 注 入 率 注 入 高 さ 注 入 量

Ｗ Ｌ' Ａ＝Ｗ・Ｌ' ｍ＝ρα（％） 　（ｍ） Ｖ＝Ａ･ｍ･

2.30 3.00 6.900  0～ 4 28.0 0.000 0.000

粘 性 土  4～ 8 24.0 0.000 0.000

 8～15 0.000 0.000

 0～10 40.5 0.000 0.000

砂 質 土 10～30 40.5 2.800 7.825

30以上 31.5 0.000 0.000

10～30 36.0 0.000 0.000

礫 質 土 30～50 36.0 0.000 0.000

50以上 31.5 0.000 0.000

合 計 2.800 7.825

＝

１式当り注入量

１本当りの薬液注入面積 Ａ’　 ＝ 1.000 ｍ
2

打設間隔1.0ｍ（H.27白本）より、注入面積は1.00ｍ×1.00ｍ＝1.000ｍ2とする。

薬液注入本数　　　 (Ｐ) 7 本

１本当り薬液注入量（Ｑs） 1.118 KL/本

１本当り薬液注入量をリットルに換算する。 1,118 

２．１本当り施工時間

１本当り施工時間（Ｔs） Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4＝ 115.55 分

機械準備時間　　（Ｔ1） 14.00 分

削孔時間　　　　（Ｔ2） 26.62 分

土 質 削 孔 長 削孔単位時間 削孔時間

Ｌ γi Ｌ×γi

粘 性 土 0.000 4.0 0.00

砂 質 土 5.323 5.0 26.62

砂 礫 土 0.000 8.0 0.00

合 計 5.323 26.62

注入時間　　　　（Ｔ3） 69.88 分

5.05 分

３．１日当り施工本数 ４．施工日数

Ｎ＝ (60×6.3)÷Ｔｓ×２セット Ｍ＝ 注入本数Ｐ÷日当たり施工本数Ｎ

＝ ×２セット ＝ 7 本 ÷ 6.5

＝ 6.5 本／日 ＝ 1.1 日

土被り引抜時間　（Ｔ4）　(Ｌ－ )×2 ＝(5.323－2.800)×2 ＝

土被り長（ｍ）＝削孔長の合計（Ｌ）－注入高さ（ l ）（H.30白本）

(60×6.3)÷115.55

（単位時間当り注入量：複相方式 ｑ＝16 l/min）（H.30白本）

R1-Bor.5

間隙率（ρ）×注入充填率（α）による注入率はH.25白本より引用。

Ｖ÷Ｐ ＝ 　7.825÷7　　＝

1.118÷1,000　＝

機械移動・機械据付及び注入後の器具洗浄時間（H.30白本）

Σ[(各土質毎の削孔長Ｌ）×各土質毎の削孔の単位時間γi）]（H.30白本）

Ｑs÷ｑ＝1,118÷16＝



二重管ストレーナ単相式薬液注入工計算書

１．薬液注入量の算出

立坑番号 No.37

注入位置 坑口(下流) 使用する土質データ より

溶 液 型 注 入 幅 注 入 延 長 注 入 面 積 土 質 Ｎ 値 注 入 率 注 入 高 さ 注 入 量

Ｗ Ｌ' Ａ＝Ｗ・Ｌ' ｍ＝ρα（％） 　（ｍ） Ｖ＝Ａ･ｍ･

2.30 3.00 6.900  0～ 4 28.0 0.000 0.000

粘 性 土  4～ 8 24.0 0.000 0.000

 8～15 0.000 0.000

 0～10 40.5 0.000 0.000

砂 質 土 10～30 40.5 2.800 7.825

30以上 31.5 0.000 0.000

10～30 36.0 0.000 0.000

礫 質 土 30～50 36.0 0.000 0.000

50以上 31.5 0.000 0.000

合 計 2.800 7.825

＝

１式当り注入量

１本当りの薬液注入面積 Ａ’　 ＝ 1.000 ｍ
2

打設間隔1.0ｍ（H.27白本）より、注入面積は1.00ｍ×1.00ｍ＝1.000ｍ2とする。

薬液注入本数　　　 (Ｐ) 7 本

１本当り薬液注入量（Ｑs） 1.118 KL/本

１本当り薬液注入量をリットルに換算する。 1,118 

２．１本当り施工時間

１本当り施工時間（Ｔs） Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4＝ 115.69 分

機械準備時間　　（Ｔ1） 14.00 分

削孔時間　　　　（Ｔ2） 26.72 分

土 質 削 孔 長 削孔単位時間 削孔時間

Ｌ γi Ｌ×γi

粘 性 土 0.000 4.0 0.00

砂 質 土 5.343 5.0 26.72

砂 礫 土 0.000 8.0 0.00

合 計 5.343 26.72

注入時間　　　　（Ｔ3） 69.88 分

5.09 分

３．１日当り施工本数 ４．施工日数

Ｎ＝ (60×6.3)÷Ｔｓ×２セット Ｍ＝ 注入本数Ｐ÷日当たり施工本数Ｎ

＝ ×２セット ＝ 7 本 ÷ 6.5

＝ 6.5 本／日 ＝ 1.1 日

土被り引抜時間　（Ｔ4）　(Ｌ－ )×2 ＝(5.343－2.800)×2 ＝

土被り長（ｍ）＝削孔長の合計（Ｌ）－注入高さ（ l ）（H.30白本）

(60×6.3)÷115.69

（単位時間当り注入量：複相方式 ｑ＝16 l/min）（H.30白本）

R1-Bor.5

間隙率（ρ）×注入充填率（α）による注入率はH.25白本より引用。

Ｖ÷Ｐ ＝ 　7.825÷7　　＝

1.118÷1,000　＝

機械移動・機械据付及び注入後の器具洗浄時間（H.30白本）

Σ[(各土質毎の削孔長Ｌ）×各土質毎の削孔の単位時間γi）]（H.30白本）

Ｑs÷ｑ＝1,118÷16＝



二重管ストレーナ単相式薬液注入工計算書

１．薬液注入量の算出

立坑番号 No.38

注入位置 坑口(上流) 使用する土質データ より

溶 液 型 注 入 幅 注 入 延 長 注 入 面 積 土 質 Ｎ 値 注 入 率 注 入 高 さ 注 入 量

Ｗ Ｌ' Ａ＝Ｗ・Ｌ' ｍ＝ρα（％） 　（ｍ） Ｖ＝Ａ･ｍ･

2.30 2.00 4.600  0～ 4 28.0 0.000 0.000

粘 性 土  4～ 8 24.0 0.000 0.000

 8～15 0.000 0.000

 0～10 40.5 0.000 0.000

砂 質 土 10～30 40.5 2.800 5.216

30以上 31.5 0.000 0.000

10～30 36.0 0.000 0.000

礫 質 土 30～50 36.0 0.000 0.000

50以上 31.5 0.000 0.000

合 計 2.800 5.216

＝

１式当り注入量

１本当りの薬液注入面積 Ａ’　 ＝ 1.000 ｍ
2

打設間隔1.0ｍ（H.27白本）より、注入面積は1.00ｍ×1.00ｍ＝1.000ｍ2とする。

薬液注入本数　　　 (Ｐ) 5 本

１本当り薬液注入量（Ｑs） 1.043 KL/本

１本当り薬液注入量をリットルに換算する。 1,043 

２．１本当り施工時間

１本当り施工時間（Ｔs） Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4＝ 109.74 分

機械準備時間　　（Ｔ1） 14.00 分

削孔時間　　　　（Ｔ2） 25.82 分

土 質 削 孔 長 削孔単位時間 削孔時間

Ｌ γi Ｌ×γi

粘 性 土 0.000 4.0 0.00

砂 質 土 5.163 5.0 25.82

砂 礫 土 0.000 8.0 0.00

合 計 5.163 25.82

注入時間　　　　（Ｔ3） 65.19 分

4.73 分

３．１日当り施工本数 ４．施工日数

Ｎ＝ (60×6.3)÷Ｔｓ×２セット Ｍ＝ 注入本数Ｐ÷日当たり施工本数Ｎ

＝ ×２セット ＝ 5 本 ÷ 6.9

＝ 6.9 本／日 ＝ 0.7 日

土被り引抜時間　（Ｔ4）　(Ｌ－ )×2 ＝(5.163－2.800)×2 ＝

土被り長（ｍ）＝削孔長の合計（Ｌ）－注入高さ（ l ）（H.30白本）

(60×6.3)÷109.74

（単位時間当り注入量：複相方式 ｑ＝16 l/min）（H.30白本）

R1-Bor.5

間隙率（ρ）×注入充填率（α）による注入率はH.25白本より引用。

Ｖ÷Ｐ ＝ 　5.216÷5　　＝

1.043÷1,000　＝

機械移動・機械据付及び注入後の器具洗浄時間（H.30白本）

Σ[(各土質毎の削孔長Ｌ）×各土質毎の削孔の単位時間γi）]（H.30白本）

Ｑs÷ｑ＝1,043÷16＝



二重管ストレーナ単相式薬液注入工計算書

１．薬液注入量の算出

立坑番号 No.38

注入位置 坑口(下流) 使用する土質データ より

溶 液 型 注 入 幅 注 入 延 長 注 入 面 積 土 質 Ｎ 値 注 入 率 注 入 高 さ 注 入 量

Ｗ Ｌ' Ａ＝Ｗ・Ｌ' ｍ＝ρα（％） 　（ｍ） Ｖ＝Ａ･ｍ･

2.30 2.00 4.600  0～ 4 28.0 0.000 0.000

粘 性 土  4～ 8 24.0 0.000 0.000

 8～15 0.000 0.000

 0～10 40.5 0.000 0.000

砂 質 土 10～30 40.5 2.800 5.216

30以上 31.5 0.000 0.000

10～30 36.0 0.000 0.000

礫 質 土 30～50 36.0 0.000 0.000

50以上 31.5 0.000 0.000

合 計 2.800 5.216

＝

１式当り注入量

１本当りの薬液注入面積 Ａ’　 ＝ 1.000 ｍ
2

打設間隔1.0ｍ（H.27白本）より、注入面積は1.00ｍ×1.00ｍ＝1.000ｍ2とする。

薬液注入本数　　　 (Ｐ) 5 本

１本当り薬液注入量（Ｑs） 1.043 KL/本

１本当り薬液注入量をリットルに換算する。 1,043 

２．１本当り施工時間

１本当り施工時間（Ｔs） Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4＝ 109.74 分

機械準備時間　　（Ｔ1） 14.00 分

削孔時間　　　　（Ｔ2） 25.82 分

土 質 削 孔 長 削孔単位時間 削孔時間

Ｌ γi Ｌ×γi

粘 性 土 0.000 4.0 0.00

砂 質 土 5.163 5.0 25.82

砂 礫 土 0.000 8.0 0.00

合 計 5.163 25.82

注入時間　　　　（Ｔ3） 65.19 分

4.73 分

３．１日当り施工本数 ４．施工日数

Ｎ＝ (60×6.3)÷Ｔｓ×２セット Ｍ＝ 注入本数Ｐ÷日当たり施工本数Ｎ

＝ ×２セット ＝ 5 本 ÷ 6.9

＝ 6.9 本／日 ＝ 0.7 日

土被り引抜時間　（Ｔ4）　(Ｌ－ )×2 ＝(5.163－2.800)×2 ＝

土被り長（ｍ）＝削孔長の合計（Ｌ）－注入高さ（ l ）（H.30白本）

(60×6.3)÷109.74

（単位時間当り注入量：複相方式 ｑ＝16 l/min）（H.30白本）

R1-Bor.5

間隙率（ρ）×注入充填率（α）による注入率はH.25白本より引用。

Ｖ÷Ｐ ＝ 　5.216÷5　　＝

1.043÷1,000　＝

機械移動・機械据付及び注入後の器具洗浄時間（H.30白本）

Σ[(各土質毎の削孔長Ｌ）×各土質毎の削孔の単位時間γi）]（H.30白本）

Ｑs÷ｑ＝1,043÷16＝



二重管ストレーナ単相式薬液注入工計算書

１．薬液注入量の算出

立坑番号 No.39

注入位置 坑口(上流) 使用する土質データ より

溶 液 型 注 入 幅 注 入 延 長 注 入 面 積 土 質 Ｎ 値 注 入 率 注 入 高 さ 注 入 量

Ｗ Ｌ' Ａ＝Ｗ・Ｌ' ｍ＝ρα（％） 　（ｍ） Ｖ＝Ａ･ｍ･

2.30 2.00 4.600  0～ 4 28.0 0.000 0.000

粘 性 土  4～ 8 24.0 0.000 0.000

 8～15 0.000 0.000

 0～10 40.5 0.000 0.000

砂 質 土 10～30 40.5 2.800 5.216

30以上 31.5 0.000 0.000

10～30 36.0 0.000 0.000

礫 質 土 30～50 36.0 0.000 0.000

50以上 31.5 0.000 0.000

合 計 2.800 5.216

＝

１式当り注入量

１本当りの薬液注入面積 Ａ’　 ＝ 1.000 ｍ
2

打設間隔1.0ｍ（H.27白本）より、注入面積は1.00ｍ×1.00ｍ＝1.000ｍ2とする。

薬液注入本数　　　 (Ｐ) 5 本

１本当り薬液注入量（Ｑs） 1.043 KL/本

１本当り薬液注入量をリットルに換算する。 1,043 

２．１本当り施工時間

１本当り施工時間（Ｔs） Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4＝ 109.88 分

機械準備時間　　（Ｔ1） 14.00 分

削孔時間　　　　（Ｔ2） 25.92 分

土 質 削 孔 長 削孔単位時間 削孔時間

Ｌ γi Ｌ×γi

粘 性 土 0.000 4.0 0.00

砂 質 土 5.183 5.0 25.92

砂 礫 土 0.000 8.0 0.00

合 計 5.183 25.92

注入時間　　　　（Ｔ3） 65.19 分

4.77 分

３．１日当り施工本数 ４．施工日数

Ｎ＝ (60×6.3)÷Ｔｓ×２セット Ｍ＝ 注入本数Ｐ÷日当たり施工本数Ｎ

＝ ×２セット ＝ 5 本 ÷ 6.9

＝ 6.9 本／日 ＝ 0.7 日

土被り引抜時間　（Ｔ4）　(Ｌ－ )×2 ＝(5.183－2.800)×2 ＝

土被り長（ｍ）＝削孔長の合計（Ｌ）－注入高さ（ l ）（H.30白本）

(60×6.3)÷109.88

（単位時間当り注入量：複相方式 ｑ＝16 l/min）（H.30白本）

R1-Bor.5

間隙率（ρ）×注入充填率（α）による注入率はH.25白本より引用。

Ｖ÷Ｐ ＝ 　5.216÷5　　＝

1.043÷1,000　＝

機械移動・機械据付及び注入後の器具洗浄時間（H.30白本）

Σ[(各土質毎の削孔長Ｌ）×各土質毎の削孔の単位時間γi）]（H.30白本）

Ｑs÷ｑ＝1,043÷16＝



二重管ストレーナ単相式薬液注入工計算書

１．薬液注入量の算出

立坑番号 No.39

注入位置 坑口(下流) 使用する土質データ より

溶 液 型 注 入 幅 注 入 延 長 注 入 面 積 土 質 Ｎ 値 注 入 率 注 入 高 さ 注 入 量

Ｗ Ｌ' Ａ＝Ｗ・Ｌ' ｍ＝ρα（％） 　（ｍ） Ｖ＝Ａ･ｍ･

2.30 2.00 4.600  0～ 4 28.0 0.000 0.000

粘 性 土  4～ 8 24.0 0.000 0.000

 8～15 0.000 0.000

 0～10 40.5 0.000 0.000

砂 質 土 10～30 40.5 2.800 5.216

30以上 31.5 0.000 0.000

10～30 36.0 0.000 0.000

礫 質 土 30～50 36.0 0.000 0.000

50以上 31.5 0.000 0.000

合 計 2.800 5.216

＝

１式当り注入量

１本当りの薬液注入面積 Ａ’　 ＝ 1.000 ｍ
2

打設間隔1.0ｍ（H.27白本）より、注入面積は1.00ｍ×1.00ｍ＝1.000ｍ2とする。

薬液注入本数　　　 (Ｐ) 5 本

１本当り薬液注入量（Ｑs） 1.043 KL/本

１本当り薬液注入量をリットルに換算する。 1,043 

２．１本当り施工時間

１本当り施工時間（Ｔs） Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4＝ 110.23 分

機械準備時間　　（Ｔ1） 14.00 分

削孔時間　　　　（Ｔ2） 26.17 分

土 質 削 孔 長 削孔単位時間 削孔時間

Ｌ γi Ｌ×γi

粘 性 土 0.000 4.0 0.00

砂 質 土 5.233 5.0 26.17

砂 礫 土 0.000 8.0 0.00

合 計 5.233 26.17

注入時間　　　　（Ｔ3） 65.19 分

4.87 分

３．１日当り施工本数 ４．施工日数

Ｎ＝ (60×6.3)÷Ｔｓ×２セット Ｍ＝ 注入本数Ｐ÷日当たり施工本数Ｎ

＝ ×２セット ＝ 5 本 ÷ 6.9

＝ 6.9 本／日 ＝ 0.7 日

土被り引抜時間　（Ｔ4）　(Ｌ－ )×2 ＝(5.233－2.800)×2 ＝

土被り長（ｍ）＝削孔長の合計（Ｌ）－注入高さ（ l ）（H.30白本）

(60×6.3)÷110.23

（単位時間当り注入量：複相方式 ｑ＝16 l/min）（H.30白本）

R1-Bor.5

間隙率（ρ）×注入充填率（α）による注入率はH.25白本より引用。

Ｖ÷Ｐ ＝ 　5.216÷5　　＝

1.043÷1,000　＝

機械移動・機械据付及び注入後の器具洗浄時間（H.30白本）

Σ[(各土質毎の削孔長Ｌ）×各土質毎の削孔の単位時間γi）]（H.30白本）

Ｑs÷ｑ＝1,043÷16＝



二重管ストレーナ単相式薬液注入工計算書

１．薬液注入量の算出

立坑番号 No.40

注入位置 坑口(上流) 使用する土質データ より

溶 液 型 注 入 幅 注 入 延 長 注 入 面 積 土 質 Ｎ 値 注 入 率 注 入 高 さ 注 入 量

Ｗ Ｌ' Ａ＝Ｗ・Ｌ' ｍ＝ρα（％） 　（ｍ） Ｖ＝Ａ･ｍ･

2.30 3.00 6.900  0～ 4 28.0 0.000 0.000

粘 性 土  4～ 8 24.0 0.000 0.000

 8～15 0.000 0.000

 0～10 40.5 0.000 0.000

砂 質 土 10～30 40.5 2.800 7.825

30以上 31.5 0.000 0.000

10～30 36.0 0.000 0.000

礫 質 土 30～50 36.0 0.000 0.000

50以上 31.5 0.000 0.000

合 計 2.800 7.825

＝

１式当り注入量

１本当りの薬液注入面積 Ａ’　 ＝ 1.000 ｍ
2

打設間隔1.0ｍ（H.27白本）より、注入面積は1.00ｍ×1.00ｍ＝1.000ｍ2とする。

薬液注入本数　　　 (Ｐ) 7 本

１本当り薬液注入量（Ｑs） 1.118 KL/本

１本当り薬液注入量をリットルに換算する。 1,118 

２．１本当り施工時間

１本当り施工時間（Ｔs） Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4＝ 115.80 分

機械準備時間　　（Ｔ1） 14.00 分

削孔時間　　　　（Ｔ2） 26.80 分

土 質 削 孔 長 削孔単位時間 削孔時間

Ｌ γi Ｌ×γi

粘 性 土 0.000 4.0 0.00

砂 質 土 5.359 5.0 26.80

砂 礫 土 0.000 8.0 0.00

合 計 5.359 26.80

注入時間　　　　（Ｔ3） 69.88 分

5.12 分

３．１日当り施工本数 ４．施工日数

Ｎ＝ (60×6.3)÷Ｔｓ×２セット Ｍ＝ 注入本数Ｐ÷日当たり施工本数Ｎ

＝ ×２セット ＝ 7 本 ÷ 6.5

＝ 6.5 本／日 ＝ 1.1 日

土被り引抜時間　（Ｔ4）　(Ｌ－ )×2 ＝(5.359－2.800)×2 ＝

土被り長（ｍ）＝削孔長の合計（Ｌ）－注入高さ（ l ）（H.30白本）

(60×6.3)÷115.80

（単位時間当り注入量：複相方式 ｑ＝16 l/min）（H.30白本）

R1-Bor.5

間隙率（ρ）×注入充填率（α）による注入率はH.25白本より引用。

Ｖ÷Ｐ ＝ 　7.825÷7　　＝

1.118÷1,000　＝

機械移動・機械据付及び注入後の器具洗浄時間（H.30白本）

Σ[(各土質毎の削孔長Ｌ）×各土質毎の削孔の単位時間γi）]（H.30白本）

Ｑs÷ｑ＝1,118÷16＝



二重管ストレーナ単相式薬液注入工計算書

１．薬液注入量の算出

立坑番号 No.40

注入位置 坑口(下流) 使用する土質データ より

溶 液 型 注 入 幅 注 入 延 長 注 入 面 積 土 質 Ｎ 値 注 入 率 注 入 高 さ 注 入 量

Ｗ Ｌ' Ａ＝Ｗ・Ｌ' ｍ＝ρα（％） 　（ｍ） Ｖ＝Ａ･ｍ･

2.30 3.00 6.900  0～ 4 28.0 0.000 0.000

粘 性 土  4～ 8 24.0 0.000 0.000

 8～15 0.000 0.000

 0～10 40.5 0.000 0.000

砂 質 土 10～30 40.5 2.800 7.825

30以上 31.5 0.000 0.000

10～30 36.0 0.000 0.000

礫 質 土 30～50 36.0 0.000 0.000

50以上 31.5 0.000 0.000

合 計 2.800 7.825

＝

１式当り注入量

１本当りの薬液注入面積 Ａ’　 ＝ 1.000 ｍ
2

打設間隔1.0ｍ（H.27白本）より、注入面積は1.00ｍ×1.00ｍ＝1.000ｍ2とする。

薬液注入本数　　　 (Ｐ) 7 本

１本当り薬液注入量（Ｑs） 1.118 KL/本

１本当り薬液注入量をリットルに換算する。 1,118 

２．１本当り施工時間

１本当り施工時間（Ｔs） Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4＝ 115.94 分

機械準備時間　　（Ｔ1） 14.00 分

削孔時間　　　　（Ｔ2） 26.90 分

土 質 削 孔 長 削孔単位時間 削孔時間

Ｌ γi Ｌ×γi

粘 性 土 0.000 4.0 0.00

砂 質 土 5.379 5.0 26.90

砂 礫 土 0.000 8.0 0.00

合 計 5.379 26.90

注入時間　　　　（Ｔ3） 69.88 分

5.16 分

３．１日当り施工本数 ４．施工日数

Ｎ＝ (60×6.3)÷Ｔｓ×２セット Ｍ＝ 注入本数Ｐ÷日当たり施工本数Ｎ

＝ ×２セット ＝ 7 本 ÷ 6.5

＝ 6.5 本／日 ＝ 1.1 日

土被り引抜時間　（Ｔ4）　(Ｌ－ )×2 ＝(5.379－2.800)×2 ＝

土被り長（ｍ）＝削孔長の合計（Ｌ）－注入高さ（ l ）（H.30白本）

(60×6.3)÷115.94

（単位時間当り注入量：複相方式 ｑ＝16 l/min）（H.30白本）

R1-Bor.5

間隙率（ρ）×注入充填率（α）による注入率はH.25白本より引用。

Ｖ÷Ｐ ＝ 　7.825÷7　　＝

1.118÷1,000　＝

機械移動・機械据付及び注入後の器具洗浄時間（H.30白本）

Σ[(各土質毎の削孔長Ｌ）×各土質毎の削孔の単位時間γi）]（H.30白本）

Ｑs÷ｑ＝1,118÷16＝



二重管ストレーナ単相式薬液注入工計算書

１．薬液注入量の算出

立坑番号 No.41

注入位置 坑口(上流) 使用する土質データ より

溶 液 型 注 入 幅 注 入 延 長 注 入 面 積 土 質 Ｎ 値 注 入 率 注 入 高 さ 注 入 量

Ｗ Ｌ' Ａ＝Ｗ・Ｌ' ｍ＝ρα（％） 　（ｍ） Ｖ＝Ａ･ｍ･

2.30 2.00 4.600  0～ 4 28.0 0.000 0.000

粘 性 土  4～ 8 24.0 0.000 0.000

 8～15 0.000 0.000

 0～10 40.5 0.000 0.000

砂 質 土 10～30 40.5 2.800 5.216

30以上 31.5 0.000 0.000

10～30 36.0 0.000 0.000

礫 質 土 30～50 36.0 0.000 0.000

50以上 31.5 0.000 0.000

合 計 2.800 5.216

＝

１式当り注入量

１本当りの薬液注入面積 Ａ’　 ＝ 1.000 ｍ
2

打設間隔1.0ｍ（H.27白本）より、注入面積は1.00ｍ×1.00ｍ＝1.000ｍ2とする。

薬液注入本数　　　 (Ｐ) 5 本

１本当り薬液注入量（Ｑs） 1.043 KL/本

１本当り薬液注入量をリットルに換算する。 1,043 

２．１本当り施工時間

１本当り施工時間（Ｔs） Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4＝ 114.64 分

機械準備時間　　（Ｔ1） 14.00 分

削孔時間　　　　（Ｔ2） 29.32 分

土 質 削 孔 長 削孔単位時間 削孔時間

Ｌ γi Ｌ×γi

粘 性 土 0.000 4.0 0.00

砂 質 土 5.863 5.0 29.32

砂 礫 土 0.000 8.0 0.00

合 計 5.863 29.32

注入時間　　　　（Ｔ3） 65.19 分

6.13 分

３．１日当り施工本数 ４．施工日数

Ｎ＝ (60×6.3)÷Ｔｓ×２セット Ｍ＝ 注入本数Ｐ÷日当たり施工本数Ｎ

＝ ×２セット ＝ 5 本 ÷ 6.6

＝ 6.6 本／日 ＝ 0.8 日

土被り引抜時間　（Ｔ4）　(Ｌ－ )×2 ＝(5.863－2.800)×2 ＝

土被り長（ｍ）＝削孔長の合計（Ｌ）－注入高さ（ l ）（H.30白本）

(60×6.3)÷114.64

（単位時間当り注入量：複相方式 ｑ＝16 l/min）（H.30白本）

R1-Bor.5

間隙率（ρ）×注入充填率（α）による注入率はH.25白本より引用。

Ｖ÷Ｐ ＝ 　5.216÷5　　＝

1.043÷1,000　＝

機械移動・機械据付及び注入後の器具洗浄時間（H.30白本）

Σ[(各土質毎の削孔長Ｌ）×各土質毎の削孔の単位時間γi）]（H.30白本）

Ｑs÷ｑ＝1,043÷16＝



二重管ストレーナ単相式薬液注入工計算書

１．薬液注入量の算出

立坑番号 No.41

注入位置 坑口(下流) 使用する土質データ より

溶 液 型 注 入 幅 注 入 延 長 注 入 面 積 土 質 Ｎ 値 注 入 率 注 入 高 さ 注 入 量

Ｗ Ｌ' Ａ＝Ｗ・Ｌ' ｍ＝ρα（％） 　（ｍ） Ｖ＝Ａ･ｍ･

2.30 2.00 4.600  0～ 4 28.0 0.000 0.000

粘 性 土  4～ 8 24.0 0.000 0.000

 8～15 0.000 0.000

 0～10 40.5 0.000 0.000

砂 質 土 10～30 40.5 2.800 5.216

30以上 31.5 0.000 0.000

10～30 36.0 0.000 0.000

礫 質 土 30～50 36.0 0.000 0.000

50以上 31.5 0.000 0.000

合 計 2.800 5.216

＝

１式当り注入量

１本当りの薬液注入面積 Ａ’　 ＝ 1.000 ｍ
2

打設間隔1.0ｍ（H.27白本）より、注入面積は1.00ｍ×1.00ｍ＝1.000ｍ2とする。

薬液注入本数　　　 (Ｐ) 5 本

１本当り薬液注入量（Ｑs） 1.043 KL/本

１本当り薬液注入量をリットルに換算する。 1,043 

２．１本当り施工時間

１本当り施工時間（Ｔs） Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4＝ 114.99 分

機械準備時間　　（Ｔ1） 14.00 分

削孔時間　　　　（Ｔ2） 29.57 分

土 質 削 孔 長 削孔単位時間 削孔時間

Ｌ γi Ｌ×γi

粘 性 土 0.000 4.0 0.00

砂 質 土 5.913 5.0 29.57

砂 礫 土 0.000 8.0 0.00

合 計 5.913 29.57

注入時間　　　　（Ｔ3） 65.19 分

6.23 分

３．１日当り施工本数 ４．施工日数

Ｎ＝ (60×6.3)÷Ｔｓ×２セット Ｍ＝ 注入本数Ｐ÷日当たり施工本数Ｎ

＝ ×２セット ＝ 5 本 ÷ 6.6

＝ 6.6 本／日 ＝ 0.8 日

土被り引抜時間　（Ｔ4）　(Ｌ－ )×2 ＝(5.913－2.800)×2 ＝

土被り長（ｍ）＝削孔長の合計（Ｌ）－注入高さ（ l ）（H.30白本）

(60×6.3)÷114.99

（単位時間当り注入量：複相方式 ｑ＝16 l/min）（H.30白本）

R1-Bor.5

間隙率（ρ）×注入充填率（α）による注入率はH.25白本より引用。

Ｖ÷Ｐ ＝ 　5.216÷5　　＝

1.043÷1,000　＝

機械移動・機械据付及び注入後の器具洗浄時間（H.30白本）

Σ[(各土質毎の削孔長Ｌ）×各土質毎の削孔の単位時間γi）]（H.30白本）

Ｑs÷ｑ＝1,043÷16＝



二重管ストレーナ単相式薬液注入工計算書

１．薬液注入量の算出

立坑番号 No.42

注入位置 坑口(上流) 使用する土質データ より

溶 液 型 注 入 幅 注 入 延 長 注 入 面 積 土 質 Ｎ 値 注 入 率 注 入 高 さ 注 入 量

Ｗ Ｌ' Ａ＝Ｗ・Ｌ' ｍ＝ρα（％） 　（ｍ） Ｖ＝Ａ･ｍ･

2.30 3.00 6.900  0～ 4 28.0 0.000 0.000

粘 性 土  4～ 8 24.0 0.000 0.000

 8～15 0.000 0.000

 0～10 40.5 0.000 0.000

砂 質 土 10～30 40.5 2.800 7.825

30以上 31.5 0.000 0.000

10～30 36.0 0.000 0.000

礫 質 土 30～50 36.0 0.000 0.000

50以上 31.5 0.000 0.000

合 計 2.800 7.825

＝

１式当り注入量

１本当りの薬液注入面積 Ａ’　 ＝ 1.000 ｍ
2

打設間隔1.0ｍ（H.27白本）より、注入面積は1.00ｍ×1.00ｍ＝1.000ｍ2とする。

薬液注入本数　　　 (Ｐ) 7 本

１本当り薬液注入量（Ｑs） 1.118 KL/本

１本当り薬液注入量をリットルに換算する。 1,118 

２．１本当り施工時間

１本当り施工時間（Ｔs） Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4＝ 123.30 分

機械準備時間　　（Ｔ1） 14.00 分

削孔時間　　　　（Ｔ2） 32.16 分

土 質 削 孔 長 削孔単位時間 削孔時間

Ｌ γi Ｌ×γi

粘 性 土 0.000 4.0 0.00

砂 質 土 6.432 5.0 32.16

砂 礫 土 0.000 8.0 0.00

合 計 6.432 32.16

注入時間　　　　（Ｔ3） 69.88 分

7.26 分

３．１日当り施工本数 ４．施工日数

Ｎ＝ (60×6.3)÷Ｔｓ×２セット Ｍ＝ 注入本数Ｐ÷日当たり施工本数Ｎ

＝ ×２セット ＝ 7 本 ÷ 6.1

＝ 6.1 本／日 ＝ 1.1 日

土被り引抜時間　（Ｔ4）　(Ｌ－ )×2 ＝(6.432－2.800)×2 ＝

土被り長（ｍ）＝削孔長の合計（Ｌ）－注入高さ（ l ）（H.30白本）

(60×6.3)÷123.30

（単位時間当り注入量：複相方式 ｑ＝16 l/min）（H.30白本）

R1-Bor.5

間隙率（ρ）×注入充填率（α）による注入率はH.25白本より引用。

Ｖ÷Ｐ ＝ 　7.825÷7　　＝

1.118÷1,000　＝

機械移動・機械据付及び注入後の器具洗浄時間（H.30白本）

Σ[(各土質毎の削孔長Ｌ）×各土質毎の削孔の単位時間γi）]（H.30白本）

Ｑs÷ｑ＝1,118÷16＝



二重管ストレーナ単相式薬液注入工計算書

１．薬液注入量の算出

立坑番号 No.42

注入位置 坑口(下流) 使用する土質データ より

溶 液 型 注 入 幅 注 入 延 長 注 入 面 積 土 質 Ｎ 値 注 入 率 注 入 高 さ 注 入 量

Ｗ Ｌ' Ａ＝Ｗ・Ｌ' ｍ＝ρα（％） 　（ｍ） Ｖ＝Ａ･ｍ･

2.30 3.00 6.900  0～ 4 28.0 0.000 0.000

粘 性 土  4～ 8 24.0 0.000 0.000

 8～15 0.000 0.000

 0～10 40.5 0.000 0.000

砂 質 土 10～30 40.5 2.800 7.825

30以上 31.5 0.000 0.000

10～30 36.0 0.000 0.000

礫 質 土 30～50 36.0 0.000 0.000

50以上 31.5 0.000 0.000

合 計 2.800 7.825

＝

１式当り注入量

１本当りの薬液注入面積 Ａ’　 ＝ 1.000 ｍ
2

打設間隔1.0ｍ（H.27白本）より、注入面積は1.00ｍ×1.00ｍ＝1.000ｍ2とする。

薬液注入本数　　　 (Ｐ) 7 本

１本当り薬液注入量（Ｑs） 1.118 KL/本

１本当り薬液注入量をリットルに換算する。 1,118 

２．１本当り施工時間

１本当り施工時間（Ｔs） Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4＝ 123.44 分

機械準備時間　　（Ｔ1） 14.00 分

削孔時間　　　　（Ｔ2） 32.26 分

土 質 削 孔 長 削孔単位時間 削孔時間

Ｌ γi Ｌ×γi

粘 性 土 0.000 4.0 0.00

砂 質 土 6.452 5.0 32.26

砂 礫 土 0.000 8.0 0.00

合 計 6.452 32.26

注入時間　　　　（Ｔ3） 69.88 分

7.30 分

３．１日当り施工本数 ４．施工日数

Ｎ＝ (60×6.3)÷Ｔｓ×２セット Ｍ＝ 注入本数Ｐ÷日当たり施工本数Ｎ

＝ ×２セット ＝ 7 本 ÷ 6.1

＝ 6.1 本／日 ＝ 1.1 日

土被り引抜時間　（Ｔ4）　(Ｌ－ )×2 ＝(6.452－2.800)×2 ＝

土被り長（ｍ）＝削孔長の合計（Ｌ）－注入高さ（ l ）（H.30白本）

(60×6.3)÷123.44

（単位時間当り注入量：複相方式 ｑ＝16 l/min）（H.30白本）

R1-Bor.5

間隙率（ρ）×注入充填率（α）による注入率はH.25白本より引用。

Ｖ÷Ｐ ＝ 　7.825÷7　　＝

1.118÷1,000　＝

機械移動・機械据付及び注入後の器具洗浄時間（H.30白本）

Σ[(各土質毎の削孔長Ｌ）×各土質毎の削孔の単位時間γi）]（H.30白本）

Ｑs÷ｑ＝1,118÷16＝



二重管ストレーナ単相式薬液注入工計算書

１．薬液注入量の算出

立坑番号 No.11-6

注入位置 坑口(上流) 使用する土質データ より

溶 液 型 注 入 幅 注 入 延 長 注 入 面 積 土 質 Ｎ 値 注 入 率 注 入 高 さ 注 入 量

Ｗ Ｌ' Ａ＝Ｗ・Ｌ' ｍ＝ρα（％） 　（ｍ） Ｖ＝Ａ･ｍ･

2.30 2.00 4.600  0～ 4 28.0 0.000 0.000

粘 性 土  4～ 8 24.0 0.000 0.000

 8～15 0.000 0.000

 0～10 40.5 0.000 0.000

砂 質 土 10～30 40.5 2.800 5.216

30以上 31.5 0.000 0.000

10～30 36.0 0.000 0.000

礫 質 土 30～50 36.0 0.000 0.000

50以上 31.5 0.000 0.000

合 計 2.800 5.216

＝

１式当り注入量

１本当りの薬液注入面積 Ａ’　 ＝ 1.000 ｍ
2

打設間隔1.0ｍ（H.27白本）より、注入面積は1.00ｍ×1.00ｍ＝1.000ｍ2とする。

薬液注入本数　　　 (Ｐ) 5 本

１本当り薬液注入量（Ｑs） 1.043 KL/本

１本当り薬液注入量をリットルに換算する。 1,043 

２．１本当り施工時間

１本当り施工時間（Ｔs） Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4＝ 120.42 分

機械準備時間　　（Ｔ1） 14.00 分

削孔時間　　　　（Ｔ2） 33.45 分

土 質 削 孔 長 削孔単位時間 削孔時間

Ｌ γi Ｌ×γi

粘 性 土 0.000 4.0 0.00

砂 質 土 6.690 5.0 33.45

砂 礫 土 0.000 8.0 0.00

合 計 6.690 33.45

注入時間　　　　（Ｔ3） 65.19 分

7.78 分

３．１日当り施工本数 ４．施工日数

Ｎ＝ (60×6.3)÷Ｔｓ×２セット Ｍ＝ 注入本数Ｐ÷日当たり施工本数Ｎ

＝ ×２セット ＝ 5 本 ÷ 6.3

＝ 6.3 本／日 ＝ 0.8 日

土被り引抜時間　（Ｔ4）　(Ｌ－ )×2 ＝(6.690－2.800)×2 ＝

土被り長（ｍ）＝削孔長の合計（Ｌ）－注入高さ（ l ）（H.30白本）

(60×6.3)÷120.42

（単位時間当り注入量：複相方式 ｑ＝16 l/min）（H.30白本）

R1-Bor.5

間隙率（ρ）×注入充填率（α）による注入率はH.25白本より引用。

Ｖ÷Ｐ ＝ 　5.216÷5　　＝

1.043÷1,000　＝

機械移動・機械据付及び注入後の器具洗浄時間（H.30白本）

Σ[(各土質毎の削孔長Ｌ）×各土質毎の削孔の単位時間γi）]（H.30白本）

Ｑs÷ｑ＝1,043÷16＝



マ ン ホ ー ル 工



名　　　称 細目 No.29 No.30 No.37 No.40 No.11-6 調整Co 内副管 摘要

組立1号マンホール マンホール深 3.621 3.726 4.335 4.371 4 箇所 （平均）4.013ｍ

人孔鉄蓋 T-14 組

T-14(除雪) 1 1 1 1 4 組

T-25 組

T-25(除雪) 組

調整金具 0～25mm 1 1 2 個

25～45mm 1 1 2 個

調整リング ｈ＝0.050ｍ 1 1 2 個

ｈ＝0.100ｍ 個

ｈ＝0.150ｍ 1 1 2 個

斜壁ブロック φ900～φ600　H-0.300m 1 1 2 個

φ900～φ600　H-0.450m 1 1 個

φ900～φ600　H-0.600m 1 1 個

踊り場直壁 φ900　ｈ＝0.600ｍ 個

FRP中間スラブ φ900 後付用タイプ 個

直壁ブロック φ900　ｈ＝0.300ｍ 1 1 個

φ900　ｈ＝0.600ｍ 個

φ900　ｈ＝0.900ｍ 個

φ900　ｈ＝1.200ｍ 個

φ900　ｈ＝1.500ｍ 1 1 2 個

φ900　ｈ＝1.800ｍ 1 1 2 個

管取付壁 φ900　ｈ＝0.600ｍ 個

φ900　ｈ＝0.900ｍ 個

φ900　ｈ＝1.200ｍ 個

φ900　ｈ＝1.500ｍ 個

φ900　ｈ＝1.800ｍ 1 1 1 1 4 個

底版ブロック 1号組立用 1 1 1 1 4 個

削孔 200mm 1 1 1 1 1 5 箇所

150mm 1 1 1 3 箇所

100mm 箇所

（底部工）組立1号用 インバートのみ 1 1 1 1 1 5 箇所

インバート無し 箇所

（調整ｺﾝｸﾘｰﾄ工）

コンクリート 無 筋(18N/mm2) 1.41 1.41 ｍ3

副管設置工 H＜1.0 箇所

1.0≦H＜1.5 箇所

1.5≦H＜2.0 箇所

2.0≦H＜2.5 1 1 箇所

2.5≦H＜3.0 1 1 箇所

合計

組立1号マンホール設置工　数　量　集　計　表



数量計算書

　組立１号マンホール 基幹事業

流入管 副管

60 90 120 150 180 30 60 90 120 150 180 30 45 60 5 10 15 25 45

m m ㎜ m ㎜ ㎜ 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 ㎜ 個 個 枚 枚 枚 枚 枚

200 1 ↓
61 No.29 2.45 3.621 200 -1.171 ◎
ghs ↓ 1 1 1 1 1 21 1 1 1

200 1 ↓
61 No.30 2.49 3.726 200 -1.236 150 1 ◎
ghs ↓ ↑ 1 1 1 1 1 26 1 1 1

200 1 ↓ ↓
61 No.37 2.64 4.335 200 -1.695 150 1 ◎
gha' ↓ 1 1 1 1 1 35 1 1 1

200 1 ↓
59 No.40 2.37 4.371 200 -2.001 150 1 ◎
ba ↓ ↑ 1 1 1 1 1 1 21 1 1 1

200 1 ↓
s6' No.11-6 200 -2.432 ◎

↓ 1

箇所 平均深
合計 2
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名　　　称 細目 No.18 No.27 No.28 No.35 No.36 No.38 No.39 No.41 No.42 調整Co 内副管 摘要

組立2号マンホール マンホール深 3.632 3.632 3.662 4.212 4.840 4.155 4.225 4.905 5.444 9 箇所 （平均）4.301ｍ

人孔鉄蓋 T-14 組

T-14(除雪) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9 組

T-25 組

T-25(除雪) 組

調整金具 0～25mm 1 1 個

25～45mm 1 1 1 1 1 1 1 1 8 個

調整リング ｈ＝0.050ｍ 1 1 個

ｈ＝0.100ｍ 1 1 1 1 1 1 6 個

ｈ＝0.150ｍ 1 1 2 個

斜壁ブロック φ1200～φ600　H-0.300m 1 1 1 1 1 1 1 1 8 個

φ1200～φ600　H-0.450m 1 1 個

φ1200～φ600　H-0.600m 個

踊り場直壁 φ1200　ｈ＝0.600ｍ 個

FRP中間スラブ φ1200 後付用タイプ 1 1 個

直壁ブロック φ1200　ｈ＝0.900ｍ 個

φ1200　ｈ＝1.200ｍ 1 1 2 個

φ1200　ｈ＝1.500ｍ 1 1 1 3 個

φ1200　ｈ＝1.800ｍ 1 1 1 3 個

φ1200　ｈ＝2.100ｍ 1 1 個

管取付壁 φ1200　ｈ＝0.900ｍ(深型) 1 1 1 3 個

φ1200　ｈ＝1.500ｍ 1 1 2 個

φ1200　ｈ＝1.800ｍ 1 1 2 個

φ1200　ｈ＝2.100ｍ 1 1 個

φ1200　ｈ＝2.400ｍ 1 1 1 1 4 個

底版ブロック 2号組立用 1 1 1 1 1 1 6 個

2号組立用（深型） 1 1 1 3 個

削孔 200mm 1 2 1 1 1 2 1 1 1 11 箇所

150mm 1 1 2 3 1 1 1 1 11 箇所

100mm 1 1 箇所

（底部工）組立2号用 インバートのみ 1 1 1 1 1 1 1 1 8 箇所

インバート無し 1 1 箇所

（調整ｺﾝｸﾘｰﾄ工）

コンクリート 無 筋(18N/mm2) 0.75 0.75 ｍ3

副管設置工 H＜1.0 箇所

1.0≦H＜1.5 箇所

1.5≦H＜2.0 2 2 箇所

2.0≦H＜2.5 6 6 箇所

2.5≦H＜3.0 5 5 箇所

3.0≦H＜3.5 1 1 箇所

組立2号マンホール設置工　数　量　集　計　表

合計



数量計算書

　組立２号マンホール 基幹事業

流入管 副管

90 150 180 210 240 90 120 150 180 210 30 45 60 5 10 15 25 45

m m ㎜ m ㎜ ㎜ 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 ㎜ 個 個 枚 枚 枚 枚 枚

150 1
61 No.18 2.83 3.632 200 -0.802 200 1 → ◎ ←
ghn ↓ 1 1 1 1 1 32 1 1

200 1 ↓ ↓
61 No.27 2.70 3.632 200 -0.932 200 1 ◎ ←
ghq 150 1 ↓ 1 1 1 1 1 32 1 1 1

200 1
150 1 ↓ ↓

61 No.28 2.61 3.662 200 -1.052 150 1 ◎ ←
ghr 100 1 ↓ ↑ 1 1 1 1 1 62 1 1 1

200 1
150 1 ↓ ↓

61 No.35 2.82 4.212 200 -1.392 150 1 → ◎
ght 150 1 ↓ ↑ 1 1 1 1 1 62 1 1 1

200 1 ↓
61 No.36 3.28 4.840 200 -1.560 ◎
gha' ↓ 1 1 1 1 1 1 40 1 1 1

200 1 ↓ ↓
61 No.38 2.35 4.155 200 -1.805 150 1 ◎ ←
je' 200 1 ↓ 1 1 1 1 1 55 1 1 1

200 1 ↓
61 No.39 2.35 4.225 200 -1.875 150 1 ◎
jea ↓ ↑ 1 1 1 1 1 25 1 1 1

200 1 ↓
59 No.41 2.75 4.905 200 -2.155 150 1 ◎
b ↓ ↑ 1 1 1 1 1 1 55 1 1 1

200 1 ↓
59 No.42 3.13 5.444 200 -2.314 150 1 ◎
c ↓ ↑ 1 1 1 1 1 1 44 1 1 1 1

箇所 平均深
合計 3

9 4.301 6 1 11 11 6 3 3 2 2 1 4 2 3 3 1 8 1 1 6 2 1 8 9 8 1

路
線
番
号

マ
ン
ホ
ー
ル
番
号

地
盤
高

マ
ン
ホ
ー
ル
深

流出管 底部工

中
間
ス
ラ
ブ

管
径

管
底
高

管
径

管
径

1
0
0

削孔

1
5
0

2
0
0

基
礎
砕
石

標
準

イ
ン
バ
ー
ト

T
1
4

(

除
雪

)

底
版

(

深
型

)

箇所

調整
金具

T
1
4

T
2
5

T
2
5

(

除
雪

)

底
版

躯体ブロック 直　壁 斜壁 調整リング 調
整
高

角
度
の
概
略

ブロック 蓋及び受枠



　調整コンクリート

【1号マンホール】

No.29

調整コンクリート コンクリート π/4*2.00^2*0.15 ｍ3 0.47

No.37

調整コンクリート コンクリート π/4*2.00^2*0.15 ｍ3 0.47

No.40

調整コンクリート コンクリート π/4*2.00^2*0.15 ｍ3 0.47

計 ｍ3 1.41

【2号マンホール】

No.27

調整コンクリート コンクリート π/4*2.00^2*0.08 ｍ3 0.25

No.35

調整コンクリート コンクリート π/4*2.00^2*0.08 ｍ3 0.25

No.42

調整コンクリート コンクリート π/4*2.00^2*0.08 ｍ3 0.25

計 ｍ3 0.75

名　　称 種　　別 算　　　　　　式 単位 数量



数量集計表

　内副管(φ150mm-100mm) 基幹事業

マンホール
路線 ﾏﾝﾎｰﾙ 本管径 副管径 落差 内副管継手 ＰＥ直管 90°曲管 固定金具 削孔
番号 番　号 φ150-100 φ100 φ100 φ100 φ150

mm mm ｍ 個 本 個 個 箇所

61
ghna' No.18 150 100 2.072 1 0.4 1 2 2号マンホール
61

ghｑa No.27 150 100 2.355 1 0.5 1 2 2号マンホール
61ghｑ

s1 No.28 150 100 2.105 1 0.4 2 2号マンホール
61ghｒ

s1 No.28 150 100 1.987 1 0.4 2 2号マンホール

取付管 No.28 100 100 2.252 0.4 2 2 2号マンホール

61ｇｈｓ
s2 No.35 150 100 2.616 1 0.5 2 2号マンホール

61ｇｈｔ
s1 No.35 150 100 2.714 1 0.6 2 2号マンホール
61

ｇｈta No.35 150 100 2.782 1 0.6 1 2 2号マンホール
61gha'

s1 No.37 150 100 2.797 1 0.6 2 1号マンホール
61gha'

s2 No.38 150 100 2.769 1 0.6 2 2号マンホール
61jea

s1 No.39 150 100 2.393 1 0.5 2 2号マンホール
59ba
s1 No.40 150 100 2.436 1 0.5 2 2号マンホール
59b
s1 No.41 150 100 2.959 1 0.6 2 2号マンホール
59c
s1 No.42 150 100 3.406 1 0.7 2 2号マンホール

箇所 平均
合計 14 2.546 13 7.3 5 28

管材料

摘要



数量計算書

　内副管(φ150mm-100mm) 基幹事業

ﾏﾝﾎｰﾙ番号 No.18 直管長= 1.704 ㎜ 落差= 2.072 m

名称 種別 計算式 単位 数量
貼付型

内副管継手 φ150×100 個 1

2.072-0.088-0.1 = 1.704
ＰＥ直管 φ100　L=4m 1.704/4.0 本 0.40

90°曲管 φ100 個 1

固定金具 φ100用 個 2

ﾏﾝﾎｰﾙ
削孔 φ150 箇所

直管控除
支管　ℓ 0.088
曲管　z 0.180
段差 0.100



数量計算書

　内副管(φ150mm-100mm) 基幹事業

ﾏﾝﾎｰﾙ番号 No.27 直管長= 1.987 ㎜ 落差= 2.355 m

名称 種別 計算式 単位 数量
貼付型

内副管継手 φ150×100 個 1

2.355-0.088-0.1 = 1.987
ＰＥ直管 φ100　L=4m 1.987/4.0 本 0.50

90°曲管 φ100 個 1

固定金具 φ100用 個 2

ﾏﾝﾎｰﾙ
削孔 φ150 箇所

直管控除
支管　ℓ 0.088
曲管　z 0.180
段差 0.100



数量計算書

　内副管(φ150mm-100mm) 基幹事業

ﾏﾝﾎｰﾙ番号 No.28 直管長= 1.667 ㎜ 落差= 2.105 m

名称 種別 計算式 単位 数量
貼付型

内副管継手 φ150×100 個 1

2.105-0.088-0.35 = 1.667
ＰＥ直管 φ100　L=4m 1.667/4.0 本 0.40

90°曲管 φ100 個

固定金具 φ100用 個 2

ﾏﾝﾎｰﾙ
削孔 φ150 箇所

直管控除
支管　ℓ 0.088
曲管　z
段差 0.350



数量計算書

　内副管(φ150mm-100mm) 基幹事業

ﾏﾝﾎｰﾙ番号 No.28 直管長= 1.549 ㎜ 落差= 1.987 m

名称 種別 計算式 単位 数量
貼付型

内副管継手 φ150×100 個 1

1.987-0.088-0.35 = 1.549
ＰＥ直管 φ100　L=4m 1.549/4.0 本 0.40

90°曲管 φ100 個

固定金具 φ100用 個 2

ﾏﾝﾎｰﾙ
削孔 φ150 箇所

直管控除
支管　ℓ 0.088
曲管　z
段差 0.350



数量計算書

　内副管(φ100mm-100mm) 基幹事業

ﾏﾝﾎｰﾙ番号 No.28 直管長= 1.792 ㎜ 落差= 2.252 m

名称 種別 計算式 単位 数量
貼付型

内副管継手 φ150×100 個

2.252-0.18-0.1 = 1.792
ＰＥ直管 φ100　L=4m 1.792/4.0 本 0.40

90°曲管 φ100 個 2

固定金具 φ100用 個 2

ﾏﾝﾎｰﾙ
削孔 φ150 箇所

直管控除
曲管　z 0.180
曲管　z 0.180
段差 0.100



数量計算書

　内副管(φ150mm-100mm) 基幹事業

ﾏﾝﾎｰﾙ番号 No.35 直管長= 2.178 ㎜ 落差= 2.616 m

名称 種別 計算式 単位 数量
貼付型

内副管継手 φ150×100 個 1

2.616-0.088-0.35 = 2.178
ＰＥ直管 φ100　L=4m 2.178/4.0 本 0.50

90°曲管 φ100 個

固定金具 φ100用 個 2

ﾏﾝﾎｰﾙ
削孔 φ150 箇所

直管控除
支管　ℓ 0.088
曲管　z
段差 0.350



数量計算書

　内副管(φ150mm-100mm) 基幹事業

ﾏﾝﾎｰﾙ番号 No.35 直管長= 2.276 ㎜ 落差= 2.714 m

名称 種別 計算式 単位 数量
貼付型

内副管継手 φ150×100 個 1

2.714-0.088-0.35 = 2.276
ＰＥ直管 φ100　L=4m 2.276/4.0 本 0.60

90°曲管 φ100 個

固定金具 φ100用 個 2

ﾏﾝﾎｰﾙ
削孔 φ150 箇所

直管控除
支管　ℓ 0.088
曲管　z
段差 0.350



数量計算書

　内副管(φ150mm-100mm) 基幹事業

ﾏﾝﾎｰﾙ番号 No.35 直管長= 2.414 ㎜ 落差= 2.782 m

名称 種別 計算式 単位 数量
貼付型

内副管継手 φ150×100 個 1

2.782-0.088-0.1 = 2.414
ＰＥ直管 φ100　L=4m 2.414/4.0 本 0.60

90°曲管 φ100 個 1

固定金具 φ100用 個 2

ﾏﾝﾎｰﾙ
削孔 φ150 箇所

直管控除
支管　ℓ 0.088
曲管　z 0.180
段差 0.100



数量計算書

　内副管(φ150mm-100mm) 基幹事業

ﾏﾝﾎｰﾙ番号 No.37 直管長= 2.359 ㎜ 落差= 2.797 m

名称 種別 計算式 単位 数量
貼付型

内副管継手 φ150×100 個 1

2.797-0.088-0.35 = 2.359
ＰＥ直管 φ100　L=4m 2.359/4.0 本 0.60

90°曲管 φ100 個

固定金具 φ100用 個 2

ﾏﾝﾎｰﾙ
削孔 φ150 箇所

直管控除
支管　ℓ 0.088
曲管　z
段差 0.350



数量計算書

　内副管(φ150mm-100mm) 基幹事業

ﾏﾝﾎｰﾙ番号 No.38 直管長= 2.331 ㎜ 落差= 2.769 m

名称 種別 計算式 単位 数量
貼付型

内副管継手 φ150×100 個 1

2.769-0.088-0.35 = 2.331
ＰＥ直管 φ100　L=4m 2.331/4.0 本 0.60

90°曲管 φ100 個

固定金具 φ100用 個 2

ﾏﾝﾎｰﾙ
削孔 φ150 箇所

直管控除
支管　ℓ 0.088
曲管　z
段差 0.350



数量計算書

　内副管(φ150mm-100mm) 基幹事業

ﾏﾝﾎｰﾙ番号 No.39 直管長= 1.955 ㎜ 落差= 2.393 m

名称 種別 計算式 単位 数量
貼付型

内副管継手 φ150×100 個 1

2.393-0.088-0.35 = 1.955
ＰＥ直管 φ100　L=4m 1.955/4.0 本 0.50

90°曲管 φ100 個

固定金具 φ100用 個 2

ﾏﾝﾎｰﾙ
削孔 φ150 箇所

直管控除
支管　ℓ 0.088
曲管　z
段差 0.350



数量計算書

　内副管(φ150mm-100mm) 基幹事業

ﾏﾝﾎｰﾙ番号 No.40 直管長= 1.998 ㎜ 落差= 2.436 m

名称 種別 計算式 単位 数量
貼付型

内副管継手 φ150×100 個 1

2.436-0.088-0.35 = 1.998
ＰＥ直管 φ100　L=4m 1.998/4.0 本 0.50

90°曲管 φ100 個

固定金具 φ100用 個 2

ﾏﾝﾎｰﾙ
削孔 φ150 箇所

直管控除
支管　ℓ 0.088
曲管　z
段差 0.350



数量計算書

　内副管(φ150mm-100mm) 基幹事業

ﾏﾝﾎｰﾙ番号 No.41 直管長= 2.521 ㎜ 落差= 2.959 m

名称 種別 計算式 単位 数量
貼付型

内副管継手 φ150×100 個 1

2.959-0.088-0.35 = 2.521
ＰＥ直管 φ100　L=4m 2.521/4.0 本 0.60

90°曲管 φ100 個

固定金具 φ100用 個 2

ﾏﾝﾎｰﾙ
削孔 φ150 箇所

直管控除
支管　ℓ 0.088
曲管　z
段差 0.350



数量計算書

　内副管(φ150mm-100mm) 基幹事業

ﾏﾝﾎｰﾙ番号 No.42 直管長= 2.968 ㎜ 落差= 3.406 m

名称 種別 計算式 単位 数量
貼付型

内副管継手 φ150×100 個 1

3.406-0.088-0.35 = 2.968
ＰＥ直管 φ100　L=4m 2.968/4.0 本 0.70

90°曲管 φ100 個

固定金具 φ100用 個 2

ﾏﾝﾎｰﾙ
削孔 φ150 箇所

直管控除
支管　ℓ 0.088
曲管　z
段差 0.350



数量集計表

　内副管(φ200mm-150mm) 基幹事業

マンホール
路線 ﾏﾝﾎｰﾙ 本管径 副管径 落差 内副管継手 ＰＥ直管 90°曲管 固定金具 削孔
番号 番　号 φ200-150 φ150 φ150 φ150 φ200

mm mm ｍ 個 本 個 個 箇所

61
ghp No.27 200 150 1.938 1 0.4 2 2号マンホール
61
ｊe No.38 200 150 2.316 1 0.4 1 2 2号マンホール

箇所 平均
合計 2 2.127 2 0.8 1 4

管材料

摘要



数量計算書

　内副管(φ200mm-150mm) 基幹事業

ﾏﾝﾎｰﾙ番号 No.27 直管長= 1.578 ㎜ 落差= 1.938 m

名称 種別 計算式 単位 数量
貼付型

内副管継手 φ200×150 個 1

1.938-0.06-0.3 = 1.578
ＰＥ直管 φ150　L=4m 1.578/4.0 本 0.40

90°曲管 φ150 個

固定金具 φ150用 個 2

ﾏﾝﾎｰﾙ
削孔 φ200 箇所

直管控除
支管　ℓ 0.060
曲管　z
段差 0.300



数量計算書

　内副管(φ200mm-150mm) 基幹事業

ﾏﾝﾎｰﾙ番号 №38 直管長= 1.766 ㎜ 落差= 2.316 m

名称 種別 計算式 単位 数量
貼付型

内副管継手 φ200×150 個 1

2.316-0.30-0.08-0.17 = 1.766
ＰＥ直管 φ150　L=4m 1.766/4.0 本 0.40

90°曲管 φ150 個 1

固定バンド φ150用 個 2

ﾏﾝﾎｰﾙ
削孔 φ200 箇所

直管控除
支管　ℓ 0.080
曲管　z 0.170
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立 坑 工



掘削土量 残土運搬 底  盤 スライム 立坑水替工

路線番号 路線番号 立坑番号 (m3) ｺﾝｸﾘｰﾄ 処 分 工 摘　　要
ｸﾗﾑｼｪﾙ コンクリート 砕石 発生土  30N/mm2 (産廃処分) うわ水処理

0.20m3 0.35m3 0.20m3 BH 0.20m3 BH 0.20m3 (m3) (m3) (m3) （箇所）

No.30

両到達 9.1 2.7 0.8 8.3 1.8 0.7 1

9.1 2.7 0.8 8.3 1.8 0.7 1

No.18

片到達 13.0 3.0 0.9 12.0 2.5 1.0 1

No.28

両到達 13.0 3.0 0.9 12.1 2.5 1.0 1

No.36

片到達 16.1 4.2 0.9 15.2 2.5 1.0 1

No.38

通過 14.3 3.5 0.9 13.4 2.5 1.0 1

No.39

両到達 14.5 3.6 0.9 13.6 2.5 1.0 1

No.41

両到達 16.3 5.4 1.1 15.1 2.5 1.0 1

87.2 22.7 5.6 81.4 15.0 6.0 6

No.27

両発進 16.2 4.8 1.4 14.7 3.1 1.2 1

No.29

両発進 16.2 8.3 7.5 3.1 1.2 1

No.35

両発進 18.1 5.7 1.4 16.6 3.1 1.2 1

No.37

両発進 18.5 10.2 7.7 3.1 1.2 1

No.40

両発進 18.6 10.3 7.8 3.1 1.2 1

No.42

両発進 22.1 7.7 1.4 20.6 3.1 1.2 1

109.7 18.2 33.0 74.9 18.6 7.2 6

206.0 43.6 39.4 164.6 35.4 13.9 13

バックホウ

61ghn

φ2000

合　　　計

61ghs

61ght

59c

小　計

61gha'

61jea

61gha'

59ba

鋼製ケーシング式立坑土工数量集計表 

61ghq

先行掘削

(m3)

61ghs

小　計

φ1500

φ1800

埋 戻 し

(m3)

小　計

61ghr

61je'

59b



機  械 機  械 機  械 ｹｰｼﾝｸﾞ ｹｰｼﾝｸﾞ ｹｰｼﾝｸﾞ ｹｰｼﾝｸﾞ 鋼　材

路線番号 路線番号 立坑番号 （先端・中間・ 終） 仮設 設  置 退  避 摘　要

長さ 本数 撤  去 再設置 移設工 引上げ工 撤去工 溶接工 切断長 ｽｸﾗｯﾌﾟ 設置 撤去

 (ｍ)  (本) N≦5 5＜N≦30 N≦30 30＜N≦50 N≦30 30＜N≦50 (箇所) (箇所) (箇所) (ｍ) (箇所) (ｍ) (ｍ) (ｔ) (箇所) (箇所)

No.30

両到達 4.30 1 4.986 1 0.90 1 4.7 8.61 0.481 1 1

4.30 1 4.986 1 0.90 1 4.7 8.61 0.481 1 1

No.18

片到達 4.20 1 4.962 1 0.90 1 5.7 9.25 0.518 1 1

No.28

両到達 4.30 1 4.992 1 0.90 1 5.7 9.53 0.566 1 1

No.36

片到達 5.40 1 6.170 1 1 0.90 1 11.4 9.21 0.509 1 1

No.38

通過 4.80 1 5.485 1 1 0.90 1 11.4 9.55 0.561 1 1

No.39

両到達 4.80 1 5.555 1 1 0.90 1 11.4 9.27 0.515 1 1

No.41

両到達 5.50 1 6.235 1 1 0.90 1 11.4 9.35 0.533 1 1

29.00 6 33.399 6 4 5.40 6 57.0 56.16 3.202 6 6

No.27

両発進 4.30 1 5.042 1 1 0.90 1 6.3 9.96 0.592 1 1

No.29

両発進 4.30 1 5.031 1 1 0.90 1 6.3 10.00 0.586 1 1

No.35

両発進 4.90 1 5.622 1 1 0.90 1 12.6 10.04 0.607 1 1

No.37

両発進 5.00 1 5.745 1 1 0.90 1 12.6 9.94 0.583 1 1

No.40

両発進 5.10 1 5.781 1 1 0.90 1 12.6 10.20 0.622 1 1

No.42

両発進 6.10 1 6.854 1 1 0.90 1 12.6 9.91 0.577 1 1

29.70 6 34.075 6 6 5.40 6 63.0 60.05 3.567 6 6

61gha'

59ba

φ1500

φ1800

ケーシング

61ghn

小　　計

61gha'

61je'

圧入掘削積込(m) 円形覆工板

粘性土 砂質土 礫質土

鋼製ケーシング式立坑土留工数量集計表 

61ghr

61jea

59b

小　　計

φ2000

61ghq

61ghs

61ght

59c

小　　計

61ghs



72.460総　合　計



数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.30 立坑　】　（1/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立坑土留

立坑土留 平　面　図

No.30 機械設置

（ φ1500 ） 撤去工 N ＝ 回 1
φ1.524 機械退避・

再設置工 0 N ＝ 回

圧入掘削完了図 引抜・底スラブ完了図 機械移設工 N ＝ 数量総括表で計上 回

ケーシング N ＝ 箇所 1

溶接工 L ＝ １箇所当たり ｍ (4.7)

底 盤 工
/////// /////// h5 0.026 V ＝ ｍ3 1.80

撤去 1.00

切　断 V ＝ ｍ3 0.70

ボルト接合 ケーシング

引抜き工 L ＝ ｍ 0.90

土留め材

溶接接合 刃  先 N ＝ 個 1

（ 立坑深 － h5 ＋ t3 ）

0 ｹｰｼﾝｸﾞ L ＝ 4.026 － 0.026 ＋ 0.30 ｍ 4.30

× 撤去部

ｽｸﾗｯﾌﾟ W ＝ 0.974 × 0.466

推進管

＋ π/4 × 0.316 2 × 0.0942 × 3

開削

＋ π/4 × 0.265 2 × 0.0942 × 1

開削

＋ π/4 × 2 × × ｔ 0.481

t3 0.30 土留め材

0.70 1.00 損料 L ＝ 2.00 ｍ 式 1.0

ケーシング 撤去部切断延長
/////// 0.20 撤去工 L ＝ 1.500 × π ＋ 0.974 × 4

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ 推進管（鏡切り工に計上）

0.012 φ1.500 0.012 φ1.500 ＋ × π ×

φ1.524 開削

＋( ＋ )× π × ｍ 8.61

ケーシング寸法

呼び径 1500 1800 2000 2000 2500  

厚   さ (mm) 12 12 12 16 19  

１ｍ当り重量 (kg) 466 555 615 818 1206  円形覆工板 N ＝ 箇所 1.0

単位重量 (kg/m2) 94.2 94.2 94.2 126 149  

φ2000(t=16mm)は、立坑深が6.0mを超える場合に適用する。

規　格 数　量

No.30

2
.0

0

ｽｸﾗｯﾌﾟ スライム処分

0.974

仮
設

ｹ
ｰｼ

ﾝ
ｸ
ﾞ

コンクリート

30-18-20

掘
削

深

5
.0

2
6

圧
入

深

5
.2

2
6

ｹ
ｰｼ

ﾝ
ｸ
ﾞ長

4
.3

0
0

終
ｹ

ｰｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

立
坑

深
さ

4
.0

2
6

2
.0

0

呼び径1500

加工,接続費含む

呼び径1500

中
間

ｹ
ｰｼ

ﾝ
ｸ
ﾞ

0
.0

0

先
頭

ｹ
ｰｼ

ﾝ
ｸ
ﾞ

2
.3

0

呼び径1500

引
抜

き
長

0
.9

0

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ

呼び径1500

ｹｰｼﾝｸﾞ

φ1500用



数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.30 立坑　】　（2/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立 坑 土 工 No.30

立坑土工

No.30

（ φ1500 ） 舗 装 面 積

立 坑 面 積 A2 ＝ π/4 × 1.524
2
 ＝ 1.82 ｍ2

As

舗装切断工 t=10cm L ＝ 別途計上 ｍ

φ1.524 As

舗装版破砕 t=10cm ｍ2

舗装版運搬

・処分 V ＝ 別途計上 ｍ3

仮復旧

舗装版破砕 t=3cm A3 ＝ 別途計上 ｍ2

舗装版運搬 仮復旧

・処分 V ＝ 別途計上 ｍ3

RCM-40

(AS) 0.04   /////// 下層路盤工 t=15cm ｍ
2

M-30

上層路盤工 t=10cm ｍ2

再生密粒As

砂質土(N≦30) 表層工 t=5cm ｍ2

再生粗粒As

基層工 t=5cm ｍ2

舗装の為の掘削 V ＝ 別途計上 ｍ3

仮復旧工 t=3cm A3 ＝ 別途計上 ｍ2

圧入掘削

積込工 h2 ＝ 5.026 -( 0.000 - 0.04 )= m

(A2) (h2)

V3 ＝ 1.82 × 4.986 ＝ (9.1) ｍ3

N≦30 h ＝ ｍ 4.986

0.30

1.00 0.70 30<N≦50 h ＝ ｍ

////////// 0.20 N≦5 h ＝ ｍ

底盤コンクリート

5<N≦30 h ＝ ｍ

φ1.524

計 ｍ (4.986)

規　格 数　量

4.986

砂質土

粘性土

立
坑

深

4
.0

2
6

5
.0

2
6

5
.2

2
6

4
.9

8
6

4.986

h2
=

掘
削

深

圧
入

深



数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.30 立坑　】　（3/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立 坑 土 工 No.30

    立坑土工 1500

No.30 埋 戻 工

（ φ1500 ） 埋戻面積 A4＝ π/4 × 1.500
2
 ＝ 1.77 ｍ2

埋戻 バックホウ (A4) (h) (V5)

砂 V4＝ 1.77 × 0.860 － 0.74 ｍ
3 0.8

埋戻控除量

埋戻 人孔躯体 v＝ π／4 × 1.050 2 × 0.860 ＝ 0.74 ｍ3

控 除 計 V5 ＝ 0.74 ｍ3

1 号組立

埋戻断面

//////  ////// (AS) 0.140

  

埋戻 (A4) (h) (V7)

ｺﾝｸﾘｰﾄ V6＝ 1.77 × 3.026 － 2.62 ｍ
3 2.7

埋戻控除量

3.886 埋戻 人孔躯体 v＝ π／4 × 1.050 2 × 3.026 ＝ 2.62 ｍ3

φ1.05 (h3)

控 除 計 V7 ＝ 2.62 ｍ3

///////// V= 4.986 × π/4 × 1.524 ＾2 + 0.00

残土量 - × - 0.8 ÷ 0.95 ｍ3 8.3
0.225 0.225

φ1.500

数　量規　格

1
.0

0

山積0.28 m3

4
.0

2
6

4
.0

2
6

1
.0

0
0

砂

(0
.8

6
0
)

3
.0

2
6

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘｰ

ﾄ

立
坑

深

埋
戻

深

--------- ---------



数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.18 立坑　】　（1/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立坑土留

立坑土留 平　面　図

No.18 機械設置

（ φ1800 ） 撤去工 N ＝ 回 1
φ1.824 機械退避・

再設置工 0 N ＝ 回

圧入掘削完了図 引抜・底スラブ完了図 機械移設工 N ＝ 数量総括表で計上 回

ケーシング N ＝ 箇所 1

溶接工 L ＝ １箇所当たり ｍ (5.7)

底 盤 工
/////// /////// h5 0.102 V ＝ ｍ

3
2.50

撤去 0.898 1.00

切　断 V ＝ ｍ
3

1.00

ボルト接合 ケーシング

引抜き工 L ＝ ｍ 0.90

土留め材

溶接接合 刃  先 N ＝ 個 1

（ 立坑深 － h5 ＋ t3 ）

0 ｹｰｼﾝｸﾞ L ＝ 4.002 － 0.102 ＋ 0.30 ｍ 4.20

× 撤去部

ｽｸﾗｯﾌﾟ W ＝ 0.898 × 0.555

推進管

＋ π/4 × 0.316
2
 × 0.0942 × 1

開削

＋ π/4 × 0.316
2
 × 0.0942 × 1

開削

＋ π/4 × 0.265
2
 × 0.0942 × 1 ｔ 0.518

t3 0.30 土留め材

0.70 1.00 損料 L ＝ 2.00 ｍ 式 1.0

ケーシング 撤去部切断延長
/////// 0.20 撤去工 L ＝ 1.800 × π ＋ 0.898 × 4

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ 推進管（鏡切り工に計上）

0.012 φ1.800 0.012 φ1.800 ＋ × π ×

φ1.824 開削

＋( ＋ )× π × ｍ 9.25

ケーシング寸法

呼び径 1500 1800 2000 2000 2500  

厚   さ (mm) 12 12 12 16 19  

１ｍ当り重量 (kg) 466 555 615 818 1206  円形覆工板 N ＝ 箇所 1.0

単位重量 (kg/m2) 94.2 94.2 94.2 125.6 149.2  

φ2000(t=16mm)は、立坑深が6.0mを超える場合に適用する。

規　格 数　量

No.18

仮
設
ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ コンクリート

30-18-20

掘
削
深

5
.
0
0
2

圧
入
深

5
.
2
0
2

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ
長

4
.
2
0
0

最
終
ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

立
坑
深
さ

中
間
ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

0
.
0
0

4
.
0
0
2

2
.
0
0

呼び径1800

加工,接続費含む

呼び径1800

2
.
0
0

ｽｸﾗｯﾌﾟ スライム処分

先
頭
ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

2
.
2
0

呼び径1800

引
抜
き
長

0
.
9
0

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ

呼び径1800

ｹｰｼﾝｸﾞ

φ1800用



数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.18 立坑　】　（2/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立 坑 土 工 No.18

立坑土工

No.18

（ φ1800 ） 舗 装 面 積 ｍ
2

立 坑 面 積 A2 ＝ π/4 × 1.824
2
 ＝ 2.61 ｍ2

As

舗装切断工 t=10cm L ＝ 別途計上 ｍ

φ1.824 As

舗装版破砕 t=10cm ｍ
2

舗装版運搬

・処分 V ＝ 別途計上 ｍ
3

仮復旧

舗装版破砕 t=3cm A3 ＝ 別途計上 ｍ
2

舗装版運搬 仮復旧

・処分 V ＝ 別途計上 ｍ3

RCM-40

(AS) 0.04   /////// 下層路盤工 t=15cm ｍ
2

M-30

上層路盤工 t=10cm ｍ
2

再生密粒As

砂質土(N≦30) 表層工 t=5cm ｍ
2

再生粗粒As

基層工 t=5cm ｍ
2

舗装の為の掘削 V ＝ 別途計上 ｍ
3

仮復旧工 t=3cm A3 ＝ 別途計上 ｍ
2

圧入掘削

積込工 h2 ＝ 5.002 -( 0.000 - 0.04 )= m

(A2) (h2)

V3 ＝ 2.61 × 4.962 ＝ (13.0) ｍ3

N≦30 h ＝ ｍ 4.962

0.30

1.00 0.70 30<N≦50 h ＝ ｍ

////////// 0.20 N≦5 h ＝ ｍ

底盤コンクリート

5<N≦30 h ＝ ｍ

φ1.824

計 ｍ (4.962)

規　格 数　量

4.962

砂質土

粘性土

立
坑
深

4
.
0
0
2

5
.
0
0
2

5
.
2
0
2

4
.
9
6
2

4.962

h
2
=

掘
削
深

圧
入
深



数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.18 立坑　】　（3/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立 坑 土 工 No.18

   立坑土工 1800

No.18 埋 戻 工

（ φ1800 ） 埋戻面積 A4＝ π/4 × 1.800
2
 ＝ 2.54 ｍ2

埋戻 バックホウ (A4) (h) (V5)

砂 V4＝ 2.54 × 0.860 － 1.32 ｍ
3 0.9

埋戻控除量

埋戻 人孔躯体 v＝ π／4 × 1.400 2
× 0.860 ＝ 1.32 ｍ3

控 除 計 V5 ＝ 1.32 ｍ3

2 号組立

埋戻断面

//////  ////// (AS) 0.140

  

埋戻 (A4) (h) (V7)

ｺﾝｸﾘｰﾄ V6＝ 2.54 × 3.002 － 4.62 ｍ
3 3.0

埋戻控除量

3.862 埋戻 人孔躯体 v＝ π／4 × 1.400 2 × 3.002 ＝ 4.62 ｍ3

φ1.40 (h3)

控 除 計 V7 ＝ 4.62 ｍ3

///////// V= 4.962 × π/4 × 1.824 ＾2 + 0.00

残土量 - × - 0.9 ÷ 0.95 ｍ
3

12.0
0.200 0.200

φ1.800

数　量規　格

1
.
0
0

山積0.28 m3

4
.
0
0
2

4
.
0
0
2

1
.
0
0
0

砂

(
0
.
8
6
0
)

3
.
0
0
2

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ

立
坑
深

埋
戻
深

--------- ---------



数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.28 立坑　】　（1/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立坑土留

立坑土留 平　面　図

No.28 機械設置

（ φ1800 ） 撤去工 N ＝ 回 1
φ1.824 機械退避・

再設置工 0 N ＝ 回

圧入掘削完了図 引抜・底スラブ完了図 機械移設工 N ＝ 数量総括表で計上 回

ケーシング N ＝ 箇所 1

溶接工 L ＝ １箇所当たり ｍ (5.7)

底 盤 工
/////// /////// h5 0.032 V ＝ ｍ

3
2.50

撤去 0.968 1.00

切　断 V ＝ ｍ
3

1.00

ボルト接合 ケーシング

引抜き工 L ＝ ｍ 0.90

土留め材

溶接接合 刃  先 N ＝ 個 1

（ 立坑深 － h5 ＋ t3 ）

0 ｹｰｼﾝｸﾞ L ＝ 4.032 － 0.032 ＋ 0.30 ｍ 4.30

× 撤去部

ｽｸﾗｯﾌﾟ W ＝ 0.968 × 0.555

推進管

＋ π/4 × 0.316
2
 × 0.0942 × 2

開削

＋ π/4 × 0.265
2
 × 0.0942 × 2

開削

＋ π/4 × 0.214
2
 × 0.0942 × 1 ｔ 0.566

t3 0.30 土留め材

0.70 1.00 損料 L ＝ 2.00 ｍ 式 1.0

ケーシング 撤去部切断延長
/////// 0.20 撤去工 L ＝ 1.800 × π ＋ 0.968 × 4

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ 推進管（鏡切り工に計上）

0.012 φ1.800 0.012 φ1.800 ＋ × π ×

φ1.824 開削

＋( ＋ )× π × ｍ 9.53

ケーシング寸法

呼び径 1500 1800 2000 2000 2500  

厚   さ (mm) 12 12 12 16 19  

１ｍ当り重量 (kg) 466 555 615 818 1206  円形覆工板 N ＝ 箇所 1.0

単位重量 (kg/m2) 94.2 94.2 94.2 125.6 149.2  

φ2000(t=16mm)は、立坑深が6.0mを超える場合に適用する。

先
頭
ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

2
.
3
0

呼び径1800

引
抜
き
長

0
.
9
0

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ

呼び径1800

ｹｰｼﾝｸﾞ

φ1800用

呼び径1800

加工,接続費含む

呼び径1800

中
間
ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

0
.
0
0

仮
設
ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ コンクリート

30-18-20

掘
削
深

5
.
0
3
2

圧
入
深

5
.
2
3
2

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ
長

4
.
3
0
0

最
終
ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

立
坑
深
さ

4
.
0
3
2

2
.
0
0

2
.
0
0

ｽｸﾗｯﾌﾟ スライム処分

規　格 数　量

No.28



数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.28 立坑　】　（2/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立 坑 土 工 No.28

立坑土工

No.28

（ φ1800 ） 舗 装 面 積 ｍ
2

立 坑 面 積 A2 ＝ π/4 × 1.824
2
 ＝ 2.61 ｍ2

As

舗装切断工 t=10cm L ＝ 別途計上 ｍ

φ1.824 As

舗装版破砕 t=10cm ｍ
2

舗装版運搬

・処分 V ＝ 別途計上 ｍ
3

仮復旧

舗装版破砕 t=3cm A3 ＝ 別途計上 ｍ
2

舗装版運搬 仮復旧

・処分 V ＝ 別途計上 ｍ3

RCM-40

(AS) 0.04   /////// 下層路盤工 t=15cm ｍ
2

M-30

上層路盤工 t=10cm ｍ
2

再生密粒As

砂質土(N≦30) 表層工 t=5cm ｍ
2

再生粗粒As

基層工 t=5cm ｍ
2

舗装の為の掘削 V ＝ 別途計上 ｍ
3

仮復旧工 t=3cm A3 ＝ 別途計上 ｍ
2

圧入掘削

積込工 h2 ＝ 5.032 -( 0.000 - 0.04 )= m

(A2) (h2)

V3 ＝ 2.61 × 4.992 ＝ (13.0) ｍ3

N≦30 h ＝ ｍ 4.992

0.30

1.00 0.70 30<N≦50 h ＝ ｍ

////////// 0.20 N≦5 h ＝ ｍ

底盤コンクリート

5<N≦30 h ＝ ｍ

φ1.824

計 ｍ (4.992)

数　量

立
坑
深

4
.
0
3
2

5
.
0
3
2

5
.
2
3
2

4
.
9
9
2

4.992

h
2
=

掘
削
深

圧
入
深

4.992

砂質土

粘性土

規　格



数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.28 立坑　】　（3/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立 坑 土 工 No.28

   立坑土工 1800

No.28 埋 戻 工

（ φ1800 ） 埋戻面積 A4＝ π/4 × 1.800
2
 ＝ 2.54 ｍ2

埋戻 バックホウ (A4) (h) (V5)

砂 V4＝ 2.54 × 0.860 － 1.32 ｍ
3 0.9

埋戻控除量

埋戻 人孔躯体 v＝ π／4 × 1.400 2
× 0.860 ＝ 1.32 ｍ3

控 除 計 V5 ＝ 1.32 ｍ3

2 号組立

埋戻断面

//////  ////// (AS) 0.140

  

埋戻 (A4) (h) (V7)

ｺﾝｸﾘｰﾄ V6＝ 2.54 × 3.032 － 4.67 ｍ
3 3.0

埋戻控除量

3.892 埋戻 人孔躯体 v＝ π／4 × 1.400 2 × 3.032 ＝ 4.67 ｍ3

φ1.40 (h3)

控 除 計 V7 ＝ 4.67 ｍ3

///////// V= 4.992 × π/4 × 1.824 ＾2 + 0.00

残土量 - × - 0.9 ÷ 0.95 ｍ
3

12.1
0.200 0.200

φ1.800

規　格

1
.
0
0

山積0.28 m3

4
.
0
3
2

4
.
0
3
2

1
.
0
0
0

砂

(
0
.
8
6
0
)

3
.
0
3
2

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ

立
坑
深

埋
戻
深

--------- ---------

数　量



数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.36 立坑　】　（1/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立坑土留

立坑土留 平　面　図

No.36 機械設置

（ φ1800 ） 撤去工 N ＝ 回 1
φ1.824 機械退避・

再設置工 1 N ＝ 1.10 （別紙計算書より） 回 1

圧入掘削完了図 引抜・底スラブ完了図 機械移設工 N ＝ 数量総括表で計上 回

ケーシング N ＝ 箇所 2

溶接工 L ＝ １箇所当たり ｍ (5.7)

底 盤 工
/////// /////// h5 0.110 V ＝ ｍ

3
2.50

撤去 0.890 1.00

切　断 V ＝ ｍ
3

1.00

ボルト接合 ケーシング

引抜き工 L ＝ ｍ 0.90

土留め材

溶接接合 刃  先 N ＝ 個 1

（ 立坑深 － h5 ＋ t3 ）

1 ｹｰｼﾝｸﾞ L ＝ 5.210 － 0.110 ＋ 0.30 ｍ 5.40

× 撤去部

ｽｸﾗｯﾌﾟ W ＝ 0.890 × 0.555

推進管

溶接接合 ＋ π/4 × 0.316
2
 × 0.0942 × 2

開削

＋ π/4 × 0.316
2
 × 0.0942 ×

開削

＋ π/4 × 0.265
2
 × 0.0942 × ｔ 0.509

t3 0.30 土留め材

0.70 1.00 損料 L ＝ 2.00 ｍ 式 1.0

ケーシング 撤去部切断延長
/////// 0.20 撤去工 L ＝ 1.800 × π ＋ 0.890 × 4

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ 推進管（鏡切り工に計上）

0.012 φ1.800 0.012 φ1.800 ＋ × π ×

φ1.824 開削

＋( ＋ )× π × ｍ 9.21

ケーシング寸法

呼び径 1500 1800 2000 2000 2500  

厚   さ (mm) 12 12 12 16 19  

１ｍ当り重量 (kg) 466 555 615 818 1206  円形覆工板 N ＝ 箇所 1.0

単位重量 (kg/m2) 94.2 94.2 94.2 125.6 149.2  

φ2000(t=16mm)は、立坑深が6.0mを超える場合に適用する。
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数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.36 立坑　】　（2/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立 坑 土 工 No.36

立坑土工

No.36

（ φ1800 ） 舗 装 面 積 ｍ
2

立 坑 面 積 A2 ＝ π/4 × 1.824
2
 ＝ 2.61 ｍ2

As

舗装切断工 t=10cm L ＝ 別途計上 ｍ

φ1.824 As

舗装版破砕 t=10cm ｍ
2

舗装版運搬

・処分 V ＝ 別途計上 ｍ
3

仮復旧

舗装版破砕 t=3cm A3 ＝ 別途計上 ｍ
2

舗装版運搬 仮復旧

・処分 V ＝ 別途計上 ｍ3

RCM-40

(AS) 0.04   /////// 下層路盤工 t=15cm ｍ
2

M-30

上層路盤工 t=10cm ｍ
2

再生密粒As

砂質土(N≦30) 表層工 t=5cm ｍ
2

再生粗粒As

基層工 t=5cm ｍ
2

舗装の為の掘削 V ＝ 別途計上 ｍ
3

仮復旧工 t=3cm A3 ＝ 別途計上 ｍ
2

圧入掘削

積込工 h2 ＝ 6.210 -( 0.000 - 0.04 )= m

(A2) (h2)

V3 ＝ 2.61 × 6.170 ＝ (16.1) ｍ3

N≦30 h ＝ ｍ 6.170

0.30

1.00 0.70 30<N≦50 h ＝ ｍ

////////// 0.20 N≦5 h ＝ ｍ

底盤コンクリート

5<N≦30 h ＝ ｍ

φ1.824

計 ｍ (6.170)
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数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.36 立坑　】　（3/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立 坑 土 工 No.36

   立坑土工 1800

No.36 埋 戻 工

（ φ1800 ） 埋戻面積 A4＝ π/4 × 1.800
2
 ＝ 2.54 ｍ2

埋戻 バックホウ (A4) (h) (V5)

砂 V4＝ 2.54 × 0.860 － 1.32 ｍ
3 0.9

埋戻控除量

埋戻 人孔躯体 v＝ π／4 × 1.400 2
× 0.860 ＝ 1.32 ｍ3

控 除 計 V5 ＝ 1.32 ｍ3

2 号組立

埋戻断面

//////  ////// (AS) 0.140

  

埋戻 (A4) (h) (V7)

ｺﾝｸﾘｰﾄ V6＝ 2.54 × 4.210 － 6.48 ｍ
3 4.2

埋戻控除量

5.070 埋戻 人孔躯体 v＝ π／4 × 1.400 2 × 4.210 ＝ 6.48 ｍ3

φ1.40 (h3)

控 除 計 V7 ＝ 6.48 ｍ3

///////// V= 6.170 × π/4 × 1.824 ＾2 + 0.00

残土量 - × - 0.9 ÷ 0.95 ｍ
3

15.2
0.200 0.200

φ1.800
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数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.38 立坑　】　（1/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立坑土留

立坑土留 平　面　図

No.38 機械設置

（ φ1800 ） 撤去工 N ＝ 回 1
φ1.824 機械退避・

再設置工 1 N ＝ 1.10 （別紙計算書より） 回 1

圧入掘削完了図 引抜・底スラブ完了図 機械移設工 N ＝ 数量総括表で計上 回

ケーシング N ＝ 箇所 2

溶接工 L ＝ １箇所当たり ｍ (5.7)

底 盤 工
/////// /////// h5 0.025 V ＝ ｍ

3
2.50

撤去 0.975 1.00

切　断 V ＝ ｍ
3

1.00

ボルト接合 ケーシング

引抜き工 L ＝ ｍ 0.90

土留め材

溶接接合 刃  先 N ＝ 個 1

（ 立坑深 － h5 ＋ t3 ）

1 ｹｰｼﾝｸﾞ L ＝ 4.525 － 0.025 ＋ 0.30 ｍ 4.80

× 撤去部

ｽｸﾗｯﾌﾟ W ＝ 0.975 × 0.555

推進管

溶接接合 ＋ π/4 × 0.316
2
 × 0.0942 × 2

開削

＋ π/4 × 0.265
2
 × 0.0942 × 1

開削

＋ π/4 ×
2
 × × ｔ 0.561

t3 0.30 土留め材

0.70 1.00 損料 L ＝ 2.00 ｍ 式 1.0

ケーシング 撤去部切断延長
/////// 0.20 撤去工 L ＝ 1.800 × π ＋ 0.975 × 4

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ 推進管（鏡切り工に計上）

0.012 φ1.800 0.012 φ1.800 ＋ × π ×

φ1.824 開削

＋( ＋ )× π × ｍ 9.55

ケーシング寸法

呼び径 1500 1800 2000 2000 2500  

厚   さ (mm) 12 12 12 16 19  

１ｍ当り重量 (kg) 466 555 615 818 1206  円形覆工板 N ＝ 箇所 1.0

単位重量 (kg/m2) 94.2 94.2 94.2 125.6 149.2  

φ2000(t=16mm)は、立坑深が6.0mを超える場合に適用する。
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数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.38 立坑　】　（2/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立 坑 土 工 No.38

立坑土工

No.38

（ φ1800 ） 舗 装 面 積 ｍ
2

立 坑 面 積 A2 ＝ π/4 × 1.824
2
 ＝ 2.61 ｍ2

As

舗装切断工 t=10cm L ＝ 別途計上 ｍ

φ1.824 As

舗装版破砕 t=10cm ｍ
2

舗装版運搬

・処分 V ＝ 別途計上 ｍ
3

仮復旧

舗装版破砕 t=3cm A3 ＝ 別途計上 ｍ
2

舗装版運搬 仮復旧

・処分 V ＝ 別途計上 ｍ3

RCM-40

(AS) 0.04   /////// 下層路盤工 t=15cm ｍ
2

M-30

上層路盤工 t=10cm ｍ
2

再生密粒As

砂質土(N≦30) 表層工 t=5cm ｍ
2

再生粗粒As

基層工 t=5cm ｍ
2

舗装の為の掘削 V ＝ 別途計上 ｍ
3

仮復旧工 t=3cm A3 ＝ 別途計上 ｍ
2

圧入掘削

積込工 h2 ＝ 5.525 -( 0.000 - 0.04 )= m

(A2) (h2)

V3 ＝ 2.61 × 5.485 ＝ (14.3) ｍ3

N≦30 h ＝ ｍ 5.485

0.30

1.00 0.70 30<N≦50 h ＝ ｍ

////////// 0.20 N≦5 h ＝ ｍ

底盤コンクリート

5<N≦30 h ＝ ｍ

φ1.824

計 ｍ (5.485)
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数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.38 立坑　】　（3/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立 坑 土 工 No.38

   立坑土工 1800

No.38 埋 戻 工

（ φ1800 ） 埋戻面積 A4＝ π/4 × 1.800
2
 ＝ 2.54 ｍ2

埋戻 バックホウ (A4) (h) (V5)

砂 V4＝ 2.54 × 0.860 － 1.32 ｍ
3 0.9

埋戻控除量

埋戻 人孔躯体 v＝ π／4 × 1.400 2
× 0.860 ＝ 1.32 ｍ3

控 除 計 V5 ＝ 1.32 ｍ3

2 号組立

埋戻断面

//////  ////// (AS) 0.140

  

埋戻 (A4) (h) (V7)

ｺﾝｸﾘｰﾄ V6＝ 2.54 × 3.525 － 5.43 ｍ
3 3.5

埋戻控除量

4.385 埋戻 人孔躯体 v＝ π／4 × 1.400 2 × 3.525 ＝ 5.43 ｍ3

φ1.40 (h3)

控 除 計 V7 ＝ 5.43 ｍ3

///////// V= 5.485 × π/4 × 1.824 ＾2 + 0.00

残土量 - × - 0.9 ÷ 0.95 ｍ
3

13.4
0.200 0.200
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数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.39 立坑　】　（1/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立坑土留

立坑土留 平　面　図

No.39 機械設置

（ φ1800 ） 撤去工 N ＝ 回 1
φ1.824 機械退避・

再設置工 1 N ＝ 1.10 （別紙計算書より） 回 1

圧入掘削完了図 引抜・底スラブ完了図 機械移設工 N ＝ 数量総括表で計上 回

ケーシング N ＝ 箇所 2

溶接工 L ＝ １箇所当たり ｍ (5.7)

底 盤 工
/////// /////// h5 0.095 V ＝ ｍ

3
2.50

撤去 0.905 1.00

切　断 V ＝ ｍ
3

1.00

ボルト接合 ケーシング

引抜き工 L ＝ ｍ 0.90

土留め材

溶接接合 刃  先 N ＝ 個 1

（ 立坑深 － h5 ＋ t3 ）

1 ｹｰｼﾝｸﾞ L ＝ 4.595 － 0.095 ＋ 0.30 ｍ 4.80

× 撤去部

ｽｸﾗｯﾌﾟ W ＝ 0.905 × 0.555

推進管

溶接接合 ＋ π/4 × 0.316
2
 × 0.0942 × 1

開削

＋ π/4 × 0.265
2
 × 0.0942 × 1

開削

＋ π/4 ×
2
 × × ｔ 0.515

t3 0.30 土留め材

0.70 1.00 損料 L ＝ 2.00 ｍ 式 1.0

ケーシング 撤去部切断延長
/////// 0.20 撤去工 L ＝ 1.800 × π ＋ 0.905 × 4

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ 推進管（鏡切り工に計上）

0.012 φ1.800 0.012 φ1.800 ＋ × π ×

φ1.824 開削

＋( ＋ )× π × ｍ 9.27

ケーシング寸法

呼び径 1500 1800 2000 2000 2500  

厚   さ (mm) 12 12 12 16 19  

１ｍ当り重量 (kg) 466 555 615 818 1206  円形覆工板 N ＝ 箇所 1.0

単位重量 (kg/m2) 94.2 94.2 94.2 125.6 149.2  

φ2000(t=16mm)は、立坑深が6.0mを超える場合に適用する。
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数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.39 立坑　】　（2/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立 坑 土 工 No.39

立坑土工

No.39

（ φ1800 ） 舗 装 面 積 ｍ
2

立 坑 面 積 A2 ＝ π/4 × 1.824
2
 ＝ 2.61 ｍ2

As

舗装切断工 t=10cm L ＝ 別途計上 ｍ

φ1.824 As

舗装版破砕 t=10cm ｍ
2

舗装版運搬

・処分 V ＝ 別途計上 ｍ
3

仮復旧

舗装版破砕 t=3cm A3 ＝ 別途計上 ｍ
2

舗装版運搬 仮復旧

・処分 V ＝ 別途計上 ｍ3

RCM-40

(AS) 0.04   /////// 下層路盤工 t=15cm ｍ
2

M-30

上層路盤工 t=10cm ｍ
2

再生密粒As

砂質土(N≦30) 表層工 t=5cm ｍ
2

再生粗粒As

基層工 t=5cm ｍ
2

舗装の為の掘削 V ＝ 別途計上 ｍ
3

仮復旧工 t=3cm A3 ＝ 別途計上 ｍ
2

圧入掘削

積込工 h2 ＝ 5.595 -( 0.000 - 0.04 )= m

(A2) (h2)

V3 ＝ 2.61 × 5.555 ＝ (14.5) ｍ3

N≦30 h ＝ ｍ 5.555

0.30

1.00 0.70 30<N≦50 h ＝ ｍ

////////// 0.20 N≦5 h ＝ ｍ

底盤コンクリート

5<N≦30 h ＝ ｍ

φ1.824

計 ｍ (5.555)
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数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.39 立坑　】　（3/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立 坑 土 工 No.39

   立坑土工 1800

No.39 埋 戻 工

（ φ1800 ） 埋戻面積 A4＝ π/4 × 1.800
2
 ＝ 2.54 ｍ2

埋戻 バックホウ (A4) (h) (V5)

砂 V4＝ 2.54 × 0.860 － 1.32 ｍ
3 0.9

埋戻控除量

埋戻 人孔躯体 v＝ π／4 × 1.400 2
× 0.860 ＝ 1.32 ｍ3

控 除 計 V5 ＝ 1.32 ｍ3

2 号組立

埋戻断面

//////  ////// (AS) 0.140

  

埋戻 (A4) (h) (V7)

ｺﾝｸﾘｰﾄ V6＝ 2.54 × 3.595 － 5.53 ｍ
3 3.6

埋戻控除量

4.455 埋戻 人孔躯体 v＝ π／4 × 1.400 2 × 3.595 ＝ 5.53 ｍ3

φ1.40 (h3)

控 除 計 V7 ＝ 5.53 ｍ3

///////// V= 5.555 × π/4 × 1.824 ＾2 + 0.00

残土量 - × - 0.9 ÷ 0.95 ｍ
3

13.6
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φ1.800
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数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.41 立坑　】　（1/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立坑土留

立坑土留 平　面　図

No.41 機械設置

（ φ1800 ） 撤去工 N ＝ 回 1
φ1.824 機械退避・

再設置工 1 N ＝ 1.1 （別紙計算書より） 回 1

圧入掘削完了図 引抜・底スラブ完了図 機械移設工 N ＝ 数量総括表で計上 回

ケーシング N ＝ 箇所 2

溶接工 L ＝ １箇所当たり ｍ (5.7)

底 盤 工
/////// /////// h5 0.075 V ＝ ｍ

3
2.50

撤去 0.925 1.00

切　断 V ＝ ｍ
3

1.00

ボルト接合 ケーシング

引抜き工 L ＝ ｍ 0.90

土留め材

溶接接合 刃  先 N ＝ 個 1

（ 立坑深 － h5 ＋ t3 ）

1 ｹｰｼﾝｸﾞ L ＝ 5.275 － 0.075 ＋ 0.30 ｍ 5.50

× 撤去部

ｽｸﾗｯﾌﾟ W ＝ 0.925 × 0.555

推進管

溶接接合 ＋ π/4 × 0.316
2
 × 0.0942 × 2

開削

＋ π/4 × 0.265
2
 × 0.0942 × 1

開削

＋ π/4 ×
2
 × × ｔ 0.533

t3 0.30 土留め材

0.70 1.00 損料 L ＝ 2.00 ｍ 式 1.0

ケーシング 撤去部切断延長
/////// 0.20 撤去工 L ＝ 1.800 × π ＋ 0.925 × 4

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ 推進管（鏡切り工に計上）

0.012 φ1.800 0.012 φ1.800 ＋ × π ×

φ1.824 開削

＋( ＋ )× π × ｍ 9.35

ケーシング寸法

呼び径 1500 1800 2000 2000 2500  

厚   さ (mm) 12 12 12 16 19  

１ｍ当り重量 (kg) 466 555 615 818 1206  円形覆工板 N ＝ 箇所 1.0

単位重量 (kg/m2) 94.2 94.2 94.2 125.6 149.2  

φ2000(t=16mm)は、立坑深が6.0mを超える場合に適用する。
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数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.41 立坑　】　（2/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立 坑 土 工 No.41

立坑土工

No.41

（ φ1800 ） 舗 装 面 積 ｍ
2

立 坑 面 積 A2 ＝ π/4 × 1.824
2
 ＝ 2.61 ｍ2

As

舗装切断工 t=10cm L ＝ 別途計上 ｍ

φ1.824 As

舗装版破砕 t=10cm ｍ
2

舗装版運搬

・処分 V ＝ 別途計上 ｍ
3

仮復旧

舗装版破砕 t=3cm A3 ＝ 別途計上 ｍ
2

舗装版運搬 仮復旧

・処分 V ＝ 別途計上 ｍ3

RCM-40

(AS) 0.04   /////// 下層路盤工 t=15cm ｍ
2

M-30

上層路盤工 t=10cm ｍ
2

再生密粒As

砂質土(N≦30) 表層工 t=5cm ｍ
2

再生粗粒As

基層工 t=5cm ｍ
2

舗装の為の掘削 V ＝ 別途計上 ｍ
3

仮復旧工 t=3cm A3 ＝ 別途計上 ｍ
2

圧入掘削

積込工 h2 ＝ 6.275 -( 0.000 - 0.04 )= m

(A2) (h2)

V3 ＝ 2.61 × 6.235 ＝ (16.3) ｍ3

N≦30 h ＝ ｍ 6.235

0.30

1.00 0.70 30<N≦50 h ＝ ｍ

////////// 0.20 N≦5 h ＝ ｍ

底盤コンクリート

5<N≦30 h ＝ ｍ

φ1.824

計 ｍ (6.235)
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数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.41 立坑　】　（3/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立 坑 土 工 No.41

   立坑土工 1800

No.41 埋 戻 工

（ φ1800 ） 埋戻面積 A4＝ π/4 × 1.800
2
 ＝ 2.54 ｍ2

埋戻 バックホウ (A4) (h) (V5)

砂 V4＝ 2.54 × 0.860 － 1.11 ｍ
3 1.1

埋戻控除量

埋戻 人孔躯体 v＝ π／4 × 1.280 2
× 0.860 ＝ 1.11 ｍ3

控 除 計 V5 ＝ 1.11 ｍ3

2 号組立

埋戻断面

//////  ////// (AS) 0.140

  

埋戻 (A4) (h) (V7)

ｺﾝｸﾘｰﾄ V6＝ 2.54 × 4.275 － 5.50 ｍ
3 5.4

埋戻控除量

5.135 埋戻 人孔躯体 v＝ π／4 × 1.280 2 × 4.275 ＝ 5.50 ｍ3

φ1.28 (h3)

控 除 計 V7 ＝ 5.50 ｍ3

///////// V= 6.235 × π/4 × 1.824 ＾2 + 0.00

残土量 - × - 1.1 ÷ 0.95 ｍ
3

15.1
0.260 0.260

φ1.800
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数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.27 立坑　】　（1/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立坑土留

立坑土留 平　面　図

No.27 機械設置

（ φ2000 ） 撤去工 N ＝ 回 1
φ2.024 機械退避・

再設置工 1 N ＝ 1.00 （別紙計算書より） 回 1

圧入掘削完了図 引抜・底スラブ完了図 機械移設工 N ＝ 数量総括表で計上 回

ケーシング N ＝ 箇所 1

溶接工 L ＝ １箇所当たり ｍ (6.3)

底 盤 工
/////// /////// h5 0.082 V ＝ ｍ3 3.10

撤去 1.00

切　断 V ＝ ｍ3 1.20

ボルト接合 ケーシング

引抜き工 L ＝ ｍ 0.90

土留め材

溶接接合 刃  先 N ＝ 個 1

（ 立坑深 － h5 ＋ t3 ）

0 ｹｰｼﾝｸﾞ L ＝ 4.082 － 0.082 ＋ 0.30 ｍ 4.30

× 撤去部

ｽｸﾗｯﾌﾟ W ＝ 0.918 × 0.615

推進管

＋ π/4 × 0.316 2 × 0.0942 × 2

開削

＋ π/4 × 0.316 2 × 0.0942 × 1

開削

＋ π/4 × 0.265 2 × 0.0942 × 1 ｔ 0.592

t3 0.30 土留め材

0.70 1.00 損料 L ＝ 2.00 ｍ 式 1.0

ケーシング 撤去部切断延長
/////// 0.20 撤去工 L ＝ 2.000 × π ＋ 0.918 × 4

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ 推進管（鏡切り工に計上）

0.012 φ2.000 0.012 φ2.000 ＋ × π ×

φ2.024 開削

＋( ＋ )× π × ｍ 9.96

ケーシング寸法

呼び径 1500 1800 2000 2000 2500  

厚   さ (mm) 12 12 12 16 19  

１ｍ当り重量 (kg) 466 555 615 818 1206  円形覆工板 N ＝ 箇所 1.0

単位重量 (kg/m2) 94.2 94.2 94.2 126 149  

φ2000(t=16mm)は、立坑深が6.0mを超える場合に適用する。
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数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.27 立坑　】　（2/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立 坑 土 工 No.27

立坑土工

No.27

（ φ2000 ） 舗 装 面 積 A1 ＝ ｍ2

立 坑 面 積 A2 ＝ π/4 × 2.024
2
 ＝ 3.22 ｍ2

As

舗装切断工 t=10cm L ＝ 別途計上 ｍ

φ2.024 As

舗装版破砕 t=10cm ｍ2

舗装版運搬

・処分 V ＝ 別途計上 ｍ3

仮復旧

舗装版破砕 t=3cm A3 ＝ 別途計上 ｍ2

舗装版運搬 仮復旧

・処分 V ＝ 別途計上 ｍ3

RCM-40

(AS) 0.04   /////// 下層路盤工 t=15cm ｍ
2

M-30

上層路盤工 t=10cm ｍ2

再生密粒As

砂質土(N≦30) 表層工 t=5cm ｍ2

再生粗粒As

基層工 t=5cm ｍ2

舗装の為の掘削 V ＝ 別途計上 ｍ3

仮復旧工 t=3cm A3 ＝ 別途計上 ｍ2

圧入掘削

積込工 h2 ＝ 5.082 -( 0.000 - 0.04 )= m

(A2) (h2)

V3 ＝ 3.22 × 5.042 ＝ (16.2) ｍ3

N≦30 h ＝ ｍ 5.042

0.30

1.00 0.70 30<N≦50 h ＝ ｍ

////////// 0.20 N≦5 h ＝ ｍ

底盤コンクリート

5<N≦30 h ＝ ｍ

φ2.024

計 ｍ (5.042)

規　格
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数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.27 立坑　】　（3/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立 坑 土 工 No.27

    立坑土工 2000

No.27 埋 戻 工

（ φ2000 ） 埋戻面積 A4＝ π/4 × 2.000
2
 ＝ 3.14 ｍ2

埋戻 バックホウ (A4) (h) (V5)

砂 V4＝ 3.14 × 0.860 － 1.32 ｍ
3 1.4

埋戻控除量

埋戻 人孔躯体 v＝ π／4 × 1.400 2 × 0.860 ＝ 1.32 ｍ3

v＝ 0.000 × 0.000

副管 ×（ 0.000 ＋ 0.000 ＋ ） ＝ ｍ3

2 号組立 ｍ3

控 除 計 V5 ＝ 1.32 ｍ3

埋戻断面

//////  ////// (AS) 0.140

  

埋戻 (A4) (h) (V7)

ｺﾝｸﾘｰﾄ V6＝ 3.14 × 3.002 － 4.62 ｍ
3 4.8

埋戻控除量

3.942 埋戻 人孔躯体 v＝ π／4 × 1.400 2 × 3.002 ＝ 4.62 ｍ3

φ1.40 (h3)

控 除 計 V7 ＝ 4.62 ｍ3

///////// V= 5.042 × π/4 × 2.024 ＾2 + 0.00

残土量 - × - 1.4 ÷ 0.95 ｍ3 14.7
0.300 0.300
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数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.29 立坑　】　（1/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立坑土留

立坑土留 平　面　図

No.29 機械設置

（ φ2000 ） 撤去工 N ＝ 回 1
φ2.024 機械退避・

再設置工 1 N ＝ 1.00 （別紙計算書より） 回 1

圧入掘削完了図 引抜・底スラブ完了図 機械移設工 N ＝ 数量総括表で計上 回

ケーシング N ＝ 箇所 1

溶接工 L ＝ １箇所当たり ｍ (6.3)

底 盤 工
/////// /////// h5 0.071 V ＝ ｍ3

3.10

撤去 1.00

切　断 V ＝ ｍ3
1.20

ボルト接合 ケーシング

引抜き工 L ＝ ｍ 0.90

土留め材

溶接接合 刃  先 N ＝ 個 1

（ 立坑深 － h5 ＋ t3 ）

0 ｹｰｼﾝｸﾞ L ＝ 4.071 － 0.071 ＋ 0.30 ｍ 4.30

× 撤去部

ｽｸﾗｯﾌﾟ W ＝ 0.929 × 0.615

推進管

＋ π/4 × 0.316 2 × 0.0942 × 2

開削

＋ π/4 × 2 × ×

開削

＋ π/4 × 2 × × ｔ 0.586

t3 0.30 土留め材

0.70 1.00 損料 L ＝ 2.00 ｍ 式 1.0

ケーシング 撤去部切断延長
/////// 0.20 撤去工 L ＝ 2.000 × π ＋ 0.929 × 4

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ 推進管（鏡切り工に計上）

0.012 φ2.000 0.012 φ2.000 ＋ × π ×

φ2.024 開削

＋( ＋ )× π × ｍ 10.00

ケーシング寸法

呼び径 1500 1800 2000 2000 2500  

厚   さ (mm) 12 12 12 16 19  

１ｍ当り重量 (kg) 466 555 615 818 1206  円形覆工板 N ＝ 箇所 1.0

単位重量 (kg/m2) 94.2 94.2 94.2 126 149  

φ2000(t=16mm)は、立坑深が6.0mを超える場合に適用する。
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数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.29 立坑　】　（2/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立 坑 土 工 No.29

立坑土工

No.29

（ φ2000 ） 舗 装 面 積 A1 ＝ ｍ2

立 坑 面 積 A2 ＝ π/4 × 2.024 2 ＝ 3.22 ｍ2

As

舗装切断工 t=10cm L ＝ 別途計上 ｍ

φ2.024 As

舗装版破砕 t=10cm ｍ2

舗装版運搬

・処分 V ＝ 別途計上 ｍ3

仮復旧

舗装版破砕 t=3cm A3 ＝ 別途計上 ｍ2

舗装版運搬 仮復旧

・処分 V ＝ 別途計上 ｍ3

RCM-40

(AS) 0.04   /////// 下層路盤工 t=15cm ｍ
2

M-30

上層路盤工 t=10cm ｍ2

再生密粒As

砂質土(N≦30) 表層工 t=5cm ｍ2

再生粗粒As

基層工 t=5cm ｍ2

舗装の為の掘削 V ＝ 別途計上 ｍ3

仮復旧工 t=3cm A3 ＝ 別途計上 ｍ2

圧入掘削

積込工 h2 ＝ 5.071 -( 0.000 - 0.04 )= m

(A2) (h2)

V3 ＝ 3.22 × 5.031 ＝ (16.2) ｍ3

N≦30 h ＝ ｍ 5.031

0.30

1.00 0.70 30<N≦50 h ＝ ｍ

////////// 0.20 N≦5 h ＝ ｍ

底盤コンクリート

5<N≦30 h ＝ ｍ

φ2.024

計 ｍ (5.031)
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数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.29 立坑　】　（3/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立 坑 土 工 No.29

    立坑土工 2000

No.29 埋 戻 工

（ φ2000 ） 埋戻面積 A4＝ π/4 × 2.000
2
 ＝ 3.14 ｍ2

埋戻 バックホウ (A4) (h) (V5)

砂 V4＝ 3.14 × 3.641 － 3.15 ｍ
3 8.3

埋戻控除量

埋戻 人孔躯体 v＝ π／4 × 1.050 2
× 3.641 ＝ 3.15 ｍ3

v＝ 0.000 × 0.000

副管 ×（ 0.000 ＋ 0.000 ＋ ） ＝ ｍ3

1 号組立 ｍ3

控 除 計 V5 ＝ 3.15 ｍ3

埋戻断面

//////  ////// (AS) 0.140

  

埋戻 (A4) (h) (V7)

ｺﾝｸﾘｰﾄ V6＝ 3.14 × 0.000 － ｍ
3 0.0

埋戻控除量

3.931 埋戻 人孔躯体 v＝ π／4 × 1.050 2 × 0.000 ＝ ｍ3

φ1.05 (h3)

控 除 計 V7 ＝ ｍ3

///////// V= 5.031 × π/4 × 2.024 ＾2 + 0.00

残土量 - × - 8.3 ÷ 0.95 ｍ3
7.5

0.475 0.475
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数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.35 立坑　】　（1/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立坑土留

立坑土留 平　面　図

No.35 機械設置

（ φ2000 ） 撤去工 N ＝ 回 1
φ2.024 機械退避・

再設置工 1 N ＝ 1.10 （別紙計算書より） 回 1

圧入掘削完了図 引抜・底スラブ完了図 機械移設工 N ＝ 数量総括表で計上 回

ケーシング N ＝ 箇所 2

溶接工 L ＝ １箇所当たり ｍ (6.3)

底 盤 工
/////// /////// h5 0.062 V ＝ ｍ3 3.10

撤去 1.00

切　断 V ＝ ｍ3 1.20

ボルト接合 ケーシング

引抜き工 L ＝ ｍ 0.90

土留め材

溶接接合 刃  先 N ＝ 個 1

（ 立坑深 － h5 ＋ t3 ）

1 ｹｰｼﾝｸﾞ L ＝ 4.662 － 0.062 ＋ 0.30 ｍ 4.90

× 撤去部

ｽｸﾗｯﾌﾟ W ＝ 0.938 × 0.615

推進管

溶接接合 ＋ π/4 × 0.316 2 × 0.0942 × 2

開削

＋ π/4 × 0.265 2 × 0.0942 × 3

開削

＋ π/4 × 2 × × ｔ 0.607

t3 0.30 土留め材

0.70 1.00 損料 L ＝ 2.00 ｍ 式 1.0

ケーシング 撤去部切断延長
/////// 0.20 撤去工 L ＝ 2.000 × π ＋ 0.938 × 4

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ 推進管（鏡切り工に計上）

0.012 φ2.000 0.012 φ2.000 ＋ × π ×

φ2.024 開削

＋( ＋ )× π × ｍ 10.04

ケーシング寸法

呼び径 1500 1800 2000 2000 2500  

厚   さ (mm) 12 12 12 16 19  

１ｍ当り重量 (kg) 466 555 615 818 1206  円形覆工板 N ＝ 箇所 1.0

単位重量 (kg/m2) 94.2 94.2 94.2 126 149  

φ2000(t=16mm)は、立坑深が6.0mを超える場合に適用する。
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数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.35 立坑　】　（2/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立 坑 土 工 No.35

立坑土工

No.35

（ φ2000 ） 舗 装 面 積 A1 ＝ ｍ2

立 坑 面 積 A2 ＝ π/4 × 2.024
2
 ＝ 3.22 ｍ2

As

舗装切断工 t=10cm L ＝ 別途計上 ｍ

φ2.024 As

舗装版破砕 t=10cm ｍ2

舗装版運搬

・処分 V ＝ 別途計上 ｍ3

仮復旧

舗装版破砕 t=3cm A3 ＝ 別途計上 ｍ2

舗装版運搬 仮復旧

・処分 V ＝ 別途計上 ｍ3

RCM-40

(AS) 0.04   /////// 下層路盤工 t=15cm ｍ
2

M-30

上層路盤工 t=10cm ｍ2

再生密粒As

砂質土(N≦30) 表層工 t=5cm ｍ2

再生粗粒As

基層工 t=5cm ｍ2

舗装の為の掘削 V ＝ 別途計上 ｍ3

仮復旧工 t=3cm A3 ＝ 別途計上 ｍ2

圧入掘削

積込工 h2 ＝ 5.662 -( 0.000 - 0.04 )= m

(A2) (h2)

V3 ＝ 3.22 × 5.622 ＝ (18.1) ｍ3

N≦30 h ＝ ｍ 5.622

0.30

1.00 0.70 30<N≦50 h ＝ ｍ

////////// 0.20 N≦5 h ＝ ｍ

底盤コンクリート

5<N≦30 h ＝ ｍ

φ2.024

計 ｍ (5.622)
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数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.35 立坑　】　（3/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立 坑 土 工 No.35

    立坑土工 2000

No.35 埋 戻 工

（ φ2000 ） 埋戻面積 A4＝ π/4 × 2.000
2
 ＝ 3.14 ｍ2

埋戻 バックホウ (A4) (h) (V5)

砂 V4＝ 3.14 × 0.860 － 1.32 ｍ
3 1.4

埋戻控除量

埋戻 人孔躯体 v＝ π／4 × 1.400 2 × 0.860 ＝ 1.32 ｍ3

v＝ 0.000 × 0.000

副管 ×（ 0.000 ＋ 0.000 ＋ ） ＝ ｍ3

2 号組立 ｍ3

控 除 計 V5 ＝ 1.32 ｍ3

埋戻断面

//////  ////// (AS) 0.140

  

埋戻 (A4) (h) (V7)

ｺﾝｸﾘｰﾄ V6＝ 3.14 × 3.582 － 5.51 ｍ
3 5.7

埋戻控除量

4.442 埋戻 人孔躯体 v＝ π／4 × 1.400 2 × 3.582 ＝ 5.51 ｍ3

φ1.40 (h3)

控 除 計 V7 ＝ 5.51 ｍ3

///////// V= 5.622 × π/4 × 2.024 ＾2 + 0.00

残土量 - × - 1.4 ÷ 0.95 ｍ3 16.6
0.300 0.300

φ2.000

規　格

1
.0

0

山積0.28 m3

4
.6

6
2

4
.5

8
2

1
.0

0
0

砂

(0
.8

6
0
)

立
坑

深

埋
戻

深

3
.5

8
2

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘｰ

ﾄ

0
.0

8
0

調
整

C
o

--------- ---------

数　量



数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.37 立坑　】　（1/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立坑土留

立坑土留 平　面　図

No.37 機械設置

（ φ2000 ） 撤去工 N ＝ 回 1
φ2.024 機械退避・

再設置工 1 N ＝ 1.10 （別紙計算書より） 回 1

圧入掘削完了図 引抜・底スラブ完了図 機械移設工 N ＝ 数量総括表で計上 回

ケーシング N ＝ 箇所 2

溶接工 L ＝ １箇所当たり ｍ (6.3)

底 盤 工
/////// /////// h5 0.085 V ＝ ｍ3 3.10

撤去 1.00

切　断 V ＝ ｍ3 1.20

ボルト接合 ケーシング

引抜き工 L ＝ ｍ 0.90

土留め材

溶接接合 刃  先 N ＝ 個 1

（ 立坑深 － h5 ＋ t3 ）

1 ｹｰｼﾝｸﾞ L ＝ 4.785 － 0.085 ＋ 0.30 ｍ 5.00

× 撤去部

ｽｸﾗｯﾌﾟ W ＝ 0.915 × 0.615

推進管

溶接接合 ＋ π/4 × 0.316 2 × 0.0942 × 2

開削

＋ π/4 × 0.265 2 × 0.0942 × 1

開削

＋ π/4 × 2 × × ｔ 0.583

t3 0.30 土留め材

0.70 1.00 損料 L ＝ 2.00 ｍ 式 1.0

ケーシング 撤去部切断延長
/////// 0.20 撤去工 L ＝ 2.000 × π ＋ 0.915 × 4

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ 推進管（鏡切り工に計上）

0.012 φ2.000 0.012 φ2.000 ＋ × π ×

φ2.024 開削

＋( ＋ )× π × ｍ 9.94

ケーシング寸法

呼び径 1500 1800 2000 2000 2500  

厚   さ (mm) 12 12 12 16 19  

１ｍ当り重量 (kg) 466 555 615 818 1206  円形覆工板 N ＝ 箇所 1.0

単位重量 (kg/m2) 94.2 94.2 94.2 126 149  

φ2000(t=16mm)は、立坑深が6.0mを超える場合に適用する。
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数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.37 立坑　】　（2/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立 坑 土 工 No.37

立坑土工

No.37

（ φ2000 ） 舗 装 面 積 A1 ＝ ｍ2

立 坑 面 積 A2 ＝ π/4 × 2.024
2
 ＝ 3.22 ｍ2

As

舗装切断工 t=10cm L ＝ 別途計上 ｍ

φ2.024 As

舗装版破砕 t=10cm ｍ2

舗装版運搬

・処分 V ＝ 別途計上 ｍ3

仮復旧

舗装版破砕 t=3cm A3 ＝ 別途計上 ｍ2

舗装版運搬 仮復旧

・処分 V ＝ 別途計上 ｍ3

RCM-40

(AS) 0.04   /////// 下層路盤工 t=15cm ｍ
2

M-30

上層路盤工 t=10cm ｍ2

再生密粒As

砂質土(N≦30) 表層工 t=5cm ｍ2

再生粗粒As

基層工 t=5cm ｍ2

舗装の為の掘削 V ＝ 別途計上 ｍ3

仮復旧工 t=3cm A3 ＝ 別途計上 ｍ2

圧入掘削

積込工 h2 ＝ 5.785 -( 0.000 - 0.04 )= m

(A2) (h2)

V3 ＝ 3.22 × 5.745 ＝ (18.5) ｍ3

N≦30 h ＝ ｍ 5.745

0.30

1.00 0.70 30<N≦50 h ＝ ｍ

////////// 0.20 N≦5 h ＝ ｍ

底盤コンクリート

5<N≦30 h ＝ ｍ

φ2.024

計 ｍ (5.745)
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数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.37 立坑　】　（3/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立 坑 土 工 No.37

    立坑土工 2000

No.37 埋 戻 工

（ φ2000 ） 埋戻面積 A4＝ π/4 × 2.000
2
 ＝ 3.14 ｍ2

埋戻 バックホウ (A4) (h) (V5)

砂 V4＝ 3.14 × 4.495 － 3.89 ｍ
3 10.2

埋戻控除量

埋戻 人孔躯体 v＝ π／4 × 1.050 2 × 4.495 ＝ 3.89 ｍ3

v＝ 0.000 × 0.000

副管 ×（ 0.000 ＋ 0.000 ＋ ） ＝ ｍ3

1 号組立 ｍ3

控 除 計 V5 ＝ 3.89 ｍ3

埋戻断面

//////  ////// (AS) 0.140

  

埋戻 (A4) (h) (V7)

ｺﾝｸﾘｰﾄ V6＝ 3.14 × 0.000 － ｍ
3 0.0

埋戻控除量

4.645 埋戻 人孔躯体 v＝ π／4 × 1.050 2 × 0.000 ＝ ｍ3

φ1.05 (h3)

控 除 計 V7 ＝ ｍ3

///////// V= 5.745 × π/4 × 2.024 ＾2 + 0.00

残土量 - × - 10.2 ÷ 0.95 ｍ3 7.7
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数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.40 立坑　】　（1/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立坑土留

立坑土留 平　面　図

No.40 機械設置

（ φ2000 ） 撤去工 N ＝ 回 1
φ2.024 機械退避・

再設置工 1 N ＝ 1.10 （別紙計算書より） 回 1

圧入掘削完了図 引抜・底スラブ完了図 機械移設工 N ＝ 数量総括表で計上 回

ケーシング N ＝ 箇所 2

溶接工 L ＝ １箇所当たり ｍ (6.3)

底 盤 工
/////// /////// h5 0.021 V ＝ ｍ3

3.10

撤去 1.00

切　断 V ＝ ｍ3
1.20

ボルト接合 ケーシング

引抜き工 L ＝ ｍ 0.90

土留め材

溶接接合 刃  先 N ＝ 個 1

（ 立坑深 － h5 ＋ t3 ）

1 ｹｰｼﾝｸﾞ L ＝ 4.821 － 0.021 ＋ 0.30 ｍ 5.10

× 撤去部

ｽｸﾗｯﾌﾟ W ＝ 0.979 × 0.615

推進管

溶接接合 ＋ π/4 × 0.316 2 × 0.0942 × 2

開削

＋ π/4 × 0.265 2 × 0.0942 × 1

開削

＋ π/4 × 2 × × ｔ 0.622

t3 0.30 土留め材

0.70 1.00 損料 L ＝ 2.00 ｍ 式 1.0

ケーシング 撤去部切断延長
/////// 0.20 撤去工 L ＝ 2.000 × π ＋ 0.979 × 4

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ 推進管（鏡切り工に計上）

0.012 φ2.000 0.012 φ2.000 ＋ × π ×

φ2.024 開削

＋( ＋ )× π × ｍ 10.20

ケーシング寸法

呼び径 1500 1800 2000 2000 2500  

厚   さ (mm) 12 12 12 16 19  

１ｍ当り重量 (kg) 466 555 615 818 1206  円形覆工板 N ＝ 箇所 1.0

単位重量 (kg/m2) 94.2 94.2 94.2 126 149  

φ2000(t=16mm)は、立坑深が6.0mを超える場合に適用する。

先
頭

ｹ
ｰｼ

ﾝ
ｸ
ﾞ

2
.1

0

呼び径2000

引
抜

き
長

0
.9

0

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ

呼び径2000

ｹｰｼﾝｸﾞ

φ2000用

呼び径2000

加工,接続費含む

呼び径2000

中
間

ｹ
ｰｼ

ﾝ
ｸ
ﾞ

1
.5

0

仮
設

ｹ
ｰｼ

ﾝ
ｸ
ﾞ

コンクリート

30-18-20

掘
削

深

5
.8

2
1

圧
入

深

6
.0

2
1

ｹ
ｰｼ

ﾝ
ｸ
ﾞ長

5
.1

0
0

0.979

終
ｹ

ｰｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

立
坑

深
さ

4
.8

2
1

1
.5

0
2
.0

0

ｽｸﾗｯﾌﾟ スライム処分

規　格 数　量

No.40



数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.40 立坑　】　（2/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立 坑 土 工 No.40

立坑土工

No.40

（ φ2000 ） 舗 装 面 積 A1 ＝ ｍ2

立 坑 面 積 A2 ＝ π/4 × 2.024 2 ＝ 3.22 ｍ2

As

舗装切断工 t=10cm L ＝ 別途計上 ｍ

φ2.024 As

舗装版破砕 t=10cm ｍ2

舗装版運搬

・処分 V ＝ 別途計上 ｍ3

仮復旧

舗装版破砕 t=3cm A3 ＝ 別途計上 ｍ2

舗装版運搬 仮復旧

・処分 V ＝ 別途計上 ｍ3

RCM-40

(AS) 0.04   /////// 下層路盤工 t=15cm ｍ
2

M-30

上層路盤工 t=10cm ｍ2

再生密粒As

砂質土(N≦30) 表層工 t=5cm ｍ2

再生粗粒As

基層工 t=5cm ｍ2

舗装の為の掘削 V ＝ 別途計上 ｍ3

仮復旧工 t=3cm A3 ＝ 別途計上 ｍ2

圧入掘削

積込工 h2 ＝ 5.821 -( 0.000 - 0.04 )= m

(A2) (h2)

V3 ＝ 3.22 × 5.781 ＝ (18.6) ｍ3

N≦30 h ＝ ｍ 5.781

0.30

1.00 0.70 30<N≦50 h ＝ ｍ

////////// 0.20 N≦5 h ＝ ｍ

底盤コンクリート

5<N≦30 h ＝ ｍ

φ2.024

計 ｍ (5.781)

数　量

立
坑

深

4
.8

2
1

5
.8

2
1

6
.0

2
1

5
.7

8
1

5.781

h2
=

掘
削

深

圧
入

深

5.781

砂質土

粘性土

規　格



数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.40 立坑　】　（3/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立 坑 土 工 No.40

    立坑土工 2000

No.40 埋 戻 工

（ φ2000 ） 埋戻面積 A4＝ π/4 × 2.000
2
 ＝ 3.14 ｍ2

埋戻 バックホウ (A4) (h) (V5)

砂 V4＝ 3.14 × 4.531 － 3.92 ｍ
3 10.3

埋戻控除量

埋戻 人孔躯体 v＝ π／4 × 1.050 2
× 4.531 ＝ 3.92 ｍ3

v＝ 0.000 × 0.000

副管 ×（ 0.000 ＋ 0.000 ＋ ） ＝ ｍ3

1 号組立 ｍ3

控 除 計 V5 ＝ 3.92 ｍ3

埋戻断面

//////  ////// (AS) 0.140

  

埋戻 (A4) (h) (V7)

ｺﾝｸﾘｰﾄ V6＝ 3.14 × 0.000 － ｍ
3 0.0

埋戻控除量

4.681 埋戻 人孔躯体 v＝ π／4 × 1.050 2 × 0.000 ＝ ｍ3

φ1.05 (h3)

控 除 計 V7 ＝ ｍ3

///////// V= 5.781 × π/4 × 2.024 ＾2 + 0.00

残土量 - × - 10.3 ÷ 0.95 ｍ3
7.8

0.475 0.475

φ2.000

1
.0

0

規　格

山積0.28 m3

4
.8

2
1

4
.8

2
1

--------- ---------

4
.6

7
1

砂

(4
.5

3
1
)

0
.0

0
0

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘｰ

ﾄ

立
坑

深

埋
戻

深

0
.1

5
0

調
整

C
o

数　量



数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.42 立坑　】　（1/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立坑土留

立坑土留 平　面　図

No.42 機械設置

（ φ2000 ） 撤去工 N ＝ 回 1
φ2.024 機械退避・

再設置工 1 N ＝ 1.20 （別紙計算書より） 回 1

圧入掘削完了図 引抜・底スラブ完了図 機械移設工 N ＝ 数量総括表で計上 回

ケーシング N ＝ 箇所 2

溶接工 L ＝ １箇所当たり ｍ (6.3)

底 盤 工
/////// /////// h5 0.094 V ＝ ｍ3 3.10

撤去 1.00

切　断 V ＝ ｍ3 1.20

ボルト接合 ケーシング

引抜き工 L ＝ ｍ 0.90

土留め材

溶接接合 刃  先 N ＝ 個 1

（ 立坑深 － h5 ＋ t3 ）

1 ｹｰｼﾝｸﾞ L ＝ 5.894 － 0.094 ＋ 0.30 ｍ 6.10

× 撤去部

ｽｸﾗｯﾌﾟ W ＝ 0.906 × 0.615

推進管

溶接接合 ＋ π/4 × 0.316 2 × 0.0942 × 2

開削

＋ π/4 × 0.265 2 × 0.0942 × 1

開削

＋ π/4 × 2 × × ｔ 0.577

t3 0.30 土留め材

0.70 1.00 損料 L ＝ 2.00 ｍ 式 1.0

ケーシング 撤去部切断延長
/////// 0.20 撤去工 L ＝ 2.000 × π ＋ 0.906 × 4

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ 推進管（鏡切り工に計上）

0.012 φ2.000 0.012 φ2.000 ＋ × π ×

φ2.024 開削

＋( ＋ )× π × ｍ 9.91

ケーシング寸法

呼び径 1500 1800 2000 2000 2500  

厚   さ (mm) 12 12 12 16 19  

１ｍ当り重量 (kg) 466 555 615 818 1206  円形覆工板 N ＝ 箇所 1.0

単位重量 (kg/m2) 94.2 94.2 94.2 126 149  

φ2000(t=16mm)は、立坑深が6.0mを超える場合に適用する。

先
頭

ｹ
ｰｼ

ﾝ
ｸ
ﾞ

2
.1

0

呼び径2000

引
抜

き
長

0
.9

0

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ

呼び径2000

ｹｰｼﾝｸﾞ

φ2000用

呼び径2000

加工,接続費含む

呼び径2000

中
間

ｹ
ｰｼ

ﾝ
ｸ
ﾞ

2
.0

0

仮
設

ｹ
ｰｼ

ﾝ
ｸ
ﾞ

コンクリート

30-18-20

掘
削

深

6
.8

9
4

圧
入

深

7
.0

9
4

ｹ
ｰｼ

ﾝ
ｸ
ﾞ長

6
.1

0
0

0.906

終
ｹ

ｰｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

立
坑

深
さ

5
.8

9
4

2
.0

0
2
.0

0

ｽｸﾗｯﾌﾟ スライム処分

規　格 数　量

No.42



数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.42 立坑　】　（2/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立 坑 土 工 No.42

立坑土工

No.42

（ φ2000 ） 舗 装 面 積 A1 ＝ ｍ2

立 坑 面 積 A2 ＝ π/4 × 2.024
2
 ＝ 3.22 ｍ2

As

舗装切断工 t=10cm L ＝ 別途計上 ｍ

φ2.024 As

舗装版破砕 t=10cm ｍ2

舗装版運搬

・処分 V ＝ 別途計上 ｍ3

仮復旧

舗装版破砕 t=3cm A3 ＝ 別途計上 ｍ2

舗装版運搬 仮復旧

・処分 V ＝ 別途計上 ｍ3

RCM-40

(AS) 0.04   /////// 下層路盤工 t=15cm ｍ
2

M-30

上層路盤工 t=10cm ｍ2

再生密粒As

砂質土(N≦30) 表層工 t=5cm ｍ2

再生粗粒As

基層工 t=5cm ｍ2

舗装の為の掘削 V ＝ 別途計上 ｍ3

仮復旧工 t=3cm A3 ＝ 別途計上 ｍ2

圧入掘削

積込工 h2 ＝ 6.894 -( 0.000 - 0.04 )= m

(A2) (h2)

V3 ＝ 3.22 × 6.854 ＝ (22.1) ｍ3

N≦30 h ＝ ｍ 6.854

0.30

1.00 0.70 30<N≦50 h ＝ ｍ

////////// 0.20 N≦5 h ＝ ｍ

底盤コンクリート

5<N≦30 h ＝ ｍ

φ2.024

計 ｍ (6.854)

数　量

立
坑

深

5
.8

9
4

6
.8

9
4

7
.0

9
4

6
.8

5
4

6.854

h2
=

掘
削

深

圧
入

深

6.854

砂質土

粘性土

規　格



数　　　量　　　計　　　算　　　書  　【　No.42 立坑　】　（3/3）

算　式　根　拠　と　な　る　構　造　図 対象図番号 名　称 算　　　　　　　　式 単位

立 坑 土 工 No.42

    立坑土工 2000

No.42 埋 戻 工

（ φ2000 ） 埋戻面積 A4＝ π/4 × 2.000
2
 ＝ 3.14 ｍ2

埋戻 バックホウ (A4) (h) (V5)

砂 V4＝ 3.14 × 0.860 － 1.32 ｍ
3 1.4

埋戻控除量

埋戻 人孔躯体 v＝ π／4 × 1.400 2 × 0.860 ＝ 1.32 ｍ3

v＝ 0.000 × 0.000

副管 ×（ 0.000 ＋ 0.000 ＋ ） ＝ ｍ3

2 号組立 ｍ3

控 除 計 V5 ＝ 1.32 ｍ3

埋戻断面

//////  ////// (AS) 0.140

  

埋戻 (A4) (h) (V7)

ｺﾝｸﾘｰﾄ V6＝ 3.14 × 4.814 － 7.41 ｍ
3 7.7

埋戻控除量

5.674 埋戻 人孔躯体 v＝ π／4 × 1.400 2 × 4.814 ＝ 7.41 ｍ3

φ1.40 (h3)

控 除 計 V7 ＝ 7.41 ｍ3

///////// V= 6.854 × π/4 × 2.024 ＾2 + 0.00

残土量 - × - 1.4 ÷ 0.95 ｍ3 20.6
0.300 0.300

φ2.000

1
.0

0

規　格

山積0.28 m3

5
.8

9
4

5
.8

1
4

--------- ---------

1
.0

0
0

砂

(0
.8

6
0
)

4
.8

1
4

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘｰ

ﾄ

立
坑

深

埋
戻

深

0
.0

8
0

調
整

C
o

数　量



鋼製ケーシング式土留工施工時間

No.18 No.27 No.28 No.29 No.30 No.35 No.36 No.37 No.38 No.39 No.40 No.41 No.42

φ1800 φ2000 φ1800 φ2000 φ1500 φ2000 φ1800 φ2000 φ1800 φ1800 φ2000 φ1800 φ2000

N≦30 5.002 5.082 5.032 5.071 5.026 5.662 6.210 5.785 5.525 5.595 5.821 6.275 6.894

30＜N≦50

N≦5

5＜N≦30

N≦30

30＜N≦50

5.002 5.082 5.032 5.071 5.026 5.662 6.210 5.785 5.525 5.595 5.821 6.275 6.894

5.70 6.30 5.70 6.30 4.70 12.60 11.40 12.60 11.40 11.40 12.60 11.40 12.60

ｍ３ 2.50 3.10 2.50 3.10 1.80 3.10 2.50 3.10 2.50 2.50 3.10 2.50 3.10

ｍ 0.90 0.90 0.90 0.90 0.90 0.90 0.90 0.90 0.90 0.90 0.90 0.90 0.90

T1 h 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4

N≦30 4.5 4.6 4.5 4.6 4.5 5.1 5.6 5.2 5.0 5.0 5.2 5.6 6.2

30＜N≦50

N≦5

5＜N≦30

N≦30

30＜N≦50

T3 0.6 0.6 0.6 0.6 0.5 1.3 1.1 1.3 1.1 1.1 1.3 1.1 1.3

T4 0.5 0.6 0.5 0.6 0.4 0.6 0.5 0.6 0.5 0.5 0.6 0.5 0.6

T5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

7.4 7.7 7.4 7.7 7.2 8.8 9.1 8.9 8.5 8.5 9.0 9.1 9.9

日 0.9 1.0 0.9 1.0 0.9 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.2

0.9 1.0 0.9 1.0 0.9 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.2

Ｔ１　：　機械設置撤去時間（1.4　h) Ｔ４　：　底盤コンクリート打設時間（Ｖ×0.2　ｈ） 表-173-2 １ｍ当たりの標準施工時間　（白本　P.442）　　（ｈ/ｍ）

Ｔ２　：　圧入掘削積込み時間（Ｈ×a　ｈ） 　　　　　Ｖ　：　底盤コンクリート量（ｍ３）

　　　　　Ｈ２　：　掘削深　 Ｔ５　：　ケーシング引上げ時間（ｔ１×0.5　ｈ） 適用範囲

　　　　　ａ　　：　１ｍ当たり施工時間　（表-602-2）　（ｈ/ｍ） 　　　　　ｔ１　：　ケーシング引上げ長（ｍ） N≦5 1.0

Ｔ３　：　ケーシング溶接時間（ｌ×0.1　ｈ） 5＜N≦30 1.2

ｌ　　：　　総溶接延長（ｍ） ※　白本　P.447 参照 N≦30 1.0

30＜N≦50 1.2

N≦30 1.1

30＜N≦50 1.3

粘性土 0.8

砂質土 0.9

礫質土 1.0

φ2500
土質

h

粘性土

礫質土

計

ｹｰｼﾝｸﾞ溶接時間

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ打設時間

ｹｰｼﾝｸﾞ引上げ時間

T1+T2+T3+T4+T5

(T1+T2+T3+T4+T5)/8h

施　　工　　日　　数

呼び径(mm)
φ2000以下

底盤 コンクリート 量

ｹｰｼﾝｸﾞ    引上げ長

機械設置撤去時間

T2

圧入掘削積込み時間

砂質土

立　　　　　坑   　NO.

立　　　　坑　　　　径

掘
削
深
H2

砂質土

ｍ

粘性土

礫質土

計

ｹｰｼﾝｸﾞ 総溶接延長



舗 装 工 （ 立 坑 ）



舗装取壊し復旧工数量集計表（立坑部）
工　　種 種　別 規格・寸法 単位 No.18 片到達 No.27 両発進 No.28 両到達 No.29 両発進 No.30 両到達 No.35 両発進 No.36 両到達 No.37 両発進 No.38 通過 No.39 両到達 No.40 両発進 No.41 両到達 No.42 両発進 合計 摘　要

舗装版切断工 As   t=4cm ｍ 7.6 8.3 7.6 19.1 6.6 8.3 17.6 8.3 7.6 7.6 8.3 7.6 8.3 122.8

〃 As   t=5cm ｍ

〃 As   t=10cm ｍ

舗装版破砕工 As   t=3cm ｍ2 6.0 7.0 6.0 7.0 4.5 7.0 6.0 7.0 6.0 6.0 7.0 6.0 7.0 82.5 仮舗装

〃 As   t=4cm ｍ2 7.3 6.3 13.6

〃 As   t=5cm ｍ2

〃 As   t=10cm ｍ3

ガラ運搬 Asガラ ｍ3 0.2 0.2 0.2 0.5 0.1 0.2 0.4 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 3.0

ガラ処理 Asガラ t 0.5 0.5 0.5 1.2 0.2 0.5 0.9 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 7.3 @2.35t/m3

路盤掘削工 ｍ3 0.05 0.04 0.1

不 陸 整 正 補足材なし M-30 ｍ2 5-10-10

表　層　工 再生密粒度As ｔ=5ｃｍ ｍ3 〃

下層路盤工 Rca-30    t=10cm ｍ2 〃

上層路盤工 M-30    t=12(10)cm ｍ2 〃

仮　舗　装 再生粗粒度As ｔ=3ｃｍ ｍ2 〃

不 陸 整 正 補足材なし M-30 ｍ2 7.0 6.0 13.0 4-10

表　層　工 再生密粒度As ｔ=4ｃｍ ｍ3 〃

上層路盤工 M-30    t=11(10)cm ｍ2 4.1 4.9 4.1 4.9 3.0 4.9 4.1 4.9 4.1 4.1 4.9 4.1 4.9 57.0 〃

仮　舗　装 再生粗粒度As ｔ=3ｃｍ ｍ2 4.1 4.9 4.1 4.9 3.0 4.9 4.1 4.9 4.1 4.1 4.9 4.1 4.9 57.0 〃

舗装版破砕工

舗装復旧工



No.18 片到達立坑 舗装取壊し復旧工

項　　目 単位 数　　量 摘　　要

［舗装取壊工］
仮復旧 本復旧 縦断方向

↑ 舗装切断工 7.60＋0.00×2＋0.00×2 m 7.6
As  t=4cm

2.30 舗装版破砕工 0.00×0.00 m2 開削工で計上
As  t=4cm

舗装版破砕工 1.9 ＋ 4.1 m2 6.0 仮復旧
As  t=3cm

ガラ運搬工 0.0×0.04＋6.0×0.03 m3 0.2
ｍ Asガラ
ｍ2 2.30

路盤掘削工 m3

［舗装復旧工］
φ

1.15 表　層　工 m2
1.15 再生密粒度As t=4cm

基　　層 m2
再生粗粒度As　t=0cm

ｍ2 2.30
仮舗装面積 ｍ2 仮復旧 上層路盤工 m2 4.1
（円形覆工板設置前） M-30　t=11cm

表層（再生密粒度As） 0.04 0.03
0.11 下層路盤工 m2

上層路盤(M-30) 0.10 RCM-30　t=0cm
下層路盤
RCM-30 不 陸 整 正 m2 開削工で計上

φ
仮 復 旧 工 m2 4.1

（立坑断面） 再生粗粒度As　t=3cm

ｍ2

仮舗装面積 ｍ2

（マンホール築造後）

人孔鉄蓋控除 π/4×0.60^2 = 0.3

根　　　　　　　　　拠　　　　　　　　　図 計　　算　　式

（市道車道部）

2.30

舗装切断延長 7.6
舗装破砕面積 4.4

1.80

立坑面積 2.5
1.9 本復旧

0.10

0.60

鉄蓋面積 0.3
4.1



No.27 両発進立坑 舗装取壊し復旧工

項　　目 単位 数　　量 摘　　要

［舗装取壊工］
仮復旧 本復旧 縦断方向

↑ 舗装切断工 8.30＋0.00×2＋0.00×2 m 8.3
※　本復旧は開削工で計上 As  t=4cm

2.50 舗装版破砕工 m2 開削工で計上
As  t=4cm

舗装版破砕工 2.1 ＋ 4.9 m2 7.0 仮復旧
As  t=3cm

ガラ運搬工 0.0×0.04＋7.0×0.03 m3 0.2
ｍ Asガラ
ｍ2 2.50

路盤掘削工 m3

［舗装復旧工］
φ

1.25 表　層　工 m2
1.25 再生密粒度As t=4cm

基　　層 m2
再生粗粒度As　t=0cm

ｍ2 2.50
仮舗装面積 ｍ2 仮復旧 上層路盤工 m2 4.9
（円形覆工板設置前） M-30　t=11cm

表層（再生密粒度As） 0.04 0.03
0.11 下層路盤工 m2

上層路盤(M-30) 0.10 RCM-30　t=0cm
下層路盤
RCM-30 不 陸 整 正 m2 開削工で計上

φ
仮 復 旧 工 m2 4.9

（立坑断面） 再生粗粒度As　t=3cm

ｍ2

仮舗装面積 ｍ2

（マンホール築造後）

人孔鉄蓋控除 π/4×0.60^2 = 0.3

根　　　　　　　　　拠　　　　　　　　　図

0.3
4.9

立坑面積 3.1
2.1

計　　算　　式

鉄蓋面積

0.60

舗装破砕面積 5.2

2.00

本復旧

0.10

（市道車道部）

2.50

舗装切断延長 8.3



No.28 両到達立坑 舗装取壊し復旧工

項　　目 単位 数　　量 摘　　要

［舗装取壊工］
仮復旧 本復旧 縦断方向

↑ 舗装切断工 7.60＋0.00×2＋0.00×2 m 7.6
※　本復旧は開削工で計上 As  t=4cm

2.30 舗装版破砕工 m2 開削工で計上
As  t=4cm

舗装版破砕工 1.9 ＋ 4.1 m2 6.0 仮復旧
As  t=3cm

ガラ運搬工 0.0×0.04＋6.0×0.03 m3 0.2
ｍ Asガラ
ｍ2 2.30

路盤掘削工 m3

［舗装復旧工］
φ

1.15 表　層　工 m2
1.15 再生密粒度As t=4cm

基　　層 m2
再生粗粒度As　t=0cm

ｍ2 2.30
仮舗装面積 ｍ2 仮復旧 上層路盤工 m2 4.1
（円形覆工板設置前） M-30　t=11cm

表層（再生密粒度As） 0.04 0.03
0.11 下層路盤工 m2

上層路盤(M-30) 0.10 RCM-30　t=0cm
下層路盤
RCM-30 不 陸 整 正 m2 開削工で計上

φ
仮 復 旧 工 m2 4.1

（立坑断面） 再生粗粒度As　t=3cm

ｍ2

仮舗装面積 ｍ2

（マンホール築造後）

人孔鉄蓋控除 π/4×0.60^2 = 0.3

1.9 本復旧

0.10

0.60

鉄蓋面積 0.3
4.1

立坑面積 2.5

舗装切断延長 7.6
舗装破砕面積 4.4

1.80

2.30

根　　　　　　　　　拠　　　　　　　　　図 計　　算　　式

（市道車道部）



No.29 両発進立坑 舗装取壊し復旧工

項　　目 単位 数　　量 摘　　要

［舗装取壊工］
仮復旧 本復旧 縦断方向

↑ 舗装切断工 8.30＋2.70×2＋2.70×2 m 19.1
2.70 ※　本復旧は開削工で計上 As  t=4cm

0.10 2.50 0.10 舗装版破砕工 2.70×2.70 m2 7.3
As  t=4cm

舗装版破砕工 2.1 ＋ 4.9 m2 7.0 仮復旧
0.10 As  t=3cm

ガラ運搬工 7.3×0.04＋7.0×0.03 m3 0.5
ｍ Asガラ
ｍ2 2.50 2.70

路盤掘削工 4.90×0.01 m3 0.05 本復旧時

0.10

［舗装復旧工］
φ

1.35 表　層　工 2.70×2.70－0.3 m2 7.0
1.25 0.10 再生密粒度As t=4cm

2.70 基　　層 m2
再生粗粒度As　t=0cm

ｍ2 0.10 2.50 0.10
仮舗装面積 ｍ2 仮復旧 上層路盤工 m2 4.9
（円形覆工板設置前） M-30　t=11cm

表層（再生密粒度As） 0.04 0.03
0.11 下層路盤工 m2

上層路盤(M-30) 0.10 RCM-30　t=0cm
下層路盤
RCM-30 不 陸 整 正 2.70×2.70－0.3 m2 7.0

φ
仮 復 旧 工 m2 4.9

（立坑断面） 再生粗粒度As　t=3cm

ｍ2

仮舗装面積 ｍ2

（マンホール築造後）

人孔鉄蓋控除 π/4×0.60^2 = 0.3

2.1 本復旧

0.10

0.60

鉄蓋面積 0.3
4.9

立坑面積 3.1

舗装切断延長 8.3
舗装破砕面積 5.2

2.00

2.50

根　　　　　　　　　拠　　　　　　　　　図 計　　算　　式

（市道車道部）



No.30 両到達立坑 舗装取壊し復旧工

項　　目 単位 数　　量 摘　　要

［舗装取壊工］
仮復旧 本復旧 縦断方向

↑ 舗装切断工 6.60＋0.00×2＋0.00×2 m 6.6
※　本復旧は開削工で計上 As  t=4cm

2.00 舗装版破砕工 m2 開削工で計上
As  t=4cm

舗装版破砕工 1.5 ＋ 3.0 m2 4.5 仮復旧
As  t=3cm

ガラ運搬工 0.0×0.04＋4.5×0.03 m3 0.1
ｍ Asガラ
ｍ2 2.00

路盤掘削工 m3

［舗装復旧工］
φ

1.00 表　層　工 m2
1.00 再生密粒度As t=4cm

基　　層 m2
再生粗粒度As　t=0cm

ｍ2 2.00
仮舗装面積 ｍ2 仮復旧 上層路盤工 m2 3.0
（円形覆工板設置前） M-30　t=11cm

表層（再生密粒度As） 0.04 0.03
0.11 下層路盤工 m2

上層路盤(M-30) 0.10 RCM-30　t=0cm
下層路盤
RCM-30 不 陸 整 正 m2 開削工で計上

φ
仮 復 旧 工 m2 3.0

（立坑断面） 再生粗粒度As　t=3cm

ｍ2

仮舗装面積 ｍ2

（マンホール築造後）

人孔鉄蓋控除 π/4×0.60^2 = 0.3

1.5 本復旧

0.10

0.60

鉄蓋面積 0.3
3.0

立坑面積 1.8

舗装切断延長 6.6
舗装破砕面積 3.3

1.50

2.00

根　　　　　　　　　拠　　　　　　　　　図 計　　算　　式

（市道車道部）



No.35 両発進立坑 舗装取壊し復旧工

項　　目 単位 数　　量 摘　　要

［舗装取壊工］
仮復旧 本復旧 縦断方向

↑ 舗装切断工 8.30＋0.00×2＋0.00×2 m 8.3
※　本復旧は開削工で計上 As  t=4cm

2.50 舗装版破砕工 m2 開削工で計上
As  t=4cm

舗装版破砕工 2.1 ＋ 4.9 m2 7.0 仮復旧
As  t=3cm

ガラ運搬工 0.0×0.04＋7.0×0.03 m3 0.2
ｍ Asガラ
ｍ2 2.50

路盤掘削工 m3

［舗装復旧工］
φ

1.25 表　層　工 m2
1.25 再生密粒度As t=4cm

基　　層 m2
再生粗粒度As　t=0cm

ｍ2 2.50
仮舗装面積 ｍ2 仮復旧 上層路盤工 m2 4.9
（円形覆工板設置前） M-30　t=11cm

表層（再生密粒度As） 0.04 0.03
0.11 下層路盤工 m2

上層路盤(M-30) 0.10 RCM-30　t=0cm
下層路盤
RCM-30 不 陸 整 正 m2 開削工で計上

φ
仮 復 旧 工 m2 4.9

（立坑断面） 再生粗粒度As　t=3cm

ｍ2

仮舗装面積 ｍ2

（マンホール築造後）

人孔鉄蓋控除 π/4×0.60^2 = 0.3

2.1 本復旧

0.10

0.60

鉄蓋面積 0.3
4.9

立坑面積 3.1

舗装切断延長 8.3
舗装破砕面積 5.2

2.00

2.50

根　　　　　　　　　拠　　　　　　　　　図 計　　算　　式

（市道車道部）



No.36 両到達立坑 舗装取壊し復旧工

項　　目 単位 数　　量 摘　　要

［舗装取壊工］
仮復旧 本復旧 縦断方向

↑ 舗装切断工 7.60＋2.50×2＋2.50×2 m 17.6
2.50 As  t=4cm

0.10 2.30 0.10 舗装版破砕工 2.50×2.50 m2 6.3
As  t=4cm

舗装版破砕工 1.9 ＋ 4.1 m2 6.0 仮復旧
0.10 As  t=3cm

ガラ運搬工 6.3×0.04＋6.0×0.03 m3 0.4
ｍ Asガラ
ｍ2 2.30 2.50

路盤掘削工 4.10×0.01 m3 0.04 本復旧時

0.10

［舗装復旧工］
φ

1.25 表　層　工 2.50×2.50－0.3 m2 6.0
1.15 0.10 再生密粒度As t=4cm

2.50 基　　層 m2
再生粗粒度As　t=0cm

ｍ2 0.10 2.30 0.10
仮舗装面積 ｍ2 仮復旧 上層路盤工 m2 4.1
（円形覆工板設置前） M-30　t=11cm

表層（再生密粒度As） 0.04 0.03
0.11 下層路盤工 m2

上層路盤(M-30) 0.10 RCM-30　t=0cm
下層路盤
RCM-30 不 陸 整 正 2.50×2.50－0.3 m2 6.0

φ
仮 復 旧 工 m2 4.1

（立坑断面） 再生粗粒度As　t=3cm

ｍ2

仮舗装面積 ｍ2

（マンホール築造後）

人孔鉄蓋控除 π/4×0.60^2 = 0.3

2.30

根　　　　　　　　　拠　　　　　　　　　図 計　　算　　式

（市道車道部）

立坑面積 2.5

舗装切断延長 7.6
舗装破砕面積 4.4

1.80

1.9 本復旧

0.10

0.60

鉄蓋面積 0.3
4.1



No.37 両発進立坑 舗装取壊し復旧工

項　　目 単位 数　　量 摘　　要

［舗装取壊工］
仮復旧 本復旧 縦断方向

↑ 舗装切断工 8.30＋0.00×2＋0.00×2 m 8.3
※　本復旧は開削工で計上 As  t=4cm

2.50 舗装版破砕工 m2 開削工で計上
As  t=4cm

舗装版破砕工 2.1 ＋ 4.9 m2 7.0 仮復旧
As  t=3cm

ガラ運搬工 0.0×0.04＋7.0×0.03 m3 0.2
ｍ Asガラ
ｍ2 2.50

路盤掘削工 m3

［舗装復旧工］
φ

1.25 表　層　工 m2
1.25 再生密粒度As t=4cm

基　　層 m2
再生粗粒度As　t=0cm

ｍ2 2.50
仮舗装面積 ｍ2 仮復旧 上層路盤工 m2 4.9
（円形覆工板設置前） M-30　t=11cm

表層（再生密粒度As） 0.04 0.03
0.11 下層路盤工 m2

上層路盤(M-30) 0.10 RCM-30　t=0cm
下層路盤
RCM-30 不 陸 整 正 m2 開削工で計上

φ
仮 復 旧 工 m2 4.9

（立坑断面） 再生粗粒度As　t=3cm

ｍ2

仮舗装面積 ｍ2

（マンホール築造後）

人孔鉄蓋控除 π/4×0.60^2 = 0.3

2.50

根　　　　　　　　　拠　　　　　　　　　図 計　　算　　式

（市道車道部）

立坑面積 3.1

舗装切断延長 8.3
舗装破砕面積 5.2

2.00

2.1 本復旧

0.10

0.60

鉄蓋面積 0.3
4.9



No.38 通過立坑 舗装取壊し復旧工

項　　目 単位 数　　量 摘　　要

［舗装取壊工］
仮復旧 本復旧 縦断方向

↑ 舗装切断工 7.60＋0.00×2＋0.00×2 m 7.6
※　本復旧は開削工で計上 As  t=4cm

2.30 舗装版破砕工 m2 開削工で計上
As  t=4cm

舗装版破砕工 1.9 ＋ 4.1 m2 6.0 仮復旧
As  t=3cm

ガラ運搬工 0.0×0.04＋6.0×0.03 m3 0.2
ｍ Asガラ
ｍ2 2.30

路盤掘削工 m3

［舗装復旧工］
φ

1.15 表　層　工 m2
1.15 再生密粒度As t=4cm

基　　層 m2
再生粗粒度As　t=0cm

ｍ2 2.30
仮舗装面積 ｍ2 仮復旧 上層路盤工 m2 4.1
（円形覆工板設置前） M-30　t=11cm

表層（再生密粒度As） 0.04 0.03
0.11 下層路盤工 m2

上層路盤(M-30) 0.10 RCM-30　t=0cm
下層路盤
RCM-30 不 陸 整 正 m2 開削工で計上

φ
仮 復 旧 工 m2 4.1

（立坑断面） 再生粗粒度As　t=3cm

ｍ2

仮舗装面積 ｍ2

（マンホール築造後）

人孔鉄蓋控除 π/4×0.60^2 = 0.3

2.30

根　　　　　　　　　拠　　　　　　　　　図 計　　算　　式

（市道車道部）

立坑面積 2.5

舗装切断延長 7.6
舗装破砕面積 4.4

1.80

1.9 本復旧

0.10

0.60

鉄蓋面積 0.3
4.1



No.39 両到達立坑 舗装取壊し復旧工

項　　目 単位 数　　量 摘　　要

［舗装取壊工］
仮復旧 本復旧 縦断方向

↑ 舗装切断工 7.60＋0.00×2＋0.00×2 m 7.6
※　本復旧は開削工で計上 As  t=4cm

2.30 舗装版破砕工 m2 開削工で計上
As  t=4cm

舗装版破砕工 1.9 ＋ 4.1 m2 6.0 仮復旧
As  t=3cm

ガラ運搬工 0.0×0.04＋6.0×0.03 m3 0.2
ｍ Asガラ
ｍ2 2.30

路盤掘削工 m3

［舗装復旧工］
φ

1.15 表　層　工 m2
1.15 再生密粒度As t=4cm

基　　層 m2
再生粗粒度As　t=0cm

ｍ2 2.30
仮舗装面積 ｍ2 仮復旧 上層路盤工 m2 4.1
（円形覆工板設置前） M-30　t=11cm

表層（再生密粒度As） 0.04 0.03
0.11 下層路盤工 m2

上層路盤(M-30) 0.10 RCM-30　t=0cm
下層路盤
RCM-30 不 陸 整 正 m2 開削工で計上

φ
仮 復 旧 工 m2 4.1

（立坑断面） 再生粗粒度As　t=3cm

ｍ2

仮舗装面積 ｍ2

（マンホール築造後）

人孔鉄蓋控除 π/4×0.60^2 = 0.3

2.30

根　　　　　　　　　拠　　　　　　　　　図 計　　算　　式

（市道車道部）

立坑面積 2.5

舗装切断延長 7.6
舗装破砕面積 4.4

1.80

1.9 本復旧

0.10

0.60

鉄蓋面積 0.3
4.1



No.40 両発進立坑 舗装取壊し復旧工

項　　目 単位 数　　量 摘　　要

［舗装取壊工］
仮復旧 本復旧 縦断方向

↑ 舗装切断工 8.30＋0.00×2＋0.00×2 m 8.3
※　本復旧は開削工で計上 As  t=4cm

2.50 舗装版破砕工 m2 開削工で計上
As  t=4cm

舗装版破砕工 2.1 ＋ 4.9 m2 7.0 仮復旧
As  t=3cm

ガラ運搬工 0.0×0.04＋7.0×0.03 m3 0.2
ｍ Asガラ
ｍ2 2.50

路盤掘削工 m3

［舗装復旧工］
φ

1.25 表　層　工 m2
1.25 再生密粒度As t=4cm

基　　層 m2
再生粗粒度As　t=0cm

ｍ2 2.50
仮舗装面積 ｍ2 仮復旧 上層路盤工 m2 4.9
（円形覆工板設置前） M-30　t=11cm

表層（再生密粒度As） 0.04 0.03
0.11 下層路盤工 m2

上層路盤(M-30) 0.10 RCM-30　t=0cm
下層路盤
RCM-30 不 陸 整 正 m2 開削工で計上

φ
仮 復 旧 工 m2 4.9

（立坑断面） 再生粗粒度As　t=3cm

ｍ2

仮舗装面積 ｍ2

（マンホール築造後）

人孔鉄蓋控除 π/4×0.60^2 = 0.3

2.50

根　　　　　　　　　拠　　　　　　　　　図 計　　算　　式

（市道車道部）

立坑面積 3.1

舗装切断延長 8.3
舗装破砕面積 5.2

2.00

2.1 本復旧

0.10

0.60

鉄蓋面積 0.3
4.9



No.41 両到達立坑 舗装取壊し復旧工

項　　目 単位 数　　量 摘　　要

［舗装取壊工］
仮復旧 本復旧 縦断方向

↑ 舗装切断工 7.60＋0.00×2＋0.00×2 m 7.6
※　本復旧は開削工で計上 As  t=4cm

2.30 舗装版破砕工 m2 開削工で計上
As  t=4cm

舗装版破砕工 1.9 ＋ 4.1 m2 6.0 仮復旧
As  t=3cm

ガラ運搬工 0.0×0.04＋6.0×0.03 m3 0.2
ｍ Asガラ
ｍ2 2.30

路盤掘削工 m3

［舗装復旧工］
φ

1.15 表　層　工 m2
1.15 再生密粒度As t=4cm

基　　層 m2
再生粗粒度As　t=0cm

ｍ2 2.30
仮舗装面積 ｍ2 仮復旧 上層路盤工 m2 4.1
（円形覆工板設置前） M-30　t=11cm

表層（再生密粒度As） 0.04 0.03
0.11 下層路盤工 m2

上層路盤(M-30) 0.10 RCM-30　t=0cm
下層路盤
RCM-30 不 陸 整 正 m2 開削工で計上

φ
仮 復 旧 工 m2 4.1

（立坑断面） 再生粗粒度As　t=3cm

ｍ2

仮舗装面積 ｍ2

（マンホール築造後）

人孔鉄蓋控除 π/4×0.60^2 = 0.3

2.30

根　　　　　　　　　拠　　　　　　　　　図 計　　算　　式

（市道車道部）

立坑面積 2.5

舗装切断延長 7.6
舗装破砕面積 4.4

1.80

1.9 本復旧

0.10

0.60

鉄蓋面積 0.3
4.1



No.42 両発進立坑 舗装取壊し復旧工

項　　目 単位 数　　量 摘　　要

［舗装取壊工］
仮復旧 本復旧 縦断方向

↑ 舗装切断工 8.30＋0.00×2＋0.00×2 m 8.3
※　本復旧は開削工で計上 As  t=4cm

2.50 舗装版破砕工 m2 開削工で計上
As  t=4cm

舗装版破砕工 2.1 ＋ 4.9 m2 7.0 仮復旧
As  t=3cm

ガラ運搬工 0.0×0.04＋7.0×0.03 m3 0.2
ｍ Asガラ
ｍ2 2.50

路盤掘削工 m3

［舗装復旧工］
φ

1.25 表　層　工 m2
1.25 再生密粒度As t=4cm

基　　層 m2
再生粗粒度As　t=0cm

ｍ2 2.50
仮舗装面積 ｍ2 仮復旧 上層路盤工 m2 4.9
（円形覆工板設置前） M-30　t=11cm

表層（再生密粒度As） 0.04 0.03
0.11 下層路盤工 m2

上層路盤(M-30) 0.10 RCM-30　t=0cm
下層路盤
RCM-30 不 陸 整 正 m2 開削工で計上

φ
仮 復 旧 工 m2 4.9

（立坑断面） 再生粗粒度As　t=3cm

ｍ2

仮舗装面積 ｍ2

（マンホール築造後）

人孔鉄蓋控除 π/4×0.60^2 = 0.3

2.50

根　　　　　　　　　拠　　　　　　　　　図 計　　算　　式

（市道車道部）

立坑面積 3.1

舗装切断延長 8.3
舗装破砕面積 5.2

2.00

2.1 本復旧

0.10

0.60

鉄蓋面積 0.3
4.9
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物質収支計算（一次処理）

（1/3）

No.42 → No.11-6

仕様条件

  施工条件

呼び径 mm

掘削機外径 D = m

推進延長 L = m

推進管長 Lp = m/本

掘進速度 S = mm/min

送泥水の比重 ρ1 = 8.00(cm/min) *10 

清水比重 ρo =

　土質条件

土粒子真比重 Gs =

地山の含水比 ω = ％

地山の粒度構成

礫 S1 = ％ 50

砂 S2 = ％ 80

S3 = ％ 100

150

　送排泥管の仕様

送泥管径 = mm = mm

排泥管径 = mm = mm

  粒径と濃度から決る定数 FL =

　泥水一次処理装置計画条件

１日当り施工本数 n = 本/日（=8.2m/日÷1.00m/本）

8.2(m/日) /0.9 

シルト･粘土 11.60 105.3

155.2

呼び径 50 内径 d1 52.9

呼び径 50 内径 d2 52.9

1.345

8.2

0.240

32.75

1.00

80 200:A普通土(車上)

1.15

1.00

2.656

24.40

送排泥管径

0.70 52.9

87.70 80.7

59c

区　間

ボーリングNO. R1-Bor.5

VPφ 200



No.42 → No.11-6 BorNo.

[1] 計画条件

  施工条件 呼び径 mm

推進機外径 Bs = m

推進延長 L = m

推進管長 Lp = m/本

掘進速度 S = mm/min

送泥水の比重 ρ1 =

清水比重 ρo =

  土質条件 土粒子真比重 Gs =

地山の含水比 ω = ％

地山の粒度構成

礫 S1 = ％

砂 S2 = ％

S3 = ％

　送排泥管の仕様 送泥管径 = mm = mm

排泥管径 = mm = mm

  粒径と濃度から決る定数 FL = 砂の場合 1.33～1.36

[送排泥流量の計算]

π π 2

4 4

排泥管管径 d2= = m

π π 2

4 4

g= = m/sec2

排泥流量 Q2= = = m3/min

送泥流量 Q1= = = m3/min

a2･VL･60 0.0022×1.762×60 0.233

Q2 - q 0.233 - 0.004 0.229

送泥流速 V1=
4･Q1

=
4×0.229

= 1.737 m/sec
π･d12･60 π×0.0529 2×60

重力加速度 9.8

管内限界沈殿流速
(排泥流速）

VL= FL･(2･g･d2･
Gs - ρo

)1/2
ρo

R.DURANDの公式より
= 1.345×(2×9.8×0.0529×

2.656 - 1.00
)1/2 = 1.762 m/s

1.00

掘削土量(真体積) q = A･
S

= 0.0450×
80.00

= 0.004 m3/min
1000 1000

0.0529

排泥管内断面積 a2= ･d22 = ×0.0529 = 0.0022 m2

呼び径 50 内径 d1 52.9

呼び径 50 内径 d2 52.9

1.345

掘削断面積 A = ･Bs2 = ×0.240 = 0.045 m2

区　間 R1-Bor.5

VPφ 200

0.240

32.75

1.00

80.00

1.15

1.00

2.656

24.4

0.7

87.7

シルト･粘土 11.6

物質収支計算



[掘進開始前]

掘進するための必要貯留泥水量は、１０分間に流れる送泥水量の１.５倍とする。

貯留泥水容量 V0= = m3

貯留泥水重量 W0= = = t

貯留泥水重量濃度

C0

100

重　量 W0 = = + = t/本

Wa0

Gs

Ww0

ρo

容　積 V0 = = + = m3/本 Va0 + Vw0 0.311 3.124 3.435

 Wa0 + Ww0 0.826 3.124 3.950

土粒子容積 Va0= =
0.826

= 0.311 m3
2.656

水分容積 Vw0= =
3.124

= 3.124 m3
1.00

土粒子重量 Wa0= W0× = 3.950×
20.920

= 0.826 t
100

水分重量 Ww0= W0×
100-C0

= 3.950×
100-20.920

= 3.124 t
100 100

10×送泥流量(Q1)×1.5 10×0.229×1.5  = 3.435

V0×送泥水比重(ρ1) 3.435×1.15 3.950

C0=
Gs×(ρ1 - ρo)

×100
ρ1×(Gs - ρo)

=
2.656×(1.15 - 1.00)

×100 = 20.920 Wt%
1.15×(2.656 - 1.00)



[2] 送 泥 水

送泥流量 V1 = = = m3/本

掘進時間

min/本

送泥重量 W1 =  V1×ρ1 = × = t/本

送泥重量濃度

C1

100

重　量 W1 = = + =

Wa1

Gs

Ww1

ρo

容　積 V1 = = + = m3/本

水分容積 Vw1 = =
2.603

= 2.603 m3/本
1.00

 Va1 + Vw1 0.259 2.603 2.862

水分重量 Ww1 = W1×
100-C1

3.292× =
100-20.920

= 2.603 t/本
100 100

Wa1 + Ww1 0.689 2.603 3.292

土粒子容積 Va1 = =
0.689

= 0.259 m3/本
2.656

2.863 1.150 3.292

C1 =
Gs×(ρ1 - ρo)

×100
ρ1×(Gs - ρo)

=
2.656×(1.15 - 1.00)

×100 = 20.920 Wt%
1.15×(2.656 - 1.00)

土粒子重量 Wa1 = W1× = 3.292×
20.920

= 0.689 t/本
100

Q1×T 0.229×12.500 2.863

T =
推進管長(Lp)

=
1.00

×1000 = 12.50
掘進速度(S) 80



[3] 掘削地山

掘削容量 V2 = = 2 × m3/本

掘削重量 W2 = = = t/本

重　量 W2 = = +

Wa2

Gs m3/本

Ww2

ρo

容  積   V2 = = +   = m3/本

土粒子容積 Va2 = =
0.072

  = 0.027
2.656

水分容積 Vw2 = =
0.018

  = 0.018 m3/本
1.00

 Va2 + Vw2 0.027 0.018 0.045

t/本
100 + ω 100 + 24.4

水分重量 Ww2 = W2×
ω

= 0.09×
24.4

  = 0.018 t/本
100 + ω 100 + 24.4

 Wa2 + Ww2 0.072 0.018 0.090

見掛比重 γt=
ω + 100

=
24.4 + 100

= 2.005
ω + 100/Gs 24.4 + 100/2.656

V2×γt 0.045×2.005 0.090

土粒子重量 Wa2 = W2×
100

= 0.09×
100

= 0.072

π/4×Bs2×Lp π/4×0.240 1.00  = 0.045



≪地山粒度構成≫

S1

100

S2

100

S3

100

重　量 W2 = Wr2+Ws2+Wc2+Ww2

= 0.001 + 0.063 + 0.008 + 0.018   = m3/本

Wr2

Gs

Wｓ2

Gs

Wc2

Gs

Ww2

ρo

容　積 V2 = Vr2+Vs2+Vc2+Vw2

= 0.000 + 0.024 + 0.003 + 0.018   = m3/本0.045

砂容積 Vs2 = =
0.063

  = 0.024 m3/本
2.656

シルト･粘土容積 Vc2 = =
0.008

  = 0.003 m3/本
2.656

水分重量 Vw2= =
0.018

  = 0.018 m3/本
1.00

シルト、粘土重量 Wc2 = Wa2× = 0.07×
11.6

  = 0.008 t/本
100

水分重量 Ww2 =   = 0.018 m3/本

0.090

礫容積 Vr2 = =
0.001

0.000 m3/本
2.656

礫重量 Wr2 = Wa2× = 0.07×
0.7

  = 0.001 t/本
100

砂重量 Ws2 = Wa2× = 0.07×
87.7

  = 0.063 t/本
100



[4] 排泥水（①＋②）

砂･礫重量 Wb3 = = +   = t/本

シルト･粘土重量 Wc3 = = +   = t/本

砂･礫容積 Vb3 = = +   = t/本

シルト･粘土容積 Vc3 = = +   = t/本

土粒子重量 Wa3 = = + = t/本

水分重量 Ww3 = = + = t/本

重　量 W3 = = + = t/本

土粒子容積 Va3 = = + = m3/本

水分容積 Vw3 = = + = m3/本

容　積 V3 = = + = m3/本

W3

V3

Wa3

W3
Wt%

3.382

 Vw1 + Vw2 2.603 0.018 2.621

 Va3 + Vw3 0.286 2.621 2.907

液比重 ρ3 = =
3.382

= 1.163
2.907

重量濃度 C3 = =
0.761

= 22.50

 Wb3 + Wc3 0.064 0.697 0.761

 Ww1 + Ww2 2.603 0.018 2.621

 Wa3 + Ww3 0.761 2.621 3.382

 Vb3 + Vc3 0.024 0.262 0.286

 Wr2 + Ws2 0.001 0.063 0.064

 Wa1 + Wc2 0.689 0.008 0.697

 Vr2 + Vs2 0.000 0.024 0.024

 Va1 + Vc2 0.259 0.003 0.262



[5] 一次分離

礫．砂の回収率は 100％とし、シルト及び粘土の回収量は 一次処理される礫について 10Wt(%)、

砂については 40Wt(％)の泥水(排泥水中の礫及び砂を除いた付着泥水)を含むものとする。

礫重量 Wr4 = = t/本

砂重量 Ws4 = = t/本

= t/本

Wr4

Gs

Wr4

Gs

Wr4

Gs

土粒子重量 Wa4 =  Wr4 + Ws4 + Wc4

= + + = t/本

水分重量 Ww4 = ( Wr4×0.1 + Ws4×0.4 ) - Wc4

= (0.001×0.1 + 0.063×0.4 ) - 0.005 = t/本

重　量 W4 = = + = t/本

土粒子容積 Va4 =  Vr4 + Vs4 + Vc4

= + + = m3/本

Ww4

ρo

容　積 V4 = = + = m3/本

Ww4

Wa4

m3/本
1.00

 Va4 + Vw4 0.026 0.020 0.046

含水比 ω4 = ×100 =
0.020

×100 = 28.99 ％
0.07

0.001 0.063 0.005 0.069

0.020

 Wa4 + Ww4 0.069 0.020 0.089

0.000 0.024 0.002 0.026

水分容積 Vw4 = =
0.020

= 0.020

礫容積 Vr4 = =
0.001

= 0.000 m3/本
2.656

砂容積 Vs4 = =
0.063

= 0.024 m3/本
2.656

シルト･粘土容積 Vs4 = =
0.005

= 0.002 m3/本
2.656

 Wr2 0.001

 Ws2 0.063

シルト･粘土重量 Wc4 = (Wr4×0.1 + Ws4×0.4)×
Wa3 - (Wr4 + Ws4)

Ww3 + {Wa3 - (Wr4 + Ws4)}

= ( 0.001×0.1 + 0.063×0.4 )×
0.761-(0.001+0.063)

2.621+{0.761-(0.001+0.063)}

0.005



[6] サイクロンオーバー泥水

土粒子重量 Wa5 = = - = t/本

水分重量 Ww5 = = - = t/本

重　量 W5 = = + = t/本

Wa5

Gs

水分容積 Ww5

ρo

容　積 V5 = = + = m3/本

W5

V5

Wa5

W5
重量濃度 C5 = ×100 =

0.69
×100 = 21.01 ％

3.29

m3/本
2.656

Vw5 = =
2.601

= 2.601 m3/本
1.00

 Va5 + Vw5 0.261 2.601 2.862

液比重 ρ5 = =
3.293

= 1.151
2.862

 Wa3 - Wa4 0.761 0.069 0.692

 Ww3 - Ww4 2.621 0.020 2.601

 Wa5 + Ww5 0.692 2.601 3.293

土粒子容積 Va5 = =
0.692

= 0.261



[7] 調整槽内比重

調整槽容量は、必要貯留泥水量(V0=10分×送泥流量×1.5) を貯留できる容量とする。

必要貯留泥水量 V0 = m3

比重調整後の調整槽内の土粒子及び水分の重量は

土粒子重量 Wac1 =  V0×ρ1×C1/100

= 3.435×1.15×20.92/100 = t

水分重量 Wwc1 =  Vc×ρ1×(100-C1)/100

= 3.435×1.15×(100 - 20.92)/100 = t

となる。

ここで、調整槽内比重を上記の比重調整後の調整槽内泥水にオーバー泥水と送泥水の差

{ (「サイクロンオーバー泥水」-「送泥水」)/α }を加えたものの比重とし、それに対して

比重調整を行なう事とする。

α = ÷ =

重　量 Wc = = + = t

Wac

Gs

容　積 Vc = = + = m3

Wc

Vc

％
Wc 3.952

 Vac2 + Vwc2 0.313 3.122 3.435

液比重 ρc = =
3.952

= 1.151
3.435

重量濃度 Cc =
Wac2

×100 =
0.830

×100 = 21.00

 Wac2 + Wwc2 0.830 3.122 3.952

土粒子容積 Vac2 = =
0.830

= 0.313 m3
2.656

水分容積 Vwc2 =
Wwc2

=
3.122

= 3.122 m3
ρo 1.00

土粒子重量 Wac2 =  Wac1 +
Wa5 - Wa1

α

0.826 +
0.692-0.689

= 0.830 t
0.833

水分重量 Wwc2 =  Wwc1 +
Ww5 - Ww1

α

= 3.124 +
2.601-2.603

= 3.122 t
0.833

3.435

0.826

3.124

送泥流量（V1)/貯留泥水量(V0) = 2.86 3.44 0.833



比重調整を行なうに際しては、下記の条件を用いる。

(a) 比重調整後の容量は、比重調整量 (Vc) とする。

(b) 比重調整後の比重は、送泥水比重 (ρ1) とする。

(c) 比重調整泥水は、重量濃度  (C9) wt% とする。

従って、比重調整泥水の比重 (ρ9) は、

となる。

以下に示す各ケースに分類して、比重調整を行なう事とする。

ここで、 送　泥　流　量   = m3/本

オ ー バ ー 泥 水   = m3/本

送 泥 水 比 重   =

調 整 槽 内 比 重   =

1

2

3

4

5

よって、 より となり

今回は上表に示す 1～5 の調整方法のうち 1 の方法を採用する。

= a

= b 各水量(m3/本)を 左記の変数で表す。

= c

= d

引 抜 泥 水

余 剰 泥 水

比重調整泥水

比重調整清水

ρ1： 1.150

ρc： 1.151

Case1,4 送泥水比重(ρ1)＜調整槽内比重(ρc)のため清水による比重調整を行う

Case2,5 送泥水比重(ρ1)＝調整槽内比重(ρc)のため比重調整は行わない

Case3,6 送泥水比重(ρ1)＞調整槽内比重(ρc)のため泥水による比重調整を行う

Case7 送泥水比重(ρ1)＜調整槽内比重(ρc)のため清水による比重調整を行う

Case8,9 泥水及び清水による比重調整を行う

V1=V5 ρ1＜ρc Case 4

ρ1＜ρc Case 1 Case 4 Case 7

ρ1=ρc Case 2 Case 5 Case 8

ρ1＞ρc Case 3 Case 6 Case 9

V1： 2.86

V5： 2.86

50.0

調整泥水比重ρ9 =
2×Gs

=
2×2.656

= 1.453
Gs + 1 2.656 + 1

V1＜V5 V1=V5 V1＞V5



1

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より重いため清水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量及び比重調整清水量を z とすると、

(V0－z)×ρc + z×ρo = V0×ρ1

∴ z =

= (1.150 - 1.151)×3.44／(1.00 - 1.151) = m3

=  z = m3

= = m3

= = m3

=  z = m3

z

→

2

調整槽内比重(ρc)と送泥水比重(ρ1)が等しいため比重調整は行わない。

= = m3

= = m3

= = m3

= = m3

3

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より軽いため泥水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量及び比重調整泥水量を z とすると、

(V0 - z)×ρc + z×ρ9 = V0×ρ1

∴ z = (ρ1 - ρc)×V0／(ρ9 - ρc)

= (1.15 - 1.151)×3.435／(1.453 - 1.151)   = m3

= z = m3

= = m3

= z = m3

= = m3

比重調整清水： d' ***

Case3,6の場合 非対象Case

***

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 ***

比重調整泥水： c' ***

比重調整清水： d' ***

比重調整泥水： c' 0.000

比重調整清水： d' 0.020 V0 - z

(ρc)

引抜泥水(ρc)

Case2,5の場合 非対象Case

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 ***

比重調整泥水： c' ***

Case1,4の場合 対象Case

 (ρ1-ρc)×V0／(ρo-ρc)

0.020

引 抜 泥 水： a' 0.020 比重調整清水 z

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 0.000 (ρo = 1.0)



4

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より重いため清水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量を z とし、{ 送泥流量（V1) - オーバー泥水(V5) }÷αを y とすると、

(比重調整清水 = z + y)

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

(Vc - z - y)×ρc + (z + y)×ρo = V0×ρ1

∴ z = {(ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρo)×y}／(ρo-ρc)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.00)×***}／(1.00 - 1.151) = m3

ここで、z ≧ 0.0 ならば

= z = m3 　[y=(V1-V5)÷α]

= = m3

= = m3

= z + y = m3 z

→

ここで、z ＜ 0.0 ならば

引抜泥水が負になり、清水のみによる比重調整では条件を満足できないので、

清水及び泥水による比重調整を行なう。 ( ５ の調整方法）

 (V1 - V5)／α  = ***

***

比重調整清水 z

引 抜 泥 水： a' *** z + y  (ρo)

余 剰 泥 水： b' ***

比重調整泥水： c' *** V0 - z - y

比重調整清水： d' *** (ρc)

引抜泥水(ρc)

Case7 の場合 非対象Case



5

泥水及び清水による比重調整を行う。

ここで、比重調整泥水を x とし、{ 送泥流量 (V1) - オーバー泥水 (V5) }÷αを y とすると

(比重調整清水 = y - x )

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

(Vc - y)×ρc + x×ρ9 + (y - x)×ρ0  = VC×ρ1

∴ x = { (ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρo)×y }／(ρ9 - ρo)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.00)×*** }／(1.453 - 1.00)= m3

ここで、ｘ ≦ ｙ ならば 　[y=(V1-V5)÷α]

= = m3

= = m3

= x = m3

= y - x = m3

ここで、x ＞ y ならば，泥水のみによる比重調整を行なう。

ここで、引抜泥水量を z とし、{ 送泥流量(V1) - オーバー泥水(V5) }÷α を y とすると、

（ 比重調整泥水 = z + y )

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

（V0 - z - y )×ρc×(z + y)×ρ9 = V0×ρ1

∴ z = {(ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρ9)×y}÷／ρ9 - ρc)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.453)×*** }／(1.453 - 1.151)

= m3

= z = m3

= = m3

= z + y = m3

= = m3比重調整清水： d' ***

比重調整泥水： c' *** V0 - y

比重調整清水： d' *** (ρc)

 (V1 - V5)÷α  = ***

***

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b' ***

比重調整泥水： c' ***

Case8,9 の場合 非対象Case

 (V1 - V5)÷α  = ***

***

比重調整清水

y - x  (ρo)

引 抜 泥 水： a' *** 比重調整泥水

余 剰 泥 水： b' *** x  (ρ9)



より、 1 の調整方法により調整する。

 ※ ここで、各水量を１本当り水量に換算する。 α=

a = = × = m3/本

b = = = m3/本

c = = × = m3/本

d = = × = m3/本

[8] 引抜泥水

土粒子重量 Wa7 =  Va7×Gs = × = t/本

水分重量 Ww7 =  Vw7 = t/本

重　量 W7 =  Wa7 + Ww7 = + = t/本

土粒子容積 Va7 =  a×ρc×Cc／Gs／100

= 0.020×1.151×21.000／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw7 =  a - Va7 = - = m3/本

容　積 V7 =  Va7 + Vw7 = + = m3/本

[9] 余剰泥水

土粒子重量 Wa8 =  Va8×Gs = × = t/本

水分重量 Ww8 =  Vw8 = t/本

重　量 W8 =  Wa8 + Ww8 = + = t/本

土粒子容積 Va8 =  b×ρc×Cc／Gs／100

= 0.000×1.151×21.000／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw8 =  b - Va8 = - = m3/本

容　積 V8 =  Va8 + Vw8 = + = m3/本

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000 0.000 0.000

0.000 2.656 0.000

0.020

0.000 0.020 0.020

0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 0.020 0.020

0.000 2.656 0.000

比重調整泥水 c'×α 0.000 0.833 0.000

比重調整清水 d'×α 0.020 0.833 0.020

引 抜  泥 水 a'×α 0.020 0.833 0.020

余 剰  泥 水 b' 0.000 0.000

泥水比重調整ケース Case 4 Case1,4

0.833



[10]比重調整泥水

土粒子重量 Wa9 =  Va9×Gs = × = t/本

水分重量 Ww9 =  Vw9 = t/本

重　量 W9 =  Wa9 + Ww9 = + = t/本

土粒子容積 Va9 =  c×ρ9×C9／Gs／100

= 0.000×1.453×50.00／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw9 =  c - Va9 = - = m3/本

容　積 V9 =  Va9 + Vw9 = + = m3/本

[11]比重調整清水

重　量 W10 =  V10 = t/本

容　積 V10 =  d = m3/本

[12]処理泥水

土粒子重量 Wa11 =  Wa7 + Wa8 = + = t/本

水分重量 Ww11 =  Ww7 + Ww8 = + = t/本

重　量 W11 =  Wa11 + Ww11 = + = t/本

土粒子容積 Va11 =  Va7 + Va8 = + = m3/本

水分容積 Vw11 =  Vw7 + Vw8 = + = m3/本

容　積 V11 =  Va11 + Vw11 = + = m3/本

⑫ 水過不足

水　分 (W)

 -Ww9 - W10 = - = t/本

 W12 = m3/本

重量濃度 C11 =
Wa11

×100 =
0.000

×100 = 0.000 ％
W11 0.020

重量  W12 = 0.000 0.020 -0.020

容積  V12 = -0.020

0.000 0.000 0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 0.020 0.020

液比重 ρ11 =
W11

=
0.020

= 1.000
V11 0.020

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000 0.000 0.000

0.020

0.020

P.14

0.000 0.000 0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 0.020 0.020

0.000 2.656 0.000

0.000

0.000 0.000 0.000



一次処理
① ρ1=

② (含水比= % )

↓ ←

③ ↓ ρ3=

↓ →

↓

④ 含水比= % ⑤ ρ=

⑨ C = Wt% ↓

→ ⑥ 調整槽内比重 C= Wt%

ρ=

⑩
→ → ↓

⑫ 一次 水過不足

m3/本

↑ ← t/本

← ↓

⑦ ↓ ⑧ ↓

↓ ⑪ ρ= ↓

C = Wt%

↓

m3/本 0.000 0.020 0.020

0.00

バキューム車処理

m3/本 0.000 0.020 0.020 m3/本 0.000 0.000 0.000

処理泥水 1.000

⑦ + ⑧ 土粒子 水 計

t/本 0.000 0.020 0.020

引抜泥水 余剰泥水

⑦ 土粒子 水 計 ⑧ 土粒子 水 計

t/本 0.000 0.020 0.020 t/本 0.000 0.000 0.000

比重調整清水

⑩ 土粒子 水 計

t/本 － 0.020 0.020

m3/本 － 0.020 0.020 -0.020

-0.020

0.000 t 0.830

21.00

m3/本 0.000 0.000 0.000 ⑥ 土粒子

3.122 3.952

1.45 m3 0.313 3.122 3.435

t/本 0.000 0.000

t/本 0.069 0.020 0.089 t/本 0.692 2.601 3.293

m3/本 0.026 0.020 0.046 m3/本 0.261 2.601 2.862

水 計

比重調整泥水 50.00

⑨ 水 土粒子 計

m3/本 0.286 2.621 2.907

一次分離 29.0 オーバー泥水 1.151

④ 土粒子 水 計 ③ - ④ 土粒子 水 計

排泥水 1.163 t/本 0.072 0.018 0.090

m3/本 0.027

② 土粒子 水 計

0.018 0.045

t/本 0.761 2.621 3.382

① + ② 土粒子 水 計

バランスシート

送泥水 1.150

① 土粒子 水 計

t/本 0.689 2.603 3.292

m3/本 0.259 2.603 2.862

掘削地山 24.4



[5] 泥水処理装置の決定

5-1  一次処理機

一次処理機の規格は、排泥流量 [V3] と一次分離砂礫量（処理乾燥量）[Wa4] とにより決定する

排泥流量に対し、

一次分離砂礫量に対し、

ここに、 V3： = m3/本

Wa4： = t/本

S ： = m/min

L ： = m/本

よって、一次処理機の規格は、下表より次の通りとする。

処理水量 =

処理乾燥砂量 =

一次処理機規格

t/hr

t/hr

t/hr

t/hr

t/hr

5-2 調整槽

調整槽容量は、10分間に送泥水量の1.5倍 [V0] を満足するものとする。

V0 = m3

よって、調整槽規格は下表より次の通りとする。

V = m3 （撹拌機付水槽）

撹拌機付水槽

10 m3 kW

15 m3 kW

20 m3 kW

25 m3 kW

30 m3 kW

35 m3 kW

1.0 m3/min 20.0

0.5 m3/min 10.0

2.0 m3/min 30.0

φ3000×4700 7.50 4.12

φ3150×4900 7.50 4.52

3.435

10.0

容　量 標準寸法 撹拌機出力 重量 (t)

φ2000×3500 2.20 1.97

φ2300×4000 3.70 2.62

φ2500×4500 5.50 3.16

φ2800×4500 5.50 3.64

0.5 m3/min

10.0 t/hr

処理水量 処理乾砂量

4.0 m3/min 40.0

6.0 m3/min 50.0

Wa4×
S×60

= 0.069×
0.080×60

= 3.312 t/hr
L 1.00

排泥流量 2.907

一次分離砂礫量 0.069

掘進速度 0.080

掘進管長 1.00

V3×
S

= 2.907×
0.08

= 0.233 m3/min
L 1.00



5-3 沈殿槽

掘進１日当りに発生する処理泥水量 [V11]×n を満足するものをN台で使用するものとする。

１日当たり処理泥水量

V = = =

ここに、 V11： 処理泥水量 = m3/本

n ： １日当り施工本数 = 本/日

沈殿槽を 1 台 使用する場合の規格は下表より次の通りとする。

沈殿槽１台当り必要量 = ÷ 1 =

沈殿槽規格 m3  × 1 台 （水槽）

水槽規格

10 m3

15 m3

20 m3

25 m3

30 m3

35 m3

5-4 清水槽

清水槽容量は、比重調整用清水投入量 [V10] を満足するものとする。

比重調整清水量 V10 = m3/本

よって、清水槽の規格は前の水槽規格より次の通りとする。

V = m3 （水槽）

5-5 粘土槽

粘土槽容量は、比重調整用泥水投入量 [V9] を満足するものとする。

比重調整泥水量 V9 = m3/本

よって、作泥槽の規格は下表より次の通りとする。

V = m3 （作泥槽） 作泥槽は不要である

粘土槽規格

3 m3 kW

5 m3 kW

0.000

―    

容　量 撹拌機出力 重量 (t)

3.70 1.10

7.50 1.50

容　量 標準寸法 重量 (t)

4.80×1.50×1.50 1.83

5.00×1.80×1.80 2.36

5.00×2.10×2.10 2.84

5.00×2.40×2.40 3.34

5.80×2.40×2.40 3.75

6.70×2.40×2.40 4.23

0.020

10.0

V11×n 0.020×8.20 0.16 m3/日

0.020

8.20

0.16 0.16 m3/台

10.0



5-6 ＣＭＣ槽

ＣＭＣ槽の容量は、V = m3 （溶解槽）を標準とする。

溶解槽（CMC槽）規格

3 m3 kW

3.0

容　量 撹拌機出力 重量 (t)

2.20 0.70



物質収支計算（一次処理）

（1/3）

No.42 → No.41

仕様条件

  施工条件

呼び径 mm

掘削機外径 D = m

推進延長 L = m

推進管長 Lp = m/本

掘進速度 S = mm/min

送泥水の比重 ρ1 = 8.00(cm/min) *10 

清水比重 ρo =

　土質条件

土粒子真比重 Gs =

地山の含水比 ω = ％

地山の粒度構成

礫 S1 = ％ 50

砂 S2 = ％ 80

S3 = ％ 100

150

　送排泥管の仕様

送泥管径 = mm = mm

排泥管径 = mm = mm

  粒径と濃度から決る定数 FL =

　泥水一次処理装置計画条件

１日当り施工本数 n = 本/日（=8.2m/日÷1.00m/本）

8.2(m/日) /0.9 

シルト･粘土 11.60 105.3

155.2

呼び径 50 内径 d1 52.9

呼び径 50 内径 d2 52.9

1.345

8.2

0.240

67.80

1.00

80 200:A普通土(車上)

1.15

1.00

2.656

24.40

送排泥管径

0.70 52.9

87.70 80.7

59b

区　間

ボーリングNO. R1-Bor.5

VPφ 200



No.42 → No.41 BorNo.

[1] 計画条件

  施工条件 呼び径 mm

推進機外径 Bs = m

推進延長 L = m

推進管長 Lp = m/本

掘進速度 S = mm/min

送泥水の比重 ρ1 =

清水比重 ρo =

  土質条件 土粒子真比重 Gs =

地山の含水比 ω = ％

地山の粒度構成

礫 S1 = ％

砂 S2 = ％

S3 = ％

　送排泥管の仕様 送泥管径 = mm = mm

排泥管径 = mm = mm

  粒径と濃度から決る定数 FL = 砂の場合 1.33～1.36

[送排泥流量の計算]

π π 2

4 4

排泥管管径 d2= = m

π π 2

4 4

g= = m/sec2

排泥流量 Q2= = = m3/min

送泥流量 Q1= = = m3/min

a2･VL･60 0.0022×1.762×60 0.233

Q2 - q 0.233 - 0.004 0.229

送泥流速 V1=
4･Q1

=
4×0.229

= 1.737 m/sec
π･d12･60 π×0.0529 2×60

重力加速度 9.8

管内限界沈殿流速
(排泥流速）

VL= FL･(2･g･d2･
Gs - ρo

)1/2
ρo

R.DURANDの公式より
= 1.345×(2×9.8×0.0529×

2.656 - 1.00
)1/2 = 1.762 m/s

1.00

掘削土量(真体積) q = A･
S

= 0.0450×
80.00

= 0.004 m3/min
1000 1000

0.0529

排泥管内断面積 a2= ･d22 = ×0.0529 = 0.0022 m2

呼び径 50 内径 d1 52.9

呼び径 50 内径 d2 52.9

1.345

掘削断面積 A = ･Bs2 = ×0.240 = 0.045 m2

区　間 R1-Bor.5

VPφ 200

0.240

67.80

1.00

80.00

1.15

1.00

2.656

24.4

0.7

87.7

シルト･粘土 11.6

物質収支計算



[掘進開始前]

掘進するための必要貯留泥水量は、１０分間に流れる送泥水量の１.５倍とする。

貯留泥水容量 V0= = m3

貯留泥水重量 W0= = = t

貯留泥水重量濃度

C0

100

重　量 W0 = = + = t/本

Wa0

Gs

Ww0

ρo

容　積 V0 = = + = m3/本 Va0 + Vw0 0.311 3.124 3.435

 Wa0 + Ww0 0.826 3.124 3.950

土粒子容積 Va0= =
0.826

= 0.311 m3
2.656

水分容積 Vw0= =
3.124

= 3.124 m3
1.00

土粒子重量 Wa0= W0× = 3.950×
20.920

= 0.826 t
100

水分重量 Ww0= W0×
100-C0

= 3.950×
100-20.920

= 3.124 t
100 100

10×送泥流量(Q1)×1.5 10×0.229×1.5  = 3.435

V0×送泥水比重(ρ1) 3.435×1.15 3.950

C0=
Gs×(ρ1 - ρo)

×100
ρ1×(Gs - ρo)

=
2.656×(1.15 - 1.00)

×100 = 20.920 Wt%
1.15×(2.656 - 1.00)



[2] 送 泥 水

送泥流量 V1 = = = m3/本

掘進時間

min/本

送泥重量 W1 =  V1×ρ1 = × = t/本

送泥重量濃度

C1

100

重　量 W1 = = + =

Wa1

Gs

Ww1

ρo

容　積 V1 = = + = m3/本

水分容積 Vw1 = =
2.603

= 2.603 m3/本
1.00

 Va1 + Vw1 0.259 2.603 2.862

水分重量 Ww1 = W1×
100-C1

3.292× =
100-20.920

= 2.603 t/本
100 100

Wa1 + Ww1 0.689 2.603 3.292

土粒子容積 Va1 = =
0.689

= 0.259 m3/本
2.656

2.863 1.150 3.292

C1 =
Gs×(ρ1 - ρo)

×100
ρ1×(Gs - ρo)

=
2.656×(1.15 - 1.00)

×100 = 20.920 Wt%
1.15×(2.656 - 1.00)

土粒子重量 Wa1 = W1× = 3.292×
20.920

= 0.689 t/本
100

Q1×T 0.229×12.500 2.863

T =
推進管長(Lp)

=
1.00

×1000 = 12.50
掘進速度(S) 80



[3] 掘削地山

掘削容量 V2 = = 2 × m3/本

掘削重量 W2 = = = t/本

重　量 W2 = = +

Wa2

Gs m3/本

Ww2

ρo

容  積   V2 = = +   = m3/本

土粒子容積 Va2 = =
0.072

  = 0.027
2.656

水分容積 Vw2 = =
0.018

  = 0.018 m3/本
1.00

 Va2 + Vw2 0.027 0.018 0.045

t/本
100 + ω 100 + 24.4

水分重量 Ww2 = W2×
ω

= 0.09×
24.4

  = 0.018 t/本
100 + ω 100 + 24.4

 Wa2 + Ww2 0.072 0.018 0.090

見掛比重 γt=
ω + 100

=
24.4 + 100

= 2.005
ω + 100/Gs 24.4 + 100/2.656

V2×γt 0.045×2.005 0.090

土粒子重量 Wa2 = W2×
100

= 0.09×
100

= 0.072

π/4×Bs2×Lp π/4×0.240 1.00  = 0.045



≪地山粒度構成≫

S1

100

S2

100

S3

100

重　量 W2 = Wr2+Ws2+Wc2+Ww2

= 0.001 + 0.063 + 0.008 + 0.018   = m3/本

Wr2

Gs

Wｓ2

Gs

Wc2

Gs

Ww2

ρo

容　積 V2 = Vr2+Vs2+Vc2+Vw2

= 0.000 + 0.024 + 0.003 + 0.018   = m3/本0.045

砂容積 Vs2 = =
0.063

  = 0.024 m3/本
2.656

シルト･粘土容積 Vc2 = =
0.008

  = 0.003 m3/本
2.656

水分重量 Vw2= =
0.018

  = 0.018 m3/本
1.00

シルト、粘土重量 Wc2 = Wa2× = 0.07×
11.6

  = 0.008 t/本
100

水分重量 Ww2 =   = 0.018 m3/本

0.090

礫容積 Vr2 = =
0.001

0.000 m3/本
2.656

礫重量 Wr2 = Wa2× = 0.07×
0.7

  = 0.001 t/本
100

砂重量 Ws2 = Wa2× = 0.07×
87.7

  = 0.063 t/本
100



[4] 排泥水（①＋②）

砂･礫重量 Wb3 = = +   = t/本

シルト･粘土重量 Wc3 = = +   = t/本

砂･礫容積 Vb3 = = +   = t/本

シルト･粘土容積 Vc3 = = +   = t/本

土粒子重量 Wa3 = = + = t/本

水分重量 Ww3 = = + = t/本

重　量 W3 = = + = t/本

土粒子容積 Va3 = = + = m3/本

水分容積 Vw3 = = + = m3/本

容　積 V3 = = + = m3/本

W3

V3

Wa3

W3
Wt%

3.382

 Vw1 + Vw2 2.603 0.018 2.621

 Va3 + Vw3 0.286 2.621 2.907

液比重 ρ3 = =
3.382

= 1.163
2.907

重量濃度 C3 = =
0.761

= 22.50

 Wb3 + Wc3 0.064 0.697 0.761

 Ww1 + Ww2 2.603 0.018 2.621

 Wa3 + Ww3 0.761 2.621 3.382

 Vb3 + Vc3 0.024 0.262 0.286

 Wr2 + Ws2 0.001 0.063 0.064

 Wa1 + Wc2 0.689 0.008 0.697

 Vr2 + Vs2 0.000 0.024 0.024

 Va1 + Vc2 0.259 0.003 0.262



[5] 一次分離

礫．砂の回収率は 100％とし、シルト及び粘土の回収量は 一次処理される礫について 10Wt(%)、

砂については 40Wt(％)の泥水(排泥水中の礫及び砂を除いた付着泥水)を含むものとする。

礫重量 Wr4 = = t/本

砂重量 Ws4 = = t/本

= t/本

Wr4

Gs

Wr4

Gs

Wr4

Gs

土粒子重量 Wa4 =  Wr4 + Ws4 + Wc4

= + + = t/本

水分重量 Ww4 = ( Wr4×0.1 + Ws4×0.4 ) - Wc4

= (0.001×0.1 + 0.063×0.4 ) - 0.005 = t/本

重　量 W4 = = + = t/本

土粒子容積 Va4 =  Vr4 + Vs4 + Vc4

= + + = m3/本

Ww4

ρo

容　積 V4 = = + = m3/本

Ww4

Wa4

m3/本
1.00

 Va4 + Vw4 0.026 0.020 0.046

含水比 ω4 = ×100 =
0.020

×100 = 28.99 ％
0.07

0.001 0.063 0.005 0.069

0.020

 Wa4 + Ww4 0.069 0.020 0.089

0.000 0.024 0.002 0.026

水分容積 Vw4 = =
0.020

= 0.020

礫容積 Vr4 = =
0.001

= 0.000 m3/本
2.656

砂容積 Vs4 = =
0.063

= 0.024 m3/本
2.656

シルト･粘土容積 Vs4 = =
0.005

= 0.002 m3/本
2.656

 Wr2 0.001

 Ws2 0.063

シルト･粘土重量 Wc4 = (Wr4×0.1 + Ws4×0.4)×
Wa3 - (Wr4 + Ws4)

Ww3 + {Wa3 - (Wr4 + Ws4)}

= ( 0.001×0.1 + 0.063×0.4 )×
0.761-(0.001+0.063)

2.621+{0.761-(0.001+0.063)}

0.005



[6] サイクロンオーバー泥水

土粒子重量 Wa5 = = - = t/本

水分重量 Ww5 = = - = t/本

重　量 W5 = = + = t/本

Wa5

Gs

水分容積 Ww5

ρo

容　積 V5 = = + = m3/本

W5

V5

Wa5

W5
重量濃度 C5 = ×100 =

0.69
×100 = 21.01 ％

3.29

m3/本
2.656

Vw5 = =
2.601

= 2.601 m3/本
1.00

 Va5 + Vw5 0.261 2.601 2.862

液比重 ρ5 = =
3.293

= 1.151
2.862

 Wa3 - Wa4 0.761 0.069 0.692

 Ww3 - Ww4 2.621 0.020 2.601

 Wa5 + Ww5 0.692 2.601 3.293

土粒子容積 Va5 = =
0.692

= 0.261



[7] 調整槽内比重

調整槽容量は、必要貯留泥水量(V0=10分×送泥流量×1.5) を貯留できる容量とする。

必要貯留泥水量 V0 = m3

比重調整後の調整槽内の土粒子及び水分の重量は

土粒子重量 Wac1 =  V0×ρ1×C1/100

= 3.435×1.15×20.92/100 = t

水分重量 Wwc1 =  Vc×ρ1×(100-C1)/100

= 3.435×1.15×(100 - 20.92)/100 = t

となる。

ここで、調整槽内比重を上記の比重調整後の調整槽内泥水にオーバー泥水と送泥水の差

{ (「サイクロンオーバー泥水」-「送泥水」)/α }を加えたものの比重とし、それに対して

比重調整を行なう事とする。

α = ÷ =

重　量 Wc = = + = t

Wac

Gs

容　積 Vc = = + = m3

Wc

Vc

％
Wc 3.952

 Vac2 + Vwc2 0.313 3.122 3.435

液比重 ρc = =
3.952

= 1.151
3.435

重量濃度 Cc =
Wac2

×100 =
0.830

×100 = 21.00

 Wac2 + Wwc2 0.830 3.122 3.952

土粒子容積 Vac2 = =
0.830

= 0.313 m3
2.656

水分容積 Vwc2 =
Wwc2

=
3.122

= 3.122 m3
ρo 1.00

土粒子重量 Wac2 =  Wac1 +
Wa5 - Wa1

α

0.826 +
0.692-0.689

= 0.830 t
0.833

水分重量 Wwc2 =  Wwc1 +
Ww5 - Ww1

α

= 3.124 +
2.601-2.603

= 3.122 t
0.833

3.435

0.826

3.124

送泥流量（V1)/貯留泥水量(V0) = 2.86 3.44 0.833



比重調整を行なうに際しては、下記の条件を用いる。

(a) 比重調整後の容量は、比重調整量 (Vc) とする。

(b) 比重調整後の比重は、送泥水比重 (ρ1) とする。

(c) 比重調整泥水は、重量濃度  (C9) wt% とする。

従って、比重調整泥水の比重 (ρ9) は、

となる。

以下に示す各ケースに分類して、比重調整を行なう事とする。

ここで、 送　泥　流　量   = m3/本

オ ー バ ー 泥 水   = m3/本

送 泥 水 比 重   =

調 整 槽 内 比 重   =

1

2

3

4

5

よって、 より となり

今回は上表に示す 1～5 の調整方法のうち 1 の方法を採用する。

= a

= b 各水量(m3/本)を 左記の変数で表す。

= c

= d

引 抜 泥 水

余 剰 泥 水

比重調整泥水

比重調整清水

ρ1： 1.150

ρc： 1.151

Case1,4 送泥水比重(ρ1)＜調整槽内比重(ρc)のため清水による比重調整を行う

Case2,5 送泥水比重(ρ1)＝調整槽内比重(ρc)のため比重調整は行わない

Case3,6 送泥水比重(ρ1)＞調整槽内比重(ρc)のため泥水による比重調整を行う

Case7 送泥水比重(ρ1)＜調整槽内比重(ρc)のため清水による比重調整を行う

Case8,9 泥水及び清水による比重調整を行う

V1=V5 ρ1＜ρc Case 4

ρ1＜ρc Case 1 Case 4 Case 7

ρ1=ρc Case 2 Case 5 Case 8

ρ1＞ρc Case 3 Case 6 Case 9

V1： 2.86

V5： 2.86

50.0

調整泥水比重ρ9 =
2×Gs

=
2×2.656

= 1.453
Gs + 1 2.656 + 1

V1＜V5 V1=V5 V1＞V5



1

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より重いため清水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量及び比重調整清水量を z とすると、

(V0－z)×ρc + z×ρo = V0×ρ1

∴ z =

= (1.150 - 1.151)×3.44／(1.00 - 1.151) = m3

=  z = m3

= = m3

= = m3

=  z = m3

z

→

2

調整槽内比重(ρc)と送泥水比重(ρ1)が等しいため比重調整は行わない。

= = m3

= = m3

= = m3

= = m3

3

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より軽いため泥水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量及び比重調整泥水量を z とすると、

(V0 - z)×ρc + z×ρ9 = V0×ρ1

∴ z = (ρ1 - ρc)×V0／(ρ9 - ρc)

= (1.15 - 1.151)×3.435／(1.453 - 1.151)   = m3

= z = m3

= = m3

= z = m3

= = m3

比重調整清水： d' ***

Case3,6の場合 非対象Case

***

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 ***

比重調整泥水： c' ***

比重調整清水： d' ***

比重調整泥水： c' 0.000

比重調整清水： d' 0.020 V0 - z

(ρc)

引抜泥水(ρc)

Case2,5の場合 非対象Case

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 ***

比重調整泥水： c' ***

Case1,4の場合 対象Case

 (ρ1-ρc)×V0／(ρo-ρc)

0.020

引 抜 泥 水： a' 0.020 比重調整清水 z

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 0.000 (ρo = 1.0)



4

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より重いため清水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量を z とし、{ 送泥流量（V1) - オーバー泥水(V5) }÷αを y とすると、

(比重調整清水 = z + y)

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

(Vc - z - y)×ρc + (z + y)×ρo = V0×ρ1

∴ z = {(ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρo)×y}／(ρo-ρc)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.00)×***}／(1.00 - 1.151) = m3

ここで、z ≧ 0.0 ならば

= z = m3 　[y=(V1-V5)÷α]

= = m3

= = m3

= z + y = m3 z

→

ここで、z ＜ 0.0 ならば

引抜泥水が負になり、清水のみによる比重調整では条件を満足できないので、

清水及び泥水による比重調整を行なう。 ( ５ の調整方法）

 (V1 - V5)／α  = ***

***

比重調整清水 z

引 抜 泥 水： a' *** z + y  (ρo)

余 剰 泥 水： b' ***

比重調整泥水： c' *** V0 - z - y

比重調整清水： d' *** (ρc)

引抜泥水(ρc)

Case7 の場合 非対象Case



5

泥水及び清水による比重調整を行う。

ここで、比重調整泥水を x とし、{ 送泥流量 (V1) - オーバー泥水 (V5) }÷αを y とすると

(比重調整清水 = y - x )

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

(Vc - y)×ρc + x×ρ9 + (y - x)×ρ0  = VC×ρ1

∴ x = { (ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρo)×y }／(ρ9 - ρo)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.00)×*** }／(1.453 - 1.00)= m3

ここで、ｘ ≦ ｙ ならば 　[y=(V1-V5)÷α]

= = m3

= = m3

= x = m3

= y - x = m3

ここで、x ＞ y ならば，泥水のみによる比重調整を行なう。

ここで、引抜泥水量を z とし、{ 送泥流量(V1) - オーバー泥水(V5) }÷α を y とすると、

（ 比重調整泥水 = z + y )

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

（V0 - z - y )×ρc×(z + y)×ρ9 = V0×ρ1

∴ z = {(ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρ9)×y}÷／ρ9 - ρc)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.453)×*** }／(1.453 - 1.151)

= m3

= z = m3

= = m3

= z + y = m3

= = m3比重調整清水： d' ***

比重調整泥水： c' *** V0 - y

比重調整清水： d' *** (ρc)

 (V1 - V5)÷α  = ***

***

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b' ***

比重調整泥水： c' ***

Case8,9 の場合 非対象Case

 (V1 - V5)÷α  = ***

***

比重調整清水

y - x  (ρo)

引 抜 泥 水： a' *** 比重調整泥水

余 剰 泥 水： b' *** x  (ρ9)



より、 1 の調整方法により調整する。

 ※ ここで、各水量を１本当り水量に換算する。 α=

a = = × = m3/本

b = = = m3/本

c = = × = m3/本

d = = × = m3/本

[8] 引抜泥水

土粒子重量 Wa7 =  Va7×Gs = × = t/本

水分重量 Ww7 =  Vw7 = t/本

重　量 W7 =  Wa7 + Ww7 = + = t/本

土粒子容積 Va7 =  a×ρc×Cc／Gs／100

= 0.020×1.151×21.000／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw7 =  a - Va7 = - = m3/本

容　積 V7 =  Va7 + Vw7 = + = m3/本

[9] 余剰泥水

土粒子重量 Wa8 =  Va8×Gs = × = t/本

水分重量 Ww8 =  Vw8 = t/本

重　量 W8 =  Wa8 + Ww8 = + = t/本

土粒子容積 Va8 =  b×ρc×Cc／Gs／100

= 0.000×1.151×21.000／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw8 =  b - Va8 = - = m3/本

容　積 V8 =  Va8 + Vw8 = + = m3/本

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000 0.000 0.000

0.000 2.656 0.000

0.020

0.000 0.020 0.020

0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 0.020 0.020

0.000 2.656 0.000

比重調整泥水 c'×α 0.000 0.833 0.000

比重調整清水 d'×α 0.020 0.833 0.020

引 抜  泥 水 a'×α 0.020 0.833 0.020

余 剰  泥 水 b' 0.000 0.000

泥水比重調整ケース Case 4 Case1,4

0.833



[10]比重調整泥水

土粒子重量 Wa9 =  Va9×Gs = × = t/本

水分重量 Ww9 =  Vw9 = t/本

重　量 W9 =  Wa9 + Ww9 = + = t/本

土粒子容積 Va9 =  c×ρ9×C9／Gs／100

= 0.000×1.453×50.00／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw9 =  c - Va9 = - = m3/本

容　積 V9 =  Va9 + Vw9 = + = m3/本

[11]比重調整清水

重　量 W10 =  V10 = t/本

容　積 V10 =  d = m3/本

[12]処理泥水

土粒子重量 Wa11 =  Wa7 + Wa8 = + = t/本

水分重量 Ww11 =  Ww7 + Ww8 = + = t/本

重　量 W11 =  Wa11 + Ww11 = + = t/本

土粒子容積 Va11 =  Va7 + Va8 = + = m3/本

水分容積 Vw11 =  Vw7 + Vw8 = + = m3/本

容　積 V11 =  Va11 + Vw11 = + = m3/本

⑫ 水過不足

水　分 (W)

 -Ww9 - W10 = - = t/本

 W12 = m3/本

重量濃度 C11 =
Wa11

×100 =
0.000

×100 = 0.000 ％
W11 0.020

重量  W12 = 0.000 0.020 -0.020

容積  V12 = -0.020

0.000 0.000 0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 0.020 0.020

液比重 ρ11 =
W11

=
0.020

= 1.000
V11 0.020

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000 0.000 0.000

0.020

0.020

P.14

0.000 0.000 0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 0.020 0.020

0.000 2.656 0.000

0.000

0.000 0.000 0.000



一次処理
① ρ1=

② (含水比= % )

↓ ←

③ ↓ ρ3=

↓ →

↓

④ 含水比= % ⑤ ρ=

⑨ C = Wt% ↓

→ ⑥ 調整槽内比重 C= Wt%

ρ=

⑩
→ → ↓

⑫ 一次 水過不足

m3/本

↑ ← t/本

← ↓

⑦ ↓ ⑧ ↓

↓ ⑪ ρ= ↓

C = Wt%

↓

m3/本 0.000 0.020 0.020

0.00

バキューム車処理

m3/本 0.000 0.020 0.020 m3/本 0.000 0.000 0.000

処理泥水 1.000

⑦ + ⑧ 土粒子 水 計

t/本 0.000 0.020 0.020

引抜泥水 余剰泥水

⑦ 土粒子 水 計 ⑧ 土粒子 水 計

t/本 0.000 0.020 0.020 t/本 0.000 0.000 0.000

比重調整清水

⑩ 土粒子 水 計

t/本 － 0.020 0.020

m3/本 － 0.020 0.020 -0.020

-0.020

0.000 t 0.830

21.00

m3/本 0.000 0.000 0.000 ⑥ 土粒子

3.122 3.952

1.45 m3 0.313 3.122 3.435

t/本 0.000 0.000

t/本 0.069 0.020 0.089 t/本 0.692 2.601 3.293

m3/本 0.026 0.020 0.046 m3/本 0.261 2.601 2.862

水 計

比重調整泥水 50.00

⑨ 水 土粒子 計

m3/本 0.286 2.621 2.907

一次分離 29.0 オーバー泥水 1.151

④ 土粒子 水 計 ③ - ④ 土粒子 水 計

排泥水 1.163 t/本 0.072 0.018 0.090

m3/本 0.027

② 土粒子 水 計

0.018 0.045

t/本 0.761 2.621 3.382

① + ② 土粒子 水 計

バランスシート

送泥水 1.150

① 土粒子 水 計

t/本 0.689 2.603 3.292

m3/本 0.259 2.603 2.862

掘削地山 24.4



[5] 泥水処理装置の決定

5-1  一次処理機

一次処理機の規格は、排泥流量 [V3] と一次分離砂礫量（処理乾燥量）[Wa4] とにより決定する

排泥流量に対し、

一次分離砂礫量に対し、

ここに、 V3： = m3/本

Wa4： = t/本

S ： = m/min

L ： = m/本

よって、一次処理機の規格は、下表より次の通りとする。

処理水量 =

処理乾燥砂量 =

一次処理機規格

t/hr

t/hr

t/hr

t/hr

t/hr

5-2 調整槽

調整槽容量は、10分間に送泥水量の1.5倍 [V0] を満足するものとする。

V0 = m3

よって、調整槽規格は下表より次の通りとする。

V = m3 （撹拌機付水槽）

撹拌機付水槽

10 m3 kW

15 m3 kW

20 m3 kW

25 m3 kW

30 m3 kW

35 m3 kWφ3150×4900 7.50 4.52

容　量 標準寸法 撹拌機出力 重量 (t)

φ2000×3500 2.20 1.97

φ2300×4000 3.70 2.62

φ2500×4500 5.50 3.16

φ2800×4500 5.50 3.64

φ3000×4700 7.50 4.12

2.0 m3/min 30.0

4.0 m3/min 40.0

6.0 m3/min 50.0

3.435

10.0

0.5 m3/min

10.0 t/hr

処理水量 処理乾砂量

0.5 m3/min 10.0

1.0 m3/min 20.0

Wa4×
S×60

= 0.069×
0.080×60

= 3.312 t/hr
L 1.00

排泥流量 2.907

一次分離砂礫量 0.069

掘進速度 0.080

掘進管長 1.00

V3×
S

= 2.907×
0.08

= 0.233 m3/min
L 1.00



5-3 沈殿槽

掘進１日当りに発生する処理泥水量 [V11]×n を満足するものをN台で使用するものとする。

１日当たり処理泥水量

V = = =

ここに、 V11： 処理泥水量 = m3/本

n ： １日当り施工本数 = 本/日

沈殿槽を 1 台 使用する場合の規格は下表より次の通りとする。

沈殿槽１台当り必要量 = ÷ 1 =

沈殿槽規格 m3  × 1 台 （水槽）

水槽規格

10 m3

15 m3

20 m3

25 m3

30 m3

35 m3

5-4 清水槽

清水槽容量は、比重調整用清水投入量 [V10] を満足するものとする。

比重調整清水量 V10 = m3/本

よって、清水槽の規格は前の水槽規格より次の通りとする。

V = m3 （水槽）

5-5 粘土槽

粘土槽容量は、比重調整用泥水投入量 [V9] を満足するものとする。

比重調整泥水量 V9 = m3/本

よって、作泥槽の規格は下表より次の通りとする。

V = m3 （作泥槽） 作泥槽は不要である

粘土槽規格

3 m3 kW

5 m3 kW

3.70 1.10

7.50 1.50

4.80×1.50×1.50 1.83

5.00×1.80×1.80 2.36

5.00×2.10×2.10 2.84

5.00×2.40×2.40 3.34

5.80×2.40×2.40 3.75

6.70×2.40×2.40 4.23

0.020

10.0

0.000

―    

容　量 撹拌機出力 重量 (t)

V11×n 0.020×8.20 0.16 m3/日

0.020

8.20

0.16 0.16 m3/台

10.0

容　量 標準寸法 重量 (t)



5-6 ＣＭＣ槽

ＣＭＣ槽の容量は、V = m3 （溶解槽）を標準とする。

溶解槽（CMC槽）規格

3 m3 kW

3.0

容　量 撹拌機出力 重量 (t)

2.20 0.70



物質収支計算（一次処理）

（1/3）

No.40 → No.41

仕様条件

  施工条件

呼び径 mm

掘削機外径 D = m

推進延長 L = m

推進管長 Lp = m/本

掘進速度 S = mm/min

送泥水の比重 ρ1 = 8.00(cm/min) *10 

清水比重 ρo =

　土質条件

土粒子真比重 Gs =

地山の含水比 ω = ％

地山の粒度構成

礫 S1 = ％ 50

砂 S2 = ％ 80

S3 = ％ 100

150

　送排泥管の仕様

送泥管径 = mm = mm

排泥管径 = mm = mm

  粒径と濃度から決る定数 FL =

　泥水一次処理装置計画条件

１日当り施工本数 n = 本/日（=8.2m/日÷1.00m/本）

8.2(m/日) /0.9 

シルト･粘土 11.60 105.3

155.2

呼び径 50 内径 d1 52.9

呼び径 50 内径 d2 52.9

1.345

8.2

0.240

50.10

1.00

80 200:A普通土(車上)

1.15

1.00

2.656

24.40

送排泥管径

0.70 52.9

87.70 80.7

59ba

区　間

ボーリングNO. R1-Bor.5

VPφ 200



No.40 → No.41 BorNo.

[1] 計画条件

  施工条件 呼び径 mm

推進機外径 Bs = m

推進延長 L = m

推進管長 Lp = m/本

掘進速度 S = mm/min

送泥水の比重 ρ1 =

清水比重 ρo =

  土質条件 土粒子真比重 Gs =

地山の含水比 ω = ％

地山の粒度構成

礫 S1 = ％

砂 S2 = ％

S3 = ％

　送排泥管の仕様 送泥管径 = mm = mm

排泥管径 = mm = mm

  粒径と濃度から決る定数 FL = 砂の場合 1.33～1.36

[送排泥流量の計算]

π π 2

4 4

排泥管管径 d2= = m

π π 2

4 4

g= = m/sec2

排泥流量 Q2= = = m3/min

送泥流量 Q1= = = m3/min

a2･VL･60 0.0022×1.762×60 0.233

Q2 - q 0.233 - 0.004 0.229

送泥流速 V1=
4･Q1

=
4×0.229

= 1.737 m/sec
π･d12･60 π×0.0529 2×60

重力加速度 9.8

管内限界沈殿流速
(排泥流速）

VL= FL･(2･g･d2･
Gs - ρo

)1/2
ρo

R.DURANDの公式より
= 1.345×(2×9.8×0.0529×

2.656 - 1.00
)1/2 = 1.762 m/s

1.00

掘削土量(真体積) q = A･
S

= 0.0450×
80.00

= 0.004 m3/min
1000 1000

0.0529

排泥管内断面積 a2= ･d22 = ×0.0529 = 0.0022 m2

呼び径 50 内径 d1 52.9

呼び径 50 内径 d2 52.9

1.345

掘削断面積 A = ･Bs2 = ×0.240 = 0.045 m2

区　間 R1-Bor.5

VPφ 200

0.240

50.10

1.00

80.00

1.15

1.00

2.656

24.4

0.7

87.7

シルト･粘土 11.6

物質収支計算



[掘進開始前]

掘進するための必要貯留泥水量は、１０分間に流れる送泥水量の１.５倍とする。

貯留泥水容量 V0= = m3

貯留泥水重量 W0= = = t

貯留泥水重量濃度

C0

100

重　量 W0 = = + = t/本

Wa0

Gs

Ww0

ρo

容　積 V0 = = + = m3/本 Va0 + Vw0 0.311 3.124 3.435

 Wa0 + Ww0 0.826 3.124 3.950

土粒子容積 Va0= =
0.826

= 0.311 m3
2.656

水分容積 Vw0= =
3.124

= 3.124 m3
1.00

土粒子重量 Wa0= W0× = 3.950×
20.920

= 0.826 t
100

水分重量 Ww0= W0×
100-C0

= 3.950×
100-20.920

= 3.124 t
100 100

10×送泥流量(Q1)×1.5 10×0.229×1.5  = 3.435

V0×送泥水比重(ρ1) 3.435×1.15 3.950

C0=
Gs×(ρ1 - ρo)

×100
ρ1×(Gs - ρo)

=
2.656×(1.15 - 1.00)

×100 = 20.920 Wt%
1.15×(2.656 - 1.00)



[2] 送 泥 水

送泥流量 V1 = = = m3/本

掘進時間

min/本

送泥重量 W1 =  V1×ρ1 = × = t/本

送泥重量濃度

C1

100

重　量 W1 = = + =

Wa1

Gs

Ww1

ρo

容　積 V1 = = + = m3/本

水分容積 Vw1 = =
2.603

= 2.603 m3/本
1.00

 Va1 + Vw1 0.259 2.603 2.862

水分重量 Ww1 = W1×
100-C1

3.292× =
100-20.920

= 2.603 t/本
100 100

Wa1 + Ww1 0.689 2.603 3.292

土粒子容積 Va1 = =
0.689

= 0.259 m3/本
2.656

2.863 1.150 3.292

C1 =
Gs×(ρ1 - ρo)

×100
ρ1×(Gs - ρo)

=
2.656×(1.15 - 1.00)

×100 = 20.920 Wt%
1.15×(2.656 - 1.00)

土粒子重量 Wa1 = W1× = 3.292×
20.920

= 0.689 t/本
100

Q1×T 0.229×12.500 2.863

T =
推進管長(Lp)

=
1.00

×1000 = 12.50
掘進速度(S) 80



[3] 掘削地山

掘削容量 V2 = = 2 × m3/本

掘削重量 W2 = = = t/本

重　量 W2 = = +

Wa2

Gs m3/本

Ww2

ρo

容  積   V2 = = +   = m3/本

土粒子容積 Va2 = =
0.072

  = 0.027
2.656

水分容積 Vw2 = =
0.018

  = 0.018 m3/本
1.00

 Va2 + Vw2 0.027 0.018 0.045

t/本
100 + ω 100 + 24.4

水分重量 Ww2 = W2×
ω

= 0.09×
24.4

  = 0.018 t/本
100 + ω 100 + 24.4

 Wa2 + Ww2 0.072 0.018 0.090

見掛比重 γt=
ω + 100

=
24.4 + 100

= 2.005
ω + 100/Gs 24.4 + 100/2.656

V2×γt 0.045×2.005 0.090

土粒子重量 Wa2 = W2×
100

= 0.09×
100

= 0.072

π/4×Bs2×Lp π/4×0.240 1.00  = 0.045



≪地山粒度構成≫

S1

100

S2

100

S3

100

重　量 W2 = Wr2+Ws2+Wc2+Ww2

= 0.001 + 0.063 + 0.008 + 0.018   = m3/本

Wr2

Gs

Wｓ2

Gs

Wc2

Gs

Ww2

ρo

容　積 V2 = Vr2+Vs2+Vc2+Vw2

= 0.000 + 0.024 + 0.003 + 0.018   = m3/本0.045

砂容積 Vs2 = =
0.063

  = 0.024 m3/本
2.656

シルト･粘土容積 Vc2 = =
0.008

  = 0.003 m3/本
2.656

水分重量 Vw2= =
0.018

  = 0.018 m3/本
1.00

シルト、粘土重量 Wc2 = Wa2× = 0.07×
11.6

  = 0.008 t/本
100

水分重量 Ww2 =   = 0.018 m3/本

0.090

礫容積 Vr2 = =
0.001

0.000 m3/本
2.656

礫重量 Wr2 = Wa2× = 0.07×
0.7

  = 0.001 t/本
100

砂重量 Ws2 = Wa2× = 0.07×
87.7

  = 0.063 t/本
100



[4] 排泥水（①＋②）

砂･礫重量 Wb3 = = +   = t/本

シルト･粘土重量 Wc3 = = +   = t/本

砂･礫容積 Vb3 = = +   = t/本

シルト･粘土容積 Vc3 = = +   = t/本

土粒子重量 Wa3 = = + = t/本

水分重量 Ww3 = = + = t/本

重　量 W3 = = + = t/本

土粒子容積 Va3 = = + = m3/本

水分容積 Vw3 = = + = m3/本

容　積 V3 = = + = m3/本

W3

V3

Wa3

W3
Wt%

3.382

 Vw1 + Vw2 2.603 0.018 2.621

 Va3 + Vw3 0.286 2.621 2.907

液比重 ρ3 = =
3.382

= 1.163
2.907

重量濃度 C3 = =
0.761

= 22.50

 Wb3 + Wc3 0.064 0.697 0.761

 Ww1 + Ww2 2.603 0.018 2.621

 Wa3 + Ww3 0.761 2.621 3.382

 Vb3 + Vc3 0.024 0.262 0.286

 Wr2 + Ws2 0.001 0.063 0.064

 Wa1 + Wc2 0.689 0.008 0.697

 Vr2 + Vs2 0.000 0.024 0.024

 Va1 + Vc2 0.259 0.003 0.262



[5] 一次分離

礫．砂の回収率は 100％とし、シルト及び粘土の回収量は 一次処理される礫について 10Wt(%)、

砂については 40Wt(％)の泥水(排泥水中の礫及び砂を除いた付着泥水)を含むものとする。

礫重量 Wr4 = = t/本

砂重量 Ws4 = = t/本

= t/本

Wr4

Gs

Wr4

Gs

Wr4

Gs

土粒子重量 Wa4 =  Wr4 + Ws4 + Wc4

= + + = t/本

水分重量 Ww4 = ( Wr4×0.1 + Ws4×0.4 ) - Wc4

= (0.001×0.1 + 0.063×0.4 ) - 0.005 = t/本

重　量 W4 = = + = t/本

土粒子容積 Va4 =  Vr4 + Vs4 + Vc4

= + + = m3/本

Ww4

ρo

容　積 V4 = = + = m3/本

Ww4

Wa4

m3/本
1.00

 Va4 + Vw4 0.026 0.020 0.046

含水比 ω4 = ×100 =
0.020

×100 = 28.99 ％
0.07

0.001 0.063 0.005 0.069

0.020

 Wa4 + Ww4 0.069 0.020 0.089

0.000 0.024 0.002 0.026

水分容積 Vw4 = =
0.020

= 0.020

礫容積 Vr4 = =
0.001

= 0.000 m3/本
2.656

砂容積 Vs4 = =
0.063

= 0.024 m3/本
2.656

シルト･粘土容積 Vs4 = =
0.005

= 0.002 m3/本
2.656

 Wr2 0.001

 Ws2 0.063

シルト･粘土重量 Wc4 = (Wr4×0.1 + Ws4×0.4)×
Wa3 - (Wr4 + Ws4)

Ww3 + {Wa3 - (Wr4 + Ws4)}

= ( 0.001×0.1 + 0.063×0.4 )×
0.761-(0.001+0.063)

2.621+{0.761-(0.001+0.063)}

0.005



[6] サイクロンオーバー泥水

土粒子重量 Wa5 = = - = t/本

水分重量 Ww5 = = - = t/本

重　量 W5 = = + = t/本

Wa5

Gs

水分容積 Ww5

ρo

容　積 V5 = = + = m3/本

W5

V5

Wa5

W5
重量濃度 C5 = ×100 =

0.69
×100 = 21.01 ％

3.29

m3/本
2.656

Vw5 = =
2.601

= 2.601 m3/本
1.00

 Va5 + Vw5 0.261 2.601 2.862

液比重 ρ5 = =
3.293

= 1.151
2.862

 Wa3 - Wa4 0.761 0.069 0.692

 Ww3 - Ww4 2.621 0.020 2.601

 Wa5 + Ww5 0.692 2.601 3.293

土粒子容積 Va5 = =
0.692

= 0.261



[7] 調整槽内比重

調整槽容量は、必要貯留泥水量(V0=10分×送泥流量×1.5) を貯留できる容量とする。

必要貯留泥水量 V0 = m3

比重調整後の調整槽内の土粒子及び水分の重量は

土粒子重量 Wac1 =  V0×ρ1×C1/100

= 3.435×1.15×20.92/100 = t

水分重量 Wwc1 =  Vc×ρ1×(100-C1)/100

= 3.435×1.15×(100 - 20.92)/100 = t

となる。

ここで、調整槽内比重を上記の比重調整後の調整槽内泥水にオーバー泥水と送泥水の差

{ (「サイクロンオーバー泥水」-「送泥水」)/α }を加えたものの比重とし、それに対して

比重調整を行なう事とする。

α = ÷ =

重　量 Wc = = + = t

Wac

Gs

容　積 Vc = = + = m3

Wc

Vc

％
Wc 3.952

 Vac2 + Vwc2 0.313 3.122 3.435

液比重 ρc = =
3.952

= 1.151
3.435

重量濃度 Cc =
Wac2

×100 =
0.830

×100 = 21.00

 Wac2 + Wwc2 0.830 3.122 3.952

土粒子容積 Vac2 = =
0.830

= 0.313 m3
2.656

水分容積 Vwc2 =
Wwc2

=
3.122

= 3.122 m3
ρo 1.00

土粒子重量 Wac2 =  Wac1 +
Wa5 - Wa1

α

0.826 +
0.692-0.689

= 0.830 t
0.833

水分重量 Wwc2 =  Wwc1 +
Ww5 - Ww1

α

= 3.124 +
2.601-2.603

= 3.122 t
0.833

3.435

0.826

3.124

送泥流量（V1)/貯留泥水量(V0) = 2.86 3.44 0.833



比重調整を行なうに際しては、下記の条件を用いる。

(a) 比重調整後の容量は、比重調整量 (Vc) とする。

(b) 比重調整後の比重は、送泥水比重 (ρ1) とする。

(c) 比重調整泥水は、重量濃度  (C9) wt% とする。

従って、比重調整泥水の比重 (ρ9) は、

となる。

以下に示す各ケースに分類して、比重調整を行なう事とする。

ここで、 送　泥　流　量   = m3/本

オ ー バ ー 泥 水   = m3/本

送 泥 水 比 重   =

調 整 槽 内 比 重   =

1

2

3

4

5

よって、 より となり

今回は上表に示す 1～5 の調整方法のうち 1 の方法を採用する。

= a

= b 各水量(m3/本)を 左記の変数で表す。

= c

= d

引 抜 泥 水

余 剰 泥 水

比重調整泥水

比重調整清水

ρ1： 1.150

ρc： 1.151

Case1,4 送泥水比重(ρ1)＜調整槽内比重(ρc)のため清水による比重調整を行う

Case2,5 送泥水比重(ρ1)＝調整槽内比重(ρc)のため比重調整は行わない

Case3,6 送泥水比重(ρ1)＞調整槽内比重(ρc)のため泥水による比重調整を行う

Case7 送泥水比重(ρ1)＜調整槽内比重(ρc)のため清水による比重調整を行う

Case8,9 泥水及び清水による比重調整を行う

V1=V5 ρ1＜ρc Case 4

ρ1＜ρc Case 1 Case 4 Case 7

ρ1=ρc Case 2 Case 5 Case 8

ρ1＞ρc Case 3 Case 6 Case 9

V1： 2.86

V5： 2.86

50.0

調整泥水比重ρ9 =
2×Gs

=
2×2.656

= 1.453
Gs + 1 2.656 + 1

V1＜V5 V1=V5 V1＞V5



1

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より重いため清水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量及び比重調整清水量を z とすると、

(V0－z)×ρc + z×ρo = V0×ρ1

∴ z =

= (1.150 - 1.151)×3.44／(1.00 - 1.151) = m3

=  z = m3

= = m3

= = m3

=  z = m3

z

→

2

調整槽内比重(ρc)と送泥水比重(ρ1)が等しいため比重調整は行わない。

= = m3

= = m3

= = m3

= = m3

3

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より軽いため泥水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量及び比重調整泥水量を z とすると、

(V0 - z)×ρc + z×ρ9 = V0×ρ1

∴ z = (ρ1 - ρc)×V0／(ρ9 - ρc)

= (1.15 - 1.151)×3.435／(1.453 - 1.151)   = m3

= z = m3

= = m3

= z = m3

= = m3

比重調整清水： d' ***

Case3,6の場合 非対象Case

***

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 ***

比重調整泥水： c' ***

比重調整清水： d' ***

比重調整泥水： c' 0.000

比重調整清水： d' 0.020 V0 - z

(ρc)

引抜泥水(ρc)

Case2,5の場合 非対象Case

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 ***

比重調整泥水： c' ***

Case1,4の場合 対象Case

 (ρ1-ρc)×V0／(ρo-ρc)

0.020

引 抜 泥 水： a' 0.020 比重調整清水 z

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 0.000 (ρo = 1.0)



4

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より重いため清水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量を z とし、{ 送泥流量（V1) - オーバー泥水(V5) }÷αを y とすると、

(比重調整清水 = z + y)

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

(Vc - z - y)×ρc + (z + y)×ρo = V0×ρ1

∴ z = {(ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρo)×y}／(ρo-ρc)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.00)×***}／(1.00 - 1.151) = m3

ここで、z ≧ 0.0 ならば

= z = m3 　[y=(V1-V5)÷α]

= = m3

= = m3

= z + y = m3 z

→

ここで、z ＜ 0.0 ならば

引抜泥水が負になり、清水のみによる比重調整では条件を満足できないので、

清水及び泥水による比重調整を行なう。 ( ５ の調整方法）

 (V1 - V5)／α  = ***

***

比重調整清水 z

引 抜 泥 水： a' *** z + y  (ρo)

余 剰 泥 水： b' ***

比重調整泥水： c' *** V0 - z - y

比重調整清水： d' *** (ρc)

引抜泥水(ρc)

Case7 の場合 非対象Case



5

泥水及び清水による比重調整を行う。

ここで、比重調整泥水を x とし、{ 送泥流量 (V1) - オーバー泥水 (V5) }÷αを y とすると

(比重調整清水 = y - x )

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

(Vc - y)×ρc + x×ρ9 + (y - x)×ρ0  = VC×ρ1

∴ x = { (ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρo)×y }／(ρ9 - ρo)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.00)×*** }／(1.453 - 1.00)= m3

ここで、ｘ ≦ ｙ ならば 　[y=(V1-V5)÷α]

= = m3

= = m3

= x = m3

= y - x = m3

ここで、x ＞ y ならば，泥水のみによる比重調整を行なう。

ここで、引抜泥水量を z とし、{ 送泥流量(V1) - オーバー泥水(V5) }÷α を y とすると、

（ 比重調整泥水 = z + y )

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

（V0 - z - y )×ρc×(z + y)×ρ9 = V0×ρ1

∴ z = {(ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρ9)×y}÷／ρ9 - ρc)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.453)×*** }／(1.453 - 1.151)

= m3

= z = m3

= = m3

= z + y = m3

= = m3比重調整清水： d' ***

比重調整泥水： c' *** V0 - y

比重調整清水： d' *** (ρc)

 (V1 - V5)÷α  = ***

***

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b' ***

比重調整泥水： c' ***

Case8,9 の場合 非対象Case

 (V1 - V5)÷α  = ***

***

比重調整清水

y - x  (ρo)

引 抜 泥 水： a' *** 比重調整泥水

余 剰 泥 水： b' *** x  (ρ9)



より、 1 の調整方法により調整する。

 ※ ここで、各水量を１本当り水量に換算する。 α=

a = = × = m3/本

b = = = m3/本

c = = × = m3/本

d = = × = m3/本

[8] 引抜泥水

土粒子重量 Wa7 =  Va7×Gs = × = t/本

水分重量 Ww7 =  Vw7 = t/本

重　量 W7 =  Wa7 + Ww7 = + = t/本

土粒子容積 Va7 =  a×ρc×Cc／Gs／100

= 0.020×1.151×21.000／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw7 =  a - Va7 = - = m3/本

容　積 V7 =  Va7 + Vw7 = + = m3/本

[9] 余剰泥水

土粒子重量 Wa8 =  Va8×Gs = × = t/本

水分重量 Ww8 =  Vw8 = t/本

重　量 W8 =  Wa8 + Ww8 = + = t/本

土粒子容積 Va8 =  b×ρc×Cc／Gs／100

= 0.000×1.151×21.000／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw8 =  b - Va8 = - = m3/本

容　積 V8 =  Va8 + Vw8 = + = m3/本

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000 0.000 0.000

0.000 2.656 0.000

0.020

0.000 0.020 0.020

0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 0.020 0.020

0.000 2.656 0.000

比重調整泥水 c'×α 0.000 0.833 0.000

比重調整清水 d'×α 0.020 0.833 0.020

引 抜  泥 水 a'×α 0.020 0.833 0.020

余 剰  泥 水 b' 0.000 0.000

泥水比重調整ケース Case 4 Case1,4

0.833



[10]比重調整泥水

土粒子重量 Wa9 =  Va9×Gs = × = t/本

水分重量 Ww9 =  Vw9 = t/本

重　量 W9 =  Wa9 + Ww9 = + = t/本

土粒子容積 Va9 =  c×ρ9×C9／Gs／100

= 0.000×1.453×50.00／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw9 =  c - Va9 = - = m3/本

容　積 V9 =  Va9 + Vw9 = + = m3/本

[11]比重調整清水

重　量 W10 =  V10 = t/本

容　積 V10 =  d = m3/本

[12]処理泥水

土粒子重量 Wa11 =  Wa7 + Wa8 = + = t/本

水分重量 Ww11 =  Ww7 + Ww8 = + = t/本

重　量 W11 =  Wa11 + Ww11 = + = t/本

土粒子容積 Va11 =  Va7 + Va8 = + = m3/本

水分容積 Vw11 =  Vw7 + Vw8 = + = m3/本

容　積 V11 =  Va11 + Vw11 = + = m3/本

⑫ 水過不足

水　分 (W)

 -Ww9 - W10 = - = t/本

 W12 = m3/本

重量濃度 C11 =
Wa11

×100 =
0.000

×100 = 0.000 ％
W11 0.020

重量  W12 = 0.000 0.020 -0.020

容積  V12 = -0.020

0.000 0.000 0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 0.020 0.020

液比重 ρ11 =
W11

=
0.020

= 1.000
V11 0.020

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000 0.000 0.000

0.020

0.020

P.14

0.000 0.000 0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 0.020 0.020

0.000 2.656 0.000

0.000

0.000 0.000 0.000



一次処理
① ρ1=

② (含水比= % )

↓ ←

③ ↓ ρ3=

↓ →

↓

④ 含水比= % ⑤ ρ=

⑨ C = Wt% ↓

→ ⑥ 調整槽内比重 C= Wt%

ρ=

⑩
→ → ↓

⑫ 一次 水過不足

m3/本

↑ ← t/本

← ↓

⑦ ↓ ⑧ ↓

↓ ⑪ ρ= ↓

C = Wt%

↓

m3/本 0.000 0.020 0.020

0.00

バキューム車処理

m3/本 0.000 0.020 0.020 m3/本 0.000 0.000 0.000

処理泥水 1.000

⑦ + ⑧ 土粒子 水 計

t/本 0.000 0.020 0.020

引抜泥水 余剰泥水

⑦ 土粒子 水 計 ⑧ 土粒子 水 計

t/本 0.000 0.020 0.020 t/本 0.000 0.000 0.000

比重調整清水

⑩ 土粒子 水 計

t/本 － 0.020 0.020

m3/本 － 0.020 0.020 -0.020

-0.020

0.000 t 0.830

21.00

m3/本 0.000 0.000 0.000 ⑥ 土粒子

3.122 3.952

1.45 m3 0.313 3.122 3.435

t/本 0.000 0.000

t/本 0.069 0.020 0.089 t/本 0.692 2.601 3.293

m3/本 0.026 0.020 0.046 m3/本 0.261 2.601 2.862

水 計

比重調整泥水 50.00

⑨ 水 土粒子 計

m3/本 0.286 2.621 2.907

一次分離 29.0 オーバー泥水 1.151

④ 土粒子 水 計 ③ - ④ 土粒子 水 計

排泥水 1.163 t/本 0.072 0.018 0.090

m3/本 0.027

② 土粒子 水 計

0.018 0.045

t/本 0.761 2.621 3.382

① + ② 土粒子 水 計

バランスシート

送泥水 1.150

① 土粒子 水 計

t/本 0.689 2.603 3.292

m3/本 0.259 2.603 2.862

掘削地山 24.4



[5] 泥水処理装置の決定

5-1  一次処理機

一次処理機の規格は、排泥流量 [V3] と一次分離砂礫量（処理乾燥量）[Wa4] とにより決定する

排泥流量に対し、

一次分離砂礫量に対し、

ここに、 V3： = m3/本

Wa4： = t/本

S ： = m/min

L ： = m/本

よって、一次処理機の規格は、下表より次の通りとする。

処理水量 =

処理乾燥砂量 =

一次処理機規格

t/hr

t/hr

t/hr

t/hr

t/hr

5-2 調整槽

調整槽容量は、10分間に送泥水量の1.5倍 [V0] を満足するものとする。

V0 = m3

よって、調整槽規格は下表より次の通りとする。

V = m3 （撹拌機付水槽）

撹拌機付水槽

10 m3 kW

15 m3 kW

20 m3 kW

25 m3 kW

30 m3 kW

35 m3 kWφ3150×4900 7.50 4.52

容　量 標準寸法 撹拌機出力 重量 (t)

φ2000×3500 2.20 1.97

φ2300×4000 3.70 2.62

φ2500×4500 5.50 3.16

φ2800×4500 5.50 3.64

φ3000×4700 7.50 4.12

2.0 m3/min 30.0

4.0 m3/min 40.0

6.0 m3/min 50.0

3.435

10.0

0.5 m3/min

10.0 t/hr

処理水量 処理乾砂量

0.5 m3/min 10.0

1.0 m3/min 20.0

Wa4×
S×60

= 0.069×
0.080×60

= 3.312 t/hr
L 1.00

排泥流量 2.907

一次分離砂礫量 0.069

掘進速度 0.080

掘進管長 1.00

V3×
S

= 2.907×
0.08

= 0.233 m3/min
L 1.00



5-3 沈殿槽

掘進１日当りに発生する処理泥水量 [V11]×n を満足するものをN台で使用するものとする。

１日当たり処理泥水量

V = = =

ここに、 V11： 処理泥水量 = m3/本

n ： １日当り施工本数 = 本/日

沈殿槽を 1 台 使用する場合の規格は下表より次の通りとする。

沈殿槽１台当り必要量 = ÷ 1 =

沈殿槽規格 m3  × 1 台 （水槽）

水槽規格

10 m3

15 m3

20 m3

25 m3

30 m3

35 m3

5-4 清水槽

清水槽容量は、比重調整用清水投入量 [V10] を満足するものとする。

比重調整清水量 V10 = m3/本

よって、清水槽の規格は前の水槽規格より次の通りとする。

V = m3 （水槽）

5-5 粘土槽

粘土槽容量は、比重調整用泥水投入量 [V9] を満足するものとする。

比重調整泥水量 V9 = m3/本

よって、作泥槽の規格は下表より次の通りとする。

V = m3 （作泥槽） 作泥槽は不要である

粘土槽規格

3 m3 kW

5 m3 kW

3.70 1.10

7.50 1.50

4.80×1.50×1.50 1.83

5.00×1.80×1.80 2.36

5.00×2.10×2.10 2.84

5.00×2.40×2.40 3.34

5.80×2.40×2.40 3.75

6.70×2.40×2.40 4.23

0.020

10.0

0.000

―    

容　量 撹拌機出力 重量 (t)

V11×n 0.020×8.20 0.16 m3/日

0.020

8.20

0.16 0.16 m3/台

10.0

容　量 標準寸法 重量 (t)



5-6 ＣＭＣ槽

ＣＭＣ槽の容量は、V = m3 （溶解槽）を標準とする。

溶解槽（CMC槽）規格

3 m3 kW

3.0

容　量 撹拌機出力 重量 (t)

2.20 0.70



物質収支計算（一次処理）

（1/3）

No.40 → No.39

仕様条件

  施工条件

呼び径 mm

掘削機外径 D = m

推進延長 L = m

推進管長 Lp = m/本

掘進速度 S = mm/min

送泥水の比重 ρ1 = 8.00(cm/min) *10 

清水比重 ρo =

　土質条件

土粒子真比重 Gs =

地山の含水比 ω = ％

地山の粒度構成

礫 S1 = ％ 50

砂 S2 = ％ 80

S3 = ％ 100

150

　送排泥管の仕様

送泥管径 = mm = mm

排泥管径 = mm = mm

  粒径と濃度から決る定数 FL =

　泥水一次処理装置計画条件

１日当り施工本数 n = 本/日（=8.2m/日÷1.00m/本）

8.2(m/日) /0.9 

シルト･粘土 11.60 105.3

155.2

呼び径 50 内径 d1 52.9

呼び径 50 内径 d2 52.9

1.345

8.2

0.240

51.10

1.00

80 200:A普通土(車上)

1.15

1.00

2.656

24.40

送排泥管径

0.70 52.9

87.70 80.7

61jea

区　間

ボーリングNO. R1-Bor.5

VPφ 200



No. No.40 → No. No.39 BorNo.

[1] 計画条件

  施工条件 呼び径 mm

推進機外径 Bs = m

推進延長 L = m

推進管長 Lp = m/本

掘進速度 S = mm/min

送泥水の比重 ρ1 =

清水比重 ρo =

  土質条件 土粒子真比重 Gs =

地山の含水比 ω = ％

地山の粒度構成

礫 S1 = ％

砂 S2 = ％

S3 = ％

　送排泥管の仕様 送泥管径 = mm = mm

排泥管径 = mm = mm

  粒径と濃度から決る定数 FL = 砂の場合 1.33～1.36

[送排泥流量の計算]

π π 2

4 4

排泥管管径 d2= = m

π π 2

4 4

g= = m/sec2

排泥流量 Q2= = = m3/min

送泥流量 Q1= = = m3/min

a2･VL･60 0.0022×1.762×60 0.233

Q2 - q 0.233 - 0.004 0.229

送泥流速 V1=
4･Q1

=
4×0.229

= 1.737 m/sec
π･d12･60 π×0.0529 2×60

重力加速度 9.8

管内限界沈殿流速
(排泥流速）

VL= FL･(2･g･d2･
Gs - ρo

)1/2
ρo

R.DURANDの公式より
= 1.345×(2×9.8×0.0529×

2.656 - 1.00
)1/2 = 1.762 m/s

1.00

掘削土量(真体積) q = A･
S

= 0.0450×
80.00

= 0.004 m3/min
1000 1000

0.0529

排泥管内断面積 a2= ･d22 = ×0.0529 = 0.0022 m2

呼び径 50 内径 d1 52.9

呼び径 50 内径 d2 52.9

1.345

掘削断面積 A = ･Bs2 = ×0.240 = 0.045 m2

区　間 R1-Bor.5

VPφ 200

0.240

51.10

1.00

80.00

1.15

1.00

2.656

24.4

0.7

87.7

シルト･粘土 11.6

物質収支計算



[掘進開始前]

掘進するための必要貯留泥水量は、１０分間に流れる送泥水量の１.５倍とする。

貯留泥水容量 V0= = m3

貯留泥水重量 W0= = = t

貯留泥水重量濃度

C0

100

重　量 W0 = = + = t/本

Wa0

Gs

Ww0

ρo

容　積 V0 = = + = m3/本 Va0 + Vw0 0.311 3.124 3.435

 Wa0 + Ww0 0.826 3.124 3.950

土粒子容積 Va0= =
0.826

= 0.311 m3
2.656

水分容積 Vw0= =
3.124

= 3.124 m3
1.00

土粒子重量 Wa0= W0× = 3.950×
20.920

= 0.826 t
100

水分重量 Ww0= W0×
100-C0

= 3.950×
100-20.920

= 3.124 t
100 100

10×送泥流量(Q1)×1.5 10×0.229×1.5  = 3.435

V0×送泥水比重(ρ1) 3.435×1.15 3.950

C0=
Gs×(ρ1 - ρo)

×100
ρ1×(Gs - ρo)

=
2.656×(1.15 - 1.00)

×100 = 20.920 Wt%
1.15×(2.656 - 1.00)



[2] 送 泥 水

送泥流量 V1 = = = m3/本

掘進時間

min/本

送泥重量 W1 =  V1×ρ1 = × = t/本

送泥重量濃度

C1

100

重　量 W1 = = + =

Wa1

Gs

Ww1

ρo

容　積 V1 = = + = m3/本

水分容積 Vw1 = =
2.603

= 2.603 m3/本
1.00

 Va1 + Vw1 0.259 2.603 2.862

水分重量 Ww1 = W1×
100-C1

3.292× =
100-20.920

= 2.603 t/本
100 100

Wa1 + Ww1 0.689 2.603 3.292

土粒子容積 Va1 = =
0.689

= 0.259 m3/本
2.656

2.863 1.150 3.292

C1 =
Gs×(ρ1 - ρo)

×100
ρ1×(Gs - ρo)

=
2.656×(1.15 - 1.00)

×100 = 20.920 Wt%
1.15×(2.656 - 1.00)

土粒子重量 Wa1 = W1× = 3.292×
20.920

= 0.689 t/本
100

Q1×T 0.229×12.500 2.863

T =
推進管長(Lp)

=
1.00

×1000 = 12.50
掘進速度(S) 80



[3] 掘削地山

掘削容量 V2 = = 2 × m3/本

掘削重量 W2 = = = t/本

重　量 W2 = = +

Wa2

Gs m3/本

Ww2

ρo

容  積   V2 = = +   = m3/本

土粒子容積 Va2 = =
0.072

  = 0.027
2.656

水分容積 Vw2 = =
0.018

  = 0.018 m3/本
1.00

 Va2 + Vw2 0.027 0.018 0.045

t/本
100 + ω 100 + 24.4

水分重量 Ww2 = W2×
ω

= 0.09×
24.4

  = 0.018 t/本
100 + ω 100 + 24.4

 Wa2 + Ww2 0.072 0.018 0.090

見掛比重 γt=
ω + 100

=
24.4 + 100

= 2.005
ω + 100/Gs 24.4 + 100/2.656

V2×γt 0.045×2.005 0.090

土粒子重量 Wa2 = W2×
100

= 0.09×
100

= 0.072

π/4×Bs2×Lp π/4×0.240 1.00  = 0.045



≪地山粒度構成≫

S1

100

S2

100

S3

100

重　量 W2 = Wr2+Ws2+Wc2+Ww2

= 0.001 + 0.063 + 0.008 + 0.018   = m3/本

Wr2

Gs

Wｓ2

Gs

Wc2

Gs

Ww2

ρo

容　積 V2 = Vr2+Vs2+Vc2+Vw2

= 0.000 + 0.024 + 0.003 + 0.018   = m3/本0.045

砂容積 Vs2 = =
0.063

  = 0.024 m3/本
2.656

シルト･粘土容積 Vc2 = =
0.008

  = 0.003 m3/本
2.656

水分重量 Vw2= =
0.018

  = 0.018 m3/本
1.00

シルト、粘土重量 Wc2 = Wa2× = 0.07×
11.6

  = 0.008 t/本
100

水分重量 Ww2 =   = 0.018 m3/本

0.090

礫容積 Vr2 = =
0.001

0.000 m3/本
2.656

礫重量 Wr2 = Wa2× = 0.07×
0.7

  = 0.001 t/本
100

砂重量 Ws2 = Wa2× = 0.07×
87.7

  = 0.063 t/本
100



[4] 排泥水（①＋②）

砂･礫重量 Wb3 = = +   = t/本

シルト･粘土重量 Wc3 = = +   = t/本

砂･礫容積 Vb3 = = +   = t/本

シルト･粘土容積 Vc3 = = +   = t/本

土粒子重量 Wa3 = = + = t/本

水分重量 Ww3 = = + = t/本

重　量 W3 = = + = t/本

土粒子容積 Va3 = = + = m3/本

水分容積 Vw3 = = + = m3/本

容　積 V3 = = + = m3/本

W3

V3

Wa3

W3
Wt%

3.382

 Vw1 + Vw2 2.603 0.018 2.621

 Va3 + Vw3 0.286 2.621 2.907

液比重 ρ3 = =
3.382

= 1.163
2.907

重量濃度 C3 = =
0.761

= 22.50

 Wb3 + Wc3 0.064 0.697 0.761

 Ww1 + Ww2 2.603 0.018 2.621

 Wa3 + Ww3 0.761 2.621 3.382

 Vb3 + Vc3 0.024 0.262 0.286

 Wr2 + Ws2 0.001 0.063 0.064

 Wa1 + Wc2 0.689 0.008 0.697

 Vr2 + Vs2 0.000 0.024 0.024

 Va1 + Vc2 0.259 0.003 0.262



[5] 一次分離

礫．砂の回収率は 100％とし、シルト及び粘土の回収量は 一次処理される礫について 10Wt(%)、

砂については 40Wt(％)の泥水(排泥水中の礫及び砂を除いた付着泥水)を含むものとする。

礫重量 Wr4 = = t/本

砂重量 Ws4 = = t/本

= t/本

Wr4

Gs

Wr4

Gs

Wr4

Gs

土粒子重量 Wa4 =  Wr4 + Ws4 + Wc4

= + + = t/本

水分重量 Ww4 = ( Wr4×0.1 + Ws4×0.4 ) - Wc4

= (0.001×0.1 + 0.063×0.4 ) - 0.005 = t/本

重　量 W4 = = + = t/本

土粒子容積 Va4 =  Vr4 + Vs4 + Vc4

= + + = m3/本

Ww4

ρo

容　積 V4 = = + = m3/本

Ww4

Wa4

m3/本
1.00

 Va4 + Vw4 0.026 0.020 0.046

含水比 ω4 = ×100 =
0.020

×100 = 28.99 ％
0.07

0.001 0.063 0.005 0.069

0.020

 Wa4 + Ww4 0.069 0.020 0.089

0.000 0.024 0.002 0.026

水分容積 Vw4 = =
0.020

= 0.020

礫容積 Vr4 = =
0.001

= 0.000 m3/本
2.656

砂容積 Vs4 = =
0.063

= 0.024 m3/本
2.656

シルト･粘土容積 Vs4 = =
0.005

= 0.002 m3/本
2.656

 Wr2 0.001

 Ws2 0.063

シルト･粘土重量 Wc4 = (Wr4×0.1 + Ws4×0.4)×
Wa3 - (Wr4 + Ws4)

Ww3 + {Wa3 - (Wr4 + Ws4)}

= ( 0.001×0.1 + 0.063×0.4 )×
0.761-(0.001+0.063)

2.621+{0.761-(0.001+0.063)}

0.005



[6] サイクロンオーバー泥水

土粒子重量 Wa5 = = - = t/本

水分重量 Ww5 = = - = t/本

重　量 W5 = = + = t/本

Wa5

Gs

水分容積 Ww5

ρo

容　積 V5 = = + = m3/本

W5

V5

Wa5

W5
重量濃度 C5 = ×100 =

0.69
×100 = 21.01 ％

3.29

m3/本
2.656

Vw5 = =
2.601

= 2.601 m3/本
1.00

 Va5 + Vw5 0.261 2.601 2.862

液比重 ρ5 = =
3.293

= 1.151
2.862

 Wa3 - Wa4 0.761 0.069 0.692

 Ww3 - Ww4 2.621 0.020 2.601

 Wa5 + Ww5 0.692 2.601 3.293

土粒子容積 Va5 = =
0.692

= 0.261



[7] 調整槽内比重

調整槽容量は、必要貯留泥水量(V0=10分×送泥流量×1.5) を貯留できる容量とする。

必要貯留泥水量 V0 = m3

比重調整後の調整槽内の土粒子及び水分の重量は

土粒子重量 Wac1 =  V0×ρ1×C1/100

= 3.435×1.15×20.92/100 = t

水分重量 Wwc1 =  Vc×ρ1×(100-C1)/100

= 3.435×1.15×(100 - 20.92)/100 = t

となる。

ここで、調整槽内比重を上記の比重調整後の調整槽内泥水にオーバー泥水と送泥水の差

{ (「サイクロンオーバー泥水」-「送泥水」)/α }を加えたものの比重とし、それに対して

比重調整を行なう事とする。

α = ÷ =

重　量 Wc = = + = t

Wac

Gs

容　積 Vc = = + = m3

Wc

Vc

％
Wc 3.952

 Vac2 + Vwc2 0.313 3.122 3.435

液比重 ρc = =
3.952

= 1.151
3.435

重量濃度 Cc =
Wac2

×100 =
0.830

×100 = 21.00

 Wac2 + Wwc2 0.830 3.122 3.952

土粒子容積 Vac2 = =
0.830

= 0.313 m3
2.656

水分容積 Vwc2 =
Wwc2

=
3.122

= 3.122 m3
ρo 1.00

土粒子重量 Wac2 =  Wac1 +
Wa5 - Wa1

α

0.826 +
0.692-0.689

= 0.830 t
0.833

水分重量 Wwc2 =  Wwc1 +
Ww5 - Ww1

α

= 3.124 +
2.601-2.603

= 3.122 t
0.833

3.435

0.826

3.124

送泥流量（V1)/貯留泥水量(V0) = 2.86 3.44 0.833



比重調整を行なうに際しては、下記の条件を用いる。

(a) 比重調整後の容量は、比重調整量 (Vc) とする。

(b) 比重調整後の比重は、送泥水比重 (ρ1) とする。

(c) 比重調整泥水は、重量濃度  (C9) wt% とする。

従って、比重調整泥水の比重 (ρ9) は、

となる。

以下に示す各ケースに分類して、比重調整を行なう事とする。

ここで、 送　泥　流　量   = m3/本

オ ー バ ー 泥 水   = m3/本

送 泥 水 比 重   =

調 整 槽 内 比 重   =

1

2

3

4

5

よって、 より となり

今回は上表に示す 1～5 の調整方法のうち 1 の方法を採用する。

= a

= b 各水量(m3/本)を 左記の変数で表す。

= c

= d

引 抜 泥 水

余 剰 泥 水

比重調整泥水

比重調整清水

ρ1： 1.150

ρc： 1.151

Case1,4 送泥水比重(ρ1)＜調整槽内比重(ρc)のため清水による比重調整を行う

Case2,5 送泥水比重(ρ1)＝調整槽内比重(ρc)のため比重調整は行わない

Case3,6 送泥水比重(ρ1)＞調整槽内比重(ρc)のため泥水による比重調整を行う

Case7 送泥水比重(ρ1)＜調整槽内比重(ρc)のため清水による比重調整を行う

Case8,9 泥水及び清水による比重調整を行う

V1=V5 ρ1＜ρc Case 4

ρ1＜ρc Case 1 Case 4 Case 7

ρ1=ρc Case 2 Case 5 Case 8

ρ1＞ρc Case 3 Case 6 Case 9

V1： 2.86

V5： 2.86

50.0

調整泥水比重ρ9 =
2×Gs

=
2×2.656

= 1.453
Gs + 1 2.656 + 1

V1＜V5 V1=V5 V1＞V5



1

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より重いため清水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量及び比重調整清水量を z とすると、

(V0－z)×ρc + z×ρo = V0×ρ1

∴ z =

= (1.150 - 1.151)×3.44／(1.00 - 1.151) = m3

=  z = m3

= = m3

= = m3

=  z = m3

z

→

2

調整槽内比重(ρc)と送泥水比重(ρ1)が等しいため比重調整は行わない。

= = m3

= = m3

= = m3

= = m3

3

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より軽いため泥水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量及び比重調整泥水量を z とすると、

(V0 - z)×ρc + z×ρ9 = V0×ρ1

∴ z = (ρ1 - ρc)×V0／(ρ9 - ρc)

= (1.15 - 1.151)×3.435／(1.453 - 1.151)   = m3

= z = m3

= = m3

= z = m3

= = m3

比重調整清水： d' ***

Case3,6の場合 非対象Case

***

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 ***

比重調整泥水： c' ***

比重調整清水： d' ***

比重調整泥水： c' 0.000

比重調整清水： d' 0.020 V0 - z

(ρc)

引抜泥水(ρc)

Case2,5の場合 非対象Case

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 ***

比重調整泥水： c' ***

Case1,4の場合 対象Case

 (ρ1-ρc)×V0／(ρo-ρc)

0.020

引 抜 泥 水： a' 0.020 比重調整清水 z

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 0.000 (ρo = 1.0)



4

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より重いため清水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量を z とし、{ 送泥流量（V1) - オーバー泥水(V5) }÷αを y とすると、

(比重調整清水 = z + y)

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

(Vc - z - y)×ρc + (z + y)×ρo = V0×ρ1

∴ z = {(ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρo)×y}／(ρo-ρc)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.00)×***}／(1.00 - 1.151) = m3

ここで、z ≧ 0.0 ならば

= z = m3 　[y=(V1-V5)÷α]

= = m3

= = m3

= z + y = m3 z

→

ここで、z ＜ 0.0 ならば

引抜泥水が負になり、清水のみによる比重調整では条件を満足できないので、

清水及び泥水による比重調整を行なう。 ( ５ の調整方法）

 (V1 - V5)／α  = ***

***

比重調整清水 z

引 抜 泥 水： a' *** z + y  (ρo)

余 剰 泥 水： b' ***

比重調整泥水： c' *** V0 - z - y

比重調整清水： d' *** (ρc)

引抜泥水(ρc)

Case7 の場合 非対象Case



5

泥水及び清水による比重調整を行う。

ここで、比重調整泥水を x とし、{ 送泥流量 (V1) - オーバー泥水 (V5) }÷αを y とすると

(比重調整清水 = y - x )

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

(Vc - y)×ρc + x×ρ9 + (y - x)×ρ0  = VC×ρ1

∴ x = { (ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρo)×y }／(ρ9 - ρo)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.00)×*** }／(1.453 - 1.00)= m3

ここで、ｘ ≦ ｙ ならば 　[y=(V1-V5)÷α]

= = m3

= = m3

= x = m3

= y - x = m3

ここで、x ＞ y ならば，泥水のみによる比重調整を行なう。

ここで、引抜泥水量を z とし、{ 送泥流量(V1) - オーバー泥水(V5) }÷α を y とすると、

（ 比重調整泥水 = z + y )

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

（V0 - z - y )×ρc×(z + y)×ρ9 = V0×ρ1

∴ z = {(ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρ9)×y}÷／ρ9 - ρc)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.453)×*** }／(1.453 - 1.151)

= m3

= z = m3

= = m3

= z + y = m3

= = m3比重調整清水： d' ***

比重調整泥水： c' *** V0 - y

比重調整清水： d' *** (ρc)

 (V1 - V5)÷α  = ***

***

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b' ***

比重調整泥水： c' ***

Case8,9 の場合 非対象Case

 (V1 - V5)÷α  = ***

***

比重調整清水

y - x  (ρo)

引 抜 泥 水： a' *** 比重調整泥水

余 剰 泥 水： b' *** x  (ρ9)



より、 1 の調整方法により調整する。

 ※ ここで、各水量を１本当り水量に換算する。 α=

a = = × = m3/本

b = = = m3/本

c = = × = m3/本

d = = × = m3/本

[8] 引抜泥水

土粒子重量 Wa7 =  Va7×Gs = × = t/本

水分重量 Ww7 =  Vw7 = t/本

重　量 W7 =  Wa7 + Ww7 = + = t/本

土粒子容積 Va7 =  a×ρc×Cc／Gs／100

= 0.020×1.151×21.000／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw7 =  a - Va7 = - = m3/本

容　積 V7 =  Va7 + Vw7 = + = m3/本

[9] 余剰泥水

土粒子重量 Wa8 =  Va8×Gs = × = t/本

水分重量 Ww8 =  Vw8 = t/本

重　量 W8 =  Wa8 + Ww8 = + = t/本

土粒子容積 Va8 =  b×ρc×Cc／Gs／100

= 0.000×1.151×21.000／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw8 =  b - Va8 = - = m3/本

容　積 V8 =  Va8 + Vw8 = + = m3/本

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000 0.000 0.000

0.000 2.656 0.000

0.020

0.000 0.020 0.020

0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 0.020 0.020

0.000 2.656 0.000

比重調整泥水 c'×α 0.000 0.833 0.000

比重調整清水 d'×α 0.020 0.833 0.020

引 抜  泥 水 a'×α 0.020 0.833 0.020

余 剰  泥 水 b' 0.000 0.000

泥水比重調整ケース Case 4 Case1,4

0.833



[10]比重調整泥水

土粒子重量 Wa9 =  Va9×Gs = × = t/本

水分重量 Ww9 =  Vw9 = t/本

重　量 W9 =  Wa9 + Ww9 = + = t/本

土粒子容積 Va9 =  c×ρ9×C9／Gs／100

= 0.000×1.453×50.00／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw9 =  c - Va9 = - = m3/本

容　積 V9 =  Va9 + Vw9 = + = m3/本

[11]比重調整清水

重　量 W10 =  V10 = t/本

容　積 V10 =  d = m3/本

[12]処理泥水

土粒子重量 Wa11 =  Wa7 + Wa8 = + = t/本

水分重量 Ww11 =  Ww7 + Ww8 = + = t/本

重　量 W11 =  Wa11 + Ww11 = + = t/本

土粒子容積 Va11 =  Va7 + Va8 = + = m3/本

水分容積 Vw11 =  Vw7 + Vw8 = + = m3/本

容　積 V11 =  Va11 + Vw11 = + = m3/本

⑫ 水過不足

水　分 (W)

 -Ww9 - W10 = - = t/本

 W12 = m3/本

重量濃度 C11 =
Wa11

×100 =
0.000

×100 = 0.000 ％
W11 0.020

重量  W12 = 0.000 0.020 -0.020

容積  V12 = -0.020

0.000 0.000 0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 0.020 0.020

液比重 ρ11 =
W11

=
0.020

= 1.000
V11 0.020

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000 0.000 0.000

0.020

0.020

P.14

0.000 0.000 0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 0.020 0.020

0.000 2.656 0.000

0.000

0.000 0.000 0.000



一次処理
① ρ1=

② (含水比= % )

↓ ←

③ ↓ ρ3=

↓ →

↓

④ 含水比= % ⑤ ρ=

⑨ C = Wt% ↓

→ ⑥ 調整槽内比重 C= Wt%

ρ=

⑩
→ → ↓

⑫ 一次 水過不足

m3/本

↑ ← t/本

← ↓

⑦ ↓ ⑧ ↓

↓ ⑪ ρ= ↓

C = Wt%

↓

m3/本 0.000 0.020 0.020

0.00

バキューム車処理

m3/本 0.000 0.020 0.020 m3/本 0.000 0.000 0.000

処理泥水 1.000

⑦ + ⑧ 土粒子 水 計

t/本 0.000 0.020 0.020

引抜泥水 余剰泥水

⑦ 土粒子 水 計 ⑧ 土粒子 水 計

t/本 0.000 0.020 0.020 t/本 0.000 0.000 0.000

比重調整清水

⑩ 土粒子 水 計

t/本 － 0.020 0.020

m3/本 － 0.020 0.020 -0.020

-0.020

0.000 t 0.830

21.00

m3/本 0.000 0.000 0.000 ⑥ 土粒子

3.122 3.952

1.45 m3 0.313 3.122 3.435

t/本 0.000 0.000

t/本 0.069 0.020 0.089 t/本 0.692 2.601 3.293

m3/本 0.026 0.020 0.046 m3/本 0.261 2.601 2.862

水 計

比重調整泥水 50.00

⑨ 水 土粒子 計

m3/本 0.286 2.621 2.907

一次分離 29.0 オーバー泥水 1.151

④ 土粒子 水 計 ③ - ④ 土粒子 水 計

排泥水 1.163 t/本 0.072 0.018 0.090

m3/本 0.027

② 土粒子 水 計

0.018 0.045

t/本 0.761 2.621 3.382

① + ② 土粒子 水 計

バランスシート

送泥水 1.150

① 土粒子 水 計

t/本 0.689 2.603 3.292

m3/本 0.259 2.603 2.862

掘削地山 24.4



[5] 泥水処理装置の決定

5-1  一次処理機

一次処理機の規格は、排泥流量 [V3] と一次分離砂礫量（処理乾燥量）[Wa4] とにより決定する

排泥流量に対し、

一次分離砂礫量に対し、

ここに、 V3： = m3/本

Wa4： = t/本

S ： = m/min

L ： = m/本

よって、一次処理機の規格は、下表より次の通りとする。

処理水量 =

処理乾燥砂量 =

一次処理機規格

t/hr

t/hr

t/hr

t/hr

t/hr

5-2 調整槽

調整槽容量は、10分間に送泥水量の1.5倍 [V0] を満足するものとする。

V0 = m3

よって、調整槽規格は下表より次の通りとする。

V = m3 （撹拌機付水槽）

撹拌機付水槽

10 m3 kW

15 m3 kW

20 m3 kW

25 m3 kW

30 m3 kW

35 m3 kWφ3150×4900 7.50 4.52

容　量 標準寸法 撹拌機出力 重量 (t)

φ2000×3500 2.20 1.97

φ2300×4000 3.70 2.62

φ2500×4500 5.50 3.16

φ2800×4500 5.50 3.64

φ3000×4700 7.50 4.12

2.0 m3/min 30.0

4.0 m3/min 40.0

6.0 m3/min 50.0

3.435

10.0

0.5 m3/min

10.0 t/hr

処理水量 処理乾砂量

0.5 m3/min 10.0

1.0 m3/min 20.0

Wa4×
S×60

= 0.069×
0.080×60

= 3.312 t/hr
L 1.00

排泥流量 2.907

一次分離砂礫量 0.069

掘進速度 0.080

掘進管長 1.00

V3×
S

= 2.907×
0.08

= 0.233 m3/min
L 1.00



5-3 沈殿槽

掘進１日当りに発生する処理泥水量 [V11]×n を満足するものをN台で使用するものとする。

１日当たり処理泥水量

V = = =

ここに、 V11： 処理泥水量 = m3/本

n ： １日当り施工本数 = 本/日

沈殿槽を 1 台 使用する場合の規格は下表より次の通りとする。

沈殿槽１台当り必要量 = ÷ 1 =

沈殿槽規格 m3  × 1 台 （水槽）

水槽規格

10 m3

15 m3

20 m3

25 m3

30 m3

35 m3

5-4 清水槽

清水槽容量は、比重調整用清水投入量 [V10] を満足するものとする。

比重調整清水量 V10 = m3/本

よって、清水槽の規格は前の水槽規格より次の通りとする。

V = m3 （水槽）

5-5 粘土槽

粘土槽容量は、比重調整用泥水投入量 [V9] を満足するものとする。

比重調整泥水量 V9 = m3/本

よって、作泥槽の規格は下表より次の通りとする。

V = m3 （作泥槽） 作泥槽は不要である

粘土槽規格

3 m3 kW

5 m3 kW

3.70 1.10

7.50 1.50

4.80×1.50×1.50 1.83

5.00×1.80×1.80 2.36

5.00×2.10×2.10 2.84

5.00×2.40×2.40 3.34

5.80×2.40×2.40 3.75

6.70×2.40×2.40 4.23

0.020

10.0

0.000

―    

容　量 撹拌機出力 重量 (t)

V11×n 0.020×8.20 0.16 m3/日

0.020

8.20

0.16 0.16 m3/台

10.0

容　量 標準寸法 重量 (t)



5-6 ＣＭＣ槽

ＣＭＣ槽の容量は、V = m3 （溶解槽）を標準とする。

溶解槽（CMC槽）規格

3 m3 kW

3.0

容　量 撹拌機出力 重量 (t)

2.20 0.70



物質収支計算（一次処理）

（1/3）

No.37 → No.39

仕様条件

  施工条件

呼び径 mm

掘削機外径 D = m

推進延長 L = m

推進管長 Lp = m/本

掘進速度 S = mm/min

送泥水の比重 ρ1 = 8.00(cm/min) *10 

清水比重 ρo =

　土質条件

土粒子真比重 Gs =

地山の含水比 ω = ％

地山の粒度構成

礫 S1 = ％ 50

砂 S2 = ％ 80

S3 = ％ 100

150

　送排泥管の仕様

送泥管径 = mm = mm

排泥管径 = mm = mm

  粒径と濃度から決る定数 FL =

　泥水一次処理装置計画条件

１日当り施工本数 n = 本/日（=8.2m/日÷1.00m/本）

8.2(m/日) /0.9 

区　間

ボーリングNO. R1-Bor.5

61gha'、61je'

2.656

24.40

送排泥管径

0.70 52.9

1.00

80 200:A普通土(車上)

1.15

1.00

VPφ 200

0.240

61.30

1.345

8.2

呼び径 50 内径 d1 52.9

呼び径 50 内径 d2 52.9

87.70 80.7

シルト･粘土 11.60 105.3

155.2



No. No.37 → No. No.39 BorNo.

[1] 計画条件

  施工条件 呼び径 mm

推進機外径 Bs = m

推進延長 L = m

推進管長 Lp = m/本

掘進速度 S = mm/min

送泥水の比重 ρ1 =

清水比重 ρo =

  土質条件 土粒子真比重 Gs =

地山の含水比 ω = ％

地山の粒度構成

礫 S1 = ％

砂 S2 = ％

S3 = ％

　送排泥管の仕様 送泥管径 = mm = mm

排泥管径 = mm = mm

  粒径と濃度から決る定数 FL = 砂の場合 1.33～1.36

[送排泥流量の計算]

π π 2

4 4

排泥管管径 d2= = m

π π 2

4 4

g= = m/sec2

排泥流量 Q2= = = m3/min

送泥流量 Q1= = = m3/min

物質収支計算
区　間 R1-Bor.5

シルト･粘土 11.6

呼び径 50 内径 d1 52.9

1.15

1.00

2.656

24.4

0.7

87.7

VPφ 200

0.240

61.30

1.00

80.00

= 0.045 m2

掘削土量(真体積) q = A･
S

= 0.0450×
80.00

呼び径 50 内径 d2 52.9

1.345

掘削断面積 A = ･Bs2 = ×0.240

0.0022 m2

重力加速度 9.8

管内限界沈殿流速
(排泥流速）

VL= FL･(2･g･d2･
Gs - ρo

)1/2
ρo

排泥管内断面積 a2= ･d22 = ×0.0529 =

= 0.004 m3/min
1000 1000

0.0529

Q2 - q 0.233 - 0.004 0.229

送泥流速 V1=
4･Q1

=
4×0.229

= 1.737

1.762 m/s
1.00

a2･VL･60 0.0022×1.762×60 0.233

R.DURANDの公式より
= 1.345×(2×9.8×0.0529×

2.656 - 1.00
)1/2 =

m/sec
π･d12･60 π×0.0529 2×60



[掘進開始前]

掘進するための必要貯留泥水量は、１０分間に流れる送泥水量の１.５倍とする。

貯留泥水容量 V0= = m3

貯留泥水重量 W0= = = t

貯留泥水重量濃度

C0

100

重　量 W0 = = + = t/本

Wa0

Gs

Ww0

ρo

容　積 V0 = = + = m3/本

=
2.656×(1.15 - 1.00)

×100 = 20.920 Wt%
1.15×(2.656 - 1.00)

V0×送泥水比重(ρ1) 3.435×1.15 3.950

C0=
Gs×(ρ1 - ρo)

×100
ρ1×(Gs - ρo)

10×送泥流量(Q1)×1.5 10×0.229×1.5  = 3.435

 Wa0 + Ww0 0.826 3.124 3.950

土粒子容積 Va0= =
0.826

= 0.311

100-20.920
= 3.124 t

100 100

= 0.826 t
100

水分重量 Ww0= W0×
100-C0

= 3.950×

土粒子重量 Wa0= W0× = 3.950×
20.920

 Va0 + Vw0 0.311 3.124 3.435

m3
2.656

水分容積 Vw0= =
3.124

= 3.124 m3
1.00



[2] 送 泥 水

送泥流量 V1 = = = m3/本

掘進時間

min/本

送泥重量 W1 =  V1×ρ1 = × = t/本

送泥重量濃度

C1

100

重　量 W1 = = + =

Wa1

Gs

Ww1

ρo

容　積 V1 = = + = m3/本

Q1×T 0.229×12.500 2.863

C1 =
Gs×(ρ1 - ρo)

×100
ρ1×(Gs - ρo)

=
2.656×(1.15 - 1.00)

×100

12.50
掘進速度(S) 80

2.863 1.150 3.292

T =
推進管長(Lp)

=
1.00

×1000 =

100-20.920
= 2.603 t/本

100 100

= 0.689 t/本
100

水分重量 Ww1 = W1×
100-C1

3.292× =

= 20.920 Wt%
1.15×(2.656 - 1.00)

土粒子重量 Wa1 = W1× = 3.292×
20.920

m3/本
2.656

水分容積 Vw1 = =
2.603

= 2.603 m3/本
1.00

Wa1 + Ww1 0.689 2.603 3.292

土粒子容積 Va1 = =
0.689

= 0.259

 Va1 + Vw1 0.259 2.603 2.862



[3] 掘削地山

掘削容量 V2 = = 2 × m3/本

掘削重量 W2 = = = t/本

重　量 W2 = = +

Wa2

Gs m3/本

Ww2

ρo

容  積   V2 = = +   = m3/本

2.005
ω + 100/Gs 24.4 + 100/2.656

V2×γt 0.045×2.005 0.090

見掛比重 γt=
ω + 100

=
24.4 + 100

=

π/4×Bs2×Lp π/4×0.240 1.00  = 0.045

t/本
100 + ω 100 + 24.4

水分重量 Ww2 = W2×
ω

= 0.09×

100
= 0.072 t/本

100 + ω 100 + 24.4
土粒子重量 Wa2 = W2×

100
= 0.09×

2.656

水分容積 Vw2 = =
0.018

  =

 Wa2 + Ww2 0.072 0.018 0.090

土粒子容積 Va2 = =
0.072

  = 0.027

24.4
  = 0.018

0.018 m3/本
1.00

 Va2 + Vw2 0.027 0.018 0.045



≪地山粒度構成≫

S1

100

S2

100

S3

100

重　量 W2 = Wr2+Ws2+Wc2+Ww2

= 0.001 + 0.063 + 0.008 + 0.018   = m3/本

Wr2

Gs

Wｓ2

Gs

Wc2

Gs

Ww2

ρo

容　積 V2 = Vr2+Vs2+Vc2+Vw2

= 0.000 + 0.024 + 0.003 + 0.018   = m3/本

礫重量 Wr2 = Wa2× = 0.07×
0.7

  = 0.001 t/本

  = 0.063 t/本
100

シルト、粘土重量 Wc2 = Wa2× = 0.07×
11.6

100

砂重量 Ws2 = Wa2× = 0.07×
87.7

m3/本
2.656

砂容積 Vs2 = =
0.063

  = 0.024 m3/本
2.656

0.090

礫容積 Vr2 = =
0.001

0.000

  = 0.008 t/本
100

水分重量 Ww2 =   = 0.018 m3/本

0.045

m3/本
2.656

水分重量 Vw2= =
0.018

  = 0.018 m3/本
1.00

シルト･粘土容積 Vc2 = =
0.008

  = 0.003



[4] 排泥水（①＋②）

砂･礫重量 Wb3 = = +   = t/本

シルト･粘土重量 Wc3 = = +   = t/本

砂･礫容積 Vb3 = = +   = t/本

シルト･粘土容積 Vc3 = = +   = t/本

土粒子重量 Wa3 = = + = t/本

水分重量 Ww3 = = + = t/本

重　量 W3 = = + = t/本

土粒子容積 Va3 = = + = m3/本

水分容積 Vw3 = = + = m3/本

容　積 V3 = = + = m3/本

W3

V3

Wa3

W3

 Wa1 + Wc2 0.689 0.008 0.697

 Vr2 + Vs2 0.000 0.024 0.024

 Wr2 + Ws2 0.001 0.063 0.064

 Ww1 + Ww2 2.603 0.018 2.621

 Wa3 + Ww3 0.761 2.621 3.382

 Va1 + Vc2 0.259 0.003 0.262

 Wb3 + Wc3 0.064 0.697 0.761

 Va3 + Vw3 0.286 2.621 2.907

液比重 ρ3 = =
3.382

= 1.163

 Vb3 + Vc3 0.024 0.262 0.286

 Vw1 + Vw2 2.603 0.018 2.621

22.50 Wt%
3.382

2.907

重量濃度 C3 = =
0.761

=



[5] 一次分離

礫．砂の回収率は 100％とし、シルト及び粘土の回収量は 一次処理される礫について 10Wt(%)、

砂については 40Wt(％)の泥水(排泥水中の礫及び砂を除いた付着泥水)を含むものとする。

礫重量 Wr4 = = t/本

砂重量 Ws4 = = t/本

= t/本

Wr4

Gs

Wr4

Gs

Wr4

Gs

土粒子重量 Wa4 =  Wr4 + Ws4 + Wc4

= + + = t/本

水分重量 Ww4 = ( Wr4×0.1 + Ws4×0.4 ) - Wc4

= (0.001×0.1 + 0.063×0.4 ) - 0.005 = t/本

重　量 W4 = = + = t/本

土粒子容積 Va4 =  Vr4 + Vs4 + Vc4

= + + = m3/本

Ww4

ρo

容　積 V4 = = + = m3/本

Ww4

Wa4

 Ws2 0.063

シルト･粘土重量 Wc4 = (Wr4×0.1 + Ws4×0.4)×
Wa3 - (Wr4 + Ws4)

Ww3 + {Wa3 - (Wr4 + Ws4)}

 Wr2 0.001

シルト･粘土容積 Vs4 = =
0.005

=

0.000 m3/本
2.656

砂容積 Vs4 = =
0.063

= 0.024 m3/本

= ( 0.001×0.1 + 0.063×0.4 )×
0.761-(0.001+0.063)

2.621+{0.761-(0.001+0.063)}

0.005

礫容積 Vr4 = =
0.001

=

0.020

 Wa4 + Ww4 0.069 0.020 0.089

0.000 0.024 0.002 0.026

0.002 m3/本
2.656

0.001 0.063 0.005 0.069

2.656

= 28.99 ％
0.07

含水比 ω4 = ×100 =
0.020

×100

m3/本
1.00

 Va4 + Vw4 0.026 0.020 0.046

水分容積 Vw4 = =
0.020

= 0.020



[6] サイクロンオーバー泥水

土粒子重量 Wa5 = = - = t/本

水分重量 Ww5 = = - = t/本

重　量 W5 = = + = t/本

Wa5

Gs

水分容積 Ww5

ρo

容　積 V5 = = + = m3/本

W5

V5

Wa5

W5

 Wa3 - Wa4 0.761 0.069 0.692

m3/本
2.656

Vw5 = =
2.601

= 2.601 m3/本
1.00

土粒子容積 Va5 = =
0.692

= 0.261

 Ww3 - Ww4 2.621 0.020 2.601

 Wa5 + Ww5 0.692 2.601 3.293

×100 = 21.01 ％
3.29

2.862

重量濃度 C5 = ×100 =
0.69

 Va5 + Vw5 0.261 2.601 2.862

液比重 ρ5 = =
3.293

= 1.151



[7] 調整槽内比重

調整槽容量は、必要貯留泥水量(V0=10分×送泥流量×1.5) を貯留できる容量とする。

必要貯留泥水量 V0 = m3

比重調整後の調整槽内の土粒子及び水分の重量は

土粒子重量 Wac1 =  V0×ρ1×C1/100

= 3.435×1.15×20.92/100 = t

水分重量 Wwc1 =  Vc×ρ1×(100-C1)/100

= 3.435×1.15×(100 - 20.92)/100 = t

となる。

ここで、調整槽内比重を上記の比重調整後の調整槽内泥水にオーバー泥水と送泥水の差

{ (「サイクロンオーバー泥水」-「送泥水」)/α }を加えたものの比重とし、それに対して

比重調整を行なう事とする。

α = ÷ =

重　量 Wc = = + = t

Wac

Gs

容　積 Vc = = + = m3

Wc

Vc

= 0.830 t
0.833

水分重量 Wwc2 =  Wwc1 +
Ww5 - Ww1

α

土粒子重量 Wac2 =  Wac1 +
Wa5 - Wa1

α

0.826 +
0.692-0.689

3.435

0.826

3.124

送泥流量（V1)/貯留泥水量(V0) = 2.86 3.44 0.833

 Wac2 + Wwc2 0.830 3.122 3.952

土粒子容積 Vac2 = =
0.830

= 0.313

= 3.124 +
2.601-2.603

= 3.122 t
0.833

液比重 ρc = =
3.952

= 1.151
3.435

ρo 1.00

 Vac2 + Vwc2 0.313 3.122 3.435

m3
2.656

水分容積 Vwc2 =
Wwc2

=
3.122

= 3.122 m3

= 21.00 ％
Wc 3.952

重量濃度 Cc =
Wac2

×100 =
0.830

×100



比重調整を行なうに際しては、下記の条件を用いる。

(a) 比重調整後の容量は、比重調整量 (Vc) とする。

(b) 比重調整後の比重は、送泥水比重 (ρ1) とする。

(c) 比重調整泥水は、重量濃度  (C9) wt% とする。

従って、比重調整泥水の比重 (ρ9) は、

となる。

以下に示す各ケースに分類して、比重調整を行なう事とする。

ここで、 送　泥　流　量   = m3/本

オ ー バ ー 泥 水   = m3/本

送 泥 水 比 重   =

調 整 槽 内 比 重   =

1

2

3

4

5

よって、 より となり

今回は上表に示す 1～5 の調整方法のうち 1 の方法を採用する。

= a

= b 各水量(m3/本)を 左記の変数で表す。

= c

= d

50.0

調整泥水比重ρ9 =
2×Gs

=
2×2.656

=

ρ1＞ρc Case 3 Case 6 Case 9

V1： 2.86

ρ1＜ρc Case 1 Case 4 Case 7

ρ1=ρc Case 2 Case 5 Case 8

1.453
Gs + 1 2.656 + 1

V1＜V5 V1=V5 V1＞V5

Case7 送泥水比重(ρ1)＜調整槽内比重(ρc)のため清水による比重調整を行う

Case8,9 泥水及び清水による比重調整を行う

V1=V5 ρ1＜ρc Case 4

Case1,4 送泥水比重(ρ1)＜調整槽内比重(ρc)のため清水による比重調整を行う

Case2,5 送泥水比重(ρ1)＝調整槽内比重(ρc)のため比重調整は行わない

Case3,6 送泥水比重(ρ1)＞調整槽内比重(ρc)のため泥水による比重調整を行う

V5： 2.86

ρ1： 1.150

ρc： 1.151

引 抜 泥 水

余 剰 泥 水

比重調整泥水

比重調整清水



1

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より重いため清水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量及び比重調整清水量を z とすると、

(V0－z)×ρc + z×ρo = V0×ρ1

∴ z =

= (1.150 - 1.151)×3.44／(1.00 - 1.151) = m3

=  z = m3

= = m3

= = m3

=  z = m3

z

→

2

調整槽内比重(ρc)と送泥水比重(ρ1)が等しいため比重調整は行わない。

= = m3

= = m3

= = m3

= = m3

3

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より軽いため泥水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量及び比重調整泥水量を z とすると、

(V0 - z)×ρc + z×ρ9 = V0×ρ1

∴ z = (ρ1 - ρc)×V0／(ρ9 - ρc)

= (1.15 - 1.151)×3.435／(1.453 - 1.151)   = m3

= z = m3

= = m3

= z = m3

= = m3

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 0.000 (ρo = 1.0)

比重調整泥水： c' 0.000

 (ρ1-ρc)×V0／(ρo-ρc)

0.020

引 抜 泥 水： a' 0.020 比重調整清水 z

Case1,4の場合 対象Case

比重調整泥水： c' ***

比重調整清水： d' ***

Case3,6の場合 非対象Case

Case2,5の場合 非対象Case

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 ***

比重調整清水： d' 0.020 V0 - z

(ρc)

引抜泥水(ρc)

比重調整泥水： c' ***

比重調整清水： d' ***

***

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 ***



4

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より重いため清水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量を z とし、{ 送泥流量（V1) - オーバー泥水(V5) }÷αを y とすると、

(比重調整清水 = z + y)

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

(Vc - z - y)×ρc + (z + y)×ρo = V0×ρ1

∴ z = {(ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρo)×y}／(ρo-ρc)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.00)×***}／(1.00 - 1.151) = m3

ここで、z ≧ 0.0 ならば

= z = m3 　[y=(V1-V5)÷α]

= = m3

= = m3

= z + y = m3 z

→

ここで、z ＜ 0.0 ならば

引抜泥水が負になり、清水のみによる比重調整では条件を満足できないので、

清水及び泥水による比重調整を行なう。 ( ５ の調整方法）

 (V1 - V5)／α  = ***

***

比重調整清水 z

引 抜 泥 水： a' *** z + y  (ρo)

Case7 の場合 非対象Case

引抜泥水(ρc)

余 剰 泥 水： b' ***

比重調整泥水： c' *** V0 - z - y

比重調整清水： d' *** (ρc)



5

泥水及び清水による比重調整を行う。

ここで、比重調整泥水を x とし、{ 送泥流量 (V1) - オーバー泥水 (V5) }÷αを y とすると

(比重調整清水 = y - x )

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

(Vc - y)×ρc + x×ρ9 + (y - x)×ρ0  = VC×ρ1

∴ x = { (ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρo)×y }／(ρ9 - ρo)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.00)×*** }／(1.453 - 1.00)= m3

ここで、ｘ ≦ ｙ ならば 　[y=(V1-V5)÷α]

= = m3

= = m3

= x = m3

= y - x = m3

ここで、x ＞ y ならば，泥水のみによる比重調整を行なう。

ここで、引抜泥水量を z とし、{ 送泥流量(V1) - オーバー泥水(V5) }÷α を y とすると、

（ 比重調整泥水 = z + y )

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

（V0 - z - y )×ρc×(z + y)×ρ9 = V0×ρ1

∴ z = {(ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρ9)×y}÷／ρ9 - ρc)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.453)×*** }／(1.453 - 1.151)

= m3

= z = m3

= = m3

= z + y = m3

= = m3

***

比重調整清水

y - x  (ρo)

引 抜 泥 水： a' *** 比重調整泥水

Case8,9 の場合 非対象Case

 (V1 - V5)÷α  = ***

***

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b' ***

比重調整泥水： c' ***

比重調整清水： d' *** (ρc)

 (V1 - V5)÷α  = ***

余 剰 泥 水： b' *** x  (ρ9)

比重調整泥水： c' *** V0 - y

比重調整清水： d' ***



より、 1 の調整方法により調整する。

 ※ ここで、各水量を１本当り水量に換算する。 α=

a = = × = m3/本

b = = = m3/本

c = = × = m3/本

d = = × = m3/本

[8] 引抜泥水

土粒子重量 Wa7 =  Va7×Gs = × = t/本

水分重量 Ww7 =  Vw7 = t/本

重　量 W7 =  Wa7 + Ww7 = + = t/本

土粒子容積 Va7 =  a×ρc×Cc／Gs／100

= 0.020×1.151×21.000／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw7 =  a - Va7 = - = m3/本

容　積 V7 =  Va7 + Vw7 = + = m3/本

[9] 余剰泥水

土粒子重量 Wa8 =  Va8×Gs = × = t/本

水分重量 Ww8 =  Vw8 = t/本

重　量 W8 =  Wa8 + Ww8 = + = t/本

土粒子容積 Va8 =  b×ρc×Cc／Gs／100

= 0.000×1.151×21.000／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw8 =  b - Va8 = - = m3/本

容　積 V8 =  Va8 + Vw8 = + = m3/本

泥水比重調整ケース Case 4 Case1,4

0.833

比重調整泥水 c'×α 0.000 0.833 0.000

余 剰  泥 水 b' 0.000 0.000

引 抜  泥 水 a'×α 0.020 0.833 0.020

0.000 2.656 0.000

比重調整清水 d'×α 0.020 0.833 0.020

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000 0.020 0.020

0.000 2.656 0.000

0.020

0.000 0.020 0.020

0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 0.000 0.000



[10]比重調整泥水

土粒子重量 Wa9 =  Va9×Gs = × = t/本

水分重量 Ww9 =  Vw9 = t/本

重　量 W9 =  Wa9 + Ww9 = + = t/本

土粒子容積 Va9 =  c×ρ9×C9／Gs／100

= 0.000×1.453×50.00／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw9 =  c - Va9 = - = m3/本

容　積 V9 =  Va9 + Vw9 = + = m3/本

[11]比重調整清水

重　量 W10 =  V10 = t/本

容　積 V10 =  d = m3/本

[12]処理泥水

土粒子重量 Wa11 =  Wa7 + Wa8 = + = t/本

水分重量 Ww11 =  Ww7 + Ww8 = + = t/本

重　量 W11 =  Wa11 + Ww11 = + = t/本

土粒子容積 Va11 =  Va7 + Va8 = + = m3/本

水分容積 Vw11 =  Vw7 + Vw8 = + = m3/本

容　積 V11 =  Va11 + Vw11 = + = m3/本

⑫ 水過不足

水　分 (W)

 -Ww9 - W10 = - = t/本

 W12 = m3/本

0.000 0.000 0.000

0.020

0.020

P.14

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000 2.656 0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 0.020 0.020

0.000 0.020 0.020

0.000 0.000 0.000

0.000 0.000 0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 ％
W11 0.020

重量  W12 = 0.000 0.020 -0.020

1.000
V11 0.020

重量濃度 C11 =
Wa11

×100 =
0.000

×100 =

液比重 ρ11 =
W11

=
0.020

=

容積  V12 = -0.020



一次処理
① ρ1=

② (含水比= % )

↓ ←

③ ↓ ρ3=

↓ →

↓

④ 含水比= % ⑤ ρ=

⑨ C = Wt% ↓

→ ⑥ 調整槽内比重 C= Wt%

ρ=

⑩
→ → ↓

⑫ 一次 水過不足

m3/本

↑ ← t/本

← ↓

⑦ ↓ ⑧ ↓

↓ ⑪ ρ= ↓

C = Wt%

↓

m3/本 0.259 2.603 2.862

掘削地山 24.4

① 土粒子 水 計

t/本 0.689 2.603 3.292

バランスシート

送泥水 1.150

0.018 0.045

t/本 0.761 2.621 3.382

① + ② 土粒子 水 計 m3/本 0.027

② 土粒子 水 計

排泥水 1.163 t/本 0.072 0.018 0.090

t/本 0.069 0.020 0.089 t/本 0.692 2.601

④ 土粒子 水 計 ③ - ④ 土粒子

m3/本 0.286 2.621 2.907

一次分離 29.0 オーバー泥水 1.151

比重調整泥水 50.00

⑨ 水 土粒子 計

3.293

m3/本 0.026 0.020 0.046 m3/本 0.261 2.601 2.862

水 計

3.122 3.952

1.45 m3 0.313 3.122 3.435

t/本 0.000 0.000 0.000 t 0.830

21.00

m3/本 0.000 0.000 0.000 ⑥ 土粒子 水 計

引抜泥水 余剰泥水

⑦ 土粒子 水 計 ⑧ 土粒子

m3/本 － 0.020 0.020 -0.020

-0.020

比重調整清水

⑩ 土粒子 水 計

t/本 － 0.020 0.020

0.000 0.000

処理泥水 1.000

⑦ + ⑧ 土粒子 水 計

m3/本 0.000 0.020 0.020 m3/本 0.000

水 計

t/本 0.000 0.020 0.020 t/本 0.000 0.000 0.000

0.00

バキューム車処理

t/本 0.000 0.020 0.020

m3/本 0.000 0.020 0.020



[5] 泥水処理装置の決定

5-1  一次処理機

一次処理機の規格は、排泥流量 [V3] と一次分離砂礫量（処理乾燥量）[Wa4] とにより決定する

排泥流量に対し、

一次分離砂礫量に対し、

ここに、 V3： = m3/本

Wa4： = t/本

S ： = m/min

L ： = m/本

よって、一次処理機の規格は、下表より次の通りとする。

処理水量 =

処理乾燥砂量 =

一次処理機規格

t/hr

t/hr

t/hr

t/hr

t/hr

5-2 調整槽

調整槽容量は、10分間に送泥水量の1.5倍 [V0] を満足するものとする。

V0 = m3

よって、調整槽規格は下表より次の通りとする。

V = m3 （撹拌機付水槽）

撹拌機付水槽

10 m3 kW

15 m3 kW

20 m3 kW

25 m3 kW

30 m3 kW

35 m3 kW

V3×
S

= 2.907×
0.08

= 0.233

掘進速度 0.080

掘進管長 1.00

0.5 m3/min

t/hr
L 1.00

排泥流量 2.907

一次分離砂礫量 0.069

m3/min
L 1.00

Wa4×
S×60

= 0.069×
0.080×60

= 3.312

1.0 m3/min 20.0

2.0 m3/min 30.0

10.0 t/hr

処理水量 処理乾砂量

0.5 m3/min 10.0

φ2000×3500 2.20 1.97

φ2300×4000 3.70 2.62

3.435

10.0

容　量 標準寸法 撹拌機出力 重量 (t)

4.0 m3/min 40.0

6.0 m3/min 50.0

φ3000×4700 7.50 4.12

φ3150×4900 7.50 4.52

φ2500×4500 5.50 3.16

φ2800×4500 5.50 3.64



5-3 沈殿槽

掘進１日当りに発生する処理泥水量 [V11]×n を満足するものをN台で使用するものとする。

１日当たり処理泥水量

V = = =

ここに、 V11： 処理泥水量 = m3/本

n ： １日当り施工本数 = 本/日

沈殿槽を 1 台 使用する場合の規格は下表より次の通りとする。

沈殿槽１台当り必要量 = ÷ 1 =

沈殿槽規格 m3  × 1 台 （水槽）

水槽規格

10 m3

15 m3

20 m3

25 m3

30 m3

35 m3

5-4 清水槽

清水槽容量は、比重調整用清水投入量 [V10] を満足するものとする。

比重調整清水量 V10 = m3/本

よって、清水槽の規格は前の水槽規格より次の通りとする。

V = m3 （水槽）

5-5 粘土槽

粘土槽容量は、比重調整用泥水投入量 [V9] を満足するものとする。

比重調整泥水量 V9 = m3/本

よって、作泥槽の規格は下表より次の通りとする。

V = m3 （作泥槽） 作泥槽は不要である

粘土槽規格

3 m3 kW

5 m3 kW

容　量 標準寸法 重量 (t)

V11×n 0.020×8.20 0.16 m3/日

0.020

5.00×2.40×2.40 3.34

5.80×2.40×2.40 3.75

6.70×2.40×2.40 4.23

4.80×1.50×1.50 1.83

5.00×1.80×1.80 2.36

5.00×2.10×2.10 2.84

8.20

0.16 0.16 m3/台

10.0

3.70 1.10

7.50 1.50

0.020

10.0

0.000

―    

容　量 撹拌機出力 重量 (t)



5-6 ＣＭＣ槽

ＣＭＣ槽の容量は、V = m3 （溶解槽）を標準とする。

溶解槽（CMC槽）規格

3 m3 kW

容　量 撹拌機出力 重量 (t)

2.20 0.70

3.0



物質収支計算（一次処理）

（1/3）

No.37 → No.36

仕様条件

  施工条件

呼び径 mm

掘削機外径 D = m

推進延長 L = m

推進管長 Lp = m/本

掘進速度 S = mm/min

送泥水の比重 ρ1 = 8.00(cm/min) *10 

清水比重 ρo =

　土質条件

土粒子真比重 Gs =

地山の含水比 ω = ％

地山の粒度構成

礫 S1 = ％ 50

砂 S2 = ％ 80

S3 = ％ 100

150

　送排泥管の仕様

送泥管径 = mm = mm

排泥管径 = mm = mm

  粒径と濃度から決る定数 FL =

　泥水一次処理装置計画条件

１日当り施工本数 n = 本/日（=8.2m/日÷1.00m/本）

8.2(m/日) /0.9 

区　間

ボーリングNO. R1-Bor.5

61gha'

2.656

24.40

送排泥管径

0.70 52.9

1.00

80 200:A普通土(車上)

1.15

1.00

VPφ 200

0.240

55.70

1.345

8.2

呼び径 50 内径 d1 52.9

呼び径 50 内径 d2 52.9

87.70 80.7

シルト･粘土 11.60 105.3

155.2



No. No.37 → No. No.36 BorNo.

[1] 計画条件

  施工条件 呼び径 mm

推進機外径 Bs = m

推進延長 L = m

推進管長 Lp = m/本

掘進速度 S = mm/min

送泥水の比重 ρ1 =

清水比重 ρo =

  土質条件 土粒子真比重 Gs =

地山の含水比 ω = ％

地山の粒度構成

礫 S1 = ％

砂 S2 = ％

S3 = ％

　送排泥管の仕様 送泥管径 = mm = mm

排泥管径 = mm = mm

  粒径と濃度から決る定数 FL = 砂の場合 1.33～1.36

[送排泥流量の計算]

π π 2

4 4

排泥管管径 d2= = m

π π 2

4 4

g= = m/sec2

排泥流量 Q2= = = m3/min

送泥流量 Q1= = = m3/min

物質収支計算
区　間 R1-Bor.5

シルト･粘土 11.6

呼び径 50 内径 d1 52.9

1.15

1.00

2.656

24.4

0.7

87.7

VPφ 200

0.240

55.70

1.00

80.00

= 0.045 m2

掘削土量(真体積) q = A･
S

= 0.0450×
80.00

呼び径 50 内径 d2 52.9

1.345

掘削断面積 A = ･Bs2 = ×0.240

0.0022 m2

重力加速度 9.8

管内限界沈殿流速
(排泥流速）

VL= FL･(2･g･d2･
Gs - ρo

)1/2
ρo

排泥管内断面積 a2= ･d22 = ×0.0529 =

= 0.004 m3/min
1000 1000

0.0529

Q2 - q 0.233 - 0.004 0.229

送泥流速 V1=
4･Q1

=
4×0.229

= 1.737

1.762 m/s
1.00

a2･VL･60 0.0022×1.762×60 0.233

R.DURANDの公式より
= 1.345×(2×9.8×0.0529×

2.656 - 1.00
)1/2 =

m/sec
π･d12･60 π×0.0529 2×60



[掘進開始前]

掘進するための必要貯留泥水量は、１０分間に流れる送泥水量の１.５倍とする。

貯留泥水容量 V0= = m3

貯留泥水重量 W0= = = t

貯留泥水重量濃度

C0

100

重　量 W0 = = + = t/本

Wa0

Gs

Ww0

ρo

容　積 V0 = = + = m3/本

=
2.656×(1.15 - 1.00)

×100 = 20.920 Wt%
1.15×(2.656 - 1.00)

V0×送泥水比重(ρ1) 3.435×1.15 3.950

C0=
Gs×(ρ1 - ρo)

×100
ρ1×(Gs - ρo)

10×送泥流量(Q1)×1.5 10×0.229×1.5  = 3.435

 Wa0 + Ww0 0.826 3.124 3.950

土粒子容積 Va0= =
0.826

= 0.311

100-20.920
= 3.124 t

100 100

= 0.826 t
100

水分重量 Ww0= W0×
100-C0

= 3.950×

土粒子重量 Wa0= W0× = 3.950×
20.920

 Va0 + Vw0 0.311 3.124 3.435

m3
2.656

水分容積 Vw0= =
3.124

= 3.124 m3
1.00



[2] 送 泥 水

送泥流量 V1 = = = m3/本

掘進時間

min/本

送泥重量 W1 =  V1×ρ1 = × = t/本

送泥重量濃度

C1

100

重　量 W1 = = + =

Wa1

Gs

Ww1

ρo

容　積 V1 = = + = m3/本

Q1×T 0.229×12.500 2.863

C1 =
Gs×(ρ1 - ρo)

×100
ρ1×(Gs - ρo)

=
2.656×(1.15 - 1.00)

×100

12.50
掘進速度(S) 80

2.863 1.150 3.292

T =
推進管長(Lp)

=
1.00

×1000 =

100-20.920
= 2.603 t/本

100 100

= 0.689 t/本
100

水分重量 Ww1 = W1×
100-C1

3.292× =

= 20.920 Wt%
1.15×(2.656 - 1.00)

土粒子重量 Wa1 = W1× = 3.292×
20.920

m3/本
2.656

水分容積 Vw1 = =
2.603

= 2.603 m3/本
1.00

Wa1 + Ww1 0.689 2.603 3.292

土粒子容積 Va1 = =
0.689

= 0.259

 Va1 + Vw1 0.259 2.603 2.862



[3] 掘削地山

掘削容量 V2 = = 2 × m3/本

掘削重量 W2 = = = t/本

重　量 W2 = = +

Wa2

Gs m3/本

Ww2

ρo

容  積   V2 = = +   = m3/本

2.005
ω + 100/Gs 24.4 + 100/2.656

V2×γt 0.045×2.005 0.090

見掛比重 γt=
ω + 100

=
24.4 + 100

=

π/4×Bs2×Lp π/4×0.240 1.00  = 0.045

t/本
100 + ω 100 + 24.4

水分重量 Ww2 = W2×
ω

= 0.09×

100
= 0.072 t/本

100 + ω 100 + 24.4
土粒子重量 Wa2 = W2×

100
= 0.09×

2.656

水分容積 Vw2 = =
0.018

  =

 Wa2 + Ww2 0.072 0.018 0.090

土粒子容積 Va2 = =
0.072

  = 0.027

24.4
  = 0.018

0.018 m3/本
1.00

 Va2 + Vw2 0.027 0.018 0.045



≪地山粒度構成≫

S1

100

S2

100

S3

100

重　量 W2 = Wr2+Ws2+Wc2+Ww2

= 0.001 + 0.063 + 0.008 + 0.018   = m3/本

Wr2

Gs

Wｓ2

Gs

Wc2

Gs

Ww2

ρo

容　積 V2 = Vr2+Vs2+Vc2+Vw2

= 0.000 + 0.024 + 0.003 + 0.018   = m3/本

礫重量 Wr2 = Wa2× = 0.07×
0.7

  = 0.001 t/本

  = 0.063 t/本
100

シルト、粘土重量 Wc2 = Wa2× = 0.07×
11.6

100

砂重量 Ws2 = Wa2× = 0.07×
87.7

m3/本
2.656

砂容積 Vs2 = =
0.063

  = 0.024 m3/本
2.656

0.090

礫容積 Vr2 = =
0.001

0.000

  = 0.008 t/本
100

水分重量 Ww2 =   = 0.018 m3/本

0.045

m3/本
2.656

水分重量 Vw2= =
0.018

  = 0.018 m3/本
1.00

シルト･粘土容積 Vc2 = =
0.008

  = 0.003



[4] 排泥水（①＋②）

砂･礫重量 Wb3 = = +   = t/本

シルト･粘土重量 Wc3 = = +   = t/本

砂･礫容積 Vb3 = = +   = t/本

シルト･粘土容積 Vc3 = = +   = t/本

土粒子重量 Wa3 = = + = t/本

水分重量 Ww3 = = + = t/本

重　量 W3 = = + = t/本

土粒子容積 Va3 = = + = m3/本

水分容積 Vw3 = = + = m3/本

容　積 V3 = = + = m3/本

W3

V3

Wa3

W3

 Wa1 + Wc2 0.689 0.008 0.697

 Vr2 + Vs2 0.000 0.024 0.024

 Wr2 + Ws2 0.001 0.063 0.064

 Ww1 + Ww2 2.603 0.018 2.621

 Wa3 + Ww3 0.761 2.621 3.382

 Va1 + Vc2 0.259 0.003 0.262

 Wb3 + Wc3 0.064 0.697 0.761

 Va3 + Vw3 0.286 2.621 2.907

液比重 ρ3 = =
3.382

= 1.163

 Vb3 + Vc3 0.024 0.262 0.286

 Vw1 + Vw2 2.603 0.018 2.621

22.50 Wt%
3.382

2.907

重量濃度 C3 = =
0.761

=



[5] 一次分離

礫．砂の回収率は 100％とし、シルト及び粘土の回収量は 一次処理される礫について 10Wt(%)、

砂については 40Wt(％)の泥水(排泥水中の礫及び砂を除いた付着泥水)を含むものとする。

礫重量 Wr4 = = t/本

砂重量 Ws4 = = t/本

= t/本

Wr4

Gs

Wr4

Gs

Wr4

Gs

土粒子重量 Wa4 =  Wr4 + Ws4 + Wc4

= + + = t/本

水分重量 Ww4 = ( Wr4×0.1 + Ws4×0.4 ) - Wc4

= (0.001×0.1 + 0.063×0.4 ) - 0.005 = t/本

重　量 W4 = = + = t/本

土粒子容積 Va4 =  Vr4 + Vs4 + Vc4

= + + = m3/本

Ww4

ρo

容　積 V4 = = + = m3/本

Ww4

Wa4

 Ws2 0.063

シルト･粘土重量 Wc4 = (Wr4×0.1 + Ws4×0.4)×
Wa3 - (Wr4 + Ws4)

Ww3 + {Wa3 - (Wr4 + Ws4)}

 Wr2 0.001

シルト･粘土容積 Vs4 = =
0.005

=

0.000 m3/本
2.656

砂容積 Vs4 = =
0.063

= 0.024 m3/本

= ( 0.001×0.1 + 0.063×0.4 )×
0.761-(0.001+0.063)

2.621+{0.761-(0.001+0.063)}

0.005

礫容積 Vr4 = =
0.001

=

0.020

 Wa4 + Ww4 0.069 0.020 0.089

0.000 0.024 0.002 0.026

0.002 m3/本
2.656

0.001 0.063 0.005 0.069

2.656

= 28.99 ％
0.07

含水比 ω4 = ×100 =
0.020

×100

m3/本
1.00

 Va4 + Vw4 0.026 0.020 0.046

水分容積 Vw4 = =
0.020

= 0.020



[6] サイクロンオーバー泥水

土粒子重量 Wa5 = = - = t/本

水分重量 Ww5 = = - = t/本

重　量 W5 = = + = t/本

Wa5

Gs

水分容積 Ww5

ρo

容　積 V5 = = + = m3/本

W5

V5

Wa5

W5

 Wa3 - Wa4 0.761 0.069 0.692

m3/本
2.656

Vw5 = =
2.601

= 2.601 m3/本
1.00

土粒子容積 Va5 = =
0.692

= 0.261

 Ww3 - Ww4 2.621 0.020 2.601

 Wa5 + Ww5 0.692 2.601 3.293

×100 = 21.01 ％
3.29

2.862

重量濃度 C5 = ×100 =
0.69

 Va5 + Vw5 0.261 2.601 2.862

液比重 ρ5 = =
3.293

= 1.151



[7] 調整槽内比重

調整槽容量は、必要貯留泥水量(V0=10分×送泥流量×1.5) を貯留できる容量とする。

必要貯留泥水量 V0 = m3

比重調整後の調整槽内の土粒子及び水分の重量は

土粒子重量 Wac1 =  V0×ρ1×C1/100

= 3.435×1.15×20.92/100 = t

水分重量 Wwc1 =  Vc×ρ1×(100-C1)/100

= 3.435×1.15×(100 - 20.92)/100 = t

となる。

ここで、調整槽内比重を上記の比重調整後の調整槽内泥水にオーバー泥水と送泥水の差

{ (「サイクロンオーバー泥水」-「送泥水」)/α }を加えたものの比重とし、それに対して

比重調整を行なう事とする。

α = ÷ =

重　量 Wc = = + = t

Wac

Gs

容　積 Vc = = + = m3

Wc

Vc

= 0.830 t
0.833

水分重量 Wwc2 =  Wwc1 +
Ww5 - Ww1

α

土粒子重量 Wac2 =  Wac1 +
Wa5 - Wa1

α

0.826 +
0.692-0.689

3.435

0.826

3.124

送泥流量（V1)/貯留泥水量(V0) = 2.86 3.44 0.833

 Wac2 + Wwc2 0.830 3.122 3.952

土粒子容積 Vac2 = =
0.830

= 0.313

= 3.124 +
2.601-2.603

= 3.122 t
0.833

液比重 ρc = =
3.952

= 1.151
3.435

ρo 1.00

 Vac2 + Vwc2 0.313 3.122 3.435

m3
2.656

水分容積 Vwc2 =
Wwc2

=
3.122

= 3.122 m3

= 21.00 ％
Wc 3.952

重量濃度 Cc =
Wac2

×100 =
0.830

×100



比重調整を行なうに際しては、下記の条件を用いる。

(a) 比重調整後の容量は、比重調整量 (Vc) とする。

(b) 比重調整後の比重は、送泥水比重 (ρ1) とする。

(c) 比重調整泥水は、重量濃度  (C9) wt% とする。

従って、比重調整泥水の比重 (ρ9) は、

となる。

以下に示す各ケースに分類して、比重調整を行なう事とする。

ここで、 送　泥　流　量   = m3/本

オ ー バ ー 泥 水   = m3/本

送 泥 水 比 重   =

調 整 槽 内 比 重   =

1

2

3

4

5

よって、 より となり

今回は上表に示す 1～5 の調整方法のうち 1 の方法を採用する。

= a

= b 各水量(m3/本)を 左記の変数で表す。

= c

= d

50.0

調整泥水比重ρ9 =
2×Gs

=
2×2.656

=

ρ1＞ρc Case 3 Case 6 Case 9

V1： 2.86

ρ1＜ρc Case 1 Case 4 Case 7

ρ1=ρc Case 2 Case 5 Case 8

1.453
Gs + 1 2.656 + 1

V1＜V5 V1=V5 V1＞V5

Case7 送泥水比重(ρ1)＜調整槽内比重(ρc)のため清水による比重調整を行う

Case8,9 泥水及び清水による比重調整を行う

V1=V5 ρ1＜ρc Case 4

Case1,4 送泥水比重(ρ1)＜調整槽内比重(ρc)のため清水による比重調整を行う

Case2,5 送泥水比重(ρ1)＝調整槽内比重(ρc)のため比重調整は行わない

Case3,6 送泥水比重(ρ1)＞調整槽内比重(ρc)のため泥水による比重調整を行う

V5： 2.86

ρ1： 1.150

ρc： 1.151

引 抜 泥 水

余 剰 泥 水

比重調整泥水

比重調整清水



1

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より重いため清水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量及び比重調整清水量を z とすると、

(V0－z)×ρc + z×ρo = V0×ρ1

∴ z =

= (1.150 - 1.151)×3.44／(1.00 - 1.151) = m3

=  z = m3

= = m3

= = m3

=  z = m3

z

→

2

調整槽内比重(ρc)と送泥水比重(ρ1)が等しいため比重調整は行わない。

= = m3

= = m3

= = m3

= = m3

3

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より軽いため泥水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量及び比重調整泥水量を z とすると、

(V0 - z)×ρc + z×ρ9 = V0×ρ1

∴ z = (ρ1 - ρc)×V0／(ρ9 - ρc)

= (1.15 - 1.151)×3.435／(1.453 - 1.151)   = m3

= z = m3

= = m3

= z = m3

= = m3

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 0.000 (ρo = 1.0)

比重調整泥水： c' 0.000

 (ρ1-ρc)×V0／(ρo-ρc)

0.020

引 抜 泥 水： a' 0.020 比重調整清水 z

Case1,4の場合 対象Case

比重調整泥水： c' ***

比重調整清水： d' ***

Case3,6の場合 非対象Case

Case2,5の場合 非対象Case

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 ***

比重調整清水： d' 0.020 V0 - z

(ρc)

引抜泥水(ρc)

比重調整泥水： c' ***

比重調整清水： d' ***

***

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 ***



4

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より重いため清水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量を z とし、{ 送泥流量（V1) - オーバー泥水(V5) }÷αを y とすると、

(比重調整清水 = z + y)

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

(Vc - z - y)×ρc + (z + y)×ρo = V0×ρ1

∴ z = {(ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρo)×y}／(ρo-ρc)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.00)×***}／(1.00 - 1.151) = m3

ここで、z ≧ 0.0 ならば

= z = m3 　[y=(V1-V5)÷α]

= = m3

= = m3

= z + y = m3 z

→

ここで、z ＜ 0.0 ならば

引抜泥水が負になり、清水のみによる比重調整では条件を満足できないので、

清水及び泥水による比重調整を行なう。 ( ５ の調整方法）

 (V1 - V5)／α  = ***

***

比重調整清水 z

引 抜 泥 水： a' *** z + y  (ρo)

Case7 の場合 非対象Case

引抜泥水(ρc)

余 剰 泥 水： b' ***

比重調整泥水： c' *** V0 - z - y

比重調整清水： d' *** (ρc)



5

泥水及び清水による比重調整を行う。

ここで、比重調整泥水を x とし、{ 送泥流量 (V1) - オーバー泥水 (V5) }÷αを y とすると

(比重調整清水 = y - x )

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

(Vc - y)×ρc + x×ρ9 + (y - x)×ρ0  = VC×ρ1

∴ x = { (ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρo)×y }／(ρ9 - ρo)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.00)×*** }／(1.453 - 1.00)= m3

ここで、ｘ ≦ ｙ ならば 　[y=(V1-V5)÷α]

= = m3

= = m3

= x = m3

= y - x = m3

ここで、x ＞ y ならば，泥水のみによる比重調整を行なう。

ここで、引抜泥水量を z とし、{ 送泥流量(V1) - オーバー泥水(V5) }÷α を y とすると、

（ 比重調整泥水 = z + y )

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

（V0 - z - y )×ρc×(z + y)×ρ9 = V0×ρ1

∴ z = {(ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρ9)×y}÷／ρ9 - ρc)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.453)×*** }／(1.453 - 1.151)

= m3

= z = m3

= = m3

= z + y = m3

= = m3

***

比重調整清水

y - x  (ρo)

引 抜 泥 水： a' *** 比重調整泥水

Case8,9 の場合 非対象Case

 (V1 - V5)÷α  = ***

***

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b' ***

比重調整泥水： c' ***

比重調整清水： d' *** (ρc)

 (V1 - V5)÷α  = ***

余 剰 泥 水： b' *** x  (ρ9)

比重調整泥水： c' *** V0 - y

比重調整清水： d' ***



より、 1 の調整方法により調整する。

 ※ ここで、各水量を１本当り水量に換算する。 α=

a = = × = m3/本

b = = = m3/本

c = = × = m3/本

d = = × = m3/本

[8] 引抜泥水

土粒子重量 Wa7 =  Va7×Gs = × = t/本

水分重量 Ww7 =  Vw7 = t/本

重　量 W7 =  Wa7 + Ww7 = + = t/本

土粒子容積 Va7 =  a×ρc×Cc／Gs／100

= 0.020×1.151×21.000／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw7 =  a - Va7 = - = m3/本

容　積 V7 =  Va7 + Vw7 = + = m3/本

[9] 余剰泥水

土粒子重量 Wa8 =  Va8×Gs = × = t/本

水分重量 Ww8 =  Vw8 = t/本

重　量 W8 =  Wa8 + Ww8 = + = t/本

土粒子容積 Va8 =  b×ρc×Cc／Gs／100

= 0.000×1.151×21.000／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw8 =  b - Va8 = - = m3/本

容　積 V8 =  Va8 + Vw8 = + = m3/本

泥水比重調整ケース Case 4 Case1,4

0.833

比重調整泥水 c'×α 0.000 0.833 0.000

余 剰  泥 水 b' 0.000 0.000

引 抜  泥 水 a'×α 0.020 0.833 0.020

0.000 2.656 0.000

比重調整清水 d'×α 0.020 0.833 0.020

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000 0.020 0.020

0.000 2.656 0.000

0.020

0.000 0.020 0.020

0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 0.000 0.000



[10]比重調整泥水

土粒子重量 Wa9 =  Va9×Gs = × = t/本

水分重量 Ww9 =  Vw9 = t/本

重　量 W9 =  Wa9 + Ww9 = + = t/本

土粒子容積 Va9 =  c×ρ9×C9／Gs／100

= 0.000×1.453×50.00／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw9 =  c - Va9 = - = m3/本

容　積 V9 =  Va9 + Vw9 = + = m3/本

[11]比重調整清水

重　量 W10 =  V10 = t/本

容　積 V10 =  d = m3/本

[12]処理泥水

土粒子重量 Wa11 =  Wa7 + Wa8 = + = t/本

水分重量 Ww11 =  Ww7 + Ww8 = + = t/本

重　量 W11 =  Wa11 + Ww11 = + = t/本

土粒子容積 Va11 =  Va7 + Va8 = + = m3/本

水分容積 Vw11 =  Vw7 + Vw8 = + = m3/本

容　積 V11 =  Va11 + Vw11 = + = m3/本

⑫ 水過不足

水　分 (W)

 -Ww9 - W10 = - = t/本

 W12 = m3/本

0.000 0.000 0.000

0.020

0.020

P.14

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000 2.656 0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 0.020 0.020

0.000 0.020 0.020

0.000 0.000 0.000

0.000 0.000 0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 ％
W11 0.020

重量  W12 = 0.000 0.020 -0.020

1.000
V11 0.020

重量濃度 C11 =
Wa11

×100 =
0.000

×100 =

液比重 ρ11 =
W11

=
0.020

=

容積  V12 = -0.020



一次処理
① ρ1=

② (含水比= % )

↓ ←

③ ↓ ρ3=

↓ →

↓

④ 含水比= % ⑤ ρ=

⑨ C = Wt% ↓

→ ⑥ 調整槽内比重 C= Wt%

ρ=

⑩
→ → ↓

⑫ 一次 水過不足

m3/本

↑ ← t/本

← ↓

⑦ ↓ ⑧ ↓

↓ ⑪ ρ= ↓

C = Wt%

↓

m3/本 0.259 2.603 2.862

掘削地山 24.4

① 土粒子 水 計

t/本 0.689 2.603 3.292

バランスシート

送泥水 1.150

0.018 0.045

t/本 0.761 2.621 3.382

① + ② 土粒子 水 計 m3/本 0.027

② 土粒子 水 計

排泥水 1.163 t/本 0.072 0.018 0.090

t/本 0.069 0.020 0.089 t/本 0.692 2.601

④ 土粒子 水 計 ③ - ④ 土粒子

m3/本 0.286 2.621 2.907

一次分離 29.0 オーバー泥水 1.151

比重調整泥水 50.00

⑨ 水 土粒子 計

3.293

m3/本 0.026 0.020 0.046 m3/本 0.261 2.601 2.862

水 計

3.122 3.952

1.45 m3 0.313 3.122 3.435

t/本 0.000 0.000 0.000 t 0.830

21.00

m3/本 0.000 0.000 0.000 ⑥ 土粒子 水 計

引抜泥水 余剰泥水

⑦ 土粒子 水 計 ⑧ 土粒子

m3/本 － 0.020 0.020 -0.020

-0.020

比重調整清水

⑩ 土粒子 水 計

t/本 － 0.020 0.020

0.000 0.000

処理泥水 1.000

⑦ + ⑧ 土粒子 水 計

m3/本 0.000 0.020 0.020 m3/本 0.000

水 計

t/本 0.000 0.020 0.020 t/本 0.000 0.000 0.000

0.00

バキューム車処理

t/本 0.000 0.020 0.020

m3/本 0.000 0.020 0.020



[5] 泥水処理装置の決定

5-1  一次処理機

一次処理機の規格は、排泥流量 [V3] と一次分離砂礫量（処理乾燥量）[Wa4] とにより決定する

排泥流量に対し、

一次分離砂礫量に対し、

ここに、 V3： = m3/本

Wa4： = t/本

S ： = m/min

L ： = m/本

よって、一次処理機の規格は、下表より次の通りとする。

処理水量 =

処理乾燥砂量 =

一次処理機規格

t/hr

t/hr

t/hr

t/hr

t/hr

5-2 調整槽

調整槽容量は、10分間に送泥水量の1.5倍 [V0] を満足するものとする。

V0 = m3

よって、調整槽規格は下表より次の通りとする。

V = m3 （撹拌機付水槽）

撹拌機付水槽

10 m3 kW

15 m3 kW

20 m3 kW

25 m3 kW

30 m3 kW

35 m3 kW

V3×
S

= 2.907×
0.08

= 0.233

掘進速度 0.080

掘進管長 1.00

0.5 m3/min

t/hr
L 1.00

排泥流量 2.907

一次分離砂礫量 0.069

m3/min
L 1.00

Wa4×
S×60

= 0.069×
0.080×60

= 3.312

1.0 m3/min 20.0

2.0 m3/min 30.0

10.0 t/hr

処理水量 処理乾砂量

0.5 m3/min 10.0

φ2000×3500 2.20 1.97

φ2300×4000 3.70 2.62

3.435

10.0

容　量 標準寸法 撹拌機出力 重量 (t)

4.0 m3/min 40.0

6.0 m3/min 50.0

φ3000×4700 7.50 4.12

φ3150×4900 7.50 4.52

φ2500×4500 5.50 3.16

φ2800×4500 5.50 3.64



5-3 沈殿槽

掘進１日当りに発生する処理泥水量 [V11]×n を満足するものをN台で使用するものとする。

１日当たり処理泥水量

V = = =

ここに、 V11： 処理泥水量 = m3/本

n ： １日当り施工本数 = 本/日

沈殿槽を 1 台 使用する場合の規格は下表より次の通りとする。

沈殿槽１台当り必要量 = ÷ 1 =

沈殿槽規格 m3  × 1 台 （水槽）

水槽規格

10 m3

15 m3

20 m3

25 m3

30 m3

35 m3

5-4 清水槽

清水槽容量は、比重調整用清水投入量 [V10] を満足するものとする。

比重調整清水量 V10 = m3/本

よって、清水槽の規格は前の水槽規格より次の通りとする。

V = m3 （水槽）

5-5 粘土槽

粘土槽容量は、比重調整用泥水投入量 [V9] を満足するものとする。

比重調整泥水量 V9 = m3/本

よって、作泥槽の規格は下表より次の通りとする。

V = m3 （作泥槽） 作泥槽は不要である

粘土槽規格

3 m3 kW

5 m3 kW

容　量 標準寸法 重量 (t)

V11×n 0.020×8.20 0.16 m3/日

0.020

5.00×2.40×2.40 3.34

5.80×2.40×2.40 3.75

6.70×2.40×2.40 4.23

4.80×1.50×1.50 1.83

5.00×1.80×1.80 2.36

5.00×2.10×2.10 2.84

8.20

0.16 0.16 m3/台

10.0

3.70 1.10

7.50 1.50

0.020

10.0

0.000

―    

容　量 撹拌機出力 重量 (t)



5-6 ＣＭＣ槽

ＣＭＣ槽の容量は、V = m3 （溶解槽）を標準とする。

溶解槽（CMC槽）規格

3 m3 kW

容　量 撹拌機出力 重量 (t)

2.20 0.70

3.0



物質収支計算（一次処理）

（1/3）

No.35 → No.36

仕様条件

  施工条件

呼び径 mm

掘削機外径 D = m

推進延長 L = m

推進管長 Lp = m/本

掘進速度 S = mm/min

送泥水の比重 ρ1 = 8.00(cm/min) *10 

清水比重 ρo =

　土質条件

土粒子真比重 Gs =

地山の含水比 ω = ％

地山の粒度構成

礫 S1 = ％ 50

砂 S2 = ％ 80

S3 = ％ 100

150

　送排泥管の仕様

送泥管径 = mm = mm

排泥管径 = mm = mm

  粒径と濃度から決る定数 FL =

　泥水一次処理装置計画条件

１日当り施工本数 n = 本/日（=8.2m/日÷1.00m/本）

8.2(m/日) /0.9 

区　間

ボーリングNO. R1-Bor.5

61ght

2.656

24.40

送排泥管径

0.70 52.9

1.00

80 200:A普通土(車上)

1.15

1.00

VPφ 200

0.240

57.10

1.345

8.2

呼び径 50 内径 d1 52.9

呼び径 50 内径 d2 52.9

87.70 80.7

シルト･粘土 11.60 105.3

155.2



No.35 → No.36 BorNo.

[1] 計画条件

  施工条件 呼び径 mm

推進機外径 Bs = m

推進延長 L = m

推進管長 Lp = m/本

掘進速度 S = mm/min

送泥水の比重 ρ1 =

清水比重 ρo =

  土質条件 土粒子真比重 Gs =

地山の含水比 ω = ％

地山の粒度構成

礫 S1 = ％

砂 S2 = ％

S3 = ％

　送排泥管の仕様 送泥管径 = mm = mm

排泥管径 = mm = mm

  粒径と濃度から決る定数 FL = 砂の場合 1.33～1.36

[送排泥流量の計算]

π π 2

4 4

排泥管管径 d2= = m

π π 2

4 4

g= = m/sec2

排泥流量 Q2= = = m3/min

送泥流量 Q1= = = m3/min

物質収支計算
区　間 R1-Bor.5

シルト･粘土 11.6

呼び径 50 内径 d1 52.9

1.15

1.00

2.656

24.4

0.7

87.7

VPφ 200

0.240

57.10

1.00

80.00

= 0.045 m2

掘削土量(真体積) q = A･
S

= 0.0450×
80.00

呼び径 50 内径 d2 52.9

1.345

掘削断面積 A = ･Bs2 = ×0.240

0.0022 m2

重力加速度 9.8

管内限界沈殿流速
(排泥流速）

VL= FL･(2･g･d2･
Gs - ρo

)1/2
ρo

排泥管内断面積 a2= ･d22 = ×0.0529 =

= 0.004 m3/min
1000 1000

0.0529

Q2 - q 0.233 - 0.004 0.229

送泥流速 V1=
4･Q1

=
4×0.229

= 1.737

1.762 m/s
1.00

a2･VL･60 0.0022×1.762×60 0.233

R.DURANDの公式より
= 1.345×(2×9.8×0.0529×

2.656 - 1.00
)1/2 =

m/sec
π･d12･60 π×0.0529 2×60



[掘進開始前]

掘進するための必要貯留泥水量は、１０分間に流れる送泥水量の１.５倍とする。

貯留泥水容量 V0= = m3

貯留泥水重量 W0= = = t

貯留泥水重量濃度

C0

100

重　量 W0 = = + = t/本

Wa0

Gs

Ww0

ρo

容　積 V0 = = + = m3/本

=
2.656×(1.15 - 1.00)

×100 = 20.920 Wt%
1.15×(2.656 - 1.00)

V0×送泥水比重(ρ1) 3.435×1.15 3.950

C0=
Gs×(ρ1 - ρo)

×100
ρ1×(Gs - ρo)

10×送泥流量(Q1)×1.5 10×0.229×1.5  = 3.435

 Wa0 + Ww0 0.826 3.124 3.950

土粒子容積 Va0= =
0.826

= 0.311

100-20.920
= 3.124 t

100 100

= 0.826 t
100

水分重量 Ww0= W0×
100-C0

= 3.950×

土粒子重量 Wa0= W0× = 3.950×
20.920

 Va0 + Vw0 0.311 3.124 3.435

m3
2.656

水分容積 Vw0= =
3.124

= 3.124 m3
1.00



[2] 送 泥 水

送泥流量 V1 = = = m3/本

掘進時間

min/本

送泥重量 W1 =  V1×ρ1 = × = t/本

送泥重量濃度

C1

100

重　量 W1 = = + =

Wa1

Gs

Ww1

ρo

容　積 V1 = = + = m3/本

Q1×T 0.229×12.500 2.863

C1 =
Gs×(ρ1 - ρo)

×100
ρ1×(Gs - ρo)

=
2.656×(1.15 - 1.00)

×100

12.50
掘進速度(S) 80

2.863 1.150 3.292

T =
推進管長(Lp)

=
1.00

×1000 =

100-20.920
= 2.603 t/本

100 100

= 0.689 t/本
100

水分重量 Ww1 = W1×
100-C1

3.292× =

= 20.920 Wt%
1.15×(2.656 - 1.00)

土粒子重量 Wa1 = W1× = 3.292×
20.920

m3/本
2.656

水分容積 Vw1 = =
2.603

= 2.603 m3/本
1.00

Wa1 + Ww1 0.689 2.603 3.292

土粒子容積 Va1 = =
0.689

= 0.259

 Va1 + Vw1 0.259 2.603 2.862



[3] 掘削地山

掘削容量 V2 = = 2 × m3/本

掘削重量 W2 = = = t/本

重　量 W2 = = +

Wa2

Gs m3/本

Ww2

ρo

容  積   V2 = = +   = m3/本

2.005
ω + 100/Gs 24.4 + 100/2.656

V2×γt 0.045×2.005 0.090

見掛比重 γt=
ω + 100

=
24.4 + 100

=

π/4×Bs2×Lp π/4×0.240 1.00  = 0.045

t/本
100 + ω 100 + 24.4

水分重量 Ww2 = W2×
ω

= 0.09×

100
= 0.072 t/本

100 + ω 100 + 24.4
土粒子重量 Wa2 = W2×

100
= 0.09×

2.656

水分容積 Vw2 = =
0.018

  =

 Wa2 + Ww2 0.072 0.018 0.090

土粒子容積 Va2 = =
0.072

  = 0.027

24.4
  = 0.018

0.018 m3/本
1.00

 Va2 + Vw2 0.027 0.018 0.045



≪地山粒度構成≫

S1

100

S2

100

S3

100

重　量 W2 = Wr2+Ws2+Wc2+Ww2

= 0.001 + 0.063 + 0.008 + 0.018   = m3/本

Wr2

Gs

Wｓ2

Gs

Wc2

Gs

Ww2

ρo

容　積 V2 = Vr2+Vs2+Vc2+Vw2

= 0.000 + 0.024 + 0.003 + 0.018   = m3/本

礫重量 Wr2 = Wa2× = 0.07×
0.7

  = 0.001 t/本

  = 0.063 t/本
100

シルト、粘土重量 Wc2 = Wa2× = 0.07×
11.6

100

砂重量 Ws2 = Wa2× = 0.07×
87.7

m3/本
2.656

砂容積 Vs2 = =
0.063

  = 0.024 m3/本
2.656

0.090

礫容積 Vr2 = =
0.001

0.000

  = 0.008 t/本
100

水分重量 Ww2 =   = 0.018 m3/本

0.045

m3/本
2.656

水分重量 Vw2= =
0.018

  = 0.018 m3/本
1.00

シルト･粘土容積 Vc2 = =
0.008

  = 0.003



[4] 排泥水（①＋②）

砂･礫重量 Wb3 = = +   = t/本

シルト･粘土重量 Wc3 = = +   = t/本

砂･礫容積 Vb3 = = +   = t/本

シルト･粘土容積 Vc3 = = +   = t/本

土粒子重量 Wa3 = = + = t/本

水分重量 Ww3 = = + = t/本

重　量 W3 = = + = t/本

土粒子容積 Va3 = = + = m3/本

水分容積 Vw3 = = + = m3/本

容　積 V3 = = + = m3/本

W3

V3

Wa3

W3

 Wa1 + Wc2 0.689 0.008 0.697

 Vr2 + Vs2 0.000 0.024 0.024

 Wr2 + Ws2 0.001 0.063 0.064

 Ww1 + Ww2 2.603 0.018 2.621

 Wa3 + Ww3 0.761 2.621 3.382

 Va1 + Vc2 0.259 0.003 0.262

 Wb3 + Wc3 0.064 0.697 0.761

 Va3 + Vw3 0.286 2.621 2.907

液比重 ρ3 = =
3.382

= 1.163

 Vb3 + Vc3 0.024 0.262 0.286

 Vw1 + Vw2 2.603 0.018 2.621

22.50 Wt%
3.382

2.907

重量濃度 C3 = =
0.761

=



[5] 一次分離

礫．砂の回収率は 100％とし、シルト及び粘土の回収量は 一次処理される礫について 10Wt(%)、

砂については 40Wt(％)の泥水(排泥水中の礫及び砂を除いた付着泥水)を含むものとする。

礫重量 Wr4 = = t/本

砂重量 Ws4 = = t/本

= t/本

Wr4

Gs

Wr4

Gs

Wr4

Gs

土粒子重量 Wa4 =  Wr4 + Ws4 + Wc4

= + + = t/本

水分重量 Ww4 = ( Wr4×0.1 + Ws4×0.4 ) - Wc4

= (0.001×0.1 + 0.063×0.4 ) - 0.005 = t/本

重　量 W4 = = + = t/本

土粒子容積 Va4 =  Vr4 + Vs4 + Vc4

= + + = m3/本

Ww4

ρo

容　積 V4 = = + = m3/本

Ww4

Wa4

 Ws2 0.063

シルト･粘土重量 Wc4 = (Wr4×0.1 + Ws4×0.4)×
Wa3 - (Wr4 + Ws4)

Ww3 + {Wa3 - (Wr4 + Ws4)}

 Wr2 0.001

シルト･粘土容積 Vs4 = =
0.005

=

0.000 m3/本
2.656

砂容積 Vs4 = =
0.063

= 0.024 m3/本

= ( 0.001×0.1 + 0.063×0.4 )×
0.761-(0.001+0.063)

2.621+{0.761-(0.001+0.063)}

0.005

礫容積 Vr4 = =
0.001

=

0.020

 Wa4 + Ww4 0.069 0.020 0.089

0.000 0.024 0.002 0.026

0.002 m3/本
2.656

0.001 0.063 0.005 0.069

2.656

= 28.99 ％
0.07

含水比 ω4 = ×100 =
0.020

×100

m3/本
1.00

 Va4 + Vw4 0.026 0.020 0.046

水分容積 Vw4 = =
0.020

= 0.020



[6] サイクロンオーバー泥水

土粒子重量 Wa5 = = - = t/本

水分重量 Ww5 = = - = t/本

重　量 W5 = = + = t/本

Wa5

Gs

水分容積 Ww5

ρo

容　積 V5 = = + = m3/本

W5

V5

Wa5

W5

 Wa3 - Wa4 0.761 0.069 0.692

m3/本
2.656

Vw5 = =
2.601

= 2.601 m3/本
1.00

土粒子容積 Va5 = =
0.692

= 0.261

 Ww3 - Ww4 2.621 0.020 2.601

 Wa5 + Ww5 0.692 2.601 3.293

×100 = 21.01 ％
3.29

2.862

重量濃度 C5 = ×100 =
0.69

 Va5 + Vw5 0.261 2.601 2.862

液比重 ρ5 = =
3.293

= 1.151



[7] 調整槽内比重

調整槽容量は、必要貯留泥水量(V0=10分×送泥流量×1.5) を貯留できる容量とする。

必要貯留泥水量 V0 = m3

比重調整後の調整槽内の土粒子及び水分の重量は

土粒子重量 Wac1 =  V0×ρ1×C1/100

= 3.435×1.15×20.92/100 = t

水分重量 Wwc1 =  Vc×ρ1×(100-C1)/100

= 3.435×1.15×(100 - 20.92)/100 = t

となる。

ここで、調整槽内比重を上記の比重調整後の調整槽内泥水にオーバー泥水と送泥水の差

{ (「サイクロンオーバー泥水」-「送泥水」)/α }を加えたものの比重とし、それに対して

比重調整を行なう事とする。

α = ÷ =

重　量 Wc = = + = t

Wac

Gs

容　積 Vc = = + = m3

Wc

Vc

= 0.830 t
0.833

水分重量 Wwc2 =  Wwc1 +
Ww5 - Ww1

α

土粒子重量 Wac2 =  Wac1 +
Wa5 - Wa1

α

0.826 +
0.692-0.689

3.435

0.826

3.124

送泥流量（V1)/貯留泥水量(V0) = 2.86 3.44 0.833

 Wac2 + Wwc2 0.830 3.122 3.952

土粒子容積 Vac2 = =
0.830

= 0.313

= 3.124 +
2.601-2.603

= 3.122 t
0.833

液比重 ρc = =
3.952

= 1.151
3.435

ρo 1.00

 Vac2 + Vwc2 0.313 3.122 3.435

m3
2.656

水分容積 Vwc2 =
Wwc2

=
3.122

= 3.122 m3

= 21.00 ％
Wc 3.952

重量濃度 Cc =
Wac2

×100 =
0.830

×100



比重調整を行なうに際しては、下記の条件を用いる。

(a) 比重調整後の容量は、比重調整量 (Vc) とする。

(b) 比重調整後の比重は、送泥水比重 (ρ1) とする。

(c) 比重調整泥水は、重量濃度  (C9) wt% とする。

従って、比重調整泥水の比重 (ρ9) は、

となる。

以下に示す各ケースに分類して、比重調整を行なう事とする。

ここで、 送　泥　流　量   = m3/本

オ ー バ ー 泥 水   = m3/本

送 泥 水 比 重   =

調 整 槽 内 比 重   =

1

2

3

4

5

よって、 より となり

今回は上表に示す 1～5 の調整方法のうち 1 の方法を採用する。

= a

= b 各水量(m3/本)を 左記の変数で表す。

= c

= d

50.0

調整泥水比重ρ9 =
2×Gs

=
2×2.656

=

ρ1＞ρc Case 3 Case 6 Case 9

V1： 2.86

ρ1＜ρc Case 1 Case 4 Case 7

ρ1=ρc Case 2 Case 5 Case 8

1.453
Gs + 1 2.656 + 1

V1＜V5 V1=V5 V1＞V5

Case7 送泥水比重(ρ1)＜調整槽内比重(ρc)のため清水による比重調整を行う

Case8,9 泥水及び清水による比重調整を行う

V1=V5 ρ1＜ρc Case 4

Case1,4 送泥水比重(ρ1)＜調整槽内比重(ρc)のため清水による比重調整を行う

Case2,5 送泥水比重(ρ1)＝調整槽内比重(ρc)のため比重調整は行わない

Case3,6 送泥水比重(ρ1)＞調整槽内比重(ρc)のため泥水による比重調整を行う

V5： 2.86

ρ1： 1.150

ρc： 1.151

引 抜 泥 水

余 剰 泥 水

比重調整泥水

比重調整清水



1

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より重いため清水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量及び比重調整清水量を z とすると、

(V0－z)×ρc + z×ρo = V0×ρ1

∴ z =

= (1.150 - 1.151)×3.44／(1.00 - 1.151) = m3

=  z = m3

= = m3

= = m3

=  z = m3

z

→

2

調整槽内比重(ρc)と送泥水比重(ρ1)が等しいため比重調整は行わない。

= = m3

= = m3

= = m3

= = m3

3

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より軽いため泥水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量及び比重調整泥水量を z とすると、

(V0 - z)×ρc + z×ρ9 = V0×ρ1

∴ z = (ρ1 - ρc)×V0／(ρ9 - ρc)

= (1.15 - 1.151)×3.435／(1.453 - 1.151)   = m3

= z = m3

= = m3

= z = m3

= = m3

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 0.000 (ρo = 1.0)

比重調整泥水： c' 0.000

 (ρ1-ρc)×V0／(ρo-ρc)

0.020

引 抜 泥 水： a' 0.020 比重調整清水 z

Case1,4の場合 対象Case

比重調整泥水： c' ***

比重調整清水： d' ***

Case3,6の場合 非対象Case

Case2,5の場合 非対象Case

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 ***

比重調整清水： d' 0.020 V0 - z

(ρc)

引抜泥水(ρc)

比重調整泥水： c' ***

比重調整清水： d' ***

***

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 ***



4

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より重いため清水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量を z とし、{ 送泥流量（V1) - オーバー泥水(V5) }÷αを y とすると、

(比重調整清水 = z + y)

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

(Vc - z - y)×ρc + (z + y)×ρo = V0×ρ1

∴ z = {(ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρo)×y}／(ρo-ρc)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.00)×***}／(1.00 - 1.151) = m3

ここで、z ≧ 0.0 ならば

= z = m3 　[y=(V1-V5)÷α]

= = m3

= = m3

= z + y = m3 z

→

ここで、z ＜ 0.0 ならば

引抜泥水が負になり、清水のみによる比重調整では条件を満足できないので、

清水及び泥水による比重調整を行なう。 ( ５ の調整方法）

 (V1 - V5)／α  = ***

***

比重調整清水 z

引 抜 泥 水： a' *** z + y  (ρo)

Case7 の場合 非対象Case

引抜泥水(ρc)

余 剰 泥 水： b' ***

比重調整泥水： c' *** V0 - z - y

比重調整清水： d' *** (ρc)



5

泥水及び清水による比重調整を行う。

ここで、比重調整泥水を x とし、{ 送泥流量 (V1) - オーバー泥水 (V5) }÷αを y とすると

(比重調整清水 = y - x )

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

(Vc - y)×ρc + x×ρ9 + (y - x)×ρ0  = VC×ρ1

∴ x = { (ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρo)×y }／(ρ9 - ρo)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.00)×*** }／(1.453 - 1.00)= m3

ここで、ｘ ≦ ｙ ならば 　[y=(V1-V5)÷α]

= = m3

= = m3

= x = m3

= y - x = m3

ここで、x ＞ y ならば，泥水のみによる比重調整を行なう。

ここで、引抜泥水量を z とし、{ 送泥流量(V1) - オーバー泥水(V5) }÷α を y とすると、

（ 比重調整泥水 = z + y )

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

（V0 - z - y )×ρc×(z + y)×ρ9 = V0×ρ1

∴ z = {(ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρ9)×y}÷／ρ9 - ρc)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.453)×*** }／(1.453 - 1.151)

= m3

= z = m3

= = m3

= z + y = m3

= = m3

***

比重調整清水

y - x  (ρo)

引 抜 泥 水： a' *** 比重調整泥水

Case8,9 の場合 非対象Case

 (V1 - V5)÷α  = ***

***

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b' ***

比重調整泥水： c' ***

比重調整清水： d' *** (ρc)

 (V1 - V5)÷α  = ***

余 剰 泥 水： b' *** x  (ρ9)

比重調整泥水： c' *** V0 - y

比重調整清水： d' ***



より、 1 の調整方法により調整する。

 ※ ここで、各水量を１本当り水量に換算する。 α=

a = = × = m3/本

b = = = m3/本

c = = × = m3/本

d = = × = m3/本

[8] 引抜泥水

土粒子重量 Wa7 =  Va7×Gs = × = t/本

水分重量 Ww7 =  Vw7 = t/本

重　量 W7 =  Wa7 + Ww7 = + = t/本

土粒子容積 Va7 =  a×ρc×Cc／Gs／100

= 0.020×1.151×21.000／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw7 =  a - Va7 = - = m3/本

容　積 V7 =  Va7 + Vw7 = + = m3/本

[9] 余剰泥水

土粒子重量 Wa8 =  Va8×Gs = × = t/本

水分重量 Ww8 =  Vw8 = t/本

重　量 W8 =  Wa8 + Ww8 = + = t/本

土粒子容積 Va8 =  b×ρc×Cc／Gs／100

= 0.000×1.151×21.000／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw8 =  b - Va8 = - = m3/本

容　積 V8 =  Va8 + Vw8 = + = m3/本

泥水比重調整ケース Case 4 Case1,4

0.833

比重調整泥水 c'×α 0.000 0.833 0.000

余 剰  泥 水 b' 0.000 0.000

引 抜  泥 水 a'×α 0.020 0.833 0.020

0.000 2.656 0.000

比重調整清水 d'×α 0.020 0.833 0.020

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000 0.020 0.020

0.000 2.656 0.000

0.020

0.000 0.020 0.020

0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 0.000 0.000



[10]比重調整泥水

土粒子重量 Wa9 =  Va9×Gs = × = t/本

水分重量 Ww9 =  Vw9 = t/本

重　量 W9 =  Wa9 + Ww9 = + = t/本

土粒子容積 Va9 =  c×ρ9×C9／Gs／100

= 0.000×1.453×50.00／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw9 =  c - Va9 = - = m3/本

容　積 V9 =  Va9 + Vw9 = + = m3/本

[11]比重調整清水

重　量 W10 =  V10 = t/本

容　積 V10 =  d = m3/本

[12]処理泥水

土粒子重量 Wa11 =  Wa7 + Wa8 = + = t/本

水分重量 Ww11 =  Ww7 + Ww8 = + = t/本

重　量 W11 =  Wa11 + Ww11 = + = t/本

土粒子容積 Va11 =  Va7 + Va8 = + = m3/本

水分容積 Vw11 =  Vw7 + Vw8 = + = m3/本

容　積 V11 =  Va11 + Vw11 = + = m3/本

⑫ 水過不足

水　分 (W)

 -Ww9 - W10 = - = t/本

 W12 = m3/本

0.000 0.000 0.000

0.020

0.020

P.14

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000 2.656 0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 0.020 0.020

0.000 0.020 0.020

0.000 0.000 0.000

0.000 0.000 0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 ％
W11 0.020

重量  W12 = 0.000 0.020 -0.020

1.000
V11 0.020

重量濃度 C11 =
Wa11

×100 =
0.000

×100 =

液比重 ρ11 =
W11

=
0.020

=

容積  V12 = -0.020



一次処理
① ρ1=

② (含水比= % )

↓ ←

③ ↓ ρ3=

↓ →

↓

④ 含水比= % ⑤ ρ=

⑨ C = Wt% ↓

→ ⑥ 調整槽内比重 C= Wt%

ρ=

⑩
→ → ↓

⑫ 一次 水過不足

m3/本

↑ ← t/本

← ↓

⑦ ↓ ⑧ ↓

↓ ⑪ ρ= ↓

C = Wt%

↓

m3/本 0.259 2.603 2.862

掘削地山 24.4

① 土粒子 水 計

t/本 0.689 2.603 3.292

バランスシート

送泥水 1.150

0.018 0.045

t/本 0.761 2.621 3.382

① + ② 土粒子 水 計 m3/本 0.027

② 土粒子 水 計

排泥水 1.163 t/本 0.072 0.018 0.090

t/本 0.069 0.020 0.089 t/本 0.692 2.601

④ 土粒子 水 計 ③ - ④ 土粒子

m3/本 0.286 2.621 2.907

一次分離 29.0 オーバー泥水 1.151

比重調整泥水 50.00

⑨ 水 土粒子 計

3.293

m3/本 0.026 0.020 0.046 m3/本 0.261 2.601 2.862

水 計

3.122 3.952

1.45 m3 0.313 3.122 3.435

t/本 0.000 0.000 0.000 t 0.830

21.00

m3/本 0.000 0.000 0.000 ⑥ 土粒子 水 計

引抜泥水 余剰泥水

⑦ 土粒子 水 計 ⑧ 土粒子

m3/本 － 0.020 0.020 -0.020

-0.020

比重調整清水

⑩ 土粒子 水 計

t/本 － 0.020 0.020

0.000 0.000

処理泥水 1.000

⑦ + ⑧ 土粒子 水 計

m3/本 0.000 0.020 0.020 m3/本 0.000

水 計

t/本 0.000 0.020 0.020 t/本 0.000 0.000 0.000

0.00

バキューム車処理

t/本 0.000 0.020 0.020

m3/本 0.000 0.020 0.020



[5] 泥水処理装置の決定

5-1  一次処理機

一次処理機の規格は、排泥流量 [V3] と一次分離砂礫量（処理乾燥量）[Wa4] とにより決定する

排泥流量に対し、

一次分離砂礫量に対し、

ここに、 V3： = m3/本

Wa4： = t/本

S ： = m/min

L ： = m/本

よって、一次処理機の規格は、下表より次の通りとする。

処理水量 =

処理乾燥砂量 =

一次処理機規格

t/hr

t/hr

t/hr

t/hr

t/hr

5-2 調整槽

調整槽容量は、10分間に送泥水量の1.5倍 [V0] を満足するものとする。

V0 = m3

よって、調整槽規格は下表より次の通りとする。

V = m3 （撹拌機付水槽）

撹拌機付水槽

10 m3 kW

15 m3 kW

20 m3 kW

25 m3 kW

30 m3 kW

35 m3 kW

V3×
S

= 2.907×
0.08

= 0.233

掘進速度 0.080

掘進管長 1.00

0.5 m3/min

t/hr
L 1.00

排泥流量 2.907

一次分離砂礫量 0.069

m3/min
L 1.00

Wa4×
S×60

= 0.069×
0.080×60

= 3.312

1.0 m3/min 20.0

2.0 m3/min 30.0

10.0 t/hr

処理水量 処理乾砂量

0.5 m3/min 10.0

φ2000×3500 2.20 1.97

φ2300×4000 3.70 2.62

3.435

10.0

容　量 標準寸法 撹拌機出力 重量 (t)

4.0 m3/min 40.0

6.0 m3/min 50.0

φ3000×4700 7.50 4.12

φ3150×4900 7.50 4.52

φ2500×4500 5.50 3.16

φ2800×4500 5.50 3.64



5-3 沈殿槽

掘進１日当りに発生する処理泥水量 [V11]×n を満足するものをN台で使用するものとする。

１日当たり処理泥水量

V = = =

ここに、 V11： 処理泥水量 = m3/本

n ： １日当り施工本数 = 本/日

沈殿槽を 1 台 使用する場合の規格は下表より次の通りとする。

沈殿槽１台当り必要量 = ÷ 1 =

沈殿槽規格 m3  × 1 台 （水槽）

水槽規格

10 m3

15 m3

20 m3

25 m3

30 m3

35 m3

5-4 清水槽

清水槽容量は、比重調整用清水投入量 [V10] を満足するものとする。

比重調整清水量 V10 = m3/本

よって、清水槽の規格は前の水槽規格より次の通りとする。

V = m3 （水槽）

5-5 粘土槽

粘土槽容量は、比重調整用泥水投入量 [V9] を満足するものとする。

比重調整泥水量 V9 = m3/本

よって、作泥槽の規格は下表より次の通りとする。

V = m3 （作泥槽） 作泥槽は不要である

粘土槽規格

3 m3 kW

5 m3 kW

容　量 標準寸法 重量 (t)

V11×n 0.020×8.20 0.16 m3/日

0.020

5.00×2.40×2.40 3.34

5.80×2.40×2.40 3.75

6.70×2.40×2.40 4.23

4.80×1.50×1.50 1.83

5.00×1.80×1.80 2.36

5.00×2.10×2.10 2.84

8.20

0.16 0.16 m3/台

10.0

3.70 1.10

7.50 1.50

0.020

10.0

0.000

―    

容　量 撹拌機出力 重量 (t)



5-6 ＣＭＣ槽

ＣＭＣ槽の容量は、V = m3 （溶解槽）を標準とする。

溶解槽（CMC槽）規格

3 m3 kW

容　量 撹拌機出力 重量 (t)

2.20 0.70

3.0



物質収支計算（一次処理）

（1/3）

No.35 → No.30

仕様条件

  施工条件

呼び径 mm

掘削機外径 D = m

推進延長 L = m

推進管長 Lp = m/本

掘進速度 S = mm/min

送泥水の比重 ρ1 = 8.00(cm/min) *10 

清水比重 ρo =

　土質条件

土粒子真比重 Gs =

地山の含水比 ω = ％

地山の粒度構成

礫 S1 = ％ 50

砂 S2 = ％ 80

S3 = ％ 100

150

　送排泥管の仕様

送泥管径 = mm = mm

排泥管径 = mm = mm

  粒径と濃度から決る定数 FL =

　泥水一次処理装置計画条件

１日当り施工本数 n = 本/日（=8.2m/日÷1.00m/本）

8.2(m/日) /0.9 

区　間

ボーリングNO. R1-Bor.5

61ghs

2.656

24.40

送排泥管径

0.70 52.9

1.00

80 200:A普通土(車上)

1.15

1.00

VPφ 200

0.240

66.25

1.345

8.2

呼び径 50 内径 d1 52.9

呼び径 50 内径 d2 52.9

87.70 80.7

シルト･粘土 11.60 105.3

155.2



No.35 → No.30 BorNo.

[1] 計画条件

  施工条件 呼び径 mm

推進機外径 Bs = m

推進延長 L = m

推進管長 Lp = m/本

掘進速度 S = mm/min

送泥水の比重 ρ1 =

清水比重 ρo =

  土質条件 土粒子真比重 Gs =

地山の含水比 ω = ％

地山の粒度構成

礫 S1 = ％

砂 S2 = ％

S3 = ％

　送排泥管の仕様 送泥管径 = mm = mm

排泥管径 = mm = mm

  粒径と濃度から決る定数 FL = 砂の場合 1.33～1.36

[送排泥流量の計算]

π π 2

4 4

排泥管管径 d2= = m

π π 2

4 4

g= = m/sec2

排泥流量 Q2= = = m3/min

送泥流量 Q1= = = m3/min

物質収支計算
区　間 R1-Bor.5

シルト･粘土 11.6

呼び径 50 内径 d1 52.9

1.15

1.00

2.656

24.4

0.7

87.7

VPφ 200

0.240

66.25

1.00

80.00

= 0.045 m2

掘削土量(真体積) q = A･
S

= 0.0450×
80.00

呼び径 50 内径 d2 52.9

1.345

掘削断面積 A = ･Bs2 = ×0.240

0.0022 m2

重力加速度 9.8

管内限界沈殿流速
(排泥流速）

VL= FL･(2･g･d2･
Gs - ρo

)1/2
ρo

排泥管内断面積 a2= ･d22 = ×0.0529 =

= 0.004 m3/min
1000 1000

0.0529

Q2 - q 0.233 - 0.004 0.229

送泥流速 V1=
4･Q1

=
4×0.229

= 1.737

1.762 m/s
1.00

a2･VL･60 0.0022×1.762×60 0.233

R.DURANDの公式より
= 1.345×(2×9.8×0.0529×

2.656 - 1.00
)1/2 =

m/sec
π･d12･60 π×0.0529 2×60



[掘進開始前]

掘進するための必要貯留泥水量は、１０分間に流れる送泥水量の１.５倍とする。

貯留泥水容量 V0= = m3

貯留泥水重量 W0= = = t

貯留泥水重量濃度

C0

100

重　量 W0 = = + = t/本

Wa0

Gs

Ww0

ρo

容　積 V0 = = + = m3/本

=
2.656×(1.15 - 1.00)

×100 = 20.920 Wt%
1.15×(2.656 - 1.00)

V0×送泥水比重(ρ1) 3.435×1.15 3.950

C0=
Gs×(ρ1 - ρo)

×100
ρ1×(Gs - ρo)

10×送泥流量(Q1)×1.5 10×0.229×1.5  = 3.435

 Wa0 + Ww0 0.826 3.124 3.950

土粒子容積 Va0= =
0.826

= 0.311

100-20.920
= 3.124 t

100 100

= 0.826 t
100

水分重量 Ww0= W0×
100-C0

= 3.950×

土粒子重量 Wa0= W0× = 3.950×
20.920

 Va0 + Vw0 0.311 3.124 3.435

m3
2.656

水分容積 Vw0= =
3.124

= 3.124 m3
1.00



[2] 送 泥 水

送泥流量 V1 = = = m3/本

掘進時間

min/本

送泥重量 W1 =  V1×ρ1 = × = t/本

送泥重量濃度

C1

100

重　量 W1 = = + =

Wa1

Gs

Ww1

ρo

容　積 V1 = = + = m3/本

Q1×T 0.229×12.500 2.863

C1 =
Gs×(ρ1 - ρo)

×100
ρ1×(Gs - ρo)

=
2.656×(1.15 - 1.00)

×100

12.50
掘進速度(S) 80

2.863 1.150 3.292

T =
推進管長(Lp)

=
1.00

×1000 =

100-20.920
= 2.603 t/本

100 100

= 0.689 t/本
100

水分重量 Ww1 = W1×
100-C1

3.292× =

= 20.920 Wt%
1.15×(2.656 - 1.00)

土粒子重量 Wa1 = W1× = 3.292×
20.920

m3/本
2.656

水分容積 Vw1 = =
2.603

= 2.603 m3/本
1.00

Wa1 + Ww1 0.689 2.603 3.292

土粒子容積 Va1 = =
0.689

= 0.259

 Va1 + Vw1 0.259 2.603 2.862



[3] 掘削地山

掘削容量 V2 = = 2 × m3/本

掘削重量 W2 = = = t/本

重　量 W2 = = +

Wa2

Gs m3/本

Ww2

ρo

容  積   V2 = = +   = m3/本

2.005
ω + 100/Gs 24.4 + 100/2.656

V2×γt 0.045×2.005 0.090

見掛比重 γt=
ω + 100

=
24.4 + 100

=

π/4×Bs2×Lp π/4×0.240 1.00  = 0.045

t/本
100 + ω 100 + 24.4

水分重量 Ww2 = W2×
ω

= 0.09×

100
= 0.072 t/本

100 + ω 100 + 24.4
土粒子重量 Wa2 = W2×

100
= 0.09×

2.656

水分容積 Vw2 = =
0.018

  =

 Wa2 + Ww2 0.072 0.018 0.090

土粒子容積 Va2 = =
0.072

  = 0.027

24.4
  = 0.018

0.018 m3/本
1.00

 Va2 + Vw2 0.027 0.018 0.045



≪地山粒度構成≫

S1

100

S2

100

S3

100

重　量 W2 = Wr2+Ws2+Wc2+Ww2

= 0.001 + 0.063 + 0.008 + 0.018   = m3/本

Wr2

Gs

Wｓ2

Gs

Wc2

Gs

Ww2

ρo

容　積 V2 = Vr2+Vs2+Vc2+Vw2

= 0.000 + 0.024 + 0.003 + 0.018   = m3/本

礫重量 Wr2 = Wa2× = 0.07×
0.7

  = 0.001 t/本

  = 0.063 t/本
100

シルト、粘土重量 Wc2 = Wa2× = 0.07×
11.6

100

砂重量 Ws2 = Wa2× = 0.07×
87.7

m3/本
2.656

砂容積 Vs2 = =
0.063

  = 0.024 m3/本
2.656

0.090

礫容積 Vr2 = =
0.001

0.000

  = 0.008 t/本
100

水分重量 Ww2 =   = 0.018 m3/本

0.045

m3/本
2.656

水分重量 Vw2= =
0.018

  = 0.018 m3/本
1.00

シルト･粘土容積 Vc2 = =
0.008

  = 0.003



[4] 排泥水（①＋②）

砂･礫重量 Wb3 = = +   = t/本

シルト･粘土重量 Wc3 = = +   = t/本

砂･礫容積 Vb3 = = +   = t/本

シルト･粘土容積 Vc3 = = +   = t/本

土粒子重量 Wa3 = = + = t/本

水分重量 Ww3 = = + = t/本

重　量 W3 = = + = t/本

土粒子容積 Va3 = = + = m3/本

水分容積 Vw3 = = + = m3/本

容　積 V3 = = + = m3/本

W3

V3

Wa3

W3

 Wa1 + Wc2 0.689 0.008 0.697

 Vr2 + Vs2 0.000 0.024 0.024

 Wr2 + Ws2 0.001 0.063 0.064

 Ww1 + Ww2 2.603 0.018 2.621

 Wa3 + Ww3 0.761 2.621 3.382

 Va1 + Vc2 0.259 0.003 0.262

 Wb3 + Wc3 0.064 0.697 0.761

 Va3 + Vw3 0.286 2.621 2.907

液比重 ρ3 = =
3.382

= 1.163

 Vb3 + Vc3 0.024 0.262 0.286

 Vw1 + Vw2 2.603 0.018 2.621

22.50 Wt%
3.382

2.907

重量濃度 C3 = =
0.761

=



[5] 一次分離

礫．砂の回収率は 100％とし、シルト及び粘土の回収量は 一次処理される礫について 10Wt(%)、

砂については 40Wt(％)の泥水(排泥水中の礫及び砂を除いた付着泥水)を含むものとする。

礫重量 Wr4 = = t/本

砂重量 Ws4 = = t/本

= t/本

Wr4

Gs

Wr4

Gs

Wr4

Gs

土粒子重量 Wa4 =  Wr4 + Ws4 + Wc4

= + + = t/本

水分重量 Ww4 = ( Wr4×0.1 + Ws4×0.4 ) - Wc4

= (0.001×0.1 + 0.063×0.4 ) - 0.005 = t/本

重　量 W4 = = + = t/本

土粒子容積 Va4 =  Vr4 + Vs4 + Vc4

= + + = m3/本

Ww4

ρo

容　積 V4 = = + = m3/本

Ww4

Wa4

 Ws2 0.063

シルト･粘土重量 Wc4 = (Wr4×0.1 + Ws4×0.4)×
Wa3 - (Wr4 + Ws4)

Ww3 + {Wa3 - (Wr4 + Ws4)}

 Wr2 0.001

シルト･粘土容積 Vs4 = =
0.005

=

0.000 m3/本
2.656

砂容積 Vs4 = =
0.063

= 0.024 m3/本

= ( 0.001×0.1 + 0.063×0.4 )×
0.761-(0.001+0.063)

2.621+{0.761-(0.001+0.063)}

0.005

礫容積 Vr4 = =
0.001

=

0.020

 Wa4 + Ww4 0.069 0.020 0.089

0.000 0.024 0.002 0.026

0.002 m3/本
2.656

0.001 0.063 0.005 0.069

2.656

= 28.99 ％
0.07

含水比 ω4 = ×100 =
0.020

×100

m3/本
1.00

 Va4 + Vw4 0.026 0.020 0.046

水分容積 Vw4 = =
0.020

= 0.020



[6] サイクロンオーバー泥水

土粒子重量 Wa5 = = - = t/本

水分重量 Ww5 = = - = t/本

重　量 W5 = = + = t/本

Wa5

Gs

水分容積 Ww5

ρo

容　積 V5 = = + = m3/本

W5

V5

Wa5

W5

 Wa3 - Wa4 0.761 0.069 0.692

m3/本
2.656

Vw5 = =
2.601

= 2.601 m3/本
1.00

土粒子容積 Va5 = =
0.692

= 0.261

 Ww3 - Ww4 2.621 0.020 2.601

 Wa5 + Ww5 0.692 2.601 3.293

×100 = 21.01 ％
3.29

2.862

重量濃度 C5 = ×100 =
0.69

 Va5 + Vw5 0.261 2.601 2.862

液比重 ρ5 = =
3.293

= 1.151



[7] 調整槽内比重

調整槽容量は、必要貯留泥水量(V0=10分×送泥流量×1.5) を貯留できる容量とする。

必要貯留泥水量 V0 = m3

比重調整後の調整槽内の土粒子及び水分の重量は

土粒子重量 Wac1 =  V0×ρ1×C1/100

= 3.435×1.15×20.92/100 = t

水分重量 Wwc1 =  Vc×ρ1×(100-C1)/100

= 3.435×1.15×(100 - 20.92)/100 = t

となる。

ここで、調整槽内比重を上記の比重調整後の調整槽内泥水にオーバー泥水と送泥水の差

{ (「サイクロンオーバー泥水」-「送泥水」)/α }を加えたものの比重とし、それに対して

比重調整を行なう事とする。

α = ÷ =

重　量 Wc = = + = t

Wac

Gs

容　積 Vc = = + = m3

Wc

Vc

= 0.830 t
0.833

水分重量 Wwc2 =  Wwc1 +
Ww5 - Ww1

α

土粒子重量 Wac2 =  Wac1 +
Wa5 - Wa1

α

0.826 +
0.692-0.689

3.435

0.826

3.124

送泥流量（V1)/貯留泥水量(V0) = 2.86 3.44 0.833

 Wac2 + Wwc2 0.830 3.122 3.952

土粒子容積 Vac2 = =
0.830

= 0.313

= 3.124 +
2.601-2.603

= 3.122 t
0.833

液比重 ρc = =
3.952

= 1.151
3.435

ρo 1.00

 Vac2 + Vwc2 0.313 3.122 3.435

m3
2.656

水分容積 Vwc2 =
Wwc2

=
3.122

= 3.122 m3

= 21.00 ％
Wc 3.952

重量濃度 Cc =
Wac2

×100 =
0.830

×100



比重調整を行なうに際しては、下記の条件を用いる。

(a) 比重調整後の容量は、比重調整量 (Vc) とする。

(b) 比重調整後の比重は、送泥水比重 (ρ1) とする。

(c) 比重調整泥水は、重量濃度  (C9) wt% とする。

従って、比重調整泥水の比重 (ρ9) は、

となる。

以下に示す各ケースに分類して、比重調整を行なう事とする。

ここで、 送　泥　流　量   = m3/本

オ ー バ ー 泥 水   = m3/本

送 泥 水 比 重   =

調 整 槽 内 比 重   =

1

2

3

4

5

よって、 より となり

今回は上表に示す 1～5 の調整方法のうち 1 の方法を採用する。

= a

= b 各水量(m3/本)を 左記の変数で表す。

= c

= d

50.0

調整泥水比重ρ9 =
2×Gs

=
2×2.656

=

ρ1＞ρc Case 3 Case 6 Case 9

V1： 2.86

ρ1＜ρc Case 1 Case 4 Case 7

ρ1=ρc Case 2 Case 5 Case 8

1.453
Gs + 1 2.656 + 1

V1＜V5 V1=V5 V1＞V5

Case7 送泥水比重(ρ1)＜調整槽内比重(ρc)のため清水による比重調整を行う

Case8,9 泥水及び清水による比重調整を行う

V1=V5 ρ1＜ρc Case 4

Case1,4 送泥水比重(ρ1)＜調整槽内比重(ρc)のため清水による比重調整を行う

Case2,5 送泥水比重(ρ1)＝調整槽内比重(ρc)のため比重調整は行わない

Case3,6 送泥水比重(ρ1)＞調整槽内比重(ρc)のため泥水による比重調整を行う

V5： 2.86

ρ1： 1.150

ρc： 1.151

引 抜 泥 水

余 剰 泥 水

比重調整泥水

比重調整清水



1

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より重いため清水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量及び比重調整清水量を z とすると、

(V0－z)×ρc + z×ρo = V0×ρ1

∴ z =

= (1.150 - 1.151)×3.44／(1.00 - 1.151) = m3

=  z = m3

= = m3

= = m3

=  z = m3

z

→

2

調整槽内比重(ρc)と送泥水比重(ρ1)が等しいため比重調整は行わない。

= = m3

= = m3

= = m3

= = m3

3

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より軽いため泥水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量及び比重調整泥水量を z とすると、

(V0 - z)×ρc + z×ρ9 = V0×ρ1

∴ z = (ρ1 - ρc)×V0／(ρ9 - ρc)

= (1.15 - 1.151)×3.435／(1.453 - 1.151)   = m3

= z = m3

= = m3

= z = m3

= = m3

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 0.000 (ρo = 1.0)

比重調整泥水： c' 0.000

 (ρ1-ρc)×V0／(ρo-ρc)

0.020

引 抜 泥 水： a' 0.020 比重調整清水 z

Case1,4の場合 対象Case

比重調整泥水： c' ***

比重調整清水： d' ***

Case3,6の場合 非対象Case

Case2,5の場合 非対象Case

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 ***

比重調整清水： d' 0.020 V0 - z

(ρc)

引抜泥水(ρc)

比重調整泥水： c' ***

比重調整清水： d' ***

***

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 ***



4

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より重いため清水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量を z とし、{ 送泥流量（V1) - オーバー泥水(V5) }÷αを y とすると、

(比重調整清水 = z + y)

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

(Vc - z - y)×ρc + (z + y)×ρo = V0×ρ1

∴ z = {(ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρo)×y}／(ρo-ρc)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.00)×***}／(1.00 - 1.151) = m3

ここで、z ≧ 0.0 ならば

= z = m3 　[y=(V1-V5)÷α]

= = m3

= = m3

= z + y = m3 z

→

ここで、z ＜ 0.0 ならば

引抜泥水が負になり、清水のみによる比重調整では条件を満足できないので、

清水及び泥水による比重調整を行なう。 ( ５ の調整方法）

 (V1 - V5)／α  = ***

***

比重調整清水 z

引 抜 泥 水： a' *** z + y  (ρo)

Case7 の場合 非対象Case

引抜泥水(ρc)

余 剰 泥 水： b' ***

比重調整泥水： c' *** V0 - z - y

比重調整清水： d' *** (ρc)



5

泥水及び清水による比重調整を行う。

ここで、比重調整泥水を x とし、{ 送泥流量 (V1) - オーバー泥水 (V5) }÷αを y とすると

(比重調整清水 = y - x )

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

(Vc - y)×ρc + x×ρ9 + (y - x)×ρ0  = VC×ρ1

∴ x = { (ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρo)×y }／(ρ9 - ρo)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.00)×*** }／(1.453 - 1.00)= m3

ここで、ｘ ≦ ｙ ならば 　[y=(V1-V5)÷α]

= = m3

= = m3

= x = m3

= y - x = m3

ここで、x ＞ y ならば，泥水のみによる比重調整を行なう。

ここで、引抜泥水量を z とし、{ 送泥流量(V1) - オーバー泥水(V5) }÷α を y とすると、

（ 比重調整泥水 = z + y )

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

（V0 - z - y )×ρc×(z + y)×ρ9 = V0×ρ1

∴ z = {(ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρ9)×y}÷／ρ9 - ρc)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.453)×*** }／(1.453 - 1.151)

= m3

= z = m3

= = m3

= z + y = m3

= = m3

***

比重調整清水

y - x  (ρo)

引 抜 泥 水： a' *** 比重調整泥水

Case8,9 の場合 非対象Case

 (V1 - V5)÷α  = ***

***

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b' ***

比重調整泥水： c' ***

比重調整清水： d' *** (ρc)

 (V1 - V5)÷α  = ***

余 剰 泥 水： b' *** x  (ρ9)

比重調整泥水： c' *** V0 - y

比重調整清水： d' ***



より、 1 の調整方法により調整する。

 ※ ここで、各水量を１本当り水量に換算する。 α=

a = = × = m3/本

b = = = m3/本

c = = × = m3/本

d = = × = m3/本

[8] 引抜泥水

土粒子重量 Wa7 =  Va7×Gs = × = t/本

水分重量 Ww7 =  Vw7 = t/本

重　量 W7 =  Wa7 + Ww7 = + = t/本

土粒子容積 Va7 =  a×ρc×Cc／Gs／100

= 0.020×1.151×21.000／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw7 =  a - Va7 = - = m3/本

容　積 V7 =  Va7 + Vw7 = + = m3/本

[9] 余剰泥水

土粒子重量 Wa8 =  Va8×Gs = × = t/本

水分重量 Ww8 =  Vw8 = t/本

重　量 W8 =  Wa8 + Ww8 = + = t/本

土粒子容積 Va8 =  b×ρc×Cc／Gs／100

= 0.000×1.151×21.000／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw8 =  b - Va8 = - = m3/本

容　積 V8 =  Va8 + Vw8 = + = m3/本

泥水比重調整ケース Case 4 Case1,4

0.833

比重調整泥水 c'×α 0.000 0.833 0.000

余 剰  泥 水 b' 0.000 0.000

引 抜  泥 水 a'×α 0.020 0.833 0.020

0.000 2.656 0.000

比重調整清水 d'×α 0.020 0.833 0.020

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000 0.020 0.020

0.000 2.656 0.000

0.020

0.000 0.020 0.020

0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 0.000 0.000



[10]比重調整泥水

土粒子重量 Wa9 =  Va9×Gs = × = t/本

水分重量 Ww9 =  Vw9 = t/本

重　量 W9 =  Wa9 + Ww9 = + = t/本

土粒子容積 Va9 =  c×ρ9×C9／Gs／100

= 0.000×1.453×50.00／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw9 =  c - Va9 = - = m3/本

容　積 V9 =  Va9 + Vw9 = + = m3/本

[11]比重調整清水

重　量 W10 =  V10 = t/本

容　積 V10 =  d = m3/本

[12]処理泥水

土粒子重量 Wa11 =  Wa7 + Wa8 = + = t/本

水分重量 Ww11 =  Ww7 + Ww8 = + = t/本

重　量 W11 =  Wa11 + Ww11 = + = t/本

土粒子容積 Va11 =  Va7 + Va8 = + = m3/本

水分容積 Vw11 =  Vw7 + Vw8 = + = m3/本

容　積 V11 =  Va11 + Vw11 = + = m3/本

⑫ 水過不足

水　分 (W)

 -Ww9 - W10 = - = t/本

 W12 = m3/本

0.000 0.000 0.000

0.020

0.020

P.14

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000 2.656 0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 0.020 0.020

0.000 0.020 0.020

0.000 0.000 0.000

0.000 0.000 0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 ％
W11 0.020

重量  W12 = 0.000 0.020 -0.020

1.000
V11 0.020

重量濃度 C11 =
Wa11

×100 =
0.000

×100 =

液比重 ρ11 =
W11

=
0.020

=

容積  V12 = -0.020



一次処理
① ρ1=

② (含水比= % )

↓ ←

③ ↓ ρ3=

↓ →

↓

④ 含水比= % ⑤ ρ=

⑨ C = Wt% ↓

→ ⑥ 調整槽内比重 C= Wt%

ρ=

⑩
→ → ↓

⑫ 一次 水過不足

m3/本

↑ ← t/本

← ↓

⑦ ↓ ⑧ ↓

↓ ⑪ ρ= ↓

C = Wt%

↓

m3/本 0.259 2.603 2.862

掘削地山 24.4

① 土粒子 水 計

t/本 0.689 2.603 3.292

バランスシート

送泥水 1.150

0.018 0.045

t/本 0.761 2.621 3.382

① + ② 土粒子 水 計 m3/本 0.027

② 土粒子 水 計

排泥水 1.163 t/本 0.072 0.018 0.090

t/本 0.069 0.020 0.089 t/本 0.692 2.601

④ 土粒子 水 計 ③ - ④ 土粒子

m3/本 0.286 2.621 2.907

一次分離 29.0 オーバー泥水 1.151

比重調整泥水 50.00

⑨ 水 土粒子 計

3.293

m3/本 0.026 0.020 0.046 m3/本 0.261 2.601 2.862

水 計

3.122 3.952

1.45 m3 0.313 3.122 3.435

t/本 0.000 0.000 0.000 t 0.830

21.00

m3/本 0.000 0.000 0.000 ⑥ 土粒子 水 計

引抜泥水 余剰泥水

⑦ 土粒子 水 計 ⑧ 土粒子

m3/本 － 0.020 0.020 -0.020

-0.020

比重調整清水

⑩ 土粒子 水 計

t/本 － 0.020 0.020

0.000 0.000

処理泥水 1.000

⑦ + ⑧ 土粒子 水 計

m3/本 0.000 0.020 0.020 m3/本 0.000

水 計

t/本 0.000 0.020 0.020 t/本 0.000 0.000 0.000

0.00

バキューム車処理

t/本 0.000 0.020 0.020

m3/本 0.000 0.020 0.020



[5] 泥水処理装置の決定

5-1  一次処理機

一次処理機の規格は、排泥流量 [V3] と一次分離砂礫量（処理乾燥量）[Wa4] とにより決定する

排泥流量に対し、

一次分離砂礫量に対し、

ここに、 V3： = m3/本

Wa4： = t/本

S ： = m/min

L ： = m/本

よって、一次処理機の規格は、下表より次の通りとする。

処理水量 =

処理乾燥砂量 =

一次処理機規格

t/hr

t/hr

t/hr

t/hr

t/hr

5-2 調整槽

調整槽容量は、10分間に送泥水量の1.5倍 [V0] を満足するものとする。

V0 = m3

よって、調整槽規格は下表より次の通りとする。

V = m3 （撹拌機付水槽）

撹拌機付水槽

10 m3 kW

15 m3 kW

20 m3 kW

25 m3 kW

30 m3 kW

35 m3 kW

V3×
S

= 2.907×
0.08

= 0.233

掘進速度 0.080

掘進管長 1.00

0.5 m3/min

t/hr
L 1.00

排泥流量 2.907

一次分離砂礫量 0.069

m3/min
L 1.00

Wa4×
S×60

= 0.069×
0.080×60

= 3.312

1.0 m3/min 20.0

2.0 m3/min 30.0

10.0 t/hr

処理水量 処理乾砂量

0.5 m3/min 10.0

φ2000×3500 2.20 1.97

φ2300×4000 3.70 2.62

3.435

10.0

容　量 標準寸法 撹拌機出力 重量 (t)

4.0 m3/min 40.0

6.0 m3/min 50.0

φ3000×4700 7.50 4.12

φ3150×4900 7.50 4.52

φ2500×4500 5.50 3.16

φ2800×4500 5.50 3.64



5-3 沈殿槽

掘進１日当りに発生する処理泥水量 [V11]×n を満足するものをN台で使用するものとする。

１日当たり処理泥水量

V = = =

ここに、 V11： 処理泥水量 = m3/本

n ： １日当り施工本数 = 本/日

沈殿槽を 1 台 使用する場合の規格は下表より次の通りとする。

沈殿槽１台当り必要量 = ÷ 1 =

沈殿槽規格 m3  × 1 台 （水槽）

水槽規格

10 m3

15 m3

20 m3

25 m3

30 m3

35 m3

5-4 清水槽

清水槽容量は、比重調整用清水投入量 [V10] を満足するものとする。

比重調整清水量 V10 = m3/本

よって、清水槽の規格は前の水槽規格より次の通りとする。

V = m3 （水槽）

5-5 粘土槽

粘土槽容量は、比重調整用泥水投入量 [V9] を満足するものとする。

比重調整泥水量 V9 = m3/本

よって、作泥槽の規格は下表より次の通りとする。

V = m3 （作泥槽） 作泥槽は不要である

粘土槽規格

3 m3 kW

5 m3 kW

容　量 標準寸法 重量 (t)

V11×n 0.020×8.20 0.16 m3/日

0.020

5.00×2.40×2.40 3.34

5.80×2.40×2.40 3.75

6.70×2.40×2.40 4.23

4.80×1.50×1.50 1.83

5.00×1.80×1.80 2.36

5.00×2.10×2.10 2.84

8.20

0.16 0.16 m3/台

10.0

3.70 1.10

7.50 1.50

0.020

10.0

0.000

―    

容　量 撹拌機出力 重量 (t)



5-6 ＣＭＣ槽

ＣＭＣ槽の容量は、V = m3 （溶解槽）を標準とする。

溶解槽（CMC槽）規格

3 m3 kW

容　量 撹拌機出力 重量 (t)

2.20 0.70

3.0



物質収支計算（一次処理）

（1/3）

No.29 → No.30

仕様条件

  施工条件

呼び径 mm

掘削機外径 D = m

推進延長 L = m

推進管長 Lp = m/本

掘進速度 S = mm/min

送泥水の比重 ρ1 = 8.00(cm/min) *10 

清水比重 ρo =

　土質条件

土粒子真比重 Gs =

地山の含水比 ω = ％

地山の粒度構成

礫 S1 = ％ 50

砂 S2 = ％ 80

S3 = ％ 100

150

　送排泥管の仕様

送泥管径 = mm = mm

排泥管径 = mm = mm

  粒径と濃度から決る定数 FL =

　泥水一次処理装置計画条件

１日当り施工本数 n = 本/日（=8.2m/日÷1.00m/本）

8.2(m/日) /0.9 

区　間

ボーリングNO. R1-Bor.5

61ghs

2.656

24.40

送排泥管径

0.70 52.9

1.00

80 200:A普通土(車上)

1.15

1.00

VPφ 200

0.240

5.65

1.345

8.2

呼び径 50 内径 d1 52.9

呼び径 50 内径 d2 52.9

87.70 80.7

シルト･粘土 11.60 105.3

155.2



No.29 → No.30 BorNo.

[1] 計画条件

  施工条件 呼び径 mm

推進機外径 Bs = m

推進延長 L = m

推進管長 Lp = m/本

掘進速度 S = mm/min

送泥水の比重 ρ1 =

清水比重 ρo =

  土質条件 土粒子真比重 Gs =

地山の含水比 ω = ％

地山の粒度構成

礫 S1 = ％

砂 S2 = ％

S3 = ％

　送排泥管の仕様 送泥管径 = mm = mm

排泥管径 = mm = mm

  粒径と濃度から決る定数 FL = 砂の場合 1.33～1.36

[送排泥流量の計算]

π π 2

4 4

排泥管管径 d2= = m

π π 2

4 4

g= = m/sec2

排泥流量 Q2= = = m3/min

送泥流量 Q1= = = m3/min

物質収支計算
区　間 R1-Bor.5

シルト･粘土 11.6

呼び径 50 内径 d1 52.9

1.15

1.00

2.656

24.4

0.7

87.7

VPφ 200

0.240

5.65

1.00

80.00

= 0.045 m2

掘削土量(真体積) q = A･
S

= 0.0450×
80.00

呼び径 50 内径 d2 52.9

1.345

掘削断面積 A = ･Bs2 = ×0.240

0.0022 m2

重力加速度 9.8

管内限界沈殿流速
(排泥流速）

VL= FL･(2･g･d2･
Gs - ρo

)1/2
ρo

排泥管内断面積 a2= ･d22 = ×0.0529 =

= 0.004 m3/min
1000 1000

0.0529

Q2 - q 0.233 - 0.004 0.229

送泥流速 V1=
4･Q1

=
4×0.229

= 1.737

1.762 m/s
1.00

a2･VL･60 0.0022×1.762×60 0.233

R.DURANDの公式より
= 1.345×(2×9.8×0.0529×

2.656 - 1.00
)1/2 =

m/sec
π･d12･60 π×0.0529 2×60



[掘進開始前]

掘進するための必要貯留泥水量は、１０分間に流れる送泥水量の１.５倍とする。

貯留泥水容量 V0= = m3

貯留泥水重量 W0= = = t

貯留泥水重量濃度

C0

100

重　量 W0 = = + = t/本

Wa0

Gs

Ww0

ρo

容　積 V0 = = + = m3/本

=
2.656×(1.15 - 1.00)

×100 = 20.920 Wt%
1.15×(2.656 - 1.00)

V0×送泥水比重(ρ1) 3.435×1.15 3.950

C0=
Gs×(ρ1 - ρo)

×100
ρ1×(Gs - ρo)

10×送泥流量(Q1)×1.5 10×0.229×1.5  = 3.435

 Wa0 + Ww0 0.826 3.124 3.950

土粒子容積 Va0= =
0.826

= 0.311

100-20.920
= 3.124 t

100 100

= 0.826 t
100

水分重量 Ww0= W0×
100-C0

= 3.950×

土粒子重量 Wa0= W0× = 3.950×
20.920

 Va0 + Vw0 0.311 3.124 3.435

m3
2.656

水分容積 Vw0= =
3.124

= 3.124 m3
1.00



[2] 送 泥 水

送泥流量 V1 = = = m3/本

掘進時間

min/本

送泥重量 W1 =  V1×ρ1 = × = t/本

送泥重量濃度

C1

100

重　量 W1 = = + =

Wa1

Gs

Ww1

ρo

容　積 V1 = = + = m3/本

Q1×T 0.229×12.500 2.863

C1 =
Gs×(ρ1 - ρo)

×100
ρ1×(Gs - ρo)

=
2.656×(1.15 - 1.00)

×100

12.50
掘進速度(S) 80

2.863 1.150 3.292

T =
推進管長(Lp)

=
1.00

×1000 =

100-20.920
= 2.603 t/本

100 100

= 0.689 t/本
100

水分重量 Ww1 = W1×
100-C1

3.292× =

= 20.920 Wt%
1.15×(2.656 - 1.00)

土粒子重量 Wa1 = W1× = 3.292×
20.920

m3/本
2.656

水分容積 Vw1 = =
2.603

= 2.603 m3/本
1.00

Wa1 + Ww1 0.689 2.603 3.292

土粒子容積 Va1 = =
0.689

= 0.259

 Va1 + Vw1 0.259 2.603 2.862



[3] 掘削地山

掘削容量 V2 = = 2 × m3/本

掘削重量 W2 = = = t/本

重　量 W2 = = +

Wa2

Gs m3/本

Ww2

ρo

容  積   V2 = = +   = m3/本

2.005
ω + 100/Gs 24.4 + 100/2.656

V2×γt 0.045×2.005 0.090

見掛比重 γt=
ω + 100

=
24.4 + 100

=

π/4×Bs2×Lp π/4×0.240 1.00  = 0.045

t/本
100 + ω 100 + 24.4

水分重量 Ww2 = W2×
ω

= 0.09×

100
= 0.072 t/本

100 + ω 100 + 24.4
土粒子重量 Wa2 = W2×

100
= 0.09×

2.656

水分容積 Vw2 = =
0.018

  =

 Wa2 + Ww2 0.072 0.018 0.090

土粒子容積 Va2 = =
0.072

  = 0.027

24.4
  = 0.018

0.018 m3/本
1.00

 Va2 + Vw2 0.027 0.018 0.045



≪地山粒度構成≫

S1

100

S2

100

S3

100

重　量 W2 = Wr2+Ws2+Wc2+Ww2

= 0.001 + 0.063 + 0.008 + 0.018   = m3/本

Wr2

Gs

Wｓ2

Gs

Wc2

Gs

Ww2

ρo

容　積 V2 = Vr2+Vs2+Vc2+Vw2

= 0.000 + 0.024 + 0.003 + 0.018   = m3/本

礫重量 Wr2 = Wa2× = 0.07×
0.7

  = 0.001 t/本

  = 0.063 t/本
100

シルト、粘土重量 Wc2 = Wa2× = 0.07×
11.6

100

砂重量 Ws2 = Wa2× = 0.07×
87.7

m3/本
2.656

砂容積 Vs2 = =
0.063

  = 0.024 m3/本
2.656

0.090

礫容積 Vr2 = =
0.001

0.000

  = 0.008 t/本
100

水分重量 Ww2 =   = 0.018 m3/本

0.045

m3/本
2.656

水分重量 Vw2= =
0.018

  = 0.018 m3/本
1.00

シルト･粘土容積 Vc2 = =
0.008

  = 0.003



[4] 排泥水（①＋②）

砂･礫重量 Wb3 = = +   = t/本

シルト･粘土重量 Wc3 = = +   = t/本

砂･礫容積 Vb3 = = +   = t/本

シルト･粘土容積 Vc3 = = +   = t/本

土粒子重量 Wa3 = = + = t/本

水分重量 Ww3 = = + = t/本

重　量 W3 = = + = t/本

土粒子容積 Va3 = = + = m3/本

水分容積 Vw3 = = + = m3/本

容　積 V3 = = + = m3/本

W3

V3

Wa3

W3

 Wa1 + Wc2 0.689 0.008 0.697

 Vr2 + Vs2 0.000 0.024 0.024

 Wr2 + Ws2 0.001 0.063 0.064

 Ww1 + Ww2 2.603 0.018 2.621

 Wa3 + Ww3 0.761 2.621 3.382

 Va1 + Vc2 0.259 0.003 0.262

 Wb3 + Wc3 0.064 0.697 0.761

 Va3 + Vw3 0.286 2.621 2.907

液比重 ρ3 = =
3.382

= 1.163

 Vb3 + Vc3 0.024 0.262 0.286

 Vw1 + Vw2 2.603 0.018 2.621

22.50 Wt%
3.382

2.907

重量濃度 C3 = =
0.761

=



[5] 一次分離

礫．砂の回収率は 100％とし、シルト及び粘土の回収量は 一次処理される礫について 10Wt(%)、

砂については 40Wt(％)の泥水(排泥水中の礫及び砂を除いた付着泥水)を含むものとする。

礫重量 Wr4 = = t/本

砂重量 Ws4 = = t/本

= t/本

Wr4

Gs

Wr4

Gs

Wr4

Gs

土粒子重量 Wa4 =  Wr4 + Ws4 + Wc4

= + + = t/本

水分重量 Ww4 = ( Wr4×0.1 + Ws4×0.4 ) - Wc4

= (0.001×0.1 + 0.063×0.4 ) - 0.005 = t/本

重　量 W4 = = + = t/本

土粒子容積 Va4 =  Vr4 + Vs4 + Vc4

= + + = m3/本

Ww4

ρo

容　積 V4 = = + = m3/本

Ww4

Wa4

 Ws2 0.063

シルト･粘土重量 Wc4 = (Wr4×0.1 + Ws4×0.4)×
Wa3 - (Wr4 + Ws4)

Ww3 + {Wa3 - (Wr4 + Ws4)}

 Wr2 0.001

シルト･粘土容積 Vs4 = =
0.005

=

0.000 m3/本
2.656

砂容積 Vs4 = =
0.063

= 0.024 m3/本

= ( 0.001×0.1 + 0.063×0.4 )×
0.761-(0.001+0.063)

2.621+{0.761-(0.001+0.063)}

0.005

礫容積 Vr4 = =
0.001

=

0.020

 Wa4 + Ww4 0.069 0.020 0.089

0.000 0.024 0.002 0.026

0.002 m3/本
2.656

0.001 0.063 0.005 0.069

2.656

= 28.99 ％
0.07

含水比 ω4 = ×100 =
0.020

×100

m3/本
1.00

 Va4 + Vw4 0.026 0.020 0.046

水分容積 Vw4 = =
0.020

= 0.020



[6] サイクロンオーバー泥水

土粒子重量 Wa5 = = - = t/本

水分重量 Ww5 = = - = t/本

重　量 W5 = = + = t/本

Wa5

Gs

水分容積 Ww5

ρo

容　積 V5 = = + = m3/本

W5

V5

Wa5

W5

 Wa3 - Wa4 0.761 0.069 0.692

m3/本
2.656

Vw5 = =
2.601

= 2.601 m3/本
1.00

土粒子容積 Va5 = =
0.692

= 0.261

 Ww3 - Ww4 2.621 0.020 2.601

 Wa5 + Ww5 0.692 2.601 3.293

×100 = 21.01 ％
3.29

2.862

重量濃度 C5 = ×100 =
0.69

 Va5 + Vw5 0.261 2.601 2.862

液比重 ρ5 = =
3.293

= 1.151



[7] 調整槽内比重

調整槽容量は、必要貯留泥水量(V0=10分×送泥流量×1.5) を貯留できる容量とする。

必要貯留泥水量 V0 = m3

比重調整後の調整槽内の土粒子及び水分の重量は

土粒子重量 Wac1 =  V0×ρ1×C1/100

= 3.435×1.15×20.92/100 = t

水分重量 Wwc1 =  Vc×ρ1×(100-C1)/100

= 3.435×1.15×(100 - 20.92)/100 = t

となる。

ここで、調整槽内比重を上記の比重調整後の調整槽内泥水にオーバー泥水と送泥水の差

{ (「サイクロンオーバー泥水」-「送泥水」)/α }を加えたものの比重とし、それに対して

比重調整を行なう事とする。

α = ÷ =

重　量 Wc = = + = t

Wac

Gs

容　積 Vc = = + = m3

Wc

Vc

= 0.830 t
0.833

水分重量 Wwc2 =  Wwc1 +
Ww5 - Ww1

α

土粒子重量 Wac2 =  Wac1 +
Wa5 - Wa1

α

0.826 +
0.692-0.689

3.435

0.826

3.124

送泥流量（V1)/貯留泥水量(V0) = 2.86 3.44 0.833

 Wac2 + Wwc2 0.830 3.122 3.952

土粒子容積 Vac2 = =
0.830

= 0.313

= 3.124 +
2.601-2.603

= 3.122 t
0.833

液比重 ρc = =
3.952

= 1.151
3.435

ρo 1.00

 Vac2 + Vwc2 0.313 3.122 3.435

m3
2.656

水分容積 Vwc2 =
Wwc2

=
3.122

= 3.122 m3

= 21.00 ％
Wc 3.952

重量濃度 Cc =
Wac2

×100 =
0.830

×100



比重調整を行なうに際しては、下記の条件を用いる。

(a) 比重調整後の容量は、比重調整量 (Vc) とする。

(b) 比重調整後の比重は、送泥水比重 (ρ1) とする。

(c) 比重調整泥水は、重量濃度  (C9) wt% とする。

従って、比重調整泥水の比重 (ρ9) は、

となる。

以下に示す各ケースに分類して、比重調整を行なう事とする。

ここで、 送　泥　流　量   = m3/本

オ ー バ ー 泥 水   = m3/本

送 泥 水 比 重   =

調 整 槽 内 比 重   =

1

2

3

4

5

よって、 より となり

今回は上表に示す 1～5 の調整方法のうち 1 の方法を採用する。

= a

= b 各水量(m3/本)を 左記の変数で表す。

= c

= d

50.0

調整泥水比重ρ9 =
2×Gs

=
2×2.656

=

ρ1＞ρc Case 3 Case 6 Case 9

V1： 2.86

ρ1＜ρc Case 1 Case 4 Case 7

ρ1=ρc Case 2 Case 5 Case 8

1.453
Gs + 1 2.656 + 1

V1＜V5 V1=V5 V1＞V5

Case7 送泥水比重(ρ1)＜調整槽内比重(ρc)のため清水による比重調整を行う

Case8,9 泥水及び清水による比重調整を行う

V1=V5 ρ1＜ρc Case 4

Case1,4 送泥水比重(ρ1)＜調整槽内比重(ρc)のため清水による比重調整を行う

Case2,5 送泥水比重(ρ1)＝調整槽内比重(ρc)のため比重調整は行わない

Case3,6 送泥水比重(ρ1)＞調整槽内比重(ρc)のため泥水による比重調整を行う

V5： 2.86

ρ1： 1.150

ρc： 1.151

引 抜 泥 水

余 剰 泥 水

比重調整泥水

比重調整清水



1

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より重いため清水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量及び比重調整清水量を z とすると、

(V0－z)×ρc + z×ρo = V0×ρ1

∴ z =

= (1.150 - 1.151)×3.44／(1.00 - 1.151) = m3

=  z = m3

= = m3

= = m3

=  z = m3

z

→

2

調整槽内比重(ρc)と送泥水比重(ρ1)が等しいため比重調整は行わない。

= = m3

= = m3

= = m3

= = m3

3

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より軽いため泥水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量及び比重調整泥水量を z とすると、

(V0 - z)×ρc + z×ρ9 = V0×ρ1

∴ z = (ρ1 - ρc)×V0／(ρ9 - ρc)

= (1.15 - 1.151)×3.435／(1.453 - 1.151)   = m3

= z = m3

= = m3

= z = m3

= = m3

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 0.000 (ρo = 1.0)

比重調整泥水： c' 0.000

 (ρ1-ρc)×V0／(ρo-ρc)

0.020

引 抜 泥 水： a' 0.020 比重調整清水 z

Case1,4の場合 対象Case

比重調整泥水： c' ***

比重調整清水： d' ***

Case3,6の場合 非対象Case

Case2,5の場合 非対象Case

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 ***

比重調整清水： d' 0.020 V0 - z

(ρc)

引抜泥水(ρc)

比重調整泥水： c' ***

比重調整清水： d' ***

***

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 ***



4

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より重いため清水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量を z とし、{ 送泥流量（V1) - オーバー泥水(V5) }÷αを y とすると、

(比重調整清水 = z + y)

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

(Vc - z - y)×ρc + (z + y)×ρo = V0×ρ1

∴ z = {(ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρo)×y}／(ρo-ρc)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.00)×***}／(1.00 - 1.151) = m3

ここで、z ≧ 0.0 ならば

= z = m3 　[y=(V1-V5)÷α]

= = m3

= = m3

= z + y = m3 z

→

ここで、z ＜ 0.0 ならば

引抜泥水が負になり、清水のみによる比重調整では条件を満足できないので、

清水及び泥水による比重調整を行なう。 ( ５ の調整方法）

 (V1 - V5)／α  = ***

***

比重調整清水 z

引 抜 泥 水： a' *** z + y  (ρo)

Case7 の場合 非対象Case

引抜泥水(ρc)

余 剰 泥 水： b' ***

比重調整泥水： c' *** V0 - z - y

比重調整清水： d' *** (ρc)



5

泥水及び清水による比重調整を行う。

ここで、比重調整泥水を x とし、{ 送泥流量 (V1) - オーバー泥水 (V5) }÷αを y とすると

(比重調整清水 = y - x )

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

(Vc - y)×ρc + x×ρ9 + (y - x)×ρ0  = VC×ρ1

∴ x = { (ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρo)×y }／(ρ9 - ρo)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.00)×*** }／(1.453 - 1.00)= m3

ここで、ｘ ≦ ｙ ならば 　[y=(V1-V5)÷α]

= = m3

= = m3

= x = m3

= y - x = m3

ここで、x ＞ y ならば，泥水のみによる比重調整を行なう。

ここで、引抜泥水量を z とし、{ 送泥流量(V1) - オーバー泥水(V5) }÷α を y とすると、

（ 比重調整泥水 = z + y )

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

（V0 - z - y )×ρc×(z + y)×ρ9 = V0×ρ1

∴ z = {(ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρ9)×y}÷／ρ9 - ρc)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.453)×*** }／(1.453 - 1.151)

= m3

= z = m3

= = m3

= z + y = m3

= = m3

***

比重調整清水

y - x  (ρo)

引 抜 泥 水： a' *** 比重調整泥水

Case8,9 の場合 非対象Case

 (V1 - V5)÷α  = ***

***

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b' ***

比重調整泥水： c' ***

比重調整清水： d' *** (ρc)

 (V1 - V5)÷α  = ***

余 剰 泥 水： b' *** x  (ρ9)

比重調整泥水： c' *** V0 - y

比重調整清水： d' ***



より、 1 の調整方法により調整する。

 ※ ここで、各水量を１本当り水量に換算する。 α=

a = = × = m3/本

b = = = m3/本

c = = × = m3/本

d = = × = m3/本

[8] 引抜泥水

土粒子重量 Wa7 =  Va7×Gs = × = t/本

水分重量 Ww7 =  Vw7 = t/本

重　量 W7 =  Wa7 + Ww7 = + = t/本

土粒子容積 Va7 =  a×ρc×Cc／Gs／100

= 0.020×1.151×21.000／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw7 =  a - Va7 = - = m3/本

容　積 V7 =  Va7 + Vw7 = + = m3/本

[9] 余剰泥水

土粒子重量 Wa8 =  Va8×Gs = × = t/本

水分重量 Ww8 =  Vw8 = t/本

重　量 W8 =  Wa8 + Ww8 = + = t/本

土粒子容積 Va8 =  b×ρc×Cc／Gs／100

= 0.000×1.151×21.000／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw8 =  b - Va8 = - = m3/本

容　積 V8 =  Va8 + Vw8 = + = m3/本

泥水比重調整ケース Case 4 Case1,4

0.833

比重調整泥水 c'×α 0.000 0.833 0.000

余 剰  泥 水 b' 0.000 0.000

引 抜  泥 水 a'×α 0.020 0.833 0.020

0.000 2.656 0.000

比重調整清水 d'×α 0.020 0.833 0.020

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000 0.020 0.020

0.000 2.656 0.000

0.020

0.000 0.020 0.020

0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 0.000 0.000



[10]比重調整泥水

土粒子重量 Wa9 =  Va9×Gs = × = t/本

水分重量 Ww9 =  Vw9 = t/本

重　量 W9 =  Wa9 + Ww9 = + = t/本

土粒子容積 Va9 =  c×ρ9×C9／Gs／100

= 0.000×1.453×50.00／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw9 =  c - Va9 = - = m3/本

容　積 V9 =  Va9 + Vw9 = + = m3/本

[11]比重調整清水

重　量 W10 =  V10 = t/本

容　積 V10 =  d = m3/本

[12]処理泥水

土粒子重量 Wa11 =  Wa7 + Wa8 = + = t/本

水分重量 Ww11 =  Ww7 + Ww8 = + = t/本

重　量 W11 =  Wa11 + Ww11 = + = t/本

土粒子容積 Va11 =  Va7 + Va8 = + = m3/本

水分容積 Vw11 =  Vw7 + Vw8 = + = m3/本

容　積 V11 =  Va11 + Vw11 = + = m3/本

⑫ 水過不足

水　分 (W)

 -Ww9 - W10 = - = t/本

 W12 = m3/本

0.000 0.000 0.000

0.020

0.020

P.14

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000 2.656 0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 0.020 0.020

0.000 0.020 0.020

0.000 0.000 0.000

0.000 0.000 0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 ％
W11 0.020

重量  W12 = 0.000 0.020 -0.020

1.000
V11 0.020

重量濃度 C11 =
Wa11

×100 =
0.000

×100 =

液比重 ρ11 =
W11

=
0.020

=

容積  V12 = -0.020



一次処理
① ρ1=

② (含水比= % )

↓ ←

③ ↓ ρ3=

↓ →

↓

④ 含水比= % ⑤ ρ=

⑨ C = Wt% ↓

→ ⑥ 調整槽内比重 C= Wt%

ρ=

⑩
→ → ↓

⑫ 一次 水過不足

m3/本

↑ ← t/本

← ↓

⑦ ↓ ⑧ ↓

↓ ⑪ ρ= ↓

C = Wt%

↓

m3/本 0.259 2.603 2.862

掘削地山 24.4

① 土粒子 水 計

t/本 0.689 2.603 3.292

バランスシート

送泥水 1.150

0.018 0.045

t/本 0.761 2.621 3.382

① + ② 土粒子 水 計 m3/本 0.027

② 土粒子 水 計

排泥水 1.163 t/本 0.072 0.018 0.090

t/本 0.069 0.020 0.089 t/本 0.692 2.601

④ 土粒子 水 計 ③ - ④ 土粒子

m3/本 0.286 2.621 2.907

一次分離 29.0 オーバー泥水 1.151

比重調整泥水 50.00

⑨ 水 土粒子 計

3.293

m3/本 0.026 0.020 0.046 m3/本 0.261 2.601 2.862

水 計

3.122 3.952

1.45 m3 0.313 3.122 3.435

t/本 0.000 0.000 0.000 t 0.830

21.00

m3/本 0.000 0.000 0.000 ⑥ 土粒子 水 計

引抜泥水 余剰泥水

⑦ 土粒子 水 計 ⑧ 土粒子

m3/本 － 0.020 0.020 -0.020

-0.020

比重調整清水

⑩ 土粒子 水 計

t/本 － 0.020 0.020

0.000 0.000

処理泥水 1.000

⑦ + ⑧ 土粒子 水 計

m3/本 0.000 0.020 0.020 m3/本 0.000

水 計

t/本 0.000 0.020 0.020 t/本 0.000 0.000 0.000

0.00

バキューム車処理

t/本 0.000 0.020 0.020

m3/本 0.000 0.020 0.020



[5] 泥水処理装置の決定

5-1  一次処理機

一次処理機の規格は、排泥流量 [V3] と一次分離砂礫量（処理乾燥量）[Wa4] とにより決定する

排泥流量に対し、

一次分離砂礫量に対し、

ここに、 V3： = m3/本

Wa4： = t/本

S ： = m/min

L ： = m/本

よって、一次処理機の規格は、下表より次の通りとする。

処理水量 =

処理乾燥砂量 =

一次処理機規格

t/hr

t/hr

t/hr

t/hr

t/hr

5-2 調整槽

調整槽容量は、10分間に送泥水量の1.5倍 [V0] を満足するものとする。

V0 = m3

よって、調整槽規格は下表より次の通りとする。

V = m3 （撹拌機付水槽）

撹拌機付水槽

10 m3 kW

15 m3 kW

20 m3 kW

25 m3 kW

30 m3 kW

35 m3 kW

V3×
S

= 2.907×
0.08

= 0.233

掘進速度 0.080

掘進管長 1.00

0.5 m3/min

t/hr
L 1.00

排泥流量 2.907

一次分離砂礫量 0.069

m3/min
L 1.00

Wa4×
S×60

= 0.069×
0.080×60

= 3.312

1.0 m3/min 20.0

2.0 m3/min 30.0

10.0 t/hr

処理水量 処理乾砂量

0.5 m3/min 10.0

φ2000×3500 2.20 1.97

φ2300×4000 3.70 2.62

3.435

10.0

容　量 標準寸法 撹拌機出力 重量 (t)

4.0 m3/min 40.0

6.0 m3/min 50.0

φ3000×4700 7.50 4.12

φ3150×4900 7.50 4.52

φ2500×4500 5.50 3.16

φ2800×4500 5.50 3.64



5-3 沈殿槽

掘進１日当りに発生する処理泥水量 [V11]×n を満足するものをN台で使用するものとする。

１日当たり処理泥水量

V = = =

ここに、 V11： 処理泥水量 = m3/本

n ： １日当り施工本数 = 本/日

沈殿槽を 1 台 使用する場合の規格は下表より次の通りとする。

沈殿槽１台当り必要量 = ÷ 1 =

沈殿槽規格 m3  × 1 台 （水槽）

水槽規格

10 m3

15 m3

20 m3

25 m3

30 m3

35 m3

5-4 清水槽

清水槽容量は、比重調整用清水投入量 [V10] を満足するものとする。

比重調整清水量 V10 = m3/本

よって、清水槽の規格は前の水槽規格より次の通りとする。

V = m3 （水槽）

5-5 粘土槽

粘土槽容量は、比重調整用泥水投入量 [V9] を満足するものとする。

比重調整泥水量 V9 = m3/本

よって、作泥槽の規格は下表より次の通りとする。

V = m3 （作泥槽） 作泥槽は不要である

粘土槽規格

3 m3 kW

5 m3 kW

容　量 標準寸法 重量 (t)

V11×n 0.020×8.20 0.16 m3/日

0.020

5.00×2.40×2.40 3.34

5.80×2.40×2.40 3.75

6.70×2.40×2.40 4.23

4.80×1.50×1.50 1.83

5.00×1.80×1.80 2.36

5.00×2.10×2.10 2.84

8.20

0.16 0.16 m3/台

10.0

3.70 1.10

7.50 1.50

0.020

10.0

0.000

―    

容　量 撹拌機出力 重量 (t)



5-6 ＣＭＣ槽

ＣＭＣ槽の容量は、V = m3 （溶解槽）を標準とする。

溶解槽（CMC槽）規格

3 m3 kW

容　量 撹拌機出力 重量 (t)

2.20 0.70

3.0



物質収支計算（一次処理）

（1/3）

No.29 → No.28

仕様条件

  施工条件

呼び径 mm

掘削機外径 D = m

推進延長 L = m

推進管長 Lp = m/本

掘進速度 S = mm/min

送泥水の比重 ρ1 = 8.00(cm/min) *10 

清水比重 ρo =

　土質条件

土粒子真比重 Gs =

地山の含水比 ω = ％

地山の粒度構成

礫 S1 = ％ 50

砂 S2 = ％ 80

S3 = ％ 100

150

　送排泥管の仕様

送泥管径 = mm = mm

排泥管径 = mm = mm

  粒径と濃度から決る定数 FL =

　泥水一次処理装置計画条件

１日当り施工本数 n = 本/日（=8.2m/日÷1.00m/本）

8.2(m/日) /0.9 

区　間

ボーリングNO. R1-Bor.5

61ghr

2.656

24.40

送排泥管径

0.70 52.9

1.00

80 200:A普通土(車上)

1.15

1.00

VPφ 200

0.240

47.50

1.345

8.2

呼び径 50 内径 d1 52.9

呼び径 50 内径 d2 52.9

87.70 80.7

シルト･粘土 11.60 105.3

155.2



No. No.29 → No. No.28 BorNo.

[1] 計画条件

  施工条件 呼び径 mm

推進機外径 Bs = m

推進延長 L = m

推進管長 Lp = m/本

掘進速度 S = mm/min

送泥水の比重 ρ1 =

清水比重 ρo =

  土質条件 土粒子真比重 Gs =

地山の含水比 ω = ％

地山の粒度構成

礫 S1 = ％

砂 S2 = ％

S3 = ％

　送排泥管の仕様 送泥管径 = mm = mm

排泥管径 = mm = mm

  粒径と濃度から決る定数 FL = 砂の場合 1.33～1.36

[送排泥流量の計算]

π π 2

4 4

排泥管管径 d2= = m

π π 2

4 4

g= = m/sec2

排泥流量 Q2= = = m3/min

送泥流量 Q1= = = m3/min

物質収支計算
区　間 R1-Bor.5

シルト･粘土 11.6

呼び径 50 内径 d1 52.9

1.15

1.00

2.656

24.4

0.7

87.7

VPφ 200

0.240

47.50

1.00

80.00

= 0.045 m2

掘削土量(真体積) q = A･
S

= 0.0450×
80.00

呼び径 50 内径 d2 52.9

1.345

掘削断面積 A = ･Bs2 = ×0.240

0.0022 m2

重力加速度 9.8

管内限界沈殿流速
(排泥流速）

VL= FL･(2･g･d2･
Gs - ρo

)1/2
ρo

排泥管内断面積 a2= ･d22 = ×0.0529 =

= 0.004 m3/min
1000 1000

0.0529

Q2 - q 0.233 - 0.004 0.229

送泥流速 V1=
4･Q1

=
4×0.229

= 1.737

1.762 m/s
1.00

a2･VL･60 0.0022×1.762×60 0.233

R.DURANDの公式より
= 1.345×(2×9.8×0.0529×

2.656 - 1.00
)1/2 =

m/sec
π･d12･60 π×0.0529 2×60



[掘進開始前]

掘進するための必要貯留泥水量は、１０分間に流れる送泥水量の１.５倍とする。

貯留泥水容量 V0= = m3

貯留泥水重量 W0= = = t

貯留泥水重量濃度

C0

100

重　量 W0 = = + = t/本

Wa0

Gs

Ww0

ρo

容　積 V0 = = + = m3/本

=
2.656×(1.15 - 1.00)

×100 = 20.920 Wt%
1.15×(2.656 - 1.00)

V0×送泥水比重(ρ1) 3.435×1.15 3.950

C0=
Gs×(ρ1 - ρo)

×100
ρ1×(Gs - ρo)

10×送泥流量(Q1)×1.5 10×0.229×1.5  = 3.435

 Wa0 + Ww0 0.826 3.124 3.950

土粒子容積 Va0= =
0.826

= 0.311

100-20.920
= 3.124 t

100 100

= 0.826 t
100

水分重量 Ww0= W0×
100-C0

= 3.950×

土粒子重量 Wa0= W0× = 3.950×
20.920

 Va0 + Vw0 0.311 3.124 3.435

m3
2.656

水分容積 Vw0= =
3.124

= 3.124 m3
1.00



[2] 送 泥 水

送泥流量 V1 = = = m3/本

掘進時間

min/本

送泥重量 W1 =  V1×ρ1 = × = t/本

送泥重量濃度

C1

100

重　量 W1 = = + =

Wa1

Gs

Ww1

ρo

容　積 V1 = = + = m3/本

Q1×T 0.229×12.500 2.863

C1 =
Gs×(ρ1 - ρo)

×100
ρ1×(Gs - ρo)

=
2.656×(1.15 - 1.00)

×100

12.50
掘進速度(S) 80

2.863 1.150 3.292

T =
推進管長(Lp)

=
1.00

×1000 =

100-20.920
= 2.603 t/本

100 100

= 0.689 t/本
100

水分重量 Ww1 = W1×
100-C1

3.292× =

= 20.920 Wt%
1.15×(2.656 - 1.00)

土粒子重量 Wa1 = W1× = 3.292×
20.920

m3/本
2.656

水分容積 Vw1 = =
2.603

= 2.603 m3/本
1.00

Wa1 + Ww1 0.689 2.603 3.292

土粒子容積 Va1 = =
0.689

= 0.259

 Va1 + Vw1 0.259 2.603 2.862



[3] 掘削地山

掘削容量 V2 = = 2 × m3/本

掘削重量 W2 = = = t/本

重　量 W2 = = +

Wa2

Gs m3/本

Ww2

ρo

容  積   V2 = = +   = m3/本

2.005
ω + 100/Gs 24.4 + 100/2.656

V2×γt 0.045×2.005 0.090

見掛比重 γt=
ω + 100

=
24.4 + 100

=

π/4×Bs2×Lp π/4×0.240 1.00  = 0.045

t/本
100 + ω 100 + 24.4

水分重量 Ww2 = W2×
ω

= 0.09×

100
= 0.072 t/本

100 + ω 100 + 24.4
土粒子重量 Wa2 = W2×

100
= 0.09×

2.656

水分容積 Vw2 = =
0.018

  =

 Wa2 + Ww2 0.072 0.018 0.090

土粒子容積 Va2 = =
0.072

  = 0.027

24.4
  = 0.018

0.018 m3/本
1.00

 Va2 + Vw2 0.027 0.018 0.045



≪地山粒度構成≫

S1

100

S2

100

S3

100

重　量 W2 = Wr2+Ws2+Wc2+Ww2

= 0.001 + 0.063 + 0.008 + 0.018   = m3/本

Wr2

Gs

Wｓ2

Gs

Wc2

Gs

Ww2

ρo

容　積 V2 = Vr2+Vs2+Vc2+Vw2

= 0.000 + 0.024 + 0.003 + 0.018   = m3/本

礫重量 Wr2 = Wa2× = 0.07×
0.7

  = 0.001 t/本

  = 0.063 t/本
100

シルト、粘土重量 Wc2 = Wa2× = 0.07×
11.6

100

砂重量 Ws2 = Wa2× = 0.07×
87.7

m3/本
2.656

砂容積 Vs2 = =
0.063

  = 0.024 m3/本
2.656

0.090

礫容積 Vr2 = =
0.001

0.000

  = 0.008 t/本
100

水分重量 Ww2 =   = 0.018 m3/本

0.045

m3/本
2.656

水分重量 Vw2= =
0.018

  = 0.018 m3/本
1.00

シルト･粘土容積 Vc2 = =
0.008

  = 0.003



[4] 排泥水（①＋②）

砂･礫重量 Wb3 = = +   = t/本

シルト･粘土重量 Wc3 = = +   = t/本

砂･礫容積 Vb3 = = +   = t/本

シルト･粘土容積 Vc3 = = +   = t/本

土粒子重量 Wa3 = = + = t/本

水分重量 Ww3 = = + = t/本

重　量 W3 = = + = t/本

土粒子容積 Va3 = = + = m3/本

水分容積 Vw3 = = + = m3/本

容　積 V3 = = + = m3/本

W3

V3

Wa3

W3

 Wa1 + Wc2 0.689 0.008 0.697

 Vr2 + Vs2 0.000 0.024 0.024

 Wr2 + Ws2 0.001 0.063 0.064

 Ww1 + Ww2 2.603 0.018 2.621

 Wa3 + Ww3 0.761 2.621 3.382

 Va1 + Vc2 0.259 0.003 0.262

 Wb3 + Wc3 0.064 0.697 0.761

 Va3 + Vw3 0.286 2.621 2.907

液比重 ρ3 = =
3.382

= 1.163

 Vb3 + Vc3 0.024 0.262 0.286

 Vw1 + Vw2 2.603 0.018 2.621

22.50 Wt%
3.382

2.907

重量濃度 C3 = =
0.761

=



[5] 一次分離

礫．砂の回収率は 100％とし、シルト及び粘土の回収量は 一次処理される礫について 10Wt(%)、

砂については 40Wt(％)の泥水(排泥水中の礫及び砂を除いた付着泥水)を含むものとする。

礫重量 Wr4 = = t/本

砂重量 Ws4 = = t/本

= t/本

Wr4

Gs

Wr4

Gs

Wr4

Gs

土粒子重量 Wa4 =  Wr4 + Ws4 + Wc4

= + + = t/本

水分重量 Ww4 = ( Wr4×0.1 + Ws4×0.4 ) - Wc4

= (0.001×0.1 + 0.063×0.4 ) - 0.005 = t/本

重　量 W4 = = + = t/本

土粒子容積 Va4 =  Vr4 + Vs4 + Vc4

= + + = m3/本

Ww4

ρo

容　積 V4 = = + = m3/本

Ww4

Wa4

 Ws2 0.063

シルト･粘土重量 Wc4 = (Wr4×0.1 + Ws4×0.4)×
Wa3 - (Wr4 + Ws4)

Ww3 + {Wa3 - (Wr4 + Ws4)}

 Wr2 0.001

シルト･粘土容積 Vs4 = =
0.005

=

0.000 m3/本
2.656

砂容積 Vs4 = =
0.063

= 0.024 m3/本

= ( 0.001×0.1 + 0.063×0.4 )×
0.761-(0.001+0.063)

2.621+{0.761-(0.001+0.063)}

0.005

礫容積 Vr4 = =
0.001

=

0.020

 Wa4 + Ww4 0.069 0.020 0.089

0.000 0.024 0.002 0.026

0.002 m3/本
2.656

0.001 0.063 0.005 0.069

2.656

= 28.99 ％
0.07

含水比 ω4 = ×100 =
0.020

×100

m3/本
1.00

 Va4 + Vw4 0.026 0.020 0.046

水分容積 Vw4 = =
0.020

= 0.020



[6] サイクロンオーバー泥水

土粒子重量 Wa5 = = - = t/本

水分重量 Ww5 = = - = t/本

重　量 W5 = = + = t/本

Wa5

Gs

水分容積 Ww5

ρo

容　積 V5 = = + = m3/本

W5

V5

Wa5

W5

 Wa3 - Wa4 0.761 0.069 0.692

m3/本
2.656

Vw5 = =
2.601

= 2.601 m3/本
1.00

土粒子容積 Va5 = =
0.692

= 0.261

 Ww3 - Ww4 2.621 0.020 2.601

 Wa5 + Ww5 0.692 2.601 3.293

×100 = 21.01 ％
3.29

2.862

重量濃度 C5 = ×100 =
0.69

 Va5 + Vw5 0.261 2.601 2.862

液比重 ρ5 = =
3.293

= 1.151



[7] 調整槽内比重

調整槽容量は、必要貯留泥水量(V0=10分×送泥流量×1.5) を貯留できる容量とする。

必要貯留泥水量 V0 = m3

比重調整後の調整槽内の土粒子及び水分の重量は

土粒子重量 Wac1 =  V0×ρ1×C1/100

= 3.435×1.15×20.92/100 = t

水分重量 Wwc1 =  Vc×ρ1×(100-C1)/100

= 3.435×1.15×(100 - 20.92)/100 = t

となる。

ここで、調整槽内比重を上記の比重調整後の調整槽内泥水にオーバー泥水と送泥水の差

{ (「サイクロンオーバー泥水」-「送泥水」)/α }を加えたものの比重とし、それに対して

比重調整を行なう事とする。

α = ÷ =

重　量 Wc = = + = t

Wac

Gs

容　積 Vc = = + = m3

Wc

Vc

= 0.830 t
0.833

水分重量 Wwc2 =  Wwc1 +
Ww5 - Ww1

α

土粒子重量 Wac2 =  Wac1 +
Wa5 - Wa1

α

0.826 +
0.692-0.689

3.435

0.826

3.124

送泥流量（V1)/貯留泥水量(V0) = 2.86 3.44 0.833

 Wac2 + Wwc2 0.830 3.122 3.952

土粒子容積 Vac2 = =
0.830

= 0.313

= 3.124 +
2.601-2.603

= 3.122 t
0.833

液比重 ρc = =
3.952

= 1.151
3.435

ρo 1.00

 Vac2 + Vwc2 0.313 3.122 3.435

m3
2.656

水分容積 Vwc2 =
Wwc2

=
3.122

= 3.122 m3

= 21.00 ％
Wc 3.952

重量濃度 Cc =
Wac2

×100 =
0.830

×100



比重調整を行なうに際しては、下記の条件を用いる。

(a) 比重調整後の容量は、比重調整量 (Vc) とする。

(b) 比重調整後の比重は、送泥水比重 (ρ1) とする。

(c) 比重調整泥水は、重量濃度  (C9) wt% とする。

従って、比重調整泥水の比重 (ρ9) は、

となる。

以下に示す各ケースに分類して、比重調整を行なう事とする。

ここで、 送　泥　流　量   = m3/本

オ ー バ ー 泥 水   = m3/本

送 泥 水 比 重   =

調 整 槽 内 比 重   =

1

2

3

4

5

よって、 より となり

今回は上表に示す 1～5 の調整方法のうち 1 の方法を採用する。

= a

= b 各水量(m3/本)を 左記の変数で表す。

= c

= d

50.0

調整泥水比重ρ9 =
2×Gs

=
2×2.656

=

ρ1＞ρc Case 3 Case 6 Case 9

V1： 2.86

ρ1＜ρc Case 1 Case 4 Case 7

ρ1=ρc Case 2 Case 5 Case 8

1.453
Gs + 1 2.656 + 1

V1＜V5 V1=V5 V1＞V5

Case7 送泥水比重(ρ1)＜調整槽内比重(ρc)のため清水による比重調整を行う

Case8,9 泥水及び清水による比重調整を行う

V1=V5 ρ1＜ρc Case 4

Case1,4 送泥水比重(ρ1)＜調整槽内比重(ρc)のため清水による比重調整を行う

Case2,5 送泥水比重(ρ1)＝調整槽内比重(ρc)のため比重調整は行わない

Case3,6 送泥水比重(ρ1)＞調整槽内比重(ρc)のため泥水による比重調整を行う

V5： 2.86

ρ1： 1.150

ρc： 1.151

引 抜 泥 水

余 剰 泥 水

比重調整泥水

比重調整清水



1

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より重いため清水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量及び比重調整清水量を z とすると、

(V0－z)×ρc + z×ρo = V0×ρ1

∴ z =

= (1.150 - 1.151)×3.44／(1.00 - 1.151) = m3

=  z = m3

= = m3

= = m3

=  z = m3

z

→

2

調整槽内比重(ρc)と送泥水比重(ρ1)が等しいため比重調整は行わない。

= = m3

= = m3

= = m3

= = m3

3

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より軽いため泥水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量及び比重調整泥水量を z とすると、

(V0 - z)×ρc + z×ρ9 = V0×ρ1

∴ z = (ρ1 - ρc)×V0／(ρ9 - ρc)

= (1.15 - 1.151)×3.435／(1.453 - 1.151)   = m3

= z = m3

= = m3

= z = m3

= = m3

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 0.000 (ρo = 1.0)

比重調整泥水： c' 0.000

 (ρ1-ρc)×V0／(ρo-ρc)

0.020

引 抜 泥 水： a' 0.020 比重調整清水 z

Case1,4の場合 対象Case

比重調整泥水： c' ***

比重調整清水： d' ***

Case3,6の場合 非対象Case

Case2,5の場合 非対象Case

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 ***

比重調整清水： d' 0.020 V0 - z

(ρc)

引抜泥水(ρc)

比重調整泥水： c' ***

比重調整清水： d' ***

***

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 ***



4

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より重いため清水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量を z とし、{ 送泥流量（V1) - オーバー泥水(V5) }÷αを y とすると、

(比重調整清水 = z + y)

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

(Vc - z - y)×ρc + (z + y)×ρo = V0×ρ1

∴ z = {(ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρo)×y}／(ρo-ρc)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.00)×***}／(1.00 - 1.151) = m3

ここで、z ≧ 0.0 ならば

= z = m3 　[y=(V1-V5)÷α]

= = m3

= = m3

= z + y = m3 z

→

ここで、z ＜ 0.0 ならば

引抜泥水が負になり、清水のみによる比重調整では条件を満足できないので、

清水及び泥水による比重調整を行なう。 ( ５ の調整方法）

 (V1 - V5)／α  = ***

***

比重調整清水 z

引 抜 泥 水： a' *** z + y  (ρo)

Case7 の場合 非対象Case

引抜泥水(ρc)

余 剰 泥 水： b' ***

比重調整泥水： c' *** V0 - z - y

比重調整清水： d' *** (ρc)



5

泥水及び清水による比重調整を行う。

ここで、比重調整泥水を x とし、{ 送泥流量 (V1) - オーバー泥水 (V5) }÷αを y とすると

(比重調整清水 = y - x )

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

(Vc - y)×ρc + x×ρ9 + (y - x)×ρ0  = VC×ρ1

∴ x = { (ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρo)×y }／(ρ9 - ρo)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.00)×*** }／(1.453 - 1.00)= m3

ここで、ｘ ≦ ｙ ならば 　[y=(V1-V5)÷α]

= = m3

= = m3

= x = m3

= y - x = m3

ここで、x ＞ y ならば，泥水のみによる比重調整を行なう。

ここで、引抜泥水量を z とし、{ 送泥流量(V1) - オーバー泥水(V5) }÷α を y とすると、

（ 比重調整泥水 = z + y )

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

（V0 - z - y )×ρc×(z + y)×ρ9 = V0×ρ1

∴ z = {(ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρ9)×y}÷／ρ9 - ρc)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.453)×*** }／(1.453 - 1.151)

= m3

= z = m3

= = m3

= z + y = m3

= = m3

***

比重調整清水

y - x  (ρo)

引 抜 泥 水： a' *** 比重調整泥水

Case8,9 の場合 非対象Case

 (V1 - V5)÷α  = ***

***

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b' ***

比重調整泥水： c' ***

比重調整清水： d' *** (ρc)

 (V1 - V5)÷α  = ***

余 剰 泥 水： b' *** x  (ρ9)

比重調整泥水： c' *** V0 - y

比重調整清水： d' ***



より、 1 の調整方法により調整する。

 ※ ここで、各水量を１本当り水量に換算する。 α=

a = = × = m3/本

b = = = m3/本

c = = × = m3/本

d = = × = m3/本

[8] 引抜泥水

土粒子重量 Wa7 =  Va7×Gs = × = t/本

水分重量 Ww7 =  Vw7 = t/本

重　量 W7 =  Wa7 + Ww7 = + = t/本

土粒子容積 Va7 =  a×ρc×Cc／Gs／100

= 0.020×1.151×21.000／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw7 =  a - Va7 = - = m3/本

容　積 V7 =  Va7 + Vw7 = + = m3/本

[9] 余剰泥水

土粒子重量 Wa8 =  Va8×Gs = × = t/本

水分重量 Ww8 =  Vw8 = t/本

重　量 W8 =  Wa8 + Ww8 = + = t/本

土粒子容積 Va8 =  b×ρc×Cc／Gs／100

= 0.000×1.151×21.000／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw8 =  b - Va8 = - = m3/本

容　積 V8 =  Va8 + Vw8 = + = m3/本

泥水比重調整ケース Case 4 Case1,4

0.833

比重調整泥水 c'×α 0.000 0.833 0.000

余 剰  泥 水 b' 0.000 0.000

引 抜  泥 水 a'×α 0.020 0.833 0.020

0.000 2.656 0.000

比重調整清水 d'×α 0.020 0.833 0.020

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000 0.020 0.020

0.000 2.656 0.000

0.020

0.000 0.020 0.020

0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 0.000 0.000



[10]比重調整泥水

土粒子重量 Wa9 =  Va9×Gs = × = t/本

水分重量 Ww9 =  Vw9 = t/本

重　量 W9 =  Wa9 + Ww9 = + = t/本

土粒子容積 Va9 =  c×ρ9×C9／Gs／100

= 0.000×1.453×50.00／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw9 =  c - Va9 = - = m3/本

容　積 V9 =  Va9 + Vw9 = + = m3/本

[11]比重調整清水

重　量 W10 =  V10 = t/本

容　積 V10 =  d = m3/本

[12]処理泥水

土粒子重量 Wa11 =  Wa7 + Wa8 = + = t/本

水分重量 Ww11 =  Ww7 + Ww8 = + = t/本

重　量 W11 =  Wa11 + Ww11 = + = t/本

土粒子容積 Va11 =  Va7 + Va8 = + = m3/本

水分容積 Vw11 =  Vw7 + Vw8 = + = m3/本

容　積 V11 =  Va11 + Vw11 = + = m3/本

⑫ 水過不足

水　分 (W)

 -Ww9 - W10 = - = t/本

 W12 = m3/本

0.000 0.000 0.000

0.020

0.020

P.14

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000 2.656 0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 0.020 0.020

0.000 0.020 0.020

0.000 0.000 0.000

0.000 0.000 0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 ％
W11 0.020

重量  W12 = 0.000 0.020 -0.020

1.000
V11 0.020

重量濃度 C11 =
Wa11

×100 =
0.000

×100 =

液比重 ρ11 =
W11

=
0.020

=

容積  V12 = -0.020



一次処理
① ρ1=

② (含水比= % )

↓ ←

③ ↓ ρ3=

↓ →

↓

④ 含水比= % ⑤ ρ=

⑨ C = Wt% ↓

→ ⑥ 調整槽内比重 C= Wt%

ρ=

⑩
→ → ↓

⑫ 一次 水過不足

m3/本

↑ ← t/本

← ↓

⑦ ↓ ⑧ ↓

↓ ⑪ ρ= ↓

C = Wt%

↓

m3/本 0.259 2.603 2.862

掘削地山 24.4

① 土粒子 水 計

t/本 0.689 2.603 3.292

バランスシート

送泥水 1.150

0.018 0.045

t/本 0.761 2.621 3.382

① + ② 土粒子 水 計 m3/本 0.027

② 土粒子 水 計

排泥水 1.163 t/本 0.072 0.018 0.090

t/本 0.069 0.020 0.089 t/本 0.692 2.601

④ 土粒子 水 計 ③ - ④ 土粒子

m3/本 0.286 2.621 2.907

一次分離 29.0 オーバー泥水 1.151

比重調整泥水 50.00

⑨ 水 土粒子 計

3.293

m3/本 0.026 0.020 0.046 m3/本 0.261 2.601 2.862

水 計

3.122 3.952

1.45 m3 0.313 3.122 3.435

t/本 0.000 0.000 0.000 t 0.830

21.00

m3/本 0.000 0.000 0.000 ⑥ 土粒子 水 計

引抜泥水 余剰泥水

⑦ 土粒子 水 計 ⑧ 土粒子

m3/本 － 0.020 0.020 -0.020

-0.020

比重調整清水

⑩ 土粒子 水 計

t/本 － 0.020 0.020

0.000 0.000

処理泥水 1.000

⑦ + ⑧ 土粒子 水 計

m3/本 0.000 0.020 0.020 m3/本 0.000

水 計

t/本 0.000 0.020 0.020 t/本 0.000 0.000 0.000

0.00

バキューム車処理

t/本 0.000 0.020 0.020

m3/本 0.000 0.020 0.020



[5] 泥水処理装置の決定

5-1  一次処理機

一次処理機の規格は、排泥流量 [V3] と一次分離砂礫量（処理乾燥量）[Wa4] とにより決定する

排泥流量に対し、

一次分離砂礫量に対し、

ここに、 V3： = m3/本

Wa4： = t/本

S ： = m/min

L ： = m/本

よって、一次処理機の規格は、下表より次の通りとする。

処理水量 =

処理乾燥砂量 =

一次処理機規格

t/hr

t/hr

t/hr

t/hr

t/hr

5-2 調整槽

調整槽容量は、10分間に送泥水量の1.5倍 [V0] を満足するものとする。

V0 = m3

よって、調整槽規格は下表より次の通りとする。

V = m3 （撹拌機付水槽）

撹拌機付水槽

10 m3 kW

15 m3 kW

20 m3 kW

25 m3 kW

30 m3 kW

35 m3 kW

V3×
S

= 2.907×
0.08

= 0.233

掘進速度 0.080

掘進管長 1.00

0.5 m3/min

t/hr
L 1.00

排泥流量 2.907

一次分離砂礫量 0.069

m3/min
L 1.00

Wa4×
S×60

= 0.069×
0.080×60

= 3.312

1.0 m3/min 20.0

2.0 m3/min 30.0

10.0 t/hr

処理水量 処理乾砂量

0.5 m3/min 10.0

φ2000×3500 2.20 1.97

φ2300×4000 3.70 2.62

3.435

10.0

容　量 標準寸法 撹拌機出力 重量 (t)

4.0 m3/min 40.0

6.0 m3/min 50.0

φ3000×4700 7.50 4.12

φ3150×4900 7.50 4.52

φ2500×4500 5.50 3.16

φ2800×4500 5.50 3.64



5-3 沈殿槽

掘進１日当りに発生する処理泥水量 [V11]×n を満足するものをN台で使用するものとする。

１日当たり処理泥水量

V = = =

ここに、 V11： 処理泥水量 = m3/本

n ： １日当り施工本数 = 本/日

沈殿槽を 1 台 使用する場合の規格は下表より次の通りとする。

沈殿槽１台当り必要量 = ÷ 1 =

沈殿槽規格 m3  × 1 台 （水槽）

水槽規格

10 m3

15 m3

20 m3

25 m3

30 m3

35 m3

5-4 清水槽

清水槽容量は、比重調整用清水投入量 [V10] を満足するものとする。

比重調整清水量 V10 = m3/本

よって、清水槽の規格は前の水槽規格より次の通りとする。

V = m3 （水槽）

5-5 粘土槽

粘土槽容量は、比重調整用泥水投入量 [V9] を満足するものとする。

比重調整泥水量 V9 = m3/本

よって、作泥槽の規格は下表より次の通りとする。

V = m3 （作泥槽） 作泥槽は不要である

粘土槽規格

3 m3 kW

5 m3 kW

容　量 標準寸法 重量 (t)

V11×n 0.020×8.20 0.16 m3/日

0.020

5.00×2.40×2.40 3.34

5.80×2.40×2.40 3.75

6.70×2.40×2.40 4.23

4.80×1.50×1.50 1.83

5.00×1.80×1.80 2.36

5.00×2.10×2.10 2.84

8.20

0.16 0.16 m3/台

10.0

3.70 1.10

7.50 1.50

0.020

10.0

0.000

―    

容　量 撹拌機出力 重量 (t)



5-6 ＣＭＣ槽

ＣＭＣ槽の容量は、V = m3 （溶解槽）を標準とする。

溶解槽（CMC槽）規格

3 m3 kW

容　量 撹拌機出力 重量 (t)

2.20 0.70

3.0



物質収支計算（一次処理）

（1/3）

No.27 → No.28

仕様条件

  施工条件

呼び径 mm

掘削機外径 D = m

推進延長 L = m

推進管長 Lp = m/本

掘進速度 S = mm/min

送泥水の比重 ρ1 = 8.00(cm/min) *10 

清水比重 ρo =

　土質条件

土粒子真比重 Gs =

地山の含水比 ω = ％

地山の粒度構成

礫 S1 = ％ 50

砂 S2 = ％ 80

S3 = ％ 100

150

　送排泥管の仕様

送泥管径 = mm = mm

排泥管径 = mm = mm

  粒径と濃度から決る定数 FL =

　泥水一次処理装置計画条件

１日当り施工本数 n = 本/日（=8.2m/日÷1.00m/本）

8.2(m/日) /0.9 

区　間

ボーリングNO. R1-Bor.5

61ghq

2.656

24.40

送排泥管径

0.70 52.9

1.00

80 200:A普通土(車上)

1.15

1.00

VPφ 200

0.240

33.20

1.345

8.2

呼び径 50 内径 d1 52.9

呼び径 50 内径 d2 52.9

87.70 80.7

シルト･粘土 11.60 105.3

155.2



No. No.27 → No. No.28 BorNo.

[1] 計画条件

  施工条件 呼び径 mm

推進機外径 Bs = m

推進延長 L = m

推進管長 Lp = m/本

掘進速度 S = mm/min

送泥水の比重 ρ1 =

清水比重 ρo =

  土質条件 土粒子真比重 Gs =

地山の含水比 ω = ％

地山の粒度構成

礫 S1 = ％

砂 S2 = ％

S3 = ％

　送排泥管の仕様 送泥管径 = mm = mm

排泥管径 = mm = mm

  粒径と濃度から決る定数 FL = 砂の場合 1.33～1.36

[送排泥流量の計算]

π π 2

4 4

排泥管管径 d2= = m

π π 2

4 4

g= = m/sec2

排泥流量 Q2= = = m3/min

送泥流量 Q1= = = m3/min

物質収支計算
区　間 R1-Bor.5

シルト･粘土 11.6

呼び径 50 内径 d1 52.9

1.15

1.00

2.656

24.4

0.7

87.7

VPφ 200

0.240

33.20

1.00

80.00

= 0.045 m2

掘削土量(真体積) q = A･
S

= 0.0450×
80.00

呼び径 50 内径 d2 52.9

1.345

掘削断面積 A = ･Bs2 = ×0.240

0.0022 m2

重力加速度 9.8

管内限界沈殿流速
(排泥流速）

VL= FL･(2･g･d2･
Gs - ρo

)1/2
ρo

排泥管内断面積 a2= ･d22 = ×0.0529 =

= 0.004 m3/min
1000 1000

0.0529

Q2 - q 0.233 - 0.004 0.229

送泥流速 V1=
4･Q1

=
4×0.229

= 1.737

1.762 m/s
1.00

a2･VL･60 0.0022×1.762×60 0.233

R.DURANDの公式より
= 1.345×(2×9.8×0.0529×

2.656 - 1.00
)1/2 =

m/sec
π･d12･60 π×0.0529 2×60



[掘進開始前]

掘進するための必要貯留泥水量は、１０分間に流れる送泥水量の１.５倍とする。

貯留泥水容量 V0= = m3

貯留泥水重量 W0= = = t

貯留泥水重量濃度

C0

100

重　量 W0 = = + = t/本

Wa0

Gs

Ww0

ρo

容　積 V0 = = + = m3/本

=
2.656×(1.15 - 1.00)

×100 = 20.920 Wt%
1.15×(2.656 - 1.00)

V0×送泥水比重(ρ1) 3.435×1.15 3.950

C0=
Gs×(ρ1 - ρo)

×100
ρ1×(Gs - ρo)

10×送泥流量(Q1)×1.5 10×0.229×1.5  = 3.435

 Wa0 + Ww0 0.826 3.124 3.950

土粒子容積 Va0= =
0.826

= 0.311

100-20.920
= 3.124 t

100 100

= 0.826 t
100

水分重量 Ww0= W0×
100-C0

= 3.950×

土粒子重量 Wa0= W0× = 3.950×
20.920

 Va0 + Vw0 0.311 3.124 3.435

m3
2.656

水分容積 Vw0= =
3.124

= 3.124 m3
1.00



[2] 送 泥 水

送泥流量 V1 = = = m3/本

掘進時間

min/本

送泥重量 W1 =  V1×ρ1 = × = t/本

送泥重量濃度

C1

100

重　量 W1 = = + =

Wa1

Gs

Ww1

ρo

容　積 V1 = = + = m3/本

Q1×T 0.229×12.500 2.863

C1 =
Gs×(ρ1 - ρo)

×100
ρ1×(Gs - ρo)

=
2.656×(1.15 - 1.00)

×100

12.50
掘進速度(S) 80

2.863 1.150 3.292

T =
推進管長(Lp)

=
1.00

×1000 =

100-20.920
= 2.603 t/本

100 100

= 0.689 t/本
100

水分重量 Ww1 = W1×
100-C1

3.292× =

= 20.920 Wt%
1.15×(2.656 - 1.00)

土粒子重量 Wa1 = W1× = 3.292×
20.920

m3/本
2.656

水分容積 Vw1 = =
2.603

= 2.603 m3/本
1.00

Wa1 + Ww1 0.689 2.603 3.292

土粒子容積 Va1 = =
0.689

= 0.259

 Va1 + Vw1 0.259 2.603 2.862



[3] 掘削地山

掘削容量 V2 = = 2 × m3/本

掘削重量 W2 = = = t/本

重　量 W2 = = +

Wa2

Gs m3/本

Ww2

ρo

容  積   V2 = = +   = m3/本

2.005
ω + 100/Gs 24.4 + 100/2.656

V2×γt 0.045×2.005 0.090

見掛比重 γt=
ω + 100

=
24.4 + 100

=

π/4×Bs2×Lp π/4×0.240 1.00  = 0.045

t/本
100 + ω 100 + 24.4

水分重量 Ww2 = W2×
ω

= 0.09×

100
= 0.072 t/本

100 + ω 100 + 24.4
土粒子重量 Wa2 = W2×

100
= 0.09×

2.656

水分容積 Vw2 = =
0.018

  =

 Wa2 + Ww2 0.072 0.018 0.090

土粒子容積 Va2 = =
0.072

  = 0.027

24.4
  = 0.018

0.018 m3/本
1.00

 Va2 + Vw2 0.027 0.018 0.045



≪地山粒度構成≫

S1

100

S2

100

S3

100

重　量 W2 = Wr2+Ws2+Wc2+Ww2

= 0.001 + 0.063 + 0.008 + 0.018   = m3/本

Wr2

Gs

Wｓ2

Gs

Wc2

Gs

Ww2

ρo

容　積 V2 = Vr2+Vs2+Vc2+Vw2

= 0.000 + 0.024 + 0.003 + 0.018   = m3/本

礫重量 Wr2 = Wa2× = 0.07×
0.7

  = 0.001 t/本

  = 0.063 t/本
100

シルト、粘土重量 Wc2 = Wa2× = 0.07×
11.6

100

砂重量 Ws2 = Wa2× = 0.07×
87.7

m3/本
2.656

砂容積 Vs2 = =
0.063

  = 0.024 m3/本
2.656

0.090

礫容積 Vr2 = =
0.001

0.000

  = 0.008 t/本
100

水分重量 Ww2 =   = 0.018 m3/本

0.045

m3/本
2.656

水分重量 Vw2= =
0.018

  = 0.018 m3/本
1.00

シルト･粘土容積 Vc2 = =
0.008

  = 0.003



[4] 排泥水（①＋②）

砂･礫重量 Wb3 = = +   = t/本

シルト･粘土重量 Wc3 = = +   = t/本

砂･礫容積 Vb3 = = +   = t/本

シルト･粘土容積 Vc3 = = +   = t/本

土粒子重量 Wa3 = = + = t/本

水分重量 Ww3 = = + = t/本

重　量 W3 = = + = t/本

土粒子容積 Va3 = = + = m3/本

水分容積 Vw3 = = + = m3/本

容　積 V3 = = + = m3/本

W3

V3

Wa3

W3

 Wa1 + Wc2 0.689 0.008 0.697

 Vr2 + Vs2 0.000 0.024 0.024

 Wr2 + Ws2 0.001 0.063 0.064

 Ww1 + Ww2 2.603 0.018 2.621

 Wa3 + Ww3 0.761 2.621 3.382

 Va1 + Vc2 0.259 0.003 0.262

 Wb3 + Wc3 0.064 0.697 0.761

 Va3 + Vw3 0.286 2.621 2.907

液比重 ρ3 = =
3.382

= 1.163

 Vb3 + Vc3 0.024 0.262 0.286

 Vw1 + Vw2 2.603 0.018 2.621

22.50 Wt%
3.382

2.907

重量濃度 C3 = =
0.761

=



[5] 一次分離

礫．砂の回収率は 100％とし、シルト及び粘土の回収量は 一次処理される礫について 10Wt(%)、

砂については 40Wt(％)の泥水(排泥水中の礫及び砂を除いた付着泥水)を含むものとする。

礫重量 Wr4 = = t/本

砂重量 Ws4 = = t/本

= t/本

Wr4

Gs

Wr4

Gs

Wr4

Gs

土粒子重量 Wa4 =  Wr4 + Ws4 + Wc4

= + + = t/本

水分重量 Ww4 = ( Wr4×0.1 + Ws4×0.4 ) - Wc4

= (0.001×0.1 + 0.063×0.4 ) - 0.005 = t/本

重　量 W4 = = + = t/本

土粒子容積 Va4 =  Vr4 + Vs4 + Vc4

= + + = m3/本

Ww4

ρo

容　積 V4 = = + = m3/本

Ww4

Wa4

 Ws2 0.063

シルト･粘土重量 Wc4 = (Wr4×0.1 + Ws4×0.4)×
Wa3 - (Wr4 + Ws4)

Ww3 + {Wa3 - (Wr4 + Ws4)}

 Wr2 0.001

シルト･粘土容積 Vs4 = =
0.005

=

0.000 m3/本
2.656

砂容積 Vs4 = =
0.063

= 0.024 m3/本

= ( 0.001×0.1 + 0.063×0.4 )×
0.761-(0.001+0.063)

2.621+{0.761-(0.001+0.063)}

0.005

礫容積 Vr4 = =
0.001

=

0.020

 Wa4 + Ww4 0.069 0.020 0.089

0.000 0.024 0.002 0.026

0.002 m3/本
2.656

0.001 0.063 0.005 0.069

2.656

= 28.99 ％
0.07

含水比 ω4 = ×100 =
0.020

×100

m3/本
1.00

 Va4 + Vw4 0.026 0.020 0.046

水分容積 Vw4 = =
0.020

= 0.020



[6] サイクロンオーバー泥水

土粒子重量 Wa5 = = - = t/本

水分重量 Ww5 = = - = t/本

重　量 W5 = = + = t/本

Wa5

Gs

水分容積 Ww5

ρo

容　積 V5 = = + = m3/本

W5

V5

Wa5

W5

 Wa3 - Wa4 0.761 0.069 0.692

m3/本
2.656

Vw5 = =
2.601

= 2.601 m3/本
1.00

土粒子容積 Va5 = =
0.692

= 0.261

 Ww3 - Ww4 2.621 0.020 2.601

 Wa5 + Ww5 0.692 2.601 3.293

×100 = 21.01 ％
3.29

2.862

重量濃度 C5 = ×100 =
0.69

 Va5 + Vw5 0.261 2.601 2.862

液比重 ρ5 = =
3.293

= 1.151



[7] 調整槽内比重

調整槽容量は、必要貯留泥水量(V0=10分×送泥流量×1.5) を貯留できる容量とする。

必要貯留泥水量 V0 = m3

比重調整後の調整槽内の土粒子及び水分の重量は

土粒子重量 Wac1 =  V0×ρ1×C1/100

= 3.435×1.15×20.92/100 = t

水分重量 Wwc1 =  Vc×ρ1×(100-C1)/100

= 3.435×1.15×(100 - 20.92)/100 = t

となる。

ここで、調整槽内比重を上記の比重調整後の調整槽内泥水にオーバー泥水と送泥水の差

{ (「サイクロンオーバー泥水」-「送泥水」)/α }を加えたものの比重とし、それに対して

比重調整を行なう事とする。

α = ÷ =

重　量 Wc = = + = t

Wac

Gs

容　積 Vc = = + = m3

Wc

Vc

= 0.830 t
0.833

水分重量 Wwc2 =  Wwc1 +
Ww5 - Ww1

α

土粒子重量 Wac2 =  Wac1 +
Wa5 - Wa1

α

0.826 +
0.692-0.689

3.435

0.826

3.124

送泥流量（V1)/貯留泥水量(V0) = 2.86 3.44 0.833

 Wac2 + Wwc2 0.830 3.122 3.952

土粒子容積 Vac2 = =
0.830

= 0.313

= 3.124 +
2.601-2.603

= 3.122 t
0.833

液比重 ρc = =
3.952

= 1.151
3.435

ρo 1.00

 Vac2 + Vwc2 0.313 3.122 3.435

m3
2.656

水分容積 Vwc2 =
Wwc2

=
3.122

= 3.122 m3

= 21.00 ％
Wc 3.952

重量濃度 Cc =
Wac2

×100 =
0.830

×100



比重調整を行なうに際しては、下記の条件を用いる。

(a) 比重調整後の容量は、比重調整量 (Vc) とする。

(b) 比重調整後の比重は、送泥水比重 (ρ1) とする。

(c) 比重調整泥水は、重量濃度  (C9) wt% とする。

従って、比重調整泥水の比重 (ρ9) は、

となる。

以下に示す各ケースに分類して、比重調整を行なう事とする。

ここで、 送　泥　流　量   = m3/本

オ ー バ ー 泥 水   = m3/本

送 泥 水 比 重   =

調 整 槽 内 比 重   =

1

2

3

4

5

よって、 より となり

今回は上表に示す 1～5 の調整方法のうち 1 の方法を採用する。

= a

= b 各水量(m3/本)を 左記の変数で表す。

= c

= d

50.0

調整泥水比重ρ9 =
2×Gs

=
2×2.656

=

ρ1＞ρc Case 3 Case 6 Case 9

V1： 2.86

ρ1＜ρc Case 1 Case 4 Case 7

ρ1=ρc Case 2 Case 5 Case 8

1.453
Gs + 1 2.656 + 1

V1＜V5 V1=V5 V1＞V5

Case7 送泥水比重(ρ1)＜調整槽内比重(ρc)のため清水による比重調整を行う

Case8,9 泥水及び清水による比重調整を行う

V1=V5 ρ1＜ρc Case 4

Case1,4 送泥水比重(ρ1)＜調整槽内比重(ρc)のため清水による比重調整を行う

Case2,5 送泥水比重(ρ1)＝調整槽内比重(ρc)のため比重調整は行わない

Case3,6 送泥水比重(ρ1)＞調整槽内比重(ρc)のため泥水による比重調整を行う

V5： 2.86

ρ1： 1.150

ρc： 1.151

引 抜 泥 水

余 剰 泥 水

比重調整泥水

比重調整清水



1

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より重いため清水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量及び比重調整清水量を z とすると、

(V0－z)×ρc + z×ρo = V0×ρ1

∴ z =

= (1.150 - 1.151)×3.44／(1.00 - 1.151) = m3

=  z = m3

= = m3

= = m3

=  z = m3

z

→

2

調整槽内比重(ρc)と送泥水比重(ρ1)が等しいため比重調整は行わない。

= = m3

= = m3

= = m3

= = m3

3

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より軽いため泥水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量及び比重調整泥水量を z とすると、

(V0 - z)×ρc + z×ρ9 = V0×ρ1

∴ z = (ρ1 - ρc)×V0／(ρ9 - ρc)

= (1.15 - 1.151)×3.435／(1.453 - 1.151)   = m3

= z = m3

= = m3

= z = m3

= = m3

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 0.000 (ρo = 1.0)

比重調整泥水： c' 0.000

 (ρ1-ρc)×V0／(ρo-ρc)

0.020

引 抜 泥 水： a' 0.020 比重調整清水 z

Case1,4の場合 対象Case

比重調整泥水： c' ***

比重調整清水： d' ***

Case3,6の場合 非対象Case

Case2,5の場合 非対象Case

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 ***

比重調整清水： d' 0.020 V0 - z

(ρc)

引抜泥水(ρc)

比重調整泥水： c' ***

比重調整清水： d' ***

***

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 ***



4

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より重いため清水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量を z とし、{ 送泥流量（V1) - オーバー泥水(V5) }÷αを y とすると、

(比重調整清水 = z + y)

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

(Vc - z - y)×ρc + (z + y)×ρo = V0×ρ1

∴ z = {(ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρo)×y}／(ρo-ρc)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.00)×***}／(1.00 - 1.151) = m3

ここで、z ≧ 0.0 ならば

= z = m3 　[y=(V1-V5)÷α]

= = m3

= = m3

= z + y = m3 z

→

ここで、z ＜ 0.0 ならば

引抜泥水が負になり、清水のみによる比重調整では条件を満足できないので、

清水及び泥水による比重調整を行なう。 ( ５ の調整方法）

 (V1 - V5)／α  = ***

***

比重調整清水 z

引 抜 泥 水： a' *** z + y  (ρo)

Case7 の場合 非対象Case

引抜泥水(ρc)

余 剰 泥 水： b' ***

比重調整泥水： c' *** V0 - z - y

比重調整清水： d' *** (ρc)



5

泥水及び清水による比重調整を行う。

ここで、比重調整泥水を x とし、{ 送泥流量 (V1) - オーバー泥水 (V5) }÷αを y とすると

(比重調整清水 = y - x )

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

(Vc - y)×ρc + x×ρ9 + (y - x)×ρ0  = VC×ρ1

∴ x = { (ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρo)×y }／(ρ9 - ρo)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.00)×*** }／(1.453 - 1.00)= m3

ここで、ｘ ≦ ｙ ならば 　[y=(V1-V5)÷α]

= = m3

= = m3

= x = m3

= y - x = m3

ここで、x ＞ y ならば，泥水のみによる比重調整を行なう。

ここで、引抜泥水量を z とし、{ 送泥流量(V1) - オーバー泥水(V5) }÷α を y とすると、

（ 比重調整泥水 = z + y )

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

（V0 - z - y )×ρc×(z + y)×ρ9 = V0×ρ1

∴ z = {(ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρ9)×y}÷／ρ9 - ρc)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.453)×*** }／(1.453 - 1.151)

= m3

= z = m3

= = m3

= z + y = m3

= = m3

***

比重調整清水

y - x  (ρo)

引 抜 泥 水： a' *** 比重調整泥水

Case8,9 の場合 非対象Case

 (V1 - V5)÷α  = ***

***

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b' ***

比重調整泥水： c' ***

比重調整清水： d' *** (ρc)

 (V1 - V5)÷α  = ***

余 剰 泥 水： b' *** x  (ρ9)

比重調整泥水： c' *** V0 - y

比重調整清水： d' ***



より、 1 の調整方法により調整する。

 ※ ここで、各水量を１本当り水量に換算する。 α=

a = = × = m3/本

b = = = m3/本

c = = × = m3/本

d = = × = m3/本

[8] 引抜泥水

土粒子重量 Wa7 =  Va7×Gs = × = t/本

水分重量 Ww7 =  Vw7 = t/本

重　量 W7 =  Wa7 + Ww7 = + = t/本

土粒子容積 Va7 =  a×ρc×Cc／Gs／100

= 0.020×1.151×21.000／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw7 =  a - Va7 = - = m3/本

容　積 V7 =  Va7 + Vw7 = + = m3/本

[9] 余剰泥水

土粒子重量 Wa8 =  Va8×Gs = × = t/本

水分重量 Ww8 =  Vw8 = t/本

重　量 W8 =  Wa8 + Ww8 = + = t/本

土粒子容積 Va8 =  b×ρc×Cc／Gs／100

= 0.000×1.151×21.000／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw8 =  b - Va8 = - = m3/本

容　積 V8 =  Va8 + Vw8 = + = m3/本

泥水比重調整ケース Case 4 Case1,4

0.833

比重調整泥水 c'×α 0.000 0.833 0.000

余 剰  泥 水 b' 0.000 0.000

引 抜  泥 水 a'×α 0.020 0.833 0.020

0.000 2.656 0.000

比重調整清水 d'×α 0.020 0.833 0.020

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000 0.020 0.020

0.000 2.656 0.000

0.020

0.000 0.020 0.020

0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 0.000 0.000



[10]比重調整泥水

土粒子重量 Wa9 =  Va9×Gs = × = t/本

水分重量 Ww9 =  Vw9 = t/本

重　量 W9 =  Wa9 + Ww9 = + = t/本

土粒子容積 Va9 =  c×ρ9×C9／Gs／100

= 0.000×1.453×50.00／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw9 =  c - Va9 = - = m3/本

容　積 V9 =  Va9 + Vw9 = + = m3/本

[11]比重調整清水

重　量 W10 =  V10 = t/本

容　積 V10 =  d = m3/本

[12]処理泥水

土粒子重量 Wa11 =  Wa7 + Wa8 = + = t/本

水分重量 Ww11 =  Ww7 + Ww8 = + = t/本

重　量 W11 =  Wa11 + Ww11 = + = t/本

土粒子容積 Va11 =  Va7 + Va8 = + = m3/本

水分容積 Vw11 =  Vw7 + Vw8 = + = m3/本

容　積 V11 =  Va11 + Vw11 = + = m3/本

⑫ 水過不足

水　分 (W)

 -Ww9 - W10 = - = t/本

 W12 = m3/本

0.000 0.000 0.000

0.020

0.020

P.14

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000 2.656 0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 0.020 0.020

0.000 0.020 0.020

0.000 0.000 0.000

0.000 0.000 0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 ％
W11 0.020

重量  W12 = 0.000 0.020 -0.020

1.000
V11 0.020

重量濃度 C11 =
Wa11

×100 =
0.000

×100 =

液比重 ρ11 =
W11

=
0.020

=

容積  V12 = -0.020



一次処理
① ρ1=

② (含水比= % )

↓ ←

③ ↓ ρ3=

↓ →

↓

④ 含水比= % ⑤ ρ=

⑨ C = Wt% ↓

→ ⑥ 調整槽内比重 C= Wt%

ρ=

⑩
→ → ↓

⑫ 一次 水過不足

m3/本

↑ ← t/本

← ↓

⑦ ↓ ⑧ ↓

↓ ⑪ ρ= ↓

C = Wt%

↓

m3/本 0.259 2.603 2.862

掘削地山 24.4

① 土粒子 水 計

t/本 0.689 2.603 3.292

バランスシート

送泥水 1.150

0.018 0.045

t/本 0.761 2.621 3.382

① + ② 土粒子 水 計 m3/本 0.027

② 土粒子 水 計

排泥水 1.163 t/本 0.072 0.018 0.090

t/本 0.069 0.020 0.089 t/本 0.692 2.601

④ 土粒子 水 計 ③ - ④ 土粒子

m3/本 0.286 2.621 2.907

一次分離 29.0 オーバー泥水 1.151

比重調整泥水 50.00

⑨ 水 土粒子 計

3.293

m3/本 0.026 0.020 0.046 m3/本 0.261 2.601 2.862

水 計

3.122 3.952

1.45 m3 0.313 3.122 3.435

t/本 0.000 0.000 0.000 t 0.830

21.00

m3/本 0.000 0.000 0.000 ⑥ 土粒子 水 計

引抜泥水 余剰泥水

⑦ 土粒子 水 計 ⑧ 土粒子

m3/本 － 0.020 0.020 -0.020

-0.020

比重調整清水

⑩ 土粒子 水 計

t/本 － 0.020 0.020

0.000 0.000

処理泥水 1.000

⑦ + ⑧ 土粒子 水 計

m3/本 0.000 0.020 0.020 m3/本 0.000

水 計

t/本 0.000 0.020 0.020 t/本 0.000 0.000 0.000

0.00

バキューム車処理

t/本 0.000 0.020 0.020

m3/本 0.000 0.020 0.020



[5] 泥水処理装置の決定

5-1  一次処理機

一次処理機の規格は、排泥流量 [V3] と一次分離砂礫量（処理乾燥量）[Wa4] とにより決定する

排泥流量に対し、

一次分離砂礫量に対し、

ここに、 V3： = m3/本

Wa4： = t/本

S ： = m/min

L ： = m/本

よって、一次処理機の規格は、下表より次の通りとする。

処理水量 =

処理乾燥砂量 =

一次処理機規格

t/hr

t/hr

t/hr

t/hr

t/hr

5-2 調整槽

調整槽容量は、10分間に送泥水量の1.5倍 [V0] を満足するものとする。

V0 = m3

よって、調整槽規格は下表より次の通りとする。

V = m3 （撹拌機付水槽）

撹拌機付水槽

10 m3 kW

15 m3 kW

20 m3 kW

25 m3 kW

30 m3 kW

35 m3 kW

V3×
S

= 2.907×
0.08

= 0.233

掘進速度 0.080

掘進管長 1.00

0.5 m3/min

t/hr
L 1.00

排泥流量 2.907

一次分離砂礫量 0.069

m3/min
L 1.00

Wa4×
S×60

= 0.069×
0.080×60

= 3.312

1.0 m3/min 20.0

2.0 m3/min 30.0

10.0 t/hr

処理水量 処理乾砂量

0.5 m3/min 10.0

φ2000×3500 2.20 1.97

φ2300×4000 3.70 2.62

3.435

10.0

容　量 標準寸法 撹拌機出力 重量 (t)

4.0 m3/min 40.0

6.0 m3/min 50.0

φ3000×4700 7.50 4.12

φ3150×4900 7.50 4.52

φ2500×4500 5.50 3.16

φ2800×4500 5.50 3.64



5-3 沈殿槽

掘進１日当りに発生する処理泥水量 [V11]×n を満足するものをN台で使用するものとする。

１日当たり処理泥水量

V = = =

ここに、 V11： 処理泥水量 = m3/本

n ： １日当り施工本数 = 本/日

沈殿槽を 1 台 使用する場合の規格は下表より次の通りとする。

沈殿槽１台当り必要量 = ÷ 1 =

沈殿槽規格 m3  × 1 台 （水槽）

水槽規格

10 m3

15 m3

20 m3

25 m3

30 m3

35 m3

5-4 清水槽

清水槽容量は、比重調整用清水投入量 [V10] を満足するものとする。

比重調整清水量 V10 = m3/本

よって、清水槽の規格は前の水槽規格より次の通りとする。

V = m3 （水槽）

5-5 粘土槽

粘土槽容量は、比重調整用泥水投入量 [V9] を満足するものとする。

比重調整泥水量 V9 = m3/本

よって、作泥槽の規格は下表より次の通りとする。

V = m3 （作泥槽） 作泥槽は不要である

粘土槽規格

3 m3 kW

5 m3 kW

容　量 標準寸法 重量 (t)

V11×n 0.020×8.20 0.16 m3/日

0.020

5.00×2.40×2.40 3.34

5.80×2.40×2.40 3.75

6.70×2.40×2.40 4.23

4.80×1.50×1.50 1.83

5.00×1.80×1.80 2.36

5.00×2.10×2.10 2.84

8.20

0.16 0.16 m3/台

10.0

3.70 1.10

7.50 1.50

0.020

10.0

0.000

―    

容　量 撹拌機出力 重量 (t)



5-6 ＣＭＣ槽

ＣＭＣ槽の容量は、V = m3 （溶解槽）を標準とする。

溶解槽（CMC槽）規格

3 m3 kW

容　量 撹拌機出力 重量 (t)

2.20 0.70

3.0



物質収支計算（一次処理）

（1/3）

No.27 → No.18

仕様条件

  施工条件

呼び径 mm

掘削機外径 D = m

推進延長 L = m

推進管長 Lp = m/本

掘進速度 S = mm/min

送泥水の比重 ρ1 = 8.00(cm/min) *10 

清水比重 ρo =

　土質条件

土粒子真比重 Gs =

地山の含水比 ω = ％

地山の粒度構成

礫 S1 = ％ 50

砂 S2 = ％ 80

S3 = ％ 100

150

　送排泥管の仕様

送泥管径 = mm = mm

排泥管径 = mm = mm

  粒径と濃度から決る定数 FL =

　泥水一次処理装置計画条件

１日当り施工本数 n = 本/日（=8.2m/日÷1.00m/本）

8.2(m/日) /0.9 

区　間

ボーリングNO. R1-Bor.5

61ghn

2.656

24.40

送排泥管径

0.70 52.9

1.00

80 200:A普通土(車上)

1.15

1.00

VPφ 200

0.240

53.10

1.345

8.2

呼び径 50 内径 d1 52.9

呼び径 50 内径 d2 52.9

87.70 80.7

シルト･粘土 11.60 105.3

155.2



No. No.27 → No. No.18 BorNo.

[1] 計画条件

  施工条件 呼び径 mm

推進機外径 Bs = m

推進延長 L = m

推進管長 Lp = m/本

掘進速度 S = mm/min

送泥水の比重 ρ1 =

清水比重 ρo =

  土質条件 土粒子真比重 Gs =

地山の含水比 ω = ％

地山の粒度構成

礫 S1 = ％

砂 S2 = ％

S3 = ％

　送排泥管の仕様 送泥管径 = mm = mm

排泥管径 = mm = mm

  粒径と濃度から決る定数 FL = 砂の場合 1.33～1.36

[送排泥流量の計算]

π π 2

4 4

排泥管管径 d2= = m

π π 2

4 4

g= = m/sec2

排泥流量 Q2= = = m3/min

送泥流量 Q1= = = m3/min

物質収支計算
区　間 R1-Bor.5

シルト･粘土 11.6

呼び径 50 内径 d1 52.9

1.15

1.00

2.656

24.4

0.7

87.7

VPφ 200

0.240

53.10

1.00

80.00

= 0.045 m2

掘削土量(真体積) q = A･
S

= 0.0450×
80.00

呼び径 50 内径 d2 52.9

1.345

掘削断面積 A = ･Bs2 = ×0.240

0.0022 m2

重力加速度 9.8

管内限界沈殿流速
(排泥流速）

VL= FL･(2･g･d2･
Gs - ρo

)1/2
ρo

排泥管内断面積 a2= ･d22 = ×0.0529 =

= 0.004 m3/min
1000 1000

0.0529

Q2 - q 0.233 - 0.004 0.229

送泥流速 V1=
4･Q1

=
4×0.229

= 1.737

1.762 m/s
1.00

a2･VL･60 0.0022×1.762×60 0.233

R.DURANDの公式より
= 1.345×(2×9.8×0.0529×

2.656 - 1.00
)1/2 =

m/sec
π･d12･60 π×0.0529 2×60



[掘進開始前]

掘進するための必要貯留泥水量は、１０分間に流れる送泥水量の１.５倍とする。

貯留泥水容量 V0= = m3

貯留泥水重量 W0= = = t

貯留泥水重量濃度

C0

100

重　量 W0 = = + = t/本

Wa0

Gs

Ww0

ρo

容　積 V0 = = + = m3/本

=
2.656×(1.15 - 1.00)

×100 = 20.920 Wt%
1.15×(2.656 - 1.00)

V0×送泥水比重(ρ1) 3.435×1.15 3.950

C0=
Gs×(ρ1 - ρo)

×100
ρ1×(Gs - ρo)

10×送泥流量(Q1)×1.5 10×0.229×1.5  = 3.435

 Wa0 + Ww0 0.826 3.124 3.950

土粒子容積 Va0= =
0.826

= 0.311

100-20.920
= 3.124 t

100 100

= 0.826 t
100

水分重量 Ww0= W0×
100-C0

= 3.950×

土粒子重量 Wa0= W0× = 3.950×
20.920

 Va0 + Vw0 0.311 3.124 3.435

m3
2.656

水分容積 Vw0= =
3.124

= 3.124 m3
1.00



[2] 送 泥 水

送泥流量 V1 = = = m3/本

掘進時間

min/本

送泥重量 W1 =  V1×ρ1 = × = t/本

送泥重量濃度

C1

100

重　量 W1 = = + =

Wa1

Gs

Ww1

ρo

容　積 V1 = = + = m3/本

Q1×T 0.229×12.500 2.863

C1 =
Gs×(ρ1 - ρo)

×100
ρ1×(Gs - ρo)

=
2.656×(1.15 - 1.00)

×100

12.50
掘進速度(S) 80

2.863 1.150 3.292

T =
推進管長(Lp)

=
1.00

×1000 =

100-20.920
= 2.603 t/本

100 100

= 0.689 t/本
100

水分重量 Ww1 = W1×
100-C1

3.292× =

= 20.920 Wt%
1.15×(2.656 - 1.00)

土粒子重量 Wa1 = W1× = 3.292×
20.920

m3/本
2.656

水分容積 Vw1 = =
2.603

= 2.603 m3/本
1.00

Wa1 + Ww1 0.689 2.603 3.292

土粒子容積 Va1 = =
0.689

= 0.259

 Va1 + Vw1 0.259 2.603 2.862



[3] 掘削地山

掘削容量 V2 = = 2 × m3/本

掘削重量 W2 = = = t/本

重　量 W2 = = +

Wa2

Gs m3/本

Ww2

ρo

容  積   V2 = = +   = m3/本

2.005
ω + 100/Gs 24.4 + 100/2.656

V2×γt 0.045×2.005 0.090

見掛比重 γt=
ω + 100

=
24.4 + 100

=

π/4×Bs2×Lp π/4×0.240 1.00  = 0.045

t/本
100 + ω 100 + 24.4

水分重量 Ww2 = W2×
ω

= 0.09×

100
= 0.072 t/本

100 + ω 100 + 24.4
土粒子重量 Wa2 = W2×

100
= 0.09×

2.656

水分容積 Vw2 = =
0.018

  =

 Wa2 + Ww2 0.072 0.018 0.090

土粒子容積 Va2 = =
0.072

  = 0.027

24.4
  = 0.018

0.018 m3/本
1.00

 Va2 + Vw2 0.027 0.018 0.045



≪地山粒度構成≫

S1

100

S2

100

S3

100

重　量 W2 = Wr2+Ws2+Wc2+Ww2

= 0.001 + 0.063 + 0.008 + 0.018   = m3/本

Wr2

Gs

Wｓ2

Gs

Wc2

Gs

Ww2

ρo

容　積 V2 = Vr2+Vs2+Vc2+Vw2

= 0.000 + 0.024 + 0.003 + 0.018   = m3/本

礫重量 Wr2 = Wa2× = 0.07×
0.7

  = 0.001 t/本

  = 0.063 t/本
100

シルト、粘土重量 Wc2 = Wa2× = 0.07×
11.6

100

砂重量 Ws2 = Wa2× = 0.07×
87.7

m3/本
2.656

砂容積 Vs2 = =
0.063

  = 0.024 m3/本
2.656

0.090

礫容積 Vr2 = =
0.001

0.000

  = 0.008 t/本
100

水分重量 Ww2 =   = 0.018 m3/本

0.045

m3/本
2.656

水分重量 Vw2= =
0.018

  = 0.018 m3/本
1.00

シルト･粘土容積 Vc2 = =
0.008

  = 0.003



[4] 排泥水（①＋②）

砂･礫重量 Wb3 = = +   = t/本

シルト･粘土重量 Wc3 = = +   = t/本

砂･礫容積 Vb3 = = +   = t/本

シルト･粘土容積 Vc3 = = +   = t/本

土粒子重量 Wa3 = = + = t/本

水分重量 Ww3 = = + = t/本

重　量 W3 = = + = t/本

土粒子容積 Va3 = = + = m3/本

水分容積 Vw3 = = + = m3/本

容　積 V3 = = + = m3/本

W3

V3

Wa3

W3

 Wa1 + Wc2 0.689 0.008 0.697

 Vr2 + Vs2 0.000 0.024 0.024

 Wr2 + Ws2 0.001 0.063 0.064

 Ww1 + Ww2 2.603 0.018 2.621

 Wa3 + Ww3 0.761 2.621 3.382

 Va1 + Vc2 0.259 0.003 0.262

 Wb3 + Wc3 0.064 0.697 0.761

 Va3 + Vw3 0.286 2.621 2.907

液比重 ρ3 = =
3.382

= 1.163

 Vb3 + Vc3 0.024 0.262 0.286

 Vw1 + Vw2 2.603 0.018 2.621

22.50 Wt%
3.382

2.907

重量濃度 C3 = =
0.761

=



[5] 一次分離

礫．砂の回収率は 100％とし、シルト及び粘土の回収量は 一次処理される礫について 10Wt(%)、

砂については 40Wt(％)の泥水(排泥水中の礫及び砂を除いた付着泥水)を含むものとする。

礫重量 Wr4 = = t/本

砂重量 Ws4 = = t/本

= t/本

Wr4

Gs

Wr4

Gs

Wr4

Gs

土粒子重量 Wa4 =  Wr4 + Ws4 + Wc4

= + + = t/本

水分重量 Ww4 = ( Wr4×0.1 + Ws4×0.4 ) - Wc4

= (0.001×0.1 + 0.063×0.4 ) - 0.005 = t/本

重　量 W4 = = + = t/本

土粒子容積 Va4 =  Vr4 + Vs4 + Vc4

= + + = m3/本

Ww4

ρo

容　積 V4 = = + = m3/本

Ww4

Wa4

 Ws2 0.063

シルト･粘土重量 Wc4 = (Wr4×0.1 + Ws4×0.4)×
Wa3 - (Wr4 + Ws4)

Ww3 + {Wa3 - (Wr4 + Ws4)}

 Wr2 0.001

シルト･粘土容積 Vs4 = =
0.005

=

0.000 m3/本
2.656

砂容積 Vs4 = =
0.063

= 0.024 m3/本

= ( 0.001×0.1 + 0.063×0.4 )×
0.761-(0.001+0.063)

2.621+{0.761-(0.001+0.063)}

0.005

礫容積 Vr4 = =
0.001

=

0.020

 Wa4 + Ww4 0.069 0.020 0.089

0.000 0.024 0.002 0.026

0.002 m3/本
2.656

0.001 0.063 0.005 0.069

2.656

= 28.99 ％
0.07

含水比 ω4 = ×100 =
0.020

×100

m3/本
1.00

 Va4 + Vw4 0.026 0.020 0.046

水分容積 Vw4 = =
0.020

= 0.020



[6] サイクロンオーバー泥水

土粒子重量 Wa5 = = - = t/本

水分重量 Ww5 = = - = t/本

重　量 W5 = = + = t/本

Wa5

Gs

水分容積 Ww5

ρo

容　積 V5 = = + = m3/本

W5

V5

Wa5

W5

 Wa3 - Wa4 0.761 0.069 0.692

m3/本
2.656

Vw5 = =
2.601

= 2.601 m3/本
1.00

土粒子容積 Va5 = =
0.692

= 0.261

 Ww3 - Ww4 2.621 0.020 2.601

 Wa5 + Ww5 0.692 2.601 3.293

×100 = 21.01 ％
3.29

2.862

重量濃度 C5 = ×100 =
0.69

 Va5 + Vw5 0.261 2.601 2.862

液比重 ρ5 = =
3.293

= 1.151



[7] 調整槽内比重

調整槽容量は、必要貯留泥水量(V0=10分×送泥流量×1.5) を貯留できる容量とする。

必要貯留泥水量 V0 = m3

比重調整後の調整槽内の土粒子及び水分の重量は

土粒子重量 Wac1 =  V0×ρ1×C1/100

= 3.435×1.15×20.92/100 = t

水分重量 Wwc1 =  Vc×ρ1×(100-C1)/100

= 3.435×1.15×(100 - 20.92)/100 = t

となる。

ここで、調整槽内比重を上記の比重調整後の調整槽内泥水にオーバー泥水と送泥水の差

{ (「サイクロンオーバー泥水」-「送泥水」)/α }を加えたものの比重とし、それに対して

比重調整を行なう事とする。

α = ÷ =

重　量 Wc = = + = t

Wac

Gs

容　積 Vc = = + = m3

Wc

Vc

= 0.830 t
0.833

水分重量 Wwc2 =  Wwc1 +
Ww5 - Ww1

α

土粒子重量 Wac2 =  Wac1 +
Wa5 - Wa1

α

0.826 +
0.692-0.689

3.435

0.826

3.124

送泥流量（V1)/貯留泥水量(V0) = 2.86 3.44 0.833

 Wac2 + Wwc2 0.830 3.122 3.952

土粒子容積 Vac2 = =
0.830

= 0.313

= 3.124 +
2.601-2.603

= 3.122 t
0.833

液比重 ρc = =
3.952

= 1.151
3.435

ρo 1.00

 Vac2 + Vwc2 0.313 3.122 3.435

m3
2.656

水分容積 Vwc2 =
Wwc2

=
3.122

= 3.122 m3

= 21.00 ％
Wc 3.952

重量濃度 Cc =
Wac2

×100 =
0.830

×100



比重調整を行なうに際しては、下記の条件を用いる。

(a) 比重調整後の容量は、比重調整量 (Vc) とする。

(b) 比重調整後の比重は、送泥水比重 (ρ1) とする。

(c) 比重調整泥水は、重量濃度  (C9) wt% とする。

従って、比重調整泥水の比重 (ρ9) は、

となる。

以下に示す各ケースに分類して、比重調整を行なう事とする。

ここで、 送　泥　流　量   = m3/本

オ ー バ ー 泥 水   = m3/本

送 泥 水 比 重   =

調 整 槽 内 比 重   =

1

2

3

4

5

よって、 より となり

今回は上表に示す 1～5 の調整方法のうち 1 の方法を採用する。

= a

= b 各水量(m3/本)を 左記の変数で表す。

= c

= d

50.0

調整泥水比重ρ9 =
2×Gs

=
2×2.656

=

ρ1＞ρc Case 3 Case 6 Case 9

V1： 2.86

ρ1＜ρc Case 1 Case 4 Case 7

ρ1=ρc Case 2 Case 5 Case 8

1.453
Gs + 1 2.656 + 1

V1＜V5 V1=V5 V1＞V5

Case7 送泥水比重(ρ1)＜調整槽内比重(ρc)のため清水による比重調整を行う

Case8,9 泥水及び清水による比重調整を行う

V1=V5 ρ1＜ρc Case 4

Case1,4 送泥水比重(ρ1)＜調整槽内比重(ρc)のため清水による比重調整を行う

Case2,5 送泥水比重(ρ1)＝調整槽内比重(ρc)のため比重調整は行わない

Case3,6 送泥水比重(ρ1)＞調整槽内比重(ρc)のため泥水による比重調整を行う

V5： 2.86

ρ1： 1.150

ρc： 1.151

引 抜 泥 水

余 剰 泥 水

比重調整泥水

比重調整清水



1

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より重いため清水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量及び比重調整清水量を z とすると、

(V0－z)×ρc + z×ρo = V0×ρ1

∴ z =

= (1.150 - 1.151)×3.44／(1.00 - 1.151) = m3

=  z = m3

= = m3

= = m3

=  z = m3

z

→

2

調整槽内比重(ρc)と送泥水比重(ρ1)が等しいため比重調整は行わない。

= = m3

= = m3

= = m3

= = m3

3

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より軽いため泥水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量及び比重調整泥水量を z とすると、

(V0 - z)×ρc + z×ρ9 = V0×ρ1

∴ z = (ρ1 - ρc)×V0／(ρ9 - ρc)

= (1.15 - 1.151)×3.435／(1.453 - 1.151)   = m3

= z = m3

= = m3

= z = m3

= = m3

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 0.000 (ρo = 1.0)

比重調整泥水： c' 0.000

 (ρ1-ρc)×V0／(ρo-ρc)

0.020

引 抜 泥 水： a' 0.020 比重調整清水 z

Case1,4の場合 対象Case

比重調整泥水： c' ***

比重調整清水： d' ***

Case3,6の場合 非対象Case

Case2,5の場合 非対象Case

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 ***

比重調整清水： d' 0.020 V0 - z

(ρc)

引抜泥水(ρc)

比重調整泥水： c' ***

比重調整清水： d' ***

***

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b'  V5 - V1 ***



4

調整槽内比重(ρc)が送泥水比重(ρ1)より重いため清水による比重調整を行う。

ここで、引抜泥水量を z とし、{ 送泥流量（V1) - オーバー泥水(V5) }÷αを y とすると、

(比重調整清水 = z + y)

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

(Vc - z - y)×ρc + (z + y)×ρo = V0×ρ1

∴ z = {(ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρo)×y}／(ρo-ρc)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.00)×***}／(1.00 - 1.151) = m3

ここで、z ≧ 0.0 ならば

= z = m3 　[y=(V1-V5)÷α]

= = m3

= = m3

= z + y = m3 z

→

ここで、z ＜ 0.0 ならば

引抜泥水が負になり、清水のみによる比重調整では条件を満足できないので、

清水及び泥水による比重調整を行なう。 ( ５ の調整方法）

 (V1 - V5)／α  = ***

***

比重調整清水 z

引 抜 泥 水： a' *** z + y  (ρo)

Case7 の場合 非対象Case

引抜泥水(ρc)

余 剰 泥 水： b' ***

比重調整泥水： c' *** V0 - z - y

比重調整清水： d' *** (ρc)



5

泥水及び清水による比重調整を行う。

ここで、比重調整泥水を x とし、{ 送泥流量 (V1) - オーバー泥水 (V5) }÷αを y とすると

(比重調整清水 = y - x )

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

(Vc - y)×ρc + x×ρ9 + (y - x)×ρ0  = VC×ρ1

∴ x = { (ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρo)×y }／(ρ9 - ρo)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.00)×*** }／(1.453 - 1.00)= m3

ここで、ｘ ≦ ｙ ならば 　[y=(V1-V5)÷α]

= = m3

= = m3

= x = m3

= y - x = m3

ここで、x ＞ y ならば，泥水のみによる比重調整を行なう。

ここで、引抜泥水量を z とし、{ 送泥流量(V1) - オーバー泥水(V5) }÷α を y とすると、

（ 比重調整泥水 = z + y )

y = (2.860 - 2.860)／0.833 = m3

（V0 - z - y )×ρc×(z + y)×ρ9 = V0×ρ1

∴ z = {(ρ1 - ρc)×V0 + (ρc - ρ9)×y}÷／ρ9 - ρc)

= {(1.15 - 1.151)×3.435 + (1.151 - 1.453)×*** }／(1.453 - 1.151)

= m3

= z = m3

= = m3

= z + y = m3

= = m3

***

比重調整清水

y - x  (ρo)

引 抜 泥 水： a' *** 比重調整泥水

Case8,9 の場合 非対象Case

 (V1 - V5)÷α  = ***

***

引 抜 泥 水： a' ***

余 剰 泥 水： b' ***

比重調整泥水： c' ***

比重調整清水： d' *** (ρc)

 (V1 - V5)÷α  = ***

余 剰 泥 水： b' *** x  (ρ9)

比重調整泥水： c' *** V0 - y

比重調整清水： d' ***



より、 1 の調整方法により調整する。

 ※ ここで、各水量を１本当り水量に換算する。 α=

a = = × = m3/本

b = = = m3/本

c = = × = m3/本

d = = × = m3/本

[8] 引抜泥水

土粒子重量 Wa7 =  Va7×Gs = × = t/本

水分重量 Ww7 =  Vw7 = t/本

重　量 W7 =  Wa7 + Ww7 = + = t/本

土粒子容積 Va7 =  a×ρc×Cc／Gs／100

= 0.020×1.151×21.000／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw7 =  a - Va7 = - = m3/本

容　積 V7 =  Va7 + Vw7 = + = m3/本

[9] 余剰泥水

土粒子重量 Wa8 =  Va8×Gs = × = t/本

水分重量 Ww8 =  Vw8 = t/本

重　量 W8 =  Wa8 + Ww8 = + = t/本

土粒子容積 Va8 =  b×ρc×Cc／Gs／100

= 0.000×1.151×21.000／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw8 =  b - Va8 = - = m3/本

容　積 V8 =  Va8 + Vw8 = + = m3/本

泥水比重調整ケース Case 4 Case1,4

0.833

比重調整泥水 c'×α 0.000 0.833 0.000

余 剰  泥 水 b' 0.000 0.000

引 抜  泥 水 a'×α 0.020 0.833 0.020

0.000 2.656 0.000

比重調整清水 d'×α 0.020 0.833 0.020

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000 0.020 0.020

0.000 2.656 0.000

0.020

0.000 0.020 0.020

0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 0.000 0.000



[10]比重調整泥水

土粒子重量 Wa9 =  Va9×Gs = × = t/本

水分重量 Ww9 =  Vw9 = t/本

重　量 W9 =  Wa9 + Ww9 = + = t/本

土粒子容積 Va9 =  c×ρ9×C9／Gs／100

= 0.000×1.453×50.00／2.656／100 = m3/本

水分容積 Vw9 =  c - Va9 = - = m3/本

容　積 V9 =  Va9 + Vw9 = + = m3/本

[11]比重調整清水

重　量 W10 =  V10 = t/本

容　積 V10 =  d = m3/本

[12]処理泥水

土粒子重量 Wa11 =  Wa7 + Wa8 = + = t/本

水分重量 Ww11 =  Ww7 + Ww8 = + = t/本

重　量 W11 =  Wa11 + Ww11 = + = t/本

土粒子容積 Va11 =  Va7 + Va8 = + = m3/本

水分容積 Vw11 =  Vw7 + Vw8 = + = m3/本

容　積 V11 =  Va11 + Vw11 = + = m3/本

⑫ 水過不足

水　分 (W)

 -Ww9 - W10 = - = t/本

 W12 = m3/本

0.000 0.000 0.000

0.020

0.020

P.14

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000

0.000 0.000 0.000

0.000 2.656 0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 0.020 0.020

0.000 0.020 0.020

0.000 0.000 0.000

0.000 0.000 0.000

0.020 0.000 0.020

0.000 ％
W11 0.020

重量  W12 = 0.000 0.020 -0.020

1.000
V11 0.020

重量濃度 C11 =
Wa11

×100 =
0.000

×100 =

液比重 ρ11 =
W11

=
0.020

=

容積  V12 = -0.020



一次処理
① ρ1=

② (含水比= % )

↓ ←

③ ↓ ρ3=

↓ →

↓

④ 含水比= % ⑤ ρ=

⑨ C = Wt% ↓

→ ⑥ 調整槽内比重 C= Wt%

ρ=

⑩
→ → ↓

⑫ 一次 水過不足

m3/本

↑ ← t/本

← ↓

⑦ ↓ ⑧ ↓

↓ ⑪ ρ= ↓

C = Wt%

↓

m3/本 0.259 2.603 2.862

掘削地山 24.4

① 土粒子 水 計

t/本 0.689 2.603 3.292

バランスシート

送泥水 1.150

0.018 0.045

t/本 0.761 2.621 3.382

① + ② 土粒子 水 計 m3/本 0.027

② 土粒子 水 計

排泥水 1.163 t/本 0.072 0.018 0.090

t/本 0.069 0.020 0.089 t/本 0.692 2.601

④ 土粒子 水 計 ③ - ④ 土粒子

m3/本 0.286 2.621 2.907

一次分離 29.0 オーバー泥水 1.151

比重調整泥水 50.00

⑨ 水 土粒子 計

3.293

m3/本 0.026 0.020 0.046 m3/本 0.261 2.601 2.862

水 計

3.122 3.952

1.45 m3 0.313 3.122 3.435

t/本 0.000 0.000 0.000 t 0.830

21.00

m3/本 0.000 0.000 0.000 ⑥ 土粒子 水 計

引抜泥水 余剰泥水

⑦ 土粒子 水 計 ⑧ 土粒子

m3/本 － 0.020 0.020 -0.020

-0.020

比重調整清水

⑩ 土粒子 水 計

t/本 － 0.020 0.020

0.000 0.000

処理泥水 1.000

⑦ + ⑧ 土粒子 水 計

m3/本 0.000 0.020 0.020 m3/本 0.000

水 計

t/本 0.000 0.020 0.020 t/本 0.000 0.000 0.000

0.00

バキューム車処理

t/本 0.000 0.020 0.020

m3/本 0.000 0.020 0.020



[5] 泥水処理装置の決定

5-1  一次処理機

一次処理機の規格は、排泥流量 [V3] と一次分離砂礫量（処理乾燥量）[Wa4] とにより決定する

排泥流量に対し、

一次分離砂礫量に対し、

ここに、 V3： = m3/本

Wa4： = t/本

S ： = m/min

L ： = m/本

よって、一次処理機の規格は、下表より次の通りとする。

処理水量 =

処理乾燥砂量 =

一次処理機規格

t/hr

t/hr

t/hr

t/hr

t/hr

5-2 調整槽

調整槽容量は、10分間に送泥水量の1.5倍 [V0] を満足するものとする。

V0 = m3

よって、調整槽規格は下表より次の通りとする。

V = m3 （撹拌機付水槽）

撹拌機付水槽

10 m3 kW

15 m3 kW

20 m3 kW

25 m3 kW

30 m3 kW

35 m3 kW

V3×
S

= 2.907×
0.08

= 0.233

掘進速度 0.080

掘進管長 1.00

0.5 m3/min

t/hr
L 1.00

排泥流量 2.907

一次分離砂礫量 0.069

m3/min
L 1.00

Wa4×
S×60

= 0.069×
0.080×60

= 3.312

1.0 m3/min 20.0

2.0 m3/min 30.0

10.0 t/hr

処理水量 処理乾砂量

0.5 m3/min 10.0

φ2000×3500 2.20 1.97

φ2300×4000 3.70 2.62

3.435

10.0

容　量 標準寸法 撹拌機出力 重量 (t)

4.0 m3/min 40.0

6.0 m3/min 50.0

φ3000×4700 7.50 4.12

φ3150×4900 7.50 4.52

φ2500×4500 5.50 3.16

φ2800×4500 5.50 3.64



5-3 沈殿槽

掘進１日当りに発生する処理泥水量 [V11]×n を満足するものをN台で使用するものとする。

１日当たり処理泥水量

V = = =

ここに、 V11： 処理泥水量 = m3/本

n ： １日当り施工本数 = 本/日

沈殿槽を 1 台 使用する場合の規格は下表より次の通りとする。

沈殿槽１台当り必要量 = ÷ 1 =

沈殿槽規格 m3  × 1 台 （水槽）

水槽規格

10 m3

15 m3

20 m3

25 m3

30 m3

35 m3

5-4 清水槽

清水槽容量は、比重調整用清水投入量 [V10] を満足するものとする。

比重調整清水量 V10 = m3/本

よって、清水槽の規格は前の水槽規格より次の通りとする。

V = m3 （水槽）

5-5 粘土槽

粘土槽容量は、比重調整用泥水投入量 [V9] を満足するものとする。

比重調整泥水量 V9 = m3/本

よって、作泥槽の規格は下表より次の通りとする。

V = m3 （作泥槽） 作泥槽は不要である

粘土槽規格

3 m3 kW

5 m3 kW

容　量 標準寸法 重量 (t)

V11×n 0.020×8.20 0.16 m3/日

0.020

5.00×2.40×2.40 3.34

5.80×2.40×2.40 3.75

6.70×2.40×2.40 4.23

4.80×1.50×1.50 1.83

5.00×1.80×1.80 2.36

5.00×2.10×2.10 2.84

8.20

0.16 0.16 m3/台

10.0

3.70 1.10

7.50 1.50

0.020

10.0

0.000

―    

容　量 撹拌機出力 重量 (t)



5-6 ＣＭＣ槽

ＣＭＣ槽の容量は、V = m3 （溶解槽）を標準とする。

溶解槽（CMC槽）規格

3 m3 kW

容　量 撹拌機出力 重量 (t)

2.20 0.70

3.0



2．（起債事業）数量計算書



開削（1工区）

(1/2)
起債事業

工種 種別 細別 設計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量

管きょ工(φ150㎜) 区間延長 m 75.0 75.0

管路土工

管路掘削 機械施工0.28m3 m3 69.7 70 0+69.7

管路埋戻 機械施工0.28m3 m3 61.1 60 0+61.1
現場～仮置き場

発生土運搬 m3 69.7 70
現場～仮置き場

埋戻土運搬 積込（ルーズ） m3 64.3 60 61.1/0.95
下水道センター 69.7-(61.1+

発生土処理 運搬距離7.1km m3 4.5 5 0.8+0)/0.95

管路掘削 人力施工 m3

管路埋戻 人力施工 m3
下水道センター

発生土処理 運搬距離　　　km m3

管布設工

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管 φ150㎜ m 73.2 73

可とう継手 φ150㎜ 箇所 2 2

曲管 φ150㎜ 個

鏡切り φ150㎜ 箇所 0.8m/箇所

管基礎工

砂基礎 幅600㎜ m 73.2 73 素掘 0.8 m3

幅900㎜ m

幅550㎜ m

数量総括表

規　　格 単位 摘　　要



開削（1工区）

(2/2)
起債事業

工種 種別 細別 設計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量

管路土留工

建込み簡易土留 掘削深　2.0m以下 m

建込み簡易土留賃料 日 整備費別途

地下水低下工

ウェルポイント 間隔4.0m　打ち込み深さ2.6m m 75.0 75

ウェルポイント設置・撤去 本 19 19

ポンプ据付・撤去 箇所 1 1

ウェルポイント運転 日 5 5

ウェルポイント損料 日 8 8

規　　格 単位 摘　　要

数量総括表



開削（1工区）

(1/1)
起債事業

工種 種別 細別 設計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量

マンホール工

小型マンホール工

小型マンホール(塩ビ製) 平均マンホール深　1.2　m 箇所 2 2

防護蓋(台座込) φ300㎜　車道用(T-8) 組

φ300㎜　車道用(T-14) 組 2 2

φ300㎜　車道用(T-14 除雪対応) 組

φ300㎜　車道用(T-25 除雪対応) 組

防護蓋基礎 RCC-40　t=20㎝ 箇所 2 2 砕石0.4m2/箇所
深さ2m以下

小型マンホール設置 起点及び中間形式　本管φ150㎜～φ200㎜ 箇所 2 2
深さ2m超え3.0m以下
起点及び中間形式　本管φ150㎜～φ200㎜ 箇所
深さ2m以下
底部会合形式　本管φ150㎜～φ200㎜ 箇所
深さ2m超え3.0m以下
底部会合形式　本管φ150㎜～φ200㎜ 箇所

規　　格 単位 摘　　要

数量総括表



開削（1工区）

(1/2)
起債事業

工種 種別 細別 設計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量

取付管及びます工

管路土工

管路掘削 機械施工0.13m3 m3 10.9 10

管路埋戻 機械施工0.13m3 m3 9.1 9
現場～仮置き場

発生土運搬 m3 10.9 10
仮置き場～現場

埋戻土運搬 積込（ルーズ） m3 9.6 10 9.1/0.95
下水道センター

発生土処理 運搬距離7.1km m3 1.3 1 10.9-9.1/0.95

管路掘削 人力施工 m3

管路埋戻 人力施工 m3
下水道センター

発生土処理 運搬距離　　km m3

ます設置工

ます φ200㎜　塩ビ製蓋 箇所 2 2 深さ1.5m以下

φ200㎜　鋳鉄製蓋 箇所 4 4 深さ1.5m以下
砕石0.3m2/箇所

φ200㎜　防護蓋(簡易型T-8) 箇所 深さ1.5m以下

φ300㎜　塩ビ製蓋 箇所 深さ2.0m以下
砕石0.4m2/箇所

φ300㎜　防護蓋(簡易型T-8) 箇所 深さ2.0m以下

取付管布設工
3m未満 平均

取付管 硬質塩化ビニル管　　φ100㎜ 箇所 L=　　m
3mを超え5m未満 平均
硬質塩化ビニル管　　φ100㎜ 箇所 6 6 L=　3.23　m
5mを超え12m未満 平均
硬質塩化ビニル管　　φ100㎜ 箇所 L=　　m
3mを超え5m未満 平均
硬質塩化ビニル管　　φ150㎜ 箇所 L=　　m

規　　格 単位 摘　　要

数量総括表



開削（1工区）

(2/2)
起債事業

工種 種別 細別 設計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量

管路土留工

軽量鋼矢板建込土留 L=2.0m m

軽量鋼矢板建込土留賃料 L=2.0m 日 整備費含む

軽量土留支保工設置撤去 1段　ねじ式パイプサポート m

軽量土留支保工賃料 1段　ねじ式パイプサポート 日 基本料含む

数量総括表

規　　格 単位 摘　　要



開削（1工区）

(1/1)
起債事業

工種 種別 細別 設計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量

付帯工

舗装撤去工

舗装版切断 厚さ15㎝以下 m 179.4 180

舗装版破砕 厚さ15㎝以下 m2 460.1 460

殻運搬処分 As殻　運搬距離　8.9km m3 17.7 18 41.6 t

舗装版破砕(小規模) 厚さ5㎝以下 m2 72.6 73

殻運搬処分(小規模) As殻　運搬距離　　　km m3 2.9 3 6.8 t

殻運搬処分(路面切削) As殻　運搬距離　　　km m3 　　t

舗装復旧工(車道4-10)

不陸整正 粒度調整砕石M-30　補足材3㎝ m2 460.1 460

表層 再生密粒度アスコン　t=4㎝　1.4m以上 m2 460.1 460

舗装仮復旧工(車道4-10)

路盤 粒度調整砕石M-30　t=11(10)㎝ m2 72.6 73

表層 再生粗粒度アスコン　t=3㎝　1.4m未満 m2 72.6 73

区画線工 溶融式区画線 中央線・路側線　白色　実線　幅15㎝ m 53.0 53

カラー塗装工 加熱式　緑色　歩行者帯W=30cm m2 15.9 16

数量総括表

規　　格 単位 摘　　要



開削（1工区）

(1/1)
起債事業

工種 種別 細別 設計 積算
レベル2 レベル3 レベル4 数量 数量

仮設工

安全費

交通誘導警備員Ａ 交代要員あり 人 　　名配置
13日×2名配置

交通誘導警備員Ｂ 交代要員あり 人 39 39 +交代要員

間接工事費

運搬費

仮設材運搬(搬入・搬出) 建込み簡易土留　1.5型　運搬距離20km以内 t

仮設材運搬(搬入・搬出) 建込み簡易土留　2.0型　運搬距離20km以内 t

仮設材運搬(搬入・搬出) 軽量鋼矢板Ⅱ型　運搬距離20km以内 t

路面切削機の貨物運搬 片道運搬距離　　km　往復運搬 回

数量総括表

規　　格 単位 摘　　要



数量計算書

　本管材料(φ150mm) 起債事業

区間距離 人孔番号 人孔種別 管布設延長 曲管 可とう継手 鏡切り
① 上流 上流 ②内径 ③壁厚 ④=①-②-③ ⑤ ⑥ ⑦
ｍ 下流 下流 ｍ ｍ ｍ 個 個 箇所

種別 名　称 内径/2 壁厚
0 0号人孔 0.375 0.075
1 １号人孔 0.450 0.075
2 ２号人孔 0.600 0.100
3 塩ビ人孔(起点) 0.290

61 No.24 3 0.290 0.000 4 塩ビ人孔(上流) 0.190

ghpa 素掘り 38.00 No.25 1 0.450 0.075 37.185 1 5 塩ビ人孔(下流) 0.290

61 No.26 3 0.290 0.000 6 ﾚｼﾞﾝ人孔(上流) 0.245

ghqa 素掘り 37.00 No.27 2 0.600 0.100 36.010 1 7 ﾚｼﾞﾝ人孔(下流) 0.225
8 自在曲管 0.000

ha当り時間最大汚水量(原単位)
0.000162 m3/秒・ha

交付金対象となる下水排除量(日最大)
3 m3/日

交付金対象となる上流側面積
0.22 ha

合計 75.00 73.195 0 2

人孔控除
路線
番号

摘　要
作業
種別



数量計算書

　本管土工(φ150mm) 素堀施工 起債事業
(単位:m)

ﾏﾝﾎｰﾙ番号 本管土被り 掘削延長 掘削深 埋戻深 掘削土量 埋戻土量 管布設延長 砂基礎

路線名 上流 上流 平均土被り 管径 平均深さ 掘削時① 埋戻時② (上幅) 平均幅 (上幅) 平均幅 (Ｃ-①) (Ｃ-②) (W1×H×L) (W2×H´-0.03)×L (0.01×Ｌ´)
下流 下流 Ａ Ｂ Ｃ=Ａ+Ｂ Ｌ (As) (As+路盤) (下幅) Ｗ1 (下幅) Ｗ2 Ｈ Ｈ´ Ｄ Ｅ Ｌ´ Ｆ

61 No.24 1.16 0.87 0.85
ghpa 38.00 No.25 1.30 1.230 0.165 1.395 38.00 0.04 0.14 0.60 0.74 0.60 0.73 1.355 1.255 38.1 33.7 37.185 0.4
61 No.26 1.00 0.84 0.82

ghqa 37.00 No.27 1.12 1.060 0.165 1.225 37.00 0.04 0.14 0.60 0.72 0.60 0.71 1.185 1.085 31.6 27.4 36.010 0.4

合計 75.00 75.00 69.7 61.1 73.20 0.8

　　管控除体積 π/4×0.1652＝ 0.02m3/ｍ

　　砂基礎体積 0.60×0.024-(π/4×0.1652/4-0.083×0.083×1/2)＝0.012ｍ3/ｍ

区間
延長

平均掘削深 舗装厚 掘削幅 埋戻幅



数量計算書

　小型塩ビ製マンホール(φ300㎜) 起債事業

流入管

管径 管底高 管径

T-14 T-14 T-25

m m ㎜ m ㎜ 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 組 組 組

61

ghpa No.24 2.71 1.320 150 1.390 100 1 1

61 100

ghqa No.26 2.69 1.160 150 1.530 100 1 1

(起・中) 平均深

小計 1.240 1 1 2

(合流) 平均深

小計

平均深

1.240 1 1 2

合流

摘　要

防護鉄蓋
(除雪)

蓋設置工

防護鉄蓋

　90°
90°

合流

中間点

　45° 　90°

インバート桝(ゴム輪受口)

15°ST
合流 合流

75°60°45°30° 90°

起点

左右

合計

マ
ン
ホ
ー
ル
深

地
盤
高

流出管

路
線
番
号

マ
ン
ホ
ー
ル
番
号

防護鉄蓋
(除雪)



数量計算書

　汚水桝(φ200㎜)　取付管(φ100㎜) 起債事業

平均掘削深

桝 本管※1 本管※2

① ② ② (①+②)/2
m 個 個 m m m m m 個 個 個

平均 平均
小　計

82
若松司 1.00 1 3.40 1.00 1.03 1.02 素掘 1

81
藤中誠也 1.00 1 3.40 1.00 1.03 1.02 素掘 1

平均 平均
小　計 2 6.80 1.00 1.02 2

2 6.80 2
※1　本管位置で取付管の立ち上げあり(取付管勾配が一定である場合)　→　本管位置の掘削深は、｢桝掘削深+取付管延長×1%｣で算出する。
※2　本管位置で取付管の立ち上げあり(取付管勾配が一定でない場合)　→　本管位置の掘削深は、｢横断図からプロットした深さ｣とする。
※3  道路内の取付管深さが素掘りでよいにもかかわらず、宅地の地盤高が高いために、宅地側の桝掘削深さと本管側の掘削深を平均すると、土留め施工になってしまう場合がある。
　　　宅地側の地盤高が高く、土留めになってしまう場合、桝掘削深さ①の値は、宅地側から算出した桝掘削深さから地盤の高低差を差し引いた値とする。
　　　ただし、地盤の高低差がある場合でも、取付管の作業区分が変わらなければ、高低差を考慮する必要はないものとする。

合　計

蓋形状

摘　要横型 縦型 塩ビ 鋳鉄 防護

61
ghpa

左

右

路線
番号

位置 名　前
桝深

ｲﾝﾊﾞｰﾄ形状
取付管
延　長

掘削深

作業区分
※3

takeshi-hayashibara
テキストボックス

takeshi-hayashibara
テキストボックス



数量計算書

　汚水桝(φ200㎜)　取付管(φ100㎜) 起債事業

平均掘削深

桝 本管※1 本管※2

① ② ② (①+②)/2
m 個 個 m m m m m 個 個 個

87
栢木君江 0.80 1 3.30 0.80 0.83 0.82 素掘 1

86
松尾好行 0.80 1 3.30 0.80 0.83 0.82 素掘 1

85
浜村謙二 0.80 1 3.30 0.80 0.83 0.82 素掘 1

平均 平均
小　計 3 9.90 0.80 0.82 2 1

84
柏木栄美 1.00 1 2.70 1.00 1.03 1.01 素掘 1

平均 平均
小　計 1 2.70 1.00 1.01 1

4 12.60 2 2

取付平均

6 19.40 3.23 2 4総　　　合　　　計

合　計

蓋形状

摘　要横型 縦型 塩ビ 鋳鉄 防護

61
ghqa

左

右

路線
番号

位置 名　前
桝深

ｲﾝﾊﾞｰﾄ形状
取付管
延　長

掘削深

作業区分
※3

takeshi-hayashibara
テキストボックス

takeshi-hayashibara
テキストボックス

takeshi-hayashibara
テキストボックス

takeshi-hayashibara
テキストボックス



数量計算書

取付管土工(φ100㎜) 起債事業

素堀
桝径

(単位：m)
※ ※ ※

取付管 取 付 管 平　均 ①As計 ③舗装計 掘削深 埋戻深 上面幅 上面幅 掘削 埋戻 ※ 桝控除 摘要
総延長 平均延長 掘削深 t1 t2 H1 H2 W1 平均幅 W4 平均幅 V1 V2 平均 V3

②路盤計 下面幅 W3 下面幅 W6 桝深
N L H ①+② H-t1 H-t2 W2 W5 H1*W3*L*N ((H2*W6-0.01)*L*N)-V3 H3 0.04*H3*N

左
0.04 0.75 0.73

右 6.80 2 3.40 1.02 0.10 0.14 0.98 0.88 0.55 0.65 0.55 0.64 4.3 3.7 1.00 0.08
0.04 0.71 0.69

左 9.90 3 3.30 0.82 0.10 0.14 0.78 0.68 0.55 0.63 0.55 0.62 4.9 4.0 0.80 0.10
0.04 0.74 0.72

右 2.70 1 2.70 1.01 0.10 0.14 0.97 0.87 0.55 0.65 0.55 0.64 1.7 1.4 1.00 0.04
平均延長 平均掘削深

19.40 6 3.20 0.92 10.9 9.1

管控除 (m2/m) 桝控除 (m3/m)
管径 管外径 控除面積 管径
100 0.114 0.010 200
150 0.165 0.021 300
200 0.216 0.037

0.04
0.08

合計

控除面積

 61ghpa

 61ghqa

掘削幅 埋戻幅 土　工
路線

位置 箇所数
番号

勾配　1：0.1
φ200㎜

舗装構成 土工深



数量集計表

　舗装撤去工 直接掘削 起債事業

区間
3cm 4cm 5cm 10cm 3㎝

舗装構成 路線番号 歩道 車道 車道 車道 交差点 歩道 交差点 車道 交差点 車道 交差点 車道 交差点 仮舗装 車道 交差点 As As 摘 要

m3 m3

No.24
61ghpa No.25 87.17 95.3 36.1 36.1 4.9 1.4

No.26
61ghqa No.27 92.20 95.7 36.5 36.5 4.9 1.5

小　計 179.37 191.0 72.6 72.6

合　計 9.8 2.9
※　舗装剥ぎとりの交差点部は、別紙図面を参照すること。

72.6

殻処分
(小規模)

上流

下流

t≦15㎝

4cm 5cm 10cm

4-10

179.4

殻処分
舗装版破砕

10cm以下
m2

舗装切断

15cm以下
m

舗装版破砕（小規模）

4cm

5cm以下
ｍ２

t≦10㎝
263.6

3cm



数量集計表

　舗装復旧工 4-10 舗装打ち換え 起債事業
(単位：m2)

区間
上層路盤 表層 路盤鋤取り

路線番号 車道 交差点 1.4m以上 交差点 1.4m未満 交差点 摘 　要
11cm 3cm
M-30 再生粗粒度 m3

No.24
61ghpa No.25 36.10 36.10 131.40 131.40 0.4

No.26
61ghqa No.27 36.50 36.50 132.20 132.20 0.4

小　計 263.60 263.60

合　計 72.60 72.60 0.8 補足材厚さ(整数止め四捨五入)=3㎝(標準)-(路盤鋤取り土量)/(舗装本復旧面積-路盤仮復旧面積)

※　本復旧の交差点部は、別紙図面を参照すること。

※　本復旧施工幅は、車道幅員を原則として考えるが、施工幅員が1.4m以上でも、施工範囲が点在し小規模であれば、現場状況を考慮して1.4m未満として計上すること。

263.60 263.60

仮復旧 本復旧

上流
不陸整正 表層 表層

再生密粒度
下流

補足材3cm 4cm 4cm
M-30 再生密粒度



数量計算書

　舗装撤去復旧工 4 - 10 起債事業

61ghpa
No. 24 ～ No. 25 ｍ 1 カッター切断

No. 24 ～ No. 25 ｍ L= × 2 ＋ ＝ m
左 L= × 2 × 0 ヵ所 ＝ m

箇所 箇所 右 L= × 2 × 2 ヵ所 ＝ m
ｍ ｍ 計 ＝ m
ｍ ｍ 2 舗装取壊し

① 仮復旧
箇所 箇所

ｍ ｍ ×
ｍ ｍ 左 ＋ × × 0 ヵ所

右 ＋ × × 2 ヵ所 ＝ m2

② 現況舗装

×
左 ＋ × × ヵ所
右 ＋ × × ヵ所 ＝ m2

3 Ａｓ殻処分
V= × ＋ × ＝ m3

1 仮舗装

×
左 ＋ × × 0 ヵ所
右 ＋ × × 2 ヵ所 ＝ m2

2 上層路盤 仮舗装面積と同じ ＝ m2

1 本舗装

×
左 ＋ × × 0 ヵ所
右 ＋ × × 2 ヵ所 ＝ m2

2 不陸整正 本舗装面積と同じ ＝ m2

3 路盤鋤取り × 補足材へ流用 ＝ m30.4

本　管 39.00 3.37
取付管 0.00 0.00 (素掘・土留)

0.00 0.00 (素掘・土留)

(素掘・土留)

4㎝ 3㎝
10㎝ 11㎝

36.1

131.4

3cm (M-30) 131.4

36.1

舗装仮復旧

131.4

6.3

(素掘・土留)

36.1 0.03 131.4 0.04

1.49 1.88
舗装本復旧

1.06 0.87 1.45 4cm (表層：再生密粒度As)
0.96 0.10 0.10 1.35

掘削部

本復旧 仮復旧 36.1 0.01

(素掘・土留)

3.37 全面打換え
11cm (M-30) 36.1

10㎝ 取付管 1.06 0.00 (素掘・土留)
復旧工 1.45 0.75 (素掘・土留)

本　管 39.00 3.37
0.955 0.10 0.87 0.10 1.345 取付管

掘削部 3cm (再生粗粒度As)
現況
4㎝ 本　管 39.00 0.87

撤去工 1.45 0.75
3.37 全面打換え

4cm

0.87
本舗装 本舗装 取付管 1.06 0.00

1.49 1.88

復旧幅
仮舗装

復旧幅
仮舗装 0.75 87.17

本舗装 本舗装

(素掘・土留)

左側取付管　(土留) 右側取付管　(土留) 3ｃｍ
設 　置 　数 設 　置 　数

復旧幅
仮舗装

復旧幅
仮舗装 本　管 39.00

38.00

3.37 81.37
左側取付管　(素堀) 右側取付管　(素堀) 取付管 1.06 0.00

設 　置 　数 設 　置 　数 2 1.45 5.80

4cm
(起点+1.0m)

復旧区間 復旧延長 39.00 本　管 39.00

市道

舗装撤去工
路線区間 路線延長



数量計算書

　舗装撤去復旧工 4 - 10 起債事業

61ghqa
No. 26 ～ No. 27 ｍ 1 カッター切断

No. 26 ～ No. 27 ｍ L= × 2 ＋ ＝ m
左 L= × 2 × 3 ヵ所 ＝ m

箇所 箇所 右 L= × 2 × 1 ヵ所 ＝ m
ｍ ｍ 計 ＝ m
ｍ ｍ 2 舗装取壊し

① 仮復旧
箇所 箇所

ｍ ｍ ×
ｍ ｍ 左 ＋ × × 3 ヵ所

右 ＋ × × 1 ヵ所 ＝ m2

② 現況舗装

×
左 ＋ × × ヵ所
右 ＋ × × ヵ所 ＝ m2

3 Ａｓ殻処分
V= × ＋ × ＝ m3

1 仮舗装

×
左 ＋ × × 3 ヵ所
右 ＋ × × 1 ヵ所 ＝ m2

2 上層路盤 仮舗装面積と同じ ＝ m2

1 本舗装

×
左 ＋ × × 3 ヵ所
右 ＋ × × 1 ヵ所 ＝ m2

2 不陸整正 本舗装面積と同じ ＝ m2

3 路盤鋤取り × 補足材へ流用 ＝ m3

市道

舗装撤去工
路線区間 路線延長 37.00 4cm

(起点+1.0m)

1.56

復旧幅
仮舗装 0.71

復旧幅
仮舗装 0.74 92.20

本舗装 本舗装

復旧区間 復旧延長 38.00 本　管 38.00 3.48 79.48
左側取付管　(素堀) 右側取付管　(素堀) 取付管 1.86 11.16

左側取付管　(土留) 右側取付管　(土留) 3ｃｍ
設 　置 　数 設 　置 　数

復旧幅
仮舗装

復旧幅
仮舗装 本　管 38.00

設 　置 　数 3 設 　置 　数 1 0.78

撤去工 0.78 0.74 (素掘・土留) 36.5
3.48 全面打換え

4cm

0.84
本舗装 本舗装 取付管 1.86 0.71 (素掘・土留)

(素掘・土留)
(素掘・土留) 132.2

36.5 0.03 132.2 0.04 6.4

2.28 1.20
本　管 38.00 3.48

1.760 0.10 0.84 0.10 0.680 取付管

10㎝ 取付管 1.86 0.71 (素掘・土留)
復旧工 0.78 0.74 (素掘・土留)

舗装仮復旧
掘削部 3cm (再生粗粒度As)

現況
4㎝ 本　管 38.00 0.84

2.28 1.20
舗装本復旧

1.86 0.84 0.78 4cm (表層：再生密粒度As)
1.76 0.10 0.10 0.68

36.5
3.48 全面打換え

11cm (M-30) 36.5

132.2

3cm (M-30) 132.2
掘削部

本復旧 仮復旧 36.5 0.01 0.4

本　管 38.00 3.48
取付管 0.00 0.00 (素掘・土留)

0.00 0.00 (素掘・土留)

4㎝ 3㎝
10㎝ 11㎝



数量計算書

　舗装撤去復旧工 4 - 10 起債事業

交差点東側
No. 47 ～ No. 36 ｍ 1 カッター切断

No. 47 ～ No. 36 ｍ L= × 2 ＋ ＝ m
左 L= × 2 × 0 ヵ所 ＝ m

箇所 箇所 右 L= × 2 × 0 ヵ所 ＝ m
ｍ ｍ 計 ＝ m
ｍ ｍ 2 舗装取壊し

① 仮復旧
箇所 箇所

ｍ ｍ ×
ｍ ｍ 左 ＋ × × 0 ヵ所

右 ＋ × × 0 ヵ所 ＝ m2

② 現況舗装

×
左 ＋ × × ヵ所
右 ＋ × × ヵ所 ＝ m2

3 Ａｓ殻処分
V= × ＋ × ＝ m3

1 仮舗装

×
左 ＋ × × 0 ヵ所
右 ＋ × × 0 ヵ所 ＝ m2

2 上層路盤 仮舗装面積と同じ ＝ m2

1 本舗装

×
左 ＋ × × 0 ヵ所
右 ＋ × × 0 ヵ所 ＝ m2

2 不陸整正 本舗装面積と同じ ＝ m2

3 路盤鋤取り × 補足材へ流用 ＝ m3
4㎝ 3㎝
10㎝ 11㎝

掘削部

本復旧 仮復旧 0.0 0.01 0.0

(素掘・土留)
0.00 0.00 (素掘・土留) 42.2

3cm (M-30) 42.2

本　管 12.00 3.52
取付管 0.00 0.00

2.33 0.000 1.19 4cm (表層：再生密粒度As)
2.230 0.100 0.100 1.090

11cm (M-30) 0.0
2.33 1.19

舗装本復旧

0.0
3.52 全面打換え

10㎝ 取付管 2.33 0.00 (素掘・土留)
復旧工 1.19 0.00 (素掘・土留)

舗装仮復旧
掘削部 3cm (再生粗粒度As)

現況
4㎝ 本　管 0.00

42.2

0.0 0.03 42.2 0.04 1.7

(素掘・土留)
(素掘・土留)

2.230 0.100 0.000 0.100 1.090 取付管

2.33 1.19
本　管 12.00 3.52

3.52 全面打換え
4cm

(素掘・土留)
撤去工 1.19 0.00 (素掘・土留) 0.0

本　管 12.00
本舗装 本舗装 取付管 2.33 0.00

設 　置 　数 設 　置 　数

復旧幅
仮舗装

復旧幅
仮舗装

本舗装
左側取付管　(土留) 右側取付管　(土留) 3ｃｍ

0.00

復旧幅
仮舗装

復旧幅
仮舗装 0.00

本舗装

設 　置 　数 設 　置 　数 1.19

0.00
左側取付管　(素堀) 右側取付管　(素堀) 取付管 2.33 0.00

4cm
(起点+1.0m)

復旧区間 復旧延長 12.00 本　管

舗装撤去工
路線区間 路線延長 12.00

市道



数量計算書

　舗装撤去復旧工 4 - 10 基幹事業

交差点西側
No. 48 ～ No. 36 ｍ 1 カッター切断

No. 48 ～ No. 36 ｍ L= × 2 ＋ ＝ m
左 L= × 2 × 0 ヵ所 ＝ m

箇所 箇所 右 L= × 2 × 0 ヵ所 ＝ m
ｍ ｍ 計 ＝ m
ｍ ｍ 2 舗装取壊し

① 仮復旧
箇所 箇所

ｍ ｍ ×
ｍ ｍ 左 ＋ × × 0 ヵ所

右 ＋ × × 0 ヵ所 ＝ m2

② 現況舗装

×
左 ＋ × × ヵ所
右 ＋ × × ヵ所 ＝ m2

3 Ａｓ殻処分
V= × ＋ × ＝ m3

1 仮舗装

×
左 ＋ × × 0 ヵ所
右 ＋ × × 0 ヵ所 ＝ m2

2 上層路盤 仮舗装面積と同じ ＝ m2

1 本舗装

×
左 ＋ × × 0 ヵ所
右 ＋ × × 0 ヵ所 ＝ m2

2 不陸整正 本舗装面積と同じ ＝ m2

3 路盤鋤取り × 補足材へ流用 ＝ m3
4㎝ 3㎝
10㎝ 11㎝

掘削部

本復旧 仮復旧 0.0 0.01 0.0

(素掘・土留)
0.00 0.00 (素掘・土留) 77.3

3cm (M-30) 77.3

本　管 21.00 3.68
取付管 0.00 0.00

1.25 0.00 2.43 4cm (表層：再生密粒度As)
1.15 0.10 0.10 2.33

11cm (M-30) 0.0
1.25 2.43

舗装本復旧

0.0
3.68 全面打換え

10㎝ 取付管 1.25 0.00 (素掘・土留)
復旧工 2.43 0.00 (素掘・土留)

舗装仮復旧
掘削部 3cm (再生粗粒度As)

現況
4㎝ 本　管 21.00 0.00

77.3

0.0 0.03 77.3 0.04 3.1

(素掘・土留)
(素掘・土留)

1.15 0.10 0.00 0.10 2.33 取付管

1.25 2.43
本　管 21.00 3.68

3.68 全面打換え
4cm

(素掘・土留)
撤去工 2.43 0.00 (素掘・土留) 0.0

本　管 21.00
本舗装 本舗装 取付管 1.25 0.00

設 　置 　数 設 　置 　数

復旧幅
仮舗装

復旧幅
仮舗装

本舗装
左側取付管　(土留) 右側取付管　(土留) 3ｃｍ

0.00

復旧幅
仮舗装

復旧幅
仮舗装 0.00

本舗装

設 　置 　数 設 　置 　数 2.43

0.00
左側取付管　(素堀) 右側取付管　(素堀) 取付管 1.25 0.00

4cm
(起点+1.0m)

復旧区間 復旧延長 21.00 本　管

舗装撤去工
路線区間 路線延長 21.00

市道



数量計算書

　舗装撤去復旧工 4 - 10 基幹事業

橋梁横断部
No. 50 ～ No. 40 ｍ 1 カッター切断

No. 50 ～ No. 40 ｍ L= × 2 ＋ ＝ m
左 L= × 2 × 0 ヵ所 ＝ m

箇所 箇所 右 L= × 2 × 0 ヵ所 ＝ m
ｍ ｍ 計 ＝ m
ｍ ｍ 2 舗装取壊し

① 仮復旧
箇所 箇所

ｍ ｍ ×
ｍ ｍ 左 ＋ × × 0 ヵ所 + × ×

右 ＋ × × 0 ヵ所 ＝ m2

② 現況舗装

×
左 ＋ × × ヵ所
右 ＋ × × ヵ所 ＝ m2

3 Ａｓ殻処分
V= × ＋ × ＝ m3

1 仮舗装

×
左 ＋ × × 0 ヵ所
右 ＋ × × 0 ヵ所 ＝ m2

2 上層路盤 仮舗装面積と同じ ＝ m2

1 本舗装

×
左 ＋ × × 0 ヵ所
右 ＋ × × 0 ヵ所 ＝ m2

2 不陸整正 本舗装面積と同じ ＝ m2

3 路盤鋤取り × 補足材へ流用 ＝ m3
4㎝ 3㎝
10㎝ 11㎝

掘削部

本復旧 仮復旧 0.0 0.01 0.0

(素掘・土留)
0.00 0.00 (素掘・土留) 77.0

3cm (M-30) 77.0

本　管 20.00 3.85
取付管 0.00 0.00

1.27 0.00 2.58 4cm (表層：再生密粒度As)
1.17 0.10 0.10 2.48

11cm (M-30) 0.0
1.27 2.58

舗装本復旧

0.0
3.85 全面打換え

10㎝ 取付管 1.27 0.00 (素掘・土留)
復旧工 2.58 0.00 (素掘・土留)

掘削部 3cm (再生粗粒度As)
現況
4㎝ 本　管 20.00 0.00

0.0 0.03 77.0 0.04 3.1

舗装仮復旧

(素掘・土留)
(素掘・土留) 77.0

本　管 20.00 3.85
1.17 0.10 0.00 0.10 2.48 取付管

0.0
3.85 全面打換え

4cm
1.27 2.58

撤去工 2.58 0.00 (素掘・土留)

本　管 20.00
本舗装 本舗装 取付管 1.27 0.00

設 　置 　数 設 　置 　数

復旧幅
仮舗装

復旧幅
仮舗装

本舗装
左側取付管　(土留) 右側取付管　(土留) 3ｃｍ

0.00

復旧幅
仮舗装

復旧幅
仮舗装 0.00

本舗装

設 　置 　数 設 　置 　数 2.58

0.00
左側取付管　(素堀) 右側取付管　(素堀) 取付管 1.27 0.00

4cm
(起点+1.0m)

復旧区間 復旧延長 20.00 本　管

舗装撤去工
路線区間 路線延長 20.00

市道



数量計算書

　区画線工 基幹事業
(単位：m)

実線　(白) 薄層カラー 実線　(白) 実線　(黄) 破線　(白) 停止線 横断歩道 止まれ ◇ 30 ↑ 大型 実線　(白) 破線　(白)
路線番号 舗装 (黄) (白) (白) 摘　　要

ｍ ｍ2 18.57 16.51 19.34 6.25 19.34
幅15㎝ 幅30㎝ 幅20㎝ 幅20㎝ 幅15㎝ 幅30㎝ 幅45㎝ 幅15㎝換算 幅15㎝換算 幅15㎝換算 幅15㎝換算 幅15㎝換算 幅15㎝ 幅15㎝

交差点東側 12.00 3.60

交差点西側 21.00 6.30

橋梁横断部 20.00 6.00

合　計 53.00 15.90

溶融式 ペイント式
文字・記号



【 積 算 資 料 】



積 算 資 料

（ 基 幹 ： 開 削 ）



（ 1 工 区 ）



種　別 名　称 細別・規格 単位 数量 摘　　要

管路土留工 建込簡易土留賃料 H=2.0型　平均掘削深2.0m以下 日 15 本管φ150

建込簡易土留賃料 H=2.0型　平均掘削深2.0m以下 日 4 本管φ200

LSP-Ⅱ型　H=2.0m　平均掘削深2.0m以下

軽量鋼矢板賃料 1セット4.20m(0.79t) 使用回数：23回 日 取付管φ100　　φ150から転用

LSP-Ⅱ型　H=2.0m　平均掘削深2.0m以下

軽量鋼矢板賃料 1セット6.00m(1.13t) 使用回数：1回 日 取付管φ150

管埋設工事用　平均掘削深2.0m以下(1段設置)

鋼製切梁材賃料 調整長600～1000㎜：4本 日 取付管φ100、φ150

管埋設工事用　平均掘削深3.5m以下(2段設置)

鋼製切梁材賃料 調整長600～1000㎜：8本 日

管埋設工事用　平均掘削深2.0m以下(1段設置)

アルミ腹起し材賃料 幅70～80㎜,高115～130㎜：8本（2ｍ） 日 取付管φ100

管埋設工事用　平均掘削深2.0m以下(1段設置)

アルミ腹起し材賃料 幅70～80㎜,高115～130㎜：8本（3ｍ） 日 取付管φ150

ウェルポイント工 ウェルポイント設置・撤去 本 27 本管φ150

ポンプ設置・撤去 組 2 本管φ150　　110/60ｍ

運転管理日数 日 11 本管φ150

損料日数 日 17 本管φ150

ウェルポイント設置・撤去 本 10 本管φ200

ポンプ設置・撤去 組 1 本管φ200　　39.1/60ｍ

運転管理日数 日 5 本管φ200

損料日数 日 10 本管φ200

交通誘導警備員 交通誘導警備員Ａ 人  0日×1人配置

交通誘導警備員Ｂ 人 96  32日×2人配置+交代要員

総　括　表



ｍ 110.0

ｍ 110.0

回 ② ÷ 30 ｍ 3.7

カ所 × 0.20
カ所 × 0.25
カ所 ×

4 カ所 × 0.04 (H＜3.5) 0.16
カ所 × 0.12 (H＜2.0)

0.16

日 (　Ⓐ　×　③　＋　④　)　×　1.4 15

ｍ 110.0

回 ⑥ ÷ 30 ｍ 3.7

日 　Ⓑ　×　⑦　＋　④ 11

日 (　⑧　＋　(0.5＋0.2)　)　×　1.4 17

⑩　交通整理員日数 日 　⑧　＋　(0.5＋0.2) 12

基幹事業

設置間隔 4.00m

掘削・建込工

管布設工
0.6

水替え あり

2.8日

　　Ⓐ　建込み簡易土留

0.2

(0.5)

(1.7)

(2.3)

(3.3)

(2.9)

埋戻工

引抜き工

ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ撤去工

1.0

1.2

0.4

0.5
ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ設置工

　工　程　表

工　程　表　(30m当り)

管径

土留

φ150㎜

あり

工　　種

⑥　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ施工延長

⑦　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ転用回数

2号

建込み簡易土留

項　　目

0号
1号

(3.5)

　　Ⓑ　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ運転管理

数量

2.8日
⑧　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ運転日数

⑨　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ損料日数

小型塩ビ
小型ﾚｼﾞﾝ

単位

④　マンホール設置 日

計

計　算　式

①　施工延長

②　土留め延長

③　土留め転用回数

⑤　土留損料日数



平均掘削深数量計算書

　土留工(φ150mm) 基幹事業

路線 平均掘削深 区間延長 数量
番号 Ｈ Ｌ Ｈ×Ｌ

61ghq 路線平均掘削深 H= 171.03 ÷ 110.00 ≒ 1.55 m
s1 No.43 ～ No.28 1.555 22.50 34.99

61ghr
s1 No.44 ～ No.28 1.620 31.00 50.22

建込簡易土留延長 L= 110.00 m

建込簡易土留規格 2.0 型

61ghs
s2 No.46 ～ No.35 1.565 9.00 14.09

61ght
s1 No.47 ～ No.35 1.510 43.50 65.69
61

ghta 0 ～ No.35 1.510 4.00 6.04
マンホール種別 設置数

０号
１号
２号

小型塩ビ 4
小型レジン

合計 110.00 171.03

マンホール番号 適　　用



　工事日数計算書

φ
W
H

① ウェルポイント設置工 ④ 埋戻工

・ ウェルポイント設置 ・ 埋戻し＋砂基礎

m ÷ ÷ (本/日) ＝ 日 ×( － )－ π/4×0.1652 ＝ m3/m

・ ウェルポイントポンプ設置 m × m3/m ÷ 36 m3/日 ＝ 日

1 台 ÷ 3 台 ＝ 日

＝ 日
⑤ 引抜工

② 掘削工 m × 日/m ＝ 日

・ 建込工 型

m ÷ ( h/日 ÷ ＝ 日 ⑥ ウェルポイント撤去工

・ 掘削工 ・ ウェルポイント撤去

m ÷ ÷ 本/日 ＝ 日
×( － )× 30 ÷ 59 ＝ 日

・ ウェルポイントポンプ撤去
＝ 日

1 台 ÷ 10 台 ＝ 日

③ 管布設工 ＝ 日

・ m × 日/m ＝ 日30

1.2530

0.01230

30

0.6

0.90 m3/日

30

2.0

0.1

0.2

土留め有
管　   径

0.90
掘 削 深 1.55

150
基幹事業

4.030 1.25

表層厚 0.04

1.0

機種

0.4

設置間隔 4.0

0.1

h/m　)

834.0

0.14

0.90 1.55 0.14

1.2

舗装厚

0.5

0.7

0.3

0.5

0.2

ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ4.8～4.9t吊

4.0設置間隔

0.116.5

0.021

1.55 0.04

掘削幅 0.90

43

土留め BH0.28m3



ｍ 20.8

ｍ 20.8

回 ② ÷ 30 ｍ 0.7

カ所 × 0.20
1 カ所 × 0.25 0.25

カ所 ×
カ所 × 0.04 (H＜3.5)
カ所 × 0.12 (H＜2.0)

0.25

日 (　Ⓐ　×　③　＋　④　)　×　1.4 4

ｍ 20.8

回 ⑥ ÷ 30 ｍ 0.7

日 　Ⓑ　×　⑦　＋　④ 3

日 (　⑧　＋　(0.5＋0.2)　)　×　1.4 6

⑩　交通整理員日数 日 　⑧　＋　(0.5＋0.2) 4

⑧　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ運転日数

　　Ⓐ　建込み簡易土留
3.2日

⑨　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ損料日数

　　Ⓑ　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ運転管理
3.2日

ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ撤去工
0.2 (3.9)

⑦　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ転用回数

日

⑤　土留損料日数

引抜き工
(3.3) 0.4

⑥　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ施工延長

0号
1号
2号

小型塩ビ

埋戻工
1.2 (3.7) 小型ﾚｼﾞﾝ

計

管布設工
0.7 (2.5)

④　マンホール設置

②　土留め延長

掘削・建込工
1.3 (1.8)

③　土留め転用回数

項　　目 単位 計　算　式 数量

①　施工延長
ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ設置工

0.5 (0.5)

水替え あり 設置間隔

工　　種 工　程　表　(30m当り)

4.00m

　工　程　表

管径 φ200㎜
基幹事業

土留 あり 建込み簡易土留



平均掘削深数量計算書

　土留工(φ200mm) 基幹事業

路線 平均掘削深 区間延長 数量
番号 Ｈ Ｌ Ｈ×Ｌ

61 路線平均掘削深 H= 35.38 ÷ 20.80 ≒ 1.70 m
gho No.23 ～ No.25 1.351
61
ghp No.25 ～ No.27 1.701 20.80 35.38

建込簡易土留延長 L= 20.80 m

建込簡易土留規格 2.0 型

マンホール種別 設置数
０号
１号 1
２号

小型塩ビ
小型レジン

合計 20.80 35.38

マンホール番号 適　　用



　工事日数計算書

φ
W
H

① ウェルポイント設置工 ④ 埋戻工

・ ウェルポイント設置 ・ 埋戻し＋砂基礎

m ÷ ÷ (本/日) ＝ 日 ×( － )－ π/4×0.2162 ＝ m3/m

・ ウェルポイントポンプ設置 m × m3/m ÷ 36 m3/日 ＝ 日

1 台 ÷ 3 台 ＝ 日

＝ 日
⑤ 引抜工

② 掘削工 m × 日/m ＝ 日

・ 建込工 型

m ÷ ( h/日 ÷ ＝ 日 ⑥ ウェルポイント撤去工

・ 掘削工 ・ ウェルポイント撤去

m ÷ ÷ 本/日 ＝ 日
×( － )× 30 ÷ 59 ＝ 日

・ ウェルポイントポンプ撤去
＝ 日

1 台 ÷ 10 台 ＝ 日

③ 管布設工 ＝ 日

・ m × 日/m ＝ 日

0.1

0.2

30 0.022 0.7

0.95 1.70 0.04 m3/日 0.8

1.3

表層厚 0.04
30 4.0 83 0.1

h/m　) 0.5

掘削幅 0.95 設置間隔 4.0

土留め BH0.28m3 2.0

30 6.5 0.11

0.5
機種 ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ4.8～4.9t吊

30 0.012 0.4

0.14 1.45

30 1.45 1.2

0.3

舗装厚 0.14

設置間隔 4.0

1.7030 4.0 43 0.2 0.95

掘 削 深 1.7

基幹事業
管　   径 200
土留め有 0.95



ｍ 18.30

カ所 × 0.20
1 カ所 × 0.25 0.25

カ所 ×
カ所 × 0.04 (H＜3.5)
カ所 × 0.12 (H＜2.0)

0.25

ｍ 18.3

回 ③ ÷ 30 ｍ 0.6

日 　Ⓑ　×　④　＋　② 2

日 (　⑤　＋　(0.5＋0.2)　)　×　1.4 4

⑦　交通整理員日数 日 　⑤　＋　(0.5＋0.2) 3

　　Ⓑ　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ運転管理
1.9日

⑤　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ運転日数

ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ撤去工
0.2 (2.6)

⑥　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ損料日数

計

管布設工
0.7 (1.7)

③　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ施工延長

日

0号
1号
2号

小型塩ビ
小型ﾚｼﾞﾝ

④　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ転用回数
埋戻工

0.7 (2.4)

②　マンホール設置掘削工
0.5 (1.0)

項　　目 単位 計　算　式 数量

①　施工延長
ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ設置工

0.5 (0.5)

水替え あり 設置間隔

工　　種 工　程　表　(30m当り)

4.00m

　工　程　表

管径 φ200㎜
基幹事業

土留 なし



平均掘削深数量計算書

　素掘り(φ200mm) 基幹事業

路線 平均掘削深 区間延長 数量
番号 Ｈ Ｌ Ｈ×Ｌ

61 路線平均掘削深 H= 24.26 ÷ 18.30 ≒ 1.33 m
gho No.23 ～ No.25 1.351 14.30 19.32
61

ghoh ～ No.23 1.236 4.00 4.94

マンホール種別 設置数
０号
１号 1
２号

小型塩ビ
小型レジン

合計 18.30 24.26

マンホール番号 適　　用



　工事日数計算書

φ
W
H

① ウェルポイント設置工 ④ 埋戻工

・ ウェルポイント設置 ・ 埋戻し＋砂基礎

m ÷ ÷ (本/日) ＝ 日 【[ × 2 ＋( － )× ]
× ( － )× 】－ π/4×0.165

2

・ ウェルポイントポンプ設置 ＝ m3/m

1 台 ÷ 3 台 ＝ 日 m × m3/m ÷ m3/日 ＝ 日

＝ 日

⑤ ウェルポイント撤去工

② 掘削工 ・ ウェルポイント撤去

・ 掘削工 m ÷ ÷ 本/日 ＝ 日

・ ウェルポイントポンプ撤去
[( × 2 ＋( － )× ）

× ( － )× ］× ÷ m3/日 1 台 ÷ 10 台 ＝ 日
＝ 日

＝ 日

③ 管布設工

・ m × 日/m ＝ 日

0.5
0.2

30 0.022 0.7

0.1

0.1
表層厚 0.04

0.60 1.33 0.04 0.2
1.33 0.04 1/2 30 59

0.7

設置間隔 4.0

掘削幅 0.60 BH0.28m3 30 4.0 83

0.5

0.3 30 0.83 36

0.83

舗装厚 0.14

設置間隔 4.0

1.33 0.14 0.2
1.33 0.14 1/2

30 4.0 43 0.2 0.60

掘 削 深 1.33

基幹事業
管　   径 200
土留め無 0.60



工種 規格 算定式 単位 数量 摘要

①ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ設置工

　　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ設置 施工規模100本以上 本/日 43 国交省土木工事積算基準書　Ⅰ-14-①-57

　　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄﾎﾟﾝﾌﾟ設置 組/日 3 国交省土木工事積算基準書　Ⅰ-14-①-57

②掘削・建込み工

　　掘削 BH山積み0.28m3 m3/日 59 下水道用標準設計歩掛　管路施設　p16

　　建込簡易土留建込み 2.0 m以下 1.1h÷10m h/m 0.11 下水道用標準設計歩掛　管路施設　p39

　　建込簡易土留建込み 2.5 m以下 1.3h÷10m h/m 0.13 下水道用標準設計歩掛　管路施設　p39

　　建込簡易土留建込み 3.0 m以下 1.5h÷10m h/m 0.15 下水道用標準設計歩掛　管路施設　p39

　バックホウ施工時間 11.1h/100m3×59ｍ3/日 h/日 6.5 下水道用標準設計歩掛　管路施設　p15、16

③管布設工

　　管布設 φ150㎜ 世話役0.21÷10m 日/m 0.021 下水道用標準設計歩掛　参考資料　p3

　　管布設 φ200㎜ 世話役0.22÷10m 日/m 0.022 下水道用標準設計歩掛　参考資料　p3

④埋戻し工

　　タンパ作業量 m3 36 国交省土木工事積算基準書　Ⅰ-14-①-17

⑤引抜工

　　建込簡易土留引抜き 2.0 m以下 0.12日÷10m 日/m 0.012 下水道用標準設計歩掛　管路施設　p39

　　建込簡易土留引抜き 2.5 m以下 0.14日÷10m 日/m 0.014 下水道用標準設計歩掛　管路施設　p39

　　建込簡易土留引抜き 3.0 m以下 0.16日÷10m 日/m 0.016 下水道用標準設計歩掛　管路施設　p39

⑥ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ撤去工

　　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ撤去 施工規模100本以上 本/日 83 国交省土木工事積算基準書　Ⅰ-14-①-57

　　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄﾎﾟﾝﾌﾟ撤去 組/日 10 国交省土木工事積算基準書　Ⅰ-14-①-57

工事日数算出根拠



設置間隔 4.0 m 
（30m当り）

名　称 規　格　　・　計　算 単位 数量 備　　　　　考

ヘッダーパイプ 4.00　－　0.041　×　2　＝  3.92 ｍ 本 8

〃 1.0ｍ 〃 1

〃 0.2ｍ 〃 1

フランジ 鋳鉄製φ100㎜ 個 1

ニップル 〃 〃 1

ソケット 〃 〃 1

バルブソケット 塩ビ製φ100㎜ 〃 1

チーズ 〃 〃 9

キャップ 〃 〃 1

サクションホース 〃 ｍ 2

ウェルポイント 設置間隔　4.0m 本 9

平均掘削深（１工事当りの平均） 1.63 ｍ

ライザーパイプ長（平均掘削深＋1.0m） 2.6 ｍ

基幹事業のウェルポイント打ち込み本数 37 本

起債事業のウェルポイント打ち込み本数 19 本

※ライザーパイプ長は、１工事当りの平均掘削深から算出するものとし、事業種別毎や管径毎で分けて算出しないこと。

ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ材料集計表 1工事単位



　ウェルポイント数量計算書

路線 平均掘削深 区間延長 数量 事業
番号 Ｈ Ｌ Ｈ×Ｌ 種別

φ150 1工区
土留 ～ 1.55 110.00 170.50 基幹事業

φ150 1工事当り平均掘削深 H= 708.99 ÷ 435.40 ≒ 1.63 m
素掘 ～ 〃

φ200
土留 ～ 1.70 20.80 35.36 〃

φ200
素掘 ～ 1.33 18.30 24.34 〃

（1工事当り） （水替総延長） （設置間隔）
ウエルポイント打込み本数 N= 435.40 ÷ 4.0 ＋ ＝ 109

小計 149.10 230.20 1工区
基幹事業打込み本数 37

φ150　土留 N= 110.00 ÷ 4.0 ＋ -1 ＝ 27
φ150　素掘 N= 0.00 ÷ 4.0 ＋ ＝ 0
φ200　土留 N= 20.80 ÷ 4.0 ＋ ＝ 5
φ200　素掘 N= 18.30 ÷ 4.0 ＋ ＝ 5

１工区
φ150 1工区 起債事業打込み本数 19
素掘 ～ 1.31 75.00 98.25 起債事業 φ150　土留 N= 0.00 ÷ 4.0 ＋ ＝ 0

φ150　素掘 N= 75.00 ÷ 4.0 ＋ ＝ 19
φ200　土留 N= 0.00 ÷ 4.0 ＋ ＝ 0
φ200　素掘 N= 0 ÷ 4.0 ＋ ＝ 0

2工区
小計 75.00 98.25 基幹事業打込み本数 53

φ150　土留 N= 163.30 ÷ 4.0 ＋ ＝ 41
φ150　素掘 N= 48.00 ÷ 4.0 ＋ ＝ 12

φ150 2工区
土留 ～ 1.91 163.30 311.9 基幹事業

φ150
素掘 ～ 1.43 48.00 68.64 〃

小計 211.30 380.54

水替延長
合計 435.40 708.99

マンホール番号

1工事単位



仮設計画ガイドブックより
●ウェルポイントを１列に施工する場合

③ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄの本数(N) P193
ｍ ≪Borデータ≫R1-Bor.5 土質によりｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ1本当りの吸水量を地盤の透水係数と吸水量の関係をもとに
ｍ ｍ ｍ × 10 -3 m3/minと想定する。(表-9.2.4参照)
ｍ
ｍ ｍ ）
ｍ 不透水層 ｍ ｍ）
ｍ
× 10 -2 cm/sec Q:定常状態での全揚水量(m3/min) q:ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ1本の揚水量(m3/min)

平均地盤高 ｍ ④ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄの間隔(a)P202
に配置することとする。

a.影響半径　P165 × 1
（クサキン）

R= × S D × K
L:ﾍｯﾀﾞｰﾊﾟｲﾌﾟの長さ N:ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄの本数 S:列数

＝ × ×
⑤ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄﾎﾟﾝﾌﾟの選定及び台数(n)

＝ ｍ m3/minを使用。

（ジハルト） ×
R= × S K ×

＝ × Q:定常状態での排水量(m3/min) E:排水ポンプの公称排水量

＝ ｍ （平均地盤高）GL m

R: 影響半径(m) S: 水位低下量(m)
D: 帯水層厚(m) K: 透水係数(m/sec)

m
ｍ とする。

b.排水量の計算（2次元モデル）　P170 h
=

　○不圧帯水層で不完全貫入状態の場合(ただしR/H＞3の場合に適用)

／ ＝ ＞ 3

× 2 - 2 ）

- Ｒ

＝ m3/s m3/min m

k:透水係数(m/s) ho:内水位(m) H:初期地下水位(m)

外江地区 基幹事業

①設計条件
掘削延長 30.0

15
平均掘削深さ 1.63 地下水位低下高 0.33 ｍ

掘削幅 0.90 GL= 3.18 WL=GL- 2.30

本
地下水位標高 0.88 -0.11 （GL- 3.29 q 0.015

Q
＝ 2.5

0.013476
＝ 2

帯水層厚 0.99 （掘削底面－ 1.00
N= 2～3

帯水土層 砂
3.18

ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄは掘削箇所の 片側
②排水量の計算

計画水位標高 0.55 余裕率

透水係数 2.85 ＝ 0.000285 m/s

ｍ → 4.0 ｍ
kusakinの式 N 2

a=
L×s

＝
30

＝ 15.00

seichardtの式
n=

（2～3）Q
＝

2.5

575 （ウェルの間隔は0.5mピッチとする。）

575 0.33 0.99 0.000285

0.013 ≒ 1 台

3 真空ﾎﾟﾝﾌﾟ 3.5

3000 （0.7～0.8）E 0.75 3.5

3000 0.33 0.000285

0.013476
＝

0
.
3
3

17 0.99 17.17172

S
=

17 3.18

1
.
6
3

WL= 0.88
よって、大きい方を採用し 17 ｒo

＝ 0.000285 (0.99 0.66 ×

掘削底面

0
.
9
9

1
.
0
0

下記の式が適用可能
ウェル下端

Q= K(H^2-ho^2) L 0.73+0.27 H-ho

0.66
0.99

0.000225 ＝ 0.013476 EL=

30 ×
17

h
o
=

0.73 ＋ 0.27 × 0.99

R H

0
.
6
6H
=

-0.11
不透水層

土質 q(m3/min)
礫 -3

砂礫 -3

粗砂 -3

砂 -3 前後
細砂 -3

表-9.2.4

50～70×10
30～50×10
20～25×10

15×10
8～10×10



交通整理員算定表 基幹事業

1．下水道本管の作業日数

口径 土留め 作業区分 日数 口径 土留め 作業区分 日数 合計① 市道
φ150㎜ あり 機械施工 12 φ150㎜ あり 人力施工 Ｂ2

〃 なし 〃 〃 なし 〃 あり

φ200㎜ あり 機械施工 4 φ200㎜ あり 人力施工

〃 なし 〃 3 〃 なし 〃

2．下水道本管以外の作業日数 (1/1)
日当り
作業量

舗装撤去 打ち換え 舗装版切断 5㎝ 15㎝以下 353.2 ｍ 230 1.5
〃 15㎝～30㎝以下 ｍ 170 0.0
舗装版破砕 5㎝ 直接掘削　10㎝以下 421.9 m2 510 0.8
〃 10㎝～15㎝以下 m2 560 0.0
舗装版破砕(小規模) 147.0 m2 23 6.4

車道舗装 打ち換え 上層路盤 11㎝ 歩道施工　20㎝まで 147.0 m2 268 0.5
4-10 仮表層 3㎝ 車道部1.4m未満　25㎝以上35㎝未満 147.0 m2 250 0.6

不陸整正 421.9 m2 1510 0.3
表層 4㎝ 車道部1.4m以上　35㎝以上45㎝未満 421.9 m2 2300 0.2

車道舗装 打ち換え 下層路盤 20㎝ 歩道施工　20㎝まで m2 268 0.0
5-10-10 上層路盤 12㎝ 歩道施工　15㎝まで m2 268 0.0

仮表層 3㎝ 車道部1.4m未満　25㎝以上35㎝未満 m2 250 0.0
不陸整正 m2 1580 0.0
表層 5㎝ 車道部1.4m以上　45㎝以上55㎝未満 m2 2300 0.0

歩道舗装 打ち換え 上層路盤 10㎝ 歩道施工　20㎝まで m2 268 0.0
3-10 仮表層 3㎝ 歩道部1.4m未満　25㎝以上35㎝未満 m2 250 0.0

不陸整正 m2 1580 0.0
表層 3㎝ 歩道施工1.4m以上　25㎝以上35㎝未満 m2 1000 0.0
〃 〃 歩道施工1.4m未満　25㎝以上35㎝未満 m2 250 0.0

車道舗装 打ち換え 下層路盤 10㎝ 歩道施工　20㎝まで m2 268 0.0
5-5-10-10 上層路盤 17㎝ 歩道施工　20㎝まで m2 268 0.0

不陸整正 m2 1580 0.0
基層 5㎝ 車道部1.4m未満　45㎝以上55㎝未満 m2 250 0.0
仮表層 5㎝ 車道部1.4m未満　45㎝以上55㎝未満 m2 250 0.0
表層 5㎝ 車道部1.4m以上　35㎝以上45㎝未満 m2 2300 0.0

車道舗装 打ち換え 上層路盤 12㎝ 歩道施工　20㎝まで m2 268 0.0
5-15 仮表層 3㎝ 車道部1.4m未満　25㎝以上35㎝未満 m2 250 0.0

不陸整正 m2 1580 0.0
表層 5㎝ 車道部1.4m以上　35㎝以上45㎝未満 m2 2300 0.0

歩車道境界ブロック 撤去・設置 ブロック取外 m 200 0.0
上層路盤 10㎝ 歩道施工　20㎝まで m2 268 0.0
仮表層 3㎝ 歩道部1.4m未満　25㎝以上35㎝未満 m2 250 0.0
舗装版破砕 3㎝ 直接掘削　10㎝以下 m2 810 0.0
ブロック据付 C種 m 30 0.0

取付管・桝設置 素掘り部 取付管 φ100㎜ 43.4 ｍ 59 0.7
〃 φ150㎜ ｍ 59 0.0
汚水桝 φ200㎜ 15 ヵ所 42 0.4
機械掘削 BH0.13m3 31.9 m3 44 0.7
人力掘削 m3 33 0.0
埋戻 27.4 m3 36 0.8

取付管・桝設置 土留め部 建て込み簡易土留 BH0.28m3 式 －
軽量鋼矢板 BH0.13m3 式 －

合計② 12.9

交通整理員の実日数　　＝ 19 ＋ 12.9 ＝ 32 日 配置人数 ２名

工　種 摘要作業日数数量

道 路 種 別
交通誘導員

交 代 要 員

単位種　別 細　別

19



（ 2 工 区 ）



種　別 名　称 細別・規格 単位 数量 摘　　要

管路土留工 建込簡易土留賃料 H=2.0型　平均掘削深2.0m以下 日 26 本管φ150

建込簡易土留賃料 H=2.5型　平均掘削深2.5m以下 日 本管φ150

LSP-Ⅱ型　H=2.0m　平均掘削深2.0m以下

軽量鋼矢板賃料 1セット4.20m(0.79t) 使用回数：4回 日 4 取付管φ100

LSP-Ⅱ型　H=2.0m　平均掘削深2.0m以下

軽量鋼矢板賃料 1セット3.10m(0.59t) 使用回数：1回 日 取付管φ150　　φ100から転用

管埋設工事用　平均掘削深2.0m以下(1段設置)

鋼製切梁材賃料 調整長600～1000㎜：4本 日 4 取付管φ100

管埋設工事用　平均掘削深3.5m以下(2段設置)

鋼製切梁材賃料 調整長600～1000㎜：8本 日

管埋設工事用　平均掘削深2.0m以下(1段設置)

アルミ腹起し材賃料 幅70～80㎜,高115～130㎜：（2ｍ：2本、3ｍ：2本） 日 4 取付管φ100

管埋設工事用　平均掘削深3.5m以下(2段設置)

アルミ腹起し材賃料 幅70～80㎜,高115～130㎜：8本（3ｍ：4本、4ｍ：4本） 日

ウェルポイント工 ウェルポイント設置・撤去 本 53 本管φ150

ポンプ設置・撤去 組 4 本管φ150　　211.3ｍ/60ｍ

運転管理日数 日 23 本管φ150

損料日数 日 35 本管φ150

ウェルポイント設置・撤去 本 本管φ200

ポンプ設置・撤去 組 本管φ200　　ｍ/60ｍ

運転管理日数 日 本管φ200

損料日数 日 本管φ200

交通誘導警備員 交通誘導警備員Ａ 人  0日×1人配置

交通誘導警備員Ｂ 人 144  48日×2人配置+交代要員

総　括　表



ｍ 163.3

ｍ 163.3

回 ② ÷ 30 ｍ 5.4

カ所 × 0.20
カ所 × 0.25
カ所 ×

5 カ所 × 0.04 (H＜3.5) 0.20
カ所 × 0.12 (H＜2.0)

0.20

日 (　Ⓐ　×　③　＋　④　)　×　1.4 26

ｍ 163.3

回 ⑥ ÷ 30 ｍ 5.4

日 　Ⓑ　×　⑦　＋　④ 19

日 (　⑧　＋　(0.5＋0.2)　)　×　1.4 28

⑩　交通整理員日数 日 　⑧　＋　(0.5＋0.2) 20

　　Ⓑ　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ運転管理

数量

3.3日
⑧　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ運転日数

⑨　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ損料日数

小型塩ビ
小型ﾚｼﾞﾝ

単位

④　マンホール設置 日

計

計　算　式

①　施工延長

②　土留め延長

③　土留め転用回数

⑤　土留損料日数

⑥　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ施工延長

⑦　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ転用回数

2号

建込み簡易土留

項　　目

0号
1号

(4.0)

　工　程　表

工　程　表　(30m当り)

管径

土留

φ150㎜

あり

工　　種

3.3日

　　Ⓐ　建込み簡易土留

0.2

(0.5)

(1.9)

(2.5)

(3.8)

(3.4)

埋戻工

引抜き工

ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ撤去工

1.3

1.4

0.4

0.5
ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ設置工

基幹事業

設置間隔 4.00m

掘削・建込工

管布設工
0.6

水替え あり



平均掘削深数量計算書

　土留工(φ150mm) 基幹事業

路線 平均掘削深 区間延長 数量
番号 Ｈ Ｌ Ｈ×Ｌ

61gha'
s1 No.48 ～ No.37 1.550 31.00 48.05

61gha' 路線平均掘削深 H= 312.37 ÷ 163.30 ≒ 1.91 m
s2 No.49 ～ No.38 1.425

61jea
s1 No.50 ～ No.39 1.775 25.00 44.38

59ba 建込簡易土留延長 L= 163.30 m
s1 No.51 ～ No.40 2.040 48.00 97.92
59b
s1 No.52 ～ No.41 2.055 28.50 58.57
59c 建込簡易土留規格 2.0 型
s1 No.53 ～ No.42 2.060 30.80 63.45

マンホール種別 設置数
０号
１号
２号

小型塩ビ 5
小型レジン

合計 163.30 312.37

マンホール番号 適　　用



　工事日数計算書

φ
W
H

① ウェルポイント設置工 ④ 埋戻工

・ ウェルポイント設置 ・ 埋戻し＋砂基礎

m ÷ ÷ (本/日) ＝ 日 ×( － )－ π/4×0.1652 ＝ m3/m

・ ウェルポイントポンプ設置 m × m3/m ÷ 36 m3/日 ＝ 日

1 台 ÷ 3 台 ＝ 日

＝ 日
⑤ 引抜工

② 掘削工 m × 日/m ＝ 日

・ 建込工 型

m ÷ ( h/日 ÷ ＝ 日 ⑥ ウェルポイント撤去工

・ 掘削工 ・ ウェルポイント撤去

m ÷ ÷ 本/日 ＝ 日
×( － )× 30 ÷ 59 ＝ 日

・ ウェルポイントポンプ撤去
＝ 日

1 台 ÷ 10 台 ＝ 日

③ 管布設工 ＝ 日

・ m × 日/m ＝ 日

4.0設置間隔

0.116.5

0.021

1.91 0.04

掘削幅 0.90

43

土留め BH0.28m3

0.14

0.90 1.91 0.14

1.4

舗装厚

0.5

0.9

0.3

0.5

0.2

ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ4.8～4.9t吊

0.4

設置間隔 4.0

0.1

h/m　)

834.0

0.1

0.2

土留め有
管　   径

0.90
掘 削 深 1.91

150
基幹事業

4.030 1.57

表層厚 0.04

1.3

機種

30

1.5730

0.01230

30

0.6

0.90 m3/日

30

2.0



ｍ 48.00

カ所 × 0.20
カ所 × 0.25
カ所 ×

1 カ所 × 0.04 (H＜3.5) 0.04
カ所 × 0.12 (H＜2.0)

0.04

ｍ 48.0

回 ③ ÷ 30 ｍ 1.6

日 　Ⓑ　×　④　＋　② 4

日 (　⑤　＋　(0.5＋0.2)　)　×　1.4 7

⑦　交通整理員日数 日 　⑤　＋　(0.5＋0.2) 5

　工　程　表

管径 φ150㎜
基幹事業

土留 なし

水替え あり

工　　種 工　程　表　(30m当り) 項　　目

設置間隔 4.00m

管布設工
(1.6)

②　マンホール設置

計　算　式 数量

①　施工延長
ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ設置工

0.5 (0.5)

単位

埋戻工
0.8 (2.4)

小型ﾚｼﾞﾝ
計

日

0号
1号
2号

小型塩ビ

0.6

0.5 (1.0)

③　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ施工延長

④　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ転用回数

掘削工

⑥　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ損料日数

　　Ⓑ　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ運転管理
1.9日

ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ撤去工
0.2 (2.6)

⑤　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ運転日数



平均掘削深数量計算書

　素掘り(φ150mm) 基幹事業

路線 平均掘削深 区間延長 数量
番号 Ｈ Ｌ Ｈ×Ｌ

61gha'
s1 No.48 ～ No.37 1.550

61gha' 路線平均掘削深 H= 68.54 ÷ 48.00 ≒ 1.43 m
s2 No.49 ～ No.38 1.425 43.50 61.99

61jea
s1 No.50 ～ No.39 1.775

59ba
s1 No.51 ～ 40 2.040
59b
s1 No.52 ～ No.41 2.055
59c
s1 No.53 ～ No.42 2.060
61
je ～ No.38 1.455 4.50 6.55

マンホール種別 設置数
０号
１号
２号

小型塩ビ 1
小型レジン

合計 48.00 68.54

マンホール番号 適　　用



　工事日数計算書

φ
W
H

① ウェルポイント設置工 ④ 埋戻工

・ ウェルポイント設置 ・ 埋戻し＋砂基礎

m ÷ ÷ (本/日) ＝ 日 【[ × 2 ＋( － )× ]
× ( － )× 】－ π/4×0.165

2

・ ウェルポイントポンプ設置 ＝ m3/m

1 台 ÷ 3 台 ＝ 日 m × m3/m ÷ m3/日 ＝ 日

＝ 日

⑤ ウェルポイント撤去工

② 掘削工 ・ ウェルポイント撤去

・ 掘削工 m ÷ ÷ 本/日 ＝ 日

・ ウェルポイントポンプ撤去
[( × 2 ＋( － )× ）

× ( － )× ］× ÷ m3/日 1 台 ÷ 10 台 ＝ 日
＝ 日

＝ 日

③ 管布設工

・ m × 日/m ＝ 日

掘 削 深 1.43

基幹事業
管　   径 150
土留め無 0.60

設置間隔 4.0

30 4.0 43

0.92

0.3 36 0.8

舗装厚 0.14

0.2 0.60 1.43 0.14 0.2
1.43 0.14 1/2

30 0.92

BH0.28m3

0.04 0.2

30 4.0

0.60 1.43

掘削幅 0.60
表層厚 0.04

0.2

30 0.021 0.6

1.43 0.04 1/2 30 59

設置間隔 4.0

0.5

0.5
0.1

0.183



工種 規格 算定式 単位 数量 摘要

①ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ設置工

　　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ設置 施工規模100本以上 本/日 43 国交省土木工事積算基準書　Ⅰ-14-①-57

　　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄﾎﾟﾝﾌﾟ設置 組/日 3 国交省土木工事積算基準書　Ⅰ-14-①-57

②掘削・建込み工

　　掘削 BH山積み0.28m3 m3/日 59 下水道用標準設計歩掛　管路施設　p16

　　建込簡易土留建込み 2.0 m以下 1.1h÷10m h/m 0.11 下水道用標準設計歩掛　管路施設　p39

　　建込簡易土留建込み 2.5 m以下 1.3h÷10m h/m 0.13 下水道用標準設計歩掛　管路施設　p39

　　建込簡易土留建込み 3.0 m以下 1.5h÷10m h/m 0.15 下水道用標準設計歩掛　管路施設　p39

　バックホウ施工時間 11.1h/100m3×59ｍ3/日 h/日 6.5 下水道用標準設計歩掛　管路施設　p15、16

③管布設工

　　管布設 φ150㎜ 世話役0.21÷10m 日/m 0.021 下水道用標準設計歩掛　参考資料　p3

　　管布設 φ200㎜ 世話役0.22÷10m 日/m 0.022 下水道用標準設計歩掛　参考資料　p3

④埋戻し工

　　タンパ作業量 m3 36 国交省土木工事積算基準書　Ⅰ-14-①-17

⑤引抜工

　　建込簡易土留引抜き 2.0 m以下 0.12日÷10m 日/m 0.012 下水道用標準設計歩掛　管路施設　p39

　　建込簡易土留引抜き 2.5 m以下 0.14日÷10m 日/m 0.014 下水道用標準設計歩掛　管路施設　p39

　　建込簡易土留引抜き 3.0 m以下 0.16日÷10m 日/m 0.016 下水道用標準設計歩掛　管路施設　p39

⑥ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ撤去工

　　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ撤去 施工規模100本以上 本/日 83 国交省土木工事積算基準書　Ⅰ-14-①-57

　　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄﾎﾟﾝﾌﾟ撤去 組/日 10 国交省土木工事積算基準書　Ⅰ-14-①-57

工事日数算出根拠



設置間隔 4.0 m 
（30m当り）

名　称 規　格　　・　計　算 単位 数量 備　　　　　考

ヘッダーパイプ 4.00　－　0.041　×　2　＝  3.92 ｍ 本 8

〃 1.0ｍ 〃 1

〃 0.2ｍ 〃 1

フランジ 鋳鉄製φ100㎜ 個 1

ニップル 〃 〃 1

ソケット 〃 〃 1

バルブソケット 塩ビ製φ100㎜ 〃 1

チーズ 〃 〃 9

キャップ 〃 〃 1

サクションホース 〃 ｍ 2

ウェルポイント 設置間隔　4.0m 本 9

平均掘削深（１工事当りの平均） 1.63 ｍ

ライザーパイプ長（平均掘削深＋1.0m） 2.6 ｍ

基幹事業のウェルポイント打ち込み本数 本

起債事業のウェルポイント打ち込み本数 53 本

※ライザーパイプ長は、１工事当りの平均掘削深から算出するものとし、事業種別毎や管径毎で分けて算出しないこと。

ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ材料集計表 1工事単位



　ウェルポイント数量計算書

路線 平均掘削深 区間延長 数量 事業
番号 Ｈ Ｌ Ｈ×Ｌ 種別

φ150 2工区
土留 ～ 1.91 163.30 311.90 基幹事業

φ150 1工事当り平均掘削深 H= 708.99 ÷ 435.40 ≒ 1.63 m
素掘 ～ 1.43 48.00 68.64 〃

（1工事当り） （水替総延長） （設置間隔）
小計 211.30 380.54 ウエルポイント打込み本数 N= 435.40 ÷ 4.0 ＋ ＝ 109

2工区
φ150 1工区 基幹事業打込み本数 53
土留 ～ 1.55 110.00 170.50 基幹事業 φ150　土留 N= 163.30 ÷ 4.0 ＋ ＝ 41

φ150 φ150　素掘 N= 48.00 ÷ 4.0 ＋ ＝ 12
素掘 ～ 〃 1工区

φ200 基幹事業打込み本数 37
土留 ～ 1.70 20.80 35.36 〃 φ150　土留 N= 110.00 ÷ 4.0 ＋ -1 ＝ 27

φ200 φ150　素掘 N= 0.00 ÷ 4.0 ＋ ＝ 0
素掘 ～ 1.33 18.30 24.34 〃 φ200　土留 N= 20.80 ÷ 4.0 ＋ ＝ 5

φ200　素掘 N= 18.30 ÷ 4.0 ＋ ＝ 5
1工区

起債事業打込み本数 19
小計 149.10 230.20 φ150　土留 N= 0.00 ÷ 4.0 ＋ ＝ 0

φ150　素掘 N= 75.00 ÷ 4.0 ＋ ＝ 19
φ200　土留 N= 0.00 ÷ 4.0 ＋ ＝ 0
φ200　素掘 N= 0.00 ÷ 4.0 ＋ ＝ 0

φ150 1工区
素掘 ～ 1.31 75.00 98.25 起債事業

小計 75.00 98.25

水替延長
合計 435.40 708.99

マンホール番号

1工事単位



仮設計画ガイドブックより
●ウェルポイントを１列に施工する場合

③ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄの本数(N) P193
ｍ ≪Borデータ≫R1-Bor.5 土質によりｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ1本当りの吸水量を地盤の透水係数と吸水量の関係をもとに
ｍ ｍ ｍ × 10 -3 m3/minと想定する。(表-9.2.4参照)
ｍ
ｍ ｍ ）
ｍ 不透水層 ｍ ｍ）
ｍ
× 10 -2 cm/sec Q:定常状態での全揚水量(m3/min) q:ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ1本の揚水量(m3/min)

平均地盤高 ｍ ④ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄの間隔(a)P202
に配置することとする。

a.影響半径　P165 × 1
（クサキン）

R= × S D × K
L:ﾍｯﾀﾞｰﾊﾟｲﾌﾟの長さ N:ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄの本数 S:列数

＝ × ×
⑤ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄﾎﾟﾝﾌﾟの選定及び台数(n)

＝ ｍ m3/minを使用。

（ジハルト） ×
R= × S K ×

＝ × Q:定常状態での排水量(m3/min) E:排水ポンプの公称排水量

＝ ｍ （平均地盤高）GL m

R: 影響半径(m) S: 水位低下量(m)
D: 帯水層厚(m) K: 透水係数(m/sec)

m
ｍ とする。

b.排水量の計算（2次元モデル）　P170 h
=

　○不圧帯水層で不完全貫入状態の場合(ただしR/H＞3の場合に適用)

／ ＝ ＞ 3

× 2 - 2 ）

- Ｒ

＝ m3/s m3/min m

k:透水係数(m/s) ho:内水位(m) H:初期地下水位(m)

-0.11
不透水層

0.66
0.99

0.000225 ＝ 0.013476 EL=

30 ×
17

h
o
=

0.73 ＋ 0.27 × 0.99

R H

0
.
6
6H
=

3.18

1
.
6
3

WL= 0.88
よって、大きい方を採用し 17 ｒo

＝ 0.000285 (0.99 0.66 ×

掘削底面

0
.
9
9

1
.
0
0

下記の式が適用可能
ウェル下端

Q= K(H^2-ho^2) L 0.73+0.27 H-ho

3000 0.33 0.000285

0.013476
＝

0
.
3
3

17 0.99 17.17172

S
=

17

1 台

3 真空ﾎﾟﾝﾌﾟ 3.5

3000 （0.7～0.8）E 0.75 3.5
seichardtの式

n=
（2～3）Q

＝
2.5

575 （ウェルの間隔は0.5mピッチとする。）

575 0.33 0.99 0.000285

0.013 ≒

ｍ → 4.0 ｍ
kusakinの式 N 2

a=
L×s

＝
30

＝ #####

帯水土層 砂
3.18

ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄは掘削箇所の 片側
②排水量の計算

計画水位標高 0.55 余裕率

透水係数 2.85 ＝ 0.000285 m/s

本
地下水位標高 0.88 -0.11 （GL- 3.29 q 0.015

Q
＝ 2.5

0.013476
＝ 2

帯水層厚 0.99 （掘削底面－ 1.00
N= 2～3

平均掘削深さ 1.63 地下水位低下高 0.33 ｍ
掘削幅 0.90 GL= 3.18 WL=GL- 2.30

外江地区 基幹事業

①設計条件
掘削延長 30.0

15

土質 q(m3/min)
礫 -3

砂礫 -3

粗砂 -3

砂 -3 前後
細砂 -3

15×10
8～10×10

20～25×10

表-9.2.4

50～70×10
30～50×10



交通整理員算定表 基幹事業

1．下水道本管の作業日数

口径 土留め 作業区分 日数 口径 土留め 作業区分 日数 合計① 市道
φ150㎜ あり 機械施工 20 φ150㎜ あり 人力施工 Ｂ2

〃 なし 〃 5 〃 なし 〃 あり

φ200㎜ あり 機械施工 φ200㎜ あり 人力施工

〃 なし 〃 〃 なし 〃

2．下水道本管以外の作業日数 (1/1)
日当り
作業量

舗装撤去 打ち換え 舗装版切断 4㎝ 15㎝以下 522.6 ｍ 230 2.3
〃 15㎝～30㎝以下 ｍ 170 0.0
舗装版破砕 4㎝ 直接掘削　10㎝以下 802.5 m2 510 1.6
〃 10㎝～15㎝以下 m2 560 0.0
舗装版破砕(小規模) 218.5 m2 23 9.5

車道舗装 打ち換え 上層路盤 11㎝ 歩道施工　20㎝まで 218.5 m2 268 0.8
4-10 仮表層 3㎝ 車道部1.4m未満　25㎝以上35㎝未満 218.5 m2 250 0.9

不陸整正 802.5 m2 1510 0.5
表層 4㎝ 車道部1.4m以上　35㎝以上45㎝未満 802.5 m2 2300 0.3

車道舗装 打ち換え 下層路盤 20㎝ 歩道施工　20㎝まで m2 268 0.0
5-10-10 上層路盤 12㎝ 歩道施工　15㎝まで m2 268 0.0

仮表層 3㎝ 車道部1.4m未満　25㎝以上35㎝未満 m2 250 0.0
不陸整正 m2 1580 0.0
表層 5㎝ 車道部1.4m以上　45㎝以上55㎝未満 m2 2300 0.0

歩道舗装 打ち換え 上層路盤 10㎝ 歩道施工　20㎝まで m2 268 0.0
3-10 仮表層 3㎝ 歩道部1.4m未満　25㎝以上35㎝未満 m2 250 0.0

不陸整正 m2 1580 0.0
表層 3㎝ 歩道施工1.4m以上　25㎝以上35㎝未満 m2 1000 0.0
〃 〃 歩道施工1.4m未満　25㎝以上35㎝未満 m2 250 0.0

車道舗装 打ち換え 下層路盤 10㎝ 歩道施工　20㎝まで m2 268 0.0
5-5-10-10 上層路盤 17㎝ 歩道施工　20㎝まで m2 268 0.0

不陸整正 m2 1580 0.0
基層 5㎝ 車道部1.4m未満　45㎝以上55㎝未満 m2 250 0.0
仮表層 5㎝ 車道部1.4m未満　45㎝以上55㎝未満 m2 250 0.0
表層 5㎝ 車道部1.4m以上　35㎝以上45㎝未満 m2 2300 0.0

車道舗装 打ち換え 上層路盤 12㎝ 歩道施工　20㎝まで m2 268 0.0
5-15 仮表層 3㎝ 車道部1.4m未満　25㎝以上35㎝未満 m2 250 0.0

不陸整正 m2 1580 0.0
表層 5㎝ 車道部1.4m以上　35㎝以上45㎝未満 m2 2300 0.0

歩車道境界ブロック 撤去・設置 ブロック取外 m 200 0.0
上層路盤 10㎝ 歩道施工　20㎝まで m2 268 0.0
仮表層 3㎝ 歩道部1.4m未満　25㎝以上35㎝未満 m2 250 0.0
舗装版破砕 3㎝ 直接掘削　10㎝以下 m2 810 0.0
ブロック据付 C種 m 30 0.0

取付管・桝設置 素掘り部 取付管 φ100㎜ 62.4 ｍ 59 1.1
〃 φ150㎜ ｍ 59 0.0
汚水桝 φ200㎜ 19 ヵ所 42 0.5
機械掘削 BH0.13m3 49.6 m3 44 1.1
人力掘削 m3 33 0.0
埋戻 43.3 m3 36 1.2

取付管・桝設置 土留め部 建て込み簡易土留 BH0.28m3 式 －
軽量鋼矢板 BH0.13m3 1 式 － 2.4

合計② 22.2

交通整理員の実日数　　＝ 25 ＋ 22.2 ＝ 48 日 配置人数 ２名

工　種 摘要作業日数数量

道 路 種 別
交通誘導員

交 代 要 員

単位種　別 細　別

25



取付管土留め数量計算書
土量計算(1箇所当り)

59bas1 (左)
59bs1 (左) (　 - )× × m3
59cs1 (左)

取 付 管 径 100 ㎜ (　 - )× × m3
バックホウ規格 0.13 m3

掘　 削　 幅 0.85 m 工種別日数計算(1箇所当り)

取付管総延長 16.60 m

取付管箇所数 4 カ所
平均施工延長 4.20 m
平均掘削深 1.82 m m3 日

平均公共桝深 m
　※取付管土工数量計算書より ｍ 日

土留の種類
土留め長さ 2.0 m ｄ１= 日

掘削深

支保工 1 段 ｍ 日
表層厚さ(計) 4 ㎝
路盤厚さ(計) 14 ㎝ 個 日

標準断面図 ｄ2= 日

m3 日

ｍ 日

ｄ3= 日

1箇所当り水替日数 d2 ≒ 日

1箇所当り作業日数　① d1+d2+d3 日

1工事当り作業日数　①×箇所数 × = ≒ 日

土留め集計表

1箇所当りの土留め延長 m

1箇所当りの使用回数 回

1工事当り土留賃料日数　①×1.4×箇所数 × × = 日

1工事当り支保工賃料 4 日 日
(L) (H)

土留め運搬重量 4.2 × × 2.0 × ｔ

路線番号

基幹事業

総延長

6.4

4.2

LSP-Ⅱ　H=2.0m

6.0

4.2

桝設置 φ200㎜

58.8 m/日

0.2

0.2

6.0÷36.0 0.2

0.1

6.0

数量 単位 能　力 算定式

4
(調整長600～1000㎜)

4
(長さ3m1本、長さ2m1本)

ｍ

4.2

VUφ100㎜

個/日 0.1

埋戻し

土留撤去

LSP-Ⅱ　H=2.0m

0.6

00.2

0.2

0.0100.0

ｍ

0.1

0.1

2.4 34
(箇所数)

0.6

実日数

1セット(1回当り)　切梁材
本

1セット(1回当り)　腹起材
本

36.0 m3/日

4.2÷55.6

4.2÷58.8

軽量鋼矢板建込み・引抜工(両側分)

2
(両側)

0.0472 t/m2 0.79

4 4
(箇所数)

1.4

30低保証期間

0.6

0.04 0.85 4.20

埋戻し

軽量鋼矢板

2.0ｍ以下

4.2÷100.0

m/日55.6土留建込み

管布設

機械掘削

工種 規　格

m/日

m3/日44.0砂質土　BH0.13m3 6.4÷44.0

6.4

4.20

1

1.82 0.14 0.85 4.20

16.60

総延長

16.60

ｍ

軽量金属土留支保工設置・撤去

2.00

ｔ

0.79

1セット(1回当り) 転用回数
回

4

ｍ

4.20

土留長さ

機械掘削 1.82



推 進 積 算 資 料



§１．作　業　能　力　算　出　表



（その１）

工 種 種 別 単 位 作業能力 計 算 式 摘 要

日推協低耐荷2022

準備工 日 1.0 測量等

P.332

日推協低耐荷2022

坑口工 箇所 2.0 呼び径200～400

1÷0.5 P.332

日推協低耐荷2022

既設マンホール坑口工 箇所 1.0 1÷1.0

P.332

日推協低耐荷2022

推進設備設置工 日 3.0

P.332

日推協低耐荷2022

先導体据付工 日 1.0 分割発進

P.332

A 普通土 1≦N≦30 1ｍ管 φ200 日推協低耐荷2022

低耐荷力管推進工 推進工 m 8.2 車上プラント

9.4×7/8 P.312

（泥水方式） 日推協低耐荷2022

通過立坑工 日 0.5

P.332

日推協低耐荷2022

先導体撤去工 日 0.5 分割回収

1.0 人孔回収 P.332

日推協低耐荷2022

ケーシング類撤去工 m 30.0 1m管日当り撤去工 φ200

P.332

日推協低耐荷2022

推進設備据替工 日 1.5 1方向の立坑で2方向に推進する場合

P.332

日推協低耐荷2022

推進設備撤去工 日 1.0

P.332

日推協低耐荷2022

後片付け 日 1.0 清掃・片付け

P.332

掘　　削 R5

m
3 45 20＜A≦50 下水道用標準歩掛

土工 バックホウ0.6m
3 P.16

埋　戻　工 R5

m
3 36 作業日当り標準作業量より 土木工事標準積算基準

タンパ 60～100kg Ⅰ-14-①-17

R5

コンクリート工 m
3 4 人力打設　無筋　10m

3
未満 土木工事標準積算基準

Ⅰ-14-①-58

養生 日 3

R5

型枠工 m
2 38 鉄筋・無筋構造物 土木工事標準積算基準

Ⅰ-14-①-58

R5

基礎砕石工 m
2 155 作業日当り標準作業量より 土木工事標準積算基準

Ⅰ-14-①-22

薬液注入工 R5

地盤改良工 二重管ストレーナー 本 別紙計算書参照（数量計算書） 土木工事標準積算基準

（複相方式） Ⅱ-2-⑫-1～

【 作 業 能 力 算 出 表 】



（その２）

工 種 種 別 単 位 作業能力 計 算 式 摘 要

R5

小型ケーシング立坑 φ1500～φ2000 箇所 別紙計算書参照 下水道用標準歩掛

P.440～

R5

ケーシング撤去工 φ1500～φ2000 箇所 14.3 1 ÷ 0.07 = 14.3 箇所 下水道用標準歩掛

P.443

φ2000以下 R5

設置 箇所 25.0 1 ÷ 0.04 = 25.0 箇所 下水道用標準歩掛

円形覆工板 P.451

φ2000以下 R5

撤去 箇所 25.0 1 ÷ 0.04 = 25.0 箇所 下水道用標準歩掛

P.451

下水道用設計積算要領

硬質塩ビ管 m 47.6 10m/0.21日 管路施設（開削工法）編

管布設工 φ150 P.334

下水道用設計積算要領

硬質塩ビ管 m 45.5 10m/0.22日 管路施設（開削工法）編

φ200 P.334

１号組立マンホール 日 0.25 3.0m以下

１号組立マンホール 日 0.26 4.0m以下

人孔設置工 １号組立マンホール 日 0.27 5.0m以下

２号組立マンホール 日 0.32 4.0m以下

２号組立マンホール 日 0.34 5.0m以下

R5

1.0m未満 箇所 6.7 1 ÷ 0.15 = 5.9 箇所 下水道用標準歩掛

P.87

R5

1.0m以上～1.5m未満 箇所 5.9 1 ÷ 0.17 = 4.8 箇所 下水道用標準歩掛

P.87

R5

1.5m以上～2.0m未満 箇所 5.3 1 ÷ 0.19 = 4.2 箇所 下水道用標準歩掛

内副管設置工 P.87

R5

2.0m以上～2.5m未満 箇所 5.0 1 ÷ 0.20 = 3.7 箇所 下水道用標準歩掛

P.87

R5

2.5m以上～3.0m未満 箇所 4.7 1 ÷ 0.21 = 3.4 箇所 下水道用標準歩掛

P.87

R5

3.0m以上～3.5m未満 箇所 4.5 1 ÷ 0.22 = 3.2 箇所 下水道用標準歩掛

P.87

【 作 業 能 力 算 出 表 】



§２．工　事　日　数　算　出　表



作業能力 実 日 数 所 要 日 数

単位 Ｓ Ｑ Do=S/Q D=Do×1.4

小型鋼製ケーシング立坑 φ1800 式 1.0 0.9 1.3

（ 養 生 ） 式 1.0 3.0

覆 工 板 設 置 工 箇所 1.0 25.0 0.04 0.1

4.4

坑 口 部 下流側 本 5.0 7.1 0.70 1.0

坑 口 工 φ200 箇所 1.0 2.0 0.50 0.7

先 導 体 撤 去 工 分割回収 箇所 1.0 0.50 0.7

管布設工 塩ビ管φ200 ｍ 0.30 45.5 0.01 0.0

管布設工 塩ビ管φ150 ｍ 0.30 47.6 0.01 0.0

2号組立マンホール H=3.632m 箇所 1.0 0.32 0.4

内副管設置工 H=2.072m 箇所 1.0 5.0 0.20 0.3

0.7

コンクリ－ト工 埋戻ｺﾝｸﾘｰﾄ m3 3.0 4.0 0.75 1.1

（ 養 生 ） 式 1.0 3.0

埋 戻 工 流用土 m3 0.9 36.0 0.03 0.0

ケーシング撤去工 φ1800 箇所 1.0 14.3 0.07 0.1

覆 工 板 撤 去 工 箇所 1.0 25.0 0.04 0.1

4.3

工 事 日 数 算 出 表

工 種 種 別
数 量

No.18 片到達立坑

小計

小計

埋戻工

備 考

立坑掘削工

小 計

薬液注入工

推 進 工

管布設工
人孔設置工



作業能力 実 日 数 所 要 日 数

単位 Ｓ Ｑ Do=S/Q D=Do×1.4

小型鋼製ケーシング立坑 φ2000 式 1.0 1.0 1.4

（ 養 生 ） 式 1.0 3.0

覆 工 板 設 置 工 箇所 1.0 25.0 0.04 0.1

4.5

坑 口 部 上流側 本 7.0 6.8 1.03 1.4

坑 口 部 下流側 本 7.0 6.8 1.03 1.4

2.8

準 備 工 箇所 1.0 1.0 1.4

坑 口 工 φ200 箇所 2.0 2.0 1.00 1.4

推 進 設 備設 置工 箇所 1.0 3.0 4.2

先 導 体 据 付 工 分割発進 箇所 1.0 1.0 1.4

8.4

塩 ビ 管 推 進 工 φ200（1.0m管） ｍ 33.20 8.2 4.05 5.7

ｹ ｰ ｼ ﾝ ｸ ﾞ類撤去工 φ200（1.0m管） ｍ 33.20 30.0 1.11 1.6

推 進 設 備据 替工 箇所 1.0 1.5 2.1

先 導 体 据 付 工 分割発進 箇所 1.0 1.0 1.4

3.5

塩 ビ 管 推 進 工 φ200（1.0m管） ｍ 53.10 8.2 6.48 9.1

ｹ ｰ ｼ ﾝ ｸ ﾞ類撤去工 φ200（1.0m管） ｍ 53.10 30.0 1.77 2.5

推 進 設 備撤 去工 箇所 1.0 1.0 1.4

後 片 付 け 箇所 1.0 1.0 1.4

2.8

コ ン ク リ－ ト工 調整ｺﾝｸﾘｰﾄ m
3

0.25 4.0 0.06 0.1

（ 養 生 ） 式 1.0 3.0

管布設工 塩ビ管φ200 ｍ 0.80 45.5 0.02 0.0

管布設工 塩ビ管φ150 ｍ 0.40 47.6 0.01 0.0

2号組立マンホール H=3.632m 箇所 1.0 0.32 0.4

内副管設置工 H=1.938m 箇所 1.0 4.2 0.24 0.3

内副管設置工 H=2.355m 箇所 1.0 3.4 0.29 0.4

4.2

コ ン ク リー ト工 埋戻ｺﾝｸﾘｰﾄ m
3

4.8 4.0 1.20 1.7

（ 養 生 ） 式 1.0 3.0

埋 戻 工 流用土 m
3

1.4 36.0 0.04 0.1

ケーシング撤去工 φ2000 箇所 1.0 14.3 0.07 0.1

覆 工 板 撤 去 工 箇所 1.0 25.0 0.04 0.1

5.0

備 考

薬液注入工

立坑掘削工

小 計

No.27→No.18

管布設工
人孔設置工

小 計

No.27 両発進立坑 工 事 日 数 算 出 表

工 種 種 別
数 量

小 計

推 進 工

小 計

No.27→No.28

小 計

小計

小計

埋戻工



作業能力 実 日 数 所 要 日 数

単位 Ｓ Ｑ Do=S/Q D=Do×1.4

小型鋼製ケーシング立坑 φ1800 式 1.0 0.9 1.3

（ 養 生 ） 式 1.0 3.0

覆 工 板 設 置 工 箇所 1.0 25.0 0.04 0.1

4.4

坑 口 部 上流側 本 5.0 7.1 0.70 1.0

坑 口 部 下流側 本 5.0 7.1 0.70 1.0

2.0

坑 口 工 箇所 2.0 2.0 1.00 1.4

先 導 体 撤 去 工 分割回収 台 1.0 1.0 1.4

先 導 体 撤 去 工 分割回収 台 1.0 1.0 1.4

管布設工 塩ビ管φ200 ｍ 0.60 45.5 0.01 0.0

管布設工 塩ビ管φ150 ｍ 0.60 47.6 0.01 0.0

2号組立マンホール H=3.662m 箇所 1.0 0.32 0.4

内副管設置工 H=2.105m 箇所 1.0 5.0 0.20 0.3

内副管設置工 H=1.987m 箇所 1.0 5.3 0.19 0.3

内副管設置工 H=2.252m 箇所 1.0 5.0 0.20 0.3

1.3

コンクリ－ト工 埋戻ｺﾝｸﾘｰﾄ m3 3.0 4.0 0.75 1.1

（ 養 生 ） 式 1.0 3.0

埋 戻 工 流用土 m3 0.9 36.0 0.03 0.0

ケーシング撤去工 φ1800 箇所 1.0 14.3 0.07 0.1

覆 工 板 撤 去 工 箇所 1.0 25.0 0.04 0.1

4.3

小 計

小計

備 考

埋戻工

薬液注入工

立坑掘削工

小 計

管布設工
人孔設置工

推 進 工

小計

工 事 日 数 算 出 表

工 種 種 別
数 量

No.28 両到達立坑



作業能力 実 日 数 所 要 日 数

単位 Ｓ Ｑ Do=S/Q D=Do×1.4

小型鋼製ケーシング立坑 φ2000 式 1.0 1.0 1.4

（ 養 生 ） 式 1.0 3.0

覆 工 板 設 置 工 箇所 1.0 25.0 0.04 0.1

4.5

坑 口 部 上流側 本 7.0 6.8 1.03 1.4

坑 口 部 下流側 本 7.0 6.8 1.03 1.4

2.8

準 備 工 箇所 1.0 1.0 1.4

坑 口 工 φ200 箇所 2.0 2.0 1.00 1.4

推 進 設 備設 置工 箇所 1.0 3.0 4.2

先 導 体 据 付 工 分割発進 箇所 1.0 1.0 1.4

8.4

塩 ビ 管 推 進 工 φ200（1.0m管） ｍ 5.65 8.2 0.69 1.0

ｹ ｰ ｼ ﾝ ｸ ﾞ類撤去工 φ200（1.0m管） ｍ 5.65 30.0 0.19 0.3

推 進 設 備据 替工 箇所 1.0 1.5 2.1

先 導 体 据 付 工 分割発進 箇所 1.0 1.0 1.4

3.5

塩 ビ 管 推 進 工 φ200（1.0m管） ｍ 47.50 8.2 5.79 8.1

ｹ ｰ ｼ ﾝ ｸ ﾞ類撤去工 φ200（1.0m管） ｍ 47.50 30.0 1.58 2.2

推 進 設 備撤 去工 箇所 1.0 1.0 1.4

後 片 付 け 箇所 1.0 1.0 1.4

2.8

コ ン ク リ－ ト工 調整ｺﾝｸﾘｰﾄ m
3

0.47 4.0 0.12 0.2

（ 養 生 ） 式 1.0 3.0

管布設工 塩ビ管φ200 ｍ 1.10 45.5 0.02 0.0

1号組立マンホール H=3.621m 箇所 1.0 0.26 0.4

3.6

埋 戻 工 流用土 m
3

8.3 36.0 0.23 0.3

ケーシング撤去工 φ2000 箇所 1.0 14.3 0.07 0.1

覆 工 板 撤 去 工 箇所 1.0 25.0 0.04 0.1

0.5

備 考

No.29 両発進立坑 工 事 日 数 算 出 表

工 種 種 別
数 量

立坑掘削工

小 計

薬液注入工

小 計

推 進 工

小 計

小 計

No.29→No.30

小 計

No.29→No.28

管布設工
人孔設置工

小計

埋戻工

小計



作業能力 実 日 数 所 要 日 数

単位 Ｓ Ｑ Do=S/Q D=Do×1.4

小型鋼製ケーシング立坑 φ1500 式 1.0 0.9 1.3

（ 養 生 ） 式 1.0 3.0

覆 工 板 設 置 工 箇所 1.0 25.0 0.04 0.1

4.4

坑 口 部 上流側 本 5.0 7.1 0.70 1.0

坑 口 部 下流側 本 5.0 7.1 0.70 1.0

2.0

坑 口 工 箇所 2.0 2.0 1.00 1.4

先 導 体 撤 去 工 分割回収 台 1.0 1.0 1.4

先 導 体 撤 去 工 分割回収 台 1.0 1.0 1.4

管布設工 塩ビ管φ200 ｍ 0.60 45.5 0.01 0.0

管布設工 塩ビ管φ150 ｍ 0.30 47.6 0.01 0.0

1号組立マンホール H=3.726m 箇所 1.0 0.26 0.4

0.4

コンクリ－ト工 埋戻ｺﾝｸﾘｰﾄ m3 2.7 4.0 0.68 1.0

（ 養 生 ） 式 1.0 3.0

埋 戻 工 流用土 m3 0.8 36.0 0.02 0.0

ケーシング撤去工 φ1500 箇所 1.0 14.3 0.07 0.1

覆 工 板 撤 去 工 箇所 1.0 25.0 0.04 0.1

4.2

備 考

薬液注入工

No.30 両到達立坑 工 事 日 数 算 出 表

工 種 種 別
数 量

立坑掘削工

小 計

小計

小 計

推 進 工

管布設工
人孔設置工

埋戻工

小計



作業能力 実 日 数 所 要 日 数

単位 Ｓ Ｑ Do=S/Q D=Do×1.4

小型鋼製ケーシング立坑 φ2000 式 1.0 1.1 1.5

（ 養 生 ） 式 1.0 3.0

覆 工 板 設 置 工 箇所 1.0 25.0 0.04 0.1

4.6

坑 口 部 上流側 本 7.0 6.6 1.06 1.5

坑 口 部 下流側 本 7.0 6.6 1.06 1.5

3.0

準 備 工 箇所 1.0 1.0 1.4

坑 口 工 φ200 箇所 2.0 2.0 1.00 1.4

推 進 設 備設 置工 箇所 1.0 3.0 4.2

先 導 体 据 付 工 分割発進 箇所 1.0 1.0 1.4

8.4

塩 ビ 管 推 進 工 φ200（1.0m管） ｍ 57.10 8.2 6.96 9.7

ｹ ｰ ｼ ﾝ ｸ ﾞ類撤去工 φ200（1.0m管） ｍ 57.10 30.0 1.90 2.7

推 進 設 備据 替工 箇所 1.0 1.5 2.1

先 導 体 据 付 工 分割発進 箇所 1.0 1.0 1.4

3.5

塩 ビ 管 推 進 工 φ200（1.0m管） ｍ 66.25 8.2 8.08 11.3

ｹ ｰ ｼ ﾝ ｸ ﾞ類撤去工 φ200（1.0m管） ｍ 66.25 30.0 2.21 3.1

推 進 設 備撤 去工 箇所 1.0 1.0 1.4

後 片 付 け 箇所 1.0 1.0 1.4

2.8

コ ン ク リ－ ト工 調整ｺﾝｸﾘｰﾄ m
3

0.25 4.0 0.06 0.1

（ 養 生 ） 式 1.0 3.0

管布設工 塩ビ管φ200 ｍ 0.80 45.5 0.02 0.0

管布設工 塩ビ管φ150 ｍ 1.20 47.6 0.03 0.0

2号組立マンホール H=4.212m 箇所 1.0 0.34 0.5

内副管設置工 H=2.616m 箇所 1.0 4.7 0.21 0.3

内副管設置工 H=2.714m 箇所 1.0 4.7 0.21 0.3

内副管設置工 H=2.782m 箇所 1.0 4.7 0.21 0.3

3.9

コ ン ク リ－ ト工 埋戻ｺﾝｸﾘｰﾄ m
3

5.7 4.0 1.43 2.0

（ 養 生 ） 式 1.0 3.0

埋 戻 工 流用土 m
3

1.4 36.0 0.04 0.1

ケーシング撤去工 φ2000 箇所 1.0 14.3 0.07 0.1

覆 工 板 撤 去 工 箇所 1.0 25.0 0.04 0.1

5.3

備 考

薬液注入工

No.35 両発進立坑 工 事 日 数 算 出 表

工 種 種 別
数 量

立坑掘削工

小 計

小 計

小 計

推 進 工

小 計

No.35→No.36

No.35→No.30

小 計

管布設工
人孔設置工

小計

埋戻工

小計



作業能力 実 日 数 所 要 日 数

単位 Ｓ Ｑ Do=S/Q D=Do×1.4

小型鋼製ケーシング立坑 φ1800 式 1.0 1.1 1.5

（ 養 生 ） 式 1.0 3.0

覆 工 板 設 置 工 箇所 1.0 25.0 0.04 0.1

4.6

坑 口 部 上流側 本 5.0 6.6 0.76 1.1

坑 口 部 下流側 本 5.0 6.6 0.76 1.1

2.2

坑 口 工 φ200 箇所 1.0 2.0 0.50 0.7 上流側

坑 口 工 φ200 箇所 1.0 2.0 0.50 0.7 下流側

先 導 体 撤 去 工 分割回収 箇所 1.0 0.5 0.7

先 導 体 撤 去 工 分割回収 箇所 1.0 0.5 0.7

管布設工 塩ビ管φ200 ｍ 0.30 45.5 0.01 0.0

管布設工 塩ビ管φ150 ｍ 0.30 47.6 0.01 0.0

２号組立マンホール H=4.840m 箇所 1.0 0.34 0.5

0.5

コンクリ－ト工 埋戻ｺﾝｸﾘｰﾄ m3 4.2 4.0 1.05 1.5

（ 養 生 ） 式 1.0 3.0

埋 戻 工 流用土 m3 0.9 36.0 0.03 0.0

ケーシング撤去工 φ1800 箇所 1.0 14.3 0.07 0.1

覆 工 板 撤 去 工 箇所 1.0 25.0 0.04 0.1

4.7

小計

埋戻工

小計

立坑掘削工

小 計

薬液注入工

小 計

推 進 工

管布設工
人孔設置工

備 考

No.36 両到達立坑 工 事 日 数 算 出 表

工 種 種 別
数 量



作業能力 実 日 数 所 要 日 数

単位 Ｓ Ｑ Do=S/Q D=Do×1.4

小型鋼製ケーシング立坑 φ2000 式 1.0 1.1 1.5

（ 養 生 ） 式 1.0 3.0

覆 工 板 設 置 工 箇所 1.0 25.0 0.04 0.1

4.6

坑 口 部 上流側 本 7.0 6.5 1.08 1.5

坑 口 部 下流側 本 7.0 6.5 1.08 1.5

3.0

準 備 工 箇所 1.0 1.0 1.4

坑 口 工 φ200 箇所 2.0 2.0 1.00 1.4

推 進 設 備設 置工 箇所 1.0 3.0 4.2

先 導 体 据 付 工 分割発進 箇所 1.0 1.0 1.4

8.4

塩 ビ 管 推 進 工 φ200（1.0m管） ｍ 53.10 8.2 6.48 9.1

塩 ビ 管 推 進 工 φ200（1.0m管） ｍ 8.20 8.2 1.00 1.4

ｹ ｰ ｼ ﾝ ｸ ﾞ類撤去工 φ200（1.0m管） ｍ 63.10 30.0 2.10 2.9

推 進 設 備据 替工 箇所 1.0 1.5 2.1

先 導 体 据 付 工 分割発進 箇所 1.0 1.0 1.4

3.5

塩 ビ 管 推 進 工 φ200（1.0m管） ｍ 55.70 8.2 6.79 9.5

ｹ ｰ ｼ ﾝ ｸ ﾞ類撤去工 φ200（1.0m管） ｍ 55.70 30.0 1.86 2.6

推 進 設 備撤 去工 箇所 1.0 1.0 1.4

後 片 付 け 箇所 1.0 1.0 1.4

2.8

コ ン ク リ－ ト工 調整ｺﾝｸﾘｰﾄ m
3

0.47 4.0 0.12 0.2

（ 養 生 ） 式 1.0 3.0

管布設工 塩ビ管φ200 ｍ 1.10 45.5 0.02 0.0

管布設工 塩ビ管φ150 ｍ 0.55 47.6 0.01 0.0

１号組立マンホール H=4.335m 箇所 1.0 0.27 0.4

内副管設置工 H=2.797m 箇所 1.0 4.7 0.21 0.3

3.9

埋 戻 工 流用土 m
3

10.2 36.0 0.28 0.4

ケーシング撤去工 φ2000 箇所 1.0 14.3 0.07 0.1

覆 工 板 撤 去 工 箇所 1.0 25.0 0.04 0.1

0.6

小計

埋戻工

小計

小 計

No.37→No.36

小 計

管布設工
人孔設置工

小 計

推 進 工

小 計

No.37→No.38

No.38→No.39

備 考

薬液注入工

No.37 両発進立坑 工 事 日 数 算 出 表

工 種 種 別
数 量

立坑掘削工

小 計



作業能力 実 日 数 所 要 日 数

単位 Ｓ Ｑ Do=S/Q D=Do×1.4

小型鋼製ケーシング立坑 φ1800 式 1.0 1.1 1.5

（ 養 生 ） 式 1.0 3.0

覆 工 板 設 置 工 箇所 1.0 25.0 0.04 0.1

4.6

坑 口 部 上流側 本 5.0 6.9 0.72 1.0

坑 口 部 下流側 本 5.0 6.9 0.72 1.0

2.0

坑 口 工 φ200 箇所 2.0 2.0 1.00 1.4

通過立坑工 箇所 1.0 0.50 0.7

管布設工 塩ビ管φ200 ｍ 1.80 45.5 0.04 0.1

〃 塩ビ管φ150 ｍ 0.45 47.6 0.01 0.0

２号組立マンホール H=4.155m 箇所 1.0 0.34 0.5

内副管設置工 H=2.543m 箇所 1.0 4.7 0.21 0.3 （2箇所平均）

0.9

コンクリ－ト工 埋戻ｺﾝｸﾘｰﾄ m3 3.5 4.0 0.88 1.2

（ 養 生 ） 式 1.0 3.0

埋 戻 工 流用土 m3 0.9 36.0 0.03 0.0

ケーシング撤去工 φ1800 箇所 1.0 14.3 0.07 0.1

覆 工 板 撤 去 工 箇所 1.0 25.0 0.04 0.1

4.4小計

埋戻工

小 計

推 進 工

管布設工
人孔設置工

小計

備 考

薬液注入工

No.38 通過立坑 工 事 日 数 算 出 表

工 種 種 別
数 量

立坑掘削工

小 計



作業能力 実 日 数 所 要 日 数

単位 Ｓ Ｑ Do=S/Q D=Do×1.4

小型鋼製ケーシング立坑 φ1800 式 1.0 1.1 1.5

（ 養 生 ） 式 1.0 3.0

覆 工 板 設 置 工 箇所 1.0 25.0 0.04 0.1

4.6

坑 口 部 上流側 本 5.0 6.9 0.72 1.0

坑 口 部 下流側 本 5.0 6.9 0.72 1.0

2.0

坑 口 工 φ200 箇所 2.0 2.0 1.00 1.4

先 導 体 撤 去 工 分割回収 箇所 1.0 0.5 0.7

先 導 体 撤 去 工 分割回収 箇所 1.0 0.5 0.7

管布設工 塩ビ管φ200 ｍ 0.60 45.5 0.01 0.0

管布設工 塩ビ管φ150 ｍ 0.30 47.6 0.01 0.0

２号組立マンホール H=4.225m 箇所 1.0 0.34 0.5

内副管設置工 H=2.393m 箇所 1.0 5.0 0.20 0.3

0.8

コンクリ－ト工 埋戻ｺﾝｸﾘｰﾄ m3 3.6 4.0 0.90 1.3

（ 養 生 ） 式 1.0 3.0

埋 戻 工 流用土 m3 0.9 36.0 0.03 0.0

ケーシング撤去工 φ1800 箇所 1.0 14.3 0.07 0.1

覆 工 板 撤 去 工 箇所 1.0 25.0 0.04 0.1

4.5

小計

埋戻工

小計

小 計

推 進 工

管布設工
人孔設置工

備 考

薬液注入工

No.39 両到達立坑 工 事 日 数 算 出 表

工 種 種 別
数 量

立坑掘削工

小 計



作業能力 実 日 数 所 要 日 数

単位 Ｓ Ｑ Do=S/Q D=Do×1.4

小型鋼製ケーシング立坑 φ2000 式 1.0 1.1 1.5

（ 養 生 ） 式 1.0 3.0

覆 工 板 設 置 工 箇所 1.0 25.0 0.04 0.1

4.6

坑 口 部 上流側 本 7.0 6.5 1.08 1.5

坑 口 部 下流側 本 7.0 6.5 1.08 1.5

3.0

準 備 工 箇所 1.0 1.0 1.4

坑 口 工 φ200 箇所 2.0 2.0 1.00 1.4

推 進 設 備設 置工 箇所 1.0 3.0 4.2

先 導 体 据 付 工 分割発進 箇所 1.0 1.0 1.4

8.4

塩 ビ 管 推 進 工 φ200（1.0m管） ｍ 50.10 8.2 6.11 8.6

ｹ ｰ ｼ ﾝ ｸ ﾞ類撤去工 φ200（1.0m管） ｍ 50.10 30.0 1.67 2.3

推 進 設 備据 替工 箇所 1.0 1.5 2.1

先 導 体 据 付 工 分割発進 箇所 1.0 1.0 1.4

3.5

塩 ビ 管 推 進 工 φ200（1.0m管） ｍ 51.10 8.2 6.23 8.7

ｹ ｰ ｼ ﾝ ｸ ﾞ類撤去工 φ200（1.0m管） ｍ 51.10 30.0 1.70 2.4

推 進 設 備撤 去工 箇所 1.0 1.0 1.4

後 片 付 け 箇所 1.0 1.0 1.4

2.8

コ ン ク リ－ ト工 調整ｺﾝｸﾘｰﾄ m
3

0.47 4.0 0.12 0.2

（ 養 生 ） 式 1.0 3.0

管布設工 塩ビ管φ200 ｍ 1.10 45.5 0.02 0.0

管布設工 塩ビ管φ150 ｍ 0.55 47.6 0.01 0.0

１号組立マンホール H=4.371m 箇所 1.0 0.27 0.4

内副管設置工 H=2.436m 箇所 1.0 5.0 0.20 0.3

3.9

埋 戻 工 流用土 m
3

10.3 36.0 0.29 0.4

ケーシング撤去工 φ2000 箇所 1.0 14.3 0.07 0.1

覆 工 板 撤 去 工 箇所 1.0 25.0 0.04 0.1

0.6

埋戻工

小計

小計

No.40→No.39

小 計

管布設工
人孔設置工

小 計

小 計

推 進 工

小 計

No.40→No.41

備 考

薬液注入工

No.40 両発進立坑 工 事 日 数 算 出 表

工 種 種 別
数 量

立坑掘削工

小 計



作業能力 実 日 数 所 要 日 数

単位 Ｓ Ｑ Do=S/Q D=Do×1.4

小型鋼製ケーシング立坑 φ1800 式 1.0 1.1 1.5

（ 養 生 ） 式 1.0 3.0

覆 工 板 設 置 工 箇所 1.0 25.0 0.04 0.1

4.6

坑 口 部 上流側 本 5.0 6.6 0.76 1.1

坑 口 部 下流側 本 5.0 6.6 0.76 1.1

2.2

坑 口 工 φ200 箇所 2.0 2.0 1.00 1.4

先 導 体 撤 去 工 分割回収 箇所 1.0 0.5 0.7

先 導 体 撤 去 工 分割回収 箇所 1.0 0.5 0.7

管布設工 塩ビ管φ200 ｍ 0.60 45.5 0.01 0.0

管布設工 塩ビ管φ150 ｍ 0.30 47.6 0.01 0.0

２号組立マンホール H=4.905m 箇所 1.0 0.34 0.5

内副管設置工 H=2.959m 箇所 1.0 4.7 0.21 0.3

0.8

コンクリ－ト工 埋戻ｺﾝｸﾘｰﾄ m3 5.4 4.0 1.35 1.9

（ 養 生 ） 式 1.0 3.0

埋 戻 工 流用土 m3 1.1 36.0 0.03 0.0

ケーシング撤去工 φ1800 箇所 1.0 14.3 0.07 0.1

覆 工 板 撤 去 工 箇所 1.0 25.0 0.04 0.1

5.1

小計

埋戻工

小計

小 計

推 進 工

管布設工
人孔設置工

備 考

薬液注入工

No.41 両到達立坑 工 事 日 数 算 出 表

工 種 種 別
数 量

立坑掘削工

小 計



作業能力 実 日 数 所 要 日 数

単位 Ｓ Ｑ Do=S/Q D=Do×1.4

小型鋼製ケーシング立坑 φ2000 式 1.0 1.2 1.7

（ 養 生 ） 式 1.0 3.0

覆 工 板 設 置 工 箇所 1.0 25.0 0.04 0.1

4.8

坑 口 部 上流側 本 7.0 6.1 1.15 1.6

坑 口 部 下流側 本 7.0 6.1 1.15 1.6

3.2

準 備 工 箇所 1.0 1.0 1.4

坑 口 工 φ200 箇所 2.0 2.0 1.00 1.4

推 進 設 備設 置工 箇所 1.0 3.0 4.2

先 導 体 据 付 工 分割発進 箇所 1.0 1.0 1.4

8.4

塩 ビ 管 推 進 工 φ200（1.0m管） ｍ 32.75 8.2 3.99 5.6

ｹ ｰ ｼ ﾝ ｸ ﾞ類撤去工 φ200（1.0m管） ｍ 32.75 30.0 1.09 1.5

推 進 設 備据 替工 箇所 1.0 1.5 2.1

先 導 体 据 付 工 分割発進 箇所 1.0 1.0 1.4

3.5

塩 ビ 管 推 進 工 φ200（1.0m管） ｍ 67.80 8.2 8.27 11.6

ｹ ｰ ｼ ﾝ ｸ ﾞ類撤去工 φ200（1.0m管） ｍ 67.80 30.0 2.26 3.2

推 進 設 備撤 去工 箇所 1.0 1.0 1.4

後 片 付 け 箇所 1.0 1.0 1.4

2.8

コ ン ク リ－ ト工 調整ｺﾝｸﾘｰﾄ m
3

0.25 4.0 0.06 0.1

（ 養 生 ） 式 1.0 3.0

管布設工 塩ビ管φ200 ｍ 0.80 45.5 0.02 0.0

管布設工 塩ビ管φ150 ｍ 0.40 47.6 0.01 0.0

２号組立マンホール H=5.444m 箇所 1.0 0.36 0.5

内副管設置工 H=3.406m 箇所 1.0 4.5 0.22 0.3

3.9

コ ン ク リ－ ト工 埋戻ｺﾝｸﾘｰﾄ m
3

7.7 4.0 1.93 2.7

（ 養 生 ） 式 1.0 3.0

埋 戻 工 流用土 m
3

1.4 36.0 0.04 0.1

ケーシング撤去工 φ2000 箇所 1.0 14.3 0.07 0.1

覆 工 板 撤 去 工 箇所 1.0 25.0 0.04 0.1

6.0

埋戻工

小計

小計

No.42→No.41

小 計

管布設工
人孔設置工

小 計

小 計

推 進 工

小 計

No.42→
No.11-6

備 考

薬液注入工

No.42 両発進立坑 工 事 日 数 算 出 表

工 種 種 別
数 量

立坑掘削工

小 計



作業能力 実 日 数 所 要 日 数

単位 Ｓ Ｑ Do=S/Q D=Do×1.4

坑 口 部 上流側 本 5.0 6.3 0.79 1.1

坑 口 工 既設マンホール 箇所 1.0 1.0 1.00 1.4

先 導 体 撤 去 工 人孔回収 箇所 1.0 1.0 1.4

薬液注入工

推 進 工

備 考

No.11-6 既設人孔到達 工 事 日 数 算 出 表

工 種 種 別
数 量



§３．工　事　工　程　表



推　進　工　工　程　表　（1）

No.11-6 既設人孔到達 1.1 1.4 1.4

1号組立マンホール 15.3 ─────16.4 ─────17.8 ─────19.2

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

No.42 両発進立坑 4.8 3.2 8.4 5.6 1.5 3.5 11.6 3.2 2.8 3.9 6.0

ケーシング立坑φ2000 0.0 ─────4.8 ─────8.0 ─────16.4 ─────22.0 ─────23.5 ─────27.0 ─────38.6 ─────41.8 ─────44.6 ─────48.5 ─────54.5

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

No.41 到達立坑 4.6 2.2 1.4 ｜ 0.7 ｜ 0.7 0.8 5.1

ケーシング立坑φ1800 30.4 ─────35.0 ─────37.2 ─────38.6 ─────39.3 ｜ 61.6 ─────62.3 ─────63.1 ─────68.2

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

No.40 両発進立坑 4.6 3.0 ｜ 8.4 8.6 ｜ 2.3 3.5 8.7 2.4 2.8 3.9 0.6

ケーシング立坑φ2000 37.0 ─────41.6 ─────44.6 ─────53.0 ─────61.6 ─────63.9 ─────67.4 ─────76.1 ─────78.5 ─────81.3 ─────85.2 ─────85.8

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

No.39 両到達立坑 4.6 2.0 1.4 ｜ 0.7 ｜ 0.7 0.8 4.5

ケーシング立坑φ1800 68.1 ─────72.7 ─────74.7 ─────76.1 ─────76.8 ｜ 100.2─────100.9─────101.7─────106.2

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

No.38 通過立坑 4.6 ｜ 2.0 1.4 0.7 ｜ 0.9 4.4

ケーシング立坑φ1800 90.8 ─────95.4 ─────97.4 ─────98.8 ─────99.5 ｜ 103.1─────104.0─────108.4

｜ ｜ ｜ ｜

｜ ｜ ｜ ｜

｜ ｜ ｜ ｜

｜ ｜ ｜ ｜

｜ ｜ ｜ ｜

｜ ｜ ｜ ｜

｜ ｜ ｜ ｜

｜ ｜ ｜ ｜

｜ ｜ ｜ ｜

No.37 両発進立坑 4.6 3.0 ｜ 8.4 9.1 ｜ 1.4 ｜ 2.9 ｜ 3.5 9.5 2.6 2.8 3.9 0.6

ケーシング立坑φ2000 73.7 ─────78.3 ─────81.3 ─────89.7 ─────98.8 ─────98.8 ─────100.2─────103.1─────106.6─────116.1─────118.7 ─────────── 121.5 ─────────── 125.4 ─────────── 126.0

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

No.36両到達立坑 4.6 1.1 0.7 ｜ 0.7 0.5 4.7

ケーシング立坑φ1800 109.7─────114.3─────115.4─────116.1─────116.8─────117.3─────122.0
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推　進　工　工　程　表　（2）

No.36両到達立坑 1.1 0.7 0.7

1号組立マンホール 114.3─────115.4─────116.1─────116.8

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

No.35 両発進立坑 4.6 3.0 8.4 9.7 2.7 3.5 11.3 3.1 2.8 3.9 5.3

ケーシング立坑φ2000 90.4─────95.0─────98.0─────106.4─────116.1─────118.8─────122.3─────133.6─────136.7─────139.5─────143.4─────148.7

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

No.30 両到達立坑 4.4 2.0 1.4 ｜ 1.4 ｜ 1.4 0.4 4.2

ケーシング立坑φ1500 125.8─────130.2─────132.2─────133.6─────135.0 ｜ 148.9─────150.3─────150.7─────154.9

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

No.29 両発進立坑 4.5 2.8 ｜ 8.4 1.0 ｜ 0.3 3.5 8.1 2.2 2.8 3.6 0.5

ケーシング立坑φ2000 132.2─────136.7─────139.5─────147.9─────148.9─────149.2─────152.7─────160.8─────163.0─────165.8─────169.4─────169.9

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

No.28 両到達立坑 4.4 2.0 1.4 ｜ 1.4 ｜ 1.4 1.3 4.3

ケーシング立坑φ1800 153.0─────157.4─────159.4─────160.8─────162.2 ｜ 179.9─────181.3─────182.6─────186.9

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

｜ ｜

No.27 両発進立坑 4.5 2.8 ｜ 8.4 5.7 ｜ 1.6 3.5 9.1 2.5 2.8 4.2 5.0

ケーシング立坑φ2000 158.5─────163.0─────165.8─────174.2─────179.9─────181.5─────185.0─────194.1─────196.6─────199.4─────203.6 ─────────── 208.6

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

No.18 片到達立坑 4.4 1.0 0.7 ｜ 0.7 0.7 4.3

ケーシング立坑φ1800 188.0─────192.4─────193.4─────194.1─────194.8─────195.5─────199.8
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§４．損 料 日 数 算 定 表



損料日数総括表

No.18 No.27 No.28 No.29 No.30 No.35 No.36 No.37 No.38 No.39 No.40 No.41 No.42 No.11-6

到達立坑 両発進立坑 両到達立坑 両発進立坑 両到達立坑 両発進立坑 両到達立坑 両発進立坑 通過立坑 両到達立坑 両発進立坑 両到達立坑 両発進立坑 既設人孔到達

回 1 1

回 1 1 1 1 1 1 6

回 1 1 1 1 1 1 6

日 25 25
74 74 No.41を転用

日 43 43 No.28を転用

日 50 50 No.39を転用

108 108 No.40及び

日 61 61 No.35を転用

122 122 No.42及び

日 45 45 No.37を転用

日 34 27 42 41 37 37 218

日 4 7 6 3 5 7 5 3 4 5 3 5 7 1 65

水替工 常時

作業時

φ2000用

ケーシング

φ2000用

ケーシング

φ1800用

ケーシング

φ1800用

簡易覆工板 ケーシング

損料日数 φ1500用

ケーシング

φ1800用

φ2000用

合　　計 備 考

仮設ケーシング φ1500用

工　　　種 種　　　別 単　位



損料日数計算書

【鋼矢板】

日 日 日 日 日 日

鋼矢板損料日数

＝　（設置期間）　＋　（在場期間）　＋　（撤去期間）

【支保工】

日 日 日 日 日 日

支保工重量　＝（主部材）＋（副部材A）

支保工損料日数

＝　（設置期間）＋（在場期間）＋（撤去期間）

注）　設置期間　＝（掘削）＋（支保工設置）

注）　撤去期間　＝（埋戻）＋（支保工撤去）

【覆工板､受桁】

日 日 日 日 日 日

円形覆工板

立坑

円形覆工板

立坑

円形覆工板

立坑

円形覆工板

立坑

円形覆工板

立坑

円形覆工板

立坑

円形覆工板

立坑

円形覆工板

立坑44.1 45 2回転用 φ2000発進立坑 0.1 126.0 169.9 43.9 0.1

0.1 60.1 61 2回転用 φ2000

No.37 → No.29

42.6 43 1.060 φ1800

No.35 → No.27

発進立坑 0.1 148.7 208.6 59.9

到達立坑 0.1 157.4 199.8 42.4 0.1

0.1 24.9 25 0.730 φ1500

No.28 → No.18

107.3 108 1.160 φ2000

No.30

到達立坑 0.1 130.2 154.9 24.7

発進立坑 0.1 41.6 148.7 107.1 0.1

No.40 → No.35

49.5 50 1.060 φ1800

No.42 → No.37

発進立坑 0.1 4.8 126.0 121.2

到達立坑 0.1 72.7 122.0 49.3 0.1

φ1800

No.39 → No.36

No.41 → No.38

到達立坑 0.1 35.0 108.4 73.4

0.1 121.4 122 1.160 φ2000

日 t

立坑番号 期間 開始 終了 差 期間

0.1 73.6 74 1.060

設置 在場期間 撤去 損料日数 損料 損料

計算値 日数 重量 摘　　要

日 t

設置 在場期間 撤去 損料日数 損料 損料

立坑番号 期間 開始 終了 差 期間 計算値 日数 重量 摘　　要

摘　　要

日 t

立坑番号 期間 開始 終了 差 期間

設置 在場期間 撤去 損料日数 損料 損料

計算値 日数 重量



§５．運　搬　工



種  別 項  目 単位 No.18 No.27 No.28 No.29 No.30 No.35 No.36 No.37 No.38 No.39 No.40 No.41 No.42 合計

鋼矢板 矢板種別

単位重量 t/m

矢板長 m

枚  数 枚

搬入重量 t

同特大割増 t

鋼製支保工 主部材 t

副部材（Ａ） t

副部材（Ｂ） t

路面覆工 覆工重量 t

受桁、桁受 t

ズレ止め t

搬入重量 t

揺動圧入土留 ケーシング径 φ1800 φ2000 φ1800 φ2000 φ1500 φ2000 φ1800 φ2000 φ1800 φ1800 φ2000 φ1800 φ2000

単位重量 t/m

ケーシング長 m

ケーシング重量 t

仮設ケーシング(L=2.0m) t No.41より転用 No.42より転用 No.41より転用 No.42より転用 1.345 No.42より転用 No.41より転用 No.42より転用 No.41より転用 No.41より転用 No.42より転用 1.603 2.102 5.050

覆工板(φ2000用) t No.40より転用 No.42より転用 No.40より転用 No.42より転用 1.160 1.160 2.320

覆工板(φ1800用) t No.28より転用 1.060 No.39より転用 No.41より転用 1.060 1.060 3.180

覆工板(φ1500用) t 0.730 0.730

搬入重量 t 1.060 2.075 1.060 1.160 2.663 3.262 11.280

11.280

鋼矢板 矢板長 m

枚  数 枚

搬出重量 t

同特大割増 t

鋼製支保工 主部材 t

副部材（Ａ） t

副部材（Ｂ） t

路面覆工 覆工重量 t

受桁、桁受 t

ズレ止め t

搬出重量 t

揺動圧入土留 仮設ケーシング(L=2.0m) t No.41より転用 No.42より転用 No.41より転用 No.42より転用 1.345 No.42より転用 No.41より転用 No.42より転用 No.41より転用 No.41より転用 No.42より転用 1.603 2.102 5.050

覆工板(φ2000用) t No.40より転用 No.42より転用 No.40より転用 No.42より転用 1.160 1.160 2.320

覆工板(φ1800用) t No.28より転用 1.060 No.39より転用 No.41より転用 1.060 1.060 3.180

覆工板(φ1500用) t 0.730 0.730

搬出重量 t 1.060 2.075 1.060 1.160 2.663 3.262 11.280

11.280

鋼

材

搬

入

鋼

材

搬

出

鋼材運搬（鋼矢板，支保工，覆工板）



§７．交　通　整　理　員　の　算　出



交通整理員の算定

立坑番号 No.18 No.27 No.28 No.29 No.30 No.35 No.36 No.37 No.38 No.39 No.40 No.41 No.42 No.11-6 摘 要

到達立坑 両発進立坑 両到達立坑 両発進立坑 両到達立坑 両発進立坑 両到達立坑 両発進立坑 通過立坑 両到達立坑 両発進立坑 両到達立坑 両発進立坑 既設人孔到達

立坑築造工－養生日数 1.4 1.5 1.4 1.5 1.4 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.8 工事日数算出書参照

薬液注入工 1.0 2.8 2.0 2.8 2.0 3.0 2.2 3.0 2.0 2.0 3.0 2.2 3.2 1.1 〃

坑口工 0.7 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 〃

準備工 8.4 8.4 8.4 8.4 8.4 8.4 〃

推進工 5.7 1.0 9.7 10.5 8.6 5.6 〃

通過立坑工 0.7 〃

先導体撤去工 0.7 1.4 1.4 0.7 0.7 0.7 1.4 〃

ケーシング類撤去工 1.6 0.3 2.7 2.9 2.3 1.5 〃

推進設備据替工 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 〃

推進工 9.1 8.1 11.3 9.5 8.7 11.6 〃

先導体撤去工 1.4 1.4 0.7 0.7 0.7 〃

ケーシング類撤去工 2.5 2.2 3.1 2.6 2.4 3.2 〃

後片付け工 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8 〃

管布設・人孔-養生日数 0.7 1.2 1.3 0.6 0.4 0.9 0.5 0.9 0.9 0.8 0.9 0.8 0.9 〃

埋戻工-養生日数 1.3 2.0 1.3 0.5 1.2 2.3 1.7 0.6 1.4 1.5 0.6 2.1 3.0 〃

日数合計  ① 5.8 41.1 10.2 31.7 9.2 49.3 8.8 46.3 8.0 8.7 42.8 9.5 45.5 3.9

 実 日 数  ②＝①/1.4 4.1 29.4 7.3 22.6 6.6 35.2 6.3 33.1 5.7 6.2 30.6 6.8 32.5 2.8

 人     数  ③ 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 交代要員含む

 合     計  ④ 12.3 88.2 21.9 67.8 19.8 105.6 18.9 99.3 17.1 18.6 91.8 20.4 97.5 8.4 687.6

688 人

合計

推進工



積 算 資 料

（ 起 債 ： 開 削 ）



種　別 名　称 細別・規格 単位 数量 摘　　要

管路土留工 建込簡易土留賃料 H=2.0型　平均掘削深2.0m以下 日 本管φ150

建込簡易土留賃料 H=1.5型　平均掘削深1.5m以下 日 本管φ200

LSP-Ⅱ型　H=2.0m　平均掘削深2.0m以下

軽量鋼矢板賃料 1セット3.00m(0.60t) 使用回数：6回 日 取付管φ100

LSP-Ⅱ型　H=2.0m　平均掘削深2.0m以下

軽量鋼矢板賃料 1セット3.10m(0.59t) 使用回数：1回 日 取付管φ150　　φ100から転用

管埋設工事用　平均掘削深2.0m以下(1段設置)

鋼製切梁材賃料 調整長600～1000㎜：2本 日 取付管φ100

管埋設工事用　平均掘削深3.5m以下(2段設置)

鋼製切梁材賃料 調整長600～1000㎜：8本 日

管埋設工事用　平均掘削深2.0m以下(1段設置)

アルミ腹起し材賃料 幅70～80㎜,高115～130㎜：2本（3ｍ） 日 取付管φ100

管埋設工事用　平均掘削深3.5m以下(2段設置)

アルミ腹起し材賃料 幅70～80㎜,高115～130㎜：8本（3ｍ：4本、4ｍ：4本） 日

ウェルポイント工 ウェルポイント設置・撤去 本 19 本管φ150

ポンプ設置・撤去 組 1 本管φ150　　/60ｍ

運転管理日数 日 5 本管φ150

損料日数 日 8 本管φ150

ウェルポイント設置・撤去 本 本管φ200

ポンプ設置・撤去 組 本管φ200　/60ｍ

運転管理日数 日 本管φ200

損料日数 日 本管φ200

交通誘導警備員 交通誘導警備員Ａ 人  0日×1人配置

交通誘導警備員Ｂ 人 39  13日×2人配置+交代要員

総　括　表



ｍ 75.00

カ所 × 0.20
カ所 × 0.25
カ所 ×

2 カ所 × 0.04 (H＜3.5) 0.08
カ所 × 0.12 (H＜2.0)

0.08

ｍ 75.0

回 ③ ÷ 30 ｍ 2.5

日 　Ⓑ　×　④　＋　② 5

日 (　⑤　＋　(0.5＋0.2)　)　×　1.4 8

⑦　交通整理員日数 日 　⑤　＋　(0.5＋0.2) 6

　工　程　表

管径 φ150㎜
起債事業

土留 なし

水替え あり

工　　種 工　程　表　(30m当り) 項　　目

設置間隔 4.00m

管布設工
(1.6)

②　マンホール設置

計　算　式 数量

①　施工延長
ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ設置工

0.5 (0.5)

単位

埋戻工
0.7 (2.3)

小型ﾚｼﾞﾝ
計

日

0号
1号
2号

小型塩ビ

0.6

0.5 (1.0)

③　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ施工延長

④　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ転用回数

掘削工

⑥　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ損料日数

　　Ⓑ　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ運転管理
1.8日

ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ撤去工
0.2 (2.5)

⑤　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ運転日数



平均掘削深数量計算書

　素掘り(φ150mm) 起債事業

路線 平均掘削深 区間延長 数量
番号 Ｈ Ｌ Ｈ×Ｌ

路線平均掘削深 H= 98.34 ÷ 75.00 ≒ 1.31 m

61
ghpa No.24 ～ 25 1.395 38.00 53.01
61

ghqa No.26 ～ No.27 1.225 37.00 45.33

マンホール種別 設置数
０号
１号
２号

小型塩ビ 2
小型レジン

合計 75.00 98.34

マンホール番号 適　　用



　工事日数計算書

φ
W
H

① ウェルポイント設置工 ④ 埋戻工

・ ウェルポイント設置 ・ 埋戻し＋砂基礎

m ÷ ÷ (本/日) ＝ 日 【[ × 2 ＋( － )× ]
× ( － )× 】－ π/4×0.165

2

・ ウェルポイントポンプ設置 ＝ m3/m

1 台 ÷ 3 台 ＝ 日 m × m3/m ÷ m3/日 ＝ 日

＝ 日

⑤ ウェルポイント撤去工

② 掘削工 ・ ウェルポイント撤去

・ 掘削工 m ÷ ÷ 本/日 ＝ 日

・ ウェルポイントポンプ撤去
[( × 2 ＋( － )× ）

× ( － )× ］× ÷ m3/日 1 台 ÷ 10 台 ＝ 日
＝ 日

＝ 日

③ 管布設工

・ m × 日/m ＝ 日

掘 削 深 1.31

起債事業
管　   径 150
土留め無 0.60

設置間隔 4.0

30 4.0 43

0.82

0.3 36 0.7

舗装厚 0.14

0.2 0.60 1.31 0.14 0.2
1.31 0.14 1/2

30 0.82

BH0.28m3

0.04 0.2

30 4.0

0.60 1.31

掘削幅 0.60
表層厚 0.04

0.2

30 0.021 0.6

1.31 0.04 1/2 30 59

設置間隔 4.0

0.5

0.5
0.1

0.183



工種 規格 算定式 単位 数量 摘要

①ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ設置工

　　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ設置 施工規模100本以上 本/日 43 国交省土木工事積算基準書　Ⅰ-14-①-57

　　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄﾎﾟﾝﾌﾟ設置 組/日 3 国交省土木工事積算基準書　Ⅰ-14-①-57

②掘削・建込み工

　　掘削 BH山積み0.28m3 m3/日 59 下水道用標準設計歩掛　管路施設　p16

　　建込簡易土留建込み 2.0 m以下 1.1h÷10m h/m 0.11 下水道用標準設計歩掛　管路施設　p39

　　建込簡易土留建込み 2.5 m以下 1.3h÷10m h/m 0.13 下水道用標準設計歩掛　管路施設　p39

　　建込簡易土留建込み 3.0 m以下 1.5h÷10m h/m 0.15 下水道用標準設計歩掛　管路施設　p39

　バックホウ施工時間 11.1h/100m3×59ｍ3/日 h/日 6.5 下水道用標準設計歩掛　管路施設　p15、16

③管布設工

　　管布設 φ150㎜ 世話役0.21÷10m 日/m 0.021 下水道用標準設計歩掛　参考資料　p3

　　管布設 φ200㎜ 世話役0.22÷10m 日/m 0.022 下水道用標準設計歩掛　参考資料　p3

④埋戻し工

　　タンパ作業量 m3 36 国交省土木工事積算基準書　Ⅰ-14-①-17

⑤引抜工

　　建込簡易土留引抜き 2.0 m以下 0.12日÷10m 日/m 0.012 下水道用標準設計歩掛　管路施設　p39

　　建込簡易土留引抜き 2.5 m以下 0.14日÷10m 日/m 0.014 下水道用標準設計歩掛　管路施設　p39

　　建込簡易土留引抜き 3.0 m以下 0.16日÷10m 日/m 0.016 下水道用標準設計歩掛　管路施設　p39

⑥ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ撤去工

　　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ撤去 施工規模100本以上 本/日 83 国交省土木工事積算基準書　Ⅰ-14-①-57

　　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄﾎﾟﾝﾌﾟ撤去 組/日 10 国交省土木工事積算基準書　Ⅰ-14-①-57

工事日数算出根拠



設置間隔 4.0 m 
（30m当り）

名　称 規　格　　・　計　算 単位 数量 備　　　　　考

ヘッダーパイプ 4.00　－　0.041　×　2　＝  3.92 ｍ 本 8

〃 1.0ｍ 〃 1

〃 0.2ｍ 〃 1

フランジ 鋳鉄製φ100㎜ 個 1

ニップル 〃 〃 1

ソケット 〃 〃 1

バルブソケット 塩ビ製φ100㎜ 〃 1

チーズ 〃 〃 9

キャップ 〃 〃 1

サクションホース 〃 ｍ 2

ウェルポイント 設置間隔　4.0m 本 9

平均掘削深（１工事当りの平均） 1.63 ｍ

ライザーパイプ長（平均掘削深＋1.0m） 2.6 ｍ

基幹事業のウェルポイント打ち込み本数 本

起債事業のウェルポイント打ち込み本数 19 本

※ライザーパイプ長は、１工事当りの平均掘削深から算出するものとし、事業種別毎や管径毎で分けて算出しないこと。

ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ材料集計表 1工事単位



　ウェルポイント数量計算書

路線 平均掘削深 区間延長 数量 事業
番号 Ｈ Ｌ Ｈ×Ｌ 種別

φ150 1工区 1工事当り平均掘削深 H= 708.99 ÷ 435.40 ≒ 1.63 m
素掘 ～ 1.31 75.00 98.25 起債事業

（1工事当り） （水替総延長） （設置間隔）
ウエルポイント打込み本数 N= 435.40 ÷ 4.0 ＋ ＝ 109

小計 75.00 98.25 1工区
起債事業打込み本数 19

φ150　土留 N= 0.00 ÷ 4.0 ＋ ＝ 0
φ150 1工区 φ150　素掘 N= 75.00 ÷ 4.0 ＋ ＝ 19
土留 ～ 1.55 110.00 170.50 基幹事業 φ200　土留 N= 0.00 ÷ 4.0 ＋ ＝ 0

φ150 φ200　素掘 N= 0.00 ÷ 4.0 ＋ ＝ 0
素掘 〃 1工区

φ200 基幹事業打込み本数 37
土留 ～ 1.70 20.80 35.36 〃 φ150　土留 N= 110.00 ÷ 4.0 ＋ -1 ＝ 27

φ200 φ150　素掘 N= ÷ 4.0 ＋ ＝ 0
素掘 ～ 1.33 18.30 24.34 〃 φ200　土留 N= 20.80 ÷ 4.0 ＋ ＝ 5

φ200　素掘 N= 18.30 ÷ 4.0 ＋ ＝ 5

2工区
小計 149.10 230.20 基幹事業打込み本数 53

φ150　土留 N= 163.30 ÷ 4.0 ＋ ＝ 41
φ150　素掘 N= 48.00 ÷ 4.0 ＋ ＝ 12

φ150 2工区
土留 ～ 1.91 163.30 311.9 基幹事業

φ150
素掘 ～ 1.43 48.00 68.64 〃

小計 211.30 380.54

水替延長
合計 435.40 708.99

マンホール番号

1工事単位



仮設計画ガイドブックより
●ウェルポイントを１列に施工する場合

③ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄの本数(N) P193
ｍ ≪Borデータ≫R1-Bor.5 土質によりｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ1本当りの吸水量を地盤の透水係数と吸水量の関係をもとに
ｍ ｍ ｍ × 10 -3 m3/minと想定する。(表-9.2.4参照)
ｍ
ｍ ｍ ）
ｍ 不透水層 ｍ ｍ）
ｍ
× 10 -2 cm/sec Q:定常状態での全揚水量(m3/min) q:ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ1本の揚水量(m3/min)

平均地盤高 ｍ ④ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄの間隔(a)P202
に配置することとする。

a.影響半径　P165 × 1
（クサキン）

R= × S D × K
L:ﾍｯﾀﾞｰﾊﾟｲﾌﾟの長さ N:ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄの本数 S:列数

＝ × ×
⑤ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄﾎﾟﾝﾌﾟの選定及び台数(n)

＝ ｍ m3/minを使用。

（ジハルト） ×
R= × S K ×

＝ × Q:定常状態での排水量(m3/min) E:排水ポンプの公称排水量

＝ ｍ （平均地盤高）GL m

R: 影響半径(m) S: 水位低下量(m)
D: 帯水層厚(m) K: 透水係数(m/sec)

m
ｍ とする。

b.排水量の計算（2次元モデル）　P170 h
=

　○不圧帯水層で不完全貫入状態の場合(ただしR/H＞3の場合に適用)

／ ＝ ＞ 3

× 2 - 2 ）

- Ｒ

＝ m3/s m3/min m

k:透水係数(m/s) ho:内水位(m) H:初期地下水位(m)

-0.11
不透水層

0.66
0.99

0.000225 ＝ 0.013476 EL=

30 ×
17

h
o
=

0.73 ＋ 0.27 × 0.99

R H

0
.
6
6H
=

3.18

1
.
6
3

WL= 0.88
よって、大きい方を採用し 17 ｒo

＝ 0.000285 (0.99 0.66 ×

掘削底面

0
.
9
9

1
.
0
0

下記の式が適用可能
ウェル下端

Q= K(H^2-ho^2) L 0.73+0.27 H-ho

3000 0.33 0.000285

0.013476
＝

0
.
3
3

17 0.99 17.17172

S
=

17

1 台

3 真空ﾎﾟﾝﾌﾟ 3.5

3000 （0.7～0.8）E 0.75 3.5
seichardtの式

n=
（2～3）Q

＝
2.5

575 （ウェルの間隔は0.5mピッチとする。）

575 0.33 0.99 0.000285

0.013 ≒

ｍ → 4.0 ｍ
kusakinの式 N 2

a=
L×s

＝
30

＝ 15.00

帯水土層 砂
3.18

ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄは掘削箇所の 片側
②排水量の計算

計画水位標高 0.55 余裕率

透水係数 2.85 ＝ 0.000285 m/s

本
地下水位標高 0.88 -0.11 （GL- 3.29 q 0.015

Q
＝ 2.5

0.013476
＝ 2

帯水層厚 0.99 （掘削底面－ 1.00
N= 2～3

平均掘削深さ 1.63 地下水位低下高 0.33 ｍ
掘削幅 0.90 GL= 3.18 WL=GL- 2.30

外江地区 起債事業

①設計条件
掘削延長 30.0

15

土質 q(m3/min)
礫 -3

砂礫 -3

粗砂 -3

砂 -3 前後
細砂 -3

15×10
8～10×10

20～25×10

表-9.2.4

50～70×10
30～50×10



交通整理員算定表 起債事業

1．下水道本管の作業日数

口径 土留め 作業区分 日数 口径 土留め 作業区分 日数 合計① 市道
φ150㎜ あり 機械施工 φ150㎜ あり 人力施工 Ｂ2

〃 なし 〃 6 〃 なし 〃 あり

φ200㎜ あり 機械施工 φ200㎜ あり 人力施工

〃 なし 〃 〃 なし 〃

2．下水道本管以外の作業日数 (1/1)
日当り
作業量

舗装撤去 打ち換え 舗装版切断 4㎝ 15㎝以下 179.4 ｍ 230 0.8
〃 15㎝～30㎝以下 ｍ 170 0.0
舗装版破砕 4㎝ 直接掘削　10㎝以下 460.1 m2 510 0.9
〃 10㎝～15㎝以下 m2 560 0.0
舗装版破砕(小規模) 72.6 m2 23 3.2

車道舗装 打ち換え 上層路盤 11㎝ 歩道施工　20㎝まで 72.6 m2 268 0.3
4-10 仮表層 3㎝ 車道部1.4m未満　25㎝以上35㎝未満 72.6 m2 250 0.3

不陸整正 460.1 m2 1510 0.3
表層 4㎝ 車道部1.4m以上　35㎝以上45㎝未満 460.1 m2 2300 0.2

車道舗装 打ち換え 下層路盤 20㎝ 歩道施工　20㎝まで m2 268 0.0
5-10-10 上層路盤 12㎝ 歩道施工　15㎝まで m2 268 0.0

仮表層 3㎝ 車道部1.4m未満　25㎝以上35㎝未満 m2 250 0.0
不陸整正 m2 1580 0.0
表層 5㎝ 車道部1.4m以上　45㎝以上55㎝未満 m2 2300 0.0

歩道舗装 打ち換え 上層路盤 10㎝ 歩道施工　20㎝まで m2 268 0.0
3-10 仮表層 3㎝ 歩道部1.4m未満　25㎝以上35㎝未満 m2 250 0.0

不陸整正 m2 1580 0.0
表層 3㎝ 歩道施工1.4m以上　25㎝以上35㎝未満 m2 1000 0.0
〃 〃 歩道施工1.4m未満　25㎝以上35㎝未満 m2 250 0.0

車道舗装 打ち換え 下層路盤 10㎝ 歩道施工　20㎝まで m2 268 0.0
5-5-10-10 上層路盤 17㎝ 歩道施工　20㎝まで m2 268 0.0

不陸整正 m2 1580 0.0
基層 5㎝ 車道部1.4m未満　45㎝以上55㎝未満 m2 250 0.0
仮表層 5㎝ 車道部1.4m未満　45㎝以上55㎝未満 m2 250 0.0
表層 5㎝ 車道部1.4m以上　35㎝以上45㎝未満 m2 2300 0.0

車道舗装 打ち換え 上層路盤 12㎝ 歩道施工　20㎝まで m2 268 0.0
5-15 仮表層 3㎝ 車道部1.4m未満　25㎝以上35㎝未満 m2 250 0.0

不陸整正 m2 1580 0.0
表層 5㎝ 車道部1.4m以上　35㎝以上45㎝未満 m2 2300 0.0

歩車道境界ブロック 撤去・設置 ブロック取外 m 200 0.0
上層路盤 10㎝ 歩道施工　20㎝まで m2 268 0.0
仮表層 3㎝ 歩道部1.4m未満　25㎝以上35㎝未満 m2 250 0.0
舗装版破砕 3㎝ 直接掘削　10㎝以下 m2 810 0.0
ブロック据付 C種 m 30 0.0

取付管・桝設置 素掘り部 取付管 φ100㎜ 19.4 ｍ 59 0.3
〃 φ150㎜ ｍ 59 0.0
汚水桝 φ200㎜ 6 ヵ所 42 0.1
機械掘削 BH0.13m3 10.9 m3 44 0.2
人力掘削 m3 33 0.0
埋戻 9.1 m3 36 0.3

取付管・桝設置 土留め部 建て込み簡易土留 BH0.28m3 式 －
軽量鋼矢板 BH0.13m3 式 －

合計② 6.9

交通整理員の実日数　　＝ 6 ＋ 6.9 ＝ 13 日 配置人数 ２名

工　種 摘要作業日数数量

道 路 種 別
交通誘導員

交 代 要 員

単位種　別 細　別
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§５．運　搬　工

takeshi-hayashibara
テキストボックス
見積単価



頁0-0001

コード 名称・規格１・規格２ 単　位 単　　価 単　　価 単　　価 特殊 集計
(0. 4. 8) (1. 5. 9) (2. 6) 集計 区分

T0007 粘土     ｔ         28,000 999
25㎏袋入り

摘要: 見積
T0008 ベントナイト     kg             80 999

25㎏袋入り
摘要: 見積

T0016 鋳鉄製ﾏﾝﾎｰﾙふた（下水道用・除雪対応）     組         92,500 999
境港市型、φ600、T-14

摘要: 見積
T0017 鋳鉄製防護ふた     組         49,720 999

境港市型、ます径300・T-14・ロック式
摘要: 見積

T0077 鋳鉄製防護ふた（除雪対応）     組         53,220 999
境港市型、ます径300・T-14・ロック式

摘要: 見積
T0020 硬質塩化ビニル製ふた     個          5,100 999

境港市型、ます径200・差し口形・鎖付き
摘要: 見積

T0022 鋳鉄製ふた直接ぶた     個         13,100 999
境港市型、ます径200・差し口形・鎖付き

摘要: 見積
T0048 内副管用マンホール継手     個         52,800 999

φ150-100、2号マンホール用
摘要: 見積

T0049 内副管固定バンド     個          5,280 999
φ100用

摘要: 見積
T0053 内副管用マンホール継手     個         46,200 999

φ150-100、1号マンホール用
摘要: 見積

T0054 内副管用マンホール継手     個         66,000 999
φ200-150、2号マンホール用

摘要: 見積
T0057 底版　深型     個         91,600 999

2号組立マンホール
摘要: 見積

T0058 中間スラブ（FRP製）     個        293,000 999
組立2号マンホール用

摘要: 見積
T0066 削孔(ｹｰｼﾝｸﾞφ1500・埋戻ｺﾝｸﾘｰﾄ)    箇所        265,000

塩ビ管200、1号組立ﾏﾝﾎｰﾙ・削孔長350㎜
(坑口止水器、ｹｰｼﾝｸﾞ立坑、既設人孔用) 摘要: 既設ﾏﾝﾎｰﾙ内での作業（見積）

F0000000012 止水器     組         52,000 999
φ200　ケーシング立坑用

摘要: 見積

06-******-10001-10

境　港　市

登 録 単 価 一 覧 表



分
類

（円） （％） （円） （％） （円）
ウ
エ 口径100mm  全揚程15m 15 5
ル
ポ
イ 供用日当り　  
ン
ト
ポ
ン
プ

（円） （％） （円） （％） （円）
ウ
エ 17 7
ル L= 2.6 m × 9本
ポ
イ 供用日当り　  
ン
ト

（円） （％） （円） （％） （円）

6 5

供用日当り　  

L=3.92 m × 8本

ヘ
ッ
ダ
l
ラ
イ
ン

　（備考）
　 １．機械器具損料は、次式により求める。
　 １．機械器具損料＝供用１月（供用１日）当り損料×供用月数（供用日数）＋１現場当り損料
　 ２．供用１月当り損料を供用１日当り損料に換算するときは、次式による。
　 ２．供用１日当り損料＝供用１月当り損料×１/３０

サクションホース Φ100

ジョイント チーズΦ100×50

ニップル ねじ込み式鋳鉄製Φ100

ソケット ねじ込み式鋳鉄製Φ100

フランジ ねじ込み式鋳鉄製Φ100

バルブソケット 塩ビ製Φ100

L=0.2m×1本

キャップ 塩ビ製Φ100

L=1.0m×1本

ヘッダーパイプ VP-100　L=0.2m

ヘッダーパイプ VP-100　L=1.0m

（内訳)

ヘッダーパイプ VP-100　

ヘッダーライン

ライザーパイプ VP-50

小型うず巻ポンプ
5.5kw

ウエルポイント施工機械器具損料算定表(R06．4月版)

品　　　　　　　名 規　　　格 基　礎　価　格
１現場 供用１ヶ月

摘　　　要
当たり損料 当たり損料




